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新機能

このトピックでは、SANtricity System Managerの最新リリースでのCLIコマンドとスク
リプトコマンドの変更点を示します。

コマンドプロンプトでSMcliコマンドを実行する場合、バックスラッシュを追加で入力する必要

があります (\) Windows OSを使用しているときに、入力ファイルまたは出力ファイルのファイ

ルパス名にエスケープ文字として使用します。追加のバックスラッシュ (\`uオプションでロー

ルベースアクセス管理ユーザを指定し、SMcliをセキュアなHTTPSモードで使用する場合、を

含める必要があります。例 `C:\\dir\\subdir\\filename

現在SANtricity 11.52以前を使用している場合は、従来のCLIを使用してSANtricity の最新バージ
ョンにアップグレードできません。SANtricity 11.52からそれ以降のバージョンへのアップグレ
ードは、SMcliを使用してのみ実行できます。

SANtricity 11.81

次の表に、リリース11.81でのCLIコマンドとスクリプトコマンドの変更点を示します。

コマンドを実行します 概要 of Changeの略

デバイスの識別 を追加しました identifyDevices パラメータ

SANtricity 11.80

次の表に、リリース11.80のCLIコマンドとスクリプトコマンドの変更点を示します。

コマンドを実行します 概要 of Changeの略

保存チェックボリュームパリティジョブのパリティ
エラー

コマンドが追加されました

ボリュームのパリティチェックジョブの開始 コマンドが追加されました

ボリュームパリティチェックジョブを表示します。 コマンドが追加されました

ボリュームのパリティチェックジョブを表示しま
す。

コマンドが追加されました

ボリュームのパリティチェックジョブを停止しま
す。

コマンドが追加されました

従来のコマンドラインパラメータ を追加しました -useLegacyTransferPort パラメ
ータ
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コマンドを実行します 概要 of Changeの略

ストレージアレイを自動設定します blocksizeパラメータを追加

ボリュームのパリティをチェックします 廃止されたコマンドです。

SANtricity 11.70.5

リリース11.70.5では、CLIコマンドとスクリプトコマンドの変更はありません。

SANtricity 11.70.4

次の表は、リリース11.70.4におけるCLIコマンドとスクリプトコマンドの変更点を示しています。

コマンドを実行します 概要 of Changeの略

SMcliコマンドラインパラメータをダウンロードしま
す

を追加しました -t および -T 多要素認証用のアクセ
ストークンパラメータの説明。

SANtricity 11.70.3

次の表に、リリース11.70.3のCLIコマンドとスクリプトコマンドの変更点を示します。

コマンドを実行します 概要 of Changeの略

ディスクプールリソースのプロビジョニングを開始
します

コマンドが追加されました

ボリュームグループリソースのプロビジョニングを
開始します

コマンドが追加されました

ディスクプールのフルプロビジョニングを開始しま
す

「disableResourceProvisioning」パラメータ概要 を
更新。

ボリュームグループのフルプロビジョニングを開始
します

「disableResourceProvisioning」パラメータ概要 を
更新。

外部セキュリティキーを再作成します 「deleteOldKey」パラメータが追加されました。

ディスクプールを作成 「driveCount」パラメータ概要 を更新。

SANtricity 11.70.2の略

次の表は、リリース11.70.2のCLIコマンドとスクリプトコマンドの変更点を示しています。
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コマンドを実行します 概要 of Changeの略

SNMPv3 USMユーザを登録します コマンドが追加されました

SNMPv3 USMユーザを更新します コマンドが追加されました

SNMPv3 USMユーザを表示します コマンドが追加されました

SNMPv3 USMユーザの登録を解除します コマンドが追加されました

SNMPトラップの送信先を登録します 「username」および「engineid」パラメータを追
加。

SNMPトラップの送信先を更新してください 「username」および「engineid」パラメータを追
加。

SNMPトラップの送信先をテストします 「username」および「engineid」パラメータを追
加。

SANtricity 11.70.1

次の表は、リリース11.70.1のCLIコマンドとスクリプトコマンドの変更点を示しています。

コマンドを実行します 概要 of Changeの略

ドライブの消去を開始します コマンドが追加されました

ストレージアレイのセキュリティキーをインポート
します

「forceOverwrite」パラメータが追加されました。

コントローラのホストポートのプロパティを設定し
ます

「fecMode」パラメータを追加。

syslog設定を表示します 「syslogFormat」パラメータが追加されました。

syslogを設定します 「syslogFormat」パラメータが追加されました。

Eメールアラートを設定 「serverEncryption」、「ServerPort」、「serverUse
rname」、および「serverPassword」パラメータを
追加しました。

Eメールアラート設定を表示します SMTP暗号化’ポート’およびクレデンシャル・パラメ
ータ・データが追加されました

RAIDボリュームをリカバリします blocksizeパラメータを追加
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SANtricity 11.70

次の表は、リリース11.70のCLIコマンドとスクリプトコマンドの変更点を示しています。

コマンドを実行します 概要 of Changeの略

ストレージアレイのファームウェア/ NVSRAMをダウ
ンロードします

「healthCheckNeedsAttnOverride」パラメータが追
加されました。

ディスクプール内にボリュームを作成します raidLevelパラメータが追加されました

外部セキュリティキー管理を有効にします saveFileパラメータを追加

外部セキュリティキー管理を無効にします saveFileパラメータを追加

RAIDボリュームをリカバリします hostUnmapEnabled’パラメータが追加されました。
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はじめに

コマンドのフォーマット

CLIの概要

コマンドラインインターフェイス（ CLI ）は、ストレージアレイを設定および監視するためのソフトウェア
アプリケーションです。CLIを使用すると、DOSプロンプト、Linuxオペレーティングシステムパス、Solaris
オペレーティングシステムパスなどのオペレーティングシステムプロンプトからコマンドを実行できます。

CLIを使用すると、ストレージ管理ソフトウェア内のユーティリティであるスクリプトエンジンに直接アクセ
スできます。スクリプトエンジンは、ストレージアレイを設定および管理するコマンドを実行します。スクリ
プトエンジンは、スクリプトファイル経由で、またはコマンドラインから直接コマンドを読み取り、コマンド
によって指示された処理を実行します。

スクリプトコマンドは、ストレージアレイを設定および管理します。スクリプトコマンドはCLIコマンドとは
異なります。個々のスクリプトコマンドを入力するか、スクリプトコマンドのファイルを実行することができ
ます。個々のスクリプトコマンドを入力する場合は、スクリプトコマンドをCLIコマンドに埋め込みます。ス
クリプトコマンドのファイルを実行する場合は、ファイル名をCLIコマンドに埋め込みます。

本ドキュメントに記載されているソフトウェア機能の一部は、Eシリーズストレージシステムでは使用できな
い場合があります。利用可能な機能については、アカウント担当者にお問い合わせください。

CLIは、SANtricity Storage Managerソフトウェアの機能です。

CLIの構造

CLIコマンドの構造

CLIコマンドは、コマンドラッパーおよびラッパーに組み込まれた要素で構成されます。CLIコマンドは次の
要素で構成されます。

• SMcliという用語で識別されるコマンドラッパー

• ストレージアレイの識別子

• 実行する処理を定義するターミナル

• スクリプトコマンド

CLIコマンドラッパーは、ストレージアレイコントローラを識別し、処理のターミナルとスクリプトコマンド
を指定し、これらの値をスクリプトエンジンに渡すシェルです。

すべてのCLIコマンドは次の構造になります。

SMcli *storageArray terminal script-commands*;

• SMcliは’コマンド・ライン・インターフェイスを起動します

• 「storageArray storageArray」は、ストレージアレイの名前またはIPアドレスです。
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• 「terminal」は、コマンドの環境と目的を定義するCLI値です。

• 「script -commands」は、1つ以上のスクリプトコマンド、またはスクリプトコマンドを含むスクリプト
ファイルの名前です。（スクリプトコマンドはストレージアレイを設定および管理します）。

構文’パラメータ名’オプション’端末が正しくない不完全または不正確なSMcli文字列を入力すると’スクリプト
・エンジンは使用情報を返します

対話型モード

SMcliおよびストレージ・アレイ名を入力し、CLIパラメータ、スクリプト・コマンド、またはスクリプト・フ
ァイルを指定しない場合、コマンド・ライン・インターフェイスは対話型モードで動作します。対話型モード
では’SMcliを使用してコマンドを事前に修正することなく’個のコマンドを実行できます

対話型モードでは'1つのコマンドを入力して結果を表示し’次のコマンドを入力できます完全なSMcli文字列は
入力されません対話型モードは、構成エラーを確認したり、構成の変更を迅速にテストしたりする場合に役立
ちます。

対話型モードのセッションを終了するには、オペレーティングシステム固有のコマンドを入力します。Linux
の場合、このキーの組み合わせは* Control-D*です。Windowsの場合、このキーの組み合わせは* Ctrl + Z +
Enter *です。

CLIコマンドラッパーの構文

このセクションでは、CLIコマンドラッパーの一般的な構文を示します。CLIコマンドラッパーの構文で使用
される表記規則を次の表に示します。

表記規則 定義（ Definition ）

「a b`

選択肢（「a」または「b」） 「italic」-「words`」

パラメータを指定するには、ユーザ入力が必要です
（変数への応答）。

'[... ]`(角括弧)

0または1回のみ使用可能（角かっこは、一部のコマ
ンドパラメータの区切り文字としても使用されます
）

'+{… }-→(中かっこ)

0個以上のオカレンス '(a

b c)`

選択肢を1つだけ選択してください 「a&
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表記規則 定義（ Definition ）

b`」 および/または。一方または両方のコントローラIPア
ドレスを使用できるhttpsクライアントモードで使用
します。一方のコントローラが応答しない場
合、SMcliは代替のIPアドレスを使用します。また、
ファームウェアのダウンロードなど、両方のIPアドレ
スが必要な場合にも対応します。

すべてのCLIコマンドを実行するには、管理者権限が必要です。一部のCLIコマンドは管理者権
限がなくても実行されますが、ただし、コマンドの多くは実行されません。適切な権限がない
ためにCLIコマンドが実行されない場合は、CLIから終了コード12が返されます。

httpsクライアントモードでの例

次の例では’で説明している’https’クライアント・モードのコマンド・ライン・パラメータを示します コマン
ドラインパラメータ。

SMcli (Controller A host-name-or-IP-address&|

Controller B host-name-or-IP-address)  -u username -p password -c

"commands;" [-clientType (auto | https | symbol)]

clientTypeを指定せずに'-u’オプションと’username’変数を指定した場合’システムは’http’また
は’symbol’クライアント・モードのいずれかを使用します

symbolクライアントモードの例

次の例は’で説明する’symbolクライアントモードのコマンドラインパラメータを示しています コマンドライン
パラメータ。

SMcli **-a** **email:** email-address [host-name-or-IP-address1 [host-

name-or-IP-address2]] [**-n** storage-system-name | **-w** wwID | **-h**

host-name] [**-I** information-to-include] [**-q** frequency] [**-S**]

-aコマンド・ライン・オプションは’E2800またはE5700ストレージ・アレイではサポートされ
ていません

SMcli **-x** **email:** email-address [host-name-or-IP-address1 [host-

name-or-IP-address2]] [**-n** storage-system-name | **-w** wwID | **-h**

host-name] [**-S**]

-x’コマンド・ライン・オプションは’E2800またはE5700ストレージ・アレイではサポートされ
ていません
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SMcli (**-a** | **-x**) **trap:** community, host-name-or-IP-address

[host-name-or-IP-address1 [host-name-or-IP-address2]] [**-n** storage-

system-name | **-w** wwID | **-h** host-name] [**-S**]

-aおよび-xコマンド・ライン・オプションは’E2800またはE5700ストレージ・アレイではサポ
ートされていません

SMcli **-d** [**-w**] [**-i**] [**-s**] [**-v**] [**-S**]

-sコマンド・ライン・オプションは’E2800またはE5700ストレージ・アレイではサポートされ
ていません

SMcli host-name-or-IP-address **-F** email-address [**-g**

contactInfoFile] [**-S**]

SMcli **-A** [host-name-or-IP-address [host-name-or-IP-address]] [**-S**]

SMcli **-X **(**-n** storage-system-name | **-w** wwID | **-h** host-name)

SMcli **-?**

ダウンロード可能なSMcliコマンドラインパラメータ

11.60以降のダウンロード可能なSMcliコマンドラインパラメータ

SANtricity OS 11.60リリースでは、httpベースのバージョンのCLI（「Secure CLI」またはSMcli）をSANtricity
System Managerから直接ダウンロードしてインストールできます。このダウンロード可能なバージョン
のSMcliは、EF600、EF300、E5700、EF570、E2800、 およびEF280コントローラの場合：SANtricity システ
ムマネージャからSMcliをダウンロードするには、* Settings > System * and * Add-ons > Command Line
Interface *を選択します。

CLIコマンドを実行する管理システムに、Java Runtime Environment（JRE）バージョン8以降
がインストールされている必要があります。

以前のバージョンのSMcliと同様、SANtricity System Managerからダウンロード可能なSMcliには、固有のパ
ラメータセットがあります。SANtricity OS 11.53以前のリリースでのコマンドラインパラメータの使用方法に
ついては、を参照してください "従来のコマンドラインパラメータ"。
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多要素認証

SAML（Security Assertion Markup Language）が有効になっている場合は、CLIで使用できるのはアクセスト
ークンのみです。SAMLが有効になっていない場合は、ユーザ名とパスワード、またはアクセストークンを使
用できます。アクセストークンは、SANtricity システムマネージャを使用して生成できます。

パラメータ 定義（ Definition ）

-t ストレージアレイでの認証に使用するアクセストー
クンを定義します。アクセストークンは、ユーザ名
とパスワードの入力に代わるものです。

-T （大文字） この引数には次の2つの引数のいずれかが必要です。

• access_token-file -認証に使用するアクセス
トークンが含まれます

• -(dash) - stdinからアクセストークンを読み取り
ます

「-u」 このパラメータは、とともに使用します username
変数（Variable）：このパラメータは、アクセストー
クンを使用しない場合に必要です。

「 -p 」 コマンドを実行するストレージアレイのパスワード
を定義します。次の場合、パスワードは必要ありま
せん。

• ストレージアレイにパスワードが設定されていま
せん。

• パスワードは、実行しているスクリプトファイル
で指定します。

-P （大文字） この引数には次の2つの引数のいずれかが必要です。

• _password_file-認証に使用するパスワードを
格納します

• -(one Dash)- stdin`からパスワードを読み込みま
す

一般的なhttpsモードのコマンドラインパラメータ

ダウンロード可能なSMcliは、httpsモードのみをサポートしています。httpsモードで一般的に使用されるコマ
ンドラインパラメータを次に示します。
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パラメータ 定義（ Definition ）

host-name-or -ip-address ホスト名またはインターネットプロトコル（IP）アド

レスを指定します (xxx.xxx.xxx.xxx）を使用でき
ます。

各コントローラのイーサネット接続を使用してアウ
トオブバンドストレージの管理を管理する場合は、

を指定する必要があります host-name-or-IP-

address をクリックします。

「-k」 このオプションの引数では、を使用できます https
クライアントをセキュアでないモードで実行してく
ださい。つまり、ストレージアレイの証明書は検証
されません。省略した場合、デフォルトで適切な検
証が実行されます。

ストレージアレイ証明書の管理に関す
る追加情報 については、を参照してく
ださい 保存されている証明書のコマン
ドラインパラメータの管理。

「-e」と入力します 構文チェックを実行せずにコマンドを実行します。

-L （大文字） ダウンロード可能なSMcliに関する法的通知を表示し
ます。

「-n」 スクリプトコマンドを実行するローカルに格納され
るラベルを指定します。を使用する場合、これはオ

プションです host-name-or-IP-address。を使
用する場合は、ローカルに保存されたラベルが必要

です host-name-or-IP-address は使用されませ
ん。

ローカルに格納されたラベルを使用し
たストレージアレイの管理に関する追
加情報 の詳細については、を参照して
ください 格納されているアレイのコマ
ンドラインパラメータの管理。
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パラメータ 定義（ Definition ）

「-o」と入力します スクリプトコマンドの実行で生成されるすべての出
力テキストのファイル名を指定します。-o’パラメー
タは、次のパラメータとともに使用します。

• 「-c」

• 「 -f 」

出力ファイルを指定しない場合、出力テキストは標

準出力になります stdout）。スクリプトコマンドで
はないコマンドからの出力は、すべてに送信されま
す `stdout`このパラメータが設定されているかどうか
は関係ありません。

「-S」（大文字） スクリプトコマンドの実行時に表示される、進捗状
況を示す情報メッセージが表示されないようにしま
す。（この情報メッセージはサイレントモードとも
呼ばれます）。 このパラメータを指定すると、次の
メッセージは表示さ

• 構文チェックを実行しています

• 構文チェックが完了しました

• 「スクリプトの実行」

• 「スクリプトの実行が完了しました」

• SMcliは正常に完了しました

-version ダウンロード可能なSMcliのバージョンを表示します

「-?`」 CLIコマンドの使用方法を表示します。

格納されているアレイの管理

次のコマンド・ライン・パラメータでは、ローカルに保存されたラベルを使用して、格納されたアレイを管理
できます。

ローカルに格納されたラベルが、SANtricity システムマネージャに表示される実際のストレー
ジアレイ名と一致しない場合があります。

パラメータ 定義（ Definition ）

SMcli storageArrayLabel show all ローカルに保存されているすべてのラベルとその関
連アドレスを表示します

SMcli storageArrayLabel show label

<LABEL>

ローカルに保存されているというラベルに関連付け

られているアドレスが表示されます <LABEL>
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パラメータ 定義（ Definition ）

SMcli storageArrayLabel delete all ローカルに保存されたすべてのラベルを削除します

SMcli storageArrayLabel delete label

<LABEL>

ローカルに保存されたという名前のラベルを削除し

ます <LABEL>

SMcli <host-name-or-IP-address> [host-

name-or-IP-address] storageArrayLabel

add label <LABEL>

• ローカルに保存されたラベルを名前とともに追加

します <LABEL> 指定したアドレスを含む

• アップデートは直接サポートされていません。更
新するには、ラベルを削除してから再度追加して
ください。

SMcliは、ローカルに保存されたラベル
を追加する場合、ストレージアレイに
接続しません。

パラメータ 定義（ Definition ）

SMcli localCertificate show all ローカルに保存されているすべての信頼された証明
書

SMcli localCertificate show alias

<ALIAS>

ローカルに保存されている信頼された証明書とエイ

リアスを表示します <ALIAS>

SMcli localCertificate delete all ローカルに保存されている信頼された証明書をすべ
て

SMcli localCertificate delete alias

<ALIAS>

ローカルに保存されている信頼された証明書をエイ

リアスで削除します <ALIAS>

SMcli localCertificate trust file

<CERT_FILE> alias <ALIAS>

• 信頼できる証明書をエイリアスで保存します

<ALIAS>

• 信頼される証明書は、Webブラウザなどの別の操
作でコントローラからダウンロードされます
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パラメータ 定義（ Definition ）

SMcli <host-name-or-IP-address> [host-

name-or-IP-address] localCertificate

trust

• 各アドレスに接続し、信頼された証明書ストアに
返された証明書を保存します

• 指定したホスト名またはIPアドレスは、この方法
で保存された各証明書のエイリアスとして使用さ
れます

• このコマンドを実行する前に、コントローラの証
明書が信頼できるものであることをユーザが確認
する必要があります

• 最高のセキュリティを実現するには、ファイルを
受け取るtrustコマンドを使用して、証明書がユー
ザ検証と実行中の間で変更されないようにする必
要があります

デバイスの識別

次のコマンドラインパラメータを使用すると、ホストが認識できるすべての該当するデバイスの情報を表示で
きます。

SANtricity 11.81リリース以降のSMcli identifyDevices パラメータは、以前にSMdevicesツ
ールで使用できた機能を置き換えます。

パラメータ 定義（ Definition ）

identifyDevices ストレージアレイに関連付けられているすべて
のSCSIネイティブブロックデバイスを検索します。
検出された各デバイスについて、では、ネイティ
ブOS固有のデバイス名、関連付けられているストレ
ージアレイ、ボリューム名、LUN情報など、さまざ
まな情報が報告されます。

例

次の例を参照してください。 -identifyDevices LinuxおよびWindowsオペレーティングシステム内のパラ
メータ。
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Linux の場合

ICTAE11S05H01:~/osean/SMcli-01.81.00.10004/bin # ./SMcli -identifyDevices

  <n/a> (/dev/sg2) [Storage Array ictae11s05a01, Volume 1, LUN 0, Volume

ID <600a098000bbd04f00001c7365426b58>, Alternate Path (Controller-A): Non

owning controller - Active/Non-optimized, Preferred Path Auto Changeable:

Yes, Implicit Failback: Yes]

  /dev/sdb (/dev/sg3) [Storage Array ictae11s05a01, Volume Access, LUN 7,

Volume ID <600a098000bbcdd3000002005a731d29>]

  <n/a> (/dev/sg4) [Storage Array ictae11s05a01, Volume 1, LUN 0, Volume

ID <600a098000bbd04f00001c7365426b58>, Preferred Path (Controller-B):

Owning controller - Active/Optimized, Preferred Path Auto Changeable: Yes,

Implicit Failback: Yes]

  /dev/sdc (/dev/sg5) [Storage Array ictae11s05a01, Volume Access, LUN 7,

Volume ID <600a098000bbcdd3000002005a731d29>]

SMcli completed successfully.

Windows の場合

PS C:\Users\Administrator\Downloads\SMcli-01.81.00.0017\bin> .\SMcli

-identifyDevices

  \\.\PHYSICALDRIVE1 [Storage Array ICTAG22S08A01, Volume Vol1, LUN 1,

Volume ID <600a0980006cee060000592e6564fa6a>, Preferred Path (Controller-

B): Owning controller - Active/Optimized, Preferred Path Auto Changeable:

Yes, Implicit Failback: Yes]

  \\.\PHYSICALDRIVE2 [Storage Array ICTAG22S08A01, Volume Vol2, LUN 2,

Volume ID <600a0980006ce727000001096564f9f5>, Preferred Path (Controller-

A): Owning controller - Active/Optimized, Preferred Path Auto Changeable:

Yes, Implicit Failback: Yes]

  \\.\PHYSICALDRIVE3 [Storage Array ICTAG22S08A01, Volume Vol3, LUN 3,

Volume ID <600a0980006cee06000059326564fa76>, Preferred Path (Controller-

B): Owning controller - Active/Optimized, Preferred Path Auto Changeable:

Yes, Implicit Failback: Yes]

  \\.\PHYSICALDRIVE4 [Storage Array ICTAG22S08A01, Volume Vol4, LUN 4,

Volume ID <600a0980006ce7270000010a6564fa01>, Preferred Path (Controller-

A): Owning controller - Active/Optimized, Preferred Path Auto Changeable:

Yes, Implicit Failback: Yes]

SMcli completed successfully.

その他の注意事項

• x86-64プラットフォームを実行するLinuxおよびWindowsオペレーティングシステムで、SCSIベースのホ
ストインターフェイスのみで互換性があります。

◦ NVMeベースのホストインターフェイスはサポートされません。

• 。 identifyDevices パラメータでは、OSレベルでの再スキャンは原因されません。OSによって認識
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されている既存のデバイスを反復します。

• を実行するための十分なユーザ権限が必要です。 identifyDevices コマンドを実行します

◦ これには、OSネイティブのブロックデバイスからの読み取りとSCSI Inquiryコマンドの実行が含まれ
ます。

従来のコマンドラインパラメータ

11.53以前のコマンドラインパラメータ

SANtricity OS 11.40リリースでは、Webサービスが組み込まれたE2800およびE5700コントローラ向けに、セ
キュアなHTTPSプロトコルを使用してコマンドラインを操作する機能が導入されました。これらのコントロ
ーラでは、必要に応じてSYMbolプロトコルを使用してコマンドラインを操作することもできます。SYMbolプ
ロトコルは、E2700およびE5600コントローラでサポートされる唯一のプロトコルです。既存のスクリプトを
引き続き使用できるようにし、移行の手間を最小限に抑えるために、CLIのオプションと構文はできるだけそ
のままにしてあります。ただし、E2800およびE5700コントローラのセキュリティ、認証、AutoSupport 、ア
ラートメッセージの機能にはいくつかの変更があるため、これらのコントローラでは一部のCLI構文が廃止さ
れています。一部の構文は、E2800またはE5700で新しいHTTPSプロトコルが使用される場合にのみ廃止され
ます。

「* https *」クライアントタイプにのみ適用される新しいパラメータについては、E2800またはE5700コント
ローラにのみ適用されます。

パラメータ 定義（ Definition ）

-clientType この引数は、適切なスクリプトエンジンを強制的に
作成します。このパラメータはオプションで、次の
いずれかの値を指定します。

• 'auto'-適切なスクリプト・エンジン・タイプを検
出するために’デバイス検出が自動的に実行されま
す

• https- RESTベースのスクリプトエンジンが作成
されます。

• symbol-シンボルベースのスクリプトエンジンが
作成されます。

「-u」 このパラメータには'username'変数を指定しますユー
ザ名は'https'クライアント・タイプにのみ必要ですこ
の引数は'symbol'クライアント・タイプには適用され
ず’無視されます

username引数を指定すると、デバイス検出が実行さ
れて正しいクライアント・タイプ（「* https 」対）
が決定されます「 symbol *」）を参照してくださ
い。
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パラメータ 定義（ Definition ）

「-P」 この引数には次の2つの引数のいずれかが必要です。

• _password_file-認証に使用するパスワードを
格納します

• -(one Dash)- stdin`からパスワードを読み込みま
す

この引数の追加は'https'クライアント・タイプと
'symbol'クライアント・タイプのどちらが使用されて
いるかにかかわらず’すべてのコントローラに適用さ
れます

「-k」 このオプション引数を指定すると'https'クライアント
は安全でないモードで動作しますつまり、ストレー
ジアレイの証明書は検証されません。デフォルトで
は、省略すると適切な認証が実行されます。この引
数は'symbol'クライアント・タイプには適用されず’
無視されます

E2700またはE5600コントローラにのみ該当するコマンドラインパラメータ

E2700およびE5600コントローラにはアラート管理機能が組み込まれていないため、以下のコマンドラインパ
ラメータを使用できます。これらのパラメータは、E2800またはE5700コントローラには該当しません。

パラメータ 定義（ Definition ）

「- A」 簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップ
の送信先またはアラートの送信先のEメールアドレス
を追加します。

• SNMPトラップの送信先を追加すると、SNMPコ
ミュニティがトラップのコミュニティ名として自
動的に定義され、「* host *」はトラップの送信先
システムのIPアドレスまたはドメインネームサー
バ（DNS）ホスト名です。

• アラートの送信先の電子メールアドレスを追加す
る場合、「* email-address *」は、警告メッセー
ジの送信先となる電子メールアドレスです。

このコマンドラインオプション
は、E2800とE5700のストレージアレ
イに対しては廃止されていま
す。RESTful API、SANtricity システム
マネージャ、またはcURLコマンドを使
用してください。
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パラメータ 定義（ Definition ）

「-m」と入力します Eメールアラート通知の送信元であるEメールサーバ
のホスト名またはIPアドレスを指定します。

このコマンドラインオプション
は、E2800とE5700のストレージアレ
イに対しては廃止されていま
す。RESTful API、SANtricity システム
マネージャ、またはcURLコマンドを使
用してください。

-s（小文字） に'-d’パラメータとともに使用した場合の構成ファイ
ルのアラート設定を示します

このコマンドラインオプション
は、E2800とE5700のストレージアレ
イに対しては廃止されていま
す。RESTful API、SANtricity システム
マネージャ、またはcURLコマンドを使
用してください。

-x(小文字) SNMPトラップの送信先またはアラートの送信先Eメ
ールアドレスを削除します。「community`」はトラ
ップのSNMPコミュニティ名で、「host」はトラップ
の送信先システムのIPアドレスまたはDNSホスト名
です。

このコマンドラインオプション
は、E2800とE5700のストレージアレ
イに対しては廃止されていま
す。RESTful API、SANtricity システム
マネージャ、またはcURLコマンドを使
用してください。

symbolクライアントタイプで実行されているすべてのコントローラに適用されるコマンドラインパラメータ
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パラメータ 定義（ Definition ）

「R」（大文字） パスワードのユーザロールを定義します。ロールに
は次のいずれかを指定できます。

• admin--ユーザーはストレージ・アレイの構成を
変更する権限を持っています

• monitor--ユーザーにはストレージアレイの構成
を表示する権限がありますが’変更はできません

'-R'パラメータは'*–p *'パラメータとともに使用する
場合にのみ有効ですこのパラメータは’ストレージ・
アレイのパスワードを定義することを指定します

「-R」パラメータは、ストレージ・アレイでデュア
ル・パスワード機能が有効になっている場合にのみ
必要です。これらの条件では'-R'パラメータは不要で
す

• ストレージアレイでデュアルパスワード機能が有
効になっていません。

• ストレージアレイにAdminロールが1つだけ設定
されていて、Monitorロールが設定されていな
い。

すべてのコントローラおよびすべてのクライアントタイプに適用可能なコマンドラインパラメータ

19



パラメータ 定義（ Definition ）

host-name-or -ip-address 帯域内管理ストレージ・アレイまたは帯域外管理ス
トレージ・アレイのホスト名またはインターネット
・プロトコル（IP）アドレス（`_xxx.xxx.xxx.xxx）を
指定します

• ホストからインバンド・ストレージ管理を使用し
てストレージ・アレイを管理する場合’複数のスト
レージ・アレイがホストに接続されている場合
は'-n’パラメータまたは-w’パラメータを使用する
必要があります

• 各コントローラ上のイーサネット接続を介したア
ウトオブバンドストレージ管理を使用してストレ
ージアレイを管理する場合は、コントローラ
の「host-name-or -ip-address」を指定する必要が
あります。

• 以前にEnterprise Management Windowでストレ
ージ・アレイを設定済みの場合は'-n’パラメータ
を使用して’ユーザーが指定した名前でストレージ
・アレイを指定できます

• 以前にEnterprise Management Windowでストレ
ージアレイを設定済みの場合は、World Wide
Identifier（WWID）を使用してストレージアレイ
を指定できます。

「- A」 構成ファイルにストレージアレイを追加します。'-a’
パラメータに'host-name-or -ip-address'を指定しない
場合’自動検出は’ローカル・サブネットをスキャンし
てストレージ・アレイを検出します

「-c」 指定したストレージアレイで実行するスクリプトコ
マンドを入力することを示します。各コマンドをセ

ミコロン(;)で終了します。同じコマンド行に複数の`-
c’パラメータを配置することはできません「-c」パラ
メータの後には、複数のスクリプトコマンドを含め
ることができます。

d` スクリプト構成ファイルの内容を表示します。ファ
イルの内容は、「storage-system-name host_name1

host_name2`」の形式になります

「-e」と入力します 構文チェックを実行せずにコマンドを実行します。

F（大文字） すべてのアラートの送信元となるEメールアドレスを
指定します。
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パラメータ 定義（ Definition ）

-f(小文字) 指定したストレージアレイで実行するスクリプトコ
マンドを含むファイルの名前を指定します。'-f’パラ
メータはどちらもスクリプト・コマンドを実行する
ためのものであるという点で'-c’パラメータと似てい
ます-cパラメータは’個のスクリプト・コマンドを実
行します-fパラメータは’スクリプト・コマンドのファ
イルを実行しますデフォルトでは、ファイルでスク
リプトコマンドを実行したときに発生したエラーは
無視され、ファイルは引き続き実行されます。この
動作をオーバーライドするには、スクリプトファイ
ルで「set session errorAction=stop」コマンドを使用
します。

「-g」 Eメール送信者の連絡先情報が格納されたASCIIファ
イルを指定します。この連絡先はすべてのEメールア
ラート通知に記載されます。区切り記号や書式設定
のない、テキストのみのASCIIファイルを指定する必
要があります。「userdata.txt」ファイルが存在する
場合は、「-g」パラメータは使用しないでください。

「 -h 」と入力します ストレージアレイの接続先であるSNMPエージェント
を実行しているホストの名前を指定します。「-h」パ
ラメータは、次のパラメータとともに使用します。

• 「- A」

• 「-x」と入力します

「-i」（大文字） Eメールアラート通知に含める情報のタイプを指定し
ます。次の値を選択できます。

• eventOnly-イベント情報のみが電子メールに含ま
れています

• profile --イベントとアレイのプロファイル情報が
電子メールに含まれています

電子メール配信の頻度は'-qパラメータを使用して指
定できます

「-i」(小文字) 既知のストレージアレイのIPアドレスを表示しま
す。「-i」パラメータは、「-d」パラメータとともに
使用します。ファイルの内容の形式は'storage-

system-name IP-address1 ipAddress2'です
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パラメータ 定義（ Definition ）

「-n」 スクリプトコマンドを実行するストレージアレイの
名前を指定します。この名前は'host-name-or -ip

-address'を使用する場合は省略可能ですストレージ
・アレイの管理にインバンド方式を使用している場
合’複数のストレージ・アレイが指定されたアドレス
でホストに接続されている場合は'-n’パラメータを使
用する必要があります「host-name-or -ip-address」
が使用されていない場合、ストレージアレイ名は必
須です。Enterprise Management Windowで使用する
ように設定したストレージアレイの名前（構成ファ
イルに定義されている名前）が、設定済みの他のス
トレージアレイの名前と重複しないようにしてくだ
さい。

「-o」と入力します スクリプトコマンドの実行で生成されるすべての出
力テキストのファイル名を指定します。-o’パラメー
タは、次のパラメータとともに使用します。

• 「-c」

• 「 -f 」

出力ファイルを指定しない場合、出力テキストは標
準出力（stdout）に出力されます。このパラメータが
設定されているかどうかに関係なく、スクリプトコ
マンド以外のコマンドからの出力はすべてstdoutに送
信されます。

「 -p 」 コマンドを実行するストレージアレイのパスワード
を定義します。次の場合、パスワードは必要ありま
せん。

• ストレージアレイにパスワードが設定されていま
せん。

• パスワードは、実行しているスクリプトファイル
で指定します。

• パスワードを指定するには'-c’パラメータと次のコ
マンドを使用します

set session password=password
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パラメータ 定義（ Definition ）

「-P」 この引数には次の2つの引数のいずれかが必要です。

• _password_file-認証に使用するパスワードを
格納します

• -(Dash)- stdin`からパスワードを読み込みます

この引数の追加は'https'クライアント・タイプと
'symbol'クライアント・タイプのどちらが使用されて
いるかにかかわらず’すべてのコントローラに適用さ
れます

「-q」と入力します イベント通知を受信する頻度およびイベント通知で
返される情報のタイプを指定します。重大イベント
については、最低でも基本的なイベント情報を含むE
メールアラート通知が生成されます。これらの値は'-
qパラメータに有効です

• everyEvent`--すべての電子メールアラート通知と
共に情報が返される。

• 2--情報は2時間ごとに何回も返されない。

• 4--情報は4時間ごとに何回も返されない。

• 8--情報は8時間ごとに何度も返されない。

• 12日—情報は12時間ごとに1回しか返されませ
ん。

• 24日—情報は24時間ごとに1回しか返されませ
ん。

-iパラメータを使用すると’メール・アラート通知に含
まれる情報のタイプを指定できます

• 「-i」パラメータを「eventOnly」に設定した場
合、「-q」パラメータに有効な値は「
everyEvent」のみです。

• 「-i」パラメータを「profile」値また
は「supportbundle」値に設定した場合、この情
報は、「-q」パラメータで指定された頻度で電子
メールに含まれます。
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パラメータ 定義（ Definition ）

「-quick`」 単一行の処理に要する時間を短縮します。単一行操
作の例としては’recreate snapshot volumeコマンドが
ありますこのパラメータは、コマンドの実行中にバ
ックグラウンドプロセスを実行しないことで時間を
短縮します。単一行の処理が複数含まれる処理に
は、このパラメータを使用しないでください。この
コマンドを多用した場合、コントローラの処理能力
を超える数のコマンドが実行されてオーバーランが
発生し、処理が失敗する可能性があります。また、
通常バックグラウンドプロセスから収集されるステ
ータスおよび設定の更新をCLIで使用することはでき
ません。このパラメータを指定すると、バックグラ
ウンド情報に依存する処理が失敗します。

「-S」（大文字） スクリプトコマンドの実行時に表示される、進捗状
況を示す情報メッセージが表示されないようにしま
す。（この情報メッセージはサイレントモードとも
呼ばれます）。 このパラメータを指定すると、次の
メッセージは表示さ

• 構文チェックを実行しています

• 構文チェックが完了しました

• 「スクリプトの実行」

• 「スクリプトの実行が完了しました」

• SMcliは正常に完了しました

-useLegacyTransferPort 転送ポートをに設定します。 8443 デフォルトの代わ

りに 443。

「-v」 -dパラメータとともに使用した場合’構成ファイル内
の既知のデバイスの現在のグローバルステータスを
表示します

「-w」 ストレージアレイのWWIDを指定します。このパラメ
ータは'-n’パラメータに代わるものです既知のストレ
ージ・アレイのWWIDを表示するには'-d’パラメータ
とともに-w’パラメータを使用しますファイルの内容
の形式は、「storage-system-name worldwide ID IP-

address1 IP-address2」です

`-X (大文字) ストレージアレイを構成から削除します。

「-?`」 CLIコマンドの使用方法を表示します。
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スクリプトコマンドの構造

スクリプトコマンドの構造

すべてのスクリプトコマンドは次の構造になります。

      *command operand-data* (*statement-data*)

• 「command」は実行するアクションを示します。

• operator-dataは’構成または管理するストレージ・アレイに関連づけられているオブジェクトを表します

• 「statement-data」はコマンドを実行するために必要な情報を提供します。

`operator-data`の構文は次の構造を持っています

(*object-type* | all *object-types* | [*qualifier*] (*object-type*

[*identifier*] (*object-type* [*identifier*] | *object-types*

[*identifier-list*])))

オブジェクトは次の4つの方法で識別できます。

• オブジェクトタイプ—コマンドが特定のオブジェクトを参照していない場合に使用します

• all`パラメータ接頭辞—コマンドがストレージアレイ内の指定された型のすべてのオブジェクトを参照し

ている場合に使用します(例:*allVolumes *')

• 角括弧—特定のオブジェクトに対してコマンドを実行してオブジェクトを識別するときに使用します(例
:'volume[engineering]')

• 識別子のリスト—一部のオブジェクトを指定するために使用しますオブジェクト識別子は角かっこで囲み
ます（例：「* volumes [sales engineering marketing]*」）。

追加情報 にオブジェクトの説明を含める場合は、修飾子が必要です。

オブジェクトタイプと各オブジェクトタイプに関連付けられている識別子を次の表に示します。

オブジェクトタイプ（ Object Type ） 識別子

「* controller *」と入力します a または b

'drive' ドロワーを備えたエンクロージャの場合は、トレ
イID、ドロワーID、およびスロットIDを使用しま
す。または、トレイIDとスロットIDのみを使用しま
す。

'replacementDrive' ドロワーを備えたエンクロージャの場合は、トレ
イID、ドロワーID、およびスロットIDを使用しま
す。または、トレイIDとスロットIDのみを使用しま
す。
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オブジェクトタイプ（ Object Type ） 識別子

「* driveChannel *」 ドライブチャネルの識別子

「* host *」と入力します ユーザラベル

「* hostChannel *」と入力します ホストチャネル識別子

「* hostGroup *」と入力します ユーザラベル

「ホストポート」 ユーザラベル

「* iscsiInitiator *」と入力します ユーザラベルまたはiSCSI Qualified Name（IQN）

「* iscsiTarget *」と入力します ユーザラベルまたはIQN

「* storageArray *」と入力します 該当なし

「トレイ」 トレイID

'volume ボリューム・ユーザー・ラベルまたはボリューム
のWorld Wide Identifier（WWID）（setコマンドのみ
）

「* VolumeCopy *」 ターゲットボリュームのユーザラベルと、必要に応
じてソースボリュームのユーザラベルも指定します

'*volumeGroup * ユーザラベル

有効な文字は、英数字、ハイフン、アンダースコア
です。

ステートメントデータは次の形式になります。

• パラメータ=値(`raidLevel=5`など)

• パラメータ名(`batteryInstallDate`など)

• オペレーション名(`redundancyCheck`など)

ユーザ定義エントリ（ユーザラベルなど）は変数と呼ばれます。構文では斜体で表示されます(例: trayID’また
は’volumeGroupName')

スクリプトコマンドの概要

スクリプトコマンドはストレージアレイのさまざまな要素（ホストトポロジ、ドライブ構成、コントローラ構
成、ボリューム定義、ボリュームグループ定義など）の定義および管理に使用できるため、コマンドはかなり
の数になります。ただし、これらのコマンドは汎用カテゴリに分類され、このカテゴリはストレージアレイの
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設定や管理のためにコマンドを適用するときに再利用されます。次の表に、スクリプトコマンドの一般的な形
式と各コマンドの定義を示します。

構文 説明

accept object

{statement-data}

保留中の処理を実行します。

activate object

{statement-data}

処理を実行できるように環境をセットアップする
か、環境がすでに正しくセットアップされている場
合は処理を実行します。

autoConfigure storageArray

{statement-data}

コマンドで指定されたパラメータに基づいて設定を
自動的に作成します。

check object

{statement-data}

同期操作であるオブジェクトのエラーに関するレポ
ートを作成する処理を開始します。

clear object

{statement-data}

オブジェクトの一部の属性の内容を破棄します。こ
の処理はシステムの停止を伴い、元に戻すことはで
きません。

create object

{statement-data}

指定したタイプのオブジェクトを作成します。

deactivate object

{statement-data}

処理のために環境を削除します。

delete object
以前に作成したオブジェクトを削除します。

diagnose object

{statement-data}

テストを実行し、結果を表示します。
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構文 説明

disable object {statement-data}
機能が動作しないようにします。

download object

{statement-data}

ストレージアレイまたはストレージアレイに関連付
けられているハードウェアにデータを転送します。

enable object

{statement-data}

機能を動作に設定します。

load object

{statement-data}

ストレージアレイまたはストレージアレイに関連付
けられているハードウェアにデータを転送します。
このコマンドは’download’コマンドと機能的に似てい
ます

recopy object

{statement-data}

既存のボリュームコピーペアを使用してボリューム
コピー処理を再開します。処理を再開する前にパラ
メータを変更できます。

recover object

{statement-data}

保存された設定データとステートメントパラメータ
からオブジェクトを再作成します。(このコマンド
は’create’コマンドと似ています)

remove object

{statement-data}

オブジェクト間の関係を削除します。

repair object

{statement-data}

「check」コマンドで見つかったエラーを修復しま
す。

replace object

{statement-data}

指定したオブジェクトでストレージアレイ内の既存
のオブジェクトを置き換えます。
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構文 説明

reset object

{statement-data}

ハードウェアまたはオブジェクトを初期状態に戻し
ます。

resume object
中断した処理を開始します。処理は中断された地点
から開始されます。

revive object
失敗状態のオブジェクトを強制的に最適状態に設定
します。このコマンドは、エラーリカバリ手順 の一
部としてのみ使用してください。

save object

{statement-data}

オブジェクトに関する情報をファイルに書き込みま
す。

set object

{statement-data}

オブジェクトの属性を変更します。すべての変更
は、コマンドが戻ると完了します。

show object

{statement-data}

オブジェクトに関する情報を表示します。

start object

{statement-data}

非同期処理を開始します。一部の処理は、開始後に
停止できます。一部の処理の進捗状況を照会できま
す。

stop object

{statement-data}

非同期処理を停止します。

suspend object

{statement-data}

処理を停止します。その後、中断した処理を再開で
き、中断された地点から処理が続行されます。

validate object

{statement-data}

セキュリティキーを検証します。
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共通の構文要素

共通の構文要素は、スクリプトコマンドで使用できるパラメータとオプションの一般的なカテゴリです。次の
表に、共通の構文要素で使用される表記規則を示します。

表記規則 定義（ Definition ）

'*a b*'

選択肢（「a」または「b」） 「斜体-単語」

パラメータを指定するには、ユーザ入力が必要です
（変数への応答）。

'[... ]`(角括弧)

0または1回のみ使用可能（角かっこは、一部のコマ
ンドパラメータの区切り文字としても使用されます
）

'+{… }-→(中かっこ)

0個以上のオカレンス `(*a

b c*)`

次の表に、共通の構文のパラメータとその有効な値を示します。

共通の構文 構文の値

autoconfig-vols-attr-value-list autoconfig-attr-value-pair{autoconfig-

vols-attr-value-pair}

autoconfig-vols-attr-value-pair
driveType=drive-type

driveMediaType=drive-media-type raidLevel=raid-level

volumeGroupWidth=integer-literal volumeGroupCount=integer-literal

volumesPerGroupCount=integer-literal6 hotSpareCount=integer-literal

segmentSize=segment-size-spec cacheReadPrefetch=(TRUE

FALSE)
securityType=(none

capable

enabled)7 dataAssurance=(none

enabled)5
----

boolean

(TRUE
FALSE)
----
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共通の構文 構文の値

cache-flush-modifier-setting
immediate, 0, .25, .5, .75, 1,

1.5, 2, 5, 10, 20, 60, 120, 300,

1200, 3600, infinite

`_capacity-spec INTEGER -リテラル[KB

MB GB

TB Bytes]`

count-based - repository-spec
repositoryRAIDLevel =repository-

raid-level

repositoryDriveCount=integer-

literal

[repositoryVolumeGroupUserLabel

=user-label] [driveType=drive-

type4

] [trayLossProtect=(TRUE

FALSE)1] [drawerLossProtect=(TRUE

FALSE)2] [dataAssurance=(none

enabled)5] ----

create -raid-vol-attr-value-list create-raid-volume-attribute-value-pair

{create-raid-volume -attribute-value

-pair}

create-raid-volume-attribute-value-pair
capacity=capacity-spec

owner=(a b)

cacheReadPrefetch=(TRUE FALSE)

segmentSize=integer-literal usageHint=usage-hint-spec
----

create -volume -copy -attr-value-list create-volume-copy-attr-value-pair

{create -volume -copy-attr-value-pair}

create -volume -copy -attr-value-pair
copyPriority=(highest
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共通の構文 構文の値

high medium

low lowest)

targetReadOnlyEnabled=(TRUE FALSE)

copyType=(offline online)

repositoryPercentOfBase=(20 40

60 120

default) repositoryGroupPreference=(sameAsSource

otherThanSource default)
----

drive-media-type '(HDD

SSD UNKNOWN

allMedia)`_HDD_はハードディスクドライブを意味し
ます_ssd _はソリッドステートディスクを意味しま
す。

drive-spec

trayID’slotID’またはtrayID’drawerID’slotID_'ドライブ
は’コンマで区切られた2つまたは3つの整数リテラル
値として定義されます低密度のトレイには2つの値が
必要です。高密度トレイには、ドロワーを搭載した
トレイには3つの値が必要です。

drive-spec-list

drive-spec`drive-spec 「ドライブタイプ」

「(ファイバ SATA

SAS)」

[NOTE]
====
ファームウェアバージョン7.86以降でサポートされて
いるのはSASドライブのみです。

====

error-action

`(stop continue)」

ethernet-port-options
enableIPv4=(TRUE

FALSE) enableIPv6=(TRUE

FALSE) IPv6LocalAddress=ipv6-address

IPv6RoutableAddress=ipv6-address IPv6RouterAddress=ipv6-address
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共通の構文 構文の値

IPv4Address=ip-address IPv4ConfigurationMethod= (static

dhcp) IPv4GatewayIP=ip-address

IPv4SubnetMask=ip-address duplexMode=(TRUE

FALSE) portSpeed=(autoNegotiate

10 100

1000)
----

_feature-identifier

SANtricity 11.40のすべての機能はデフ
ォルトで有効になっています。

「FILENAME`」

string-literal `_gid _

string-literal 「hex -リテラル」

0x00~0xFFの範囲のリテラル。 _host-card-identifier

'(1 2

3 4)`

host-type 「string-literal」

「integer -literal」 instance-based-repository-spec

(repositoryRAIDLevel =repository-

raid-level repositoryDrives=

(drive-spec-list)

[repositoryVolumeGroupUserLabel

=user-label]

[trayLossProtect=(TRUE

FALSE)1])

[drawerLossProtect=(TRUE FALSE)2])

(repositoryVolumeGroup=user-label
[freeCapacityArea=integer-literal3])
----
repositoryRAIDLevel'パラメータには
'repositoryDrives'パラメータを指定しますRAIDレベ
ルまたはドライブをボリュームグループとともに指定
しないでください。ボリュームグループを指定すると
きは、「* trayLossProtect *」パラメータに値を設定
しないでください。

「IP-address`」
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共通の構文 構文の値

'(0-255).(0-255).(0-255).(0-255)` 「ipv6-address`」

(0-FFFF)：(0-FFFF)：(0-FFFF)：(0-FFFF)：(0-FFFF)

：(0-FFFF)：(0-FFFF)：(0-FFFF)：(0-FFFF)`

32文字の16進数をすべて入力する必要があります。

iscsi-host-port

(1
2

3 4)
----
使用するコントローラのタイプに応じて、ホストポー
ト番号は2、3、4のいずれかになります。

iscsi-host-port-options
IPv4Address=ip-address

IPv6LocalAddress=ipv6-address IPv6RoutableAddress=ipv6-address

IPv6RouterAddress=ipv6-address enableIPv4=(TRUE

FALSE) enableIPv6=(TRUE

FALSE) enableIPv4Priority=(TRUE

FALSE) enableIPv6Priority=(TRUE

FALSE) IPv4ConfigurationMethod=(static

dhcp) IPv6ConfigurationMethod= (static

auto) IPv4GatewayIP=ip-address

IPv6HopLimit=integer IPv6NdDetectDuplicateAddress=integer

IPv6NdReachableTime=time-interval IPv6NdRetransmitTime=time-interval

IPv6NdTimeOut=time-interval IPv4Priority=integer

IPv6Priority=integer IPv4SubnetMask=ip-address

IPv4VlanId=integer IPv6VlanId=integer

maxFramePayload=integer tcpListeningPort=tcp-port-id

portSpeed=(autoNegotiate 1

10)
----

iscsiSession

[session-identifier]
NVSRAM - offset
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共通の構文 構文の値

「hex -リテラル」 nvsramBitSetting

NVSRAMマスク’NVSRAM値=0x16進数'0x16進数` `INTEGERリテラル

0x00から0xFFまでの値は通常'0x16進数の値です

nvsramByteSetting NVSRAM値=0x16進数`

`integer -リテラル

0x16進値は通常、0x00~0xFFの値です。

portID

(0-127)
「raid-level」

(0
1

3 5

6)
----

recover-raid-volume-attr-value-list

recover-raid-volume-attr-value-pair

{recover-raid-volume-attr-value-pair}

recover-raid-volume-attr-value-pair

owner=(a
b)

cacheReadPrefetch=(TRUE FALSE)

dataAssurance=(none enabled)
----

repository -raid-level
(1

3 5

6)
----

repository-spec

「instance-based-repository-spec」 「count-based repository-spec」を指定します

dsegment -size-spec `integer-literal-すべての容量はbase-2の形式です。
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共通の構文 構文の値

serial-number
string-literal

slotID 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

(drive=\(trayID,[drawerID,]slotID\

)

drives=\(trayID1,[drawerID1,]slotID1 …
trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn\) )
----

`_test -device_name

controller=(a
b)
esms=(esm-spec-list)drives=(drive-spec-list)
----

`test -devices -list `_test -device_name {`_test -device_name }

time-zone-spec
(GMT+HH:MM

GMT-HH:MM) [dayLightSaving=HH:MM]
----

`trayID-list

trayID{trayID} usage-hint-spec

usageHint=(multiMedia
database

36



共通の構文 構文の値

fileSystem)
----
ボリュームの使用方法のヒント、または予測され
るI/O特性は、コントローラによって使用され、適切
なデフォルトボリュームセグメントサイズおよび動的
キャッシュ読み取りプリフェッチを示します。ファイ
ルシステムおよびデータベースの場合は、128KBのセ
グメントサイズが使用されます。マルチメディアの場
合は、256KBのセグメントサイズが使用されます。使
用方法のヒントを3つすべて使用すると、動的キャッ
シュ読み取りプリフェッチが有効になります

user-label

string-literal

有効な文字は、英数字、ダッシュ、アンダースコア
です。

`user-label-list

user-label{user-label} volumeGroup -number

「INTEGER -リテラル」 '_wwid _

1トレイ損失の保護を使用するには、次のガイドラインに従って設定を行う必要があります。

レベル トレイ損失の保護の基準 必要なトレイの最小数

ディスクプール ディスクプールに同じトレイのド
ライブが3本以上含まれない

6.

RAID 6 ボリュームグループに同じトレイ
のドライブが3本以上含まれない

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のトレイに配置され
ている

3.

RAID 1 RAID 1ペアのドライブがそれぞれ
別のトレイに配置されている

2.

RAID 0 トレイ損失の保護は実現できな
い。

該当なし

2ドロワー損失の保護を使用するには、次のガイドラインに従って設定を行う必要があります。
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レベル ドロワー損失の保護の基準 必要なドロワーの最小数

ディスクプール プールに5つのドロワーすべてのド
ライブが含まれていて、各ドロワ
ーに同じ数のドライブが配置され
ている。60ドライブのトレイで
は、ディスクプールの構成が15
、20、25、30、35の場合にドロワ
ー損失の保護を実現できます。
40、45、50、55、または60ドライ
ブ。

5.

RAID 6 ボリュームグループに同じドロワ
ーのドライブが3本以上含まれな
い。

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のドロワーに配置さ
れている。

3.

RAID 1 ミラーペアのドライブがそれぞれ
別のドロワーに配置されている。

2.

RAID 0 ドロワー損失の保護は実現できな
い。

該当なし

ボリュームグループが複数のトレイにまたがるストレージアレイの構成では、ドロワー損失の保護の設定がト
レイ損失の保護の設定と連携していることを確認する必要があります。ドロワー損失の保護はトレイ損失の保
護がなくても使用できます。トレイ損失の保護はドロワー損失の保護がなければ使用できません。「*
trayLossProtect*」パラメータと「* drawerLossProtect *」パラメータが同じ値に設定されていない場合、スト
レージアレイはエラーメッセージを返し、ストレージアレイ構成は作成されません。

3空き容量領域が存在するかどうかを確認するには、「show volumegroup」コマンドを実行します。

4デフォルトのドライブ(ドライブタイプ)はSAS’です

ストレージ・アレイにドライブのタイプが1つしかない場合'drivetype *'パラメータは不要です「 drivetype 」
パラメータを使用する場合は、「 hotSpareCount 」パラメータと「 volumeGroupWidth *」パラメータも使用
する必要があります。

5 '*dataAssurance *'パラメータはData Assurance (DA)機能に関連しています

Data Assurance（DA）機能を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホスト
とドライブの間でデータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。この機能を
有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェック用のコ
ードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコードを使用し
て、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデータはディスクに書き込
まれず、ホストにも返されません。

DA機能を使用する場合は、まず最初にDAがサポートされているドライブのみを含むプールまたはボリューム
グループを作成します。次に、DA対応ボリュームを作成します。最後に、DAに対応したI/Oインターフェイ
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スを使用してDA対応ボリュームをホストにマッピングします。DAに対応したI/Oインターフェイスには、Fibr
e Channel、SAS、iSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB）があります。iSCSI over Ethernet
やSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

必要なすべてのハードウェアとI/OインターフェイスがDA対応である場合は'*dataAssurance *'
パラメータを[Enabled]に設定し’特定の操作でDAを使用できますたとえば、DA対応ドライブが
含まれるボリュームグループを作成し、そのボリュームグループにDA対応のボリュームを作成
できます。DA対応ボリュームを使用する他の処理には、DA機能をサポートするオプションが
あります。

6 `* volumesPerGroupCount*`パラメータは、各ボリュームグループの容量が等しいボリュームの数です。

7 'securityType'パラメータを使用すると’作成するボリューム・グループのセキュリティ設定を指定できます
選択したセキュリティ設定がすべてのボリュームにも適用されます。セキュリティ設定を設定するためのオプ
ションは次のとおりです。

• 'none`--ボリュームグループは安全ではありません。

• capable --ボリュームグループはセキュリティに対応していますが’セキュリティが有効になっていません

• 有効-ボリューム・グループはセキュリティが有効になっています

'securityType=enabled'を設定する場合は’ストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成し
ておく必要があります（ストレージアレイのセキュリティキーを作成するには、create
storageArray securityKeyコマンドを使用します）。

命名規則

• 名前の最大文字数は30文字です。

• 次のコンポーネントの名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できま
す。

◦ ストレージアレイ

◦ ホストグループ

◦ ホスト

◦ ボリュームグループ

◦ 動的ディスクプール

◦ 個のボリューム

◦ HBAホストポート

• 一意の名前を使用する必要があります。一意の名前を使用しないと、コントローラファームウェアからエ
ラーが返されます。

• 名前に複数の単語、ハイフン、またはアンダースコアが含まれている場合は、名前を二重引用符（"``")で
囲みます。使用方法によっては、名前を角かっこ（[]）で囲む必要があります。各パラメータの概要 は、
パラメータを二重引用符、角かっこ、またはその両方で囲む必要があるかどうかを示します。

• 名前の文字列に新しい行を含めることはできません。

• Windowsオペレーティングシステムでは、他の区切り記号に加えて、名前を2つのバックスラッシュ（\\）
で囲む必要があります。たとえば、Windowsオペレーティングシステムで実行するコマンドでは、次の名
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前が使用されます。

[\“Engineering\”]

• UNIXオペレーティングシステムでは、スクリプトファイルで使用する場合に、名前が次の例のように表
示されます。

[“Engineering”]

• HBAホストポートのWorld Wide Identifier（WWID）を入力する際は、WWIDを二重引用符で囲まなければ
ならない場合があります。また、WWIDを山かっこ（<>）で囲まなければならない場合もありま
す。WWIDのパラメータの概要 は、WWIDを二重引用符または山かっこで囲む必要があるかどうかを示し
ています。

数字の名前を入力します

ストレージアレイがストレージ管理ソフトウェアで自動的に設定される場合は、数字で構成される名前がスト
レージ管理ソフトウェアによって割り当てられます。数字のみで構成される名前は有効です。ただし、数字の
名前はアルファベットで始まる名前とは異なる方法で処理する必要があります。

• 1や2など、数字だけの名前

• 1 Diskや32 Volumeなど、数値で始まる名前

• 「[\「1」]」

• 「[\“1Disk\”」

名前の有効性が疑わしい場合は、二重引用符と角かっこの両方を使用してください。両方を使
用すると、名前が問題なく機能し、原因 による処理の問題も発生しません。

書式ルール

CLIコマンドの表記規則

Windows、Linux、またはSolarisオペレーティングシステムでCLIコマンドおよびスクリプトコマンドを実行す
る場合は、名前またはラベルの一部として使用される二重引用符（""）に特別な考慮が必要です。

二重引用符（""）が名前または値の一部である場合は、各二重引用符の前にバックスラッシュ（\）を挿入する
必要があります。

例：

-c "set storageArray userLabel=\"Engineering\";"

この例では、「"Engineering"」がストレージアレイ名です。

2つ目の例は次のとおりです。
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-n \"My\"_Array

この例では、「My」_Arrayはストレージアレイの名前です。

二重引用符（""）は、スクリプトコマンド内で文字列（文字列リテラルとも呼ばれます）の一部として使用す
ることはできません。たとえば、次の文字列を入力してストレージアレイ名を「"Finance" Array」に設定する
ことはできません。

-c "set storageArray userLabel=\"\"Finance\"Array\";"

Windowsオペレーティングシステムでは、名前の前後に二重引用符（""）を使用しない場合は、特殊なスクリ
プト文字の前にそれぞれキャレット（｛キャレット｝）を挿入する必要があります。特殊文字には、｛キャレ
ット｝、|、<、>を使用できます。

端末「-n」、「-o」、「-f」、「-p」とともに使用する場合は、特殊なスクリプト文字の前にそれぞれキャレ
ットを挿入します。たとえば、ストレージアレイ「CLI>CLIENT」を指定するには、次の文字列を入力しま
す。

-n CLI^>CLIENT

スクリプトコマンドの文字列リテラルで使用する場合は、特殊なスクリプト文字の前にそれぞれキャレット（
｛キャレット｝）を1つずつ挿入します。たとえば、ストレージアレイの名前を「FINANCE_|_PAYROLL」に
変更するには、次の文字列を入力します。

-c "set storageArray userLabel=\"FINANCE_^|_PAYROLL\";"

Windows OSを使用する環境でSMcliコマンドをコマンドプロンプトから実行する場合、入力フ
ァイルまたは出力ファイルのファイルパス名にエスケープ文字としてバックスラッシュ（「\」
）を追加する必要があります。ロールベースアクセス管理ユーザを指定する-uオプションを提
供して、セキュアなhttpsモードでSMcliを使用する場合は、バックスラッシュ（「\」）を追加
する必要があります。* 例： *

C:\\dir\\subdir\\filename

スクリプトコマンドの形式ルール

特定のスクリプトコマンドに固有の構文については、各スクリプトコマンド概要 の最後にある「メモ」セク
ションで説明しています。

大文字と小文字の区別--スクリプトコマンドでは大文字と小文字は区別されません。スクリプトコマンドは、
小文字、大文字、または大文字と小文字を混在させて入力できます。（次のコマンドの説明では、コマンド名
を読みやすくし、コマンドの目的を理解しやすくするために、大文字と小文字を混在させています）。

*spaces *--コマンドの説明に示されているように、スクリプトコマンドにスペースを入力する必要がありま
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す。

角括弧--角括弧は、次の2つの方法で使用されます。

• コマンド構文の一部として。

• パラメータがオプションであることを示すため。パラメータ値を角かっこで囲む必要があるかどうかは、
各パラメータの概要 で説明されています。

• parenthes*-コマンド構文に表示されるかっこは、パラメータの特定の選択肢を囲みます。つまり、パラメ
ータを使用する場合は、丸かっこで囲まれた値のいずれかを入力する必要があります。一般的に、スクリ
プトコマンドには丸かっこは含めません。ただし、場合によっては、リストを入力するときに、リストを
丸かっこで囲む必要があります。該当するリストとしては、トレイIDの値やスロットIDの値のリストがあ
ります。パラメータ値をかっこで囲む必要があるかどうかは、各パラメータの概要 で説明されています。

Vertical bars--スクリプトコマンド内の縦棒は"`"または"`"を示し’パラメータの有効な値を区切りますたとえ
ば、コマンド概要 の’raidLevel’パラメータの構文は次のようになります。

 raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)

raidLevelパラメータを使用してRAIDレベル5を設定するには’次の値を入力します

 raidLevel=5

ドライブの場所--ドライブの場所を識別するCLIコマンドは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの
両方をサポートします大容量ドライブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドラ
イブトレイから引き出して、ドライブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはあり
ません。大容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置さ
れているスロットのIDを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、
ドライブが格納されているスロットのIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドラ
イブの場所を特定するもう1つの方法は、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワーのIDを0に設定し、ドライ
ブが格納されているスロットのIDを指定することです。ID値はカンマで区切ります。ID値のセットを複数入力
する場合は、値のセットをそれぞれスペースで区切ります。

CLIでドライブを指定する場合は2つの規則があります。使用する規則は各コマンドで指定されています。1つ
目の規則では、等号と丸かっこを使用します。

        drive=\(trayID,[drawerID,]slotID\)

2つ目の規則では、等号は使用せず、指定したドライブを角かっこで囲みます。

        drive \[trayID,[drawerID,]slotID\]

丸かっこを使用する例をいくつか示します。

(1,1 1,2 1,3 1,4 2,1 2,2 2,3 2,4)
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大容量ドライブトレイの場合は、次の例になります。

(1,1,1 1,2,2 1,3,3 1,4,4 2,1,1 2,2,2 2,3,3 2,4,4)

斜体の用語--コマンド内の斜体の用語は、指定する必要がある値または情報を示します。たとえば、次のよう
な斜体の用語があるとします。

          *numberOfDrives*

この場合は、斜体の用語を、スクリプトコマンドに含めるドライブの数に置き換えます。

セミコロン--スクリプトコマンドはセミコロン(;)で終了する必要がありますコマンドライン上またはスクリプ
トファイル内では、複数のスクリプトコマンドを入力できます。たとえば、次のスクリプトファイルでは、セ
ミコロンを使用して各スクリプトコマンドが区切られています。

create volume drives=(0,2 0,3 1,4 1,5 2,6 2,7) raidLevel=5 userLabel=”v1”

capacity=2gb owner=a;

create volume volumeGroup=2 userLabel=”v2” capacity=1gb owner=b;

create volume volumeGroup=2 userLabel=”v3” capacity=1gb owner=a;

create volume drives=(0,4 0,5 1,6 1,7 2,8 2,9) raidLevel=5 userLabel=”v4”

capacity=2gb owner=b;

create volume volumeGroup=3 userLabel=”v5” capacity=1gb owner=a;

create volume volumeGroup=3 userLabel=”v6” capacity=1gb owner=b;

Windows PowerShellのCLIコマンドの表記規則

Windows PowerShellは、コマンドラインツールへのアクセスを提供する、対話型のスクリプティングシェル
です。Windows PowerShellはWindowsコマンドプロンプトを改良したもので、一連のコマンドとスクリプト
機能が強化されています。CLIコマンドとスクリプトコマンドはすべてWindows PowerShellで実行できます
が、Windows PowerShellには独自の表記要件がいくつかあります。要件は次のとおりです。

• SMcliコマンドはすべてピリオドとスラッシュ（/）で開始

• SMcliのラッパーは.exe拡張子を持つ実行可能コマンド（SMcli.exe）として識別

• スクリプトコマンドは単一引用符（''）で囲みます。

• 名前、ファイルパス、または値の一部である二重引用符の前にはバックスラッシュが必要です（\）。

次の例は、Windows PowerShellでストレージアレイ名を作成するCLIコマンドを示しています。スクリプトコ
マンドの区切り文字として単一引用符が使用されていることと、コマンド構文では「userLabel」として識別
されているストレージアレイ名の前後にバックスラッシュと二重引用符があることを確認してください。
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PS C:\...\StorageManager\client> ./SMcli.exe 123.45.67.88 123.45.67.89

-c ’set storageArray userLabel=\"Engineering\";’

次の例は、Windows PowerShellでプレミアム機能を有効にするCLIコマンドを示しています。プレミアム機能
キーのファイルパスの前にバックスラッシュと二重引用符が使用されていることを確認してください。

PS C:\...\StorageManager\client> ./SMcli.exe 123.45.67.88 123.45.67.89

-c ’enable storageArray feature file=\"C:\licenseKey.bin\";’

上記の例では、大文字と小文字の両方が使用されています。これは、コマンドの形式を明確に示すためで
す。Windows PowerShellでは大文字と小文字が区別されないため、どちらを使用しても構いません。

詳細なエラーレポート

CLIで発生したエラーから収集されたデータはファイルに書き込まれます。CLIでの詳細なエラーレポートは
次のように機能します。

• 実行中のCLIコマンドとスクリプトコマンドを異常終了させる必要がある場合は、CLIの終了前にエラーデ
ータが収集されて保存されます。

• CLIは、標準のファイル名にデータを書き込むことによってエラーデータを保存します。

• CLIはデータを自動的にファイルに保存します。エラーデータの保存には、特殊なコマンドラインオプシ
ョンは必要ありません。

• エラーデータをファイルに保存するための操作は必要ありません。

• CLIには、エラーデータが含まれる既存バージョンのファイルが上書きされないようにするためのプロビ
ジョニングはありません。

エラー処理では、エラーは次の2つのタイプとして表示されます。

• 入力による端末エラーまたは構文エラー。

• 操作上のエラーの結果として発生した例外。

CLIは、どちらかのタイプのエラーを検出すると、そのエラーを説明する情報をコマンドラインに直接書き込
み、戻りコードを設定します。リターンコードによっては、CLIは、エラーの原因となった端末に関する追加
情報 を書き込む場合もあります。また、想定していたコマンド構文に関する情報も書き込まれ、入力した構
文のエラーを特定する上で役立ちます。

コマンドの実行中に例外が発生した場合、CLIはエラーをキャプチャします。コマンド処理の最後に（コマン
ド処理情報がコマンドラインに書き込まれたあと）、CLIはエラー情報を自動的にファイルに保存します。

エラー情報を保存するファイルの名前は「exprpt.txt」です。CLIは’devmgr.datadir’システム・プロパティによ
って指定されたディレクトリに’exprpt.txt’ファイルを配置しようとします何らかの理由でCLI
が’devmgr.datadir’で指定されたディレクトリにファイルを配置できない場合’CLIはCLIが実行されているディ
レクトリに’exprpt.txt’ファイルを保存しますファイル名や場所は変更できません。「exprpt.txt」ファイルは、
例外が発生するたびに上書きされます。情報を"exprpt.txt"ファイルに保存する場合は’情報を新しいファイルま
たは新しいディレクトリにコピーする必要があります
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終了ステータス

次の表に、返される可能性がある終了ステータスと、各ステータスの意味を示します。

ステータスの値 エラー名 意味

0 成功しました コマンドはエラーなしで終了しま
した。

1. 無効な使用方法です コマンドがエラーで終了しまし
た。エラーに関する情報も表示さ
れます。

2. script_file_ds_not_存在します スクリプトファイルが存在しませ
ん。

3. ERROR_opening_output_file 出力ファイルを開くときにエラー
が発生しました。

4. no_storage_array_at_address 指定されたアドレスにストレージ
アレイがありませんでした。

5. addresss_specify_different _arrays. アドレスは別のストレージアレイ
を指定しています。

6. NO_SANAME_OF_HOST_AGEER
_CONNECT

接続されているホストエージェン
トのストレージアレイ名が存在し
ません。

7. SANAME_not_at_address ストレージアレイ名は指定された
アドレスにありませんでした。

8. SANAME_not_unique ストレージアレイ名は一意ではあ
りませんでした。

9. SANAME_IN_CONFIG_FILE ストレージアレイ名は構成ファイ
ル内にありませんでした。

10. SA用の_MANAGEMENT
_class_for _SAがありません

ストレージアレイの管理クラスが
存在しません。

11. sa_in_config_file_が見つかりませ
ん

構成ファイルでストレージアレイ
が見つかりませんでした。
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ステータスの値 エラー名 意味

12. INTERNAL ERROR 内部エラーが発生しました。この
終了ステータスは、コマンドライ
ンからCLIコマンドを実行するため
の権限がないことを示します。コ
マンドラインからすべてのCLIコマ
ンドを実行するには、管理者権限
が必要です。

13 invalid_script_syntax 無効なスクリプト構文が見つかり
ました。

14 通信できません コントローラがストレージアレイ
と通信できませんでした。

15 duplicate_argument 重複する引数が入力されました。

16 実行エラー 実行エラーが発生しました。

17 no_host_at_address 指定されたアドレスにホストがあ
りませんでした。

18 WWN_not_in_config_files WWIDは構成ファイル内にありま
せんでした。

19 WWN_not_at_address WWIDはこのアドレスにありませ
んでした。

20 unknown_ip 不明なIPアドレスが指定されまし
た。

21 PM_CONFIG_FILE_corrupted イベントモニタ構成ファイルが破
損していました。

22 Unable to Communicate _to PM
（PMと通信できません。

ストレージアレイがイベントモニ
タと通信できませんでした。

23 UNEXIST_ALERT コントローラがアラート設定を書
き込めませんでした。

24 wrong _organizer_node 間違ったオーガナイザノードが指
定されました。

25 cmd_not_availableというプロンプ
トが表示されます

コマンドを使用できませんでし
た。
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ステータスの値 エラー名 意味

26 DEVICE_not_in_CONFIG_FILE デバイスが構成ファイルにありま
せんでした。

27 ERROR_updating_CONFIG_FILE 構成ファイルの更新中にエラーが
発生しました。

28 UNKNOWNホストエラーです 不明なホストエラーが発生しまし
た。

29 sender_contact_file_not_found 送信者の連絡先情報ファイルが見
つかりませんでした。

30 READ_SENDER_CONTLE_FILE_
FAILED

送信者連絡先情報ファイルを読み
取れませんでした。

31. Userdata_file_が存在します 「userdata.txt」ファイルが存在し
ます。

32 bAD_EMAIL_information_to _
include

電子メールアラート通知に無効
な「-i」値が指定されました。

33 bAD_EMAIL_frequencyです 電子メールアラート通知に無効
な「-f」値が指定されました。

34 OPTION_Removed -rオプションはサポートされなくな
りました

35 unknown_alert_priority アラートの重大度が無効です。

36 password _必須 処理を実行するには、管理者パス
ワードまたは監視パスワードのい
ずれかが設定されている必要があ
ります。

37 無効な_MONITOR_PASSWORDで
す

無効なMonitorパスワードが入力さ
れたため、処理を完了できません
でした。

38 無効なAdminパスワードです 無効な管理者パスワードが入力さ
れたため、処理を完了できません
でした。

39 パスワードの最大文字数を超えて
います

指定したパスワードが文字数の制
限を超えています。
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ステータスの値 エラー名 意味

40 Invalid _monitor_token（無効なモ
ニタートークン

-Rモニタは’このアレイではサポー
トされていません有効なロールを
使用して処理を再試行してくださ
い。

41. asa_config_errorというエラーです AutoSupport 構成ファイルへの書
き込みまたはからの読み取り中に
エラーが発生しました。この処理
を再実行してください。

42 mail_server_unknown ホストアドレスまたはメールサー
バのアドレスが正しくありませ
ん。

43 asa_smtp_reply_address_required
に設定されています

ASUP設定テストを試行中に、正常
なASUPが有効なアレイが検出され
ませんでした。

44 ASUPアレイが検出されませんでし
た

ASUP配信タイプがSMTPの場合
は、返信Eメール要求が必要です。

45 asa_invalid_mail_relay _server ASUPメールリレーサーバを検証で
きません。

46 asa_invalid_sender _email 指定した送信者Eメールアドレスは
有効な形式ではありません。

47 asa_invalid_pac_script Proxy Auto-Configuration（PAC）
スクリプトファイルが有効なURL
ではありません。

48 asa_invalid_proxy_server_host_ad
dress

指定したホストアドレスが見つか
らないか、形式が正しくありませ
ん。

49 asa_invalid_proxy_server_port_nu
mberを指定します

指定したポート番号の形式が無効
です。

50 asa_invalid_authentication_parame
ter

指定したユーザ名またはパスワー
ドが無効です。

51 asa_invalid_daily_time_parameter 指定した日単位の時間のパラメー
タが無効です。

48



ステータスの値 エラー名 意味

52 asa_invalid_day_OF_week_param
eter

入力された「-dayofweek」パラメ
ータが無効です。

53 asa_invalid_weekly_time_paramet
er

週単位の時間のパラメータが無効
です。

54 asa_invalid_schedule_parsing 指定されたスケジュール情報を正
常に解析できません。

55 asa_invalid_sa_specified ストレージアレイ指定子が無効で
す。

56 asa_invalid_input_archiveを実行し
ます

入力された入力アーカイブが無効
です。入力アーカイブ・パラメー
タは'`-pinputArchive=<n>``の形式
で指定する必要がありますここで'-
n’は0～5の整数です

57 asa_invalid_output_log 有効な出力ログが指定されていま
せん。

58 asa_transmission_file-copy_errorと
いうエラーです

AutoSupport 送信ログファイルを
コピーするときにエラーが発生し
ました。送信ログが存在しない
か、データをコピーしようとし
てIOエラーが発生しました。

59 asa_duplicate_named_arrays 同じ名前のストレージアレイが複
数見つかりました。World Wide
Nameパラメータの「-w
<wwwwwwid >」を使用してコマン
ドを再試行してください。

60 asa_no_specified _array_foundで
す

n <storage-system-name>パラメー
タで指定されたストレージアレイ
が存在しないか、このコマンドで
はサポートされていません。

61 asa_no_specified _WWIDが見つか
りません

「-w <wwwwwwid >」パラメータ
で指定されたストレージアレイが
存在しないか、このコマンドでは
サポートされていません。

62 asa_filtered_transmission_LOG_E
RROR

フィルタリングされた送信ログを
取得するときに不明なエラーが発
生しました。
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ステータスの値 エラー名 意味

63 asa_transmission_archive_does _
not_存在します

「-inputArchive=<n>``」パラメー
タで指定されたAutoSupport 入力
アーカイブ送信ログが存在しませ
ん。

64 無効なRESTクライアント_が検出
されました

HTTPS経由でストレージアレイと
通信できません。

65 無効なCLI_versionです クライアントのCLIバージョンに、
ストレージアレイで実行されてい
るCLIバージョンとの互換性があり
ません。

66 無効なユーザ名_または_パスワー
ドです

入力したユーザ名またはパスワー
ドが無効です。

67 untrusted_connectionの場合 ストレージアレイへのセキュアな
接続を確立できません。

68 無効なパスワードファイルです パスワードファイルが見つからな
いか、読み取りできません。

スクリプトファイルにコメントを追加します

スクリプトエンジンは、特定の文字またはコマンドを検索してコメントを表示します。スクリプトファイルに
は、次の3つの方法でコメントを追加できます。

• 2つのスラッシュ(`//')の後に’行末文字に達するまでコメントとしてテキストを追加しますスクリプトエン
ジンがコメントの処理後に行末文字を検出できない場合、エラーメッセージが表示されてスクリプト処理
が終了します。通常、このエラーは、コメントがスクリプトの末尾に記述されていて、* Enter *キーを押
し忘れた場合に発生します。

// Deletes the existing configuration.

set storageArray resetConfiguration=true;

• コメントとして「/」と「/」の間にテキストを追加します。スクリプトエンジンが開始と終了のコメント
表記を検出できない場合、エラーメッセージが表示されてスクリプトの処理が終了します。

/* Deletes the existing configuration */

set storageArray resetConfiguration=true;

• スクリプトファイルの実行中に表示するコメントをスクリプトファイルに埋め込むには’show’文を使用し
ます表示するテキストは二重引用符("`")で囲みます
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show “Deletes the existing configuration”;

set storageArray resetConfiguration=true;

スクリプトコマンドのガイドライン

次に、コマンドラインでスクリプトコマンドを記述する際のガイドラインを示します。

• すべてのコマンドはセミコロン(;)で終了する必要があります

• 1行に複数のコマンドを入力できますが’各コマンドをセミコロン(;)で区切る必要があります

• 各基本コマンドとそのプライマリパラメータおよびセカンダリパラメータは、スペースで区切る必要があ
ります。

• スクリプトエンジンでは、大文字と小文字は区別されません。コマンドは、大文字、小文字、または大文
字と小文字を組み合わせて入力できます。

• スクリプトコマンドの目的を簡単に理解できるように、スクリプトにコメントを追加します。（コメント
を追加する方法については、を参照してください "スクリプトファイルへのコメントの追加". ）

CLIコマンドとスクリプトコマンドでは大文字と小文字が区別されませんが、ユーザラベル（ボ
リューム、ホスト、ホストポートの場合など）では大文字と小文字が区別されます。ユーザラ
ベルで識別されるオブジェクトにマッピングする場合は、ユーザラベルを正確に入力する必要
があります。そうしないと、CLIコマンドとスクリプトコマンドが失敗します。

ファームウェアの互換性レベル

スクリプトコマンドとコマンドパラメータは、すべてのバージョンのコントローラファームウェアで実行され
るわけではありません。以降のセクションのスクリプトコマンドでは、スクリプトコマンドを実行できる最小
ファームウェアレベルを示します。スクリプト・コマンドでは’ファームウェア・レベルは最小ファームウェ
ア・レベルという見出しの下に表示されます 次に、ファームウェアレベルに関する情報の解釈方法について
説明します。

• スクリプトコマンドにコントローラファームウェアの最小レベルがリストされていない場合、そのスクリ
プトコマンドと、スクリプトコマンドに関連付けられているすべてのパラメータは、どのレベルのコント
ローラファームウェアでも実行できます。

• コントローラファームウェアの番号に説明情報がない場合、コントローラファームウェアレベルの環境 ス
クリプトコマンド全体と、そのスクリプトコマンドのすべてのパラメータが含まれています。

• パラメータに関連付けられたコントローラファームウェアの番号は、そのパラメータを実行できるコント
ローラファームウェアの最小レベルを示します。

コントローラファームウェアの最小レベルは、コマンドをリリースするソフトウェアによるサ
ポート、および用法を判別するすべてのストレージ管理ソフトウェアによるサポートを示しま
す。CLIのサポート機能は、使用しているハードウェアによって異なります。サポートされてい
ないコマンドを入力すると、エラーメッセージが表示されます。

ファームウェアの互換性レベルの例

create hostGroupコマンドには’次のセクションがあります
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最小ファームウェアレベル

8.10で

このレベルは、スクリプトコマンド全体がコントローラファームウェアのバージョン8.10以上で実行されるこ
とを示します。

create ssdCacheコマンドには’次のセクションがあります

最小ファームウェアレベル

7.84

8.20.11 -「* securityType *」パラメータが追加されました。

これらの表記は’スクリプト・コマンドと'securityType'を除くすべてのパラメータが’コントローラ・ファーム
ウェアのバージョン7.84以上で実行されることを示しています`securityType`パラメータは、コントローラフ
ァームウェアのバージョン8.20_M3以上で実行されます。

SMcli httpsモード

SMcliは、追加のセキュリティ機能を提供する「* https *」モードで動作します。

現在SANtricity 11.52以前を使用している場合は、従来のCLIを使用してSANtricity の最新バージ
ョンにアップグレードできません。SANtricity 11.52からそれ以降のバージョンへのアップグレ
ードは、SMcliを使用してのみ実行できます。

11.42バージョンのCLIを使用する場合は、次のいずれかのモードでスクリプトエンジンが作成されます。

• https--セキュリティ機能を追加して、RESTベースのスクリプトエンジンを作成します。

• symbol--シンボルベースのスクリプトエンジンが作成される。

「* https *」クライアントで利用できる新しいセキュリティ機能：

• 高度なセキュリティを確保するには、信頼された証明書を使用する証明書認証が必要-k’オプションを使用
すると’自己署名証明書を使用し’非セキュア・モードでコマンドを実行できます

• ロールベースアクセス管理を使用して、さまざまなセキュリティ権限をさまざまなロールに割り当てるこ
とができます。ユーザ名引数を指定してコマンドを実行するには'-uオプションを使用します

• 以前は'symbol'モードで使用可能だったパスワード引数を'https'モードで使用して’特定のユーザロールの
パスワードを指定することもできます-pオプションは’コマンド・ラインでパスワードを指定するために使
用しますまたは'-Pオプションは’ファイルまたはstdin’からパスワードを読み込むことができます

このトピックのいくつかの例では、新しいコマンドラインパラメータを使用しています。

パスワードを必要とする処理、 https クライアントモードでは、信頼された証明書がア
レイにインストールされます

次の例では、ユーザ名とパスワードの両方のオプションが指定されており、信頼された証明書がアレイにイン
ストールされています。
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C:\Program Files\StorageManager\client>SMcli -n Array1 -u admin@local -p

adminPassword -c "set storageArray cacheBlockSize=4;"

Syntax check complete.

Executing script...

Script execution complete.

SMcli completed successfully.

パスワードを必要とする処理、 https クライアントモードでは、信頼された証明書がア
レイにインストールされません

次の例では’ユーザー名とパスワードの両方のオプションが提供されていますが’信頼された証明書はアレイに
インストールされておらず'-kオプションは使用されていません次の例は、返される出力を示しています。

C:\Program Files\StorageManager\client>SMcli -n Array1 -u admin@local -p

adminPassword -c "set storageArray cacheBlockSize=4;"

Unable to establish a secure connection to the storage array as we were

unable to confirm the connection is secure.

Please configure the storage array to use a trusted security certificate.

If the problem persists, contact Technical Support.

SMcli failed.

パスワードを必要とする処理、 https クライアントモードでは、信頼された証明書はイ
ンストールされていませんが、-kを指定して自己署名証明書を使用します

次の例では、前の例と同様にユーザ名とパスワードの両方のオプションが指定されていますが、信頼された証
明書がアレイにインストールされていません。ただし’この場合は'-kオプションを使用して自己署名証明書を
使用しています

C:\Program Files\StorageManager\client>SMcli -n Array1 -u admin@local -p

adminPassword -c "set storageArray cacheBlockSize=4;" -k

Performing syntax check...

Syntax check complete.

Executing script...

Script execution complete.
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この例では'symbol'クライアント・モードを使用していますコマンドを正常に完了するには’passwordオプシ
ョンのみが必要です

C:\Program Files\StorageManager\client>SMcli -n Array1 -p adminPassword -c

"set storageArray cacheBlockSize=4;"

Performing syntax check...

Syntax check complete.

Executing script...

Script execution complete.

SMcli completed successfully.

読み取り専用の処理 symbol クライアントモード

この例では'symbol'クライアント・モードで’ユーザー名もパスワードも指定されていませんこのコマンド
は、読み取り専用の処理の場合にのみ正常に完了します。

C:\Program Files\StorageManager\client>SMcli -n Array1  -c "show

allVolumes;"

Performing syntax check...

Syntax check complete.

Executing script...

STANDARD/THIN VOLUMES------------------------------

   Number of volumes: 0

Missing Volumes

   Number of missing volumes: 0

Script execution complete.

SMcli completed successfully.

読み取り専用の処理、httpクライアントモード

次の例では’読み取り専用操作を使用していますが'https'クライアント・モードでは’ユーザ名とパスワードの
両方が必要であり’自己署名証明書を受け入れるために'-kとともに指定されていますクライアント・モードで
は’読み取り専用操作の場合でもパスワードが必要です
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C:\Program Files\StorageManager\client>SMcli -n Array1 -u admin@local -p

adminPassword -c "show allVolumes;" -k

Performing syntax check...

Syntax check complete.

Executing script...

THICK/THIN VOLUMES------------------------------

   Number of volumes: 0

Missing Volumes

   Number of missing volumes: 0

Script execution complete.

SMcli completed successfully.

ボリュームグループの移行について説明します

ボリュームグループがNVMeまたはFIPS対応ドライブで構成されている場合は、ターゲットア
レイへの移行を開始する前にドライブのロックを解除するために、セキュリティキーとパスフ
レーズをソースアレイから記録/保存する必要があります。セキュリティキーとパスフレーズが
不明な場合やデータの整合性が不要な場合は、セキュリティの消去を実行できます。Eシリー
ズストレージシステムでは、異なる暗号化セキュリティドライブの混在はサポートされていま
せん。セキュリティキーを使用してドライブのロックを解除し、FIPSドライブを消去し、ロッ
クされたNVMeドライブのロックを解除またはリセットする方法の詳細については、SANtricity
System Managerのオンラインヘルプを参照してください。

ボリュームグループの移行では、ボリュームグループをエクスポートして、別のストレージアレイにインポー
トすることができます。ボリュームグループをエクスポートして、オフラインの状態でデータを格納すること
もできます。

データアクセスが失われる可能性-ボリュームグループを移動する前、またはボリュームグルー
プをインポートする前に、ボリュームグループをエクスポートする必要があります。

ボリュームグループをエクスポートします

ボリュームグループのエクスポート処理では、ボリュームグループ内のドライブの削除の準備をします。オフ
ラインのストレージのドライブを削除したり、ボリュームグループを別のストレージアレイにインポートした
りできます。ボリュームグループのエクスポート処理が完了すると、すべてのドライブがオフラインになりま
す。関連付けられているボリュームまたは空き容量ノードはストレージ管理ソフトウェアに表示されなくなり
ます。
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エクスポートできないコンポーネント

ボリュームグループ手順 のエクスポートを完了する前に、エクスポートできないコンポーネントを削除する
必要があります。削除する必要があるコンポーネントは次のとおりです。

• 永続的予約

• マッピング

• ボリュームコピーペア

• リモートミラーペア

• ミラーリポジトリ

ボリュームグループのエクスポートの基本手順

ボリュームグループをエクスポートするには、_source_storageアレイで次の手順を実行します。

1. ストレージアレイ構成を保存します。

2. すべての I/O を停止します

3. ボリュームグループ内のボリューム上のデータをバックアップします。

4. ボリュームグループ内のボリューム上のファイルシステムをアンマウントまたは切断します。

5. ボリュームグループを特定し、ドライブにソースとデスティネーションのストレージアレイ名、ボリュー
ムグループ名、ボリュームグループ内のドライブの総数のラベルを付けます。

6. ボリュームグループをオフラインにします。

7. トレイ内の適切な通気を確保するために、空のドライブキャニスターまたは新しいドライブを入手して、
エクスポートするボリュームグループに関連付けられているドライブを取り外したあとでドライブを交換
できるようにします。

ボリュームグループをエクスポートするには、_target_storageアレイで次の手順を実行します。

1. ターゲットストレージアレイに使用可能なドライブスロットがあることを確認します。

2. インポートするドライブがターゲットストレージアレイでサポートされていることを確認します。

3. 新しいボリュームがターゲットストレージアレイでサポートされていることを確認します。

4. 最新バージョンのファームウェアがコントローラにインストールされていることを確認します。

5. RAIDレベル6のボリュームグループをエクスポートする場合は、RAIDレベル6がターゲットストレージア
レイでサポートされていることを確認します。

6. 最新バージョンのストレージ管理ソフトウェアがターゲットストレージアレイにインストールされている
ことを確認します。

7. ドライブセキュリティが有効なボリュームグループをエクスポートする場合は、ターゲットストレージア
レイでドライブセキュリティが有効になっていることを確認します。

ボリュームグループをインポートします

ボリュームグループのインポート処理では、インポートしたボリュームグループをターゲットストレージアレ
イに追加します。ボリュームグループのインポート処理が完了すると、すべてのドライブのステータスが最適
になります。これで、関連付けられているボリュームまたは空き容量ノードが、ターゲットストレージアレイ
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にインストールされているストレージ管理ソフトウェアに表示されるようになります。

ボリュームグループのインポートの基本手順

ボリュームグループをインポートする前に、ボリュームグループ内のすべてのドライブをトレ
イに挿入する必要があります。

ボリュームグループをインポートするには、_target_storageアレイで次の手順を実行します。

1. エクスポートしたドライブを使用可能なドライブスロットに挿入します。

2. インポートするボリュームグループの概要については、インポートレポートを確認してください。

3. インポートできないコンポーネントがないかどうかを確認します。

4. 手順 のインポートを続行することを確認します。

インポートできないコンポーネント

ボリュームグループ手順 のインポート中に、一部のコンポーネントをインポートできません。手順 では、次
のコンポーネントが削除されます。

• 永続的予約

• マッピング

• ボリュームコピーペア

• リモートミラーペア

• ミラーリポジトリ
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カテゴリ別のコマンド

管理者のコマンド

ストレージ管理者のコマンド

"非同期ミラーリングをアクティブ化する"

"同期ミラーリングをアクティブ化します"

"SSDキャッシュにドライブを追加"

"整合グループにメンバーを追加します"

"非同期ミラーグループにボリュームを追加します"

"ストレージアレイを自動設定します"

"ストレージアレイのホットスペアを自動設定します"

"非同期ミラーグループのロール反転をキャンセルします"

"AutoSupport ログをキャプチャまたは表示します"

"SSDキャッシュのアプリケーションタイプを変更します"

"非同期ミラーグループの整合性を確認します"

"リポジトリの整合性を確認します"

"ストレージアレイの接続を確認してください"

"同期ミラーリングのステータスを確認します"

"ボリュームのパリティをチェックします"

"非同期ミラーリングのエラーをクリアします"

"ドライブチャネルの統計をクリアします"

"Eメールアラート設定のクリア"

"ストレージアレイの構成のクリア"

"ストレージアレイイベントログをクリアします"

"ストレージアレイのファームウェア保留領域のクリア"

"ストレージアレイのリカバリモードをクリアします"

"syslog設定をクリアします"
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"ボリュームリザベーションをクリアします"

"ボリュームの読み取り不能セクターを消去します"

"Eメールアラートを設定"

"syslogを設定します"

"非同期ミラーグループを作成する"

"整合グループを作成する"

"整合性グループのSnapshotイメージを作成する"

"整合性グループのSnapshotボリュームを作成します"

"整合性グループのSnapshotボリュームマッピングを作成します"

"ディスクプールを作成"

"ホストを作成する"

"ホストグループを作成する"

"ホストポートを作成する"

"イニシエータを作成する"

"iSCSIイニシエータを作成する"

"RAIDボリュームの作成（自動ドライブ選択）"

"RAIDボリュームの作成（空きエクステントベースの選択）"

"RAIDボリュームの作成（手動ドライブ選択）"

"読み取り専用Snapshotボリュームを作成します"

"Snapshotグループを作成します"

"Snapshotイメージを作成する"

"Snapshotボリュームを作成します"

"SSDキャッシュを作成する"

"同期ミラーリングを作成します"

"ボリュームコピーを作成する"

"ボリュームグループを作成します"

"ディスクプール内にボリュームを作成します"
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"非同期ミラーリングを非アクティブ化する"

"同期ミラーリングを非アクティブ化する"

"非同期ミラーグループを削除します"

"整合グループを削除します"

"整合性グループのSnapshotイメージの削除"

"整合性グループのSnapshotボリュームを削除します"

"ディスクプールを削除します"

"Eメールアラートの受信者を削除"

"ホストを削除します"

"ホストグループを削除します"

"ホストポートを削除します"

"イニシエータの削除"

"iSCSIイニシエータの削除"

"Snapshotグループを削除します"

"Snapshotイメージを削除します"

"Snapshotボリュームを削除します"

"SSDキャッシュを削除する"

"syslogサーバを削除します"

"ボリュームを削除します"

"ディスクプールからボリュームを削除します"

"ボリュームグループを削除します"

"コントローラを診断する"

"コントローラのiSCSIホストケーブルを診断します"

"同期ミラーリングの診断"

"ストレージアレイの機能を無効にします"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールを表示します"

"AutoSupport バンドル収集設定を表示します"
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"ストレージアレイのユーザセッションを表示します"

"ドライブファームウェアをダウンロードします"

"環境カードファームウェアをダウンロードします"

"ストレージアレイのドライブファームウェアをダウンロードします"

"ストレージアレイのファームウェア/ NVSRAMをダウンロードします"

"ストレージアレイのNVSRAMをダウンロードします"

"トレイの設定をダウンロードします"

"コントローラのデータ転送を有効にします"

"ディスクプールのセキュリティを有効にします"

"ODX を有効または無効にします"

"EMW管理ドメインレベルでのAutoSupport の有効化または無効化"

"AutoSupport の有効化または無効化（すべてのアレイ）"

"AutoSupport メンテナンス期間の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"EMWでのAutoSupport OnDemand機能の有効化または無効化"

"AutoSupport OnDemand機能の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport OnDemand Remote Diagnostics機能の有効化または無効化"

"AutoSupport Remote Diagnostics機能の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"ホスト接続レポートの有効化または無効化"

"VAAIを有効または無効にします"

"ストレージアレイの機能を有効にします"

"ボリュームグループのセキュリティを有効にします"

"非同期ミラーペアを確立します"

"ディスクプールまたはボリュームグループ内のボリュームの容量の拡張"

"シンボリュームの初期化"

"ボリュームコピーの再コピー"

"無効なドライブポートをリカバリします"

"RAIDボリュームをリカバリします"

61



"SASポート誤配線をリカバリします"

"同期ミラーリングリポジトリボリュームを再作成します"

"ディスクプールの容量を減らしてください"

"SNMPコミュニティの登録"

"SNMPトラップの送信先を登録します"

"SSDキャッシュからドライブを削除します"

"非同期ミラーグループから不完全な非同期ミラーペアを削除します"

"整合性グループからメンバーボリュームを削除します"

"同期ミラーリングを削除します"

"ボリュームコピーを削除する"

"非同期ミラーグループからボリュームを削除します"

"ボリュームのLUNマッピングを削除します"

"Snapshotボリュームの名前を変更します"

"SSDキャッシュの名前を変更します"

"ボリュームのパリティを修復します"

"ドライブを交換します"

"非同期ミラーグループの統計をリセットします"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールをリセットします"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールのリセット（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"コントローラをリセットします"

"ドライブをリセットします"

"iSCSI IPアドレスをリセットします"

"ストレージアレイの診断データをリセットします"

"ストレージアレイのホストポート統計のベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのInfiniBandの統計ベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのiSCSIベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのiSERベースラインをリセットします"
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"ストレージアレイのRLSベースラインのリセット"

"ストレージアレイのSAS PHYベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのSOCベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのボリューム分散をリセットします"

"非同期ミラーグループを再開します"

"整合性グループのSnapshotボリュームを再開します"

"Snapshotイメージのロールバックを再開します"

"Snapshotボリュームを再開します"

"SSDキャッシュを再開します"

"同期ミラーリングを再開します"

"AutoSupport ログの取得（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"ドライブを回復します"

"Snapshotグループを回復します"

"Snapshotボリュームを回復します"

"ボリュームグループを回復します"

"非同期ミラーグループの統計を保存します"

"コントローラのNVSRAMを保存します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断ステータスを保存します"

"ドライブログを保存します"

"入出力コントローラ（IOC）ダンプを保存します"

"自動ロードバランシングの統計を保存します"

"ストレージアレイの構成を保存します"

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージを保存します"

"ストレージアレイの診断データを保存します"

"ストレージアレイイベントを保存します"

"ストレージアレイのファームウェアインベントリを保存します"

"ストレージアレイのホストポートの統計を保存します"
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"ストレージアレイのInfiniBandの統計を保存します"

"ストレージアレイのiSCSI統計を保存します"

"ストレージアレイのiSER統計を保存します"

"ストレージアレイのログインバナーを保存します"

"ストレージアレイのパフォーマンス統計を保存します"

"ストレージアレイのRLSカウンタを保存します"

"ストレージアレイのSAS PHYカウンタを保存します"

"ストレージアレイのSOCカウンタを保存します"

"ストレージアレイの状態キャプチャを保存します"

"ストレージアレイのサポートデータを保存します"

"トレイログを保存します"

"サポートバンドルの自動収集のスケジュールを設定します"

"非同期ミラーグループを設定します"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールの設定（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"整合グループの属性を設定します"

"整合性グループのSnapshotボリュームを設定します"

"コントローラを設定します"

"コントローラのDNSを設定します"

"コントローラのホストポートのプロパティを設定します"

"コントローラのNTPを設定します"

"コントローラの保守操作可能インジケータの設定"

"ディスクプールを設定する"

"ディスクプールの設定（ディスクプールの変更）"

"ドロワーの保守操作可能インジケータの設定"

"ドライブチャネルのステータスを設定"

"ドライブのホットスペアを設定します"

"ドライブの保守操作可能インジケータの設定"
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"ドライブの状態を設定"

"イベントアラートのフィルタリングを設定します"

"FIPSドライブのセキュリティ識別子を設定する"

"外部ドライブをネイティブに設定します"

"ホストを設定します"

"ホストチャネルを設定します"

"ホストグループを設定する"

"ホストポートを設定する"

"イニシエータの設定"

"iSCSIイニシエータを設定する"

"iSCSIターゲットのプロパティを設定します"

"iSERターゲットを設定します"

"読み取り専用Snapshotボリュームを読み取り/書き込みボリュームに設定します"

"セッションを設定します"

"Snapshotグループの属性を設定します"

"Snapshotグループのメディアスキャンの設定"

"Snapshotグループのリポジトリボリューム容量の設定"

"Snapshotグループのスケジュールを設定します"

"Snapshotボリュームのメディアスキャンの設定"

"Snapshotボリュームのリポジトリボリューム容量の設定"

"ボリュームのSSDキャッシュを設定します"

"ストレージアレイを設定"

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの上書き許可の設定"

"自動ロードバランシングを有効または無効にするストレージアレイの設定"

"キャッシュミラーデータを有効または無効にするようにストレージアレイを設定します"

"ストレージアレイのICMP応答を設定します"

"ストレージアレイのiSNS登録を設定"
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"ストレージアレイのiSNSサーバのIPv4アドレスの設定"

"ストレージアレイのiSNSサーバのIPv6アドレスの設定"

"ストレージアレイのiSNSサーバのリスニングポートを設定する"

"ストレージアレイのiSNSサーバの更新を設定します"

"ストレージアレイコントローラのバッテリ学習サイクルを設定します"

"ストレージアレイのローカルユーザパスワードまたはSYMbolパスワードを設定します"

"ストレージアレイのパスワードの長さを設定します"

"再構築時のストレージアレイPQ検証の設定"

"ストレージアレイの冗長性モードを設定します"

"ストレージアレイの時刻を設定します"

"ストレージアレイのトレイの位置を設定します"

"ストレージアレイの名前のない検出セッションを設定します"

"同期ミラーリングを設定します"

"ターゲットのプロパティを設定します"

"シンボリュームの属性を設定する"

"トレイIDを設定します"

"トレイの保守操作可能インジケータの設定"

"ディスクプール内のボリュームのボリューム属性の設定"

"ボリュームグループ内のボリュームのボリューム属性の設定"

"ボリュームコピーを設定する"

"ボリュームグループを設定します"

"ボリュームグループの強制状態を設定します"

"ボリュームマッピングを設定"

"非同期ミラーグループを表示します"

"非同期ミラーグループの同期の進捗状況を表示します"

"AutoSupport の設定の表示（E2800またはE5700ストレージアレイ）"

"ブロックされたイベントを表示する"
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"整合グループを表示します"

"整合性グループのSnapshotイメージの表示"

"コントローラを表示します"

"コントローラのNVSRAMを表示します"

"現在のiSCSIセッションを表示します"

"ディスクプールを表示します"

"ドライブを表示します"

"ドライブチャネルの統計を表示します"

"ドライブのダウンロードの進捗状況を表示します"

"ドライブのパフォーマンス統計を表示します"

"Eメールアラート設定を表示します"

"ホストポートを表示します"

"交換可能ドライブを表示します"

"Snapshotグループの表示"

"Snapshotイメージの表示"

"Snapshotボリュームの表示"

"SNMPコミュニティを表示します"

"SNMP MIB-IIシステムグループ変数を表示します"

"SSDキャッシュを表示します"

"SSDキャッシュの統計を表示します"

"ストレージアレイを表示します"

"ストレージアレイの自動設定の表示"

"ストレージアレイのキャッシュミラーData Assuranceチェックが有効かどうかの表示"

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの表示"

"ストレージアレイのDBMデータベースの表示"

"ストレージアレイのホスト接続のレポートの表示"

"ストレージアレイのホストトポロジを表示します"
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"ストレージアレイのLUNマッピングを表示します"

"ストレージアレイのネゴシエーションのデフォルトを表示します"

"ストレージアレイのODX設定の表示"

"ストレージアレイの電源情報を表示します"

"ストレージアレイの未設定のiSCSIイニシエータの表示"

"ストレージアレイの読み取り不能セクターの表示"

"文字列を表示します"

"同期ミラーリングのボリューム候補を表示します"

"同期ミラーリングのボリューム同期の進捗状況を表示します"

"syslog設定を表示します"

"シンボリュームを表示します"

"未設定のイニシエータの表示"

"ボリュームを表示します"

"ボリューム操作の進捗状況を表示します"

"ボリュームコピーの表示"

"ボリュームコピーのソース候補の表示"

"ボリュームコピーのターゲット候補の表示"

"ボリュームグループを表示します"

"ボリュームグループのエクスポート依存関係の表示"

"ボリュームグループのインポート依存関係の表示"

"ボリュームのパフォーマンス統計を表示します"

"ボリューム予約を表示します"

"AutoSupport の配信方法を指定します"

"非同期ミラーリングの同期を開始します"

"AutoSupport の配信方法を指定します"

"Eメール（SMTP）配信方法の指定（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport HTTP（S）配信方法の指定（個々のE2800またはE5700アレイ）"
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"整合性グループのSnapshotロールバックを開始する"

"コントローラのトレースを開始します"

"ディスクプールの特定を開始します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断を開始します"

"ドライブチャネルの特定を開始します"

"ドライブの初期化を開始します"

"ドライブの特定を開始します"

"ドライブの再構築を開始します"

"入出力コントローラ（IOC）ダンプを開始します"

"iSCSI DHCP更新を開始します"

"FDEドライブの完全消去を開始します"

"Snapshotイメージのロールバックを開始します"

"SSDキャッシュの場所の特定を開始します"

"SSDキャッシュのパフォーマンスモデリングを開始する"

"ストレージアレイの構成データベース診断を開始します"

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの開始"

"ストレージアレイのiSNSサーバの更新を開始します"

"ストレージアレイの特定の開始"

"同期ミラーリングを開始します"

"トレイの特定の開始"

"ボリュームグループのデフラグの開始"

"ボリュームグループのエクスポートの開始"

"ボリュームグループのインポートを開始します"

"ボリュームグループの特定の開始"

"ボリュームの初期化を開始する"

"整合性グループのSnapshotロールバックを停止します"

"整合性グループのSnapshotボリュームの停止"
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"ディスクプールの特定を停止します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断を停止します"

"ドライブチャネルの特定を停止します"

"ドライブの特定を停止します"

"ドライブ交換を停止します"

"整合性グループ上の保留中のSnapshotイメージを停止します"

"Snapshotグループの保留中のSnapshotイメージを停止します"

"Snapshotイメージのロールバックを停止します"

"Snapshotボリュームの停止"

"SSDキャッシュの場所の特定を停止します"

"SSDキャッシュのパフォーマンスモデリングを停止する"

"ストレージアレイの構成データベース診断を停止します"

"ストレージアレイドライブのファームウェアダウンロードを停止します"

"ストレージアレイのiSCSIセッションを停止します"

"ストレージアレイの特定の停止"

"トレイの特定を停止します"

"ボリュームコピーの停止"

"ボリュームグループの特定を停止します"

"非同期ミラーグループを中断します"

"SSDキャッシュを中断します"

"同期ミラーリングを中断します"

"アラートをテストする"

"非同期ミラーグループ接続をテストします"

"AutoSupport 構成をテストします"

"AutoSupport 配信設定のテスト（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"Eメールアラート設定のテスト"

"SNMPトラップの送信先をテストします"
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"syslog設定をテストします"

"SNMPコミュニティの登録を解除します"

"SNMPトラップの送信先の登録を解除します"

"SNMPコミュニティを更新します"

"SNMP MIB-IIシステムグループ変数を更新します"

"SNMPトラップの送信先を更新してください"

サポート管理者のコマンド

"非同期ミラーリングをアクティブ化する"

"同期ミラーリングをアクティブ化します"

"ドライブチャネルの統計をクリアします"

"Eメールアラート設定のクリア"

"syslog設定をクリアします"

"syslogを設定します"

"非同期ミラーリングを非アクティブ化する"

"同期ミラーリングを非アクティブ化する"

"Eメールアラートの受信者を削除"

"syslogサーバを削除します"

"ストレージアレイの機能を無効にします"

"ドライブファームウェアをダウンロードします"

"環境カードファームウェアをダウンロードします"

"ストレージアレイのドライブファームウェアをダウンロードします"

"ストレージアレイのファームウェア/ NVSRAMをダウンロードします"

"ストレージアレイのNVSRAMをダウンロードします"

"トレイの設定をダウンロードします"

"ODX を有効または無効にします"

"EMWでのAutoSupport OnDemand機能の有効化または無効化"
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"AutoSupport OnDemand機能の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport OnDemand Remote Diagnostics機能の有効化または無効化"

"AutoSupport Remote Diagnostics機能の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"ストレージアレイの機能を有効にします"

"SASポート誤配線をリカバリします"

"SNMPコミュニティの登録"

"SNMPv3 USMユーザを登録します"

"SNMPトラップの送信先を登録します"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールのリセット（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport ログの取得（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"ドライブを回復します"

"Snapshotグループを回復します"

"Snapshotボリュームを回復します"

"ボリュームグループを回復します"

"コントローラのNVSRAMを保存します"

"非同期ミラーグループを設定します"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールの設定（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"コントローラのNTPを設定します"

"ドライブチャネルのステータスを設定"

"イベントアラートのフィルタリングを設定します"

"セッションを設定します"

"ストレージアレイのローカルユーザパスワードまたはSYMbolパスワードを設定します"

"トレイの保守操作可能インジケータの設定"

"AutoSupport の設定の表示（E2800またはE5700ストレージアレイ）"

"ブロックされたイベントを表示する"

"Eメールアラート設定を表示します"

"SNMPコミュニティを表示します"
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"SNMP MIB-IIシステムグループ変数を表示します"

"SNMPv3 USMユーザを表示します"

"syslog設定を表示します"

"Eメール（SMTP）配信方法の指定（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport HTTP（S）配信方法の指定（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport 配信設定のテスト（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"Eメールアラート設定のテスト"

"SNMPトラップの送信先をテストします"

"syslog設定をテストします"

"SNMPv3 USMユーザの登録を解除します"

"SNMPコミュニティを更新します"

"SNMPv3 USMユーザを更新します"

"SNMP MIB-IIシステムグループ変数を更新します"

"SNMPトラップの送信先を更新してください"

セキュリティ管理者のコマンド

"ストレージアレイのディレクトリサーバを作成する"

"ストレージアレイのセキュリティキーを作成します"

"ストレージアレイのsyslog設定を作成します"

"監査ログレコードを削除します"

"ストレージアレイのディレクトリサーバを削除する"

"ストレージアレイのログインバナーを削除します"

"ストレージアレイのsyslog設定を削除します"

"外部セキュリティキー管理を無効にします"

"ストレージアレイのsyslog設定を表示します"

"外部セキュリティキー管理を有効にします"

"ストレージアレイのセキュリティキーをエクスポートします"
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"キー管理証明書署名要求（CSR）の生成"

"Webサーバ証明書署名要求（CSR）の生成"

"ストレージアレイのセキュリティキーをインポートします"

"ルート/中間CA証明書をインストール"

"サーバの署名済み証明書をインストール"

"ストレージアレイの外部キー管理証明書をインストール"

"信頼されたCA証明書をインストール"

"ストレージアレイのDBMデータベースのロード"

"インストールされている信頼されたCA証明書を"

"インストールされている外部キー管理証明書を削除します"

"インストールされているルート/中間CA証明書を削除します"

"ストレージアレイのディレクトリサーバのロールマッピングの削除"

"インストールされている署名済み証明書をリセット"

"インストールされている外部キー管理証明書を取得します"

"インストールされているCA証明書を取得する"

"インストールされているサーバ証明書を取得する"

"インストールされている信頼されたCA証明書を"

"監査ログレコードを保存します"

"ストレージアレイの構成を保存します"

"ストレージアレイのDBMデータベースの保存"

"ストレージアレイのDBMバリデータ情報ファイルを保存します"

"ストレージアレイのホストポートの統計を保存します"

"ストレージアレイのログインバナーを保存します"

"監査ログを設定します"

"証明書失効チェックの設定を行います"

"外部キー管理を設定"

"ストレージアレイの内部セキュリティキーを設定します"
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"セッションを設定します"

"ストレージアレイのディレクトリサーバを設定する"

"ストレージアレイのディレクトリサーバのロールマッピングの設定"

"ストレージアレイのローカルユーザパスワードまたはSYMbolパスワードを設定します"

"ストレージアレイのログインバナーを設定します"

"ストレージアレイ管理インターフェイスを設定します"

"ストレージアレイのユーザセッションを設定します"

"監査ログの設定を表示します"

"監査ログの概要を表示します"

"証明書失効チェック設定を表示します"

"インストールされているルート/中間CA証明書の概要の表示"

"インストールされている信頼されたCA証明書の概要の"

"署名済み証明書を表示します"

"ストレージアレイのディレクトリサービスの概要を表示します"

"OCSPサーバURLテストを開始します"

"ストレージアレイのsyslogテストを開始します"

"外部キー管理通信のテスト"

"ストレージアレイのディレクトリサーバをテストする"

"ストレージアレイのsyslog設定の更新"

"ストレージアレイのセキュリティキーを検証します"

アラート設定コマンド

組み込みのSNMP設定

"SNMPコミュニティの登録"

"SNMPトラップの送信先を登録します"

"SNMPコミュニティを表示します"

"SNMP MIB-IIシステムグループ変数を表示します"
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"SNMPトラップの送信先をテストします"

"SNMPコミュニティの登録を解除します"

"SNMPトラップの送信先の登録を解除します"

"SNMPコミュニティを更新します"

"SNMP MIB-IIシステムグループ変数を更新します"

"SNMPトラップの送信先を更新してください"

Eメールアラート設定- E2700またはE5600アレイ

"Eメールアラートを設定"

"イベントアラートのフィルタリングを設定します"

"ブロックされたイベントを表示する"

"アラートをテストする"

SSDキャッシュのコマンド

"Eメールアラート設定のクリア"

"Eメールアラートを設定"

"Eメールアラートの受信者を削除"

"Eメールアラート設定を表示します"

"Eメールアラート設定のテスト"

syslog設定

"syslog設定をクリアします"

"syslogを設定します"

"ストレージアレイのsyslog設定を作成します"

"ストレージアレイのsyslog設定を削除します"

"syslogサーバを削除します"

"ストレージアレイのsyslog設定を表示します"

"syslog設定を表示します"

"ストレージアレイのsyslogテストを開始します"
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"syslog設定をテストします"

"ストレージアレイのsyslog設定の更新"

アレイ構成コマンド

キャッシュミラーData Assuranceのコマンド

"キャッシュミラーデータを有効または無効にするようにストレージアレイを設定します"

"ストレージアレイのキャッシュミラーData Assuranceチェックが有効かどうかの表示"

コントローラのコマンド

"ドライブチャネルの統計をクリアします"

"コントローラを診断する"

"コントローラのiSCSIホストケーブルを診断します"

"コントローラのデータ転送を有効にします"

"コントローラをリセットします"

"コントローラのNVSRAMを保存します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断ステータスを保存します"

"コントローラを設定します"

"コントローラのDNSを設定します"

"コントローラのNTPを設定します"

"コントローラの保守操作可能インジケータの設定"

"ドライブチャネルのステータスを設定"

"ホストチャネルを設定します"

"コントローラを表示します"

"コントローラ診断ステータスを表示します"

"コントローラのNVSRAMを表示します"

"ドライブチャネルの統計を表示します"

"コントローラのトレースを開始します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断を開始します"
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"ドライブチャネルの特定を開始します"

"iSCSI DHCP更新を開始します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断を停止します"

"ドライブチャネルの特定を停止します"

コントローラのヘルスイメージのコマンド

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージを保存します"

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの上書き許可の設定"

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの表示"

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの開始"

コントローラホストポート設定のコマンド

"ホストポートを作成する"

"イニシエータを作成する"

"イニシエータの削除"

"イニシエータの設定"

"ストレージアレイのホストポート統計のベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのホストポートの統計を保存します"

"コントローラのホストポートのプロパティを設定します"

"ターゲットのプロパティを設定します"

"iSCSIのホストポートのネットワークプロパティを設定します"

"iSCSIイニシエータを設定する"

"ストレージアレイの未設定のiSCSIイニシエータの表示"

"未設定のイニシエータの表示"

ドライブのコマンド

"ドライブファームウェアをダウンロードします"

"無効なドライブポートをリカバリします"

"ドライブを交換します"
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"ドライブを回復します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断ステータスを保存します"

"ドライブログを保存します"

"ドライブのホットスペアを設定します"

"ドライブの保守操作可能インジケータの設定"

"ドライブの状態を設定"

"FIPSドライブのセキュリティ識別子を設定する"

"外部ドライブをネイティブに設定します"

"ドライブを表示します"

"ドライブのダウンロードの進捗状況を表示します"

"ドライブのパフォーマンス統計を表示します"

"交換可能ドライブを表示します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断を開始します"

"ドライブの初期化を開始します"

"ドライブの特定を開始します"

"ドライブの再構築を開始します"

"セキュアドライブの消去を開始します"

"ドライブチャネルの障害切り分け診断を停止します"

"ドライブの特定を停止します"

機能管理コマンド

"ストレージアレイの機能を無効にします"

"ストレージアレイの機能を有効にします"

"自動ロードバランシングを有効または無効にするストレージアレイの設定"

"ストレージアレイを表示します"

入出力コントローラ（IOC）ダンプのコマンド

"入出力コントローラ（IOC）ダンプを保存します"
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"入出力コントローラ（IOC）ダンプを開始します"

動作不良ドライブ（MBD）のコマンド

"ドライブを交換します"

"ドライブをリセットします"

"ドライブの状態を設定"

"ドライブ交換を停止します"

オフロードデータ転送（ODX）のコマンド

"ODX を有効または無効にします"

"VAAIを有効または無効にします"

"ストレージアレイのODX設定の表示"

リポジトリボリュームの分析のコマンド

"リポジトリの整合性を確認します"

セッションのコマンド

"セッションを設定します"

ストレージアレイのコマンド

"ストレージアレイのファームウェアをアクティブ化します"

"アレイから証明書を追加します"

"ファイルから証明書を追加します"

"ストレージアレイを自動設定します"

"ストレージアレイのホットスペアを自動設定します"

"ストレージアレイの構成のクリア"

"ストレージアレイイベントログをクリアします"

"ストレージアレイのファームウェア保留領域のクリア"

"ストレージアレイのリカバリモードをクリアします"

"ストレージアレイのセキュリティキーを作成します"

"証明書を削除します"
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"外部セキュリティキー管理を無効にします"

"ストレージアレイの機能を無効にします"

"ストレージアレイのドライブファームウェアをダウンロードします"

"ストレージアレイのファームウェア/ NVSRAMをダウンロードします"

"ストレージアレイのNVSRAMをダウンロードします"

"外部セキュリティキー管理を有効にします"

"ホスト接続レポートの有効化または無効化"

"ストレージアレイの機能を有効にします"

"ストレージアレイのセキュリティキーをエクスポートします"

"ストレージアレイのセキュリティキーをインポートします"

"ストレージアレイのDBMデータベースのロード"

"外部セキュリティキーを再作成します"

"ストレージアレイの診断データをリセットします"

"ストレージアレイのInfiniBandの統計ベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのiSCSIベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのRLSベースラインのリセット"

"ストレージアレイのSAS PHYベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのSOCベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのボリューム分散をリセットします"

"ストレージアレイの構成を保存します"

"ストレージアレイのDBMデータベースの保存"

"ストレージアレイのDBMバリデータ情報ファイルを保存します"

"ストレージアレイの診断データを保存します"

"ストレージアレイイベントを保存します"

"ストレージアレイのファームウェアインベントリを保存します"

"ストレージアレイのInfiniBandの統計を保存します"

"ストレージアレイのiSCSI統計を保存します"
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"ストレージアレイのパフォーマンス統計を保存します"

"ストレージアレイのRLSカウンタを保存します"

"ストレージアレイのSAS PHYカウンタを保存します"

"ストレージアレイのSOCカウンタを保存します"

"ストレージアレイの状態キャプチャを保存します"

"ストレージアレイのサポートデータを保存します"

"ストレージアレイを設定"

"ストレージアレイのICMP応答を設定します"

"ストレージアレイのiSNSサーバのIPv4アドレスの設定"

"ストレージアレイのiSNSサーバのIPv6アドレスの設定"

"ストレージアレイのiSNSサーバのリスニングポートを設定する"

"ストレージアレイのiSNSサーバの更新を設定します"

"ストレージアレイの学習サイクルの設定"

"再構築時のストレージアレイPQ検証の設定"

"ストレージアレイの冗長性モードを設定します"

"ストレージアレイリソースにプロビジョニングされたボリュームを設定してください"

"ストレージアレイのセキュリティキーを設定します"

"ストレージアレイの時刻を設定します"

"ストレージアレイのトレイの位置を設定します"

"ストレージアレイの名前のない検出セッションを設定します"

"証明書を表示します"

"ストレージアレイを表示します"

"ストレージアレイの自動設定の表示"

"ストレージアレイのDBMデータベースの表示"

"ストレージアレイのホスト接続のレポートの表示"

"ストレージアレイのホストトポロジを表示します"

"ストレージアレイのLUNマッピングを表示します"
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"ストレージアレイのネゴシエーションのデフォルトを表示します"

"ストレージアレイのODX設定の表示"

"ストレージアレイの電源情報を表示します"

"ストレージアレイの未設定のiSCSIイニシエータの表示"

"ストレージアレイの読み取り不能セクターの表示"

"文字列を表示します"

"ストレージアレイのAutoSupport 手動ディスパッチを開始します"

"ストレージアレイの構成データベース診断を開始します"

"ストレージアレイのiSNSサーバの更新を開始します"

"ストレージアレイの特定の開始"

"ストレージアレイの構成データベース診断を停止します"

"ストレージアレイドライブのファームウェアダウンロードを停止します"

"ストレージアレイのiSCSIセッションを停止します"

"ストレージアレイの特定の停止"

"ストレージアレイのセキュリティキーを検証します"

トレイのコマンド

"環境カードファームウェアをダウンロードします"

"トレイの設定をダウンロードします"

"トレイログを保存します"

"ドロワーの保守操作可能インジケータの設定"

"トレイ属性を設定します"

"トレイIDを設定します"

"トレイの保守操作可能インジケータの設定"

"トレイの特定の開始"

"トレイの特定を停止します"
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分類なしのコマンド

"SASポート誤配線をリカバリします"

"文字列を表示します"

AutoSupportのコマンドです

E2700およびE5600用のAutoSupport バンドル収集コマンド

"AutoSupport ログをキャプチャまたは表示します"

"AutoSupport バンドル収集設定を表示します"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールを表示します"

"EMW管理ドメインレベルでのAutoSupport の有効化または無効化"

"EMW管理ドメインレベルでのAutoSupport OnDemand機能の有効化または無効化（SMcliのみ）"

"AutoSupport OnDemandリモート診断機能の有効化または無効化"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールをリセットします"

"サポートバンドルの自動収集のスケジュールを設定します"

"AutoSupport の配信方法を指定します"

"AutoSupport 構成をテストします"

すべてのストレージアレイ用のAutoSupport コマンド

"AutoSupport の有効化または無効化（個々のアレイ、E2800、E5700アレイのみ）"

"ストレージアレイのサポートデータを保存します"

E2800、E5700のAutoSupport コマンド

"AutoSupport メンテナンス期間の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport OnDemand機能の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport Remote Diagnostics機能の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport ログの取得（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールのリセット（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport の設定の表示（E2800またはE5700ストレージアレイ）"

"AutoSupport メッセージ収集スケジュールの設定（個々のE2800またはE5700アレイ）"
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"AutoSupport HTTP（S）配信方法の指定（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"Eメール（SMTP）配信方法の指定（個々のE2800またはE5700アレイ）"

"AutoSupport 配信設定のテスト（個々のE2800またはE5700アレイ）"

ミラーリングコマンド

非同期ミラーリングのコマンド

"非同期ミラーリングをアクティブ化する"

"非同期ミラーグループにボリュームを追加します"

"非同期ミラーグループのロール反転をキャンセルします"

"非同期ミラーグループの整合性を確認します"

"非同期ミラーリングのエラーをクリアします"

"非同期ミラーグループを作成する"

"非同期ミラーリングを非アクティブ化する"

"非同期ミラーグループを削除します"

"非同期ミラーペアを確立します"

"非同期ミラーグループから不完全な非同期ミラーペアを削除します"

"非同期ミラーグループからボリュームを削除します"

"非同期ミラーグループの統計をリセットします"

"iSCSI IPアドレスをリセットします"

"非同期ミラーグループを再開します"

"非同期ミラーグループの統計を保存します"

"非同期ミラーグループを設定します"

"非同期ミラーグループを表示します"

"非同期ミラーグループの同期の進捗状況を表示します"

"非同期ミラーリングの同期を開始します"

"非同期ミラーグループを中断します"

"非同期ミラーグループ接続をテストします"
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同期ミラーリングのコマンド

"同期ミラーリングをアクティブ化します"

"同期ミラーリングのステータスを確認します"

"同期ミラーリングを作成します"

"同期ミラーリングを非アクティブ化する"

"同期ミラーリングの診断"

"同期ミラーリングリポジトリボリュームを再作成します"

"同期ミラーリングを削除します"

"同期ミラーリングを再開します"

"同期ミラーリングを設定します"

"同期ミラーリングのボリューム候補を表示します"

"同期ミラーリングのボリューム同期の進捗状況を表示します"

"同期ミラーリングを開始します"

"同期ミラーリングを中断します"

パフォーマンス調整のコマンド

自動ロードバランシングのコマンド

"自動ロードバランシングの統計を保存します"

"自動ロードバランシングを有効または無効にするストレージアレイを設定します"

SSDキャッシュのコマンド

"SSDキャッシュにドライブを追加"

"SSDキャッシュのアプリケーションタイプを変更します"

"SSDキャッシュを作成する"

"SSDキャッシュを削除する"

"SSDキャッシュからドライブを削除します"

"SSDキャッシュの名前を変更します"

"SSDキャッシュを再開します"
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"ボリュームのSSDキャッシュを設定します"

"SSDキャッシュを表示します"

"SSDキャッシュの統計を表示します"

"SSDキャッシュの場所の特定を開始します"

"SSDキャッシュのパフォーマンスモデリングを開始する"

"SSDキャッシュの場所の特定を停止します"

"SSDキャッシュのパフォーマンスモデリングを停止する"

"SSDキャッシュを中断します"

レプリケーションコマンド

整合グループのコマンド

"整合グループにメンバーを追加します"

"整合グループを作成する"

"整合性グループのSnapshotイメージを作成する"

"整合性グループのSnapshotボリュームを作成します"

"整合性グループのSnapshotボリュームマッピングを作成します"

"整合グループを削除します"

"整合性グループのSnapshotイメージの削除"

"整合性グループのSnapshotボリュームを削除します"

"整合性グループからメンバーボリュームを削除します"

"整合性グループのSnapshotボリュームを再開します"

"整合グループの属性を設定します"

"整合性グループのSnapshotボリュームを設定します"

"整合グループを表示します"

"整合性グループのSnapshotイメージの表示"

"整合性グループのSnapshotロールバックを開始する"

"整合性グループのSnapshotロールバックを停止します"
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"整合性グループのSnapshotボリュームの停止"

"整合性グループ上の保留中のSnapshotイメージを停止します"

リポジトリボリュームの分析のコマンド

"リポジトリの整合性を確認します"

Snapshotグループのコマンド

"Snapshotグループを作成します"

"Snapshotボリュームを削除します"

"Snapshotグループを回復します"

"Snapshotグループの属性を設定します"

"Snapshotグループのメディアスキャンの設定"

"Snapshotグループのリポジトリボリューム容量の設定"

"Snapshotグループのスケジュールを設定します"

"ボリュームのSSDキャッシュを設定します"

"Snapshotグループの表示"

"Snapshotグループの保留中のSnapshotイメージを停止します"

Snapshotイメージのコマンド

"Snapshotイメージを作成する"

"Snapshotイメージを削除します"

"Snapshotイメージのロールバックを再開します"

"Snapshotイメージの表示"

"Snapshotイメージのロールバックを開始します"

"Snapshotイメージのロールバックを停止します"

Snapshotボリュームのコマンド

"読み取り専用Snapshotボリュームを作成します"

"Snapshotボリュームを作成します"

"Snapshotグループを削除します"
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"Snapshotボリュームの名前を変更します"

"Snapshotボリュームを再開します"

"Snapshotボリュームを回復します"

"読み取り専用Snapshotボリュームを読み取り/書き込みボリュームに設定します"

"Snapshotボリュームのメディアスキャンの設定"

"Snapshotボリュームのリポジトリボリューム容量の設定"

"ボリュームのSSDキャッシュを設定します"

"Snapshotボリュームの表示"

"Snapshotボリュームの停止"

volume copyコマンド

"ボリュームコピーを作成する"

"ボリュームコピーの再コピー"

"ボリュームコピーを削除する"

"ボリュームコピーを設定する"

"ボリュームコピーの表示"

"ボリュームコピーのソース候補の表示"

"ボリュームコピーのターゲット候補の表示"

"ボリュームコピーの停止"

セキュリティコマンド

監査ログ管理コマンド

"監査ログレコードを削除します"

"監査ログレコードを保存します"

"監査ログを設定します"

"監査ログ設定を表示します"

"監査ログの概要の表示"
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認証コマンド

"認証の開始"

"ストレージアレイのディレクトリサーバを作成する"

"ストレージアレイのディレクトリサーバを削除する"

"ストレージアレイのログインバナーを削除します"

"ストレージアレイのユーザセッションを表示します"

"ストレージアレイのディレクトリサーバのロールマッピングの削除"

"ストレージアレイのログインバナーを保存します"

"ストレージアレイのディレクトリサーバを設定する"

"ストレージアレイのディレクトリサーバのロールマッピングの設定"

"ストレージアレイのローカルユーザパスワードまたはSYMbolパスワードを設定します"

"ストレージアレイのログインバナーを設定します"

"ストレージアレイ管理インターフェイスを設定します"

"ストレージアレイのパスワードの長さを設定します"

"ストレージアレイのユーザセッションを設定します"

"ストレージアレイのディレクトリサービスの概要を表示します"

"ストレージアレイのディレクトリサーバをテストする"

E2800およびE5700コントローラ用の証明書管理コマンド

"Webサーバ証明書署名要求（CSR）の生成"

"サーバの署名済み証明書をインストール"

"ルート/中間CA証明書をインストール"

"信頼されたCA証明書をインストール"

"インストールされている信頼されたCA証明書を"

"インストールされている署名済み証明書を削除"

"インストールされている署名済み証明書をリセット"

"インストールされているCA証明書を取得する"
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"インストールされているサーバ証明書を取得する"

"インストールされている信頼されたCA証明書を"

"証明書失効チェックの設定を行います"

"証明書失効チェック設定を表示します"

"インストールされているルート/中間CA証明書の概要の表示"

"インストールされている信頼されたCA証明書の概要の"

"署名済み証明書を表示します"

"証明書失効のOCSPサーバテストを開始します"

EF600用の証明書管理コマンド

"アレイラベルを追加します"

"アレイラベルを削除します"

"アレイラベルを表示します"

データベースコマンド

"ストレージアレイの構成のクリア"

"ストレージアレイのリカバリモードをクリアします"

"ストレージアレイのDBMデータベースのロード"

"ストレージアレイのDBMデータベースの保存"

"ストレージアレイのDBMバリデータ情報ファイルを保存します"

"ストレージアレイのDBMデータベースの表示"

"ストレージアレイの構成データベース診断を開始します"

"ストレージアレイ構成診断の停止"

外部キー管理のコマンドが組み込まれています

"外部キー管理の開始"

"内部キー管理の開始"

"ストレージアレイのセキュリティキーを作成します"

"外部セキュリティキー管理を無効にします"
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"外部セキュリティキー管理を有効にします"

"ストレージアレイのセキュリティキーをエクスポートします"

"ストレージアレイのセキュリティキーをインポートします"

"FIPSドライブのセキュリティ識別子を設定する"

"外部キー管理を設定"

"ストレージアレイのセキュリティキーを設定します"

"FDEドライブの完全消去を開始します"

"外部キー管理通信のテスト"

"ストレージアレイのセキュリティキーを検証します"

証明書に関連する外部キー管理コマンド

"インストールされているキー管理CSR要求を取得します"

"ストレージアレイの外部キー管理証明書をインストール"

"インストールされている外部キー管理証明書を削除します"

"インストールされている外部キー管理証明書を取得します"

ストレージ監視担当者のコマンド

"ストレージアレイのユーザセッションを表示します"

"ストレージアレイのログインバナーを保存します"

"セッションを設定します"

"ストレージアレイのローカルユーザパスワードまたはSYMbolパスワードを設定します"

"非同期ミラーグループの同期の進捗状況を表示します"

"非同期ミラーグループを表示します"

"AutoSupport の設定の表示（E2800またはE5700ストレージアレイ）"

"整合グループを表示します"

"整合性グループのSnapshotイメージの表示"

"コントローラを表示します"

"コントローラのNVSRAMを表示します"
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"現在のiSCSIセッションを表示します"

"ディスクプールを表示します"

"ドライブを表示します"

"ドライブチャネルの統計を表示します"

"ドライブのダウンロードの進捗状況を表示します"

"ドライブのパフォーマンス統計を表示します"

"Eメールアラート設定を表示します"

"ホストポートを表示します"

"交換可能ドライブを表示します"

"Snapshotグループの表示"

"Snapshotイメージの表示"

"Snapshotボリュームの表示"

"SNMPコミュニティを表示します"

"SNMP MIB-IIシステムグループ変数を表示します"

"SSDキャッシュを表示します"

"SSDキャッシュの統計を表示します"

"ストレージアレイを表示します"

"ストレージアレイの自動設定の表示"

"ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの表示"

"ストレージアレイのDBMデータベースの表示"

"ストレージアレイのホスト接続のレポートの表示"

"ストレージアレイのホストトポロジを表示します"

"ストレージアレイのLUNマッピングを表示します"

"ストレージアレイのネゴシエーションのデフォルトを表示します"

"ストレージアレイのODX設定の表示"

"ストレージアレイの電源情報を表示します"

"ストレージアレイの未設定のiSCSIイニシエータの表示"
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"ストレージアレイの読み取り不能セクターの表示"

"文字列を表示します"

"同期ミラーリングのボリューム候補を表示します"

"同期ミラーリングのボリューム同期の進捗状況を表示します"

"syslog設定を表示します"

"シンボリュームを表示します"

"未設定のイニシエータの表示"

"ボリュームを表示します"

"ボリューム操作の進捗状況を表示します"

"ボリュームコピーの表示"

"ボリュームコピーのソース候補の表示"

"ボリュームコピーのターゲット候補の表示"

"ボリュームグループを表示します"

"ボリュームグループのエクスポート依存関係の表示"

"ボリュームグループのインポート依存関係の表示"

"ボリュームのパフォーマンス統計を表示します"

"ボリューム予約を表示します"

ボリューム構成のコマンド

ディスクプールコマンド

"ディスクプールを作成"

"ディスクプールを削除します"

"ディスクプールのセキュリティを有効にします"

"ディスクプールの容量を減らしてください"

"ディスクプールを設定する"

"ディスクプールの設定（ディスクプールの変更）"

"ディスクプールを表示します"
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"ディスクプールのフルプロビジョニングを開始します"

"ディスクプールリソースのプロビジョニングを開始します"

"ディスクプールの特定を開始します"

"ディスクプールの特定を停止します"

ホストトポロジのコマンド

"ホストを作成する"

"ホストグループを作成する"

"ホストポートを作成する"

"ホストを削除します"

"ホストグループを削除します"

"ホストポートを削除します"

"ホストを設定します"

"ホストチャネルを設定します"

"ホストグループを設定する"

"ホストポートを設定する"

"ホストポートを表示します"

"ストレージアレイのホストトポロジを表示します"

Internet Storage Name Service（iSNS）のコマンド

"ストレージアレイを設定"

"ストレージアレイのiSNS登録を設定"

"ストレージアレイのiSNSサーバのIPv4アドレスの設定"

"ストレージアレイのiSNSサーバのIPv6アドレスの設定"

"ストレージアレイのiSNSサーバのリスニングポートを設定する"

"ストレージアレイのiSNSサーバの更新を設定します"

"ストレージアレイのiSNSサーバの更新を開始します"
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iSCSI Extension for RDMA（iSER）のコマンド

"ストレージアレイのiSERベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのiSER統計を保存します"

"iSERターゲットを設定します"

iSCSIコマンド

"iSCSIイニシエータを作成する"

"iSCSIイニシエータの削除"

"コントローラのiSCSIホストケーブルを診断します"

"ストレージアレイのiSCSIベースラインをリセットします"

"ストレージアレイのiSCSI統計を保存します"

"iSCSIイニシエータを設定する"

"iSCSIターゲットのプロパティを設定します"

"現在のiSCSIセッションを表示します"

"ストレージアレイのネゴシエーションのデフォルトを表示します"

"ストレージアレイの未設定のiSCSIイニシエータの表示"

"iSCSI DHCP更新を開始します"

"ストレージアレイのiSCSIセッションを停止します"

volumeコマンド

"ボリュームのパリティをチェックします"

"ボリュームマッピングの作成"

"ボリュームリザベーションをクリアします"

"ボリュームの読み取り不能セクターを消去します"

"RAIDボリュームの作成（自動ドライブ選択）"

"RAIDボリュームの作成（空きエクステントベースの選択）"

"RAIDボリュームの作成（手動ドライブ選択）"

"ディスクプール内にボリュームを作成します"
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"ボリュームを削除します"

"ディスクプールからボリュームを削除します"

"ディスクプールまたはボリュームグループ内のボリュームの容量の拡張"

"シンボリュームの初期化"

"RAIDボリュームをリカバリします"

"ボリュームのLUNマッピングを削除します"

"ボリュームのパリティを修復します"

"データパリティを修復"

"チェックボリュームパリティジョブのパリティエラーの保存"

"シンボリュームの属性を設定する"

"ディスクプール内のボリュームのボリューム属性の設定"

"ボリュームグループ内のボリュームのボリューム属性の設定"

"ボリュームマッピングを設定"

"ボリュームパリティチェックジョブを表示"

"シンボリュームを表示します"

"ボリュームを表示します"

"ボリューム操作の進捗状況を表示します"

"ボリュームのパフォーマンス統計を表示します"

"ボリューム予約を表示します"

"ボリュームのパリティチェックジョブの開始"

"ボリュームの初期化を開始する"

"ボリュームパリティチェックジョブの停止"

ボリューム・グループ・コマンド

"ボリュームグループを作成します"

"ボリュームグループを削除します"

"ボリュームグループのセキュリティを有効にします"

"ボリュームグループを回復します"
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"ボリュームグループを設定します"

"ボリュームグループの強制状態を設定します"

"ボリュームグループを表示します"

"ボリュームグループのエクスポート依存関係の表示"

"ボリュームグループのインポート依存関係の表示"

"ボリュームグループのデフラグの開始"

"ボリュームグループのエクスポートの開始"

"ボリュームグループのフルプロビジョニングを開始します"

"ボリュームグループリソースのプロビジョニングを開始します"

"ボリュームグループの移行について（CLIのみ）"

"ボリュームグループのインポートを開始します"

"ボリュームグループの特定の開始"

"ボリュームグループの特定を停止します"
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コマンドA-Z

A

非同期ミラーリングをアクティブ化する

activate storageArray feature’コマンドは’非同期ミラーリング機能をアクティブにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

非同期ミラーリング機能をアクティブ化したら、非同期ミラーグループと非同期ミラーペアを設定する必要が
あります。

構文

activate storageArray feature=asyncRemoteMirror

activate storageArray feature=asyncMirror

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ストレージアレイのファームウェアをアクティブ化します

activate storageArray firmware’コマンドは’ストレージ・アレイのコントローラ上の保留
中の構成領域に以前ダウンロードしたファームウェアをアクティブ化します
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構文

activate storageArray firmware

[healthCheckMelOverride=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「healthCheckMelOverride」 メジャーイベントログ（MEL）の健全性チェックの
結果を無視する設定。MELの検証は引き続き行わ
れ、バイパスされません。MELのチェックに失敗し
た場合は、コマンドの実行時にこのパラメータを使
用することで、エラーをバイパスできます。

アクティブ化の前に、コントローラがイベントログ
をチェックし、新しいコントローラファームウェア
のアクティブ化を妨げる可能性のあるイベントが発
生したかどうかを確認します。そのようなイベント
が発生した場合、コントローラは、通常は新しいフ
ァームウェアをアクティブにしません。

このパラメータを指定すると、コントローラは新し
いファームウェアを強制的にアクティブにします。
デフォルト値は’FALSE’ですコントローラに新しいコ
ントローラファームウェアを強制的にアクティブに
する場合は、この値を「true」に設定します。

最小ファームウェアレベル

8.10で、「healthCheckMelOverride」パラメータが追加されました。

同期ミラーリングをアクティブ化する

activate storageArray feature’コマンドは’同期ミラーリング機能をアクティブ化し’ミラー
リポジトリボリュームを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

100



コンテキスト（Context）

このコマンドを使用すると、次の3つのいずれかの方法でミラーリポジトリボリュームを定義できます。

• ユーザ定義のドライブ

• ユーザ定義のボリュームグループ

• ユーザ定義のドライブ数

ドライブ数の定義を選択する場合は、コントローラファームウェアによって、ミラーリポジトリボリュームに
使用するドライブが選択されます。

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文（ユーザ定義のドライブ）

activate storageArray feature=syncMirror

repositoryRAIDLevel=(0 |1 | 3 | 5 | 6)

repositoryDrives=(trayID1,[drawerID1,slotID1 ... trayIDn

,pass:quotes[[drawerIDn,slotIDn

[driveType=(fibre | SATA | SAS | NVMe4K)

)

[repositoryVolumeGroupUserLabel="volumeGroupName"]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

activate storageArray feature=syncMirror

repositoryRAIDLevel=(0 |1 | 5 | 6)

repositoryDrives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,

]slotIDn)

[repositoryVolumeGroupUserLabel="volumeGroupName"]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

構文（ユーザ定義のボリュームグループ）

activate storageArray feature=syncMirror

repositoryVolumeGroup=volumeGroupName

[freeCapacityArea=freeCapacityIndexNumber]
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構文（ユーザ定義のドライブ数）

activate storageArray feature=syncMirror

repositoryRAIDLevel=(1 | 3 | 5 | 6)

repositoryDriveCount=numberOfDrives

[repositoryVolumeGroupUserLabel="volumeGroupName"]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

activate storageArray feature=syncMirror

repositoryRAIDLevel=(1 | 5 | 6)

repositoryDriveCount=numberOfDrives

[repositoryVolumeGroupUserLabel="volumeGroupName"]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

パラメータ

パラメータ 説明

repositoryRAIDLevel ミラーリポジトリボリュームのRAIDレベル。有効な
値は'0’1' 3’5`または'6`です

repositoryDrives ミラーリポジトリボリュームのドライブ。大容量ド
ライブトレイの場合は、ドライブのトレイIDの値、
ドロワーIDの値、およびスロットIDの値を指定しま
す。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブのト
レイIDの値とスロットIDの値を指定します。トレ
イIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「1」～「5」
です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

repositoryVolumeGroupUserLabel ミラーリポジトリボリュームの配置先となる新しい
ボリュームグループに付ける名前。ボリュームグル
ープ名は二重引用符（""）で囲みます。

repositoryVolumeGroup' ミラーリポジトリボリュームが配置されているミラ
ーリポジトリボリュームグループの名前。（ストレ
ージアレイ内のボリュームグループの名前を決定す
るには、「show storageArray profile'」コマンドを実
行します）。

「freeCapacityArea」 ミラーリポジトリボリュームの作成に使用する、既
存のボリュームグループ内の空きスペースのインデ
ックス番号。空き容量は、ボリュームグループ内の
既存のボリューム間の空き容量として定義されま
す。たとえば、ボリュームグループの領域が、ボリ
ューム1、空き容量、ボリューム2、空き容量、ボリ
ューム3、 空き容量：ボリューム2の次の空き容量を
使用するには、次のように指定します。

freeCapacityArea=2

show volumegroupコマンドを実行して’空き容量領域
が存在するかどうかを確認します

repositoryDriveCount ミラーリポジトリボリュームに使用する未割り当て
のドライブの数。

「ドライブタイプ」 情報を取得するドライブのタイプ。ドライブタイプ
を混在させることはできません。

有効なドライブタイプは次のとおりです。

• 「ファイバ」

• 「sata」と入力します

• 「SAS」

• NVMeネームスペース4K

ドライブタイプを指定しない場合、このコマンドは
デフォルトでall typeになります。

「trayLossProtect`」 ミラーリポジトリボリュームを作成するときにトレ
イ損失の保護を有効にする設定。トレイ損失の保護
を有効にするには’このパラメータをTRUEに設定しま
すデフォルト値は’FALSE’です
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パラメータ 説明

「drawerLossProtect`」 ミラーリポジトリボリュームを作成するときにドロ
ワー損失の保護を有効にする設定。ドロワー損失の
保護を有効にするには、このパラメータを「true」に
設定します。デフォルト値は’FALSE’です

注：

repositoryDrivesパラメータでは、大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方がサポートされま
す。大容量ドライブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引
き出して、ドライブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ド
ライブトレイの場合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロット
のIDを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納さ
れているスロットのIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを
指定し、ドロワーのIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もありま
す。

repositoryDrivesパラメータ用に選択したドライブが他のパラメータ(repositoryRAIDLevel’パラメータなど)と
互換性がない場合、スクリプトコマンドはエラーを返し、同期ミラーリングはアクティブ化されません。この
エラーは、ミラーリポジトリボリュームに必要なスペース容量を返します。その後、コマンドを再入力し、適
切なスペース容量を指定できます。

リポジトリストレージのスペースとして入力した値がミラーリポジトリボリュームにとって小さすぎる場合、
コントローラファームウェアは、ミラーリポジトリボリュームに必要なスペースの量を示すエラーメッセージ
を返します。コマンドでは、同期ミラーリングのアクティブ化は試行されません。エラーメッセージに示され
るリポジトリストレージスペースの値を使用して、コマンドを再入力できます。

ドライブを割り当てるときに、trayLossProtectパラメータをTRUEに設定し、いずれか1つのトレイから複数
のドライブを選択した場合、ストレージアレイはエラーを返します。trayLossProtect`パラメータをFALSEに
設定すると’ストレージ・アレイは操作を実行しますが’作成するボリューム・グループにはトレイ損失の保護
がない可能性があります

コントローラファームウェアがドライブを割り当てるときに、trayLossProtectパラメータを「true」に設定す
ると、新しいボリュームグループにトレイ損失の保護を提供するドライブをコントローラファームウェアが提
供できない場合、ストレージアレイはエラーを返します。trayLossProtectパラメータをFALSEに設定すると、
ボリュームグループにトレイ損失の保護がない可能性がある場合でも、ストレージアレイは処理を実行しま
す。

「drawerLossProtect」パラメータは、ドロワーに障害が発生した場合にボリューム上のデータにアクセスで
きるかどうかを決定します。ドライブを割り当てるときに’drawerLossProtect’パラメータをTRUEに設定し'1
つのドロワーから複数のドライブを選択すると’ストレージアレイはエラーを返しますdrawerLossProtectパラ
メータをFALSEに設定すると、ストレージアレイは処理を実行しますが、作成するボリュームグループにド
ロワー損失の保護が適用されない可能性があります。

Data Assurance管理

Data Assurance（DA）機能を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホスト
とドライブの間でデータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。この機能を
有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェック用のコ
ードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコードを使用し
て、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデータはディスクに書き込
まれず、ホストにも返されません。
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DA機能を使用する場合は、まず最初にDAがサポートされているドライブのみを含むプールまたはボリューム
グループを作成します。次に、DA対応ボリュームを作成します。最後に、DAに対応したI/Oインターフェイ
スを使用してDA対応ボリュームをホストにマッピングします。DAに対応したI/Oインターフェイスに
は、Fibre Channel、SAS、iSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB）があります。iSCSI over
EthernetやSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

すべてのドライブがDA対応の場合は’dataAssuranceパラメータをEnabledに設定し’特定の操作
でDAを使用できますたとえば、DA対応ドライブが含まれるボリュームグループを作成し、そ
のボリュームグループにDA対応のボリュームを作成できます。DA対応ボリュームを使用する
他の処理には、DA機能をサポートするオプションがあります。

「dataAssurance」パラメータが「enabled」に設定されている場合、Data Assurance対応のドライブのみが
ボリューム候補とみなされます。それ以外の場合は、Data Assurance対応ドライブとData Assurance対応で
ないドライブの両方が考慮されます。DA対応ドライブのみが使用可能な場合、新しいボリュームグループ
は、有効なDA対応ドライブを使用して作成されます。

最小ファームウェアレベル

7.10で、RAIDレベル6機能が追加されました。

7.60で’drawerID’ユーザー入力’driveMediaType’パラメータ’およびdrawerLossProtect’パラメータが追加されま
した

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.10で’driveMediaType’パラメータが削除されました

8.60で、「drivetype」パラメータが追加されました。

アレイラベルを追加します

Add array label’コマンドを使用すると’ユーザー定義のラベルを持つ構成にストレージ・
アレイを追加できますこれにより、以降のコマンドでは、IPアドレスやホスト名の代わ
りにユーザ定義のラベルを使用してストレージアレイを指定できます。

サポートされているアレイ

指定するラベルは、System Managerに表示されるストレージアレイの名前と同じである必要は
ありません。これは、CLIからストレージアレイを参照する場合にのみ使用されるローカルラベ
ルです。

このコマンドは、EF600およびEF300ストレージアレイを環境 します。

構文

 Address1 Address2 add storageArrayLabel label userDefinedString
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パラメータ

パラメータ 説明

「住所」 ストレージアレイのIPアドレス（IPv4またはIPv6）ま
たは完全修飾ホスト名を指定できます。

「Address2」の値はオプションです。

「userDefinedString」 ストレージアレイのラベルを指定できます。

最小ファームウェアレベル

8.60

アレイから証明書を追加します

Add certificate from arrayコマンドを使用すると’アレイから証明書を取得してCLIパッケ
ージの信頼ストアに追加できます追加した証明書は、CLIパッケージでのみ使用されま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、EF600およびEF300ストレージアレイを環境 します。

構文

ipAddress1 ipAddress2  trust localCertificate

パラメータ

パラメータ 説明

「IPアドレス」 ストレージアレイのIPアドレスを指定できます。

最小ファームウェアレベル

8.60

ファイルから証明書を追加します

[Add certificate from file]コマンドを使用すると、ファイルから証明書を取得し、CLIパッ
ケージの信頼ストアに追加できます。追加した証明書は、CLIパッケージでのみ使用され
ます。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、EF600およびEF300ストレージアレイを環境 します。

構文

trust localCertificate file filename alias user specified alias

パラメータ

パラメータ 説明

「ファイル名」 証明書を含むファイル名を指定できます。

「ユーザ指定のエイリアス」 ユーザ定義のエイリアスを使用して証明書を指定で
きます。

最小ファームウェアレベル

8.60

SSDキャッシュにドライブを追加

set ssdCacheコマンドは’SSD（ソリッド・ステート・ディスク）を追加することにより’
既存のSSDキャッシュの容量を拡張します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行する
には、Support Adminロールが必要です。

構文

set ssdCache [ssdCacheName]

addDrives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn)

パラメータ
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パラメータ 説明

「ssdCache」 SSDを追加するSSDキャッシュの名前。名前は角か
っこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ名が特殊文字
を含んでいる場合または数字のみで構成される場合
は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

「addDrives」を参照してください SSDキャッシュに追加するドライブ。大容量ドライ
ブトレイの場合は、ドライブのトレイID値、ドロワ
ーID値、およびスロットID値を指定します。小容量
ドライブトレイの場合は、ドライブのトレイIDの値
とスロットIDの値を指定します。トレイIDの値は'0
～99ですドロワーIDの値は「1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

SSDキャッシュには、任意の数のSSDを格納できます。SSDキャッシュの最大サイズは5TBですが、コントロ
ーラのプライマリキャッシュのサイズによってはそれよりも小さくなる可能性があります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

非同期ミラーグループにボリュームを追加します

add volume asyncMirrorGroupコマンドは’非同期ミラー・グループにプライマリ・ボリ
ュームを追加します

サポートされているアレイ

このコマンドは、一部制限付きで個々のストレージアレイを環境 接続します。E2700またはE5600のアレイに
対して実行する場合は、制限はありません。

E2800、E5700、EF600、またはEF300のアレイに対して実行する場合は、クライアントタイ

プをに設定する必要があります。 symbol。クライアントタイプがに設定されている場合、こ

のコマンドは実行されません。 https。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、プライマリボリュームを追加する非同期ミラーグループを含むローカルストレージアレイで
のみ有効です。非同期ミラーグループには、リポジトリボリュームがあり、非同期ミラーグループに含まれる
すべての「ポイントインタイム」イメージのデータの保存に使用されます。非同期ミラーグループ内の各プラ
イマリボリュームには、リモートストレージアレイに対応するミラーボリュームがあります。

構文

add volume="volumeName" asyncMirrorGroup="asyncMirrorGroupName"

remotePassword="password"

(repositoryVolume="repos_xxxx" |

repositoryVolume=(volumeGroupName [capacity=capacityValue)]

repositoryVolume=(diskPoolName [capacity=capacityValue))

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 非同期ミラーグループに追加するプライマリボリュ
ームの名前。ボリューム名は二重引用符（""）で囲み
ます。

「asyncMirrorGroup」 プライマリボリュームを追加する非同期ミラーグル
ープの名前。非同期ミラーグループ名は二重引用符
（""）で囲みます。

「remotePassword」 このパラメータはオプションです。このパラメータ
は、リモートストレージアレイがパスワードで保護
されている場合に使用します。パスワードは二重引
用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

リポジトリボリューム プライマリボリュームの変更されたデータが格納さ
れるリポジトリボリュームの名前。

リポジトリボリュームの名前を定義する方法は2つあ
ります。

• 既存のリポジトリボリュームの名前を使用しま
す。

• このコマンドを実行するときに新しいリポジトリ
ボリュームを作成します。

既存のリポジトリボリュームの名前は次の2つの部分
で構成されます。

• 「repos」という単語

• ストレージ管理ソフトウェアがリポジトリボリュ
ーム名に割り当てる4桁の数値識別子。

既存のリポジトリボリュームの名前は二重引用符（""
）で囲みます。

このコマンドを実行するときに新しいリポジトリボ
リュームを作成する場合は、リポジトリボリューム
を含めるボリュームグループまたはディスクプール
の名前を入力する必要があります。必要に応じて、
リポジトリボリュームの容量を定義することもでき
ます。容量を定義する場合は、次の値を使用できま
す。

• ベースボリュームの容量の割合を表す整数値

• ベースボリュームの容量の割合を表す小数値。

• リポジトリボリュームの具体的なサイズ。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

容量を定義しない場合は、ストレージ管理ソフトウ
ェアによって、プライマリボリュームの容量の20%
に設定されます。

ストレージ管理ソフトウェアはリポジトリボリュー
ムを作成し、プライマリボリュームにリンクしま
す。

注：

• ミラーアクティビティに使用されるローカルストレージアレイとリモートストレージアレイで、非同期ミ
ラーリング機能が有効化され、アクティブ化されている必要があります。

• ローカルとリモートのストレージアレイが適切なFibre ChannelファブリックまたはiSCSIインターフェイ
スを介して接続されている必要があります。
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• リモートストレージアレイには、ローカルストレージアレイのプライマリボリュームと同等以上の容量の
ボリュームが必要です。リモートストレージアレイのボリュームがミラーボリュームとして使用されま
す。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ストレージアレイのホットスペアを自動設定します

autoConfigure storageArray hotsparesコマンドは、ストレージアレイ内のホットスペア
を自動的に定義および設定します。このコマンドはいつでも実行できます。このコマン
ドは、ストレージアレイに最適なホットスペア対象範囲を指定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

autoConfigure storageArray hotSpares

パラメータ

なし

注：

「autoconfigure storageArray hotspares」コマンドを実行すると、コントローラファームウェアは、ストレー
ジアレイ内のドライブの総数とタイプに基づいて、作成するホットスペアの数を決定します。SASドライブの
場合、コントローラファームウェアはストレージアレイ用に1つのホットスペアを作成し、ストレージアレイ
のドライブ60本ごとに1つずつ追加のホットスペアを作成します。

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイを自動設定します

autoConfigure storageArrayコマンドは’ストレージ・アレイを自動的に構成します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

autoConfigure storageArrayコマンドを入力する前に、show storageArray autoConfigurationコマンドを実行し
ます。show storageArray autoConfigurationコマンドは’有効なドライブ・タイプ’RAIDレベル’ボリューム情報’
ホット・スペア情報のリストの形式で構成情報を返します（このリストは’autoConfigure storageArrayコマン
ドのパラメータに対応しています） コントローラはストレージアレイを監査し、ストレージアレイがサポー
トできる最も高いRAIDレベルと、そのRAIDレベルの最も効率的なボリューム定義を決定します。返されたリ
ストで説明されている設定が許容できる場合は、パラメータを指定せずに「autoConfigure storageArray」コ
マンドを入力できます。設定を変更する場合は、設定要件に合わせてパラメータを変更できます。1つまたは
すべてのパラメータを変更できます。「autoConfigure storageArray」コマンドを入力すると、コントローラ
はデフォルトのパラメータまたは選択したパラメータを使用してストレージアレイをセットアップします。

構文

autoConfigure storageArray

[driveType=(SAS | NVMe4K)]

[driveMediaType=(hdd | ssd | allMedia | unknown)]

[raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)]

[volumeGroupWidth=numberOfDrives]

[volumeGroupCount=numberOfVolumeGroups]

[volumesPerGroupCount=numberOfVolumesPerGroup]

[hotSpareCount=numberOfHotSpares]

[segmentSize=segmentSizeValue]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[readAheadMultiplier=multiplierValue]

[securityType=(none | capable | enabled)]

[secureDrives=(fips | fde)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[blockSize=(512 | 4096)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ドライブタイプ」 ストレージアレイに使用するドライブのタイプ。

ストレージアレイ内に複数のドライブタイプがある
場合は、このパラメータを使用する必要がありま
す。

有効なドライブタイプは、次のとおりです。

• 「SAS」

• 「NVMe4K」

driveMediaType ストレージアレイに使用するドライブメディアのタ
イプ。

ストレージアレイ内に複数のタイプのドライブメデ
ィアがある場合は、このパラメータを使用する必要
があります。

有効なドライブメディアタイプは、次のとおりで
す。

• hdd --ハードドライブがある場合は’このオプショ
ンを使用します

• ssd --ソリッド・ステート・ディスクがある場合
は’このオプションを使用します

• 不明—ドライブトレイ内のドライブメディアのタ
イプが不明な場合に使用します

raidLevel ストレージアレイ内にドライブが含まれているボリ
ュームグループのRAIDレベル。有効なRAIDレベル
は'0'1' 3'5’または'6’です

'volumeGroupWidth' ストレージアレイ内のボリュームグループ内のドラ
イブ数。

「volumeGroupCount」のように指定します ストレージアレイ内のボリュームグループの数。整
数値を使用します。

「volumesPerGroupCount」 ボリュームグループあたりの容量が同じボリューム
の数。整数値を使用します。

「hotSpareCount」と入力します ストレージアレイ内に必要なホットスペアの数。整
数値を使用します。
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パラメータ 説明

「segmentSize」のように表示されます コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き
込めるデータ量（KB）を指定します。有効な値
は'4(SSDのみ)'8’16’32’64’128’です 「256」また
は「512」。

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’
このパラメータをTRUEに設定します

「readAheadMultiplier」 このパラメータは、キャッシュに読み込まれる追加
データブロックの数を定義します。有効な値の範囲
は'0'～65535です

このパラメータは廃止予定となってお
り、ストレージ管理ソフトウェアの今
後のリリースで削除される予定です。
最適な操作を行うに
は’cacheReadPrefetch’パラメータを使
用します

「securityType」 ボリュームグループおよび関連するすべてのボリュ
ームの作成時にセキュリティレベルを指定する設
定。有効な設定は次のとおりです。

• 'none`--ボリュームグループとボリュームは安全
ではありません。

• capable --ボリュームグループとボリュームには
セキュリティを設定する機能がありますが’セキュ
リティは有効になっていません

• 有効-ボリューム・グループとボリュームでセキ
ュリティが有効になっています
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パラメータ 説明

「secureDrives」を参照してください ボリュームグループで使用するセキュアドライブの
タイプ。有効な設定は次のとおりです。

• fips — FIPS準拠のドライブのみを使用します

• fde — FDE準拠のドライブを使用します

このパラメータは’securityType’パラメ
ータとともに使用しますsecurityType
パラメータに「none」を指定する
と、「secureDrives」パラメータの値
は無視されます。これは、セキュアで
ないボリュームグループにセキュアド
ライブタイプを指定する必要がないた
めです。

「ブロックサイズ」 作成されたボリュームのブロックサイズ（バイト

）。サポートされている値はです 512 および

4096。

ドライブとボリュームグループ

ボリュームグループは、ストレージアレイのコントローラによって論理的にグループ化された一連のドライブ
です。ボリュームグループ内のドライブ数は、RAIDレベルとコントローラファームウェアによって制限され
ます。ボリュームグループを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

• ファームウェアバージョン7.10以降では、あとから使用するために容量をリザーブできるように、空のボ
リュームグループを作成できます。

• 1つのボリュームグループでドライブタイプを混在させることはできません。

• 1つのボリュームグループでHDDドライブとSSDドライブを混在させることはできません。

• ボリュームグループの最大ドライブ数は、次の条件によって異なります。

◦ コントローラのタイプ

◦ RAIDレベル

• RAIDレベルには、0、1、3、5、および6があります。

◦ RAIDレベル3、RAIDレベル5、またはRAIDレベル6のボリュームグループには、30本を超えるドライ
ブを含めることはできず、3本以上のドライブを含める必要があります。

◦ RAIDレベル6のボリュームグループには、少なくとも5本のドライブが必要です。

◦ RAIDレベル1のボリュームグループに4本以上のドライブがある場合、ストレージ管理ソフトウェアは
ボリュームグループをRAIDレベル10に自動的に変換します。RAIDレベル1 + RAIDレベル0です。

• トレイ/ドロワー損失の保護を有効にする場合のその他の条件については、次の表を参照してください。
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レベル トレイ損失の保護の基準 必要なトレイの最小数

ディスクプール ディスクプールに同じトレイのド
ライブが3本以上含まれない

6.

RAID 6 ボリュームグループに同じトレイ
のドライブが3本以上含まれない

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のトレイに配置され
ている

3.

RAID 1 RAID 1ペアのドライブがそれぞれ
別のトレイに配置されている

2.

RAID 0 トレイ損失の保護は実現できな
い。

該当なし

レベル ドロワー損失の保護の基準 必要なドロワーの最小数

ディスクプール プールに5つのドロワーすべてのド
ライブが含まれていて、各ドロワ
ーに同じ数のドライブが配置され
ている。60ドライブのトレイで
は、ディスクプールの構成が15
、20、25、30、35の場合にドロワ
ー損失の保護を実現できます。
40、45、50、55、または60ドライ
ブ。

5.

RAID 6 ボリュームグループに同じドロワ
ーのドライブが3本以上含まれな
い。

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のドロワーに配置さ
れている。

3.

RAID 1 ミラーペアのドライブがそれぞれ
別のドロワーに配置されている。

2.

RAID 0 ドロワー損失の保護は実現できな
い。

該当なし

ホットスペア

ボリュームグループでは、データを保護するための重要な戦略は、ストレージアレイ内の使用可能なドライブ
をホットスペアドライブとして割り当てることです。ホットスペアは、データが格納されていないドライブ
で、RAID 1、RAID 3、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループでドライブに障害が発生した場合に、ス
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トレージアレイでスタンバイとして機能します。ホットスペアを使用すると、ストレージアレイの冗長性が向
上します。

一般に、ホットスペアドライブには、保護対象のドライブの使用済み容量以上の容量が必要です。ホットスペ
アドライブのメディアタイプ、インターフェイスタイプ、および容量は、保護対象のドライブと同じである必
要があります。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、通常は障害が発生したドライブの代わりにホットスペア
が自動的に使用されます。ドライブ障害の発生時にホットスペアが使用可能であれば、冗長性データパリティ
を使用してホットスペアにデータが再構築されます。データ退避のサポートでは、障害が発生したドライブと
してマークされる前に、データをホットスペアにコピーすることもできます。

障害が発生したドライブを物理的に交換したら、次のいずれかのオプションを使用してデータをリストアでき
ます。

障害が発生したドライブを交換すると、ホットスペアのデータが交換用ドライブにコピーされます。この操作
をコピーバックと呼びます。

ホットスペアドライブをボリュームグループの永続的メンバーとして指定する場合は、コピーバック処理は不
要です。

ボリュームグループのトレイ損失の保護およびドロワー損失の保護が可能かどうかは、ボリュームグループを
構成するドライブの場所によって異なります。ドライブの障害とホットスペアドライブの場所によっては、ト
レイ損失の保護とドロワー損失の保護が失われる場合があります。トレイ損失の保護とドロワー損失の保護が
影響を受けないようにするには、障害が発生したドライブを交換してコピーバックプロセスを開始する必要が
あります。

ストレージアレイでは、Data Assurance（DA）が有効なボリュームのホットスペア対象範囲としてDA対応ド
ライブが自動的に選択されます。

DAが有効なボリュームのホットスペア対象範囲のストレージアレイにDA対応ドライブがあることを確認して
ください。DA対応ドライブの詳細については、Data Assurance機能を参照してください。

セキュリティ対応（FIPSおよびFDE）ドライブは、セキュリティ対応とセキュリティ非対応の両方のドライ
ブのホットスペアとして使用できます。セキュリティ非対応ドライブは、他のセキュリティ非対応ドライブに
対して、また、ボリュームグループでセキュリティが有効になっていない場合はセキュリティ対応ドライブに
対しても、対応可能です。FIPSボリュームグループは、FIPSドライブのみをホットスペアとして使用できま
す。ただし、FIPSホットスペアは、セキュリティ非対応、セキュリティ対応、およびセキュリティ有効のボ
リュームグループに対して使用できます。

ホットスペアがない場合でも、ストレージアレイの動作中に、障害が発生したドライブを交換できま
す。RAID 1、RAID 3、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループの一部であるドライブは、冗長性データ
パリティを使用して、交換用ドライブにデータを自動的に再構築します。この操作を再構築と呼びます。

セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
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て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。ボリュームが属して
いる環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合は、1つのデータ転送
要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（データストライプはセグ
メントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライブ数が掛けられます
）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのアクセスは1回だけとな
ります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

キャッシュ読み取りプリフェッチ

キャッシュ読み取りプリフェッチを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロック
をドライブから読み取ってキャッシュにコピーすると同時に、追加のデータブロックをキャッシュにコピーで
きます。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み
取りプリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要で
す。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。デフォルトは「
true」です。

セキュリティタイプ

ストレージ・アレイのセキュリティ設定を指定するには’securityType’パラメータを使用します

'securityType’パラメータを’enabled’に設定する前に’ストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成する必
要がありますストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成するには’create storageArray securityKey’コマ
ンドを使用します次のコマンドがセキュリティキーに関連しています。

• 「create storageArray securityKey」のように指定します

• 「export storageArray securityKey」のように指定します

• 「import storageArray securityKey」のように入力します

• 「set storageArray securityKey」のように指定します

• [Enable volumeGroup [volumeGroupName] security]を有効にします

• 「enable diskPool [diskPoolName]のセキュリティ」を参照してください

セキュアドライブ

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブ
があります。secureDrivesパラメータを使用して、使用するセキュアドライブのタイプを指定します。使用で
きる値は’FIPs’とFDEです

コマンドの例

autoConfigure storageArray securityType=capable secureDrives=fips;

最小ファームウェアレベル

7.10で、RAIDレベル6機能が追加され、ホットスペアの制限がなくなりました。
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7.50で、「securityType」パラメータが追加されました。

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.25で’secureDrives’パラメータが追加されました

C

SSDキャッシュのアプリケーションタイプを変更します

set ssdCacheコマンドは、SSDキャッシュに関連付けられたアプリケーションタイプを
変更します。アプリケーションタイプは、Webサーバ、データベース、マルチメディア
のいずれかです。アプリケーションタイプを変更すると、SSDキャッシュの基盤となる
ボリュームのブロックサイズ、サブブロックサイズ、読み取り時の取り込みしきい値、
書き込み時の取り込みしきい値が変更されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

構文

set ssdCache [ssdCacheName]usageHint=(webServer|dataBase|fileSystem)

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 アプリケーションタイプを変更するSSDキャッシュ
の名前。SSDキャッシュ名は角かっこ（[]）で囲みま
す。SSDキャッシュ名が特殊文字を含んでいる場合
または数字のみで構成される場合は、SSDキャッシ
ュ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。

「usageHint`」 SSDキャッシュを使用するアプリケーションの標準
的なI/O使用パターンに基づいて値を設定します。有
効な値は’webServer’database’または’filesystem’です
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最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

非同期ミラーグループの整合性を確認します

check asyncMirrorGroup repositoryConsistencyコマンドは’指定された非同期ミラーグル
ープの基になるリポジトリボリューム内のデータの分析に基づいてレポートを生成しま
す

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

check asyncMirrorGroup[asyncMirrorGroupName]

repositoryConsistency localVolume=[localVolumeName"]

file="filePath"

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 整合性チェックを実行する非同期ミラーグループの
名前。非同期ミラーグループ名は角かっこ（[]）で囲
みます。非同期ミラーグループ名が特殊文字を含ん
でいる場合または数字のみで構成される場合は、二
重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があ
ります。

リポジトリ整合性 非同期ミラーグループの整合性をチェックするよう
に指定します。

「localVolume」です ミラー関係にあるローカルボリュームの名前を指定
します。ミラー関係のソースまたはデスティネーシ
ョンであるローカルボリュームを指定できます。ロ
ーカルボリューム名が特殊文字を含んでいる場合ま
たは数字のみで構成される場合は、二重引用符（""）
で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。
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パラメータ 説明

'file' 整合性チェックの結果レポートの保存先となるファ
イルパスとファイル名。ファイル名は二重引用符（""
）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\repoConsistency.txt"
このパラメータは’オプションのパラメータのいずれ
かの後に最後に表示する必要があります

注：

このコマンドで生成されるレポートは、テクニカルサポートが問題を分析するために使用します。

最小ファームウェアレベル

7.83

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

リポジトリの整合性を確認します

「check repositoryConsistency」コマンドは、指定されたオブジェクトの基になるリポ
ジトリボリューム内のデータの分析に基づいてレポートを作成します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

check (snapGroup [snapGroupName] repositoryConsistency |

snapVolume [snapVolumeName] repositoryConsistency |

volume [volumeName] repositoryConsistency |

volumeCopy target [targetName] repositoryConsistency |

asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName]

repositoryConsistency localVolume="localVolumeName"]

file="filePath"

パラメータ
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パラメータ 説明

リポジトリ整合性 Snapshotグループ、Snapshotボリューム、ボリュー
ム、または非同期ミラーグループ（対応するパラメ
ータで指定されている内容によって異なります）の
整合性をチェックするように指定します。

「SnapGroup」 整合性チェックを実行するSnapshotグループの名
前。Snapshotグループ名は角かっこ（[]）で囲みま
す。Snapshotグループ名が特殊文字を含んでいる場
合または数字のみで構成される場合は、二重引用符
（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「SnapVolume」 整合性チェックを実行するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリューム名は角かっこ（[]）で囲みま
す。Snapshotボリューム名が特殊文字を含んでいる
場合または数字のみで構成される場合は、二重引用
符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要がありま
す。

「 volume 」 整合性チェックを実行するシンボリュームの名前。
シンボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。シン
ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成される場合は、二重引用符（""）で囲ん
だ上で角かっこで囲む必要があります。

「VolumeCopy」を選択します ボリュームコピー関係のターゲットの整合性をチェ
ックするように指定します。

「target」と入力します ボリュームコピー関係のターゲットであるボリュー
ムの名前を指定する場合は、必ず「VolumeCopy」パ
ラメータと組み合わせて使用します。ボリューム名
が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成
される場合は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こで囲む必要があります。

「asyncMirrorGroup」 整合性チェックを実行する非同期ミラーグループの
名前。非同期ミラーグループ名は角かっこ（[]）で囲
みます。非同期ミラーグループ名が特殊文字を含ん
でいる場合または数字のみで構成される場合は、二
重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があ
ります。

「localVolume」です asyncMirrorGroupパラメータでのみ使用して、ミラ
ー関係に参加するローカルボリュームの名前を指定
します。ミラー関係のソースまたはデスティネーシ
ョンであるローカルボリュームを指定できます。ロ
ーカルボリューム名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

'file' 整合性チェックの結果レポートの保存先となるファ
イルパスとファイル名。ファイル名は二重引用符（""
）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\repoConsistency.txt"
このパラメータは’オプションのパラメータのいずれ
かの後に最後に表示する必要があります

注：

このコマンドで生成されるレポートは、テクニカルサポートが問題を分析するために使用します。

最小ファームウェアレベル

7.83

ストレージアレイの接続を確認してください

check storageArray connectivity’コマンドは’ローカルストレージアレイとリモートストレ
ージアレイに通信パスがあることを確認し’ローカルストレージアレイとリモートストレ
ージアレイ間の接続の詳細を表示します

サポートされているアレイ

このコマンドは、一部制限付きで個々のストレージアレイを環境 接続します。E2700またはE5600のアレイに
対して実行する場合は、制限はありません。

E2800またはE5700アレイに対して実行する場合は、クライアントタイプを「symbol」に設定
する必要があります。クライアント・タイプがhttpsに設定されている場合’このコマンドは実行
されません

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）

非同期ミラーグループを作成する前に、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイが相互に通信
できるかどうかを確認する必要があります。このコマンドを実行すると、該当するすべてのホストポート上の
リモートストレージアレイが照会され、リモートストレージアレイに接続されているポートが特定されます。
テストの結果として、ローカルストレージアレイ上のすべてのポートのリスト、およびそのポート経由でアク
セス可能なリモートストレージアレイのポートアドレスのリストが作成されます。

すべての有効なチャネルを使用して接続がテストされます。デュアルコントローラ構成の場合
は、各コントローラから接続がチェックされます。2つのストレージアレイ間の接続のチェック
には最大20分かかる場合があります。
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構文

check storageArray connectivity

(remoteStorageArrayName="storageArrayName"|

remoteStorageArrayWwid=<wwID>)

パラメータ

パラメータ 説明

remoteStorageArrayName 接続をチェックするリモートストレージアレイの名
前。ストレージアレイ名は二重引用符（""）で囲みま
す。

remoteStorageArrayWwid 接続をチェックするストレージアレイのWorld Wide
Identifier（WWID）。ストレージアレイ名の代わり
にWWIDを使用してストレージアレイを識別できま
す。WWIDは山かっこ（<>）で囲みます。

注：

2つのストレージアレイ間のミラーを確立する前に、Fibre Channel接続またはiSCSI接続を使用して、2つのス
トレージアレイを接続する必要があります。

ミラーリングまたは接続のチェックのためのストレージアレイの相互通信を行う前に、両方のストレージアレ
イでFibre Channelによる非同期ミラーリングをアクティブ化する必要があります。

ローカルストレージアレイでiSCSIがサポートされる場合は、iSCSI経由の接続がチェックされます。ローカ
ルストレージアレイでFibre Channelがサポートされており、Fibre Channel経由のミラーリングがアクティブ
化されている場合は、Fibre Channel経由の接続がチェックされます。ローカルストレージアレイでiSCSIまた
はFibre Channelがサポートされない場合は、エラーメッセージが表示されて処理が中止されます。

最小ファームウェアレベル

7.84

同期ミラーリングのステータスを確認します

check SyncMirror コマンドは’リモート・ミラー・ボリュームのステータスを返しますこ
のコマンドを使用して、リモートミラーボリュームのステータスが最適になったタイミ
ングを確認します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。
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ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

check syncMirror localVolume [volumeName] optimalStatus

timeout=timeoutValue

パラメータ

パラメータ 説明

「localVolume」です リモートミラーボリュームの名前。リモートミラー
ペアのプライマリボリュームまたはセカンダリボリ
ュームをリモートミラーボリュームとして使用でき
ます。ボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。ボ
リューム名に特殊文字が含まれている場合は、ボリ
ューム名を二重引用符（""）で囲む必要があります。

タイムアウト ソフトウェアがリモートミラーボリュームのステー
タスを返すことのできる期間。タイムアウト値は分
単位です。

注：

このコマンドは、ステータスが最適になるか、タイムアウト間隔が経過するまで待機します。非同期同期ミラ
ーリングユーティリティの実行時にこのコマンドを使用します。

ボリュームのパリティをチェックします

'check volume parity 'コマンドは’ボリュームにパリティ・エラーとメディア・エラーが
ないかどうかをチェックし’チェックの結果をファイルに書き込みます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
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Adminロールが必要です。

構文

check volume [volumeName] parity

[parityErrorFile=filename]

[mediaErrorFile=filename]

[priority=(highest | high | medium | low | lowest)]

[startingLBA=LBAvalue]

[endingLBA=LBAvalue]

[verbose=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 パリティをチェックする特定のボリュームの名前。
ボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。ボリュー
ム名が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで
構成される場合は、識別子を二重引用符（""）で囲ん
だ上で角かっこで囲む必要があります。

'parityErrorFile' パリティエラー情報の保存先となるファイルパスと
ファイル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みま
す。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\parerr.txt

このコマンドでは、保存されているファイルにファ
イル拡張子は自動的に付加されません。ファイル名
にはファイル拡張子を指定する必要があります。

「mediaErrorFile」 メディアエラー情報の保存先となるファイルパスと
ファイル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みま
す。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\mederr.txt

このコマンドでは、保存されているファイルにファ
イル拡張子は自動的に付加されません。ファイル名
にはファイル拡張子を指定する必要があります。
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パラメータ 説明

「 priority 」 ホストのI/Oアクティビティに対するパリティチェッ
クの優先度。有効な値は’high’high’medium’low''low''
またはlowestです優先度が最も低い値はシステムのパ
フォーマンスに影響しますが’パリティ・チェックに
かかる時間は長くなります優先度を最も高くする
と、パリティチェックにかかる時間は短縮されます
が、システムパフォーマンスが低下する可能性があ
ります。

「StartingLBA」 論理ブロックの開始アドレス。

「endinglba`」 論理ブロックの終了アドレス。

「冗長」 完了した割合などの進捗状況の詳細をキャプチャす
るための設定、およびボリュームのパリティのスキ
ャン時の情報を表示するための設定。進行状況の詳
細をキャプチャするには、このパラメータを「true」
に設定します。進行状況の詳細をキャプチャしない
ようにするには’このパラメータをFALSEに設定しま
す

注：

論理ブロックの開始アドレスと論理ブロックの終了アドレスは、非常に大規模な単一ボリュームのLUNまたは
ネームスペースに役立ちます。非常に大規模な単一ボリュームのLUNまたはネームスペースにおけるボリュー
ムのパリティチェックには時間がかかる可能性があります。データブロックの開始アドレスと終了アドレスを
定義することで、ボリュームのパリティチェックの完了までにかかる時間を短縮できます。

最小ファームウェアレベル

11.80 -このコマンドは廃止されました。

ドライブチャネルの統計をクリアします

clear allDriveChannels statsコマンドは、すべてのドライブチャネルの統計情報をリセッ
トします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。
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構文

clear allDriveChannels stats

パラメータ

なし

非同期ミラーリングのエラーをクリアします

clear asyncMirrorFaultコマンドは、1つ以上の非同期ミラーグループおよび1つ以上の非
同期ミラーグループメンバーボリュームから、非同期ミラーリングの「スティッキー」
エラーをクリアします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

非同期ミラーグループとそのメンバーボリュームで、非同期ミラーリングの「スティッキー」エラーが発生す
ることがあります。このエラーは単一時点で発生し、ミラーの機能には影響しません。このタイプの障害につ
いては確認が必要ですが、設定の変更が不要な場合もあります。

非同期ミラーグループとそのメンバーボリュームで、関連するスティッキーエラーが複数発生する場合があり
ます。このコマンドは、非同期ミラーグループとそのメンバーボリュームに関連するすべてのエラーを解消し
ます。ただし、非同期ミラーグループとそのメンバーボリュームの1つでそれぞれにエラーが発生した場合
は、非同期ミラーグループでエラーを解消してもメンバーボリュームのエラーは解消されません。

構文

clear asyncMirrorFault(all |

asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName] |

asyncMirrorGroups ["asyncMirrorGroupName1"

... "asyncMirrorGroupNameN"] |

volume [volumeName] |

volumes ["volumeName1" ... "volumeNameN"])

パラメータ
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パラメータ 説明

「すべて」 このパラメータは、すべての非同期ミラーグループ
およびすべての非同期ミラーグループメンバーボリ
ュームですべての非同期ミラーリングエラーを解消
する場合に使用します。

「asyncMirrorGroup」 非同期ミラーリングエラーを解消する非同期ミラー
グループの名前。非同期ミラーグループ名は角かっ
こ（[]）で囲みます。非同期ミラーグループ名が特殊
文字を含んでいる場合または数字のみで構成される
場合は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こで囲む必要があります。

「asyncMirrorGroups」を参照してください 非同期ミラーリングエラーを解消する複数の非同期
ミラーグループの名前。以下のルールを使用して、
非同期ミラーグループの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「 volume 」 非同期ミラーリングエラーを解消する特定のメンバ
ーボリューム（非同期ミラーグループ内）の名前。
メンバーボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。
ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成される場合は、名前を二重引用符（""）
で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「ボリューム」 非同期ミラーリングエラーを解消する複数のメンバ
ーボリューム（非同期ミラーグループ内）の名前。
以下のルールを使用して、メンバーボリュームの名
前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

Eメールアラート設定のクリア

clear emailAlert configurationコマンドは’電子メールアラート設定をデフォルト値にクリ
アします

129



サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

clear emailAlert configuration

パラメータ

なし

例

SMcli -n Array1 -c "clear emailAlert configuration;"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイの構成のクリア

clear storageArray configuration’コマンドは’ストレージ・アレイ構成全体またはストレー
ジ・アレイ構成の一部をクリアするか’ボリューム・グループおよびボリューム構成のみ
をクリアします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

次のいずれかの処理を実行するには、このコマンドを使用します。
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• ストレージアレイ構成全体をクリアし、初期インストール状態に戻します。

• セキュリティ情報と識別情報以外の設定をクリアします。

• ボリュームグループの構成情報とボリュームの構成情報のみをクリアします。

ストレージアレイ構成への損傷の可能性--このコマンドを実行すると、既存のストレージアレ
イ構成がただちに削除されます。

構文

clear storageArray configuration (all | volumeGroups)

clear storageArray configuration factoryReset

パラメータ

パラメータ 説明

• なし * パラメータを1つも入力しないと、セキュリティと識
別に関連する情報を除くストレージアレイのすべて
の構成情報が削除されます。

「すべて」 セキュリティ情報と識別情報を含むストレージアレ
イの構成全体を削除するための設定。構成情報をす
べて削除すると、ストレージアレイは初期状態に戻
ります。

「ボリュームグループ」 ボリューム構成とボリュームグループ構成を削除す
るための設定。残りの構成はそのまま維持されま
す。

「FactoryReset」を参照してください この設定を選択すると、ストレージ・アレイの構成
全体が削除されますが（「all」パラメータと同じ機
能）、コントローラに保存されているネットワーク
構成とパスワード情報もリセットされます。

「supportReset」を参照してください このコマンドはテクニカルサポート専
用です。

この設定は’FactoryReset’パラメータと同様に動作し
ますが’すべてのバンドルキーもクリアされます

注：

このコマンドでは、ストレージアレイの構成をさまざまな方法でクリアできます。ストレージアレイのボリュ
ームグループをクリアすると、自動的にリカバリモードが開始されます。リカバリモードでは、オンボード（
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キャッシュ）バックアップ（プラットフォームに存在する場合）が保持されます。ストレージアレイがリカバ
リモードの場合は、必要に応じて、ホストベースのバックアップファイルまたはいずれかのオンボード（キャ
ッシュ）バックアップからストレージアレイ構成をリストアできます。

このコマンドはストレージアレイの識別子もリセットします。キーファイルで有効化されたプレミアム機能が
すべて無効になるため、新しいプレミアム機能キーを作成して適用する必要があります。テクニカルサポート
にお問い合わせください。

このコマンドを実行すると、ストレージアレイが応答しなくなり、すべてのスクリプト処理がキャンセルされ
ます。ホストとの通信を再開するには、ストレージアレイを削除して再び追加する必要があります。応答しな
いストレージアレイを削除するには、次のSMcliラッパーコマンドを使用します。

SMcli -X -n storageArrayName

「X」は一意のSMcli端末であり、大文字で入力する必要があります。

ストレージアレイを再び追加するには、次のSMcliラッパーコマンドを使用します。

SMcli -A -n storageArrayName

「A」はSMcliのユニークなターミナルで、大文字で入力する必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.10で、次のパラメータが追加されまし

• 「すべて」

• 「ボリュームグループ」

7.83で、リカバリモード機能が追加されました。

11.41で追加されたパラメータは次のとおりです

• 「FactoryReset」を参照してください

• 「supportReset」を参照してください

ストレージアレイイベントログをクリアします

clear storageArray EventLogコマンドは、イベントログバッファのデータを削除するこ
とでストレージアレイのイベントログをクリアします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイ構成への損傷の可能性--このコマンドを実行すると’ストレージアレイ内の既
存のイベントログがただちに削除されます

構文

clear storageArray eventLog

パラメータ

なし

ストレージアレイのファームウェア保留領域のクリア

clear storageArray firmwarePendingArea’コマンドは’以前にダウンロードしたファームウ
ェアイメージまたはNVSRAM値を保留領域バッファから削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイ構成への損傷の可能性--このコマンドを実行すると’ストレージアレイの既存
の保留領域の内容がただちに削除されます

構文

clear storageArray firmwarePendingArea

パラメータ

なし
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ストレージアレイのリカバリモードをクリアします

clear storageArray recoveryModeコマンドを使用すると、ストレージアレイが強制的に
リカバリモードを終了します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

clear storageArray recoveryMode

パラメータ

なし

注：

一日の開始処理中にシステム構成がクリアされ、有効なオンボードバックアップが使用可能な
場合、リカバリモードに切り替わります。バックアップ先からシステム構成をリストアする
か、既存のオンボードバックアップを消去すると、このモードは終了します。リカバリモード
に切り替わると、needs attention状態となり、ユーザインターフェイスからRecovery Guruを参
照できます。ただし、リカバリモード中、システム構成は空です。

ストレージアレイを以前の構成に戻す場合は、リカバリモードをクリアする前にバックアップ
から設定をリストアする必要があります。リストアが正常に完了したことを確認するには、検
証チェックを実行するか、テクニカルサポートに確認する必要があります。リストアが正常に
完了したことを確認したら、リカバリモードをクリアできます。

最小ファームウェアレベル

7.83

syslog設定をクリアします

clear syslog configurationコマンドは、syslogアラート情報をクリアします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

clear syslog configuration

パラメータ

なし

例

SMcli -n Array1 -c "clear syslog configuration;"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ボリュームリザベーションをクリアします

clear volume reservation’コマンドは’永続的なボリューム予約をクリアします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

clear (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes ["volumeName1" ... "volumeNameN"]) reservations

パラメータ
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パラメータ 説明

「allVolumes」 ストレージアレイのすべてのボリュームで永続的な
ボリューム予約をクリアするための設定。

「 volume 」 永続的予約をクリアするボリュームの名前。ボリュ
ーム名は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名が
特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成さ
れる場合は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角
かっこで囲む必要があります。

「ボリューム」 永続的予約をクリアする複数のボリュームの名前。
以下のルールを使用して、メンバーボリュームの名
前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

ボリュームの読み取り不能セクターを消去します

clear volume unreadableSectors’コマンドは'1つまたは複数のボリュームから読み取り不
能なセクター情報を消去します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

clear (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes ["volumeName1" ... "volumeNameN"]) unreadableSectors

パラメータ

136



パラメータ 説明

「allVolumes」 ストレージアレイのすべてのボリュームで読み取り
不能セクターの情報を消去するための設定。

「 volume 」 読み取り不能セクターの情報を消去するボリューム
の名前。ボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。
ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成される場合は、名前を二重引用符（""）
で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「ボリューム」 読み取り不能セクターの情報を消去する複数のボリ
ュームの名前。以下のルールを使用して、メンバー
ボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

非同期ミラーグループを作成する

create asyncMirrorGroup’コマンドは’ローカル・ストレージ・アレイとリモート・ストレ
ージ・アレイの両方に’新しい空の非同期ミラー・グループを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、一部制限付きで個々のストレージアレイを環境 接続します。E2700またはE5600のアレイに
対して実行する場合は、制限はありません。

E2800、E5700、EF600、またはEF300のアレイに対して実行する場合は、クライアントタイ

プをに設定する必要があります。 symbol。クライアントタイプがに設定されている場合、こ

のコマンドは実行されません。 https。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

非同期ミラーグループとはミラーペアのコンテナであり、複数のミラーペアを格納して1つのエンティティと
して管理できます。非同期ミラーグループを作成すると、グループ内のすべてのミラーペアの同期設定を定義
できます。非同期ミラーグループ内の各ミラーペアでは、同じ同期設定、プライマリとセカンダリのロール、
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書き込みモードが共有されています。

非同期ミラーグループには、ミラーリングに使用されるローカルストレージアレイとリモートストレージアレ
イが関連付けられます。ローカルストレージアレイは非同期ミラーグループのプライマリ側であり、リモート
ストレージアレイは非同期ミラーグループのセカンダリ側です。ローカルストレージアレイの非同期ミラーグ
ループに追加したすべてのボリュームには、ミラー関係のプライマリロールが割り当てられます。そのあと
に、リモートストレージアレイの非同期ミラーグループに追加したすべてのボリュームには、ミラー関係のセ
カンダリロールが割り当てられます。

ローカル・ストレージ・アレイ上でCreate Asynchronous Mirror Groupコマンドを実行していることを確認し
ます非同期ミラーグループの作成は、ミラー関係のプライマリロールが割り当てられたボリュームを含むスト
レージアレイから開始されます。Create Asynchronous Mirror Groupコマンドを使用して、ミラー関係のセカ
ンダリ・ロールを持つボリュームを含むリモート・ストレージ・アレイのIDを指定します。

構文

create asyncMirrorGroup userLabel="asyncMirrorGroupName"

(remoteStorageArrayName="storageArrayName" | remoteStorageArrayWWN="wwID")

[remotePassword="password"

interfaceType=(FC | iSCSI)

[syncInterval=integer(minutes | hours | days)]

[warningSyncThreshold=integer(minutes | hours | days)]

[warningRecoveryThreshold=integer(minutes | hours | days)]

[warningThresholdPercent=percentValue]

[autoResync=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します 作成する新しい非同期ミラーグループの名前。新し
い非同期ミラーグループ名は二重引用符（""）で囲み
ます。

この名前は、ローカルストレージアレイとリモート
ストレージアレイで一意である必要があります。

remoteStorageArrayName 非同期ミラーグループをミラーリングするリモート
ストレージアレイの名前。ストレージアレイ名は二
重引用符（""）で囲みます。

リモートストレージアレイの接続タイプはローカル
ストレージアレイと同じである必要があります。
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パラメータ 説明

remoteStorageArrayWWN 非同期ミラーグループをミラーリングするリモート
ストレージアレイのWorld Wide Identifier（WWID
）。ストレージアレイ名の代わりにWWIDを使用して
ストレージアレイを識別できます。WWIDは山かっこ
（<>）で囲みます。

リモートストレージアレイの接続タイプはローカル
ストレージアレイと同じである必要があります。

「remotePassword」 リモートストレージアレイのパスワード。このパラ
メータは、リモートストレージアレイがパスワード
で保護されている場合に使用します。パスワードは
二重引用符（""）で囲みます。

'InterfaceType' 使用する接続の種類をFibre Channelファブリックま
たはiSCSIインターフェイスで指定します。（デフォ
ルトはFibre Channel）。 ローカルストレージアレイ
とリモートストレージアレイが適切なFibre Channel
ファブリックまたはiSCSIインターフェイスを介して
接続されている必要があります。

「syncInterval」 変更されたデータの更新をローカルストレージアレ
イからリモートストレージアレイに自動的に送信す
る間隔を指定します。時間は、分、時間、または日
数で指定できます。

整数と時間の間にスペースを追加しな
いでください。

例:「10分」

「warningSyncThreshold」 非同期ミラーグループ内のすべてのボリュームの同
期にかかる時間が指定した時間よりも長い場合に、
警告がトリガーされるまでの待機時間を指定しま
す。時間は、分、時間、または日数で指定できま
す。

整数と時間の間にスペースを追加しな
いでください。

例:「30分」
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パラメータ 説明

「warningRecoveryThreshold」 リモートストレージアレイのポイントインタイムイ
メージの自動データ更新が指定した時間よりも古く
なった場合に、警告がトリガーされるまでの待機時
間を指定します。しきい値は、前回の更新終了時点
からの経過日数で定義します。時間は、分、時間、
または日数で指定できます。

リカバリポイントのしきい値は、同期
間隔のしきい値の2倍に設定する必要
があります。

整数と時間の間にスペースを追加しな
いでください。

例:「60分」

「warningThresholdPercent」 ミラーリポジトリボリュームの容量が指定した割合
に達したときに、警告がトリガーされるまでの待機
時間を指定します。しきい値は、残りの容量の割合
（%）で定義します。

「autoResync」 非同期ミラーグループ内の非同期ミラーペアのプラ
イマリボリュームとセカンダリボリュームの間の自
動再同期の設定。このパラメータには次の値があり
ます。

• [enabled]--自動再同期がオンになっています何も
しなくても、プライマリボリュームとセカンダリ
ボリュームは再同期されます。

• disabled --自動再同期がオフになっていますプラ
イマリ・ボリュームとセカンダリ・ボリュームを
再同期するには’resume asyncMirrorGroupコマン
ドを実行する必要があります

注：

• ミラーアクティビティに使用されるローカルストレージアレイとリモートストレージアレイで非同期ミラ
ーリング機能を有効化し、アクティブ化する必要があります。

• 名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数
は30文字です。

• ローカルとリモートのストレージアレイがFibre ChannelファブリックまたはiSCSIインターフェイスを介
して接続されている必要があります。

• パスワードは、管理ドメイン内の各ストレージアレイに保存されます。以前にパスワードが設定されてい
ない場合は、パスワードは必要ありません。パスワードは、最大30文字の英数字を任意に組み合わせて指
定できます。（ストレージアレイのパスワードは、「set storageArray」コマンドを使用して定義できます
）。
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• 設定によっては、1つのストレージアレイに作成できる非同期ミラーグループの数に制限があります。

• 非同期ミラーグループは空で作成され、あとからミラーペアが追加されます。非同期ミラーグループには
ミラーペアのみを追加できます。各ミラーペアは1つの非同期ミラーグループにのみ関連付けられます。

• 非同期ミラーリングプロセスは、定義された同期間隔で開始されます。定期的な「ポイントインタイム」
イメージは、ボリューム全体ではなく変更されたデータのみがコピーされたときにレプリケートされま
す。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

整合性グループのSnapshotイメージを作成する

create cgSnapImage consistencyGroupコマンドは、Snapshot整合性グループのメンバ
ーである各ベースボリュームの新しいSnapshotイメージを作成します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

create cgSnapImage consistencyGroup="consistencyGroupName"

パラメータ

パラメータ 説明

「consistencyGroup」 Snapshotイメージを作成する整合性グループの名
前。整合性グループ名は二重引用符（""）で囲みま
す。

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

このコマンドを実行すると、Snapshotイメージの作成前に、整合性グループのメンバーである各ベースボリ
ュームに対する保留中のI/O処理がすべて削除され、中断されます。整合性グループのすべてのメンバーに関
してSnapshotイメージの作成を正常に完了できない場合は、処理が失敗し、新しいSnapshotイメージは作成
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されません。

通常は、Snapshot整合性グループのメンバーはすべて、Snapshotイメージの数が同じになります。Snapshot
整合性グループに新しいメンバーを追加する場合、そのSnapshot整合性グループの既存のメンバー上で以前
に作成されたSnapshotイメージは、新しいメンバーにはありません。これはエラー状態ではありませ
ん。Snapshot整合性グループの一部のメンバーのみに存在するSnapshotイメージの削除またはロールバック
の要求は、指定したSnapshotイメージが実際に存在するメンバーのみに影響します。

最小ファームウェアレベル

7.83

整合性グループのSnapshotボリュームを作成します

create cgSnapVolumeコマンドは’整合性グループのベース・ボリュームに特定のイメー
ジのスナップショット・ボリュームを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

整合性グループから1つ以上のベースボリュームを選択してSnapshotボリュームに含めることができます。整
合性グループのSnapshotボリュームを作成する場合は、表示可能な内容を含むボリュームを作成することに
なります。

ユーザ指定のベースボリュームを含む構文

create cgSnapVolume userLabel="cgVolumeName"

cgSnapImageID="snapCGID:imageID"

members=(baseVolume1:repos_XXXX ... baseVolumen:repos_YYYY)

整合性グループのSnapshotボリュームを読み取り専用に設定する場合の構文

create cgSnapVolume userLabel="cgVolumeName"

cgSnapImageID="snapCGID:imageID"

readOnly
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リポジトリフル制限を設定する場合の構文

create cgSnapVolume userLabel="cgVolumeName"

cgSnapImageID="snapCGID:imageID"

members=(baseVolume1:repos_XXXX |

baseVolume1: (volumeGroupName [capacity=capacityValue)] |

(baseVolume1:diskPoolName [capacity=capacityValue])

... baseVolumen:repos_YYYY |

baseVolumen: (volumeGroupName [capacity=capacityValue]) |

baseVolumen: (diskPoolName [capacity=pass:quotes{_capacityValue_]]))

repositoryFullLimit=percentValue

パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します 作成する整合性グループのSnapshotボリュームに付
ける名前。整合性グループのSnapshotボリューム名
は二重引用符（""）で囲みます。

cgSnapImageID` 整合性グループ内のSnapshotイメージの名
前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部分で構成
されます。

• 整合グループの名前

• 整合性グループ内のSnapshotイメージの識別子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• ’new’-整合性グループに作成された最新
のSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

• oldest -整合性グループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は二重引用符（""）で囲みます。

複数のSnapshotイメージ名またはシーケンス番号を
入力できます。すべてのSnapshotイメージ名をかっ
こで囲みます。Snapshotイメージ名はそれぞれスペ
ースで区切ります。
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パラメータ 説明

「メンバー」 追加する1つ以上のベースボリュームの識別子。メン
バーの識別子は、ベースボリューム名とリポジトリ
ボリューム名を連結したものです。2つの名前の間に
はコロン（:）を使用する必要があります。すべての
メンバー識別子をかっこで囲みます。複数のメンバ
ーを入力する場合は、それぞれスペースで区切りま
す。

membersパラメータを使用しない場合は、すべての
メンバーが新しい整合性グループのSnapshotボリュ
ームに自動的に追加されます。
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パラメータ 説明

リポジトリボリューム 整合性グループのメンバーボリュームが含まれるリ
ポジトリボリュームの名前。

リポジトリボリュームの名前を定義する方法は2つあ
ります。

• 既存のリポジトリボリュームの名前を使用します

• このコマンドを実行するときに新しいリポジトリ
ボリュームを作成します

既存のリポジトリボリュームの名前は次の2つの部分
で構成されます。

• 「repos」という用語

• ストレージ管理ソフトウェアがリポジトリボリュ
ーム名に割り当てる4桁の数値識別子

既存のリポジトリボリュームの名前は二重引用符（""
）で囲みます。

このコマンドを実行するときに新しいリポジトリボ
リュームを作成する場合は、リポジトリボリューム
を含めるボリュームグループまたはディスクプール
の名前を入力する必要があります。必要に応じて、
リポジトリボリュームの容量を定義することもでき
ます。容量を定義する場合は、次の値を使用できま
す。

• ベースボリュームの容量の割合を表す整数値

• ベースボリュームの容量の割合を表す小数値

• リポジトリボリュームの具体的なサイズ。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

容量オプションを使用しない場合は、ストレージ管
理ソフトウェアによって、ベースボリュームの容量
の20%に設定されます。

このコマンドを実行すると、ストレージ管理ソフト
ウェアによって、Snapshotボリューム用のリポジト
リボリュームが作成されます。

repositoryFullLimit 整合性グループのSnapshotリポジトリボリュームが
上限に近づいていることを示す基準となるリポジト
リ容量の割合。整数値を使用します。たとえば、70
という値は70%を意味します。
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パラメータ 説明

「readOnly」 Snapshotボリュームへの書き込みを可能にする
か、Snapshotボリュームからの読み取りのみを可能
にするかを決定する設定。Snapshotボリュームに書
き込む場合は、このパラメータを含めないでくださ
い。Snapshotボリュームに書き込みできないように
する場合は、このパラメータを含めます。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

repositoryVolumeTypeパラメータまたはreadOnlyパラメータを指定しない場合’ストレージ管理ソフトウェア
は’整合性グループのスナップショットボリュームのリポジトリを選択しますベースボリュームが配置されて
いるボリュームグループまたはディスクプールに十分なスペースがない場合、このコマンドは失敗します。

create cgSnapVolumeコマンドには、次の例で説明する固有の形式があります。

• cgm1、cgm2、cgm3の3つのメンバーが含まれる「snapCG1」というSnapshot整合性グループに、読み取
り/書き込みのSnapshotボリュームを作成する場合。リポジトリボリュームはすでに存在し、このコマン
ドでユーザによって選択されています。

create cgSnapVolume userLabel="cgSnapVolume1"

cgSnapImageID="snapCG1:oldest"

members=(cgm1:repos_0010 cgm2:repos_0011 cgm3:repos_0007);

整合性グループのSnapshotボリュームに含めるSnapshotイメージの名前に、コロン（：）が使用されて
いることを確認します。このコロンは区切り文字であり、Snapshotボリュームの名前と使用する特定
のSnapshotイメージを区切っています。コロンのあとには、次のいずれかのオプションを使用できます。

◦ Snapshotイメージの実際のシーケンス番号である整数値。

◦ 最新の整合グループSnapshotイメージを表示する場合は、このオプションを使用します。

◦ 最も古い'-最も古いスナップショットイメージを表示する場合は’このオプションを使用しま
すSnapshot整合性グループのメンバーの名前のあとにコロンを使用すると、メンバーとリポジトリボ
リュームの間のマッピングが定義されます。たとえば、「cgm1：repos_10」にあるメンバーcgm1
は、リポジトリボリュームrepos_0010にマッピングされます。

• メンバーがcgm1とcgm2のみの「snapCG1」というSnapshot整合性グループに、読み取り/書き込み
のSnapshotボリュームを作成する場合。
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create cgSnapVolume userLabel="cgSnapVolume2"

cgSnapImageID="snapCG1:14214"

members=(cgm1:repos_1000 cgm2:repos_1001);

• cgm1、cgm2、cgm3の3つのメンバーが含まれるsnapCG1というSnapshot整合性グループに、読み取り専
用のSnapshotボリュームを作成する場合。

create cgSnapVolume userLabel="cgSnapVolume3"

cgSnapImageID="snapCG1:oldest" readOnly;

• cgm1、cgm2、cgm3の3つのメンバーが含まれるsnapCG1というSnapshot整合性グループに、リポジトリ
フル制限が60%に設定されているSnapshotボリュームを作成する場合。

create cgSnapVolume userLabel="cgSnapVolume3"

cgSnapImageID="snapCG1:oldest"

repositoryFullLimit=60;

• cgm1、cgm2、cgm3の3つのメンバーが含まれるsnapCG1というSnapshot整合性グループに、リポジトリ
が自動で選択される読み取り/書き込みのSnapshotボリュームを作成する場合。

create cgSnapVolume userLabel="cgSnapVolume4"

cgSnapImageID="snapCG1:oldest";

最小ファームウェアレベル

7.83

整合グループを作成する

create consistencyGroupコマンドは’スナップショット・グループを含むことができる’新
しい空のコンシステンシ・グループを作成しますset consistencyGroup addCGMember’
コマンドを使用して、Snapshotグループを追加する必要があります。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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構文

create consistencyGroup userLabel="consistencyGroupName"

[repositoryFullPolicy=(failBaseWrites | purgeSnapImages)]

[repositoryFullLimit=percentValue]

[autoDeleteLimit=numberOfSnapImages]

[enableSchedule=(TRUE | FALSE)]

[schedule (immediate | snapSchedule)]

[rollbackPriority=(lowest | low | medium | high | highest)]

パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します 作成する新しい整合グループの名前。新しい整合性
グループ名は二重引用符（""）で囲みます。

repositoryFullPolicy Snapshotリポジトリボリュームの容量が上限に達し
ている場合にSnapshot処理をどのように続行するか
を指定します。ベースボリュームへの書き込みを停
止する（failBaseWrites）か、Snapshotイメージを削
除（パージ）する（purgeSnapImages）かを選択で
きます。デフォルトのアクション
はpurgeSnapImagesです

repositoryFullLimit リポジトリの容量がこの割合に達すると、Snapshot
リポジトリボリュームの上限に近づいているという
警告が表示されます。整数値を使用します。たとえ
ば、70という値は70%を意味します。デフォルト値
は75です。

'autoDeleteLimit' 各Snapshotグループでは、Snapshotイメージの自動
削除を実行して、グループ内のSnapshotイメージの
総数を指定したレベル以下に保つように設定できま
す。このオプションを有効にすると、Snapshotグル
ープ内に新しいSnapshotイメージが作成されるたび
に、制限値に準拠するためにグループ内の最も古
いSnapshotイメージが自動的に削除されます。この
処理によってリポジトリ容量が解放されて、残り
のSnapshotイメージに対するcopy-on-write要求に使
用できるようになります。

「enableSchedule Snapshot処理をスケジュールする機能をオンにする
かオフにするかを指定します。スナップショットの
スケジュール設定をオンにするには’このパラメータ
をTRUEに設定しますスナップショットのスケジュー
ル設定をオフにするには’このパラメータをFALSEに
設定します
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パラメータ 説明

「rollBackPriority」を参照してください システムのパフォーマンスを犠牲にしてシステムリ
ソースをロールバック処理に割り当てるかどうかを
決定します。値がHighの場合は’ロールバック・オペ
レーションが他のすべてのホストI/Oより優先される
ことを示します値が’low’の場合’ホストI/Oへの影響を
最小限に抑えてロールバック操作を実行する必要が
あります

注：

整合性グループは論理エンティティであり、グループに追加するすべてのSnapshotイメージをバッチ形式で
管理できます。整合性グループは、Snapshotイメージに関して整合性の要件や依存関係を相互に持
つSnapshotグループの集まりです。この収集用に作成して使用するSnapshotイメージは、整合性の依存関係
に従って管理する必要があります。

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

整合性グループのSnapshotイメージは、あるSnapshotイメージが整合性グループに存在するかどうかに基づ
いて推測できます。1つの整合性グループ内に存在するすべてのSnapshotイメージは、共通のタイムスタンプ
とシーケンス番号を共有します。

Snapshotイメージの整合性グループ上での処理は単一の要求として処理されます。これにより、各メンバー
の関連付けられているベースボリュームに対する保留中のI/O処理はすべて、削除され、Snapshotイメージの
作成前に中断されます。整合性グループのすべてのメンバーに関してSnapshotイメージの作成を正常に完了
できない場合は、処理が失敗し、何も行われません（つまり、新しいSnapshotイメージは作成されません
）。

この動作に基づいて、整合性グループのすべてのメンバーで、通常はSnapshotイメージの数が同じになりま
す。ただし、整合性グループに新しいメンバーが追加された場合、その整合性グループの既存のメンバー上で
以前に作成されたSnapshotイメージは、新しいメンバーにはありません。Snapshotイメージが存在しないこ
とは、エラー状態とはみなされません。その後、整合性グループの一部のメンバーのみに存在するSnapshot
イメージの削除またはロールバックの要求を行うと、指定したSnapshotイメージが実際に存在するメンバー
のみに影響します。

自動削除

各Snapshotグループでは、Snapshotイメージの自動削除を実行して、グループ内のSnapshotイメージの総数
を指定したレベル以下に保つように設定できます。Snapshotグループ内のSnapshotイメージの数が上限に達
すると、「autoDeleteLimit」パラメータは、Snapshotグループ内に新しいSnapshotイメージが作成されるた
びにSnapshotイメージを自動的に削除します。autoDeleteLimitパラメータは、パラメータで定義されたイメ
ージの最大数に達するまで、Snapshotグループ内の最も古いSnapshotイメージを削除します。この処理によ
ってリポジトリ容量が解放されて、残りのSnapshotイメージに対するcopy-on-write要求に使用できるように
なります。

整合性グループのSnapshotイメージのスケジュール設定

enableSchedule’パラメータとschedule’パラメータを使用すると’スナップショットをスケジュールすることが
できますこれらのパラメータを使用すると、日単位、週単位、または月単位（曜日単位または日付単位）
でSnapshotをスケジュールできます。enableScheduleパラメータは’スナップショットをスケジュールする機
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能をオンまたはオフにしますスケジューリングをイネーブルにする場合は’schedule’パラメータを使用して’ス
ナップショットをいつ実行するかを定義します

次の表では’schedule’パラメータのオプションの使用方法について説明します

パラメータ 説明

「スケジュール」 スケジュールパラメータの指定に必要です。

「即時」 処理をただちに開始します。この項目は、他のスケ
ジュールパラメータと同時に指定することはできま
せん。

「enableSchedule 「true」に設定すると、スケジューリングがオンにな
ります。falseに設定すると’スケジュールはオフにな
ります

デフォルトは「 false 」です。

「startDate」と入力します 処理を開始する特定の日付。日付の入力形式はMM
：DD：YYです。デフォルトは現在の日付です。この
オプションの例は’startDate=06:27:11`です

「scheduleDay」のように指定します 処理を開始する曜日。次の値をすべてまたは1つ以上
指定できます。

• 「月曜」

• 「火曜日」

• 「水曜日」

• 「木曜日」

• 「Friday`」

• 「土曜」

• 日曜日

値はかっこで囲みます。たとえ
ば、「scheduleDay=（wednesday）」
のように指定します。

複数の曜日を指定する場合は、各曜日をスペースで
区切り、全体を丸かっこで囲みます。たとえ
ば、「scheduleDay=」（monday wednesday friday）
を指定します。

このパラメータは、月次スケジュール
とは互換性がありません。
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パラメータ 説明

「startTime」と入力します 処理を開始する時刻。時刻の入力形式はHH：MM
で、HHは時間、MMは分です。24時間方式のクロッ
クを使用します。たとえば、午後2：00は14：00で
す。このオプションの例は’startTime=14:27`です

「scheduleInterval」 処理の最小間隔を分単位で指定します。スケジュー
ル間隔は1440（24時間）以下の30の倍数にする必要
があります。

このオプションの例は’scheduleInterval=180``です

「endDate」 処理を停止する特定の日付。日付の入力形式はMM
：DD：YYです。終了日を指定する必要がない場合
は’noEndDate’を指定できますこのオプションの例
は’endDate=11:26:11`です

「timesPerDay」を参照してください 1日に処理を実行する回数。このオプションの例
は’timesPerDay=4`です

「timezone」 スケジュールに使用するタイムゾーンを指定しま
す。次の2つの方法で指定できます。

• * GMT±HH：MM *

GMTからのタイムゾーンのオフセット。
例:`timezone=GMT-06：00`。

• テキスト文字列

標準的なタイムゾーンのテキスト文字列を引用符
で囲む必要があります。
例:`timezone="America/Chicago"``

「scheduleDate」です 処理を実行する日にち。日にちの値は1~31の数値で
す。

このパラメータは、週次スケジュール
とは互換性がありません。

「scheduleDate」オプションの例
は、「scheduleDate=（"15")`です。
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パラメータ 説明

「月」 処理を実行する特定の月。月の値は次のとおりで
す。

• 1月〜1月

• 2月〜2月

• 「3月」- 3月

• 4月〜4月

• 「5月」- 5月

• 6月〜6月

• 7月〜7月

• 8月〜8月

• 「sep」- 9月

• 10月〜10月

• 11月〜11月

• dec - 12月

値はかっこで囲みます。たとえ
ば'`month=(jan)`と指定します

複数の月を指定する場合は、各月をスペースで区切
り、全体を丸かっこで囲みます。たとえ
ば’month=(jan jul dec )`と指定します

このパラメータは「scheduleDate」パラメータとと
もに使用して、特定の日にちに処理を実行します。

このパラメータは、週次スケジュール
とは互換性がありません。

次の表では’timezone’パラメータの使用方法について説明します

タイムゾーン名 GMTオフセット

「Etc/GMT+12」 「GMT-12:00」

「Etc/GMT+11」 「GMT-11：00」

太平洋/ホノルル 「GMT-10：00」

「アメリカ/アンカレッジ」 「GMT-09:00」
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「America/Santa Isabel」と入力します 「GMT-08:00」

「America/LOS_Angeles 「GMT-08:00」

「アメリカ/フェニックス」 「GMT-07：00」

「アメリカ/チワワ」 「GMT-07：00」

「アメリカ/デンバー」 「GMT-07：00」

「アメリカ/グアテマラ」 「GMT-06：00」

「America/Chicago」と入力します 「GMT-06：00」

「America/Mexico City」 「GMT-06：00」

「アメリカ/レジーナ」 「GMT-06：00」

「アメリカ/ボゴタ」 「GMT-05：00」

「America/New_York`」 「GMT-05：00」

「Etc/GMT+5」 「GMT-05：00」

「アメリカ/カラカス」 「GMT-04：30」

「アメリカ/アスンシオン」 「GMT-04：00」

「America/Halifax」 「GMT-04：00」

「America/Cuiaba」 「GMT-04：00」

「America/La _Paz」と入力します 「GMT-04：00」

「アメリカ/サンティアゴ」 「GMT-04：00」

「America/St_Johns」 「GMT-03：30」

「America/Sao Paulo」 「GMT-03：00」

「America/Buenos Aire` 「GMT-03：00」
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「America/Cayenne」 「GMT-03：00」

「America/Godthab 「GMT-03：00」

「アメリカ/モンテビデオ」 「GMT-03：00」

「Etc/GMT+2」 「GMT-02:00」

「大西洋/アゾレス」 「GMT-01：00」

「Atlantic」または「Cape Verde」があります 「GMT-01：00」

アフリカ/カサブランカ 「GMT」

「Etc/GMT」 「GMT」

「ヨーロッパ/ロンドン」 「GMT」

「大西洋/レイキャビク」 「GMT」

「ヨーロッパ/ベルリン」 「GMT+01:00」

「ヨーロッパ/ブダペスト」 「GMT+01:00」

「ヨーロッパ/パリ」 「GMT+01:00」

「ヨーロッパ/ワルシャワ 「GMT+01:00」

アフリカ/ラゴス 「GMT+01:00」

アフリカ/ウィンドフック 「GMT+01:00」

「アジア/アンマン」 「GMT+02:00`」

「アジア/ベイルート 「GMT+02:00`」

アフリカ/カイロ 「GMT+02:00`」

「アジア/ダマスカス」 「GMT+02:00`」

アフリカ/ヨハネスブルグ 「GMT+02:00`」
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「ヨーロッパ/キエフ 「GMT+02:00`」

「アジア/エルサレム」 「GMT+02:00`」

「ヨーロッパ/イスタンブール」 「GMT+03:00`」

「ヨーロッパ/ミンスク」 「GMT+02:00`」

アジア/バグダッド 「GMT+03:00`」

「アジア/リヤド」 「GMT+03:00`」

アフリカ/ナイロビ 「GMT+03:00`」

「アジア/テヘラン」 「GMT+03：30`」

「ヨーロッパ/モスクワ」 「GMT+04：00

「アジア/ドバイ」 「GMT+04：00

「アジア/バクー」 「GMT+04：00

「インド/モーリシャス」 「GMT+04：00

「アジア/トビリシ 「GMT+04：00

「アジア/イェレバン」 「GMT+04：00

「アジア/カブール 「GMT+04：30`

「アジア/カラチ」 「GMT+05:00

「アジア//タシケント」 「GMT+05:00

「アジア/カルカッタ」 「GMT+05：30`

「アジア/コロンボ」 「GMT+05：30`

「アジア/カトマンズ」 「GMT+05：45」

「アジア/エカテリンブルグ」 「GMT+06:00」
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「アジア/アルマティ」 「GMT+06:00」

アジア/ダッカ 「GMT+06:00」

「アジア/ラングーン」 「GMT+06:30`」

「アジア/ノヴォシビルスク」 「GMT+07:00`」

「アジア/バンコク」 「GMT+07:00`」

「asia/Krasnoyarsk.」と入力します 「GMT+08:00」

「アジア/上海」 「GMT+08:00」

「アジア/シンガポール」 「GMT+08:00」

オーストラリア/パース 「GMT+08:00」

「アジア/台北」 「GMT+08:00」

「アジア/ウランバートル 「GMT+08:00」

「アジア/イルクーツク」 「GMT+09：00

「アジア/東京」 「GMT+09：00

「アジア/ソウル 「GMT+09：00

オーストラリア/アデレード 「GMT+09:30」

「オーストラリア/ダーウィン」 「GMT+09:30」

「アジア/ヤクーツク」 「GMT+10：00

「オーストラリア/ブリスベン」 「GMT+10：00

オーストラリア/シドニー 「GMT+10：00

「太平洋/ポートモレスビー」 「GMT+10：00

「オーストラリア/ホバート」 「GMT+10：00
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「Asia / Vladivostok」と入力します 「GMT+11:00`」

「太平洋/グアダル運河」 「GMT+11:00`」

「太平洋/オークランド」 「GMT+12：00」

「Etc/GMT-12」 「GMT+12：00」

「太平洋/フィジー」 「GMT+12：00」

「アジア/カムチャッカ」 「GMT+12：00」

「太平洋/トンガタプ 「GMT+13:00」

スケジュールを定義するためのコード文字列の例を次に示します。

enableSchedule=true schedule startTime=14:27

enableSchedule=true schedule scheduleInterval=180

enableSchedule=true schedule timeZone=GMT-06:00

enableSchedule=true schedule timeZone="America/Chicago"

「scheduleInterval」オプションも使用する場合、ファームウェアでは、2つのオプションの最小値を選択する
ことにより、「timesPerDay」オプションと「scheduleInterval」オプションの間が選択されます。ファームウ
ェアでは、「scheduleInterval」オプションの値を設定した「scheduleInterval」オプションの値で1440を割る
ことによって、「scheduleInterval」オプションの整数値を計算します。たとえば、1440/180 = 8のようにな
ります。ファームウェアは’timesPerDay’の整数値と’計算されたscheduleInterval’の整数値を比較し’より小さ
い値を使用します

スケジュールを削除するには’schedule’パラメータを指定してdelete volumeコマンドを使用します’schedule’パ
ラメータを指定してdelete volumeコマンドを実行すると’スケジュールのみが削除され’スナップショット・ボ
リュームは削除されません

整合性グループでロールバックを実行する場合、デフォルトの処理では、整合性グループのすべてのメンバー
がロールバックされます。整合性グループのすべてのメンバーに関してロールバックを正常に開始できない場
合、ロールバックは失敗し、何の処理も行われません。Snapshotイメージはロールバックされません。
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最小ファームウェアレベル

7.83

7.86で、「scheduleDate」オプションおよび「month」オプションが追加されました。

ディスクプールを作成

create diskPoolコマンドは’指定したパラメータに基づいて新しいディスク・プールを作
成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ディスクプールを作成するには、ドライブのリストまたはディスクプールに使用するドライブのタイプを入力
します。

ドライブのリストを入力する場合は、すべてのドライブの容量が同じであることを確認してく
ださい。ドライブの容量が同じでない場合は、ディスクプール内の各ドライブで、最小ドライ
ブと同じ容量が報告されます。

構文
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create diskPool

(drives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDN,[drawerIDN,]slotIDN)|

driveType=(fibre | SATA | SAS | NVMe4K))

 userLabel="diskPoolName"

[driveCount=driveCountValue]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[warningThreshold=(warningThresholdValue | default)]

[criticalThreshold=(criticalThresholdValue | default)]

[criticalPriority=(highest|high|medium|low|lowest)]

[backgroundPriority=(highest|high|medium|low|lowest)]

[degradedPriority=(highest|high|medium|low|lowest)]

[securityType=(none | capable | enabled )]

[secureDrives=(fips | fde )]

[driveMediaType=(hdd | ssd | allMedia | unknown)]

[dataAssurance=(none|enabled)]

[resourceProvisioningCapable=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 作成するディスクプールに割り当てるドライブ。大
容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレイID
の値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値を指
定します。小容量ドライブトレイの場合は、ドライ
ブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定します。
トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「1」
～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800、E5700、EF600、およびEF300コントロ
ーラと互換性があるドライブトレイのスロットID番
号は0から始まります。E2700およびE5600コントロ
ーラと互換性のあるドライブトレイのスロットID番
号は1から始まります。

「userLabel」のように入力します 新しいディスクプールに付ける名前。ディスクプー
ル名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「driveCount」 driveCountパラメータは’ディスク・プールの候補を
指定した数に制限しますこのパラメータを使用する
場合、HDDドライブに入力できる最小値は11で
す。SSDドライブの場合、入力できる最小値は8で
す。

ドライブ数が11未満のSSDプール
は、RAID 1ボリュームに制限されま
す。

「warningThreshold」 ストレージ容量がこの割合に達すると、ディスクプ
ールの上限に近づいているという警告アラートが表
示されます。整数値を使用します。たとえば、60と
いう値は60%を意味します。最適な操作を行うに
は、このパラメータの値を「criticalThreshold」パラ
メータの値よりも小さくする必要があります。

有効な値は0~100です。

デフォルト値は50です。

このパラメータを0（ゼロ）に設定すると、警告アラ
ートが無効になります。

これをデフォルトに設定した場合’警告アラートのし
きい値はコントローラファームウェアによって決定
されます

「criticalThreshold」です ストレージ容量がこの割合に達すると、ディスクプ
ールの上限に近づいているという重大アラートが表
示されます。整数値を使用します。たとえば、70と
いう値は70%を意味します。最適な操作を行うには’
このパラメータの値をwarningThresholdパラメータの
値よりも大きくする必要があります

有効な値は0~100です。

デフォルト値は85%です。

このパラメータを0（ゼロ）に設定すると、警告アラ
ートと重大アラートの両方が無効になります。

これをデフォルトに設定した場合’クリティカル・ア
ラートのしきい値はコントローラ・ファームウェア
によって決定されます
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パラメータ 説明

「criticalPriority」です ディスクプール上の重大イベントの再構築処理の優
先度。たとえば、少なくとも2つのドライブ障害が発
生したあとのディスクプールの再構築などです。

有効な値は’high’high’high’medium’low''low’lowest`で
すデフォルト値は「highest」です。

「backgroundPriority」 ディスクプール上のバックグラウンド処理の優先
度。

有効な値は’high’high’high’medium’low''low’lowest`で
すデフォルト値は’low’です

「degradedPriority」 ディスクプール上のデグレードされたアクティビテ
ィの優先度。たとえば、1つのドライブ障害が発生し
たあとのディスクプールの再構築などです。

有効な値は’high’high’high’medium’low''low’lowest`で
すデフォルト値は’high’です

「securityType」 ディスクプールの作成時にセキュリティレベルを指
定する設定。ディスクプールのすべてのボリューム
候補が、指定されたセキュリティタイプになりま
す。

有効な設定は次のとおりです。

• 'none`--ボリューム候補は安全ではありません。

• capable --ボリューム候補はセキュリティを設定
することができますが’セキュリティは有効になっ
ていません

• 有効-ボリューム候補はセキュリティが有効にな
っています

デフォルト値は「 NONE 」です。
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パラメータ 説明

「secureDrives」を参照してください ボリュームグループで使用するセキュアドライブの
タイプ。有効な設定は次のとおりです。

• fips — FIPS準拠のドライブのみを使用します

• fde — FDE準拠のドライブを使用します

このパラメータは’securityType’パラメ
ータとともに使用しますsecurityType
パラメータに「none」を指定する
と、「secureDrives」パラメータの値
は無視されます。これは、セキュアで
ないディスクプールにセキュアドライ
ブタイプを指定する必要がないためで
す。

「driveCount」パラメータも使用しな
い限り、このパラメータは無視されま
す。数を指定するのではなく、ディス
クプールに使用するドライブを指定す
る場合は、必要なセキュリティタイプ
に基づいて、選択リストで適切なドラ
イブタイプを指定します。

162



パラメータ 説明

driveMediaType ディスクプールに使用するドライブメディアのタイ
プ。

ストレージアレイ内に複数のタイプのドライブメデ
ィアがある場合は、このパラメータを使用する必要
があります。

有効なドライブメディアは、次のとおりです。

• hdd --ハードドライブがある場合は’このオプショ
ンを使用します

• ssd --ソリッド・ステート・ディスクがある場合
は’このオプションを使用します

• 不明—どのタイプのドライブメディアがドライブ
トレイにあるかわからない場合は’このオプション
を使用します

• [allMedia]--ドライブトレイにあるすべてのタイプ
のドライブメディアを使用する場合に’このオプシ
ョンを使用します

デフォルト値は「hdd」です。

コントローラ・ファームウェアは’選択
した設定を使用しても’HDD’とSSD’ド
ライブ・メディアを同じディスク・プ
ールに混在させません

「resourceProvisioningCapability」 リソースプロビジョニング機能が有効かどうかを指
定する設定。リソースプロビジョニングをディセー
ブルにするには、このパラメータをFALSEに設定し
ます。デフォルト値は「true」です。

注：

ディスクプール名は一意である必要があります。ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフ
ン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

使用可能な候補ドライブの中に、指定したパラメータを満たすものがない場合、コマンドは失敗します。通常
は、QoS属性に一致するすべてのドライブが上位候補として返されます。ただし、ドライブリストを指定して
いる場合は、候補として返される使用可能なドライブの一部が、QoS属性に一致しない場合があります。

オプションパラメータの値を指定しない場合は、デフォルト値が割り当てられます。

ドライブ

「drivetype」パラメータを使用すると、そのドライブタイプの未割り当てドライブがすべてディスクプールの
作成に使用されます。ディスクプール内の「drivetype」パラメータによって検出されるドライブの数を制限す
る場合は、「driveCount」パラメータを使用してドライブの数を指定できます。driveCountパラメータを使用
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できるのは、「drivetype」パラメータを使用する場合だけです。

drivs’パラメータは’大容量ドライブ・トレイと低容量ドライブ・トレイの両方をサポートします大容量ドライ
ブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライ
ブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場
合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必
要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

大容量ドライブトレイの仕様を入力したにもかかわらず、使用可能なドライブトレイがない場合は、ストレー
ジ管理ソフトウェアからエラーメッセージが返されます。

ディスクプールのアラートのしきい値

各ディスクプールには2段階の重大度レベルのアラートがあり、ディスクプールのストレージ容量が上限に近
づいたときにユーザに通知します。アラートのしきい値は、ディスクプール内の使用可能な総容量に対する使
用済み容量の割合です。アラートは次のとおりです。

• 警告—第1レベルのアラートですこのレベルは、ディスクプール内の使用済み容量が上限に近づいている
ことを示します。警告アラートのしきい値に達すると、要注意状態が生成され、ストレージ管理ソフトウ
ェアにイベントが送信されます。警告しきい値よりも、重大しきい値のほうが優先されます。デフォルト
の警告しきい値は50%です。

• 重大—最も重大なレベルのアラートですこのレベルは、ディスクプール内の使用済み容量が上限に近づい
ていることを示します。重大アラートのしきい値に達すると、要注意状態が生成され、ストレージ管理ソ
フトウェアにイベントが送信されます。警告しきい値よりも、重大しきい値のほうが優先されます。重大
アラートのデフォルトのしきい値は85%です。

警告アラートの値は常に重大アラートの値より小さくする必要があります。警告アラートの値が重大アラート
の値と同じ場合は、重大アラートのみが送信されます。

ディスクプールのバックグラウンド処理

ディスクプールは次のバックグラウンド処理をサポートします。

• 再構築

• Instant Availability Format（IAF）

• の形式で入力し

• 容量の動的拡張（DCE）

• Dynamic Volume Expansion（DVE）（ディスクプールの場合、DVEは実際はバックグラウンド処理では
なく、同期処理としてサポートされています）。

ディスクプールでは、バックグラウンドコマンドはキューに配置されません。複数のバックグラウンドコマン
ドを順次開始できますが、複数のバックグラウンド処理を一度に開始すると、前に開始したコマンドの完了が
遅延します。サポートされているバックグラウンド処理には、次の相対的な優先度レベルがあります。

1. 再構築

2. の形式で入力し

3. IAF
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4. DCE

セキュリティタイプ

ストレージ・アレイのセキュリティ設定を指定するには’securityType’パラメータを使用します

'securityType’パラメータを’enabled’に設定する前に’ストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成する必
要がありますストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成するには’create storageArray securityKey’コマ
ンドを使用します次のコマンドがセキュリティキーに関連しています。

• 「create storageArray securityKey」のように指定します

• 「export storageArray securityKey」のように指定します

• 「import storageArray securityKey」のように入力します

• 「set storageArray securityKey」のように指定します

• [Enable volumeGroup [volumeGroupName] security]を有効にします

• 「enable diskPool [diskPoolName]のセキュリティ」を参照してください

セキュアドライブ

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブ
があります。secureDrivesパラメータを使用して、使用するセキュアドライブのタイプを指定します。使用で
きる値は’FIPs’とFDEです

コマンドの例

create diskPool driveType=SAS userLabel="FIPS_Pool" driveCount=11

securityType=capable secureDrives=fips;

最小ファームウェアレベル

7.83

8.20で、次のパラメータが追加されまし

• 「trayLossProtect`」

• 「drawerLossProtect`」

8.25で’secureDrives’パラメータが追加されました

8.63で’resourceProvisioningCapableパラメータが追加されました

11.73は’driveCount’パラメータを更新します

ホストを作成する

create hostコマンドを実行すると’新しいホストが作成されます
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

E2700およびE5600のストレージアレイの場合、新しいホストの作成先とするホストグループを指定しない場
合、新しいホストはデフォルトグループ内に作成されます。

構文

create host userLabel="hostName"

[hostGroup=("hostGroupName" | defaultGroup)]

[hostType=(hostTypeIndexLabel | hostTypeIndexNumber)]

パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します 作成するホストに付ける名前。ホスト名は二重引用
符（""）で囲みます。

「hostGroup」と入力します 新しいホストの作成先のホストグループの名前。ホ
ストグループ名は二重引用符（""）で囲みます。（ホ
スト・グループが存在しない場合は’create
hostGroup’コマンドを使用して新しいホスト・グルー
プを作成できます） defaultGroupオプションは’ボリ
ュームがマップされているホストを含むホスト・グ
ループです

「hostType」 ホストタイプを識別するインデックスラベルまたは
インデックス番号。使用可能なホストタイプ識別子
のリストを生成するには、「show storageArray
hostTypeTable」コマンドを使用します。ホストタイ
プに特殊文字が含まれている場合は、ホストタイプ
を二重引用符（""）で囲みます。

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

ホストとは、ストレージアレイに接続されていて、ホストポート経由でストレージアレイ上のボリュームにア
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クセスするコンピュータのことです。個々のホストに特定のマッピングを定義できます。また、ボリュームへ
のアクセスを共有するホストグループにホストを割り当てることもできます。

ホストグループはオプションのトポロジ要素であり、同じボリュームへのアクセスを共有する一連のホストを
指定するかどうかを定義できます。ホストグループは論理エンティティです。ホストグループは、同じボリュ
ームへのアクセスを共有するホストが複数ある場合にのみ定義してください。

作成するホストの配置先となるホストグループを指定しない場合、新しく定義されたホストはデフォルトのホ
ストグループに属します。

最小ファームウェアレベル

5.20

7.10で、「hostType」パラメータが追加されました。

ホストグループを作成する

create hostGroupコマンドは’新しいホスト・グループを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

create hostGroup userLabel="hostGroupName"

パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します 作成するホストグループに付ける名前。ホストグル
ープ名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

ホストグループはオプションのトポロジ要素であり、同じボリュームへのアクセスを共有する一連のホストを
指定するかどうかを定義できます。ホストグループは論理エンティティです。ホストグループは、同じボリュ
ームへのアクセスを共有できるホストが複数ある場合にのみ定義してください。

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。
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最小ファームウェアレベル

5.20

ホストポートを作成する

create HostPortコマンドは’ホスト・バス・アダプタ（HBA）またはホスト・チャネル・
アダプタ（HCA）に新しいホスト・ポートIDを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ホストポートIDは、コントローラに対する物理的なHBAまたはHCAホストポートを表すソフトウェア値で
す。正しいホストポートIDがないと、コントローラはホストポートから指示やデータを受信できません。

構文

create hostPort identifier=("wwID" | "gid")

userLabel="portLabel"

[host="hostName"]

[interfaceType=(FC | SAS | IB)]

パラメータ

パラメータ 説明

「identifier`」 HBAまたはHCAホストポートの8バイトのWorld Wide
Identifier（WWID）または16バイトのグループ識別子
（GID）。WWIDまたはGIDは二重引用符（""）で囲
みます。

「userLabel」のように入力します 新しいHBAまたはHCAホストポートに付ける名前。
ホストポートラベルは二重引用符（""）で囲みます。

ホスト HBAまたはHCAホストポートを定義するホストの名
前。ホスト名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

'InterfaceType' ホストポートのインターフェイスタイプの識別子。

ホストポートインターフェイスのタイプの選択肢は
次のとおりです。

• 'FC'--ファイバチャネル

• sas --シリアル接続SCSI

• ib-- InfiniBand

FCまたはSASを選択する場合は8バイトのWWIDが必
要です。IBを選択する場合は16バイトのグループ識
別子（GID）が必要です。

インタフェースのタイプを指定しない場合’FC’がホス
トポートのデフォルトインタフェースとして使用さ
れます

注：

HBAホストポートまたはHCAホストポートは、ホストコンピュータにあるホストバスアダプタ上またはホス
トチャネルアダプタ上の物理接続です。HBAホストポートまたはHCAホストポートは、ストレージアレイ内
のボリュームへのホストアクセスを提供します。HBAまたはHCAの物理接続が1つだけ（ホストポート1つ）
の場合、ホストポートとホストバスアダプタまたはホストチャネルアダプタは同義です。

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

最小ファームウェアレベル

5.20

7.10で、「hostType」パラメータが廃止されました。「hostType」パラメータが「create host」コマンドに追
加されました。

7.32で、'InterfaceType’パラメータが追加されました。

イニシエータを作成する

create initiatorコマンドは’イニシエータ・オブジェクトを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
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Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、廃止されたを置き換えます iSCSIイニシエータを作成する コマンドを実行し
ます

このコマンドは、iSCSI、iSER、NVMe over RoCE、NVMe over InfiniBand、NVMe over Fibre
Channelに対してのみ使用できます。

構文

create initiator identifier="initiatorQualifiedName"

userLabel="initiatorName" host="hostName"

interfaceType=(iscsi | iser | nvmeof) [chapSecret="securityKey"]

パラメータ

パラメータ 説明

「identifier`」 イニシエータを作成するための識別子修飾名（iqn
やnqnなど）を指定できます。識別子は二重引用符
（""）で囲みます。

「userLabel」のように入力します イニシエータのユーザラベルを指定できます。名前
は二重引用符（""）で囲みます。

ホスト イニシエータのインストール先のホスト名を指定で
きます。名前は二重引用符（""）で囲みます。

'InterfaceType' イニシエータが対応するインターフェイスタイプを
指定できます。有効な選択肢は、iscsi、iser、また
はnvmeofです。

「チャプターシークレット」 ピア接続の認証に使用するセキュリティキーを入力
できます。セキュリティキーは二重引用符（""）で囲
みます。このパラメータは、iSCSIおよびiSERのホス
トインターフェイスタイプにのみ該当します。

最小ファームウェアレベル

8.41

iSCSIイニシエータを作成する

create iscsiInitiatorコマンドは’新しいiSCSIイニシエータ・オブジェクトを作成します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました イニシエータを作成する コマンドを実行しま
す

構文

create iscsiInitiator iscsiName="iscsiID"

userLabel="name"

host="hostName"

[chapSecret="securityKey"]

パラメータ

パラメータ 説明

「iscsiName」と入力します iSCSIイニシエータのデフォルトの識別子。識別子は
二重引用符（""）で囲みます。

「userLabel」のように入力します iSCSIイニシエータに使用する名前。名前は二重引用
符（""）で囲みます。

ホスト iSCSIイニシエータがインストールされているホスト
の名前。名前は二重引用符（""）で囲みます。

「チャプターシークレット」 ピア接続の認証に使用するセキュリティキー。セキ
ュリティキーは二重引用符（""）で囲みます。

注：

チャレンジハンドシェイク認証プロトコル（CHAP）は、接続のピアを認証するプロトコルです。CHAP
は、_secret_を共有するピアに基づいています。シークレットとは、パスワードのようなセキュリティキーの
ことです。

相互認証を必要とするイニシエータのセキュリティ・キーを設定するには’chapSecretパラメータを使用しま
す

最小ファームウェアレベル

7.10
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8.41で、このコマンドは廃止されました。

整合性グループのSnapshotボリュームマッピングを作成します

create mapping cgSnapVolumeコマンドは’整合性グループのスナップショットボリュー
ムからホストまたはホストグループへの論理マッピングを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

create mapping cgSnapVolume="snapVolumeName"

(host="hostName" | hostGroup=("hostGroupName" | defaultGroup))

パラメータ

パラメータ 説明

cgSnapVolume 論理マッピングを作成する整合性グループ
のSnapshotボリュームの名前。整合性グループ
のSnapshotボリューム名は二重引用符（""）で囲みま
す。

ホスト 論理マッピングの作成先のホストの名前。ホスト名
は二重引用符（""）で囲みます。

「hostGroup」と入力します 論理マッピングの作成先のホストグループの名前。
ホストグループ名は二重引用符（""）で囲みま
す。defaultGroupキーワードを使用する場合は’引用
符で囲まないでください

注：

ホストとは、ストレージアレイに接続されていて、ホストポート経由でストレージアレイ上のボリュームにア
クセスするコンピュータのことです。個々のホストに特定のマッピングを定義できます。また、ボリュームへ
のアクセスを共有するホストグループにホストを割り当てることもできます。

ホストグループはオプションのトポロジ要素であり、同じボリュームへのアクセスを共有する一連のホストを
指定するかどうかを定義できます。ホストグループは論理エンティティです。ホストグループは、同じボリュ
ームへのアクセスを共有するホストが複数ある場合にのみ定義してください。
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最小ファームウェアレベル

7.83

ボリュームマッピングの作成

create mapping volumeコマンドは’ボリュームからホストまたはホスト・グループへの論
理マッピングを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

create mapping volume="VolumeName"

(host="hostName" | hostGroup=("hostGroupName" | defaultGroup))

logicalUnitNumber=lun

mapWaitPeriod=mapWaitPeriodValue

パラメータ

パラメータ 説明

「ボリューム」 論理マッピングを作成するボリュームの名前。ボリ
ューム名は二重引用符（""）で囲みます。

ホスト 論理マッピングの作成先のホストの名前。ホスト名
は二重引用符（""）で囲みます。

「hostGroup」と入力します 論理マッピングの作成先のホストグループの名前。
ホストグループ名は二重引用符（""）で囲みま
す。defaultGroupキーワードを使用する場合は’引用
符で囲まないでください
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パラメータ 説明

「logicalUnitNumber」と入力します 特定のホストにマッピングするために使用する論理
番号またはネームスペースID。このパラメータは、
ホストをホストグループにも割り当てます。

LUNまたはネームスペースIDには、ホ
ストオペレーティングシステムでサポ
ートされる範囲内の未使用の値を指定
する必要があります。ホストでサポー
トされないLUNまたはネームスペー
スIDにボリュームをマッピングした場
合、エラーは発生しませんが、ホスト
はボリュームにアクセスできなくなり
ます。

「mapWaitPeriod」のように表示されます コマンドを完了するまで、または対話操作に影響を
与えないようにタイムアウトするまで、マッピング
をブロックします。値を入力しない場合、ボリュー
ムをすぐにマッピングできないと処理はデフォルト
で失敗します。

最小ファームウェアレベル

7.83

8.63で、mapWaitPeriodパラメータが追加されました。

RAIDボリュームの作成（自動ドライブ選択）

create volumeコマンドは’ストレージ・アレイ内のドライブと’ボリューム・グループ内
の新しいボリューム間にボリューム・グループを作成しますストレージアレイコントロ
ーラによって、ボリュームに含めるドライブが選択されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

容量の異なるドライブがある場合は’driveCount’パラメータを指定してボリュームを自動的に作
成することはできません容量の異なるドライブを含むボリュームを作成する場合は、を参照し
てください "RAIDボリュームの作成（手動ドライブ選択）"。
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構文

create volume driveCount=numberOfDrives

[volumeGroupUserLabel="volumeGroupUserLabel"]

raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)

userLabel="userLabel"

driveMediaType=(HDD | SSD | unknown | allMedia)

[driveType=(SAS | NVMe4K)]

[capacity=volumeCapacity]

[owner=(a|b)]

[mapping=(none | default)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[segmentSize=segmentSizeValue]

[usageHint=(fileSystem | dataBase | multiMedia)]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dssPreAllocate=(TRUE | FALSE)]

[securityType=(none | capable | enabled)]

[secureDrives=(fips | fde )]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[resourceProvisioningCapable=(TRUE | FALSE)]

[blockSize=blockSizeValue]

create volume driveCount=numberOfDrives

[volumeGroupUserLabel="volumeGroupName"]

raidLevel=(0 | 1 | 5 | 6)

userLabel="volumeName"

driveMediaType=(HDD | SSD | unknown | allMedia)

[driveType=SAS]

[capacity=volumeCapacity]

[owner=(a|b)]

[mapping=(none | default)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[segmentSize=segmentSizeValue]

[usageHint=(fileSystem | dataBase | multiMedia)]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dssPreAllocate=(TRUE | FALSE)]

[securityType=(none | capable | enabled)]

[secureDrives=(fips | fde )]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[resourceProvisioningCapable=(TRUE | FALSE)]

[blockSize=blockSizeValue]
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パラメータ

パラメータ 説明

「driveCount」 ボリュームグループで使用する未割り当てのドライ
ブの数。

'volumeGroupUserLabel' 新しいボリュームグループに付ける名前。新しいボ
リュームグループ名は二重引用符（""）で囲みます。

ボリュームグループのユーザラベルを
指定しない場合、コントローラファー
ムウェアによって番号が割り当てられ
ます。

raidLevel ボリュームが含まれているボリュームグループ
のRAIDレベル。有効な値は'0’1' 3’5`または'6`です

「userLabel」のように入力します 新しいボリュームに付ける名前。新しいボリューム
名は二重引用符（""）で囲みます。

このパラメータは必須です。

driveMediaType ボリュームグループに使用するドライブメディアの
タイプ。有効なドライブメディアは、次のとおりで
す。

• [HDD]--ドライブトレイにハードドライブがある
場合は’このオプションを使用します

• SSD'--ドライブトレイにソリッドステートドライ
ブがある場合は’このオプションを使用します

• 不明—どのタイプのドライブメディアがドライブ
トレイにあるかわからない場合は’このオプション
を使用します

• [allMedia]--ドライブトレイにあるすべてのタイプ
のドライブメディアを使用する場合に’このオプシ
ョンを使用します
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パラメータ 説明

「ドライブタイプ」 ボリュームで使用するドライブのタイプ。ドライブ
タイプを混在させることはできません。

ストレージアレイ内に複数のドライブタイプがある
場合は、このパラメータを使用する必要がありま
す。

有効なドライブタイプは、次のとおりです。

• 「SAS」

• 「NVMe4K」

ドライブ・タイプを指定しない場合’このコマンドは
デフォルトでany typeになります

「容量」 ストレージアレイに追加するボリュームのサイズ。
サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

「owner」をクリックします ボリュームを所有するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラです所有者を指定しない場合は、コントローラ
ファームウェアによって所有者が決定されます。

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’
このパラメータをTRUEに設定します

「segmentSize」のように表示されます コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き
込めるデータ量（KB）を指定します。有効な値
は'8’16’32’64’128’です 「256」または「512」。

「usageHint`」 'cacheReadPrefetch’パラメータと’segmentSize’パラ
メータの両方をデフォルト値に設定しますデフォル
ト値は、ボリュームを使用しているアプリケーショ
ンの標準的なI/O使用パターンに基づいています。有
効な値は’filesystem’database’または’multiMediaです

「trayLossProtect`」 ボリュームグループを作成するときにトレイ損失の
保護を有効にする設定。トレイ損失の保護を有効に
するには’このパラメータをTRUEに設定しますデフォ
ルト値は’FALSE’です
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パラメータ 説明

「drawerLossProtect`」 ミラーリポジトリボリュームグループを作成すると
きにドロワー損失の保護を有効にする設定。ドロワ
ー損失の保護を有効にするには、このパラメータ
を「true」に設定します。デフォルト値は’FALSE’で
す

dssPreAllocate 今後のセグメントサイズの拡大に備えてリザーブ容
量が割り当てられていることを確認する設定。デフ
ォルト値は「true」です。

「securityType」 ボリュームグループおよび関連するすべてのボリュ
ームの作成時にセキュリティレベルを指定する設
定。有効な設定は次のとおりです。

• 'none`--ボリュームグループとボリュームは安全
ではありません。

• capable --ボリュームグループとボリュームには
セキュリティを設定する機能がありますが’セキュ
リティは有効になっていません

• 有効-ボリューム・グループとボリュームでセキ
ュリティが有効になっています

「resourceProvisioningCapability」 リソースプロビジョニング機能が有効かどうかを指
定する設定。リソースプロビジョニングをディセー
ブルにするには、このパラメータをFALSEに設定し
ます。デフォルト値は「true」です。

「マッピング」 このパラメータを使用すると、ホストにボリューム
をマッピングできます。あとでマッピングする場合

は、このパラメータをに設定します none。今すぐマ
ッピングする場合は、このパラメータをに設定しま

す default。ボリュームは、ストレージプールにア
クセスできるすべてのホストにマッピングされま

す。デフォルト値はです none。

「ブロックサイズ」 このパラメータは、作成するボリュームのブロック
サイズを設定します。値が0またはパラメータが設定
されていない場合は、デフォルトのブロックサイズ
が使用されます。

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

driveCountパラメータでは’ボリューム・グループで使用するドライブの数を選択できますトレイIDとスロッ
トIDでドライブを指定する必要はありません。ボリュームグループで使用する特定のドライブは、コントロー
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ラが選択します。

ownerパラメータは’ボリュームを所有するコントローラを定義します

「capacity」パラメータに容量を指定しない場合は、ボリュームグループ内の使用可能なすべてのドライブ容
量が使用されます。容量の単位を指定しない場合’デフォルト値としてbytesが使用されます

セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。ボリュームが属して
いる環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合は、1つのデータ転送
要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（データストライプはセグ
メントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライブ数が掛けられます
）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのアクセスは1回だけとな
ります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

使用上のヒント

「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」パラメータの値を入力する必要はあ
りません。値を入力しない場合’コントローラ・ファームウェアは’filesystem’をデフォルト値と
して’usageHint’パラメータを使用します「usageHint」パラメータの値と「
cacheReadPrefetch」パラメータの値、または「segmentSize」パラメータの値を入力しても、
原因 にエラーは表示されません。「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」
パラメータに入力する値は、「usageHint」パラメータの値よりも優先されます。さまざまな使
用方法のヒントに対するセグメントサイズおよびキャッシュ読み取りプリフェッチの設定を、
次の表に示します。

使用方法のヒント セグメントサイズの設定 動的キャッシュ読み取りプリフェ
ッチの設定

ファイルシステム 128 KB 有効

データベース 128 KB 有効

マルチメディア 256 KB 有効

キャッシュ読み取りプリフェッチ

キャッシュ読み取りプリフェッチを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロック
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をドライブから読み取ってキャッシュにコピーすると同時に、追加のデータブロックをキャッシュにコピーで
きます。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み
取りプリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要で
す。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。デフォルトは「
true」です。

セキュリティタイプ

ストレージ・アレイのセキュリティ設定を指定するには’securityType’パラメータを使用します

'securityType’パラメータを’enabled’に設定する前に’ストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成する必
要がありますストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成するには’create storageArray securityKey’コマ
ンドを使用します次のコマンドがセキュリティキーに関連しています。

• 「create storageArray securityKey」のように指定します

• 「export storageArray securityKey」のように指定します

• 「import storageArray securityKey」のように入力します

• 「set storageArray securityKey」のように指定します

• [Enable volumeGroup [volumeGroupName] security]を有効にします

• 「enable diskPool [diskPoolName]のセキュリティ」を参照してください

セキュアドライブ

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブ
があります。secureDrivesパラメータを使用して、使用するセキュアドライブのタイプを指定します。使用で
きる値は’FIPs’とFDEです

トレイ損失の保護およびドロワー損失の保護が必要です

トレイ/ドロワー損失の保護を有効にする場合のその他の条件については、次の表を参照してください。

レベル トレイ損失の保護の基準 必要なトレイの最小数

ディスク・プール ディスクプールに同じトレイのド
ライブが3本以上含まれない

6.

「RAID 6」 ボリュームグループに同じトレイ
のドライブが3本以上含まれない

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のトレイに配置され
ている

3.

RAID 1 RAID 1ペアのドライブがそれぞれ
別のトレイに配置されている

2.

RAID 0 トレイ損失の保護は実現できな
い。

該当なし
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レベル ドロワー損失の保護の基準 必要なドロワーの最小数

ディスク・プール プールに5つのドロワーすべてのド
ライブが含まれていて、各ドロワ
ーに同じ数のドライブが配置され
ている。60ドライブのトレイで
は、ディスクプールの構成が15
、20、25、30、35の場合にドロワ
ー損失の保護を実現できます。
40、45、50、55、または60ドライ
ブ。

5.

「RAID 6」 ボリュームグループに同じドロワ
ーのドライブが3本以上含まれな
い。

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のドロワーに配置さ
れている。

3.

RAID 1 ミラーペアのドライブがそれぞれ
別のドロワーに配置されている。

2.

RAID 0 ドロワー損失の保護は実現できな
い。

該当なし

コマンドの例

create volume driveCount=2 volumeGroupUserLabel="FIPS_VG" raidLevel=1

userLabel="FIPS_V"

driveMediaType=HDD securityType=capable secureDrives=fips

最小ファームウェアレベル

7.10で、RAIDレベル6機能と「dssPreAllocate」パラメータが追加されました。

7.50で、「securityType」パラメータが追加されました。

7.60で’drawerLossProtect’パラメータが追加されました

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.25で’secureDrives’パラメータが追加されました

8.63で’resourceProvisioningCapableパラメータが追加されました
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11.70でにが追加されました blockSize パラメータ

RAIDボリュームの作成（空きエクステントベースの選択）

create volumeコマンドは’ボリューム・グループの空き領域にボリュームを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

create volume volumeGroup="volumeGroupName"

userLabel="volumeName"

[freeCapacityArea=freeCapacityIndexNumber]

[capacity=volumeCapacity]

[owner=(a|b)]

[mapping=(none | default)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[segmentSize=segmentSizeValue]

[usageHint=(fileSystem | dataBase | multiMedia)]

[dssPreAllocate=(TRUE | FALSE)]

[securityType=(none | capable | enabled)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[blockSize=blockSizeValue]

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します ストレージアレイ内の特定のボリュームグループの
名前。ボリュームグループ名は二重引用符（""）で囲
みます。

「userLabel」のように入力します 新しいボリュームに付ける名前。新しいボリューム
名は二重引用符（""）で囲みます。

このパラメータは必須です。
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パラメータ 説明

「freeCapacityArea」 新しいボリュームの作成に使用する、既存のボリュ
ームグループ内の空きスペースのインデックス番
号。空き容量は、ボリュームグループ内の既存のボ
リューム間の空き容量として定義されます。たとえ
ば、ボリュームグループの領域が、ボリューム1、空
き容量、ボリューム2、空き容量、ボリューム3、 空
き容量：ボリューム2の次の空き容量を使用するに
は、インデックス番号を次のように入力します。

freeCapacityArea = 2`

show volumegroupコマンドを実行し
て’空き容量領域が存在するかどうかを
確認します

このパラメータを指定しない場合、番
号が最も小さく、ボリューム用の十分
な容量のある空き容量領域にボリュー
ムが作成されます。

「容量」 ストレージアレイに追加するボリュームのサイズ。
サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

「owner」をクリックします ボリュームを所有するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラです所有者を指定しない場合は、コントローラ
ファームウェアによって所有者が決定されます。

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
ンにするには’このパラメータをTRUEに設定しますキ
ャッシュ読み取りプリフェッチをオフにするには’こ
のパラメータをFALSEに設定します

「segmentSize」のように表示されます コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き
込めるデータ量（KB）を指定します。有効な値
は'8’16’32’64’128’です 「256」または「512」。

「usageHint`」 「cacheReadPrefetch」パラメータと「
segmentSize」パラメータの両方の設定がデフォルト
値になります。デフォルト値は、ボリュームを使用
しているアプリケーションの標準的なI/O使用パター
ンに基づいています。有効な値
は’filesystem’database’または’multiMediaです
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パラメータ 説明

dssPreAllocate 今後のセグメントサイズの拡大に備えてリザーブ容
量が割り当てられていることを確認する設定。デフ
ォルト値は「true」です。

「securityType」 ボリュームグループおよび関連するすべてのボリュ
ームの作成時にセキュリティレベルを指定する設
定。有効な設定は次のとおりです。

'none`--ボリュームグループとボリュームは安全では
ありません。

capable --ボリュームグループとボリュームにはセキ
ュリティを設定する機能がありますが’セキュリティ
は有効になっていません

有効-ボリューム・グループとボリュームでセキュリ
ティが有効になっています

「マッピング」 このパラメータを使用すると、ホストにボリューム
をマッピングできます。あとでマッピングする場合

は、このパラメータをに設定します none。今すぐマ
ッピングする場合は、このパラメータをに設定しま

す default。ボリュームは、ストレージプールにア
クセスできるすべてのホストにマッピングされま

す。デフォルト値はです none。

「ブロックサイズ」 このパラメータは、作成するボリュームのブロック
サイズを設定します。値が0またはパラメータが設定
されていない場合は、デフォルトのブロックサイズ
が使用されます。

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

ownerパラメータは’ボリュームを所有するコントローラを定義しますボリュームの優先コントローラ所有者
は、ボリュームグループを現在所有しているコントローラです。

「capacity」パラメータを使用して容量を指定しない場合は、ボリュームグループの空き容量領域で使用可能
な容量がすべて使用されます。容量の単位を指定しない場合’デフォルト値としてbytesが使用されます

セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。
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セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。ボリュームが属して
いる環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合は、1つのデータ転送
要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（データストライプはセグ
メントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライブ数が掛けられます
）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのアクセスは1回だけとな
ります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

使用上のヒント

「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」パラメータの値を入力する必要はあ
りません。値を入力しない場合’コントローラ・ファームウェアは’filesystem’をデフォルト値と
して’usageHint’パラメータを使用します「usageHint」パラメータの値と「
cacheReadPrefetch」パラメータの値、または「segmentSize」パラメータの値を入力しても、
原因 にエラーは表示されません。「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」
パラメータに入力する値は、「usageHint」パラメータの値よりも優先されます。さまざまな使
用方法のヒントに対するセグメントサイズおよびキャッシュ読み取りプリフェッチの設定を、
次の表に示します。

使用方法のヒント セグメントサイズの設定 動的キャッシュ読み取りプリフェ
ッチの設定

ファイルシステム 128 KB 有効

データベース 128 KB 有効

マルチメディア 256 KB 有効

キャッシュ読み取りプリフェッチ

キャッシュ読み取りプリフェッチを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロック
をドライブから読み取ってキャッシュにコピーすると同時に、追加のデータブロックをキャッシュにコピーで
きます。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み
取りプリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要で
す。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。デフォルトは「
true」です。

セキュリティタイプ

ストレージ・アレイのセキュリティ設定を指定するには’securityType’パラメータを使用します

'securityType’パラメータを’enabled’に設定する前に’ストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成する必
要がありますストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成するには’create storageArray securityKey’コマ
ンドを使用します次のコマンドがセキュリティキーに関連しています。

• 「create storageArray securityKey」のように指定します
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• 「export storageArray securityKey」のように指定します

• 「import storageArray securityKey」のように入力します

• 「set storageArray securityKey」のように指定します

• [Enable volumeGroup [volumeGroupName] security]を有効にします

• 「enable diskPool [diskPoolName]のセキュリティ」を参照してください

最小ファームウェアレベル

7.10で、dssPreAllocateパラメータが追加されました。

7.50で、「securityType」パラメータが追加されました。

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

11.70でにが追加されました blockSize パラメータ

RAIDボリュームの作成（手動ドライブ選択）

create volumeコマンドは’新しいボリューム・グループとボリュームを作成し’ボリュー
ムのドライブを指定できます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文
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create volume drives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn

,]slotIDn)

[volumeGroupUserLabel="volumeGroupName"]

raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)

userLabel="volumeName"

[capacity=volumeCapacity]

[owner=(a|b)]

[mapping=(none | default)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[segmentSize=segmentSizeValue]

[usageHint=(fileSystem | dataBase | multiMedia)]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dssPreAllocate=(TRUE | FALSE)]

[securityType=(none | capable | enabled )]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[resourceProvisioningCapable=(TRUE | FALSE)]

[blockSize=blockSizeValue]

create volume drives=(trayID1,[drawerID1,slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,

]slotIDn)

[volumeGroupUserLabel="volumeGroupName"]

raidLevel=(0 | 1 | 5 | 6)

userLabel="volumeName"

[capacity=volumeCapacity]

[owner=(a|b)]

[mapping=(none | default)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[segmentSize=segmentSizeValue]

[usageHint=(fileSystem | dataBase | multiMedia)]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dssPreAllocate=(TRUE | FALSE)]

[securityType=(none | capable | enabled )]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[resourceProvisioningCapable=(TRUE | FALSE)]

[blockSize=blockSizeValue]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ドライブ」 作成するボリュームに割り当てるドライブ。大容量
ドライブトレイの場合は、ドライブのトレイIDの
値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値を指定
します。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブ
のトレイIDの値とスロットIDの値を指定します。ト
レイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「1」～「
5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

'volumeGroupUserLabel' 新しいボリュームグループに付ける名前。ボリュー
ムグループ名は二重引用符（""）で囲みます。

ボリュームグループのユーザラベルを
指定しない場合、コントローラファー
ムウェアによって番号が割り当てられ
ます。

raidLevel ボリュームが含まれているボリュームグループ
のRAIDレベル。有効な値は'0’1' 3’5`または'6`です

「userLabel」のように入力します 新しいボリュームに付ける名前。新しいボリューム
名は二重引用符（""）で囲みます。

このパラメータは必須です。

「容量」 ストレージアレイに追加するボリュームのサイズ。
サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

「owner」をクリックします ボリュームを所有するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラです所有者を指定しない場合は、コントローラ
ファームウェアによって所有者が決定されます。
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パラメータ 説明

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’
このパラメータをTRUEに設定します

「segmentSize」のように表示されます コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き
込めるデータ量（KB）を指定します。有効な値

は'`4(SSDのみ)8,16,32`,64,128,です 「256」また
は「512」。

「usageHint`」 「cacheReadPrefetch」パラメータと「
segmentSize」パラメータの両方の設定がデフォルト
値になります。デフォルト値は、ボリュームを使用
しているアプリケーションの標準的なI/O使用パター
ンに基づいています。有効な値
は’filesystem’database’または’multiMediaです

「trayLossProtect`」 リポジトリを作成するときにトレイ損失の保護を有
効にする設定。トレイ損失の保護を有効にするには’
このパラメータをTRUEに設定しますデフォルト値
は’FALSE’です

「drawerLossProtect`」 ミラーリポジトリボリュームを作成するときにドロ
ワー損失の保護を有効にする設定。ドロワー損失の
保護を有効にするには、このパラメータを「true」に
設定します。デフォルト値は’FALSE’です

dssPreAllocate 今後のセグメントサイズの拡大に備えてリザーブ容
量が割り当てられていることを確認する設定。この
デフォルト値は「true」です。

「securityType」 ボリュームグループおよび関連するすべてのボリュ
ームの作成時にセキュリティレベルを指定する設
定。有効な設定は次のとおりです。

• 'none`--ボリュームグループとボリュームは安全
ではありません。

• capable --ボリュームグループとボリュームには
セキュリティを設定する機能がありますが’セキュ
リティは有効になっていません

• 有効-ボリューム・グループとボリュームでセキ
ュリティが有効になっています
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パラメータ 説明

「resourceProvisioningCapability」 リソースプロビジョニング機能が有効かどうかを指
定する設定。リソースプロビジョニングをディセー
ブルにするには、このパラメータをFALSEに設定し
ます。デフォルト値は「true」です。

「マッピング」 このパラメータを使用すると、ホストにボリューム
をマッピングできます。あとでマッピングする場合

は、このパラメータをに設定します none。今すぐマ
ッピングする場合は、このパラメータをに設定しま

す default。ボリュームは、ストレージプールにア
クセスできるすべてのホストにマッピングされま

す。デフォルト値はです none。

「ブロックサイズ」 このパラメータは、作成するボリュームのブロック
サイズを設定します。値が0またはパラメータが設定
されていない場合は、デフォルトのブロックサイズ
が使用されます。

注：

drivs’パラメータは’大容量ドライブ・トレイと低容量ドライブ・トレイの両方をサポートします大容量ドライ
ブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライ
ブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場
合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必
要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

'raidLevel’パラメータをRAIDレベル1に設定した場合は、次のようになります。

• RAID 1の定義により、グループ内のドライブ数は偶数です

• リスト順（ストライプ順）のグループの上半分はプライマリドライブです

• リスト順（ストライプ順）のグループの下半分は、対応するミラードライブです

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

ownerパラメータは’ボリュームを所有するコントローラを定義しますボリュームの優先コントローラ所有者
は、ボリュームグループを現在所有しているコントローラです。

「capacity」パラメータに容量を指定しない場合は、ボリュームグループ内の使用可能なすべてのドライブ容
量が使用されます。容量の単位を指定しない場合’デフォルト値としてbytesが使用されます

トレイ損失の保護およびドロワー損失の保護が必要です

トレイ損失の保護を使用するには、次のガイドラインに従って設定を行う必要があります。
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レベル トレイ損失の保護の基準 必要なトレイの最小数

ディスク・プール ディスクプールに同じトレイのド
ライブが3本以上含まれない

6.

「RAID 6」 ボリュームグループに同じトレイ
のドライブが3本以上含まれない

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のトレイに配置され
ている

3.

RAID 1 RAID 1ペアのドライブがそれぞれ
別のトレイに配置されている

2.

RAID 0 トレイ損失の保護は実現できな
い。

該当なし

（高密度のエンクロージャ環境で）ドロワー損失の保護を使用するには、次のガイドラインに従って設定を行
う必要があります。

レベル ドロワー損失の保護の基準 必要なドロワーの最小数

ディスク・プール プールに5つのドロワーすべてのド
ライブが含まれていて、各ドロワ
ーに同じ数のドライブが配置され
ている。60ドライブのトレイで
は、ディスクプールの構成が15
、20、25、30、35の場合にドロワ
ー損失の保護を実現できます。
40、45、50、55、または60ドライ
ブ。

5.

「RAID 6」 ボリュームグループに同じドロワ
ーのドライブが3本以上含まれな
い。

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のドロワーに配置さ
れている。

3.

RAID 1 ミラーペアのドライブがそれぞれ
別のドロワーに配置されている。

2.

RAID 0 ドロワー損失の保護は実現できな
い。

該当なし
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セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。ボリュームが属して
いる環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合は、1つのデータ転送
要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（データストライプはセグ
メントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライブ数が掛けられます
）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのアクセスは1回だけとな
ります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

使用上のヒント

「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」パラメータの値を入力する必要はあ
りません。値を入力しない場合’コントローラ・ファームウェアは’filesystem’をデフォルト値と
して’usageHint’パラメータを使用します「usageHint」パラメータの値と「
cacheReadPrefetch」パラメータの値、または「segmentSize」パラメータの値を入力しても、
原因 にエラーは表示されません。「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」
パラメータに入力する値は、「usageHint」パラメータの値よりも優先されます。さまざまな使
用方法のヒントに対するセグメントサイズおよびキャッシュ読み取りプリフェッチの設定を、
次の表に示します。

使用方法のヒント セグメントサイズの設定 動的キャッシュ読み取りプリフェ
ッチの設定

ファイルシステム 128 KB 有効

データベース 128 KB 有効

マルチメディア 256 KB 有効

キャッシュ読み取りプリフェッチ

キャッシュ読み取りプリフェッチを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロック
をドライブから読み取ってキャッシュにコピーすると同時に、追加のデータブロックをキャッシュにコピーで
きます。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み
取りプリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要で
す。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。デフォルトは「
true」です。

「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」パラメータの値を入力する必要はありません。値
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を入力しない場合’コントローラ・ファームウェアは’filesystem’をデフォルト値として’usageHint’パラメータを
使用します「usageHint」パラメータの値と「cacheReadPrefetch」パラメータの値、または「segmentSize」
パラメータの値を入力しても、原因 にエラーは表示されません。「cacheReadPrefetch」パラメータまた
は「segmentSize」パラメータに入力する値は、「usageHint」パラメータの値よりも優先されます。

セキュリティタイプ

ストレージ・アレイのセキュリティ設定を指定するには’securityType’パラメータを使用します

'securityType’パラメータを’enabled’に設定する前に’ストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成する必
要がありますストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成するには’create storageArray securityKey’コマ
ンドを使用します次のコマンドがセキュリティキーに関連しています。

• 「create storageArray securityKey」のように指定します

• 「export storageArray securityKey」のように指定します

• 「import storageArray securityKey」のように入力します

• 「set storageArray securityKey」のように指定します

• [Enable volumeGroup [volumeGroupName] security]を有効にします

• 「enable diskPool [diskPoolName]のセキュリティ」を参照してください

最小ファームウェアレベル

7.10で、RAIDレベル6機能と「dssPreAllocate」パラメータが追加されました。

7.50で、「securityType」パラメータが追加されました。

7.60で、_drawerID_user入力と「drawerLossProtect」パラメータが追加されました。

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.63で’resourceProvisioningCapableパラメータが追加されました

11.70でにが追加されました blockSize パラメータ

読み取り専用Snapshotボリュームを作成します

create snapVolumeコマンドは’ベース・ボリュームのスナップショット・イメージの読
み取り専用スナップショット・ボリュームを作成します読み取り専用のスナップショッ
ト・ボリュームを読み取り/書き込みボリュームに変更するには’set snapVolume
convertToReadWriteコマンドを使用します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

オンラインボリュームコピーで使用されているSnapshotイメージには、このコマンドは使用で
きません。

構文

create snapVolume userLabel="snapVolumeName"

snapImageID="snapCGID:imageID"

readOnly

パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します Snapshotボリュームに付ける名前。Snapshotボリュ
ーム名は二重引用符（""）で囲みます。

「snapImageID」 新しい読み取り専用Snapshotボリュームに追加す
るSnapshotイメージの名前。Snapshotイメージの名
前は次の2つの部分で構成されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新-スナップショット・グループで作成された
最新のスナップショット・イメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

• oldest - Snapshotグループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「readOnly」 このパラメータは、Snapshotボリュームを読み取り
専用に設定します。このパラメータは、実際はブー
ル値です。ただし、このコマンドのコンテキストで
は、ブール値は常に「true」です。

readOnlyパラメータを指定すると’スナ
ップショット・ボリュームは作成され
ません

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

Snapshotイメージの識別子は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、snapGroup1という名前を持つSnapshotグループ内の最新のSnapshotイメージを使用し
て、engData1という名前の読み取り専用のボリュームを作成する場合は、次のコマンドを使用します。

create snapVolume userLabel="engData1" snapImageID="snapGroup1:newest"

readOnly;

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotグループを作成します

create snapGroupコマンドは’新しいスナップショット・グループと関連するリポジトリ
・ボリュームを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

Snapshotグループには、関連付けられているベースボリュームの一連のSnapshotイメージが含まれていま
す。Snapshotグループにはリポジトリボリュームがあり、これを使用して、Snapshotグループの一部である
すべてのSnapshotイメージのデータが保存されます。

Snapshotグループを作成する前に、空き容量のあるボリュームグループがあることを確認して
ください。

構文

create snapGroup userLabel="snapGroupName" sourceVolume="volumeName"

[(repositoryVolume="repos_xxxx" |

repositoryVolume=(volumeGroupName [capacity=capacityValue]) |

repositoryVolume=(diskPoolName [capacity=capacityValue]))]

[repositoryFullPolicy=(failBaseWrites | purgeSnapImages)]

[rollbackPriority=(highest | high | medium | low | lowest)]

[repositoryFullLimit=percentValue]

[autoDeleteLimit=numberOfSnapImages]|

[enableSchedule=(TRUE | FALSE)]

[schedule (immediate | snapshotSchedule)]

パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します 新しいSnapshotグループに付ける名前。Snapshotグ
ループの識別子は二重引用符（""）で囲みます。

「sourceVolume」と入力します Snapshotイメージのソースとして使用するボリュー
ムの名前。ソースボリューム名は二重引用符（""）で
囲みます。
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パラメータ 説明

リポジトリボリューム Snapshotグループの変更されたデータが格納される
リポジトリボリュームの名前。

リポジトリボリュームの名前を定義する方法は2つあ
ります。

• 既存のリポジトリボリュームの名前を使用します

• このコマンドを実行するときに新しいリポジトリ
ボリュームを作成します

既存のリポジトリボリュームの名前は次の2つの部分
で構成されます。

• 「repos」という用語

• ストレージ管理ソフトウェアがリポジトリボリュ
ーム名に割り当てる4桁の数値識別子

既存のリポジトリボリュームの名前は二重引用符（""
）で囲みます。

このコマンドを実行するときに新しいリポジトリボ
リュームを作成する場合は、リポジトリボリューム
を含めるボリュームグループまたはディスクプール
の名前を入力する必要があります。必要に応じて、
リポジトリボリュームの容量を定義することもでき
ます。容量を定義する場合は、次の値を使用できま
す。

• ベースボリュームの容量の割合を表す整数値

• ベースボリュームの容量の割合を表す小数値

• リポジトリボリュームの具体的なサイズ。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

容量オプションを使用しない場合は、ストレージ管
理ソフトウェアによって、ベースボリュームの容量
の20%に設定されます。

このコマンドを実行すると、ストレージ管理ソフト
ウェアによって、Snapshotボリューム用のリポジト
リボリュームが作成されます。
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パラメータ 説明

repositoryFullPolicy Snapshotグループのリポジトリボリュームが上限に
達している場合にSnapshotイメージ処理をどのよう
に続行するかを定義します。ベース・ボリュームへ
のI/O書き込みを停止する（failBaseWrites）か’リポジ
トリ・ボリューム内のスナップショット・イメージ
（purgeSnapImages）を削除（パージ）するかを選
択できますpurgeSnapImagesオプションは’最も古い
スナップショット・イメージを削除して’スペースを
解放しますデフォルトのアクション
はpurgeSnapImagesです

「rollBackPriority」を参照してください システムのパフォーマンスを犠牲にしてシステムリ
ソースをロールバック処理に割り当てるかどうかを
決定します。値がHighの場合は’ロールバック・オペ
レーションが他のすべてのホストI/Oより優先される
ことを示します値が’low’の場合’ホストI/Oへの影響を
最小限に抑えてロールバック操作を実行する必要が
ありますデフォルト値は「medium」です。

repositoryFullLimit リポジトリの容量がこの割合に達すると、Snapshot
グループのリポジトリボリュームの上限に近づいて
いるという警告が表示されます。整数値を使用しま
す。たとえば、70という値は70%を意味します。デ
フォルト値は75です。

'autoDeleteLimit' 各Snapshotグループでは、Snapshotイメージの自動
削除を実行して、グループ内のSnapshotイメージの
総数を指定したレベル以下に保つように設定できま
す。このオプションを有効にすると、Snapshotグル
ープ内に新しいSnapshotイメージが作成されるたび
に、制限値に準拠するためにグループ内の最も古
いSnapshotイメージが自動的に削除されます。この
処理によってリポジトリ容量が解放されて、残り
のSnapshotイメージに対するcopy-on-write要求に使
用できるようになります。

「enableSchedule このパラメータを使用して、Snapshot処理のスケジ
ュール機能をオンまたはオフにします。スナップシ
ョットのスケジュール設定をオンにするには’このパ
ラメータをTRUEに設定しますスナップショットのス
ケジュール設定をオフにするには’このパラメータ
をFALSEに設定します

注：

Snapshotグループ名はそれぞれ一意である必要があります。ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_
）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字
です。
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Snapshotグループを作成するには、Snapshotイメージの格納先となる、関連付けられたリポジトリボリュー
ムが必要です。既存のリポジトリボリュームを使用するか、新しいリポジトリボリュームを作成できます。リ
ポジトリボリュームは、Snapshotグループの作成時に作成できます。Snapshotグループのリポジトリボリュ
ームは拡張可能なボリュームで、標準ボリュームエンティティを最大16個まで接続することで構成されま
す。拡張可能なリポジトリボリュームは、最初は1つの要素だけで構成されます。その時点でのリポジトリボ
リュームの容量は、その要素の容量と同じです。リポジトリボリュームの容量は、標準のリポジトリボリュー
ムを接続することで拡張できます。その後、複数の要素で構成された拡張可能なリポジトリボリュームの容量
は、接続されたすべての標準ボリュームの合計容量になります。

Snapshotグループでは、各Snapshotイメージの作成時間に基づいて、Snapshotイメージが厳密に順序付けさ
れます。別のSnapshotイメージよりもあとに作成されたSnapshotイメージは、もう一方のSnapshotイメージ
に対する後継の_になります。別のSnapshotイメージよりも前に作成されたSnapshotイメージは、もう一方に
対する_predecesser_relativeです。

Snapshotグループのリポジトリボリュームは、次の合計サイズの最小容量要件を満たす必要があります。

• 32MB：Snapshotグループのオーバーヘッドを固定し、copy-on-write処理に使用できるようになりまし
た。

• ロールバック処理用の容量。ベースボリュームの容量の1/5000です。

この最小容量は、コントローラファームウェアとストレージ管理ソフトウェアによって適用されます。

Snapshotグループを初めて作成するときは、Snapshotイメージは含まれていません。Snapshotイメージを作
成するときに、SnapshotグループにSnapshotイメージを追加します。スナップショット・イメージを作成し’
スナップショット・グループにスナップショット・イメージを追加するには’create snapImageコマンドを使
用します

Snapshotグループの状態は次のいずれかになります。

• * Optimal *--スナップショットグループは正常に動作しています。

• フル--スナップショット・グループのリポジトリがいっぱいですcopy-on-write処理はこれ以上実行できま
せん。この状態にできるのは、Repository FullポリシーがFail Base Writesに設定されているSnapshotグル
ープのみです。フル状態のSnapshotグループがある場合、Needs-Attention条件がストレージアレイに送
信されます。

• しきい値超過- Snapshotグループのリポジトリボリュームの使用率がアラートしきい値に達しているか、
超えています。この状態のSnapshotグループがある場合、Needs-Attention条件がストレージアレイに送
信されます。

• 失敗- Snapshotグループで問題が発生し、SnapshotグループのすべてのSnapshotイメージが使用できなく
なりました。たとえば、特定のタイプのリポジトリボリューム障害により、原因 が失敗状態になる可能性
があります。Failed状態からリカバリするには’revive SnapGroup’コマンドを使用します

autoDeleteLimitパラメータを使用すると、Snapshotイメージを自動的に削除するように各Snapshotグループ
を設定できます。Snapshotイメージを自動的に削除すると、不要なイメージを定期的に手動で削除する必要
がなくなります。不要なイメージが残っていると、リポジトリボリュームの容量が上限に達しているために、
今後Snapshotイメージを作成できなくなる場合があります。autoDeleteLimitパラメータを使用すると’ストレ
ージ管理ソフトウェアはスナップショット・イメージを最も古いものから自動的に削除しますストレージ管理
ソフトウェアは’autoDeleteLimit’パラメータで入力した数と同じ数のSnapshotイメージに達するまで’スナップ
ショット・イメージを削除します新しいスナップショット・イメージがリポジトリ・ボリュームに追加される
と’ストレージ管理ソフトウェアは’autoDeleteLimit’パラメータ番号に達するまで’最も古いスナップショット・
イメージを削除します

enableScheduleパラメータとscheduleパラメータを使用すると’スナップショット・グループのスナップショ
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ット・イメージの作成をスケジュールできますこれらのパラメータを使用すると、日単位、週単位、または月
単位（曜日単位または日付単位）でSnapshotをスケジュールできます。enableScheduleパラメータは’スナッ
プショットをスケジュールする機能をオンまたはオフにしますスケジューリングをイネーブルにする場合
は’schedule’パラメータを使用して’スナップショットをいつ実行するかを定義します

次の表では’schedule’パラメータのオプションの使用方法について説明します

パラメータ 説明

「スケジュール」 スケジュールパラメータの指定に必要です。

「即時」 処理をただちに開始します。この項目は、他のスケ
ジュールパラメータと同時に指定することはできま
せん。

「enableSchedule 「true」に設定すると、スケジューリングがオンにな
ります。falseに設定すると’スケジュールはオフにな
ります

デフォルトは「 false 」です。

「startDate」と入力します 処理を開始する特定の日付。日付の入力形式はMM
：DD：YYです。デフォルトは現在の日付です。この
オプションの例は’startDate=06:27:11`です
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パラメータ 説明

「scheduleDay」のように指定します 処理を開始する曜日。次の値をすべてまたは1つ以上
指定できます。

• 「月曜」

• 「火曜日」

• 「水曜日」

• 「木曜日」

• 「Friday`」

• 「土曜」

• 日曜日

値はかっこで囲みます。たとえ
ば、「scheduleDay=（wednesday）」
のように指定します。

複数の曜日を指定する場合は、各曜日をスペースで
区切り、全体を丸かっこで囲みます。たとえ
ば、「scheduleDay=」（monday wednesday friday）
を指定します。

このパラメータは、月次スケジュール
とは互換性がありません。

「startTime」と入力します 処理を開始する時刻。時刻の入力形式はHH：MM
で、HHは時間、MMは分です。24時間方式のクロッ
クを使用します。たとえば、午後2：00は14：00で
す。このオプションの例は’startTime=14:27`です

「scheduleInterval」 処理の最小間隔を分単位で指定します。スケジュー
ル間隔は1440（24時間）以下の30の倍数にする必要
があります。

このオプションの例は’scheduleInterval=180`です

「endDate」 処理を停止する特定の日付。日付の入力形式はMM
：DD：YYです。終了日を指定する必要がない場合
は’noEndDate’を指定できますこのオプションの例
は’endDate=11:26:11`です

「timesPerDay」を参照してください 1日に処理を実行する回数。このオプションの例
は’timesPerDay=4`です
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パラメータ 説明

「timezone」 スケジュールに使用するタイムゾーンを指定しま
す。次の2つの方法で指定できます。

• * GMT±HH：MM *

GMTからのタイムゾーンのオフセット。
例:`timezone=GMT-06：00`。

• テキスト文字列

標準的なタイムゾーンのテキスト文字列を引用符
で囲む必要があります。
例:`timezone="America/Chicago"``

「scheduleDate」です 処理を実行する日にち。日にちの値は1~31の数値で
す。

このパラメータは、週次スケジュール
とは互換性がありません。

「scheduleDate」オプションの例
は、「scheduleDate=（"15")`です。
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パラメータ 説明

「月」 処理を実行する特定の月。月の値は次のとおりで
す。

• 1月〜1月

• 2月〜2月

• 「3月」- 3月

• 4月〜4月

• 「5月」- 5月

• 6月〜6月

• 7月〜7月

• 8月〜8月

• 「sep」- 9月

• 10月〜10月

• 11月〜11月

• dec - 12月

値はかっこで囲みます。たとえ
ば'`month=(jan)`と指定します

複数の月を指定する場合は、各月をスペースで区切
り、全体を丸かっこで囲みます。たとえ
ば’month=(jan jul dec )`と指定します

このパラメータは「scheduleDate」パラメータとと
もに使用して、特定の日にちに処理を実行します。

このパラメータは、週次スケジュール
とは互換性がありません。

次の表では’timezone’パラメータの使用方法について説明します

タイムゾーン名 GMTオフセット

「Etc/GMT+12」 「GMT-12:00」

「Etc/GMT+11」 「GMT-11：00」

太平洋/ホノルル 「GMT-10：00」

「アメリカ/アンカレッジ」 「GMT-09:00」
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「America/Santa Isabel」と入力します 「GMT-08:00」

「America/LOS_Angeles 「GMT-08:00」

「アメリカ/フェニックス」 「GMT-07：00」

「アメリカ/チワワ」 「GMT-07：00」

「アメリカ/デンバー」 「GMT-07：00」

「アメリカ/グアテマラ」 「GMT-06：00」

「America/Chicago」と入力します 「GMT-06：00」

「America/Mexico City」 「GMT-06：00」

「アメリカ/レジーナ」 「GMT-06：00」

「アメリカ/ボゴタ」 「GMT-05：00」

「America/New_York`」 「GMT-05：00」

「Etc/GMT+5」 「GMT-05：00」

「アメリカ/カラカス」 「GMT-04：30」

「アメリカ/アスンシオン」 「GMT-04：00」

「America/Halifax」 「GMT-04：00」

「America/Cuiaba」 「GMT-04：00」

「America/La _Paz」と入力します 「GMT-04：00」

「アメリカ/サンティアゴ」 「GMT-04：00」

「America/St_Johns」 「GMT-03：30」

「America/Sao Paulo」 「GMT-03：00」

「America/Buenos Aire` 「GMT-03：00」
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「America/Cayenne」 「GMT-03：00」

「America/Godthab 「GMT-03：00」

「アメリカ/モンテビデオ」 「GMT-03：00」

「Etc/GMT+2」 「GMT-02:00」

「大西洋/アゾレス」 「GMT-01：00」

「Atlantic」または「Cape Verde」があります 「GMT-01：00」

アフリカ/カサブランカ 「GMT」

「Etc/GMT」 「GMT」

「ヨーロッパ/ロンドン」 「GMT」

「大西洋/レイキャビク」 「GMT」

「ヨーロッパ/ベルリン」 「GMT+01:00」

「ヨーロッパ/ブダペスト」 「GMT+01:00」

「ヨーロッパ/パリ」 「GMT+01:00」

「ヨーロッパ/ワルシャワ 「GMT+01:00」

アフリカ/ラゴス 「GMT+01:00」

アフリカ/ウィンドフック 「GMT+01:00」

「アジア/アンマン」 「GMT+02:00`」

「アジア/ベイルート 「GMT+02:00`」

アフリカ/カイロ 「GMT+02:00`」

「アジア/ダマスカス」 「GMT+02:00`」

アフリカ/ヨハネスブルグ 「GMT+02:00`」
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「ヨーロッパ/キエフ 「GMT+02:00`」

「アジア/エルサレム」 「GMT+02:00`」

「ヨーロッパ/イスタンブール」 「GMT+03:00`」

「ヨーロッパ/ミンスク」 「GMT+02:00`」

アジア/バグダッド 「GMT+03:00`」

「アジア/リヤド」 「GMT+03:00`」

アフリカ/ナイロビ 「GMT+03:00`」

「アジア/テヘラン」 「GMT+03：30`」

「ヨーロッパ/モスクワ」 「GMT+04：00

「アジア/ドバイ」 「GMT+04：00

「アジア/バクー」 「GMT+04：00

「インド/モーリシャス」 「GMT+04：00

「アジア/トビリシ 「GMT+04：00

「アジア/イェレバン」 「GMT+04：00

「アジア/カブール 「GMT+04：30`

「アジア/カラチ」 「GMT+05:00

「アジア//タシケント」 「GMT+05:00

「アジア/カルカッタ」 「GMT+05：30`

「アジア/コロンボ」 「GMT+05：30`

「アジア/カトマンズ」 「GMT+05：45」

「アジア/エカテリンブルグ」 「GMT+06:00」
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「アジア/アルマティ」 「GMT+06:00」

アジア/ダッカ 「GMT+06:00」

「アジア/ラングーン」 「GMT+06:30`」

「アジア/ノヴォシビルスク」 「GMT+07:00`」

「アジア/バンコク」 「GMT+07:00`」

「asia/Krasnoyarsk.」と入力します 「GMT+08:00」

「アジア/上海」 「GMT+08:00」

「アジア/シンガポール」 「GMT+08:00」

オーストラリア/パース 「GMT+08:00」

「アジア/台北」 「GMT+08:00」

「アジア/ウランバートル 「GMT+08:00」

「アジア/イルクーツク」 「GMT+09：00

「アジア/東京」 「GMT+09：00

「アジア/ソウル 「GMT+09：00

オーストラリア/アデレード 「GMT+09:30」

「オーストラリア/ダーウィン」 「GMT+09:30」

「アジア/ヤクーツク」 「GMT+10：00

「オーストラリア/ブリスベン」 「GMT+10：00

オーストラリア/シドニー 「GMT+10：00

「太平洋/ポートモレスビー」 「GMT+10：00

「オーストラリア/ホバート」 「GMT+10：00
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タイムゾーン名 GMTオフセット

「Asia / Vladivostok」と入力します 「GMT+11:00`」

「太平洋/グアダル運河」 「GMT+11:00`」

「太平洋/オークランド」 「GMT+12：00」

「Etc/GMT-12」 「GMT+12：00」

「太平洋/フィジー」 「GMT+12：00」

「アジア/カムチャッカ」 「GMT+12：00」

「太平洋/トンガタプ 「GMT+13:00」

スケジュールを定義するためのコード文字列の例を次に示します。

enableSchedule=true schedule startTime=14:27

enableSchedule=true schedule scheduleInterval=180

enableSchedule=true schedule timeZone=GMT-06:00

enableSchedule=true schedule timeZone="America/Chicago"

「scheduleInterval」オプションも使用する場合、ファームウェアでは、2つのオプションの最小値を選択する
ことにより、「timesPerDay」オプションと「scheduleInterval」オプションの間が選択されます。ファームウ
ェアは、「scheduleInterval」オプションの値を設定した「scheduleInterval」オプションの値で1440を割るこ
とによって、「scheduleInterval」オプションの整数値を計算します。たとえば、1440/180 = 8のようになり
ます。ファームウェアは’timesPerDay’の整数値と’計算されたscheduleInterval’の整数値を比較し’より小さい
値を使用します

スケジュールを削除するには’schedule’パラメータを指定してdelete volumeコマンドを使用します’schedule’パ
ラメータを指定してdelete volumeコマンドを実行すると’スケジュールのみが削除され’スナップショット・ボ
リュームは削除されません

最小ファームウェアレベル

7.83

7.86で、「scheduleDate」オプションおよび「month」オプションが追加されました。
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Snapshotイメージを作成する

create snapImageコマンドは'1つ以上の既存のスナップショット・グループに新しいス
ナップショット・イメージを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshotイメージを作成するには、Snapshotイメージを配置できるSnapshotグループが少なくとも1つ必要
です。スナップショット・グループを作成するには’create snapGroupコマンドを使用します

構文

create snapImage (snapGroup="snapGroupName" |

snapGroups=("_snapGroupName1"... "snapGroupNamen"))

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 Snapshotイメージを格納するSnapshotグループの名
前。Snapshotグループの名前は二重引用符（""）で囲
みます。

「snapGroups」を参照してください Snapshotイメージを格納する複数のSnapshotグルー
プの名前。以下のルールを使用して、Snapshotグル
ープの名前を入力します。

• すべての名前をかっこで囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

Snapshotイメージは、関連付けられている_base_volumeの内容の論理的なポイントインタイムイメージで
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す。Snapshotイメージは即座に作成され、その瞬間のベースボリュームの状態を記録します。すべてのSnaps
hotイメージは、ちょうど1_snapshot group_のコンテキストで作成されます。Snapshotグループは、関連付
けられているベースボリュームの一連のSnapshotイメージです。Snapshotグループには、Snapshotイメージ
のすべてのデータを保存するために使用される1_repository volume_usedがあります。Snapshotグループ内
のSnapshotイメージには、特定の順序があります。Snapshotイメージの順序を指定することで、特定
のSnapshotイメージのベースボリュームへのリストアや不要になったSnapshotイメージの削除な
ど、Snapshotイメージの管理が可能になります。

整合性グループのSnapshotイメージを作成すると、その整合性グループのすべてのメンバーボリューム
のSnapshotイメージとなります。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームを作成します

create snapVolumeコマンドは’ベース・ボリュームのスナップショット・イメージの読
み取り/書き込み機能を持つスナップショット・ボリュームを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshotボリュームをホストにマッピングすると、ホスト書き込みはすべて、Snapshotボリュームに関連付
けられているリポジトリボリュームに配置されます。新しいSnapshotボリュームを既存のリポジトリボリュ
ームに割り当てることができます。また、ボリュームグループまたはディスクプールに新しいリポジトリボリ
ュームを作成することもできます。

オンラインボリュームコピーで使用されているSnapshotイメージには、このコマンドは使用で
きません。

構文

create snapVolume userLabel="snapVolumeName" snapImageID="

snapCGID:imageID"

[(repositoryVolume="repos_xxxx"]

[repositoryVolume=(volumeGroupName[capacity=capacityValue]]

[repositoryVolume=(diskPoolName[capacity=capacityValue)]]

[repositoryFullLimit=percentValue]
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パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します Snapshotボリュームに付ける名前。Snapshotボリュ
ーム名は二重引用符（""）で囲みます。

「snapImageID」 新しいSnapshotボリュームに追加するSnapshotイメ
ージの英数字識別子。Snapshotイメージの識別子は
次の2つの部分で構成されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新-スナップショット・グループで作成された
最新のスナップショット・イメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

• oldest - Snapshotグループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

リポジトリボリューム Snapshotイメージの変更されたデータが格納される
リポジトリボリュームの名前。

リポジトリボリュームの名前を定義する方法は2つあ
ります。

• 既存のリポジトリボリューム名を使用します

• このコマンドを実行するときに新しいリポジトリ
ボリュームを作成します

既存のリポジトリボリュームの名前は次の2つの部分
で構成されます。

• 「repos」という用語

• ストレージ管理ソフトウェアがリポジトリボリュ
ーム名に割り当てる4桁の数値識別子

既存のリポジトリボリュームの名前は二重引用符（""
）で囲みます。

このコマンドを実行するときに新しいリポジトリボ
リュームを作成する場合は、リポジトリボリューム
を含めるボリュームグループまたはディスクプール
の名前を入力する必要があります。必要に応じて、
リポジトリボリュームの容量を定義することもでき
ます。容量を定義する場合は、次の値を使用できま
す。

• ベースボリュームの容量の割合を表す整数値

• ベースボリュームの容量の割合を表す小数値

• リポジトリボリュームの具体的なサイズ。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

容量オプションを使用しない場合は、ストレージ管
理ソフトウェアによって、ベースボリュームの容量
の20%に設定されます。

このコマンドを実行すると、ストレージ管理ソフト
ウェアによって、Snapshotボリューム用のリポジト
リボリュームが作成されます。

repositoryFullLimit リポジトリの容量がこの割合に達すると、Snapshot
リポジトリボリュームの上限に近づいているという
警告が表示されます。整数値を使用します。たとえ
ば、70という値は70%を意味します。デフォルト値
は75です。
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注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

Snapshotイメージの識別子は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、snapGroup1という名前を持つSnapshotグループ内の最新のSnapshotイメージを使用し、リポジト
リボリュームの容量の上限を80%として、snapData1という名前のSnapshotボリュームを作成する場合は、次
のコマンドを使用します。

create snapVolume userLabel="snapData1" snapImageID="snapGroup1:newest"

repositoryVolume="repos_1234" repositoryFullLimit=80;

リポジトリボリュームの識別子は、新しいSnapshotグループを作成するときに、ストレージ管理ソフトウェ
アおよびファームウェアによって自動的に作成されます。リポジトリボリュームの名前は変更できません。名
前を変更すると、Snapshotイメージとのリンクが切断されます。

最小ファームウェアレベル

7.83

SNMPコミュニティの登録

create snmpcommunityコマンドは、新しい簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
コミュニティ、コミュニティ名ストリングを作成し、新しいコミュニティを既知のエン
ティティとしてSNMPエージェントに登録します。既存のコミュニティと同じ名前の新
しいコミュニティを登録しようとすると拒否され、ファームウェアからエラーメッセー
ジが返されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

create snmpCommunity communityName="snmpCommunityName"

213



パラメータ

パラメータ 説明

「CommunityName」の略 作成するSNMPコミュニティの名前。SNMPコミュニ
ティ名は二重引用符（""）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

8.30

SNMPトラップの送信先を登録します

create snmpTrapDestinationコマンドは、新しい簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）トラップの宛先を作成します。トラップの送信先は、トラップメッセージを
受信するSNMPマネージャです。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

create snmpTrapDestination trapReceiverIP=ipAddress

    (communityName="communityName" | (userName="userName" [engineId=(local

| engineId)]))

    [sendAuthenticationFailureTraps=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「trapReceverIP」と入力します トラップメッセージの送信先であるSNMPマネージャ
のIPアドレス。

「CommunityName」の略 トラップメッセージを送信するSNMPコミュニティの
名前。

「ユーザ名」 トラップメッセージを送信するSNMPユーザの名前。

214



パラメータ 説明

「engineID」 トラップメッセージを送信するSNMPユーザのエンジ
ンID。同じユーザ名を使用するUSMユーザが複数あ
る場合は、エンジンIDが必要です。ローカルSNMPエ

ージェントを指定する値は「local」です。ローカ
ルSNMPエージェントは権限のあるエージェント
で、16進数の数字で、リモートSNMPエージェント
エンジンIDを指定します。

「sendAuthenticationFailureTraps」 このパラメータは、SNMPマネージャへの認証エラー
メッセージの送信をオンまたはオフにします。認証
失敗メッセージを送信するには、パラメータを「
true」に設定します。認証失敗メッセージを送信しな
いようにするには、パラメータをFALSEに設定しま
す。デフォルトは「true」です。

最小ファームウェアレベル

8.30

SNMPv3 USMユーザを登録します

create snmpUser usernameコマンドは、新しい簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）ユーザを作成し、新しいユーザを既知のエンティティとしてSNMPエージェ
ントに登録します。既存のユーザと同じ名前とエンジンIDを持つ新しいユーザを登録し
ようとすると、拒否されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

create snmpUser userName="snmpUserName"

    [engineId=(local | engineId)]

    [authProtocol=(none | sha | sha256 | sha512)

authPassword="authPassword"]

    [privProtocol=(none | aes128) privPassword="privPassword"]
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パラメータ

パラメータ 説明

「ユーザ名」 作成するSNMP USMユーザの名前。SNMP USMユー
ザ名を二重引用符（""）で囲みます。

「engineID」 ユーザの信頼できるSNMPエンジンIDの識別子。この
値は、権限のあるエージェントになるローカルSNMP

エージェントを指定する場合は「local」、リモー
トSNMPエージェントエンジンIDを指定する場合
は16進数の数値文字列です。デフォルト値

は「local`」です。

「authProtocol」 ユーザに使用するHMAC（認証プロトコル）。次のい
ずれかの値を指定できます。

• 'none'- SNMPメッセージの認証なし（デフォルト
）

• sha`SHA-1認証

• 「SHA256」-SHA-256認証を使用します

• 「SHA512`-SHA-512認証」を参照してください

「authPassword」 ユーザの認証に使用するパスワード。認証プロトコ

ルが「sha"」、「[.code]`SHA256 `]」また

は「[.code]`shSHA512」の場合に指定する必要が
あります。

「プライベートプロトコル」 ユーザに使用されるプライバシープロトコル（暗号
化）。次のいずれかの値を指定できます。

• 'none'- SNMPメッセージの暗号化なし（デフォル
ト）

• aes128-aes-18暗号化

「プライベートパスワード」 ユーザのプライバシー/暗号化に使用するパスワー

ド。プライバシープロトコルが「aes128`」の場合
は、このプロトコルを指定する必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.72

SSDキャッシュを作成する

create ssdCacheコマンドは’SSD（ソリッド・ステート・ディスク）を使用してストレ
ージ・アレイのリード・キャッシュを作成します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ハイパフォーマンスのSSDを使用して読み取りデータをキャッシュすると、アプリケーションのI/Oパフォー
マンスと応答時間が向上し、特に高IOPのワークロードで、異なるワークロード間のパフォーマンスが継続的
に向上します。SSDキャッシュにより、高価な高速SSDを最大限に活用できます。SSDキャッシュは、コン
トローラDRAM内のプライマリキャッシュに加えて使用されます。コントローラキャッシュでは、データはホ
スト読み取り後にDRAMに格納されます。SSDキャッシュでは、データはユーザ指定のベースボリュームから
コピーされ、SSDにキャッシュされます。

構文

create ssdCache userLabel="ssdCacheName"

drives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn)

[updateExistingVolumes=(TRUE|FALSE)]

[securityType=(none|capable|enabled)]

パラメータ

パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します 新しいSSDキャッシュに付ける名前。SSDキャッシ
ュ名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「ドライブ」 SSDキャッシュの作成に使用するドライブ。大容量
ドライブトレイの場合は、ドライブのトレイIDの
値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値を指定
します。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブ
のトレイIDの値とスロットIDの値を指定します。ト
レイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「1」～「
5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

updateExistingVolumes このオプションパラメータは、ストレージアレイ内
のすべての既存ボリュームに対してSSDキャッシュ
を有効にするかどうかを指定します。既存のすべて
のボリュームに対してSSDキャッシュを有効にする
には、このパラメータを「true」に設定します。あと
で個々のボリュームに対してSSDキャッシュを有効
にする場合は、このパラメータをFALSEに設定しま
す。デフォルト値は「true」です。

「securityType」 このオプションのパラメータは、SSDキャッシュの
作成時にセキュリティレベルを指定します。有効な
設定は次のとおりです。

• 'none'- SSDキャッシュはセキュアではありませ
ん。

• capable - SSDキャッシュにはセキュリティを設
定する機能がありますが、セキュリティは有効に
なっていません。

• [Enabled]：SSDキャッシュでセキュリティがイ
ネーブルになっています。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

1つのストレージアレイに配置できるSSDキャッシュは1つだけです。

ハードディスクドライブを使用して作成されたボリュームのみがSSDキャッシュを使用できます。Snapshot
イメージではSSDキャッシュを有効にすることはできません。
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SSDキャッシュのすべてのSSDがData Assurance（DA）対応であり、DA機能が有効になっている場合、DA
はSSDキャッシュに対して自動的に有効になり、無効にすることはできません。また、DA非対応のSSDをDA
対応のSSDキャッシュに追加することはできません。

最小ファームウェアレベル

7.84

8.20 _M3 - FDEドライブがサポートされるようになりました。「securityType」パラメータが追加されまし
た。

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ストレージアレイのディレクトリサーバを作成する

create storageArray DirectoryServer’コマンドを使用すると、ユーザーの認証および許可
に使用する新しいディレクトリサーバーを追加できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

create storageArray directoryServer

       [domainId="domainId"

       domainNames=("domainName1"..."domainNameN")

       serverUrl="serverUrl"

       [bindAccount="username" bindPassword="password"]

       searchBaseDN="distinguishedName"

       usernameAttribute="attributeName"

       groupAttributes=("attrName1"..."attrNameN")

        [skipConfigurationTest={true | false}]

パラメータ

パラメータ 説明

「domainId」 このドメインの一意のIDを指定できます。指定しな
い場合は、一意のGUIDが生成されます。
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パラメータ 説明

「ドメイン名」 ディレクトリサーバに対して有効なドメイン名を1つ
以上指定できます。複数の名前を入力する場合は、
値をスペースで区切ります。

「serverURL」 LDAPサーバにアクセスするためのURLをldap[s]
：//hostAddress：portの形式で指定できま
す。LDAPSプロトコルが使用されている場合は、証
明書コマンドを使用して、ディレクトリサーバの署
名済み証明書を検証するルート/中間証明書がインポ
ートされていることを確認します。

bindAccount バインドアカウントとして使用するユーザ名または
バインドIDを指定できます。

bindPassword バインドパスワードとして使用するパスワードを指
定できます。

「SearchBaseDN」 グループメンバーシップを判断するためにLDAPユー
ザオブジェクトを検索する検索ベースの識別名を指
定できます。

「ユーザ名属性」 グループメンバーシップを判断するためのユーザオ
ブジェクトの検索に使用する属性を指定できます。
指定した場合’文字列には’ログイン時に使用されるユ
ーザー名に置き換えられる変数'{uid}を含める必要が

あります例:sAMAccountName={uid}`

「groupAttributes」を参照してください グループの識別名の検索に使用するグループ属性を
設定できます。識別名は、ロールマッピングのグル
ープメンバーシップを判断するために使用されま
す。

複数のグループを入力する場合は、値
をスペースで区切ります。

このパラメータを使用すると、既存の
グループが消去されます。

skipConfigurationTest 設定が保存される前に、設定テストをスキップでき
ます。デフォルトは「 false 」です。

例
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SMcli -n Array1 -c "create storageArray directoryServer

domainNames=("company.com") serverUrl="ldap://hqldap.company.com:389"

bindAccount="dummyBindDN" bindPassword="dummyPassword"

searchBaseDN="OU=_Users,DC=hq, DC=company,DC=com"

usernameAttributes="sAMAccountName={uid}" groupAttributes="memberOf";"

SMcli completed successfully.

ストレージアレイのセキュリティキーを作成します

create storageArray securityKey’コマンドは’フルディスク暗号化(FDE)ドライブを持つス
トレージアレイの新しいセキュリティキーを作成または変更します

サポートされているアレイ

外部キー管理が有効になっている場合、このコマンドはE2800、E5700、EF600、およびEF300アレイにのみ
適用されます。内部キー管理が有効になっている場合、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれ
ば、コマンド環境 は個々のストレージアレイを対象とします。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

内部キー管理の場合、このコマンドは、内部キー管理機能を有効にしてセキュリティキーを作成します。キー
を作成したら、「set storageArray securityKey」コマンドを使用してキーを使用可能にします。このコマンド
を使用して、セキュリティキーを変更することもできます。

外部キー管理の場合、このコマンドは、機能を有効にしたときに最初に作成されたキーの代わりに使用するキ
ーを作成します。外部キー管理機能をイネーブルにし、初期セキュリティキーを作成するには、「enable
storageArray externalKeyManagement」コマンドを使用します。このコマンドを使用して、セキュリティキ
ーを変更することもできます。

構文

create storageArray securityKey

[keyIdentifier="keyIdentifierString"]

passPhrase="passPhraseString"

file="fileName"

[commitSecurityKey=(TRUE | FALSE)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「keyIdentifier」-内部キー管理にのみ適用されます セキュリティキーのラッパーである、読み取り可能
な文字列。キー識別子は二重引用符（""）で囲みま
す。

内部セキュリティキーのキー識別子には、あとでキ
ーを特定するのに役立つ文字を入力できます。表記
規則は次のとおりです。

• キー識別子には最大189文字の英数字を入力でき
ます。キー識別子には、次の文字は使用できませ
ん。

◦ スペース

◦ 句読点

◦ 記号

• 内部キーの「keyIdentifier'」パラメータを入力し
ない場合、コントローラは自動的
に「keyIdentifier'」パラメータを生成します。

追加の文字が自動的に生成され、入力したキー識別
子の文字列の末尾に追加されます。「keyIdentifier」
パラメータに文字列を入力しない場合、キー識別子
は自動的に生成される文字のみで構成されます。

外部キー管理の場合、キー識別子は完
全に自動生成されるため、このパラメ
ータは無視されます。ストレージ・ア
レイにユーザー・ラベルがある場合’こ
の自動的に生成される文字列は’sa’の後
にストレージ・アレイのユーザー・ラ
ベル’ストレージ・アレイの識別子’ラン
ダムに生成された文字列で構成されま
すユーザラベル内の英数字以外の文字
はすべて、アンダースコア（「_」）
文字に変換されます。たとえ
ば、abc#8というユーザラベル
は、sa.abc_8`に変換されてから、キー
識別子の残りの部分の先頭に付加され
ます。ユーザラベルのないストレージ
アレイの場合、キー識別子はストレー
ジアレイの識別子とランダムに生成さ
れた文字列で構成されます。
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パラメータ 説明

パスフレーズ セキュリティキーを外部ファイルに格納できるよう
に、セキュリティキーを暗号化する文字列。パスフ
レーズは二重引用符（""）で囲みます。

有効なパスフレーズを作成するための正しい形式に
ついては、このコマンド概要 の「メモ」を参照して
ください。

パスフレーズは次の条件を満たしている必要があり
ます。

• 8~32文字で指定する必要があります。

• 空白を含まない。

• 大文字を1つ以上含む。

• 小文字を1つ以上含む。

• 数字を1つ以上含む。

• 英数字以外の文字（<>@+など）を少なくとも1
文字含める必要があります。

パスフレーズがこれらの条件を満たし
ていない場合は、エラーメッセージが
表示され、コマンドを再試行するよう
に求められます。

'file' セキュリティキーの保存先となるファイルパスとフ
ァイル名。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\drivesecurity.slk"

ファイル名の拡張子は「.slk」でなけれ
ばなりません。

ファイルのパスと名前は二重引用符（""）で囲みま
す。
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パラメータ 説明

commitSecurityKey -内部キー管理にのみ適用されま
す

このパラメータは、すべてのFDEドライブのストレ
ージアレイ、およびコントローラに対してセキュリ
ティキーをコミットします。セキュリティキーがコ
ミットされたあとに、ストレージアレイ内のセキュ
リティが有効なドライブ上のデータにアクセスする
には、キーが必要です。データはキーを使用した場
合にのみ読み取りまたは変更できます。また、デー
タを使用不可にするか、ドライブを完全に消去する
場合を除き、セキュアでないモードでドライブを使
用することはできません。

デフォルト値はFALSEです。このパラメータ
がFALSEに設定されている場合は、別の「set
storageArray securityKey」コマンドを送信して、ス
トレージアレイにセキュリティキーをコミットしま
す。

最小ファームウェアレベル

7.40で、内部キー管理が導入されました

8.40で、外部キー管理用に導入されました

ストレージアレイのsyslog設定を作成します

create storageArray syslog’コマンドを使用すると’監査ログを外部syslogサーバにアーカ
イブできますストレージアレイとsyslogサーバの間に接続が確立されると、監査ログは
自動的にsyslogサーバに保存されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

create storageArray syslog serverAddress="<address>" port=<port>

protocol=("udp" | "tcp" | "tls") components=(componentName=("auditLog")

...)
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パラメータ

パラメータ 説明

「serverAddress」と入力します syslog受信側のホスト名またはIPアドレス。

「PORT」 syslog受信側のポート番号。

「プロトコル」 syslogの転送プロトコル。指定できる値はUDP、
TCP、またはTLSです。

「コンポーネント」 syslogサーバに記録されるコンポーネントエントリの
リスト。現時点では、監査ログのみがサポートされ
ています。

「componentName」 コンポーネント名。現時点では「auditLog」のみがサ
ポートされています。

例

SMcli -n Array1 -c "create storageArray syslog

serverAddress=\"192.168.2.1\" port=514 protocol=\"udp\"

components=(componentName=\"auditLog\");"

ID: 331998fe-3154-4489-b773-b0bb60c6b48e

Server Address: 192.168.2.1.com

Port: 514

Protocol: udp

Components

1. Component Name: auditLog

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.42

同期ミラーリングを作成します

create SyncMirror コマンドは’同期リモート・ミラー・ペアのプライマリ・ボリュームと
セカンダリ・ボリュームの両方を作成しますこのコマンドは、書き込みモード（同期書
き込みモードまたは非同期書き込みモード）と同期優先度も設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、一部制限付きで個々のストレージアレイを環境 接続します。E2700またはE5600のアレイに
対して実行する場合は、制限はありません。

225



E2800またはE5700アレイに対して実行する場合は、クライアントタイプを「symbol」に設定
する必要があります。クライアント・タイプがhttpsに設定されている場合’このコマンドは実行
されません

ロール

このコマンドをE2800またはE5700ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

create syncMirror primary="primaryVolumeName"

secondary="secondaryVolumeName"

(remoteStorageArrayName="storageArrayName" |

remoteStorageArrayWwn="wwID")

[remotePassword="password"]

[syncPriority=(highest | high | medium | low | lowest)]

[autoResync=(enabled | disabled)]

[writeOrder=(preserved | notPreserved)]

[writeMode=(synchronous | asynchronous)]

[role=(primary | secondary)]

[force=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「プライマリ」 プライマリボリュームに使用する、ローカルストレ
ージアレイ上の既存のボリュームの名前。プライマ
リボリューム名は二重引用符（""）で囲みます。

' 二次 セカンダリボリュームに使用する、リモートストレ
ージアレイ上の既存のボリュームの名前。セカンダ
リボリューム名は二重引用符（""）で囲みます。

remoteStorageArrayName リモートストレージアレイの名前。リモートストレ
ージアレイ名は二重引用符（""）で囲みます。

remoteStorageArrayWwn` リモートストレージアレイのWorld Wide Identifier
（WWID）。WWIDは二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「remotePassword」 リモートストレージアレイのパスワード。このパラ
メータは、リモートストレージアレイがパスワード
で保護されている場合に使用します。パスワードは
二重引用符（""）で囲みます。

「syncPriority」 ホストI/Oアクティビティに対する完全同期の優先
度。有効な値
は’highest’high’high’medium’low''low’lowest`です

「autoResync」 リモートミラーペアのプライマリボリュームとセカ
ンダリボリュームの間の自動再同期の設定。このパ
ラメータには次の値があります。

• [enabled]--自動再同期がオンになっています何も
しなくても、プライマリボリュームとセカンダリ
ボリュームは再同期されます。

• disabled --自動再同期がオフになっていますプラ
イマリ・ボリュームとセカンダリ・ボリュームを
再同期させるには’resume SyncMirror コマンドを
実行する必要があります

「writeOrder」です プライマリボリュームとセカンダリボリュームの間
のデータ転送の書き込み順序。有効な値
は「preserved」または「notPreserved」です。

「writeMode」です プライマリボリュームからセカンダリボリュームへ
の書き込み方法。有効な値は「synchronous」また
は「asynchronous」です。

「役割」 このパラメータを使用して、非同期ミラーグループ
をプライマリロールに昇格するか、非同期ミラーグ
ループをセカンダリロールに降格します。非同期ミ
ラーグループをプライマリロールとして定義するに
は’このパラメータをprimaryに設定します非同期ミラ
ーグループをセカンダリロールとして定義するには’
このパラメータをsecondaryに設定します

「フォース」 ストレージアレイ間の通信リンクがダウンすると、
強制的にロールが反転されるため、ローカル側で昇
格または降格を行うと、プライマリまたはセカンダ
リが二重で存在する状態になります。ロール反転を
強制的に実行するには’このパラメータをTRUEに設定
しますデフォルト値は’FALSE’です

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
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文字です。

プライマリボリュームとセカンダリボリュームを選択するときは、セカンダリボリュームのサイズをプライマ
リボリューム以上にする必要があります。セカンダリボリュームのRAIDレベルをプライマリボリュームと同
じにする必要はありません。

パスワードは、管理ドメイン内の各ストレージアレイに保存されます。以前にパスワードが設定されていない
場合は、パスワードは必要ありません。パスワードは、最大30文字の英数字を任意に組み合わせて指定でき
ます。（ストレージアレイのパスワードは、「set storageArray」コマンドを使用して定義できます）。

同期優先度によって、ミラー関係のプライマリボリュームとセカンダリボリュームの間のデータの同期に使用
されるシステムリソースの量が定義されます。最高の優先度レベルを選択すると、ほとんどのシステムリソー
スを使用してデータの完全同期が実行されるため、ホストのデータ転送パフォーマンスが低下します。

「writeOrder」パラメータは非同期書き込みモードにのみ適用され、ミラーペアをコンシステンシグループに
組み込みます。「writeOrder」パラメータを「preserved」に設定すると、リモート・ミラー・ペアは、ホス
トからプライマリ・ボリュームへの書き込みと同じ順序で、プライマリ・ボリュームからセカンダリ・ボリュ
ームへデータを送信します。送信リンクに障害が発生した場合、完全な同期が行われるまで、データはバッフ
ァされます。この処理では、バッファされたデータを維持するために追加のシステムオーバーヘッドが必要に
なる可能性があるため、処理が遅くなります「writeOrder」パラメータを「notPreserved」に設定すると、シ
ステムはバッファ内のデータを維持する必要がなくなりますが、セカンダリボリュームのデータがプライマリ
ボリュームと同じになるように、完全な同期を強制的に実行する必要があります。

最小ファームウェアレベル

6.10

ディスクプール内にボリュームを作成します

create volume diskPool’コマンドは’既存のディスク・プール内に新しい標準RAIDボリュ
ームまたはシン・ボリュームを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームグループ内に標準的なRAIDボリュームを作成するためのパラメータには、ディスク
プール内に任意のタイプのボリュームを作成するための互換性がないものがあります。古いス
クリプトを使用してディスクプール内にボリュームを作成する場合は、すべてのパラメータが
ディスクプールに対して有効であることを確認してください。パラメータが無効なため、スク
リプトが正しく実行されず、原因 にエラーが記録されます。

228



標準ボリュームを作成するための構文

create volume diskPool="diskPoolName"

userLabel="volumeName"

capacity=volumeCapacity

[thinProvisioned=(TRUE | FALSE)]

[owner=(a|b)]

[mapping=(none|default)]

[dataAssurance=(none|enabled)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[raidLevel=(1 | 6)]

[blockSize=requestedBlockSizeValue]

シンプロビジョニングボリュームを作成するための構文

create volume diskPool="diskPoolName"

userLabel="volumeName"

capacity=volumeCapacity

[thinProvisioned=(TRUE | FALSE)]

[owner=(a|b)]

[mapping=(none|default)]

[dataAssurance=(none|enabled)]

[(existingRepositoryLabel=existingRepositoryName |

[newRepositoryCapacity=newRepositoryCapacityValue (KB | MB | GB | TB |

Bytes)]

[repositoryMaxCapacity=repositoryMaxCapacityValue(KB|MB|GB|TB|Bytes)]

[warningThresholdPercent=pass:quotes][_warningThresholdPercentValue_]

[repositoryExpansionPolicy=(automatic|manual)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPool」 新しいボリュームを作成するディスクプールの名前
を指定します。ディスクプール名は二重引用符（""）
で囲みます。

「userLabel」のように入力します 新しいボリュームに付ける名前。ボリューム名は二
重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「容量」 作成するボリュームのサイズ。

標準的なRAIDボリュームの場合は、ボリュームに割
り当てられる容量です。

シンボリュームの場合は、シンボリュームによって
公開される仮想容量の値です。

サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます
構文の例を次に示します。

• 「capacity = 500MB」と表示されます

• 'capacity = 2GB

「thinProvised`」 このパラメータを使用すると、新しいボリュームの
シンプロビジョニングが有効になります。シンプロ
ビジョニングを使用するには、このパラメータ
を「true」に設定します。シンプロビジョニングが不
要な場合は、このパラメータをFALSEに設定しま
す。

RAID 1レベルのボリュームにはシンプ
ロビジョニングを使用できません。

「owner」をクリックします ボリュームを所有するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラです所有者を指定しない場合は、コントローラ
ファームウェアによって所有者が決定されます。

「マッピング」 このパラメータを使用すると、ホストにボリューム
をマッピングできます。後でマップする場合は、こ
のパラメータを「none」に設定します。今すぐマッ
ピングする場合は、このパラメータを「default」に
設定します。ボリュームは、ストレージプールにア
クセスできるすべてのホストにマッピングされま
す。

デフォルト値は「 NONE 」です。

'existingRepositoryLabel’です このパラメータは、シンボリュームの既存のリポジ
トリを特定します。リポジトリボリュームには、シ
ンボリュームの物理容量が割り当てられます。この
パラメータは、シンプロビジョニングにのみ適用さ
れます。'existingRepositoryLabel’パラメータを使用
する場合は’newRepositoryCapacity’パラメータを使用
しないでください
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パラメータ 説明

'newRepositoryCapacity' このパラメータは、シンボリュームの新しいリポジ
トリを作成します。リポジトリボリュームには、シ
ンボリュームの物理容量が割り当てられます。この
パラメータは’thinProvised’パラメータの値を’true’に
設定した場合にのみ使用します

サイズは’MB’GB’TB’の単位で定義されます構文の例
を次に示します。

• 「capacity = 500MB」と表示されます

• 'capacity = 2GB

デフォルト値は仮想容量の50%です。

repositoryMaxCapacity このパラメータは、シンボリュームのリポジトリの
最大容量を定義します。このパラメータ
は’thinProvised’パラメータの値を’true’に設定した場
合にのみ使用します

サイズは’MB’GB’TB’の単位で定義されます構文の例
を次に示します。

• 「capacity = 500MB」と表示されます

• 'capacity = 2GB

「warningThresholdPercent」 シンボリュームの容量がこの割合に達すると、シン
ボリュームの上限に近づいているという警告アラー
トが表示されます。整数値を使用します。たとえ
ば、70という値は70%を意味します。

有効な値は1~100です。

このパラメータを100に設定すると、警告アラートは
無効になります。

repositoryExpansionPolicy このパラメータは、拡張ポリシーを「automatic」ま
たは「manual」に設定します。ポリシー
を「automatic」から「manual」に変更すると、最大
容量値（クォータ）はリポジトリボリュームの物理
容量に変わります。

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’
このパラメータをTRUEに設定します
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パラメータ 説明

raidLevel ディスクプール内に作成されるボリュームのRAIDレ
ベルを設定します。RAID1を指定するには'1’に設定し
ますRAID6を指定するには'6’に設定しますRAIDレベ
ルが設定されていない場合は、デフォルトでRAID 6
がディスクプールに使用されます。

「ブロックサイズ」 このパラメータは、作成するボリュームのブロック

サイズを設定します。の値 0 または、設定されてい
ないパラメータはデフォルトのブロックサイズを使
用します。

注：

ボリューム名は一意である必要があります。ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-
）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

シン・ボリュームの場合’capacity’パラメータはボリュームの仮想容量を指定し’repositoryCapacityパラメータ
は’リポジトリ・ボリュームとして作成されるボリュームの容量を指定します新しいボリュームを作成する代
わりに’既存の未使用のリポジトリ・ボリュームを指定するには’existingRepositoryLabelパラメータを使用しま
す

最善の結果を得るためには、シンボリュームの作成時に、リポジトリボリュームがすでに存在しているか、既
存のディスクプールにリポジトリボリュームを作成する必要があります。シンボリュームの作成時に一部のオ
プションパラメータを指定しない場合は、ストレージ管理ソフトウェアによってリポジトリボリュームが作成
されます。最も望ましい候補ボリュームは、すでに存在していて、サイズ要件の範囲内のリポジトリボリュー
ムです。次に望ましい候補ボリュームは、ディスクプールの空きエクステント内に作成される新しいリポジト
リボリュームです。

シンボリュームのリポジトリボリュームは、ボリュームグループには作成できません。

シンプロビジョニングボリュームはEF300またはEF600ではサポートされません。

Data Assurance管理

Data Assurance（DA）機能を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホスト
とドライブの間でデータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。この機能を
有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェック用のコ
ードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコードを使用し
て、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデータはディスクに書き込
まれず、ホストにも返されません。

DA機能を使用する場合は、まず最初にDAがサポートされているドライブのみを含むプールまたはボリューム
グループを作成します。次に、DA対応ボリュームを作成します。最後に、DAに対応したI/Oインターフェイ
スを使用してDA対応ボリュームをホストにマッピングします。DAに対応したI/Oインターフェイスに
は、Fibre Channel、SAS、iSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB）があります。iSCSI over
EthernetやSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。
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すべてのドライブがDA対応の場合は’dataAssuranceパラメータをEnabledに設定し’特定の操作
でDAを使用できますたとえば、DA対応ドライブが含まれるボリュームグループを作成し、そ
のボリュームグループにDA対応のボリュームを作成できます。DA対応ボリュームを使用する
他の処理には、DA機能をサポートするオプションがあります。

「dataAssurance」パラメータが「enabled」に設定されている場合、Data Assurance対応のドライブのみが
ボリューム候補とみなされます。それ以外の場合は、Data Assurance対応ドライブとData Assurance対応で
ないドライブの両方が考慮されます。DA対応ドライブのみが使用可能な場合、新しいボリュームは、有効
なDA対応ドライブを使用して作成されます。

最小ファームウェアレベル

7.83

8.70で、が追加されました raidLevel および _blockSize パラメータ

ボリュームコピーを作成する

create VolumeCopyコマンドは’ボリューム・コピーを作成し’ボリューム・コピー操作を
開始しますこのコマンドは、Snapshotイメージのボリュームコピーペアに対して有効で
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームコピー処理を開始すると、ターゲットボリューム上の既存のデータはすべて上書き
され、ターゲットボリュームがホストに対して読み取り専用になり、ターゲットボリュームに
関連付けられているSnapshotイメージボリュームがある場合はすべて使用が停止されます。以
前にターゲットボリュームをコピーとして使用したことがある場合は、データが不要になって
いること、またはデータをバックアップ済みであることを確認してください。

このコマンドは、次の2つの方法でボリュームコピーを作成します。

• Snapshotイメージを含まないボリュームコピーは、_offline_volume copyとも呼ばれます

• Snapshotイメージを含むボリュームコピー。online_volume copyとも呼ばれます

Snapshotイメージを含まないボリュームコピーを使用する場合は、コピー処理が完了するまで、ソースボリ
ュームへの書き込みはできません。コピー処理の完了前にソースボリュームに書き込みできるようにする場合
は、Snapshotイメージを含むボリュームコピーを使用します。Snapshotイメージを含むボリュームコピー
は、コマンド構文でオプションのパラメータを使用して選択できます。
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Snapshotイメージを含むボリュームコピーの処理が完了すると、Snapshotイメージは削除され、Snapshotボ
リュームが無効になります。

同時に実行できるボリュームコピーの最大数は8個です。一度に8つ以上のボリュームコピーを
作成しようとすると、実行中のボリュームコピーのいずれかが完了してCompleteのステータス
を返すまでの間、コントローラから保留のステータスが返されます。

構文

create volumeCopy source="sourceName"

target="targetName"

[copyPriority=(highest | high | medium | low | lowest)]

[targetReadOnlyEnabled=(TRUE | FALSE)]

[copyType=(offline | online)]

[repositoryPercentOfBase=(20 | 40 | 60 | 120 | default)]

[repositoryGroupPreference=(sameAsSource | otherThanSource | default)]

パラメータ

パラメータ 説明

「source」を参照してください ソースボリュームとして使用する既存のボリューム
の名前。ソースボリューム名は二重引用符（""）で囲
みます。

「target」と入力します ターゲットボリュームとして使用する既存のボリュ
ームの名前。ターゲットボリューム名は二重引用符
（""）で囲みます。

「copyPriority」 ホストのI/Oアクティビティに対するボリュームコピ
ーの優先度。有効な値
は’highest’high’high’medium’low''low’lowest`です

targetReadOnlyEnabled ターゲットボリュームへの書き込みを可能にする
か、ターゲットボリュームからの読み取りのみを可
能にするかを選択する設定。ターゲット・ボリュー
ムに書き込むには’このパラメータをFALSEに設定し
ますターゲット・ボリュームに書き込みできないよ
うにするには’このパラメータをTRUEに設定します
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パラメータ 説明

「copyType」 このパラメータを使用して、Snapshotイメージを含
むボリュームコピーを作成します。Snapshotイメー
ジを含むボリュームコピーを作成すると、ボリュー
ムコピーの作成中もソースボリュームへの書き込み
を続行できます。Snapshotイメージを含むボリュー
ムコピーを作成するには、このパラメータを「
online」に設定します。Snapshotイメージを含まない
ボリュームコピーを作成するには、このパラメータ
を「offline」に設定します。

このパラメータを使用しない場合、ボリュームコピ
ーはSnapshotイメージなしで作成されます。

「repositoryPercentOfBase」です このパラメータは、Snapshotイメージを含むボリュ
ームコピーの作成時に、Snapshotイメージのリポジ
トリボリュームのサイズを決定します。リポジトリ
ボリュームのサイズは、ベースボリュームとも呼ば
れる、ソースボリュームの割合で表されます。この
パラメータの有効な値は'20’40’60’120’default`ですデ
フォルト値は20です。このパラメータを使用しない
場合、ファームウェアは20%という値を使用しま
す。

copyTypeパラメータは’repositoryPercentOfBase’パラ
メータとともに使用する必要があります

repositoryGroupPreferenceの2つのグループがありま
す

このパラメータは、Snapshotイメージのリポジトリ
ボリュームの書き込み先となるボリュームグループ
を決定します。次の選択肢があります。

• sameAsSource --スナップショットイメージボリ
ュームは’スペースが使用可能な場合’ソースボリ
ュームと同じボリュームグループに書き込まれま
す

• otherThanSource'--廃止されたパラメータ。使用
しないでください

• デフォルト—スナップショット・イメージ・リポ
ジトリ・ボリュームは’スペースを持つ任意のボリ
ューム・グループに書き込まれます

最適なパフォーマンスを得るには’sameAsSource’オ
プションを使用します

copyType’パラメータは’repositoryGroupPreference’
パラメータとともに使用する必要があります

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
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文字です。

コピー優先度は、ボリュームコピーペアのソースボリュームとターゲットボリュームの間のデータのコピーに
使用されるシステムリソースの量を定義します。最高の優先度レベルを選択すると、ほとんどのシステムリソ
ースを使用してボリュームのコピーが実行されるため、ホストのデータ転送パフォーマンスが低下します。

ボリュームグループを作成します

create volumegroupコマンドは’未割り当てドライブのセットを入力すると’空き容量のあ
るボリューム・グループまたは1つのボリュームを持つボリューム・グループを作成しま
す

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

create volumeGroup

drives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,slotIDn)

raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)

userLabel="volumeGroupName"

[driveMediaType=(HDD | SSD | unknown | allMedia)]

[driveType=(SAS | NVMe4K)]

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[drawerLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[securityType=(none | capable | enabled )]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[resourceProvisioningCapable=(TRUE | FALSE)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ドライブ」 作成するボリュームグループに割り当てるドライ
ブ。大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのト
レイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの
値を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、
ドライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定し
ます。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値
は「1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

raidLevel ボリュームが含まれているボリュームグループ
のRAIDレベル。有効な値は'0’1' 3’5`または'6`です

「userLabel」のように入力します 新しいボリュームグループに付ける名前。ボリュー
ムグループ名は二重引用符（""）で囲みます。

driveMediaType ボリュームグループに使用するドライブメディアの
タイプ

ストレージアレイ内に複数のタイプのドライブメデ
ィアがある場合は、このパラメータを使用する必要
があります。

有効なドライブメディアは、次のとおりです。

• [HDD]--ドライブトレイにハードドライブがある
場合は’このオプションを使用します

• SSD'--ドライブトレイにソリッドステートドライ
ブがある場合は’このオプションを使用します

• 不明—どのタイプのドライブメディアがドライブ
トレイにあるかわからない場合は’このオプション
を使用します

• [allMedia]--ドライブトレイにあるすべてのタイプ
のドライブメディアを使用する場合に’このオプシ
ョンを使用します
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パラメータ 説明

「ドライブタイプ」 ボリュームグループで使用するドライブのタイプ。
ドライブタイプを混在させることはできません。

ストレージアレイ内に複数のドライブタイプがある
場合は、このパラメータを使用する必要がありま
す。

有効なドライブタイプは、次のとおりです。

• 「SAS」

• 「NVMe4K」

ドライブタイプを指定しない場合、指定したドライ
ブがこのドライブタイプであるかどうかはコードで
検証されません。

「trayLossProtect`」 ボリュームグループを作成するときにトレイ損失の
保護を有効にする設定。トレイ損失の保護を有効に
するには’このパラメータをTRUEに設定しますデフォ
ルト値は’FALSE’です

「drawerLossProtect`」 ボリュームグループを作成するときにドロワー損失
の保護を有効にする設定。ドロワー損失の保護を有
効にするには、このパラメータを「true」に設定しま
す。デフォルト値は’FALSE’です

「securityType」 ボリュームグループおよび関連するすべてのボリュ
ームの作成時にセキュリティレベルを指定する設
定。有効な設定は次のとおりです。

• 'none`--ボリュームグループとボリュームは安全
ではありません。

• capable --ボリュームグループとボリュームには
セキュリティを設定する機能がありますが’セキュ
リティは有効になっていません

• 有効-ボリューム・グループとボリュームでセキ
ュリティが有効になっています

「resourceProvisioningCapability」 リソースプロビジョニング機能が有効かどうかを指
定する設定。リソースプロビジョニングをディセー
ブルにするには、このパラメータをFALSEに設定し
ます。デフォルト値は「true」です。

ドライブとボリュームグループ

ボリュームグループは、ストレージアレイのコントローラによって論理的にグループ化された一連のドライブ
です。ボリュームグループ内のドライブ数は、RAIDレベルとコントローラファームウェアによって制限され
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ます。ボリュームグループを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

• ファームウェアバージョン7.10以降では、あとから使用するために容量をリザーブできるように、空のボ
リュームグループを作成できます。

• 1つのボリュームグループでドライブタイプを混在させることはできません。

• 1つのボリュームグループでHDDドライブとSSDドライブを混在させることはできません。

• ボリュームグループの最大ドライブ数は、次の条件によって異なります。

◦ コントローラのタイプ

◦ RAIDレベル

• RAIDレベルには、0、1、3、5、および6があります。

◦ RAIDレベル3、RAIDレベル5、またはRAIDレベル6のボリュームグループに配置できるドライブは最
大30本です。

◦ RAIDレベル6のボリュームグループには、少なくとも5本のドライブが必要です。

◦ RAIDレベル1のボリュームグループに4本以上のドライブがある場合、ストレージ管理ソフトウェアは
ボリュームグループをRAIDレベル10に自動的に変換します。RAIDレベル1 + RAIDレベル0です。

• トレイ/ドロワー損失の保護を有効にする場合のその他の条件については、次の表を参照してください。

レベル トレイ損失の保護の基準 必要なトレイの最小数

ディスク・プール ディスクプールに同じトレイのド
ライブが3本以上含まれない

6.

「RAID 6」 ボリュームグループに同じトレイ
のドライブが3本以上含まれない

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のトレイに配置され
ている

3.

RAID 1 RAID 1ペアのドライブがそれぞれ
別のトレイに配置されている

2.

RAID 0 トレイ損失の保護は実現できな
い。

該当なし
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レベル ドロワー損失の保護の基準 必要なドロワーの最小数

ディスク・プール プールに5つのドロワーすべてのド
ライブが含まれていて、各ドロワ
ーに同じ数のドライブが配置され
ている。60ドライブのトレイで
は、ディスクプールの構成が15
、20、25、30、35の場合にドロワ
ー損失の保護を実現できます。
40、45、50、55、または60ドライ
ブ。

5.

「RAID 6」 ボリュームグループに同じドロワ
ーのドライブが3本以上含まれな
い。

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のドロワーに配置さ
れている。

3.

RAID 1 ミラーペアのドライブがそれぞれ
別のドロワーに配置されている。

2.

RAID 0 ドロワー損失の保護は実現できな
い。

該当なし

ホットスペア

ボリュームグループでは、データを保護するための重要な戦略は、ストレージアレイ内の使用可能なドライブ
をホットスペアドライブとして割り当てることです。ホットスペアは、データが格納されていないドライブ
で、RAID 1、RAID 3、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループでドライブに障害が発生した場合に、ス
トレージアレイでスタンバイとして機能します。ホットスペアを使用すると、ストレージアレイの冗長性が向
上します。

一般に、ホットスペアドライブには、保護対象のドライブの使用済み容量以上の容量が必要です。ホットスペ
アドライブのメディアタイプ、インターフェイスタイプ、および容量は、保護対象のドライブと同じである必
要があります。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、通常は障害が発生したドライブの代わりにホットスペア
が自動的に使用されます。ドライブ障害の発生時にホットスペアが使用可能であれば、冗長性データパリティ
を使用してホットスペアにデータが再構築されます。データ退避のサポートでは、障害が発生したドライブと
してマークされる前に、データをホットスペアにコピーすることもできます。

障害が発生したドライブを物理的に交換したら、次のいずれかのオプションを使用してデータをリストアでき
ます。

障害が発生したドライブを交換すると、ホットスペアのデータが交換用ドライブにコピーされます。この操作
をコピーバックと呼びます。

ホットスペアドライブをボリュームグループの永続的メンバーとして指定する場合は、コピーバック処理は不
要です。
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ボリュームグループのトレイ損失の保護およびドロワー損失の保護が可能かどうかは、ボリュームグループを
構成するドライブの場所によって異なります。ドライブの障害とホットスペアドライブの場所によっては、ト
レイ損失の保護とドロワー損失の保護が失われる場合があります。トレイ損失の保護とドロワー損失の保護が
影響を受けないようにするには、障害が発生したドライブを交換してコピーバックプロセスを開始する必要が
あります。

ストレージアレイでは、Data Assurance（DA）が有効なボリュームのホットスペア対象範囲としてDA対応ド
ライブが自動的に選択されます。

DAが有効なボリュームのホットスペア対象範囲のストレージアレイにDA対応ドライブがあることを確認して
ください。DA対応ドライブの詳細については、Data Assurance機能を参照してください。

セキュリティ対応（FIPSおよびFDE）ドライブは、セキュリティ対応とセキュリティ非対応の両方のドライ
ブのホットスペアとして使用できます。セキュリティ非対応ドライブは、他のセキュリティ非対応ドライブに
対して、また、ボリュームグループでセキュリティが有効になっていない場合はセキュリティ対応ドライブに
対しても、対応可能です。FIPSボリュームグループは、FIPSドライブのみをホットスペアとして使用できま
す。ただし、FIPSホットスペアは、セキュリティ非対応、セキュリティ対応、およびセキュリティ有効のボ
リュームグループに対して使用できます。

ホットスペアがない場合でも、ストレージアレイの動作中に、障害が発生したドライブを交換できま
す。RAID 1、RAID 3、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループの一部であるドライブは、冗長性データ
パリティを使用して、交換用ドライブにデータを自動的に再構築します。この操作を再構築と呼びます。

セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。ボリュームが属して
いる環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合は、1つのデータ転送
要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（データストライプはセグ
メントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライブ数が掛けられます
）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのアクセスは1回だけとな
ります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

使用上のヒント
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「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」パラメータの値を入力する必要はあ
りません。値を入力しない場合’コントローラ・ファームウェアは’filesystem’をデフォルト値と
して’usageHint’パラメータを使用します「usageHint」パラメータの値と「
cacheReadPrefetch」パラメータの値、または「segmentSize」パラメータの値を入力しても、
原因 にエラーは表示されません。「cacheReadPrefetch」パラメータまたは「segmentSize」
パラメータに入力する値は、「usageHint」パラメータの値よりも優先されます。さまざまな使
用方法のヒントに対するセグメントサイズおよびキャッシュ読み取りプリフェッチの設定を、
次の表に示します。

使用方法のヒント セグメントサイズの設定 動的キャッシュ読み取りプリフェ
ッチの設定

ファイルシステム 128 KB 有効

データベース 128 KB 有効

マルチメディア 256 KB 有効

キャッシュ読み取りプリフェッチ

キャッシュ読み取りプリフェッチを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロック
をドライブから読み取ってキャッシュにコピーすると同時に、追加のデータブロックをキャッシュにコピーで
きます。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み
取りプリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要で
す。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。デフォルトは「
true」です。

セキュリティタイプ

ストレージ・アレイのセキュリティ設定を指定するには’securityType’パラメータを使用します

'securityType’パラメータを’enabled’に設定する前に’ストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成する必
要がありますストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成するには’create storageArray securityKey’コマ
ンドを使用します次のコマンドがセキュリティキーに関連しています。

• 「create storageArray securityKey」のように指定します

• 「export storageArray securityKey」のように指定します

• 「import storageArray securityKey」のように入力します

• 「set storageArray securityKey」のように指定します

• [Enable volumeGroup [volumeGroupName] security]を有効にします

• 「enable diskPool [diskPoolName]のセキュリティ」を参照してください

セキュアドライブ

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブ
があります。secureDrivesパラメータを使用して、使用するセキュアドライブのタイプを指定します。使用で
きる値は’FIPs’とFDEです

242



Data Assurance管理

Data Assurance（DA）機能を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホスト
とドライブの間でデータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。この機能を
有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェック用のコ
ードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコードを使用し
て、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデータはディスクに書き込
まれず、ホストにも返されません。

DA機能を使用する場合は、まず最初にDAがサポートされているドライブのみを含むプールまたはボリューム
グループを作成します。次に、DA対応ボリュームを作成します。最後に、DAに対応したI/Oインターフェイ
スを使用してDA対応ボリュームをホストにマッピングします。DAに対応したI/Oインターフェイスに
は、Fibre Channel、SAS、iSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB）があります。iSCSI over
EthernetやSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

すべてのドライブがDA対応の場合は’dataAssuranceパラメータをEnabledに設定し’特定の操作
でDAを使用できますたとえば、DA対応ドライブが含まれるボリュームグループを作成し、そ
のボリュームグループにDA対応のボリュームを作成できます。DA対応ボリュームを使用する
他の処理には、DA機能をサポートするオプションがあります。

「dataAssurance」パラメータが「enabled」に設定されている場合、Data Assurance対応のドライブのみが
ボリューム候補とみなされます。それ以外の場合は、Data Assurance対応ドライブとData Assurance対応で
ないドライブの両方が考慮されます。DA対応ドライブのみが使用可能な場合、新しいボリュームグループ
は、有効なDA対応ドライブを使用して作成されます。

最小ファームウェアレベル

7.10

7.50で、「securityType」パラメータが追加されました。

7.60で’drawerID’ユーザー入力’driveMediaType’パラメータ’およびdrawerLossProtect’パラメータが追加されま
した

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.63で’resourceProvisioningCapableパラメータが追加されました

D

同期ミラーリングを非アクティブ化する

deactivate storageArray feature’コマンドは’同期ミラーリング機能を非アクティブ化し’ミ
ラー・リポジトリ・ボリュームを逆アセンブルし’セカンダリ・ボリュームのコントロー
ラ所有者を解放します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。
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ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage AdminまたはSupport
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

セカンダリボリューム専用のコントローラホストポートをホストのデータ転送に使用できます。

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

deactivate storageArray feature=syncMirror

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

非同期ミラーリングを非アクティブ化する

「これには、ストレージの非アクティブ化機能」を使用します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

非同期ミラーリング機能を非アクティブ化する前に、既存のすべての非同期ミラーグループまたは非同期ミラ
ーペアを、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイから削除する必要があります。

構文

deactivate storageArray feature=asyncRemoteMirror
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パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

7.84

非同期ミラーグループを削除します

DELETE asyncMirrorGroupコマンドは’ローカルストレージアレイとリモートストレージ
アレイから1つ以上の非同期ミラーグループを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

非同期ミラーグループを削除するには、事前に空にしておく必要があります。このコマンドを使用する前に、
非同期ミラーグループから非同期ミラーペアをすべて削除する必要があります。

構文

delete (allAsyncMirrorGroups | asyncMirrorGroup["asyncMirrorGroupName" |

asyncMirrorGroups ["asyncMirrorGroupName_1" ... "asyncMirrorGroupName_n"])

パラメータ

パラメータ 説明

「allAsyncMirrorGroups」を参照してください このパラメータは、ローカルストレージアレイとリ
モートストレージアレイからすべての非同期ミラー
グループを削除する場合に使用します。

「asyncMirrorGroup」 削除する非同期ミラーグループの名前。非同期ミラ
ーグループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

「asyncMirrorGroups」を参照してください 削除する複数の非同期ミラーグループの名前。以下
のルールを使用して、非同期ミラーグループの名前
を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

監査ログレコードを削除します

delete auditLogコマンドは’監査ログ内のレコードの一部またはすべてを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

delete auditLog (all | (endRecord=timestamp | endDate=date) |

 (retentionCount=integer))

パラメータ

パラメータ 説明

「すべて」 すべての監査ログレコードを削除できます。

「endRecord」 最も古いレコードから始めて、最後に削除するレコ
ードを指定できます。この値は、最後の監査ログレ
コードのタイムスタンプを表す整数値です。

246



パラメータ 説明

「endDate」 最も古いレコードから始めて、削除する終了日を指
定できます。日付の入力形式は、クライアントタイ
ムゾーンでMM：DD：YYです。

指定した日付を含む監査ログレコード
が削除されます。

「retentionCount」 最新の監査ログレコードを保持する数を指定できま
す。

例

SMcli -n Array1 -c "delete auditLog all;"

SMcli -n Array1 -c "delete auditLog endRecord=1493070393313;"

SMcli -n Array1 -c "delete auditLog endDate=04:30:17;"

SMcli -n Array1 -c "delete auditLog retentionCount=1000;"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

証明書を削除します

Delete certificatesコマンドを使用すると、CLIパッケージの信頼ストアから証明書を削除
できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、EF600およびEF300ストレージアレイを環境 します。

構文

delete localCertificate all | alias alias

パラメータ
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パラメータ 説明

「alias」 ユーザ定義のエイリアスを使用して証明書を指定で
きます。

最小ファームウェアレベル

8.60

整合性グループのSnapshotイメージの削除

DELETE cgSnapImage consistencyGroupコマンドは、整合性グループのSnapshotイメ
ージを削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

delete cgSnapImage consistencyGroup="consistencyGroupName"

[deleteCount=numberOfSnapImages

[retainCount=numberOfSnapImages

[ignoreSnapVolume=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「consistencyGroup」 Snapshotイメージの削除元の整合性グループの名
前。整合性グループ名は二重引用符（""）で囲みま
す。

「deleteCount」を指定します 整合性グループから削除するSnapshotイメージの
数。整数値を使用します。

このパラメータは、最も古いSnapshotイメージから
順に、指定した数に達するまでSnapshotイメージを
削除します。
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パラメータ 説明

「RETAINCOUNT」 整合性グループに保持するSnapshotイメージの数。
整数値を使用します。

このパラメータは、最新のSnapshotイメージを整合
性グループ内に保持します。

「ignoreSnapVolume」を参照してください 関連付けられている整合性グループのSnapshotボリ
ュームを保持するか削除するかを指定します。この
パラメータは、整合性グループのSnapshotイメージ
が整合性グループのSnapshotボリュームに関連付け
られている場合にのみ適用されます。スナップショ
ット・ボリュームを保持するには’このパラメータ
をTRUEに設定しますスナップショット・ボリューム
を削除するには’このパラメータをFALSEに設定しま
すデフォルト値は’FALSE’です

注：

整合性グループのすべての関連するメンバーボリュームについてSnapshotイメージを削除できない場合は、
処理が失敗し、Snapshotイメージはどれも削除されません。

整合性グループのSnapshotボリュームに関連付けられている整合性グループのSnapshotイメージを削除する
と、整合性グループのSnapshotボリューム内の対応するSnapshotボリュームメンバーが停止の状態に移行し
ます。停止状態のSnapshotボリュームメンバーと、削除されたSnapshotイメージのSnapshotグループの関係
は削除されました。ただし、停止状態のSnapshotボリュームメンバーと、対応する整合性グループ
のSnapshotボリュームとの関係は保持されます。

最小ファームウェアレベル

7.83

整合グループを削除します

「delete consistencyGroup」コマンドは、Snapshot整合性グループを削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、次の2つの方法で機能します。
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• 整合性グループと、整合性グループに含まれているリポジトリボリュームの両方を削除できます。

• 整合性グループのみを削除し、整合性グループに含まれているリポジトリボリュームはそのまま残すこと
ができます。

構文

delete consistencyGroup ["consistencyGroupName"]

[deleteRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「consistencyGroup」 削除するSnapshot整合性グループの名前。Snapshot
整合性グループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上で
角かっこ（[]）で囲みます。

deleteRepositoryMembersを指定します リポジトリボリュームを削除するか保持するかの設
定。リポジトリ・ボリュームを削除するには’このパ
ラメータをTRUEに設定しますリポジトリボリューム
を保持するには’このパラメータをFALSEに設定しま
すデフォルト設定は’FALSE’です

最小ファームウェアレベル

7.83

インストールされているルート/中間CA証明書を削除します

delete controller cAcertifate’コマンドは’インストールされているルート/中間CA証明書を
指定されたコントローラから削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

delete controller [(a|b)] caCertificate aliases=("alias1" ... "aliasN")
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パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します 署名済み証明書を削除するコントローラを指定でき
ます。有効なコントローラ識別子は、aまたはbで、a
はスロットAのコントローラ、bはスロットBのコント
ローラですコントローラの識別子は角かっこ（[]）で
囲みます。

「別名」 削除する1つ以上のCA証明書をエイリアス名を使用し
て指定するか、またはすべての証明書を指定できま
す。エイリアスは、証明書を削除するコントローラ
から指定する必要があります。すべてのエイリアス
をかっこで囲みます。複数のエイリアスを入力する
場合は、エイリアスをスペースで区切ります。

例

SMcli -n Array1 -c "delete controller[a] caCertificate aliases=("myAlias"

"anotherAlias");"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ディスクプールを削除します

delete diskPoolコマンドは’ディスク・プールを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイ構成への損傷の可能性--このコマンドを実行するとすぐに、ディスクプール
内のすべてのデータが失われます。

使用しているストレージ管理ソフトウェアのバージョンに応じて、このコマンドはディスクプール内のすべて
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のボリュームも削除します。ボリュームの自動削除をサポートしていないバージョンのストレージ管理ソフト
ウェアを使用している場合は、ディスクプールとボリュームを強制的に削除できます。

構文

delete diskPool [diskPoolName]

[force=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPoolName」 削除するディスクプールの名前。ディスクプール名
は角かっこ（[]）で囲みます。ディスクプール名が特
殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成され
る場合は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこで囲む必要があります。

「フォース」 ストレージ管理ソフトウェアがディスクプール内の
ボリュームの自動削除をサポートしていない場合
は、このパラメータによってボリュームを強制的に
削除します。ディスク・プールとそれに含まれるボ
リュームを強制的に削除するには’このパラメータ
をTRUEに設定しますデフォルトは「FALSE」です。

注：

ディスクプール名は一意である必要があります。ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフ
ン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

Eメールアラートの受信者を削除

「delete emailAlert」コマンドは、電子メールアラート設定から受信者の電子メールアド
レスを削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。
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構文

delete emailAlert

       (allEmailRecipients |

        emailRecipients [emailAddress1 ... emailAddressN])

パラメータ

パラメータ 説明

「allEmailRecipients」を参照してください すべてのEメール受信者を削除できます。

「Eメール受信者」 受信者アドレスを削除できます。Eメールアドレスは
角かっこ（[]）で囲みます。

例

SMcli -n Array1 -c "delete emailAlert allEmailRecipients;"

SMcli -n Array1 -c "delete emailAlert emailRecipients

["person1@email.domain.com" "person3@email.domain.com"];"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ホストを削除します

delete hostコマンドは'1つまたは複数のホストを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文
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delete host [hostName]

パラメータ

パラメータ 説明

ホスト 削除するホストの名前。ホスト名は角かっこ（[]）で
囲みます。ホスト名に特殊文字が含まれている場合
は、ホスト名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こで囲む必要があります。

注：

ホストとは、ストレージアレイに接続されていて、ホスト上のホストポート経由でストレージアレイ上のボリ
ュームにアクセスするコンピュータのことです。

最小ファームウェアレベル

5.20

ホストグループを削除します

delete hostGroupコマンドは’ホスト・グループを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイ構成への損傷の可能性-このコマンドは、ホストグループ内のすべてのホスト
定義を削除します。

構文

delete hostGroup [hostGroupName]

パラメータ
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パラメータ 説明

「hostGroup」と入力します 削除するホストグループの名前。ホストグループ名
は角かっこ（[]）で囲みます。ホストグループ名が特
殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成され
る場合は、ホストグループ名を二重引用符（""）で囲
んだ上で角かっこで囲む必要があります。

注：

ホストグループはオプションのトポロジ要素であり、同じボリュームへのアクセスを共有する一連のホストで
す。ホストグループは論理エンティティです。

最小ファームウェアレベル

5.20

ホストポートを削除します

delete HostPortコマンドは’ホスト・ポートの識別情報を削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

IDは、コントローラへの物理ホストポートを表すソフトウェア値です。識別情報を削除すると、コントローラ
では、ホストポートからの指示やデータが認識されなくなります。

iSCSI環境では、ホストポートがイニシエータとみなされるため、このコマンドは機能しませ
ん。代わりに’delete iscsiInitiatorコマンドを使用しますを参照してください iSCSIイニシエータ
の削除。

構文

delete hostPort [hostPortName]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ホストポート」 削除するホストポートの名前。ホストポートの名前
は角かっこ（[]）で囲みます。ホストポート名が特殊
文字を含んでいる場合または数字のみで構成される
場合は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲
む必要があります。

注：

ホストポートは、ホストコンピュータ内にあるホストアダプタ上の物理接続です。ホストポートは、ストレー
ジアレイ内のボリュームへのホストアクセスを提供します。

最小ファームウェアレベル

5.20

イニシエータの削除

delete initiatorコマンドは’イニシエータ・オブジェクトを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、廃止されたを置き換えます iSCSIイニシエータの削除 コマンドを実行します

このコマンドは、iSCSI、iSER、NVMe over RoCE、NVMe over InfiniBand、NVMe over Fibre
Channelに対してのみ使用できます。

構文

delete initiator (["initiatorName"] | <"initiatorQualifiedName">)

パラメータ
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パラメータ 説明

イニシエータ 削除するイニシエータIDを指定できます。名前は二
重引用符("`")で囲みますさらに、値がユーザラベルで
ある場合は名前を角かっこ（[]）で、値が修飾名（iqn
やnqnなど）である場合は名前を山かっこ（<>）で囲
む必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.41

iSCSIイニシエータの削除

delete iscsiInitiatorコマンドは’特定のiSCSIイニシエータ・オブジェクトを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました イニシエータの削除 コマンドを実行します

構文

delete iscsiInitiator (<"iscsiID"> | ["name"])

パラメータ

パラメータ 説明

「iscsiInitiator」と入力します 削除するiSCSIイニシエータの識別子。iSCSIイニシ
エータの識別子には、iSCSI IDまたは一意の名前を使
用できます。

iSCSI IDは、二重引用符（""）で囲んだ上で山かっこ
（<>）で囲みます。

名前は二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）
で囲みます。
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最小ファームウェアレベル

7.10

8.41で、このコマンドは廃止されました。

整合性グループのSnapshotボリュームを削除します

「delete sgSnapVolume」コマンドは、整合グループのSnapshotボリュームを削除しま
す。必要に応じて、リポジトリメンバーを削除することもできます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

delete cgSnapVolume ["snapVolumeName"]

[deleteRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

cgSnapVolume 削除する整合性グループのSnapshotボリュームの名
前。整合性グループのSnapshotボリュームの名前
は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で
囲みます。

deleteRepositoryMembersを指定します メンバーボリュームを保存または削除するパラメー
タ。メンバーボリュームを保存するには、このパラ
メータを「true」に設定します。メンバーボリューム
を削除する場合は、このパラメータを「FALSE」に
設定します。デフォルト値は「true」です。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotグループを削除します

delete snapGroupコマンドは’スナップショット・グループ全体と’オプションで関連する
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リポジトリ・ボリュームを示します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイ構成への損傷の可能性--このコマンドを実行するとすぐに’スナップショット
グループ内のすべてのデータが失われます

構文

delete snapGroup ["snapGroupName"]

[deleteRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 削除するSnapshotグループの名前。Snapshotグルー
プ名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]
）で囲みます。

deleteRepositoryMembersを指定します リポジトリボリュームを削除または保存するパラメ
ータ。リポジトリ・ボリュームを削除するには’この
パラメータをTRUEに設定しますリポジトリボリュー
ムを保存するには’このパラメータをFALSEに設定し
ますデフォルト値は’FALSE’です

注：

ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使
用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

Snapshotグループは、空の場合、またはSnapshotイメージが含まれている場合に削除できます。Snapshotグ
ループ内のすべてのSnapshotイメージが、Snapshotグループと一緒に削除されます。Snapshotグループ内の
既存のSnapshotイメージに関連付けられているSnapshotボリュームがある場合は、各Snapshotボリュームが
停止され、Snapshotイメージとの関連付けが解除されます。Snapshotグループを削除すると、関連付けられ
ているリポジトリボリュームも削除されます。デフォルトでは、リポジトリボリューム内のすべてのメンバー
ボリュームが、未使用でマッピングされていない標準ボリュームとして保持されます。メンバー・ボリューム
を削除するには’deleteRepositoryMembers’パラメータをTRUEに設定するか’このパラメータを使用しないでく
ださいメンバー・ボリュームを保持するには’deleteRepositoryMembers’パラメータを’FALSE’に設定します
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最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotイメージを削除します

「delete snapImage」コマンドは、1つ以上のSnapshotイメージをSnapshotグループか
ら削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

delete snapImage (snapGroup="snapGroupName" |

snapGroups=("snapGroupName1"

... "snapGroupNamen"))

[deleteCount=numberOfSnapImages]

[retainCount=numberOfSnapImages]

[ignoreSnapVolume=(TRUE | FALSE)]

[snapImageID=OLDEST]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 削除するSnapshotイメージを含むSnapshotグループ
の名前。Snapshotグループの名前は二重引用符（""）
で囲みます。

「snapGroups」を参照してください 削除するSnapshotイメージを含む複数のSnapshotグ
ループの名前。以下のルールを使用して、Snapshot
グループの名前を入力します。

• すべての名前をかっこで囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。
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パラメータ 説明

「deleteCount」を指定します Snapshotグループから削除するSnapshotイメージの
数。整数値を使用します。

このパラメータは、最も古いSnapshotイメージから
順に、指定した数に達するまでSnapshotイメージを
削除します。

Snapshotグループ内のすべてのSnapshotイメージの
実際の数より大きい数字を入力すると、すべて
のSnapshotイメージが削除されます。Snapshotグル
ープは空のままです。

「RETAINCOUNT」 Snapshotグループに保持するSnapshotイメージの
数。整数値を使用します。

このパラメータは、最新のSnapshotイメージ
をSnapshotグループ内に保持し、古いSnapshotイメ
ージを削除します。

Snapshotグループ内の既存のSnapshotイメージの数
が、入力した数より少ない場合は、Snapshotイメー
ジは削除されません。

「ignoreSnapVolume」を参照してください Snapshotボリュームに関連付けられているSnapshot
イメージを削除しない場合は、このパラメータを使
用します。次のいずれかの値を使用できます。

• `true'- Snapshotイメージに関連付けられ
たSnapshotボリュームがある場合でも’この値を
使用してSnapshotイメージを削除します

• FALSE - Snapshotボリュームが関連付けられてい
るときにSnapshotイメージを保持する場合に使用
します。

デフォルト値は「true」です。

「snapImageID」 「snapImageID」パラメータは、「oldest」オプショ
ンのみを受け入れます。このパラメータは、最も古
いSnapshotイメージを削除します。

注：

Snapshotグループのリポジトリボリュームから、最も古いSnapshotイメージを削除できます。削除す
るSnapshotイメージの定義がシステムから削除されます。Snapshotグループのリポジトリボリュームから削
除するSnapshotイメージによって占有されていたスペースは解放され、Snapshotグループ内で再利用可能に
なります。

SnapGroup’パラメータまたはsnapGroupsパラメータとともにその他のパラメータを使用しない場合’デフォル
トでは’最も古いスナップショット・イメージが削除されます
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Snapshotイメージが削除されると、そのSnapshotイメージ用に存在するSnapshotボリュームは停止状態に移
行します。

このコマンドは、コントローラがロックダウンモードのときは実行されません。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームを削除します

delete snapVolumeコマンドは’スナップショット・ボリュームを削除し’オプションで’関
連づけられているスナップショット・リポジトリ・メンバーを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

オンラインボリュームコピーに関与するSnapshotイメージには、このコマンドは使用できませ
ん。

構文

delete snapVolume ["snapVolumeName"]

[deleteRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapVolume」 削除するSnapshotボリュームの名前。Snapshotボリ
ューム名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ
（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

deleteRepositoryMembersを指定します リポジトリメンバーを保存または削除するパラメー
タ。リポジトリメンバーを保存するには’このパラメ
ータをFALSEに設定しますリポジトリメンバーを削
除するには’このパラメータをTRUEに設定しますデフ
ォルト値は「true」です。このパラメータを使用しな
い場合、リポジトリメンバーは自動的に削除されま
す。

最小ファームウェアレベル

7.83

SNMPコミュニティの登録を解除します

「delete snmpcommunity」コマンドは、「create snmpcommunity」コマンドを使用して
以前に作成および登録した既存の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）コミュニ
ティを削除します。SNMPコミュニティを削除すると、コミュニティの登録が解除され
ます。そのコミュニティに関連付けられているトラップの送信先も削除されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

delete snmpCommunity communityName="snmpCommunityName"

パラメータ

パラメータ 説明

「CommunityName」の略 削除するSNMPコミュニティの名前。SNMPコミュニ
ティ名は二重引用符（""）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

8.30
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SNMPトラップの送信先の登録を解除します

「delete snmpTrapDestination」コマンドは、「create snmpTrapDestination」コマンド
を使用して以前に作成および登録した、既存の簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）トラップの送信先を削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

delete snmpTrapDestination trapReceiverIP=ipAddress

パラメータ

パラメータ 説明

「trapReceverIP」と入力します トラップメッセージの送信を停止するSNMPマネージ
ャのIPアドレス。

最小ファームウェアレベル

8.30

SNMPv3 USMユーザの登録を解除します

「delete snmpUser username」コマンドを使用すると、以前に「create snmpUser」
コマンドを使用して作成および登録した、既存の簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）USMユーザが削除されます。SNMPユーザを削除すると、そのユーザの登録
が解除されます。そのユーザに関連付けられているトラップの送信先も削除されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。
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構文

delete snmpUser userName="snmpUserName" [engineId=(local | engineId)]

パラメータ

パラメータ 説明

「ユーザ名」 削除するSNMP USMユーザの名前。SNMP USMユー
ザ名を二重引用符（""）で囲みます。

「engineID」 更新するSNMP USMユーザのエンジンID。同じユー
ザ名を使用するUSMユーザが複数ある場合は、エン
ジンIDが必要です。ローカルSNMPエージェントを指

定するには、「local」を使用します。ローカ
ルSNMPエージェントは、権限のあるエージェントで
あるか、リモートSNMPエージェントエンジンIDを指
定するための16進数値文字列です。

最小ファームウェアレベル

8.72

SSDキャッシュを削除する

delete ssdCacheコマンドは、SSDキャッシュを削除します。SSDキャッシュ内のすべて
のデータがパージされます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

構文

delete ssdCache [ssdCacheName]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ssdCache」 削除するSSDキャッシュの名前。SSDキャッシュ名
は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ名が特
殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成され
る場合は、SSDキャッシュ名を二重引用符（""）で囲
んだ上で角かっこで囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ストレージアレイのディレクトリサーバを削除する

delete storageArray directoryServersコマンドを使用すると、1つ以上のディレクトリサ
ーバを削除できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

delete storageArray (allDirectoryServers |

 directoryServers ["domainId1" ... "domainIdN")

パラメータ

パラメータ 説明

「allDirectoryServers」を参照してください すべてのディレクトリサーバを削除できます。

「directoryServers」 削除するディレクトリサーバを、それぞれドメイ
ンIDで識別して、指定できます。

IDは角かっこ（[]）で囲みます。複数
指定する場合は、それぞれスペースで
区切ります。
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例

SMcli -n Array1 -c "delete storageArray directoryServers ["domain1"

"domain3"];"

SMcli -n Array1 -c "delete storageArray allDirectoryServers;"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40で、コマンドが追加されました。

インストールされている外部キー管理証明書を削除します

delete storageArray keyManagementCertificateコマンドは、インストールされている外
部キー管理証明書をストレージアレイから削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文

delete storageArray keyManagementCertificate

certificateType=certificate_type

パラメータ

パラメータ 説明

「certificateType」 削除する証明書のタイプを指定できます。有効な選
択肢は「client」または「server」です。
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例

 SMcli -n Array1 -c "delete storageArray keyManagementCertificate

certificateType="client";"

   SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイのログインバナーを削除します

delete storageArray loginBanner’コマンドを使用すると’以前にアップロードおよび保存
されたログインバナーテキストファイルを削除できます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

delete storageArray loginBanner

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.41

ストレージアレイのsyslog設定を削除します

DELETE storageArray syslog’コマンドを使用すると、監査ログの保存に使用する指定さ
れたsyslog設定を削除できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

delete storageArray syslog (allServers | id="<id>")

パラメータ

パラメータ 説明

「allServers」を参照してください すべてのsyslog設定を削除します。

「 id` 」 削除するsyslogサーバのID。このIDは、「show
storageArray syslog」コマンドを使用して取得できま
す。

最小ファームウェアレベル

8.42

インストールされている信頼されたCA証明書を

delete storageArray trustedCertificate’コマンドは’指定されたユーザーがインストールし
たCA証明書をアレイのWebサーバから削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

delete storageArray trustedCertificate [(allUserInstalled |

aliases=("alias1" ... "aliasN"))]

パラメータ
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パラメータ 説明

「allUserInstalled」 ユーザがインストールした証明書をすべて削除する
ように指定できます。

「別名」 削除する1つ以上のCA証明書をエイリアス名を使用し
て指定するか、またはすべての証明書を指定できま
す。エイリアスは任意のコントローラから指定でき
ます。すべてのエイリアスをかっこで囲みます。複
数のエイリアスを入力する場合は、エイリアスをス
ペースで区切ります。

例

SMcli -n Array1 -c "delete storageArray trustedCertificate

allUserInstalled;"

SMcli -n Array1 -c "delete storageArray trustedCertificate

   aliases=("19527b38-8d26-44e5-8c7f-5bf2ca9db7cf" "04bf744c-413a-49f1-

9666-88d74189591d");"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

syslogサーバを削除します

delete syslogコマンドは、1つ以上のサーバをsyslog設定から削除して、アラートを受信
しないようにします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

delete syslog (allServers | serverAddresses [serverAddress1 ...

serverAddressN])
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パラメータ

パラメータ 説明

「allServers」を参照してください すべてのsyslogサーバを削除できます。

「serverAddresses」と入力します syslogサーバを削除できます。サーバは角かっこ（[]
）で囲みます。

例

SMcli -n Array1 -c "delete syslog allServers;

SMcli -n Array1 -c "delete syslog serverAddresses

["serverName1.company.com"]";

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ディスクプールからボリュームを削除します

delete volumeコマンドは’ディスク・プールから通常のボリュームまたはシン・ボリュー
ムを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用して、ボリュームに関連するスケジュールを削除することもできます。スケジュールを削
除しても、ボリュームは削除されません。

ストレージアレイの設定に損傷の可能性--このコマンドを実行するとすぐに、ボリューム内のすべてのデ
ータが失われます。
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構文

delete (allVolumes |

volume [volumeName] |

volumes ["volumeName1" ... "volumeNameN"]

[force=(TRUE | FALSE)]

[schedule]

[retainRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「allVolumes」 このパラメータは、ディスクプール上のすべてのボ
リュームを削除します。

「 volume 」 削除する特定のボリュームの名前。ボリューム名は
角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名が特殊文字
を含んでいる場合または数字のみで構成される場合
は、ボリューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角
かっこで囲む必要があります。

「ボリューム」 削除する複数のボリュームの名前。以下のルールを
使用して、ボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「フォース」 このパラメータを使用すると、コントローラで他の
処理が実行されている場合でも、ボリュームの強制
削除がすぐに実行されます。ボリュームの削除をす
ぐに強制的に実行するには、このパラメータを「
true」に設定します。コントローラが他の操作を完了
するまで待機するには、このパラメータを使用しな
いか、このパラメータをFALSEに設定します。

「スケジュール」 このパラメータは、特定のディスクプールボリュー
ムに関連するスケジュールを削除します。スケジュ
ールのみが削除され、ディスクプールボリュームは
残ります。

retainRepositoryMembers シンボリュームを削除すると、関連付けられている
リポジトリボリュームもデフォルトで削除されま
す。ただし’retainRepositoryMembersがtrueに設定さ
れている場合’リポジトリ・ボリュームは保持されま
す通常のボリュームの場合、このパラメータは効果
がありません。
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注：

allVolumesパラメータを使用する場合’このコマンドは’すべてのボリュームが削除されるまで’またはエラーが
発生するまで’ボリュームを削除しますエラーが発生した場合、このコマンドは残りのボリュームを削除しま
せん。異なるボリュームグループからボリュームを削除できます。「removeVolumeGroup」パラメータ
を「true」に設定すると、空になったボリュームグループはすべて削除されます。

最小ファームウェアレベル

7.83

ボリュームを削除します

delete volumeコマンドは'1つまたは複数の標準ボリュームを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイの設定に損傷の可能性--このコマンドを実行するとすぐに、ボリューム内の
すべてのデータが失われます。

ボリュームのサイズが一定（現在は128TB）を超えた場合、削除はバックグラウンドで実行さ
れており、解放されたスペースをすぐに使用できるとは限りません。

構文

delete (allVolumes) |

volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN]

[removeVolumeGroup=(TRUE | FALSE)]

[force=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「allVolumes」 このパラメータは、ストレージアレイ内のすべての
ボリュームを削除します。
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パラメータ 説明

「 volume 」 削除するボリュームの名前。ボリューム名は角かっ
こ（[]）で囲みます。ボリューム名が特殊文字を含ん
でいる場合または数字のみで構成される場合は、ボ
リューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ
で囲む必要があります。

「ボリューム」 削除する複数のボリュームの名前。以下のルールを
使用して、ボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成されている場合は、次のルールに従っ
て名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

'removeVolumeGroup' ボリュームグループ内の最後のボリュームを削除し
ても、ボリュームグループは削除されません。スタ
ンドアロンのボリュームグループ（ボリュームが含
まれていないもの）を使用することもできます。ス
タンドアロン・ボリューム・グループを削除するに
は’このパラメータをTRUEに設定しますスタンドアロ
ン・ボリューム・グループを変更しない場合は’この
パラメータをFALSEに設定します

「フォース」 このパラメータを使用すると、コントローラで他の
処理が実行されている場合でも、ボリュームの強制
削除がすぐに実行されます。ボリュームの削除をす
ぐに強制的に実行するには、このパラメータを「
true」に設定します。コントローラが他の操作を完了
するまで待機するには、このパラメータを使用しな
いか、このパラメータをFALSEに設定します。

注：

allVolumesパラメータを使用する場合’このコマンドは’すべてのボリュームが削除されるまで’またはエラーが
発生するまで’ボリュームを削除しますエラーが発生した場合、このコマンドは残りのボリュームを削除しま
せん。異なるボリュームグループからボリュームを削除できます。「removeVolumeGroup」パラメータ
を「true」に設定すると、空になったボリュームグループはすべて削除されます。

ボリューム・グループ全体を削除する場合は’delete volumegroupコマンドも使用できます
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最小ファームウェアレベル

6.10

7.10で、「removeVolumeGroup」パラメータが追加されました。

ボリュームグループを削除します

delete volumegroupコマンドは’ボリューム・グループ全体とその関連ボリュームを削除
します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイの設定に損傷の可能性--このコマンドを実行するとすぐに、ボリュームグル
ープ内のすべてのデータが失われます。

構文

delete volumeGroup [volumeGroupName]

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します 削除するボリュームグループの名前。ボリュームグ
ループ名は角かっこ（[]）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

6.10

非同期ミラーグループ接続をテストします

「diagnose asyncMirrorGroup」コマンドは、非同期ミラーグループに関連付けられてい
るローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間の通信の問題をテストしま
す。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、一部制限付きで個々のストレージアレイを環境 接続します。E2700またはE5600のアレイに
対して実行する場合は、制限はありません。

E2800、E5700、EF600、およびEF300のアレイに対して実行する場合は、クライアントタイ

プをに設定する必要があります。 symbol。クライアントタイプがに設定されている場合、こ

のコマンドは実行されません。 https。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

diagnose asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName]

testID=(all | connectivity | latency | bandwidth | portConnections)

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 テストする既存の非同期ミラーグループの名前。非
同期ミラーグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。
非同期ミラーグループ名に特殊文字または数字が含
まれている場合は、非同期ミラーグループ名を二重
引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があり
ます。
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パラメータ 説明

「testID」 実行する診断テストの識別子。識別子とテストは次
のとおりです。

• * all *--このコマンドに関連するすべてのテストを
実行します。

• 接続-- 2台のコントローラに通信パスがあること
を確認します接続テストでは、ストレージアレイ
間でコントローラ間メッセージを送信して、リモ
ートストレージアレイに対応する非同期ミラーグ
ループが存在するかどうかを検証します。また、
非同期ミラーグループのリモートシステム上のボ
リュームメンバーがローカルシステム上のボリュ
ームメンバーと一致していることを確認します。

• * Latency *--非同期ミラーグループのリモートス
トレージアレイ上の各ボリュームにSCSIテスト
ユニットコマンドを送信して、最小、平均、最大
のレイテンシをテストします。

• bandwidth-- 2つのコントローラ間メッセージを
リモートストレージアレイに送信して、最小、平
均、最大の帯域幅、およびテストを実行している
コントローラ上のポートのネゴシエートされたリ
ンク速度をテストします。

• ポート接続--ローカルストレージアレイ上のミラ
ーリングに使用されているポート’およびリモート
ストレージアレイ上のミラーデータを受信してい
るポートを表示します

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

コントローラのiSCSIホストケーブルを診断します

「diagnose controller iscsiHostPort」コマンドは、iSCSIホストインターフェイスカード
とコントローラの間の銅線ケーブル上で診断テストを実行します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

選択したポートまたはすべてのポートで診断を実行できます。ポートはケーブル診断をサポートできる必要が
あります。ポートがケーブル診断をサポートしていない場合は、エラーが返されます。

構文

diagnose controller [(a|b)]

iscsiHostPort ([all] | [portLabel])

testID=cableDiagnostics

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します ケーブル診断テストを実行するコントローラ。有効
なコントローラ識別子は「a」または「b」です。「
a」はスロットAのコントローラ、「b」はスロットB
のコントローラですコントローラの識別子は角かっ
こ（[]）で囲みます。コントローラを指定しないと、
ストレージ管理ソフトウェアから構文エラーが返さ
れます。

「iscsiHostPort」のように入力します 診断テストを実行するiSCSIホストポート。すべて
のiSCSIホストポート上で診断を実行するか、または
特定のiSCSIホストポート上で診断を実行できます。

詳細については、次を参照してください。

"iSCSIホストポートラベルの識別"

「testID」 実行する診断テストの識別子。この診断テストで選
択できるのは「cableDiagnostics」のみです。

iSCSIホストポートラベルの特定

ホストポートのラベルを指定する必要があります。ホストポートのラベルを指定する手順は、次のとおりで
す。

1. iSCSIホスト・ポートのポート・ラベルがわからない場合は、「show controller」コマンドを実行します。

2. 結果のHost interfaceセクションで、選択するホストポートを特定します。

ポート・ラベルは’Port’フィールドに返される完全な値です

3. ポートラベルの値全体を引用符と角かっこで囲みます。["portLabel"]たとえば、ポートラベルが「Ch 2」
の場合は、iSCSIホストポートを次のように指定します。
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iscsiHostPort[\"ch 2\"]

Windowsのコマンドラインを使用していて、ラベルにパイプ（|）が含まれている場合は、
文字をエスケープする必要があります（｛キャレット｝を使用）。エスケープしない場合
は、コマンドと解釈されます。たとえば、ポートラベルが「e0b|0b'」の場合は、iSCSIホス
トポートを次のように指定します。

iscsiHostPort[\"e0b^|0b\"]

下位互換性のために、引用符と角かっこではなく角かっこ[]で囲まれているiscsiPortNumber
も、引き続きE2700、E5600、EF560の各コントローラ（およびEシリーズまたはEFシリーズ
の他の旧世代コントローラ）に使用できます。これらのコントローラでは、iscsiPortNumberの
有効な値は次のとおりです。

• ホストポートが統合されたコントローラの場合、番号は3、4、5、または6です。

• ホストインターフェイスカード上にのみホストポートがあるコントローラの場合、番号は
1、2、3、または4です。

以前の構文の例を次に示します。

iscsiHostPort[3]

注：

ケーブル診断テストを実行すると、ファームウェアから次の情報が返されます。

• ホストポート：診断テストを実行したポート。

• * HIC *：このポートに関連付けられているホストインターフェイスカード。

• テストが実行された日時。

• ステータス：

◦ * OK *：すべてのケーブルペアが良好で、故障はありません。

◦ * Open *：4つのケーブルペアのうち1つ以上が開いています。

◦ ショート：4つのケーブルペアのうち1つ以上がショートしています。

◦ 不完全：4つのペアのうち1つ以上が不完全または無効なテスト結果を返しました。

• 長さ：ケーブルの長さはメートル単位で表示され、ケーブルに関する次の情報が返されます。

◦ ケーブルのステータスがOKの場合は、ケーブルペアのおおよその長さが返されます。ケーブルペアの
長さが範囲（L1-L2）として表示されます。これは、ケーブルペアの最短、最長の長さです。

◦ ケーブルのステータスがOpenまたはShortの場合は、ケーブルペアの障害箇所へのおおよその距離。
障害が1つの場合は、そのケーブルペアの長さが報告されます。障害が複数ある場合は、障害までの最
短、最長の両方の長さに関する情報が返されます。長さは範囲（L1-L2）として表示されます（L1<L2

279



）。

◦ ケーブルのステータスがIncompleteの場合は、ファームウェアで正常にテストできる最短、最長のケ
ーブルペアの長さに関する情報が返されます。長さは、有効なケーブルペアの範囲（L1-L2）として表
示されます（L1<L2）。

• ケーブル診断レジスタの値を登録します。値は16進形式です。

◦ 2バイトは複合ケーブルステータスを示します（ポートあたり4ビット）。

◦ 4つの2バイトの数字は、各チャネルの長さを示します。

最小ファームウェアレベル

7.77

8.10で、iSCSIホストポートの番号付け方法が改定されました。

コントローラを診断する

「diagnose controller」コマンドは、コントローラ上で診断テストを実行します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

診断テストは、データがドライブに書き込まれ、ドライブから読み取られるループバックテストで構成されま
す。

構文

diagnose controller [(a| b)]

loopbackDriveChannel=(allchannels | (1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8))

testID=(1 | 2 | 3 | discreteLines)

[patternFile="filename"]

パラメータ
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パラメータ 説明

「controller」と入力します 診断テストを実行するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラですコントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲
みます。コントローラを指定しないと、ストレージ
管理ソフトウェアから構文エラーが返されます。

「loopbackDriveChannel」のようなものです 診断テストを実行するドライブチャネル。すべての
チャネルで診断を実行するか、診断を実行する特定
のチャネルを選択することができます。特定のチャ
ネルを選択した場合’ドライブ・チャネルの有効な値
は'1''2’3’4’5`です '6’7’または'8`

「testID」 実行する診断テストの識別子。識別子とテストは次
のとおりです。

• '1'--読み取りテスト

• 2--書き込みテスト

• 3--データのループバックテスト

• 「discreteLines」--個別回線診断テスト

「patternFile」のように指定します テストデータとして使用するデータパターンが含ま
れているファイルパスとファイル名。データパター
ンのファイル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\sup\patfile.txt

注：

データのループバックテストを実行するときは、データパターンを含むファイルをオプションで指定できま
す。ファイルを指定しない場合は、コントローラファームウェアによってデフォルトのパターンが指定されま
す。

個別回線は、コントローラトレイ内の2つのコントローラ間で接続されている制御回線とステータス回線です
個別回線診断テストでは、代替コントローラの制御入力で制御信号の遷移が観察できることをコントローラご
とに確認できます。個別回線診断テストは、電源を再投入するたび、またはコントローラをリセットするたび
に、自動的に実行されます。個別回線診断テストは、最初の個別回線診断テストに失敗したコンポーネントを
交換したあとに実行できます。個別回線診断テストは、次のいずれかのメッセージを返します。

• 個別回線診断テストが正常に実行されると、次のメッセージが表示されます。

The controller discrete lines successfully passed the diagnostic

test. No failures were detected.

• 個別回線診断テストが失敗した場合は、次のメッセージが表示されます。
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One or more controller discrete lines failed the diagnostic test.

• CLIで個別回線診断テストを実行できない場合、CLIはエラー270を返します。これは、個別回線診断テス
トが開始も完了もできなかったことを意味します。

最小ファームウェアレベル

6.10で、読み取りテスト、書き込みテスト、データのループバックテストが追加されました。

6.14で、個別回線診断テストが追加されました。

7.30で、更新されたドライブチャネル識別子が追加されました。

同期ミラーリングの診断

SyncMirror コマンドは’同期ミラーリング機能が有効になっているストレージ・アレイ上
の指定されたプライマリ・ボリュームとミラー・ボリュームの間の接続をテストします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

diagnose syncMirror (primary [primaryVolumeName] |primaries

["primaryVolumeName1" ... "primaryVolumeNameN"])

testID=connectivity

パラメータ
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パラメータ 説明

「プライマリ」 テストするリモートミラーペアのプライマリボリュ
ームの名前。プライマリボリューム名は角かっこ（[]
）で囲みます。プライマリボリューム名が特殊文字
を含んでいる場合または数字のみで構成される場合
は、プライマリボリューム名を二重引用符（""）で囲
んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「原色」 ボリューム名は複数入力できます。すべてのボリュ
ーム名は一組の角かっこ（[]）で囲みます。各ボリュ
ーム名は二重引用符（""）で囲みます。ボリューム名
はそれぞれスペースで区切ります。

プライマリボリュームとして使用する複数のボリュ
ームの名前。以下のルールを使用して、プライマリ
ボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

最小ファームウェアレベル

6.10

外部セキュリティキー管理を無効にします

disable storageArray externalKeyManagement fileコマンドは、Full Disk Encryptionドラ
イブを持つストレージアレイの外部セキュリティキー管理を無効にします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

disable storageArray externalKeyManagement

file="fileName"

passPhrase="passPhraseString"

saveFile=(TRUE | FALSE)
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コンテキスト（Context）

このコマンドを使用すると、ドライブセキュリティの代替形式として内部キー管理を有効にで
きます。

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

パラメータ

パラメータ 説明

'file' 内部セキュリティキーファイルが格納されているフ
ァイルパスとファイル名。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\drivesecurity.slk"

ファイル名の拡張子は「.slk」でなけれ
ばなりません。

パスフレーズ セキュリティキーを外部ファイルに格納できるよう
に、セキュリティキーを暗号化する文字列。

「saveFile」を参照してください セキュリティキーを検証してファイルに保存しま
す。保存しない場合は’FALSE’に設定し’ファイルのセ
キュリティ・キーを確認しますデフォルト値は「
true」です。

注：

パスフレーズは次の条件を満たしている必要があります。

• 8~32文字で指定する必要があります。

• 空白なし。

• 大文字を1つ以上含む。

• 小文字を1つ以上含む。

• 数字を1つ以上含む。

• 英数字以外の文字（<>@+など）を少なくとも1文字含める必要があります。

パスフレーズがこれらの条件を満たしていない場合は、エラーメッセージが表示されます。

最小ファームウェアレベル

8.40
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8.70で’saveFile’パラメータが追加されました

ストレージアレイの機能を無効にします

disable storageArrayコマンドは’ストレージ・アレイ機能を無効にします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

show storageArrayコマンドを実行して、ストレージアレイ内で有効になっているすべての機能の識別子のリ
ストを表示します。

構文

disable storageArray (featurePack | feature=featureAttributeList)

pass: quotes [featureAttributeList]には’これらの属性値の1つ以上を指定できます複数の属性値を入力
する場合は、値をスペースで区切ります。

• 「ドライブセキュリティ」

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.20で’driveSecurity’属性が追加され’その他の属性がすべて削除されました

サーバの署名済み証明書をインストール

download controller arrayManagementServerCertificateコマンドは、コントローラにサー
バ証明書をインストールします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

コントローラに適用できる署名済み証明書を使用して、コントローラごとにこの操作を実行します。署名済み
証明書にはコントローラのIP / DNS名が含まれている必要があります。

構文

download controller [(a|b)] arrayManagementServerCertificate

file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します サーバの署名済み証明書をインストールするコント
ローラをユーザが指定できます。有効なコントロー
ラ識別子は、aまたはbで、aはスロットAのコントロ
ーラ、bはスロットBのコントローラですコントロー
ラの識別子は角かっこ（[]）で囲みます。

'file' 署名済み証明書を含むファイルのパスとファイル名
を指定できます。使用できる拡張子は、.cer、.crt
、.derです。

例

SMcli -n Array1 -c "download controller [a]

arrayManagementServerCertificate

   file="C:\serverSignedCertificateA.cer";"

SMcli -n Array1 -c "download controller [b]

arrayManagementServerCertificate

   file="C:\serverSignedCertificateB.cer";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40
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ルート/中間CA証明書をインストール

download controller cacertifate’コマンドは、ルート/中間CA証明書をコントローラのWeb
サーバにインストールし、Webサーバの署名付き証明書を検証します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

この処理はコントローラごとに実行します。

構文

download controller[(a|b)] caCertificate [alias="string"]

         file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します ルート/中間署名済み証明書をインストールするコン
トローラを指定できます。有効なコントローラ識別
子は、aまたはbで、aはスロットAのコントローラ、b
はスロットBのコントローラですコントローラの識別
子は角かっこ（[]）で囲みます。

「alias」 ルート/中間証明書を表すエイリアスを指定できま
す。このエイリアスは、ルート/中間証明書に関する
情報を検索する場合や、それらの証明書を削除する
場合に使用されます。エイリアスはルート/中間証明
書に関連付けられており、一意である必要がありま
す。

'file' ルート/中間CA証明書を含むファイルを指定できま
す。使用できる拡張子は、.pem、.cer、.crt、.derで
す。

例
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SMcli -n Array1 -c "download controller[a] caCertificate alias="myAlias"

file="C:\rootCA1.cer";"

SMcli -n Array1 -c "download controller[b] caCertificate

file="C:\rootCA1.cer";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

信頼されたCA証明書をインストール

download controller trustedCertificateコマンドは、コントローラのWebサーバに信頼され
たCA証明書をインストールして、LDAPサーバの署名付き証明書を検証します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

この操作は、証明書に署名したCAの知名度が低い、または一般的に信頼されていない場合にのみ実行してく
ださい。コマンドは、両方のコントローラにCA証明書をインストールします。

構文

download storageArray trustedCertificate [alias=string] file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「alias」 信頼されたCA証明書を表すエイリアスを指定できま
す。このエイリアスは、信頼されたCA証明書に関す
る情報を検索する場合や、それらの証明書を削除す
る場合に使用されます。エイリアスは信頼された証
明書に関連付けられており、一意である必要があり
ます。
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パラメータ 説明

'file' 信頼されたCA証明書を含むファイルを指定できま
す。使用できる拡張子は、.pem、.cer、.crt、.derで
す。

例

SMcli -n Array1 -c "download storageArray trustedCertificate

alias="myAlias"

   file="C:\rootCA1.cer";"

SMcli -n Array1 -c "download storageArray trustedCertificate

   file="C:\rootCA1.cer";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ドライブファームウェアをダウンロードします

download drive firmwareコマンドは’ファームウェア・イメージをドライブにダウンロー
ドします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージ・アレイの構成に損傷の可能性--ドライブ・ファームウェアを誤ってダウンロード
すると’ドライブが損傷したり’データ・アクセスが失われる可能性があります

「content」パラメータは廃止されました。代わりに’firmware’パラメータを使用します

このコマンドは、一度に1つのドライブモデルのみにファームウェアイメージをダウンロードするためのもの
です。スクリプトでこのコマンドを使用する場合は、このコマンドを1回だけ使用してください。このコマン
ドを複数回使用すると、処理が失敗する可能性があります。download storageArray driveFirmwareコマンドを
使用すると、ストレージアレイ内のすべてのドライブにファームウェアイメージを一度にダウンロードできま
す。
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構文

download (drive \[trayID,[drawerID,slotID \| drives\ [trayID1,[

drawerID1,slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn\])

 [online|offline] firmware file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」または「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「online」または「offline」です オンライン・ドライブ・ファームウェアのダウンロ
ードを実行するには’ONLINEを選択し’それ以外の場
合はOFFLINEを選択しますデフォルト値は「offline」
です。

'file' ファームウェアイメージが含まれているファイルの
ファイルパスとファイル名。ファームウェアイメー
ジのファイルパスとファイル名は二重引用符（""）で
囲みます。例：

file="C:\Program

Files\CLI\dnld\drvfrm.dlp "

有効なファイル名の拡張子は「.dlp」です。

「firmware」（ファームウェア） コントローラファームウェアをダウンロードするこ
とを示します。

注：

ドライブファームウェアをダウンロードする前に、次の予防措置を取ります。
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• 「online」パラメータを使用している場合を除き、ファームウェア・イメージをダウンロードする前に、
ストレージ・アレイに対するすべてのI/Oアクティビティを停止してください。'online 'パラメータを指定
せずに’download drive firmware’コマンドを実行すると’ダウンロードが完了するか失敗するまで’すべて
のI/Oアクティビティがブロックされますただし’予防措置として’ドライブに影響する可能性のあるすべて
のI/Oアクティビティが停止していることを確認してください

• ファームウェアイメージファイルにドライブトレイとの互換性があることを確認します選択したドライブ
トレイと互換性のないファームウェアイメージファイルをダウンロードすると、ドライブトレイが使用で
きなくなる可能性があります。

• ドライブファームウェアのダウンロード中は、ストレージアレイの設定を変更しないでください。設定を
変更しようとすると、原因 でファームウェアのダウンロードが失敗し、選択したドライブが使用できなく
なる可能性があります。

• このコマンドを使用してオンラインのドライブファームウェア更新要求が発行された場合、コントローラ
は、新しいファームウェアのダウンロード先となるドライブのリストからRAID 0ボリュームグループドラ
イブを削除します。個々のドライブの戻りステータスは'［理由を使用しない］に設定されます

ファームウェアをドライブにダウンロードするときは、システムに格納されているファームウェアイメージの
完全パスとファイル名を指定する必要があります。

ストレージ・アレイ内のすべてのドライブにファームウェアをインストールする前に’download drive’コマン
ドを使用して'1台のドライブ上でファームウェアをテストできますダウンロードでは、次のいずれかのステー
タスが返されます。

• 成功しました

• 理由で失敗しました

• 理由がない

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

8.25で’online’パラメータが追加されました

ストレージアレイのドライブファームウェアをダウンロードします

download storageArray driveFirmware fileコマンドは、ストレージアレイ内のすべてのド
ライブにファームウェアイメージをダウンロードします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

download storageArray driveFirmware file="filename"

[file="filename2"... file="filenameN"]

パラメータ

パラメータ 説明

'file' ファームウェアイメージが含まれているファイルの
ファイルパスとファイル名。ファームウェアイメー
ジのファイルパスとファイル名は二重引用符（""）で
囲みます。例：

file="C:\Program

Files\CLI\dnld\scadrvfrm.dlp "

有効なファイル名の拡張子は「.dlp」です。

注：

このコマンドを実行すると、ストレージアレイ内のドライブに複数のファームウェアイメージファイルをダウ
ンロードできます。ダウンロード可能なファームウェアイメージファイルの数は、ストレージアレイによって
異なります。ストレージアレイの許容数よりも多くのファームウェアイメージファイルをダウンロードしよう
とすると、ストレージ管理ソフトウェアはエラーを返します。

冗長ボリュームグループ内の複数のドライブを含めて、複数のドライブのダウンロードを同時にスケジュール
できます。各ファームウェアイメージファイルには、ファームウェアイメージが実行されるドライブタイプに
関する情報が含まれています。指定したファームウェアイメージは、互換性のあるドライブにのみダウンロー
ドできます。特定のドライブにファームウェア・イメージをダウンロードするには’download drive firmware’
コマンドを使用します

download storageArray driveFirmware’コマンドは’各候補ドライブに対してダウンロードが試行されるか’stop
storageArray downloadDriveFirmware’コマンドを実行するまで’すべてのI/Oアクティビティをブロックしま
すdownload storageArray driveFirmware’コマンドがファームウェアイメージのダウンロードを完了すると、
各候補ドライブは各ドライブのダウンロードステータスを表示します。次のいずれかのステータスが返されま
す。

• 成功しました

• 理由で失敗しました

• 理由がない
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最小ファームウェアレベル

5.20

ストレージアレイのファームウェア/ NVSRAMをダウンロードします

download storageArray firmware’コマンドは、ファームウェアと、オプションでストレー
ジアレイコントローラのNVSRAM値をダウンロードします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

NVSRAM値のみをダウンロードする場合は、「download storageArray NVSRAM」コマンドを使用します。

構文

download storageArray firmware [, NVSRAM ]

file="filename" [, "NVSRAM-filename"]

[downgrade=(TRUE | FALSE)

activateNow=(TRUE | FALSE)

healthCheckMelOverride=(TRUE | FALSE)

healthCheckNeedsAttnOverride=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

NVSRAM このパラメータは、ファームウェアファイルをダウ
ンロードするときに、NVSRAM値を含むファイルを
ダウンロードします。このパラメータには角かっこ
を含めないでください。'firmware’パラメータの後に
カンマを含めます
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パラメータ 説明

'file' このパラメータは、ファイルパスと、ファームウェ
アが含まれているファイル名を指定します。ファイ
ルパスとファイル名は二重引用符（ "" ）で囲みま
す。例：

file="C:\Program

Files\CLI\dnld\saferm.dlp "

有効なファイル名の拡張子は「.dlp」です。

「NVSRAMファイル名」 このパラメータは、ファイルパスと、NVSRAM値が
含まれているファイル名を指定します。NVSRAMフ
ァイル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

`file="C:\Program Files\CLI\dnld\saferm.dlp有効なフ
ァイル名には'.dlpという拡張子が付いています

ファームウェアとNVSRAMの両方をダウンロードす
る場合は、ファイル名の前にカンマを含めます。

「downgrade`」 ストレージアレイの設定に損傷の可能
性-以前のバージョンのコントローラフ
ァームウェアまたはNVSRAMを誤って
ダウンロードすると、コントローラが
損傷したり、データアクセスが失われ
る可能性があります。このパラメータ
を使用する前に、テクニカルサポート
にお問い合わせください。

この設定を使用すると、以前のバージョンのファー
ムウェアをロードできます。デフォルト値は’FALSE’
です以前のバージョンのファームウェアをダウンロ
ードする場合は’downgrade]パラメータをtrueに設定
します

NVSRAMのみをダウンロードする場合
は、このパラメータは無効です。

「activateNow」と入力します この設定により、ファームウェアイメージ
とNVSRAMイメージがアクティブになります。デフ
ォルト値は「true」です。'activateNow’パラメータ
を’FALSE’に設定した場合は’activate storageArray
firmware’コマンドを実行して’ファームウェア
とNVSRAMをあとでアクティブにする必要がありま
す

NVSRAMのみをダウンロードする場合
は、このパラメータは無効です。
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パラメータ 説明

「healthCheckMelOverride」 この設定は、メジャーイベントログ（MEL）の健全
性チェックの結果より優先されます。MELの検証は
引き続き行われ、バイパスされません。MELのチェ
ックに失敗した場合は、コマンドの実行時にこのパ
ラメータを使用することで、エラーをバイパスでき
ます。

ダウンロードの前に、コントローラがイベントログ
をチェックし、新しいコントローラファームウェア
のダウンロードを妨げる可能性のあるイベントが発
生したかどうかを確認します。そのようなイベント
が発生した場合、コントローラは、通常は新しいフ
ァームウェアをダウンロードしません。

このパラメータを指定すると、コントローラは新し
いファームウェアを強制的にダウンロードします。
デフォルト値は’FALSE’ですコントローラに新しいコ
ントローラファームウェアを強制的にダウンロード
させる場合は、この値を「true」に設定します。

「healthCheckNeedsAttnOverride」 この設定は、特定の一連の要注意状態からの健全性
チェックの結果を上書きします。特定の条件セット
に対する要注意の検証が引き続き行われ、バイパス
されません。Needs Attentionチェックに失敗した場
合は、コマンドの実行時にこのパラメータを使用す
ることで、エラーをバイパスできます。

ダウンロードの前に、コントローラは特定の要注意
状態をチェックし、新しいコントローラファームウ
ェアのダウンロードを妨げる可能性のある障害が発
生したかどうかを判断します。そのようなイベント
が発生した場合、コントローラは、通常は新しいフ
ァームウェアをダウンロードしません。

このパラメータを指定すると、コントローラは新し
いファームウェアを強制的にダウンロードします。
デフォルト値は’FALSE’ですコントローラに新しいコ
ントローラファームウェアを強制的にダウンロード
させる場合は、この値を「true」に設定します。

最小ファームウェアレベル

5.00

8.10で、「* healthCheckMelOverride *」パラメータが追加されました。

8.70で'healthCheckNeedsAttnOverride'パラメータが追加されました。
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ストレージアレイの外部キー管理証明書をインストール

download storageArray keyManagementCertificateコマンドは、外部キー管理証明書をス
トレージアレイにインストールします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文

download storageArray keyManagementClientCertificate

certificateType=(client|server) file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「certificateType」 証明書ファイルのタイプを指定できます。有効な選
択肢は’client’または’server’です

'file' クライアントの署名済み証明書またはサーバのルー
ト/中間CA証明書を指定できます。ファイルはPEM /
DER形式である必要があります。

例

SMcli -n Array1 -c "download storageArray keyManagementClientCertificate

certificateType=client

   file="C:\serverSignedKeyMgmtClientCert.cer";"

SMcli completed successfully.

296



最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイのNVSRAMをダウンロードします

download storageArray NVSRAMコマンドは、ストレージアレイコントローラ
のNVSRAM値をダウンロードします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

download storageArray NVSRAM file="filename"

[healthCheckMelOverride=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

'file' ファイルパスと、NVSRAM値が含まれているファイ
ル名。NVSRAMファイル名は二重引用符（""）で囲
みます。例：

file="C:\Program

Files\CLI\dnld\afrm.dlp "

有効なファイル名の拡張子は「.dlp」です。
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パラメータ 説明

「healthCheckMelOverride」 メジャーイベントログ（MEL）の健全性チェックの
結果を無視する設定。MELの検証は引き続き行わ
れ、バイパスされません。MELのチェックに失敗し
た場合は、コマンドの実行時にこのパラメータを使
用することで、エラーをバイパスできます。

ダウンロードの前に、コントローラがイベントログ
をチェックし、新しいNVSRAMのダウンロードを妨
げる可能性のあるイベントが発生したかどうかを確
認します。そのようなイベントが発生した場合、コ
ントローラは、通常は新しいNVSRAMをダウンロー
ドしません。

このパラメータを指定すると、コントローラは新し
いNVSRAMを強制的にダウンロードします。デフォ
ルト値は’FALSE’ですコントローラに新しいNVSRAM
を強制的にダウンロードさせる場合は’この値をTRUE
に設定します

最小ファームウェアレベル

6.10

8.10で、「healthCheckMelOverride」パラメータが追加されました。

トレイの設定をダウンロードします

download tray configurationsettingsコマンドは’ストレージ・アレイ内のすべてのドライ
ブ・トレイまたはストレージ・アレイ内の特定のドライブ・トレイに出荷時のデフォル
ト設定をダウンロードします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

download (allTrays | tray [trayID] configurationSettings

file="filename"
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パラメータ

パラメータ 説明

「allTrays」 このパラメータは、ストレージアレイ内のすべての
トレイに新しいファームウェアをダウンロードしま
す。

「tray」 新しいファームウェアのロード先となるESMカード
が含まれているドライブトレイ。トレイIDの値は'0
～99ですトレイIDの値は角かっこ（[]）で囲みます。

'file' ファームウェアイメージが含まれているファイルの
ファイルパスとファイル名。ファームウェアイメー
ジのファイルパスとファイル名は二重引用符（""）で
囲みます。例：

file="C:\Program

Files\CLI\dnld\trayset.dlp "

有効なファイル名の拡張子は「.dlp」です。

注：

trayパラメータは’工場出荷時のデフォルト設定を特定のドライブ・トレイにダウンロードします工場出荷時の
デフォルトの設定を複数のドライブトレイにダウンロードする必要があるものの、すべてのドライブトレイで
はない場合は、各ドライブトレイでこのコマンドを入力する必要があります

最小ファームウェアレベル

7.75

環境カードファームウェアをダウンロードします

download tray firmware fileコマンドは’ESM（環境サービスモジュール）ファームウェア
をダウンロードします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）
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System Managerで管理されるデュプレックスシステム（E2800など）のコントローラで
は、IOMの自動同期サービスが実行されています。このサービスは、IOMファームウェアを、
コントローラにロードされているSANtricity OSバンドルに含まれるバージョンと自動的に同期
します。IOMファームウェアがコントローラにロードされているバージョンにリバートされな
いようにするには、このサービスを無効にする必要があります。IOMの自動同期サービス
は、System ManagerまたはREST APIを使用して中断できます。このサービスを中断しても、
自動同期が有効なままの場合はIOMファームウェアが最新の状態に更新される点に注意してく
ださい。

構文

download (allTrays | tray [trayID])

firmware file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「allTrays」 このパラメータは、ストレージアレイ内の互換性の
あるすべてのトレイに新しいファームウェアをダウ
ンロードします。選択するファームウェアパッケー
ジによって、互換性のあるトレイが決まります。互
換性のないトレイはスキップされます。互換性のな
いトレイに関するエラーメッセージは表示されませ
ん。

「tray」 新しいファームウェアのロード先となるESMカード
が含まれているドライブトレイ。トレイIDの値は'0
～99ですトレイIDの値は角かっこ（[]）で囲みます。

トレイIDの先頭にゼロを補うことはで
きません。たとえば、表示されている
トレイIDが「02」の場合、このコマン
ドでは、[02]ではなく[2]と指定する必
要があります。

'file' ファームウェアイメージが含まれているファイルの
ファイルパスとファイル名。ファームウェアイメー
ジのファイルパスとファイル名は二重引用符（""）で
囲みます。例：

file="C:\Program

Files\CLI\dnld\esmfrm.esm"

有効なファイル名の拡張子は「.ESM」です。
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注：

trayパラメータは’特定のドライブ・トレイに新しいファームウェアをダウンロードします新しいファームウェ
アを複数のドライブトレイにダウンロードする必要があるものの、すべてのドライブトレイではない場合は、
ドライブトレイごとにこのコマンドを入力する必要があります

最小ファームウェアレベル

5.20

E

コントローラのデータ転送を有効にします

enable controller dataTransferコマンドは、診断の実行中に休止されたコントローラを再
起動します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

enable controller [(a|b)] dataTransfer

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します 回復するコントローラ。有効なコントローラ識別子
は「a」または「b」です。「a」はスロットAのコン
トローラ、「b」はスロットBのコントローラですコ
ントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みます。コ
ントローラを指定しないと、ストレージ管理ソフト
ウェアから構文エラーが返されます。

最小ファームウェアレベル

6.10
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ディスクプールのセキュリティを有効にします

enable diskPool securityコマンドは’セキュアでないディスク・プールをセキュアなディ
スク・プールに変換します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ディスクプールを構成するすべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります。

構文

enable diskPool [diskPoolName] security

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPool」 Security Enabled状態にするディスクプールの名前。
ディスクプールの識別子は角かっこ（[]）で囲みま
す。

注：

ディスクプール名は一意である必要があります。ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフ
ン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

AutoSupport の有効化または無効化（すべてのアレイ）

このコマンドは、ストレージアレイのAutoSupport （ASUP）機能を有効または無効に
し、テクニカルサポートサイトへのメッセージ送信を可能にします。ASUP機能を有効
にすると、サポート関連データを収集してテクニカルサポートに送信できるよう
に、ASUP対応のストレージアレイが自動的に準備されます。このデータは、リモート
でのトラブルシューティングや問題の分析に使用できます。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

この機能を有効にしたあとに、必要に応じてAutoSupport OnDemand機能を有効にし、さらに必要に応じ
てAutoSupport リモート診断機能を有効にすることができます。

次の3つの機能は、この順序で有効にする必要があります。

1. * AutoSupport を有効にします。*

2. * AutoSupport OnDemand*を有効にします

3. * AutoSupport Remote Diagnosticsを有効にします。*

構文

set storageArray autoSupport (enable | disable)

パラメータ

パラメータ 説明

'enable disable

例

   SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupport enable;"

   SMcli completed successfully.

検証

このAutoSupport 機能を有効にしたかどうかを確認するには、「show storageArray autoSupport」コマンドを
使用します。表示される出力の最初の行に、有効化のステータスが表示されます。

The AutoSupport feature is enabled on this storage array.
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最小ファームウェアレベル

7.86 -モデルE2700およびE5600までのすべてのストレージアレイ用のコマンドが追加されました

8.40 - E2800およびE5700のサポートが追加されました

外部セキュリティキー管理を有効にします

enable storageArray externalKeyManagement fileコマンドは’フルディスク暗号化ドライ
ブを持つストレージ・アレイの外部セキュリティ・キー管理を有効にし’初期ドライブ・
セキュリティ・キーを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文

enable storageArray externalKeyManagement

file="fileName"

passPhrase="passPhraseString"

saveFile=(TRUE | FALSE)

パラメータ

304



パラメータ 説明

'file' 新しいセキュリティキーを格納するファイルパスと
ファイル名。ファイルパスとファイル名は二重引用
符（ "" ）で囲みます。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\drivesecurity.slk"

ファイル名の拡張子は「.slk」でなけれ
ばなりません。

パスフレーズ セキュリティキーを外部ファイルに格納できるよう
に、セキュリティキーを暗号化する文字列。パスフ
レーズの文字列は二重引用符（""）で囲みます。

「saveFile」を参照してください セキュリティキーを検証してファイルに保存しま
す。保存しない場合は’FALSE’に設定し’ファイルのセ
キュリティ・キーを確認しますデフォルト値は「
true」です。

注：

パスフレーズは次の条件を満たしている必要があります。

• 8~32文字で指定する必要があります。

• 大文字を1つ以上含む。

• 小文字を1つ以上含む。

• 数字を1つ以上含む。

• 英数字以外の文字（<>@+など）を少なくとも1文字含める必要があります。

パスフレーズがこれらの条件を満たしていない場合は、エラーメッセージが表示されます。

最小ファームウェアレベル

8.40

8.70で'saveFile'パラメータが追加されました

ストレージアレイの機能を有効にします

enable storageArray feature file’コマンドを使用すると’ストレージ・アレイへの永続的な
アップグレードまたは試用期間用の機能を有効にできます
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、次のいずれかの処理を実行します。

• 機能を永続的にアップグレードするための機能キーを有効にします

• 機能パックを永続的にアップグレードするための機能キーを有効にします

• 試用期間用の機能を有効にします

機能パックは、ストレージパーティショニングや同期ミラーリングなど、あらかじめ定義された複数の機能の
セットです。これらの機能は、ユーザの利便性を高めるために統合されています。機能パックをインストール
すると、機能パックのすべての機能が一度にインストールされます。

各機能は、特定の機能または機能パックおよび特定のストレージアレイ用に生成されたライセンスキーによっ
て管理されます。ライセンスキーは、機能のライセンスを適用するために実行するファイルとして提供されま
す。

ストレージ・アレイにロードされる機能を確認するには’show storageArray features’コマンドを実行しま
すshow storageArray features’コマンドは’ストレージ・アレイにインストールされているすべての機能を一覧
表示しますこれらの機能は’試用期間’有効な機能’および無効な機能について評価できます

機能キーを有効にする構文

enable storageArray feature file="filename"

'file’パラメータは’有効な機能キー・ファイルのファイル・パスとファイル名を識別しますファイルパスとファ
イル名は二重引用符（ "" ）で囲みます。例：

file="C:\Program Files\CLI\dnld\ftrkey.key"

機能キー・ファイルの有効なファイル名は'.key’拡張子で終わります

有効にする機能ごとに機能キーファイルが必要です。

機能パックを有効にする構文

enable storageArray featurePack file="filename"
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'file’パラメータは’有効な機能パック・ファイルのファイル・パスとファイル名を識別しますファイルパスとフ
ァイル名は二重引用符（ "" ）で囲みます。例：

file="C:\Program Files\CLI\dnld\ftrpk.key"

機能キー・ファイルの有効なファイル名は'.key’拡張子で終わります

試用期間用に機能を有効にする構文

enable storageArray feature=featureAttributeList

試用期間の機能を評価するには、「featureAttributeList」に次の属性値を1つ以上入力します。複数の属性値を
入力する場合は、値をスペースで区切ります。

• 「ドライブセキュリティ」

最小ファームウェアレベル

8.25で、有効ではなくなった属性がすべて削除されました。

ボリュームグループのセキュリティを有効にします

「enable volumeGroup security」コマンドは、セキュアでないボリュームグループをセ
キュアなボリュームグループに変換します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

enable volumeGroup [volumeGroupName] security

パラメータ
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パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します Security Enabled状態にするボリュームグループの名
前。ボリュームグループ名は角かっこ（[]）で囲みま
す。

注：

このコマンドを正常に実行するには、次の条件を満たしている必要があります。

• ボリュームグループ内のすべてのドライブがFull Disk Encryptionドライブである必要があります。

• ドライブセキュリティ機能を有効にする必要があります。

• ストレージアレイのセキュリティキーを設定する必要があります。

• ボリュームグループが最適状態であり、リポジトリボリュームが含まれていない必要があります。

コントローラファームウェアによってロックが作成され、FDEドライブへのアクセスが制限されます。FDEド
ライブには、Security Capableという状態があります。セキュリティキーを作成すると、状態はSecurity
Enabledに設定され、これによって、ストレージアレイ内に存在するすべてのFDEドライブへのアクセスが制
限されます。

最小ファームウェアレベル

7.40

非同期ミラーペアを確立します

Establish asyncMirror volumeコマンドは’既存の非同期ミラー・グループにセカンダリ・
ボリュームを追加することにより’リモート・ストレージ・アレイ上の非同期ミラー・ペ
アを完成させます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを実行する前に、非同期ミラーグループが存在している必要があり、非同期ミラーグループにプ
ライマリボリュームが存在している必要があります。このコマンドが正常に完了すると、プライマリボリュー
ムとセカンダリボリュームの間で非同期ミラーリングが開始されます。

非同期ミラーペアを構成する2つのボリュームは、単一のエンティティとして機能します。非同期ミラーペア
を確立すると、ミラーペア全体に対して処理を実行でき、2個のボリュームを個別に処理する必要はありませ
ん。
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構文

establish asyncMirror volume="secondaryVolumeName"

asyncMirrorGroup="asyncMirrorGroupName"

primaryVolume="primaryVolumeName"

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 セカンダリボリュームに使用する、リモートストレ
ージアレイ上の既存のボリュームの名前。ボリュー
ム名は二重引用符（""）で囲みます。

「asyncMirrorGroup」 非同期ミラーペアの格納に使用する既存の非同期ミ
ラーグループの名前。非同期ミラーグループ名は二
重引用符（""）で囲みます。

「primaryVolume」 プライマリボリュームに使用する、ローカルストレ
ージアレイ上の既存のボリュームの名前。ボリュー
ム名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

非同期ミラーペアは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの2つのボリュームで構成され、同じデ
ータの同一のコピーが含まれます。ミラーペアは非同期ミラーグループの一部です。これにより、ミラーペア
は、非同期ミラーグループ内の他のミラーペアと同時に同期できます。

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

プライマリボリュームとセカンダリボリュームを選択するときは、セカンダリボリュームのサイズをプライマ
リボリューム以上にする必要があります。セカンダリボリュームのRAIDレベルをプライマリボリュームと同
じにする必要はありません。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ストレージアレイのセキュリティキーをエクスポートします

「export storageArray securityKey」コマンドは、ドライブセキュリティキーをファイル
に保存します。
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サポートされているアレイ

外部キー管理が有効になっている場合、このコマンドはE2800、E5700、EF600、およびEF300アレイにのみ
適用されます。内部キー管理が有効になっている場合、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれ
ば、コマンド環境 は個々のストレージアレイを対象とします。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

あるストレージアレイからキーファイルがエクスポートされたときに、そのキーを別のストレージアレイにイ
ンポートできます。これにより、ストレージアレイ間でセキュリティ対応ドライブを移動できます。

このコマンドは、内部と外部の両方のキー管理を環境 に行います。

構文

export storageArray securityKey

passPhrase="passPhraseString"

file="fileName"

パラメータ

パラメータ 説明

パスフレーズ セキュリティキーを外部ファイルに格納できるよう
に、セキュリティキーを暗号化する文字列。パスフ
レーズは二重引用符（""）で囲みます。

'file' セキュリティキーの保存先となるファイルパスとフ
ァイル名。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\drivesecurity.slk"

ファイル名の拡張子は「.slk」でなけれ
ばなりません。

注：

ドライブの移動先となるストレージアレイには、インポートするドライブ以上の容量を持つドライブが必要で
す。
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コントローラファームウェアによってロックが作成され、Full Disk Encryption（FDE）ドライブへのアクセ
スが制限されます。FDEドライブには、Security Capableという状態があります。セキュリティキーを作成す
ると、状態はSecurity Enabledに設定され、これによって、ストレージアレイ内に存在するすべてのFDEドラ
イブへのアクセスが制限されます。

パスフレーズは次の条件を満たしている必要があります。

• 8~32文字で指定する必要があります。

• 空白を含まない。

• 大文字を1つ以上含む。

• 小文字を1つ以上含む。

• 数字を1つ以上含む。

• 英数字以外の文字（<>@+など）を少なくとも1文字含める必要があります。

パスフレーズがこれらの条件を満たしていない場合は、エラーメッセージが表示され、コマン
ドを再試行するように求められます。

最小ファームウェアレベル

7.40

G

認証の開始

認証を行うには、割り当てられたログインクレデンシャルを使用してユーザがシステム
にアクセスする必要各ユーザログインには、特定のロールとアクセス権限が設定された
ユーザプロファイルが関連付けられます。

管理者は次の方法でシステム認証を実装できます。

• ストレージアレイに組み込みのロールベースアクセス制御（RBAC）機能を使用する方法。RBACにはユ
ーザとロールが事前に定義されています。

• LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）サーバとディレクトリサービス（MicrosoftのActive
Directoryなど）に接続し、ストレージアレイの組み込みロールにLDAPユーザをマッピングする方法。

• Security Assertion Markup Language（SAML）2.0を使用してIdentity Provider（IdP；アイデンティティプ
ロバイダ）に接続し、ストレージアレイに組み込まれたロールにユーザをマッピングする。

SAMLは、ストレージアレイに組み込まれた機能（ファームウェアレベル8.42以上）であ
り、SANtricity System Managerユーザインターフェイスからのみ設定できます。

外部キー管理の開始

セキュリティキーは、ストレージアレイのセキュリティ有効ドライブとコントローラで
共有される文字列です。外部キー管理を使用する場合は、セキュリティキーを作成して
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キー管理サーバに保持します

外部キー管理サーバとセキュリティキーの使用の概念については、SANtricity System Managerのオンライン
ヘルプを参照してください。

外部セキュリティキーを実装するための基本的なワークフローを次に示します。

1. *証明書署名要求*を生成します

2. クライアント証明書とサーバ証明書をKMIPサーバから取得

3. クライアント証明書をインストールします。

4. * KMIPサーバのIPアドレスとポート番号を設定*

5. * KMIPサーバとの通信をテストします*

6. ストレージアレイのセキュリティキーを作成します

7. セキュリティキーを検証

ワークフローの手順

証明書管理と外部キー管理は、SANtricity11.40リリースに追加された新しいセキュリティ機能です。作業を開
始するには、次の基本的な手順を実行します。

1. save storageArray keyManagementClientCSR’コマンドを使用して、証明書署名要求を生成します。を参
照してください キー管理証明書署名要求を生成します。

2. KMIPサーバから、クライアント証明書とサーバ証明書を要求します。

3. クライアント証明書をインストールするには’download storageArray keyManagementCertificate’コマンド
を使用して’certificateType’パラメータをclient’に設定しますを参照してください ストレージアレイの外部
キー管理証明書をインストール。

4. download storageArray keyManagementCertificateコマンドで’certificateType’パラメータをserverに設定し
て’サーバ証明書をインストールしますを参照してください ストレージアレイの外部キー管理証明書をイ
ンストール。

5. set storageArray externalKeyManagement’コマンドを使用して、キー管理サーバのIPアドレスとポート番
号を設定します。を参照してください 外部キー管理を設定。

6. start storageArray externalKeyManagement testコマンドを使用して、外部キー管理サーバとの通信をテス
トします。を参照してください 外部キー管理通信のテスト。

7. create storageArray securityKeyコマンドを使用して、セキュリティキーを作成します。を参照してくださ
い セキュリティキーを作成する。

8. 「validate storageArray securityKey」コマンドを使用して、セキュリティキーを検証します。を参照して
ください 内部または外部のセキュリティキーを検証します。

内部キー管理の開始

セキュリティキーは、ストレージアレイのセキュリティ有効ドライブとコントローラで
共有される文字列です。内部キー管理を使用する場合は、セキュリティキーを作成して
コントローラの永続的メモリに保持します。

内部セキュリティキーの使用の概念については、SANtricity System Managerのオンラインヘルプを参照して
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ください。

内部セキュリティキーを使用するための基本的なワークフローを次に示します。

1. セキュリティキーを作成

2. セキュリティキーを設定

3. セキュリティキーの検証

ワークフローの手順

内部セキュリティキーの使用を開始するコマンドは次のとおりです。

1. create storageArray securityKeyコマンドを使用して、ストレージアレイのセキュリティキーを作成しま
す。を参照してください ストレージアレイのセキュリティキーを作成しています。

2. set storageArray securityKeyコマンドを使用して、ストレージアレイのセキュリティキーを設定します。
を参照してください ストレージアレイのセキュリティキーを設定する。

3. 「validate storageArray securityKey」コマンドを使用して、セキュリティキーを検証します。を参照して
ください ストレージアレイのセキュリティキーを検証しています。

私

ストレージアレイのセキュリティキーをインポートします

import storageArray securityKey fileコマンドは、ストレージアレイ間で移動した1つ以上
のFull Disk Encryption（FDE）ドライブのロックを解除します。

サポートされているアレイ

外部キー管理が有効になっている場合、このコマンドはE2800、E5700、EF600、またはEF300のアレイにの
み適用されます。内部キー管理が有効になっている場合、すべてのSMcliパッケージがインストールされてい
れば、コマンド環境 は個々のストレージアレイを対象とします。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

セキュリティキーが一致するドライブだけがロック解除されます。ロックが解除されると、新しいストレージ
アレイのセキュリティキーが適用されます。

このコマンドは、内部と外部の両方のキー管理を環境 に行います。

構文
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import storageArray securityKey file="fileName"

passPhrase="passPhraseString"

[forceOverwrite=(TRUE|FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

'file' インポートされたFDEドライブの元のセキュリティ
キーを含むファイルのパスと名前。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\drivesecurity.slk"

ファイル名の拡張子は「.slk」でなけれ
ばなりません。

パスフレーズ セキュリティキーの認証を提供する文字列。

「forceOverwrite」と入力します このパラメータが「true」に設定されている場合、イ
ンポートは通常、1台のコントローラが存在しない場
合や障害が発生した場合など、インポートが許可さ
れないときにFDEキーを強制的に上書きします。デ
フォルトでは、force overwriteパラメータがFALSEに
設定されます。

注：

コントローラファームウェアによってロックが作成され、FDEドライブへのアクセスが制限されます。FDEド
ライブには、Security Capableという状態があります。セキュリティキーを作成すると、状態はSecurity
Enabledに設定され、これによって、ストレージアレイ内に存在するすべてのFDEドライブへのアクセスが制
限されます。

パスフレーズは次の条件を満たしている必要があります。

• 8~32文字で指定する必要があります。

• 大文字を1つ以上含む。

• 小文字を1つ以上含む。

• 数字を1つ以上含む。

• 英数字以外の文字（「@+」など）を少なくとも1文字含める必要があります。

パスフレーズがこれらの条件を満たしていない場合は、エラーメッセージが表示され、コマン
ドを再試行するように求められます。
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最小ファームウェアレベル

7.40

8.40で、ストレージアレイの外部セキュリティキーをインポートする機能が追加されました

11.70.1に「forceOverwrite」パラメータが追加されました。

L

ストレージアレイのDBMデータベースのロード

load storageArray dbmDatabaseコマンドは、ファイルまたはキャッシュからイメージを
取得することによって、データベース管理（DBM）データベースイメージをリストアし
ます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、「save storageArray dbmDatabase」コマンドを使用してデータベースイメージがキャプチ
ャされたときの正確な構成にストレージアレイのDBMデータベースをリストアします。ファイル内のデータ
には、RAID構成、ボリュームグループ、およびディスクプールのデータが含まれています。

このコマンドと’file’オプションを使用する前に’まずバリデータ文字列(セキュリティコード)をテクニカルサポ
ートから取得する必要がありますバリデータを取得するには’save storageArray dbmValidatorInfo’コマンドを
使用して’バリデータ情報を含むXMLファイルを生成しますテクニカルサポートでは、このXMLファイルを使
用して、このコマンドに必要なバリデータ文字列を生成します。

構文

load storageArray dbmDatabase

((file="filename" validator="validatorValue") | sourceLocation=onboard)

[controller [(a|b)]]

[contentType= all]

パラメータ
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パラメータ 説明

'file' アップロードするDBMデータベースのファイルパス
とファイル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲み
ます。例：

「file="C:\Array
Backups\DBMbackup_03302010.dbm"」このコマン
ドでは、保存されたファイルにファイル拡張子が自
動的に付加されません。ファイル名にはファイル拡
張子を指定する必要があります。

「バリデータ」 ストレージアレイを既存の構成にリストアするため
に必要な英数字のセキュリティコード。

テクニカルサポートからバリデータを取得する必要
があります。バリデータを取得するには’save
storageArray dbmValidatorInfo’コマンドを実行して’必
要な検証情報のXMLファイルを生成します検証情報
のXMLファイルを生成したら、テクニカルサポート
に問い合わせてバリデータを取得します。

バリデータは二重引用符（""）で囲みます。

「sourceLocation」と入力します このパラメータは、バックアップデータベースの情
報を取得する場所を指定します。パラメータは一貫
性のために含める必要がありますが’使用できる値
は’onboardのみです

「controller」と入力します このパラメータは、データの取得元である専用のコ
ントローラを指定します。コントローラの識別子は
角かっこ（[]）で囲みます。「controller」パラメータ
が指定されていない場合は、どちらのコントローラ
からもデータが取得される可能性があります。

有効なコントローラ識別子は「a」または「b」で
す。「a」はスロットAのコントローラ、「b」はスロ
ットBのコントローラです

「contentType」を参照してください このパラメータは、取得するデータのコンテンツタ
イプを指定します。

このパラメータはデフォルトで「all」に設定されて
いるため、ディスク・プール構成データを含むすべ
てのデータが取得されます。

注：

データベースイメージのサイズによっては、データベースのリストアに30分ほどかかる場合があります。デ
ータベースイメージをロードするためのすべての操作がコントローラで完了するまで、ホストソフトウェアに
は最適状態のコントローラが表示されません。
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最小ファームウェアレベル

7.75

7.83で、次のパラメータが追加されました

• 「sourceLocation」と入力します

• 「controller」と入力します

• 「contentType」を参照してください

R

ボリュームコピーの再コピー

recopy VolumeCopy targetコマンドは’既存のボリューム・コピー・ペアを使用してボリ
ューム・コピー操作を再開します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェア・バージョン7.83では’copyType=(online | offline)パラメータは使用されなくな
りました

このコマンドは、Snapshotイメージのボリュームコピーペアに対して有効です。

このコマンドは、Snapshotイメージボリュームを使用して作成したボリュームコピーペアと連携します。

ボリュームコピー処理を開始すると、ターゲットボリューム上の既存のデータはすべて上書き
され、ターゲットボリュームがホストに対して読み取り専用になり、ターゲットボリュームに
関連付けられているSnapshotイメージボリュームがある場合はすべて使用が停止されます。以
前にターゲットボリュームをコピーとして使用したことがある場合は、データが不要になって
いること、またはデータをバックアップ済みであることを確認してください。

構文
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recopy volumeCopy target [targetName]

[source [sourceName]]

[copyPriority=(highest | high | medium | low | lowest)]

[targetReadOnlyEnabled=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「target」と入力します ボリュームコピー処理を再開するターゲットボリュ
ームの名前。ターゲットボリューム名は角かっこ（[]
）で囲みます。ターゲットボリューム名が特殊文字
を含んでいる場合は、ターゲットボリューム名を二
重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があ
ります。

「source」を参照してください ボリュームコピー処理を再開するソースボリューム
の名前。ソースボリューム名は角かっこ（[]）で囲み
ます。ソースボリューム名に特殊文字が含まれてい
る場合は、ソースボリューム名を二重引用符（""）で
囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「copyPriority」 ホストのI/Oアクティビティに対するボリュームコピ
ーの優先度。有効な値
は’highest’high’high’medium’low''low’lowest`です

targetReadOnlyEnabled ターゲットボリュームへの書き込みを可能にする
か、ターゲットボリュームからの読み取りのみを可
能にするかを選択する設定。ターゲット・ボリュー
ムに書き込むには’このパラメータをFALSEに設定し
ますターゲット・ボリュームに書き込みできないよ
うにするには’このパラメータをTRUEに設定します

注：

コピー優先度は、ボリュームコピーペアのソースボリュームとターゲットボリュームの間のデータのコピーに
使用されるシステムリソースの量を定義します。最高の優先度レベルを選択すると、ほとんどのシステムリソ
ースを使用してボリュームのコピーが実行されるため、ホストのデータ転送パフォーマンスが低下します。

最小ファームウェアレベル

6.10

7.83で’copyType=(online | offline)パラメータが削除されました

無効なドライブポートをリカバリします

recover disabled drivePortsコマンドは’無効なドライブ・ポートをリカバリします
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

recover disabled drivePorts;

例

recover disabled drivePorts;

SASポート誤配線をリカバリします

「recover sasPortの誤配線」コマンドは、誤配線状態からリカバリするための修正措置
が実行されたことをコントローラに通知します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

誤配線が検出されたために無効になったSASポートが、コントローラによって再有効化されます。SASの誤配
線状態を修正してからこのコマンドを実行してください。

SASの誤配線状態とは次のいずれかです。

• 無効なSASトポロジです

• コントローラのホストポートから拡張トレイへの接続

• イニシエータからドライブトポロジへの接続

• ESMの誤配線
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構文

recover sasPort miswire

パラメータ

なし

注：

誤配線状態が検出されると、コントローラファームウェアは次の内容を報告します。

• 誤配線状態が存在することを示す重大MELイベント

• 「Needs attention」状態です

• 誤配線を示すリカバリアクション

また、誤配線が原因でアクセスパスが1つしかないドライブ、ESM、およびトレイ（ストレージアレイの下段
のトレイなど）についても、「冗長性が失われました」という情報が報告されます。冗長性の損失情報はSAS
トポロジに固有のものではありません。

SASポートの誤配線に関連するイベント通知を次に示します。

• SASの誤配線が検出されました

• HBAがドライブチャネルに接続されています

• ドライブチャネルはクロス配線されています

誤配線状態の際、SASドメインの整合性を保護するためにコントローラが1つ以上のSASポートを無効にする
場合は、次の手順に従ってこの状態からリカバリしてください。

1. 間違った場所にあるケーブルを特定して取り外します。最後に新しいケーブルを取り付ける作業を行った
場合は、これが最も可能性の高い方法です。そうでない場合は、ストレージアレイの一部ではないデバイ
スに接続されているケーブルまたはチャネル間で接続されているケーブルを探してください。リカバリイ
ベントでは、誤配線が検出されたチャネル、および場合によってはトレイが報告されます

2. ケーブルを取り外した後、またはケーブルを正しい場所に移動した後、「recover sasPort eぶ る」コマン
ドを実行します。誤配線が検出されたときに無効になったSASポートが、コントローラによって再有効化
されます。

3. 誤配線が原因で取り外したケーブルまたは正しい場所に移動したケーブルが無効にしたポートへの唯一の
アクセスをコントローラに提供していた場合、コントローラは無効にしたSASポートを再有効化できませ
ん。リカバリを完了するには、ストレージアレイ内のトレイの電源を再投入する必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.10で

RAIDボリュームをリカバリします

recover volumeコマンドは’ドライブ上のユーザー・データ領域を初期化せずに’指定され
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たプロパティを持つRAIDボリュームを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

パラメータ値は、ストレージアレイのリカバリプロファイルデータファイル（「recovery-profile.csv」）から
取得されます。このコマンドを使用すると、既存のボリュームグループにリカバリボリュームを作成したり、
新しいボリュームグループを作成したりできます。

このコマンドはコマンドラインからのみ実行できます。GUIスクリプトエディタからこのコマ
ンドを実行することはできません。ストレージ管理GUIを使用してボリュームをリカバリする
ことはできません。

このコマンドをDynamic Disk Pool（DDP）ボリュームに対して使用することはできません。

構文

recover volume (drive=(trayID,[drawerID,]slotID)) |

(drives=trayID1,pass:quotes[[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,

]slotIDn)) |

volumeGroup=volumeGroupName))

[newVolumeGroup=volumeGroupName]

userLabel="volumeName" volumeWWN="volumeWWN"

capacity=volumeCapacity

offset=offsetValue

raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)

segmentSize=segmentSizeValue

dssPreAllocate=(TRUE | FALSE)

SSID=subsystemVolumeID

[owner=(a|b)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[hostUnmapEnabled=(TRUE | FALSE)]

[blockSize=blockSizeValue]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ドライブ」または「ドライブ」 リカバリ対象のボリュームを追加するボリュームグ
ループに割り当てるドライブ。大容量ドライブトレ
イの場合は、ドライブのトレイIDの値、ドロワーID
の値、およびスロットIDの値を指定します。小容量
ドライブトレイの場合は、ドライブのトレイIDの値
とスロットIDの値を指定します。トレイIDの値は'0
～99ですドロワーIDの値は「1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「volumeGroup」のように指定します ボリュームを作成する既存のボリュームグループの
名前。（ストレージアレイ内のボリュームグループ
の名前を決定するには、「show storageArray
profile'」コマンドを実行します）。

「newVolumeGroup」と入力します 新しいボリュームグループに付ける名前。新しいボ
リュームグループ名は二重引用符（""）で囲みます。

「userLabel」のように入力します リカバリするボリュームの名前。ユーザーラベルに
は、次の2つの部分があります。

• ボリューム名。ボリューム名は二重引用符（""）
で囲みます。

• ボリュームのWorld Wide Name（「
volumeWWN」）。16バイトの識別子
（60080E500017B4320000000049887D77など）
で指定します。識別子は二重引用符（""）で囲み
ます。

ボリューム名とボリュームのWorld Wide Nameの両
方を入力する必要があります。最初にボリューム名
を入力する必要があります。例：

userLabel="engdata"

volumeWWN=60080E500017B43200000000

49887D77
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パラメータ 説明

「容量」 ストレージアレイに追加するボリュームのサイズ。
サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

「offset」 ボリュームグループの先頭から参照されるボリュー
ムの先頭までのブロックの数。

raidLevel ドライブが含まれているボリュームグループのRAID
レベル。有効な値は'0’1' 3’5`または'6`です

「segmentSize」のように表示されます コントローラがボリュームグループ内の1つのドライ
ブに書き込めるデータ量（KB）を指定します。有効
な値は'8’16’32’64’128’です 「256」または「512」。

dssPreAllocate 将来的なセグメントサイズの変更に備えてボリュー
ムのストレージ容量の割り当てをオンまたはオフに
するための設定。割り当てをオンにするには’このパ
ラメータをTRUEに設定します割り当てを無効にする
には’このパラメータをFALSEに設定します

「ssid」 ボリュームのストレージアレイサブシステムの識別
子。show volumeコマンドを使用して’ストレージ・
アレイ・サブシステムの識別子を確認します

「owner」をクリックします ボリュームを所有するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラです所有者を指定しない場合は、コントローラ
ファームウェアによって所有者が決定されます。

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’
このパラメータをTRUEに設定します

hostUnmapEnabled このパラメータがTrueに設定されている場合’ホスト
はボリュームへの問題 UNMAPコマンドを許可されま
すUNMAPコマンドは、リソースプロビジョニングさ
れたボリュームでのみ実行できます。

「ブロックサイズ」 この設定はボリュームのブロックサイズ（バイト）
です。

注：

ストレージ管理ソフトウェアは、監視対象のストレージアレイのリカバリプロファイルを収集して、ストレー
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ジ管理ステーションにプロファイルを保存します。

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

'drive’パラメータまたは’drivs’パラメータを使用してボリュームをリカバリしようとし’ドライブが未割り当て
状態の場合’コントローラは自動的に新しいボリューム・グループを作成します新しいボリューム・グループ
の名前を指定するには’newVolumeGroup’パラメータを使用します

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

ownerパラメータは’ボリュームを所有するコントローラを定義しますボリュームの優先コントローラ所有者
は、ボリュームグループを現在所有しているコントローラです。

ストレージ容量を事前に割り当てます

dssPreAllocateパラメータを使用すると’ボリュームの再構築に使用される情報を格納するための容量をボリュ
ームに割り当てることができますdssPreallocate’パラメータをtrueに設定すると’コントローラ・ファームウェ
アのストレージ・スペース割り当てロジックにより’将来のセグメント・サイズの変更に備えてボリューム内
のスペースが事前に割り当てられます事前に割り当てられたスペースは、許容される最大セグメントサイズで
す。コントローラデータベースから取得できないボリューム構成を適切にリカバリするには’dssPreAllocateパ
ラメータが必要です事前割り当て機能をオフにするには’dssPreAllocateを’FALSE’に設定します

セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。

ボリュームが属している環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合
は、1つのデータ転送要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（デ
ータストライプはセグメントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライ
ブ数が掛けられます）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのア
クセスは1回だけとなります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

324



キャッシュ読み取りプリフェッチ

キャッシュ読み取りプリフェッチを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロック
をディスクから読み取ってキャッシュにコピーすると同時に、追加のデータブロックをキャッシュにコピーで
きます。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み
取りプリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要で
す。使用するストレージアレイの設定によって、コントローラがキャッシュに読み込む追加のデータブロック
の数が決まります。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。

最小ファームウェアレベル

5.43

7.10で、RAID 6レベル機能と「newVolumeGroup」パラメータが追加されました。

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.78で’hostUnmapEnabled’パラメータが追加されました

11.70.1に’blocksize’パラメータが追加されました

同期ミラーリングリポジトリボリュームを再作成します

recreate storageArray mirrorRepositoryコマンドは、以前のミラーリポジトリボリューム
に定義されたパラメータを使用して、新しい同期ミラーリングリポジトリボリューム（
ミラーリポジトリボリュームとも呼ばれます）を作成します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）

ファームウェアバージョン7.80では、recreate storageArray mirrorRepositoryコマンドは廃止さ
れました。GUIまたはCLIでは、このコマンドはサポートされなくなりました。このコマンドを
実行しようとすると、この機能がサポートされなくなったこと、および指定したリモートミラ
ーリポジトリに対する変更が行われないことを示すエラーメッセージが返されます。

前提として、ミラーリポジトリボリュームが以前に作成済みである必要があります。このコマンドでは、ユー
ザ定義のドライブ、ユーザ定義のボリュームグループ、またはユーザ定義のミラーリポジトリボリューム用ド
ライブ数の3つのうちのいずれかを使用してミラーリポジトリボリュームを定義できます。ドライブ数の定義
を選択する場合は、コントローラファームウェアによって、ミラーリポジトリボリュームに使用するドライブ
が選択されます。
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構文（ユーザ定義のドライブ）

recreate storageArray mirrorRepository

repositoryRAIDLevel=(1 | 3 | 5 | 6)

repositoryDrives=(trayID1,pass:quotes[[drawerID1,]slotID1

... trayIDN,[drawerIDN,]slotIDN)

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

構文（ユーザ定義のボリュームグループ）

recreate storageArray mirrorRepository

repositoryVolumeGroup=volumeGroupName

[freeCapacityArea=pass:quotes[freeCapacityIndexNumber]

構文（ユーザ定義のドライブ数）

recreate storageArray mirrorRepository

repositoryRAIDLevel=(1 | 3 | 5 | 6)

repositoryDriveCount=numberOfDrives

(

  [driveMediaType=(HDD | SSD | unknown | allMedia)] |

  [driveType=(SAS | NVMe4K)]

)

[repositoryVolumeGroupUserLabel="userLabel"] |

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)] |

[drawerLossProtect=(true|false)] |

[dataAssurance=(none | enabled)]

パラメータ

パラメータ 説明

repositoryRAIDLevel ミラーリポジトリボリュームのRAIDレベル。有効な
値は'1''3’5’6`です
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パラメータ 説明

repositoryDrives ミラーリポジトリボリュームに使用するドライブ。
ドロワーIDの値は「1」～「5」です。スロットIDの
値は'1'～24’ですトレイIDの値、ドロワーIDの値、お
よびスロットIDの値は角かっこ（[]）で囲みます。以
下のルールを使用して、リポジトリボリュームの名
前を入力します。

大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

• トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロッ
トIDの値はすべて角かっこ（[]）で囲みます。

• トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロッ
トIDの値はカンマで区切ります。

• ドライブの位置はスペースで区切ります。

repositoryVolumeGroup' ミラーリポジトリボリュームが配置されているボリ
ュームグループの名前。

repositoryVolumeGroupUserLabel ミラーリポジトリボリュームの配置先となる新しい
ボリュームグループに付ける名前。ボリュームグル
ープ名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「freeCapacityArea」 ミラーリポジトリボリュームの再作成に使用する、
既存のボリュームグループ内の空きスペースのイン
デックス番号。空き容量は、ボリュームグループ内
の既存のボリューム間の空き容量として定義されま
す。たとえば、ボリュームグループの領域が、ボリ
ューム1、空き容量、ボリューム2、空き容量、ボリ
ューム3、 空き容量：ボリューム2の次の空き容量を
使用するには、次のように指定します。

freeCapacityArea=2

show volumegroupコマンドを実行して’空き容量領域
が存在するかどうかを確認します

repositoryDriveCount ミラーリポジトリボリュームに使用する未割り当て
のドライブの数。

driveMediaType 情報を取得するドライブメディアのタイプ。有効な
値は次のとおりです。

• 「hdd」は、ドライブトレイにハードディスクド
ライブがあることを示します

• 「ssd」は、ドライブトレイにソリッドステート
・ディスクがあることを示します

• 「unknown」は、ドライブトレイ内のドライブメ
ディアのタイプを確認できることを示します

• 「allMedia」は、ドライブトレイ内にすべてのタ
イプのメディアがあることを示します

「ドライブタイプ」 ミラーリポジトリボリュームに使用するドライブの
タイプ。ドライブタイプを混在させることはできま
せん。

ストレージアレイ内に複数のドライブタイプがある
場合は、このパラメータを使用する必要がありま
す。

有効なドライブタイプは次のとおりです。

• 「SAS」

• 「NVMe4K」

ドライブタイプを指定しない場合、このコマンドは
デフォルトでany typeになります。
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パラメータ 説明

「trayLossProtect`」 ミラーリポジトリボリュームを作成するときにトレ
イ損失の保護を有効にする設定。トレイ損失の保護
を有効にするには’このパラメータをTRUEに設定しま
すデフォルト値は’FALSE’です

「drawerLossProtect`」 ミラーリポジトリボリュームを作成するときにドロ
ワー損失の保護を有効にする設定。ドロワー損失の
保護を有効にするには、このパラメータを「true」に
設定します。デフォルト値は’FALSE’です

注：

ミラーリポジトリボリュームのストレージスペースに対して入力した値が小さすぎると、ミラーリポジトリボ
リュームに必要なスペースの量を示すエラーメッセージがコントローラファームウェアから返されます。コマ
ンドではミラーリポジトリボリュームの変更は試行されません。ミラーリポジトリボリュームのストレージス
ペースの値に関するエラーメッセージに記載されている値を使用して、コマンドを再入力できます。

repositoryDrivesパラメータでは、大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方がサポートされま
す。大容量ドライブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引
き出して、ドライブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ド
ライブトレイの場合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロット
のIDを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納さ
れているスロットのIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを
指定し、ドロワーのIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もありま
す。

ドライブを割り当てるときに、trayLossProtectパラメータをTRUEに設定し、いずれか1つのトレイから複数
のドライブを選択した場合、ストレージアレイはエラーを返します。trayLossProtect`パラメータをFALSEに
設定すると’ストレージ・アレイは操作を実行しますが’作成するミラー・リポジトリ・ボリュームにはトレイ
損失の保護がない可能性があります

コントローラファームウェアがドライブを割り当てるときに、trayLossProtectパラメータをTRUEに設定した
場合、トレイ損失の保護を持つ新しいミラーリポジトリボリュームを構成するドライブをコントローラファー
ムウェアが提供できない場合、ストレージアレイはエラーを返します。trayLossProtectパラメータをFALSEに
設定すると’ミラーリポジトリボリュームにトレイ損失の保護がない可能性がある場合でも’ストレージアレイ
は処理を実行します

Data Assurance管理

Data Assurance（DA）機能を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホスト
とドライブの間でデータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。この機能を
有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェック用のコ
ードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコードを使用し
て、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデータはディスクに書き込
まれず、ホストにも返されません。

DA機能を使用する場合は、まず最初にDAがサポートされているドライブのみを含むプールまたはボリューム
グループを作成します。次に、DA対応ボリュームを作成します。最後に、DAに対応したI/Oインターフェイ
スを使用してDA対応ボリュームをホストにマッピングします。DAに対応したI/Oインターフェイスに
は、Fibre Channel、SAS、iSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB）があります。iSCSI over
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EthernetやSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

すべてのドライブがDA対応の場合は’dataAssuranceパラメータをEnabledに設定し’特定の操作
でDAを使用できますたとえば、DA対応ドライブが含まれるボリュームグループを作成し、そ
のボリュームグループにDA対応のボリュームを作成できます。DA対応ボリュームを使用する
他の処理には、DA機能をサポートするオプションがあります。

「dataAssurance」パラメータが「enabled」に設定されている場合、Data Assurance対応のドライブのみが
ボリューム候補とみなされます。それ以外の場合は、Data Assurance対応ドライブとData Assurance対応で
ないドライブの両方が考慮されます。DA対応ドライブのみが使用可能な場合、新しいボリュームグループ
は、有効なDA対応ドライブを使用して作成されます。

最小ファームウェアレベル

6.10

7.10で、RAIDレベル6機能が追加されました

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.60で、「driveMediaType」、「repositoryVolumeGroupUserLabel」、「drawerLossProtect」パラメータが
追加されました。

外部セキュリティキーを再作成します

recreate storageArray securityKey’コマンドは’外部セキュリティキー管理機能で使用する
ストレージアレイのセキュリティキーを再生成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文

recreate storageArray securityKey

passPhrase="passPhraseString"

file="fileName"

[deleteOldKey=(TRUE | FALSE)]
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パラメータ

パラメータ 説明

パスフレーズ セキュリティキーを外部ファイルに格納できるよう
に、セキュリティキーを暗号化する文字列。パスフ
レーズは二重引用符（""）で囲みます。

'file' セキュリティキーを含むファイルパスとファイル
名。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\drivesecurity.slk"

ファイル名の拡張子は「.slk」でなけれ
ばなりません。

「deleteOldKey」と入力します 新しいセキュリティキーの作成後に外部キー管理サ
ーバから古いセキュリティキーを削除するには、こ
のパラメータを「true」に設定します。デフォルト
は「FALSE」です。

注：

パスフレーズは次の条件を満たしている必要があります。

• パスフレーズは8~32文字で指定する必要があります。

• 大文字を1つ以上含む。

• 小文字を1つ以上含む。

• 数字を1つ以上含む。

• パスフレーズには、英数字以外の文字（<>@+など）が少なくとも1文字含まれている必要があります。

パスフレーズがこれらの条件を満たしていない場合は、エラーメッセージが表示されます。

最小ファームウェアレベル

7.70

11.73では’deleteOldKey’パラメータが追加されました

ディスクプールの容量を減らしてください

set diskPool’コマンドは’プールからドライブを論理的に削除することにより’ディスク・
プールの容量を削減します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドでは、Dynamic Capacity Reduction（DCR）機能を使用します。この機能により、選択したドラ
イブをディスクプールから削除し、必要に応じてそのドライブを再利用できます。

1回のDCR処理でディスクプールから削除できる最大ドライブ数は60本です。ディスクプールの最小サイズを
下回るサイズを指定することはできません。

構文

set diskPool [diskPoolName]

removeDrives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1

... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn)

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPool」 容量を削減するディスクプールの名前。ディスクプ
ール名は角かっこ（[]）で囲みます。

「removeDrives」を参照してください 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。
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注：

ディスクプール名は一意である必要があります。ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフ
ン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

グループを別途作成したり、不要な容量をストレージアレイから削除したりする必要がある場合は、選択した
ドライブをディスクプールから削除できます。削除したドライブは未割り当てのドライブになり、ドライブ上
のデータはディスクプール内の残りのドライブに再配置されます。ディスクプールの容量は、削除するドライ
ブの容量分だけ縮小されます。ディスクプールからのドライブの削除は必ずバックグラウンドタスクとして実
行され、処理中もボリュームは完全にアクセス可能な状態です。削除処理の進捗状況は、長時間の処理のステ
ータスの一部として報告されます。

ディスクプールから削除するドライブ上のすべてのデータを格納するための空き容量がディスクプールに残っ
ているドライブで十分に確保されていない場合、このコマンドは失敗します。ディスクプール内のリザーブ容
量は、ディスクプールから削除するドライブ上のデータの格納に使用されることがあります。ただし、リザー
ブ容量が重大しきい値を下回ると、メジャーイベントログに重大イベントが書き込まれます。

ディスクプールのサイズを縮小すると、必要なリザーブ容量が少なくなる可能性があります。場合によって
は、このコマンドが失敗する可能性を抑えるために、このコマンドを実行する前にリザーブ容量を削減し、デ
ィスクプールのデータに使用できるスペースの量を増やしてください。

削除できるドライブ数はコントローラファームウェアで指定されます。削除するドライブはユーザが選択でき
ます。コントローラファームウェアでは、再構築用にリザーブされた容量を消費せずに残りのドライブにデー
タを再分散するために必要な空きスペースの量に基づいてこのドライブ数を指定します。ディスクプールの空
き容量がすでに再構築ドライブのリザーブ容量よりも少ない場合、コントローラはDCR処理の開始を許可し
ません。

DCR処理によって、設定された容量がプール利用率のしきい値の一方または両方を超える可能性がありま
す。その場合は、通常のしきい値アラートが発行されます。

最小ファームウェアレベル

8.10で

アレイラベルを削除します

Remove array label’コマンドを使用すると’ストレージ・アレイのユーザー定義ラベルを
削除できます

サポートされているアレイ

このコマンドは、EF600およびEF300ストレージアレイを環境 します。

構文

delete storageArrayLabel label userDefinedString

delete storageArrayLabel all

333



パラメータ

パラメータ 説明

「userDefinedString」 ストレージアレイのユーザ定義のラベルを指定でき
ます。

最小ファームウェアレベル

8.60

非同期ミラーグループから不完全な非同期ミラーペアを削除します

remove asyncMirrorGroupコマンドは’ストレージ・アレイ上の孤立したミラー・ペア・
ボリュームを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

孤立したミラーペアボリュームは、非同期ミラーグループの一方（プライマリまたはセカンダリ）で非同期ミ
ラーグループのメンバーボリュームが削除され、もう一方では削除されていない場合に発生します。

孤立したミラーペアボリュームは、コントローラ間の通信がリストアされ、ミラー構成の両サイドでミラーパ
ラメータが調整されたときに検出されます。

このコマンドは、ミラー関係がローカルストレージアレイまたはリモートストレージアレイで正常に削除され
たにもかかわらず、通信の問題が原因で対応するストレージアレイでは削除できない場合に使用します。

構文

remove asyncMirrorGroup ["asyncMirrorGroupName"]

incompleteMirror volume="volumeName"

パラメータ
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パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 孤立したボリュームを削除する非同期ミラーグルー
プの名前。非同期ミラーグループ名は、二重引用符
（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「 volume 」 非同期ミラーグループから削除する孤立したボリュ
ームの名前。ボリューム名は二重引用符（""）で囲み
ます。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

SSDキャッシュからドライブを削除します

set ssdCacheコマンドは、ソリッドステートディスク（SSD）を削除することによ
り、SSDキャッシュの容量を縮小します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

構文

set ssdCache [ssdCacheName]

removeDrives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn)

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 SSDを削除するSSDキャッシュの名前。SSDキャッ
シュ名は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ
名が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構
成される場合は、SSDキャッシュ名を二重引用符（""
）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。
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パラメータ 説明

「removeDrives」を参照してください 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

このコマンドを使用して、SSDキャッシュからすべてのSSDを削除することはできません。少なくとも1本
のSSDをSSDキャッシュに残しておく必要があります。SSDキャッシュを完全に削除する場合は、代わり
に「delete ssdCache」コマンドを使用します。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ボリュームのLUNマッピングを削除します

remove lunMappingコマンドは'1つ以上のボリュームから論理ユニット番号（LUN）また
はネームスペースID（NSID）マッピングを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文
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remove (volume ["volumeName"] | accessVolume) lunMapping

(host="hostName" | hostGroup=("hostGroupName" | defaultGroup)

複数ボリュームのLUN / NSIDマッピングからLUN / NSIDマッピングを削除するための構文

remove (allVolumes | volumes [volumeName1 ... volumeNameN])

lunMapping

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 LUN / NSIDマッピングを削除するボリュームの名
前。ボリューム名は、二重引用符（""）で囲んだ上で
角かっこ（[]）で囲みます。

「accessVolume」のようになります このパラメータではアクセスボリュームが削除され
ます。

「allVolumes」 このパラメータでは、すべてのボリュームからLUN
マッピングが削除されます。

「ボリューム」 LUN / NSIDマッピングを削除する複数のボリューム
の名前。以下のルールを使用して、ボリュームの名
前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成されている場合は、次のルールに従っ
て名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ホスト ボリュームのマッピング先であるホストの名前。ホ
スト名は二重引用符（""）で囲みます。

このパラメータは、1個のボリュームからLUN / NSID
マッピングを削除する場合にのみ機能します。
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パラメータ 説明

「hostGroup」と入力します ボリュームのマッピング先であるホストを含むホス
トグループの名前。ホストグループ名は二重引用符
（""）で囲みます。defaultGroupの値は’ボリュームが
マップされているホストを含むホスト・グループで
す

このパラメータは、1個のボリュームからLUN / NSID
マッピングを削除する場合にのみ機能します。

注：

アクセスボリュームは、ストレージ管理ソフトウェアとストレージアレイコントローラ間の通信に使用され
るSAN環境内のボリュームです。アクセスボリュームがLUNアドレスまたはNSIDアドレスを使用し、アプリ
ケーションデータストレージには使用できない20MBのストレージスペースを使用します。アクセスボリュー
ムは、インバンド管理されるストレージアレイでのみ必要です。

アクセスボリュームを削除すると、構成が損傷する可能性があります。エージェントはアクセ
スボリュームを使用してストレージアレイと通信します。エージェントを実行しているホスト
からストレージアレイのアクセスボリュームのマッピングを削除すると、ストレージ管理ソフ
トウェアでエージェントを介してストレージアレイを管理できなくなります。

非アクセス・ボリュームまたはアクセス・ボリュームを指定する場合は’host’パラメータとhostGroupパラメー
タを使用する必要があります「allVolumes」パラメータまたは「volumes」パラメータを使用する場合、スク
リプトエンジンは「host」パラメータまたは「hostGroup」パラメータを無視します。

最小ファームウェアレベル

6.10

整合性グループからメンバーボリュームを削除します

set consistencyGroupコマンドは、既存のSnapshot整合性グループからメンバーボリュ
ームを削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

必要に応じて、整合性グループからリポジトリボリュームメンバーを削除できます。
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構文

set consistencyGroup ["consistencyGroupName"]

removeCGMemberVolume="memberVolumeName"

[deleteRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「consistencyGroupName」 メンバーを削除する整合性グループの名前。整合性
グループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こ（[]）で囲みます。

「removeCGMemberVolume」 削除するメンバーボリュームの名前。メンバーグル
ープ名は二重引用符（""）で囲みます。

deleteRepositoryMembersを指定します 整合性グループからすべてのリポジトリメンバーを
削除するかどうかを指定します。

最小ファームウェアレベル

7.83

ストレージアレイのディレクトリサーバのロールマッピングの削除

「remove storageArray DirectoryServer」コマンドは、指定されたディレクトリサーバの
定義済みのロールマッピングを削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

remove storageArray directoryServer [domainId]

    (allGroupDNs | groupDNs=(groupDN1 ... groupDNN))
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パラメータ

パラメータ 説明

「DirectoryServer」を参照してください ドメインIDを使用して、マッピングを削除するドメ
インを指定できます。

「allGroupDDN」 ドメインからすべてのグループの識別名のマッピン
グを削除できます。

「groupDND` 削除するグループの識別名（DN）を指定できます。

複数のグループを入力する場合は、値
をスペースで区切ります。

例

SMcli -n Array1 -c "remove storageArray directoryServer ["domain1"]

                    groupDNs=("CN=company-distlist,OU=Managed,

                    OU=MyCompanyGroups,DC=hq,DC=mycompany,DC=com");"

SMcli -n Array1 -c "remove storageArray directoryServer ["domain1"]

                    allGroupDNs;"

SMcli completed successfully.

同期ミラーリングを削除します

remove SyncMirror コマンドは’リモート・ミラー・ペアのプライマリ・ボリュームとセ
カンダリ・ボリュームの間のミラー関係を削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

340



構文

remove syncMirror (localVolume [volumeName] |

localVolumes [volumeName1 ... volumeNameN])

パラメータ

パラメータ 説明

「localVolume」です 削除するプライマリボリューム（ローカルストレー
ジアレイ上のボリューム）の名前。ボリューム名は
角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名が特殊文字
を含んでいる場合または数字のみで構成される場合
は、ボリューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角
かっこで囲む必要があります。

「localVolumes」を参照してください 削除する複数のプライマリボリューム（ローカルス
トレージアレイ上のボリューム）の名前。以下のル
ールを使用して、プライマリボリュームの名前を入
力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

プライマリボリューム名が特殊文字を含んでいる場
合または数字のみで構成されている場合は、次のル
ールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

最小ファームウェアレベル

6.10

非同期ミラーグループからボリュームを削除します

remove volume asyncMirrorGroupコマンドは’既存の非同期ミラー・グループからメンバ
ー・ボリュームを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

必要に応じて、非同期ミラーグループからリポジトリボリュームメンバーを削除できます。

このコマンドは、メンバーボリュームを削除する非同期ミラーグループを含むローカルストレージアレイでの
み有効です。

構文

remove volume ["volumeName"] asyncMirrorGroup="asyncMirrorGroupName"

[deleteRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 非同期ミラーグループから削除する特定のボリュー
ムの名前。ボリューム名は、二重引用符（""）で囲ん
だ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「asyncMirrorGroup」 削除対象のメンバーボリュームを含む非同期ミラー
グループの名前。非同期ミラーグループ名は二重引
用符（""）で囲みます。

deleteRepositoryMembersを指定します 非同期ミラーグループからすべてのリポジトリメン
バーを削除するかどうかを指定します。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ボリュームコピーを削除する

'remove VolumeCopy target’コマンドは’ボリューム・コピー・ペアを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、Snapshotボリュームコピーペアに対して有効です。

ファームウェア・バージョン7.83では’copyType=(online | offline)パラメータは使用されなくな
りました

構文

remove volumeCopy target [targetName] [source [sourceName]]

パラメータ

パラメータ 説明

「target」と入力します 削除するターゲットボリュームの名前。ターゲット
ボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。ターゲッ
トボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または
数字のみで構成される場合は、ターゲットボリュー
ム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。

「source」を参照してください 削除するソースボリュームの名前。ソースボリュー
ム名は角かっこ（[]）で囲みます。ソースボリューム
名が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構
成される場合は、ソースボリューム名を二重引用符
（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

5.40

7.83で’copyType=(online | offline)パラメータが削除されました

SSDキャッシュの名前を変更します

set ssdCacheコマンドは、SSDキャッシュの名前を変更します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

構文

set ssdCache [old_ssdCacheName] userLabel="new_ssdCacheName"

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 名前を変更するSSDキャッシュの名前。SSDキャッ
シュ名は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ
名が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構
成される場合は、SSDキャッシュ名を二重引用符（""
）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「userLabel」のように入力します SSDキャッシュの新しい名前。名前は二重引用符（""
）で囲みます。識別子には、英数字、アンダースコ
ア（_）、ハイフン（-）、ポンド（#）の任意の組み
合わせを使用できます。識別子の最大文字数は30文
字です。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

データパリティを修復

データパリティの修復コマンドは’データパリティエラーを修復します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用する前に、ネットアップサポートに問い合わせて、影響を受けるファームウェア、ドライ
ブ、RAIDストライプに関するガイダンスを確認してください。
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構文

repair volume[volumeName] parity

   [startingLBA=LBAvalue]

   [endingLBA=LBAvalue]

   [repairMethods=(repairMethod . . . repairMethod)]

           Space delimited list where possible repair methods are:

reconstruct, unmap, updateP, updateQ, updateData, and writeZeros

   [repairPI=(TRUE|FALSE)]

   [suspectDrives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 . . .

trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn)]

   [timeout=(0-65535)]

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 パリティを修復するボリュームの名前。ボリューム
名は角かっこで囲みます（[]）。

「StartingLBA」 論理ブロックの開始アドレス。

「endinglba`」 論理ブロックの終了アドレス。

「修繕の神」 パリティエラーを修復する方法。使用可能な方法は
次のとおりです

• reconstruct：「suspectDrives」パラメータで指定
されたドライブを再構築します。

• UNMAP：R5/R6 dripbeボリュームで、R5/R6
RAIDストライプをマッピング解除する場合に使
用します

• updateP：データパリティの不一致タイプを修正
するために使用します。

• updateQ：データパリティの不一致タイプを修正
するために使用します。

• updateData：データパリティの不一致タイプを修
正するために使用します。

• writeZeros：R5/R6 drbeボリュームで、マッピン
グされたデータとマッピングされていないデータ
が混在する予期しないRAID 5 / 6ストライプが検
出された場合に使用します。ストライプ内のマッ
ピングされていないブロックを取得し、ゼロを書
き込むと、パリティを更新します
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パラメータ 説明

「修繕PI」 StartingLBAで始まるエクステント内のPIを修復する
には、trueに設定します。

「サスペンス・ドライブ」 再構築するドライブを指定します。

タイムアウト 処理を実行する時間（分）。

最小ファームウェアレベル

8.63

ボリュームのパリティを修復します

「ボリュームパリティの修復」コマンドは、ボリューム上のパリティエラーを修復しま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームのパリティとボリュームのデータが一致しない場合は、ボリュームのパリティでは
なくボリュームのデータが破損している可能性があります。ボリュームのパリティを修復する
と、必要に応じて、破損したボリュームのデータを修復する機能が削除されます。

構文

repair volume [volumeName] parity

parityErrorFile="filename"

[verbose=(TRUE | FALSE)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「 volume 」 パリティを修復するボリュームの名前。ボリューム
名は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特殊
文字または数字が含まれている場合は、ボリューム
名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必
要があります。

'parityErrorFile' エラーの修復に使用するパリティエラー情報を含む
ファイルのパスと名前。ファイル名は二重引用符（""
）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\sup\parfile.txt

「parityErrorFile」は、以前の「ボリュ
ームのパリティをチェック」操作の結
果です。

「冗長」 完了した割合などの進捗状況の詳細をキャプチャす
るための設定。ボリュームのパリティを修復する際
の情報を表示するために使用します。進行状況の詳
細をキャプチャするには、このパラメータを「true」
に設定します。進行状況の詳細をキャプチャしない
ようにするには’このパラメータをFALSEに設定しま
す

最小ファームウェアレベル

6.10

ドライブを交換します

Replace drive replacementDriveコマンドを実行すると’ボリューム・グループ内のドライ
ブが置き換えられます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームグループのドライブを交換すると、ボリュームグループの構成が再定義されます。このコマンドを
使用して、ドライブを未割り当てのドライブまたは完全に統合されたホットスペアと交換できます。
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構文

replace (drive \[trayID,[drawerID,]slotID\] \|

drives\[trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn\]

 | <"wwID">)

replacementDrive=trayID,drawerID,slotID

[copyDrive][failDrive]

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「ドライブ」 交換するドライブのWorld Wide Identifier（WWID
）。WWIDは二重引用符（""）で囲んだ上で山かっこ
（<>）で囲みます。

「replacementDrive」を参照してください 交換用として使用するドライブの場所。大容量ドラ
イブトレイの場合は、ドライブのトレイIDの値、ド
ロワーIDの値、およびスロットIDの値を指定しま
す。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブのト
レイIDの値とスロットIDの値を指定します。トレ
イIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「1」～「5」
です。スロットIDの値は'1'～24’です

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
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のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

7.10

7.60で'drawerID'ユーザー入力が追加されました

インストールされている署名済み証明書をリセット

reset controller arrayManagementSignedCertificateコマンドは、コントローラにインスト
ールされた署名済み証明書とルート/中間証明書をリセットします。すべてのルート証明
書と中間証明書、および署名済み証明書は、1つの自己署名証明書に置き換えられます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

reset controller [(a|b)] arrayManagementSignedCertificate

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します ルート/中間証明書を取得するコントローラをユーザ
が指定できます。有効なコントローラ識別子は、aま
たはbで、aはスロットAのコントローラ、bはスロッ
トBのコントローラですコントローラの識別子は角か
っこ（[]）で囲みます。

例

SMcli -n Array1 -c "reset controller [a]

arrayManagementSignedCertificate;"

SMcli completed successfully.
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最小ファームウェアレベル

8.40

コントローラをリセットします

reset controllerコマンドは、コントローラをリセットし、I/O処理を中断します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

リセットしたコントローラはデータパスから削除され、リセット処理が完了するまでI/O処理に
使用できません。リセット対象のコントローラが所有するボリュームをホストが使用している
場合は、そのコントローラに対するI/Oが拒否されます。コントローラをリセットする前に、コ
ントローラが所有するボリュームが使用中でないこと、またはそれらのボリュームを使用する
すべてのホストにマルチパスドライバがインストールされていることを確認してください。

インバンド管理を使用する場合は、どのコントローラにコマンドを送信するかを制御できず、
このコマンドから予期しない結果が返されることがあります。

構文

reset controller [(a|b)]

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します リセットするコントローラ。有効なコントローラ識
別子は「a」または「b」です。「a」はスロットAの
コントローラ、「b」はスロットBのコントローラで
すコントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みま
す。コントローラを指定しないと、ストレージ管理
ソフトウェアから構文エラーが返されます。

注：

reset controllerコマンドを受信するコントローラによって、指定されたコントローラがリセットされます。た
とえば、コントローラAのリセットを要求するreset controllerコマンドがコントローラAに送信される場合は、
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ソフトリブートを実行してコントローラAがリブートされます。コントローラBのリセットを要求するreset
controllerコマンドがコントローラAに送信される場合は、コントローラAがコントローラBをリセットに保持
し、その後リセットからコントローラBを解放します。これはハードリブートです。一部の製品のソフトリブ
ートでは、IOCチップだけがリセットされます。ハードリブートでは、コントローラのIOCチップとエキスパ
ンダチップの両方がリセットされます。

最小ファームウェアレベル

5.20

ドライブをリセットします

reset driveコマンドは’ボリューム・グループまたはディスク・プール内のドライブの電
源を再投入して’動作に一貫性がないドライブまたは最適でないドライブのリカバリを支
援します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ドライブの電源を再投入することで、原因 の一貫性がない動作または最適でない動作に関する一部のエラー
を解消できます。これにより、重大でない一時的なエラーがドライブで発生し、ドライブが引き続き動作して
いる場合に、ドライブの交換を回避できます。この方法でドライブをリセットすると、システムの停止が軽減
され、ドライブの交換を回避できます。

ドライブの電源を再投入することで問題を解決できない場合は、ドライブのデータがコピーされ、ドライブの
交換のために電源がオフになります。

Pliant製のSSDドライブにこのコマンドを使用することはできません。ドライブの製造元を表示
するには、「show storageArray profile」コマンドまたは「show drive」コマンドを使用しま
す。

構文

reset drive([trayID,[drawerID,]slotID] | <"wwID">)

パラメータ
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パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「ドライブ」 交換するドライブのWorld Wide Identifier（WWID
）。WWIDは二重引用符（""）で囲んだ上で山かっこ
（<>）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

ドライブの電源を再投入したら、そのドライブを使用可能な状態に戻す前に、ドライブが動作していることを
コントローラで確認する必要があります。検証できないドライブは、障害が発生したドライブとしてマークさ
れます。障害が発生したドライブの電源を再投入するには、グローバルホットスペアドライブが必要です。ま
た、ドライブが使用可能な状態になったら、交換用ドライブへのフルコピーが必要です。

24時間以内に2回以上電源を再投入して、障害が発生したドライブをリセットすることはできません。状況に
よっては、障害が発生したドライブを2回以上リセットできない場合もあります。ドライブの電源の再投入の
しきい値とカウンタは永続的ストレージに保持され、状態キャプチャデータに含まれます。ドライブの電源を
再投入すると、情報イベントがログに記録されます。

最小ファームウェアレベル

8.20で

iSCSI IPアドレスをリセットします

reset iscsiIpAddressコマンドは、リモートストレージアレイのIPアドレスをリセットし
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て、ローカルストレージアレイとの接続を再確立します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、一部制限付きで個々のストレージアレイを環境 接続します。E2700またはE5600のアレイに
対して実行する場合は、制限はありません。

E2800、E5700、EF600、およびEF300のアレイに対して実行する場合は、クライアントタイ

プをに設定する必要があります。 symbol。クライアントタイプがに設定されている場合、こ

のコマンドは実行されません。 https。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用して、リモートストレージアレイのiSCSI IPアドレスが変更されたこと、および更新が必
要であることをローカルストレージアレイに通知できます。

iSCSI接続と非同期ミラーリング関係を確立する際、ローカルおよびリモート両方のストレージアレイは、リ
モートストレージアレイのIPアドレスを非同期ミラーリング構成に保存します。iSCSIポートのIPアドレスが
変わると、そのポートを使用しようとしているリモートストレージアレイで通信エラーが発生します。

IPアドレスが変更されたストレージアレイは、iSCSI接続を介してミラーリングするように設定された非同期
ミラーグループに関連付けられている各リモートストレージアレイにメッセージを送信します。このメッセー
ジを受け取ったストレージアレイは、リモートターゲットのIPアドレスを自動的に更新します。

IPアドレスが変更されたストレージアレイがコントローラ間のメッセージをリモートストレージアレイに送信
できない場合は、接続問題 のアラートが送信されます。ローカル・ストレージ・アレイとの接続を再確立す
るには’reset’コマンドを使用します

構文

reset (remoteStorageArrayName="storageArrayName" |

remoteStorageArrayWwid=<wwID>)

iscsiIpAddress

パラメータ

パラメータ 説明

remoteStorageArrayName iSCSI IPアドレスをリセットするリモートストレージ
アレイの名前。ストレージアレイ名は二重引用符（""
）で囲みます。
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パラメータ 説明

remoteStorageArrayWwid iSCSI IPアドレスをリセットするストレージアレイ
のWorld Wide Identifier（WWID）。ストレージアレ
イ名の代わりにWWIDを使用してストレージアレイを
識別できます。WWIDは山かっこ（<>）で囲みま
す。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

非同期ミラーグループの統計をリセットします

「reset storageArray arvmStats asyncMirrorGroup」コマンドは、非同期ミラーグループ
内の1つ以上のメンバーボリュームの同期統計を相対0にリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

reset storageArray arvmStats asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName]

volume="volumeName" sampleType=(all | mostRecent | longestSyncTime |

errors)

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 同期の統計をリセットする非同期ミラーグループの
名前。非同期ミラーグループ名は角かっこ（[]）で囲
みます。非同期ミラーグループ名に特殊文字または
数字が含まれている場合は、非同期ミラーグループ
名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必
要があります。
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パラメータ 説明

「 volume 」 このパラメータはオプションです。同期の統計をリ
セットする非同期ミラーグループ内の特定のメンバ
ーボリュームの名前。ボリュームを指定しない場合
は、非同期ミラーグループ内のすべてのメンバーボ
リュームの統計がリセットされます。

ボリューム名は二重引用符（""）で囲みます。

「sampleType」 このパラメータはオプションです。「sampleType」
のデフォルト値は「all」です。

• all — 3つのサンプルタイプすべてのデータがリセ
ットされます

• 「mostrecent」--最新の50件の再同期サンプルの
統計がリセットされます。

• longestSyncTime'--最新の20件の最も長い再同期
サンプルの統計情報がリセットされます

• errors--最新の20個の失敗した再同期サンプル
の統計情報がリセットされます

注：

Primaryロールでは、ミラーボリュームの統計がリセットされます。リセットされる統計には次のデータが含
まれます。

• 同期の開始時刻

• 同期タイプ（手動または定期的）

• 同期の期間

• 送信バイト数

• 最大および最小の書き込み時間（単一の書き込みの場合）

• 最大および最小の同期データ速度

• 合計書き込み時間

• リポジトリの使用率(%)

• リカバリポイントの経過時間

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。
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AutoSupport メッセージ収集スケジュールのリセット（個々のE2800またはE5700アレ
イ）

reset storageArray autoschedule' AutoSupport コマンドは、AutoSupport メッセージが管
理ソフトウェアによって生成されたランダムな値に送信される毎日および毎週の時間と
曜日をリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

• 管理ソフトウェアは、日単位と週単位のメッセージに関しては時刻を、週単位のメッセージに関しては曜
日を、ランダムに選択します。

• 管理ソフトウェアは、1つの管理ドメイン内の2つのストレージアレイがスケジュールされたAutoSupport
メッセージを同時に送信しないように対処します。

構文

reset storageArray autoSupport schedule

パラメータ

なし

例

SMcli -n Array1 -c "reset storageArray autoSupport schedule;"

SMcli completed successfully.

検証

スケジュールの変更結果を確認するには、「show storageArray autoSupport AutoSupport 」コマンドを使用
します。

最小ファームウェアレベル

8.40

356



ストレージアレイの診断データをリセットします

reset storageArray diagnosticDataコマンドは’ストレージ・アレイの診断データを含
むNVSRAMをリセットします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドでは診断データは削除されません。このコマンドは、要注意ステータスをDiagnostic Data
Availableステータスに置き換えます。古い診断データは、新しいデータがキャプチャされると自動的に上書き
されます。診断データを格納するメモリも、コントローラのリブート時にクリアされます。診断データをリセ
ットする前に、「save storageArray diagnosticData」コマンドを使用して診断データをファイルに保存しま
す。

このコマンドは、テクニカルサポートの助言の下で実行してください。

構文

reset storageArray diagnosticData

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.16

ストレージアレイのホストポート統計のベースラインをリセットします

reset storageArray hostPortStatisticsBaselineコマンドは、ストレージアレイのホストポ
ートの統計ベースラインをリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、廃止されたを置き換えます ストレージアレイのInfiniBandの統計ベースライ
ンをリセットします、 ストレージアレイのiSCSIベースラインをリセットしますおよび ストレ
ージアレイのiSERベースラインをリセットします コマンド

構文

reset storageArray hostPortStatisticsBaseline type=(ISCSI| ISER | SRP |

NVMEOF)

パラメータ

パラメータ 説明

「type」と入力します 収集する統計のタイプを指定できます。有効な選択
肢は、「iscsi」、「isER」、「srp」、「NVMEOF」
です。

最小ファームウェアレベル

8.41

ストレージアレイのInfiniBandの統計ベースラインをリセットします

reset storageArray ibStatsBaselineコマンドは、ストレージアレイのInfiniBand統計ベー
スラインを0にリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポート統計のベー
スラインをリセットします コマンドを実行します
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構文

reset storageArray ibStatsBaseline

パラメータ

なし

注：

このコマンドは、ハードウェアとファームウェアで維持される生の数を実際にリセットするわけではありませ
ん。代わりに、ファームウェアは現在のカウンタ値のSnapshotを作成し、これらの値を使用して、統計が取
得されるときに数の違いを報告します。新しいベースライン時間は両方のコントローラに適用されるため、コ
ントローラの数が相互に同期されます。一方のコントローラがリセットされ、もう一方のコントローラがリセ
ットされない場合は、カウンタが同期されなくなります。統計とともに報告されるタイムスタンプデータが両
方のコントローラで異なるため、クライアントはコントローラが同期されていないことを認識します。

最小ファームウェアレベル

7.10

8.41で、このコマンドは廃止されました。

ストレージアレイのiSCSIベースラインをリセットします

「reset storageArray iscsiStatsBaseline」コマンドは、ストレージアレイのiSCSIベース
ラインを0にリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポート統計のベー
スラインをリセットします コマンドを実行します

構文

reset storageArray iscsiStatsBaseline
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パラメータ

なし

注：

このコマンドは、ストレージアレイ内の両方のコントローラのベースラインを0にリセットします。両方のコ
ントローラのベースラインをリセットする目的は、コントローラの数をコントローラ間で同期することで
す。1台目のコントローラがリセットされ、2台目のコントローラがリセットされない場合は、コントローラ
が同期していないことがホストに通知されます。ホストには、統計とともに報告されるタイムスタンプが通知
されます。

最小ファームウェアレベル

7.10

8.41で、このコマンドは廃止されました。

ストレージアレイのiSERベースラインをリセットします

reset storageArray iserStatsBaselineコマンドは、ストレージアレイのiSERベースライン
を0にリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E2700、E5600、E2800、E5700を
含む個々のストレージアレイを環境 します。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポート統計のベー
スラインをリセットします コマンドを実行します

構文

reset storageArray iserStatsBaseline

パラメータ

なし

注：

このコマンドは、ハードウェアとファームウェアで維持される生の数を実際にリセットするわけではありませ
ん。代わりに、ファームウェアは現在のカウンタ値のSnapshotを作成し、これらの値を使用して、統計が取
得されるときに数の違いを報告します。新しいベースライン時間は両方のコントローラに適用されるため、コ
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ントローラの数が相互に同期されます。一方のコントローラがリセットされ、もう一方のコントローラがリセ
ットされない場合は、カウンタが同期されなくなります。統計とともに報告されるタイムスタンプデータが両
方のコントローラで異なるため、クライアントはコントローラが同期されていないことを認識します。

最小ファームウェアレベル

8.20で

8.41で、このコマンドは廃止されました。

ストレージアレイのRLSベースラインのリセット

すべてのRLSのカウントを0に設定すると、「reset storageArray RLSBaseline」コマン
ドは、すべてのデバイスのRead Link Status（RLS）ベースラインをリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

reset storageArray RLSBaseline

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

5.00

ストレージアレイのSAS PHYベースラインをリセットします

reset storageArray SASSPHYBaseline’コマンドは’すべてのデバイスのSAS物理層（SAS
PHY）ベースラインをリセットし'.csvファイルからエラーのリストを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

「save storageArray SASSPHYCounts」コマンドを実行すると、「.csv」ファイルが生成されます。

以前のリリースのreset storageArray SASSPHYBaseline’コマンドでは’ドライブを除くすべての
デバイスのエラー数がクリアされていましたこれで’reset storageArray SASSPHYBaseline’コマ
ンドは’ドライブおよびその他のデバイスのSAS PHYベースラインをリセットするようになりま
したすべてのエラーは'.csvファイルから削除されます

構文

reset storageArray SASPHYBaseline

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

7.83で、ドライブのSAS PHYベースラインがリセットされました。

ストレージアレイのSOCベースラインをリセットします

reset storageArray SOCBaseline’コマンドは、コントローラを介してアクセスされるす
べてのSwitch-On-a-Chip（SOC）デバイスのベースラインをリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、すべてのSOCの数を0に設定することで、ベースラインをリセットします。このコマンド
は、アービトレーテッドループトポロジ内のFibre Channelデバイスに対してのみ有効です。
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構文

reset storageArray SOCBaseline

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.16

ストレージアレイのボリューム分散をリセットします

reset storageArray volumeDistributionコマンドは、すべてのボリュームを優先コントロ
ーラに再割り当て（移動）します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

reset storageArray volumeDistribution

パラメータ

なし

注：

マルチパスドライバがインストールされていないホストでこのコマンドを使用する場合は、アプリケーション
エラーを回避するために、このコマンドが完了するまでボリュームへのI/O処理を停止する必要があります。

特定のホストオペレーティングシステム環境では、マルチパスホストドライバの再設定が必要になる場合があ
ります。また、オペレーティングシステムに対する変更を行って、ボリュームの新しいI/Oパスを認識させる
ことが必要になる場合もあります。

最小ファームウェアレベル

5.20
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非同期ミラーグループを再開します

resume asyncMirrorGroupコマンドは’非同期ミラーグループ内のすべてのミラーペア間
のデータ転送を再開します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

非同期ミラーグループを中断している間にプライマリボリュームに書き込まれたデータが、セカンダリボリュ
ームにただちに書き込まれます。自動同期間隔が設定されている場合は、定期的な同期が再開されます。

構文

resume asyncMirrorGroup ["asyncMirrorGroupName"]

[deleteRecoveryPointIfNecessary]

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 同期を開始する非同期ミラーグループの名前。非同
期ミラーグループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

「deleteRecoveryPointIfNecessary」です リカバリ可能な同期データがリカバリの時間のしき
い値を超えた場合にリカバリポイントを削除するた
めのパラメータ。リカバリポイントの経過時間は、
プライマリストレージアレイでデータが取得された
時間から計測されます。

最小ファームウェアレベル

7.84

8.10で、 deleteRecoveryPointIfNecessary パラメータ

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

364



整合性グループのSnapshotボリュームを再開します

「stop cgSnapVolume」コマンドを使用して停止した整合性グループのSnapshotボリュ
ームを作成するためのcopy-on-write処理を再開するには、「resume cgSnapVolume」コ
マンドを使用します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

resume cgSnapVolume ["snapVolumeName"]

cgSnapImage="snapImageName"

パラメータ

パラメータ 説明

cgSnapVolume 再開する整合性グループのSnapshotボリュームの名
前。整合性グループのSnapshotボリュームの名前
は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で
囲みます。
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パラメータ 説明

「cgSnapImage」をクリックします 再開する整合性グループ内のSnapshotイメージの名
前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部分で構成
されます。

• 整合グループの名前

• 整合性グループ内のSnapshotイメージの識別子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• 整合性グループ内のSnapshotのシーケンス番号で
ある整数値。

• ’new’-整合性グループに作成された最新
のSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

• oldest -整合性グループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• 整合性グループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、snapVol1という名前の整合性グループのSnapshotボリュームにあるSnapshot整合性グルー
プsnapgroup1で、Snapshotイメージ12345のcopy-on-write処理を再開する場合は、次のコマンドを使用しま
す。

resume cgSnapVolume ["snapVol1"] cgSnapImage=["snapgroup1:12345"]

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotイメージのロールバックを再開します

RESUME SnapImage rollbackコマンドは’一時停止状態になったロールバック・オペレー
ションを再開します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

処理のエラーが原因で、ロールバック処理が一時停止状態になることがあります。これにより、ストレージア
レイの要注意状態が発生します。

ロールバック処理を再開できない場合は、選択したSnapshotイメージが一時停止状態に戻り、要注意状態が
表示されます。

オンラインボリュームコピーに関与するSnapshotイメージには、このコマンドは使用できませ
ん。

構文

resume snapImage [snapImageName] rollback

パラメータ
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パラメータ 説明

「SnapImage」 ロールバック処理を再開するSnapshotイメージの名
前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部分で構成
されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新-スナップショット・グループで作成された
最新のスナップショット・イメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

• oldest - Snapshotグループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、snapgroup1という名前のSnapshotグループ内にあるSnapshotイメージ12345のロールバック処理
を再開する場合は、次のコマンドを使用します。

resume snapImage ["snapgroup1:12345"] rollback;

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームを再開します

RESUME SnapVolume’コマンドは’停止したスナップショット・ボリューム操作を再開
します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

resume snapVolume ["snapVolumeName"] snapImage="snapCGID:imageID"

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapVolume」 処理を再開するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリューム名は、二重引用符（""）で囲
んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「SnapImage」 Snapshotボリュームの処理を再開するSnapshotイメ
ージの名前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部
分で構成されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新-スナップショット・グループで作成された
最新のスナップショット・イメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

• oldest - Snapshotグループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。
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• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、snapGroup1という名前のSnapshotグループ内にあるSnapshotイメージ12345のSnapshotボリュー
ムの処理を再開する場合は、次のコマンドを使用します。

resume snapVolume ["snapVol1"] snapImage="snapGroup1:12345";

snapGroup1という名前のSnapshotグループ内にある最新のSnapshotイメージに対するSnapshotボリューム
の処理を再開するには、次のコマンドを使用します。

resume snapVolume ["snapVol1"] snapImage="snapGroup1:newest";

最小ファームウェアレベル

7.83

SSDキャッシュを再開します

RESUME ssdCacheコマンドは’suspend ssdCacheコマンドで一時的に停止したSSDキ
ャッシュを使用して’すべてのボリュームのキャッシュを再起動します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

構文

resume ssdCache [ssdCacheName]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ssdCache」 キャッシュ処理を再開するSSDキャッシュの名
前。SSDキャッシュ名は角かっこ（[]）で囲みま
す。SSDキャッシュ名が特殊文字を含んでいる場合
または数字のみで構成される場合は、SSDキャッシ
ュ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

同期ミラーリングを再開します

RESUME SyncMirror コマンドは’中断された同期ミラーリング操作を再開します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

resume syncMirror (primary [volumeName] |

primaries [volumeName1 ... volumeNameN])

[writeConsistency=(TRUE | FALSE)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「プライマリ」 同期ミラーリング処理を再開するプライマリボリュ
ームの名前。プライマリボリューム名は角かっこ（[]
）で囲みます。プライマリボリューム名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、プライマリボリ
ューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

「原色」 同期ミラーリング処理を再開する複数のプライマリ
ボリュームの名前。以下のルールを使用して、プラ
イマリボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

プライマリボリューム名が特殊文字を含んでいる場
合または数字のみで構成されている場合は、次のル
ールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「ライトコンシステンシ」 書き込み整合性グループ内のボリュームまたは分離
されているボリュームをこのコマンドで特定するた
めの設定。同一の書き込み整合性グループに属する
ボリュームの場合は、このパラメータを「true」に設
定します。別のボリュームの場合は、このパラメー
タを「FALSE」に設定します。

注：

「writeConsistency」パラメータを「true」に設定すると、ボリュームは書き込み整合性グループ（またはグ
ループ）に属している必要があります。このコマンドは、ボリュームを含むすべての書き込み整合性グループ
の同期ミラーリングを再開します。たとえば、ボリュームA、B、Cが書き込み整合性グループに属しており、
リモートに対応するA’, B’,およびC’がある場合、SyncMirror ボリュームの再開["A"] writeConsistency=trueコマ
ンドはA-A’, B-B’, C-C’を再開します。

最小ファームウェアレベル

6.10

ドライブを回復します

revive driveコマンドは’指定されたドライブを強制的に最適状態にします
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

データアクセスが失われる可能性-このコマンドの正しい使用方法は、ボリュームグループ内の
すべてのドライブのデータ構成によって異なります。テクニカルサポートの指示がないかぎ
り、ドライブの再活性化を試行しないでください。

構文

revive drive [trayID,[drawerID,]slotID]

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
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のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

5.43

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

Snapshotグループを回復します

[revive SnapGroup]コマンドは’指定したスナップショット・グループを強制的に最適状
態にします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshotグループが失敗状態でない場合はエラーメッセージが表示され、このコマンドは実行されません。

構文

revive snapGroup [snapGroupName]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 最適状態に設定するSnapshotグループの名
前。Snapshotグループ名は角かっこ（[]）で囲みま
す。Snapshotグループ名が特殊文字を含んでいる場
合または数字のみで構成される場合は、Snapshotグ
ループ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。
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最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームを回復します

「revive SnapVolume」コマンドは、指定されたスナップショットボリュームを強制的に
最適状態にします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshotボリュームは次のいずれかです。

• スタンドアロンのSnapshotボリューム

• 整合性グループのメンバーであるSnapshotボリューム

Snapshotボリュームが失敗状態でない場合はエラーメッセージが表示され、このコマンドは実行されませ
ん。

オンラインボリュームコピーで使用されているSnapshotボリュームには、このコマンドは使用
できません。

構文

revive snapVolume [snapVolumeName]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapVolume」 最適状態に設定するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリューム名は角かっこ（[]）で囲みま
す。Snapshotボリューム名が特殊文字を含んでいる
場合または数字のみで構成される場合は、Snapshot
ボリューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こで囲む必要があります。

375



注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

ボリュームグループを回復します

「revive volumegroup」コマンドは、指定されたボリュームグループとその関連する障
害が発生したドライブを強制的に最適な状態に設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

データアクセスが失われる可能性-このコマンドの正しい使用方法は、ボリュームグループ内の
すべてのドライブのデータ構成によって異なります。テクニカルサポートの指示がないかぎ
り、ドライブの再活性化を試行しないでください。

構文

revive volumeGroup [volumeGroupName]

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します 最適状態に設定するボリュームグループの名前。ボ
リュームグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

6.10
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保存…

ドライブログを保存します

save allDrives logfileコマンドは’ドライブ・ログをファイルに保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイでは、ドライブログデータがドライブごとに管理されます。

このコマンドは、テクニカルサポートから指示がないかぎり実行しないでください。

構文

save allDrives logFile="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

logfile` ドライブログの保存先となるファイルパスとファイ
ル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。例
：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\drive01.zip

このコマンドでは、保存されているフ
ァイルにファイル拡張子は自動的に付
加されません。ファイル名には.zipフ
ァイル拡張子を指定する必要がありま
す。

最小ファームウェアレベル

6.10
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トレイログを保存します

save allTrays logfileコマンドは’ログセンスデータをファイルに保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ログセンスデータは、各トレイの環境カードで管理されますすべての環境カードにログセンスデータが含まれ
ているわけではありません。

構文

save allTrays logFile="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

logfile` ログセンスデータの保存先となるファイルパスとフ
ァイル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みま
す。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\traylogdat.txt

このコマンドでは、保存されているファイルにファ
イル拡張子は自動的に付加されません。ファイル名
にはファイル拡張子を指定する必要があります。

最小ファームウェアレベル

6.50

監査ログレコードを保存します

save auditLogコマンドは’監査ログ・レコードを取得します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

save auditLog (all | (beginDate=date | endDate=date)

|(beginRecord=timestamp | endRecord=timestamp)) file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「すべて」 すべての監査ログレコードを取得できます。

「開始日」 取得の開始日を指定できます。日付の入力形式は、
クライアントタイムゾーンでMM：DD：YYです。取
得される最初の監査ログレコードは、指定した日付
以降に投稿された最初のレコードです。

午前0時から午前0時までの範囲は、ク
ライアントのタイムゾーンに基づいて
います。

「endDate」 取得の終了日を指定できます。指定しない場合は、
ログの最後のレコードが取得されます。日付の入力
形式は、クライアントタイムゾーンでMM：DD：YY
です。取得される最後の監査ログレコードは、指定
した日付以前に投稿された最後のレコードです。

午前0時から午前0時までの範囲は、ク
ライアントのタイムゾーンに基づいて
います。

「beginRecord」 取得する最初のレコードを指定できます。この値
は、最初の監査ログレコードのタイムスタンプを表
す整数値です。指定しない場合は、ログの最初のレ
コードが取得されます。

「endRecord」 取得する終了レコードを指定できます。この値は、
最後の監査ログレコードのタイムスタンプを表す整
数値です。指定しない場合は、ログの最後のレコー
ドが取得されます。
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パラメータ 説明

'file' 監査ログの出力ファイル名を指定できます。

監査ログのレコードは、新しいものか
ら順にファイルに保存されます。

例

SMcli -n Array1 -c "save auditLog all file="myAuditLog.txt";"

SMcli -n Array1 -c "save auditLog endRecord=1493070393313

file="myAuditLog.txt";"

SMcli -n Array1 -c "save auditLog beginDate=12:12:16 endDate=04:01:17

file="myAuditLog.txt";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

保存チェックボリュームパリティジョブのパリティエラー

。 save check volume parity job parity errors コマンドは、ボリュームチ
ェックパリティジョブによってログに記録されたパリティエラーを指定のファイルに保
存します。出力ファイルは、廃止されたcheck volume parityコマンドと同じ形式で書き
込まれるため、既存のrepair volume parityコマンドの入力として使用できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
すべてのストレージアレイを環境 します。

ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。

構文

save check volume parity job parityErrors jobId=<job_id>

parityErrorFile=<parity_error_file>;
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パラメータ

パラメータ 説明

jobId ログに記録されたパリティエラーを取得して保存す
るジョブID。この値は必須です。

'parityErrorFile' ログに記録されたパリティエラーを保存する場所を
示すためにユーザーが指定したファイル。この値は
必須です。

最小ファームウェアレベル

11.80

Webサーバ証明書署名要求（CSR）の生成

save controller arrayManagementCSR’コマンドは’コントローラの証明書署名要求(CSR)
を生成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

CSRには、認証局（CA）による署名が必要です。署名された証明書はコントローラのWebサーバにインスト
ールされます。これにより、アレイを管理するときに、ブラウザはコントローラのWebサーバを自動的に信頼
できます。この処理はコントローラごとに実行します。

構文

save controller [(a|b)] arrayManagementCSR

     commonName="ipOrDnsName"

     [alternateIPAddresses=(ipvX1...ipvXN)]

     [alternateDnsNames=("dnsName1"..."dnsNameN")]

     organization="organizationName"

     [organizationalUnit="organizationalUnitName"]

     locality="cityOrLocality"

     [stateProvince="stateOrRegion"]

     country="string"

     file="filename"

381



パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します CSR作成の対象となるコントローラを指定できま
す。有効なコントローラ識別子は、aまたはbで、aは
スロットAのコントローラ、bはスロットBのコントロ
ーラですコントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲
みます。

「commonName」 コントローラのIPアドレスまたはDNS名を指定でき
ます。これは、ブラウザでSystem Managerにアクセ
スする際に入力したアドレス（http：//またはhttps：//
を除く）と正確に一致している必要があります。一
致していないと、名前不一致エラーが発生します。

「alternateIPAddresses」 コントローラの追加のIPアドレスまたはエイリアスを
指定できます。すべてのIPアドレスをかっこで囲みま
す。複数のIPアドレスを入力する場合は、それぞれス
ペースで区切ります。

「alternateDnsNames」 コントローラの追加のDNS名を指定できます。すべ
てのDNS名をかっこで囲みます。複数の名前を入力
する場合は、それぞれスペースで区切ります。

「組織」 ストレージアレイが属する組織の正式名称を指定で
きます。省略はせず、Inc、Corp、LLCなどのサフィ
ックスもすべて含めてください。

organizationalUnit 証明書を処理する組織の部門を指定できます。

「ローカリティ」 ストレージアレイが配置されている市区町村を指定
できます。

「州」 ストレージアレイが配置されている都道府県を指定
できます。これは省略しないでください。

「country」 ISO（国際標準化機構）の2桁の国別コード（USなど
）を指定できます。

'file' コントローラのCSRファイルの保存先となるファイ
ルを指定できます。

例
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SMcli -n Array1 -c "save controller [a] arrayManagementCSR

   commonName="ictd0702s05c01-a.ict.englab.xyz.com"

   alternateIPAddresses=(10.113.174.190 10.113.174.191)

   alternateDnsNames=("ictd0702s05c01-b.ict.englab.xyz.com")

   organization="Company"

   locality="Wichita"

   stateProvince="Kansas"

   country="US"

   file="C:\storage_array_csr.csr";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

インストールされているサーバ証明書を取得する

save controller arrayManagementSignedCertificateコマンドは、コントローラにインスト
ールされているサーバ証明書を取得して、証明書の詳細を表示できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

save controller [(a|b)] arrayManagementSignedCertificate

     file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します 署名済み証明書のダウンロード元のコントローラを
指定できます。有効なコントローラ識別子は、aまた
はbで、aはスロットAのコントローラ、bはスロッ
トBのコントローラですコントローラの識別子は角か
っこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

'file' コントローラの署名済み証明書ファイルの保存先と
なるファイルを指定できます。

例

SMcli -n Array1 -c "save controller [a] arrayManagementSignedCertificate

   file="C:\controllerAcertificate.cer";"

SMcli -n Array1 -c "save controller [b] arrayManagementSignedCertificate

   file="C:\controllerBcertificate.cer";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

インストールされているCA証明書を取得する

save controller cAcertifate’コマンドは’インストールされているCA証明書を指定されたコ
ントローラから取得します取得した証明書に含まれているのは、コントローラのWebサ
ーバから要求されたCA証明書です。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

save controller[(a|b)] caCertificate [all | aliases=("alias1" ... "

aliasN")]

 path="fileLocation"

パラメータ
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パラメータ 説明

「controller」と入力します ルート/中間証明書を取得するコントローラを指定で
きます。有効なコントローラ識別子は、aまたはb
で、aはスロットAのコントローラ、bはスロットBの
コントローラですコントローラの識別子は角かっこ
（[]）で囲みます。

「すべて」 署名済み証明書チェーンを解決するためにインポー
トされたすべての証明書の取得を指定できます。ユ
ーザがインストールした証明書にはキー管理証明書
が含まれています

「別名」 取得するユーザがインストールしたルート/中間証明
書をエイリアスで指定できます。すべてのエイリア
スをかっこで囲みます。複数のエイリアスを入力す
る場合は、エイリアスをスペースで区切ります。

「path」 コントローラのルート/中間証明書を保存するローカ
ルの場所を指定できます。

例

SMcli -n Array1 -c "save controller[a] caCertificate all path="C:\";"

SMcli -n Array1 -c "save controller[b] caCertificate aliases=("myAlias"

"anotherAlias") path="C:\";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

コントローラのNVSRAMを保存します

save controller NVSRAM fileコマンドは’選択したコントローラNVSRAM領域のセットを
ファイルに保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。
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構文

save controller [(a|b)] NVSRAM file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します NVSRAM値を保存するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラですコントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲
みます。

'file' NVSRAM値の保存先となるファイルパスとファイル
名。NVSRAMファイル名は二重引用符（""）で囲み
ます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\nvsramb.txt

NVSRAM値を格納するファイルのデフォルト名
は、「NVSRAMデータ.txt」です。このコマンドで
は、保存されているファイルにファイル拡張子は自
動的に付加されません。ファイル名にはファイル拡
張子を指定する必要があります。

最小ファームウェアレベル

6.10

ドライブチャネルの障害切り分け診断ステータスを保存します

save driveChannel faultDiagnostics fileコマンドは’start driveChannel faultDiagnosticsコ
マンドから返されたドライブチャネル障害切り分け診断データを保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェアバージョン8.10では、save driveChannel faultDiagnosticsコマンドは廃止されま
した。
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診断データは、標準テキストまたはXMLとしてファイルに保存できます。

構文

save driveChannel faultDiagnostics file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' ドライブチャネルでの障害切り分け診断テストの結
果の保存先となるファイルパスとファイル名。ファ
イル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\sup\fltdiag.txt

このコマンドでは、保存されているファイルにファ
イル拡張子は自動的に付加されません。ファイル名
にはファイル拡張子を指定する必要があります。

注：

保存されたファイルには、ファイル拡張子は自動的に付加されません。ファイルに適切な形式のファイル拡張
子を指定する必要があります。ファイル拡張子「.txt」を指定すると、出力はテキストファイル形式になりま
す。ファイル拡張子に「.xml」を指定すると、出力はXMLファイル形式になります。

最小ファームウェアレベル

この新しい機能は7.15でレガシーコントローラトレイに導入されました。

入出力コントローラ（IOC）ダンプを保存します

save IOCLogコマンドは、ストレージアレイ内のコントローラからホスト上のファイル
にIOCダンプを保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

save IOCLog [file="filename"]
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パラメータ

パラメータ 説明

'file' IOCダンプの保存先となるファイルパスとファイル
名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

file="C:\Array

Backups\IOCcoredump1.7z"

このコマンドは、データを圧縮ファイルに保存し、
ファイル拡張子「.7z」を保存されたファイルに追加
します。ストレージアレイ内のコントローラのIOC関
連データを格納するファイルのデフォルト名には、
ストレージアレイのWWNが使用されます。

注：

このコマンドは、両方のコントローラからIOCダンプログデータとIOCダンプメタデータを取得します。7zip
ファイル形式を使用して、取得したデータが指定した名前の単一のファイルに圧縮されてアーカイブされま
す。この7zipアーカイブファイルの内容は次のとおりです。

• ファイル名+「IOCLog」+[A|B].gz -コントローラAまたはコントローラBから取得されたIOCログ（利用可
能な場合）

• ファイル名+「IOCLogInfo」+[A|B].txt -コントローラAまたはコントローラBから取得されたIOCログのメ
タデータ情報。コントローラからIOCログデータを取得できない場合は、メタデータ.txtファイルにエラー
の状態と理由が記録されます。

エラー状態は次のとおりです。

• コントローラプラットフォームとHICがIOCダンプをサポートしていない。

• コントローラでIOCダンプデータが収集されていない。

圧縮されたログは人間が判読できる形式ではありません。テクニカルサポートに渡して評価してもらう必要が
あります。

最小ファームウェアレベル

8.20で

ストレージアレイの診断データを保存します

save storageArray diagnosticDataコマンドは、ストレージアレイの診断データをコント
ローラまたは環境サービスモジュール（ESM）からファイルに保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファイルの内容はあとで確認できます。また、ファイルをテクニカルサポートに送信して詳しい確認を依頼す
ることもできます。

診断データを保存したら、古いデータを上書きできるように、診断データが含まれているNVSRAMレジスタ
をリセットできます。診断データレジスタをリセットするには、「reset storageArray diagnosticData」コマ
ンドを使用します。

このコマンドは、テクニカルサポートの助言の下で実行してください。

構文

save storageArray diagnosticData [(controller | tray)]

file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「diagnosticData」を参照してください このパラメータでは、診断データをコントローラ
とESMのどちらからダウンロードするかを指定でき
ます。

'file' ストレージアレイ診断データの保存先となるファイ
ルパスとファイル名。ファイル名は二重引用符（""）
で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\sadag.zip "`

このコマンドではデータが自動的に圧縮ファイルに
保存されますが、ファイルには自動的にファイル拡
張子が付加されません。ファイル名を入力するとき
は'.zip拡張子を指定する必要があります

注：

このコマンドの7.77より前のバージョンでは’ユーザ・オプションはtrayではなくESMでした7.77では’tray
は’ESMを置き換えます「ESM」の使用はまだサポートされていますが、今後のリリースとの互換性を最大限
に高めるために、「ESM」を「tray」に置き換えてください。

最小ファームウェアレベル

6.16

389



7.77「tray」は「ESM」に代わるものです。

非同期ミラーグループの統計を保存します

save storageArray arvmStats asyncMirrorGroupコマンドは、非同期ミラーグループ内
の1つ以上のメンバーボリュームの同期統計をファイルに保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

収集される統計は、ローカルストレージアレイ上のプライマリロールの非同期ミラーグループのメンバーボリ
ュームでのみ使用できます。

ミラー構成が適切に機能しているかどうかを評価するために使用できる同期プロセス中に一連のデータが収集
されます。データは_samples_のセットとして収集されます。サンプルは同期プロセスの開始時に作成され、
同期プロセスの実行中に定期的に更新されます。

サンプルは’同期プロセスが完了するまで’またはボリューム所有権の転送や読み取り/書き込みエラーなど’同期
プロセスの中断が発生するまで’データを収集します同期プロセスの停止が解決されると（ボリュームが代替
コントローラに転送された場合など）、新しいサンプルが作成され、同期プロセスの続行に従って更新されま
す。

構文

save storageArray arvmStats asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName]

arvmStats file="filename"

"

[volume="volumeName"]

[sampleType=(all | mostRecent | longestSyncTime | errors)]

[recordLimit=(1-90)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 同期の統計を保存する非同期ミラーグループの名
前。非同期ミラーグループ名は角かっこ（[]）で囲み
ます。非同期ミラーグループ名に特殊文字または数
字が含まれている場合は、非同期ミラーグループ名
を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要
があります。

'file' 同期の統計の保存先となるファイルパスとファイル
名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\asynchdata.csv

このコマンドでは、保存されているファイルにファ
イル拡張子は自動的に付加されません。任意のファ
イル名を使用できますが'.csv拡張子を使用する必要が
あります

「 volume 」 このパラメータはオプションです。同期の統計を取
得する非同期ミラーグループ内の特定のメンバーボ
リュームの名前。ボリュームを指定しない場合は、
非同期ミラーグループ内のすべてのメンバーボリュ
ームの統計が保存されます。

非同期ミラーグループ内の複数のボリュームについ
て統計が収集される場合は、すべてのデータが同じ
ファイルに書き込まれます。

ボリューム名は二重引用符（""）で囲みます。

「sampleType」 このパラメータはオプションです。「sampleType」
のデフォルト値は「all」です。

• all — 3つのサンプルタイプすべてのデータが収集
され’同じファイルに書き込まれます

• 「mostrecent」--最新の50件の再同期サンプルの
統計が記録されます。

• longestSyncTime'--最新の20件の最も長い再同期
サンプルの統計情報が収集されます

• errors--直近の20件の失敗した再同期サンプル
の統計が記録されますこれらのサンプルには、障
害コードが含まれています。

「レコード制限」 このパラメータはオプションです。レコード制限の
デフォルト値は「無制限」です。'recordLimit’は0より
大きく90以下である必要があります
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注：

プライマリロールでは、ミラーボリュームの統計がキャプチャされます。収集される統計には次のデータが含
まれます。

• 同期の開始時刻

• 同期タイプ（手動または定期的）

• 同期の期間

• 送信バイト数

• 最大書き込み時間（単一の書き込みの場合）

• 最短の書き込み時間（単一の書き込みの場合）

• 最低の同期データ速度

• 最大同期データ速度

• 合計書き込み時間

• リポジトリの使用率(%)

• リカバリポイントの経過時間

初期同期中は、約15分ごとに統計サンプルがキャプチャされます。

同期の統計はサポートバンドルに含まれています。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

自動ロードバランシングの統計を保存します

save storageArray autoLoadBalanceStatistics fileコマンドは、I/Oワークロードの自動バ
ランシングを提供し、ホストからの受信I/Oトラフィックが動的に管理され、両方のコン
トローラに分散されるようにします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ストレージアレイの自動ロードバランシングの統計をファイルに保存します。これらの統計
には、アレイ内の各ボリュームにおける所有権の変更履歴が表示されます。

392



このファイルをテクニカルサポートに送信し、調査を依頼してください。

構文

 save storageArray autoLoadBalanceStatistics file="filename"

(numberOfDays=numberOfDays);

パラメータ

パラメータ 説明

「storageArray storageArray storageArray」 このコマンドがストレージアレイに対して機能する
ように指定します。

'file' 自動ロードバランシングの統計の保存先となるファ
イルパスとファイル名。ファイル名は二重引用符（""
）で囲みます。

「日数」 統計を保存する日数。このパラメータはオプション
で、デフォルト値は0です。これは、使用可能なすべ
てのデータを示します。

例

SMcli -n Array1 -c "save storageArray autoLoadBalanceStatistics

file="filename" numberOfDays=30;"

「ドライブがプライマリパスを喪失」状態がアクティブな場合、自動ロードバランシングがワ
ークロードを分散することができません。自動ロードバランシング機能でワークロードが分散
されるためには、この状態が非アクティブである必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.30

AutoSupport ログを取得します

save storageArray autolog' AutoSupport コマンドを使用すると、AutoSupport ログファ
イルを表示できます。このファイルには、ステータスに関する情報、送信アクティビテ
ィの履歴、およびAutoSupport メッセージの配信中に発生したエラーが格納されま
す。AutoSupportに対応したストレージアレイとAutoSupportが有効なストレージアレイ
のすべてについてログを使用できます。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用すると、次の2種類のログを表示できます。

• 現在のログ—この時点でキャプチャされたログを表示します

• アーカイブログ—アーカイブされたファイルからログを表示します

構文

save storageArray autoSupport log [inputArchive=n]

file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「inputArchive」と入力します アーカイブされたAutoSupport ログを指定できますア
ーカイブ・ファイルは’n'0から始まる整数です

このパラメータを省略する場合は、現
在のAutoSupport ログ（現時点でキャ
プチャ）を選択します。

'file' 出力のASUP送信ログファイル名を指定できます。

このパラメータは必須です。

例

SMcli -n Array1 -c "save storageArray autoSupport log inputArchive=0

file=\"ASUPTransmissionLog\";"

SMcli completed successfully.
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最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイの構成を保存します

save storageArray configurationコマンドは’現在のストレージ・アレイ・ボリューム構成
を再作成するために使用できるスクリプト・ファイルを作成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。ただし、このコマンドでLDAPパラメータを指定できるのは、Security Adminロー
ルが割り当てられたユーザだけです。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、現在のストレージアレイ上のリモートミラーリングまたはボリュームコピー
の構成データをファイルに保存しません。

構文

save storageArray configuration file="filename"

(allconfig|[globalSettings=(TRUE | FALSE)]

[volumeConfigAndSettings=(TRUE | FALSE)]

[hostTopology=(TRUE | FALSE)]

[lunMappings=(TRUE | FALSE)])

パラメータ

パラメータ 説明

'file' 設定の保存先となるファイルパスとファイル名。フ
ァイル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\saconf.cfgです

構成設定を含むファイルのデフォルト名は’storage-
array-configuration.cfgですこのコマンドでは、保存さ
れているファイルにファイル拡張子は自動的に付加
されません。ファイル名にはファイル拡張子を指定
する必要があります。
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パラメータ 説明

「allConfig」 すべての設定値をファイルに保存するための設定。
（このパラメータを選択すると、すべての設定パラ
メータが「true」に設定されます）。

「globalSettings」と入力します グローバル設定をファイルに保存するための設定。
グローバル設定を保存するには、このパラメータ
を「true」に設定します。グローバル設定を保存しな
い場合は、このパラメータを「FALSE」に設定しま
す。デフォルト値は「true」です。

'volumeConfigAndSettings' ボリューム構成の設定とすべてのグローバル設定を
ファイルに保存するための設定。ボリューム構成の
設定とグローバル設定を保存するには’このパラメー
タをTRUEに設定しますボリューム構成の設定とグロ
ーバル設定を保存しない場合は’このパラメータ
をFALSEに設定しますデフォルト値は「true」です。

「hostTopology」のようになります ホストトポロジをファイルに保存するための設定。
ホストトポロジを保存するには、このパラメータ
を「true」に設定します。ホストトポロジを保存しな
い場合は、このパラメータを「FALSE」に設定しま
す。デフォルト値は’FALSE’です

「lunMappings」 LUNまたはNSIDマッピングをファイルに保存するた
めの設定。LUNまたはNSIDマッピングを保存するに
は、このパラメータを「true」に設定します。LUNま
たはNSIDマッピングを保存しない場合は、このパラ
メータを「FALSE」に設定します。デフォルト値
は’FALSE’です

注：

このコマンドでは、グローバル設定、ボリューム構成の設定、ホストトポロジ、LUNマッピングの各パラメー
タを任意に組み合わせて指定できます。すべての設定を入力する場合は’allConfig’パラメータを使用しま
す「allConfig」パラメータを使用するか、その他の4つのパラメータのうちの1つ以上を使用する必要がありま
す。

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイコントローラのヘルスイメージを保存します

save storageArray controllerHealthImage’コマンドは、コントローラヘルスイメージ機能
をサポートするストレージアレイのコントローラヘルスイメージを、ホスト上の指定さ
れたファイルに保存します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェア・バージョン8.20で’coredump’パラメータは’controllerHealthImage’パラメータ
に置き換えられました

ストレージアレイがコントローラヘルスイメージ機能をサポートしていない場合、コマンドはエラーを返しま
す。

構文

save storageArray controllerHealthImage file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' コントローラヘルスイメージの保存先となるファイ
ルパスとファイル名。ファイル名は二重引用符（""）
で囲みます。例：

file="C:\Array

Backups\DBMbackup_03302010.core"

注：

コントローラヘルスイメージファイルは、サイズが1~2ギガバイト程度になり、保存に数分を要します。この
コマンドは、コントローラヘルスイメージ自体を保存するとともに、コントローラヘルスイメージのメタデー
タを基にXML記述子ファイルを生成します。この記述子ファイルは、コントローラヘルスイメージと同じパス
にZIPファイル形式で保存されます。次の例は、この記述子ファイルのXML形式を示しています。
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no" ?>

- <DPLcontrollerHealthImageInfo>

<dplcontrollerHealthImageTag>sometag#</dplcontrollerHealthImageTag>

<captureTime>12/22/10 3:58:53 PM IST</captureTime>

- <StorageArrayData>

<ArraySAID>600a0b80006e006a000000004c65efc1</ArraySAID>

<ManagementApiVersion>devmgr.v1083api01.Manager</ManagementApiVersion>

<fwVersion>07.83.01.00</fwVersion>

<platformType>7091</platformType>

</StorageArrayData>

<fullcontrollerHealthImageCtlr>controllerserialNumber1

     </fullcontrollerHealthImageCtlr>

<fullcontrollerHealthImageSize>fullCaptureSize</fullcontrollerHealthImageS

ize>

<altcontrollerHealthImageCtlr>controllerserialNumber2</altcontrollerHealth

Image

     Ctlr>

<altcontrollerHealthImageSize>altCaptureSize</altcontrollerHealthImageSize

>

<triggerReason>Exception</triggerReason>-<DPLcontrollerHealthImageDetail>

<dplcontrollerHealthImageReason>DPLcontrollerHealthImageReason

     </dplcontrollerHealthImageReason>

- <fwLocation >

<filename>filename</filename>

<lineNumber>line#</lineNumber>

</fwLocation >

<panicReason>panicString</panicReason>

</DPLcontrollerHealthImageDetail>

</DPLcontrollerHealthImageInfo>

コントローラヘルスイメージをコントローラキャッシュからホストに取得すると、コントローラヘルスイメー
ジの取得が不要であることを示すフラグがコントローラに設定されます。この設定は48時間持続します。こ
の期間に新しいコントローラヘルスイメージが発生すると、新しいコントローラヘルスイメージがコントロー
ラキャッシュに保存され、キャッシュ内の以前のコントローラヘルスイメージが上書きされます。

最小ファームウェアレベル

7.83

8.20で’coredump’パラメータが’controllerHealthImage’パラメータに置き換えられました

ストレージアレイのDBMデータベースの保存

save storageArray dbmDatabaseコマンドは、RAID設定データまたはすべてのデータを
ホスト上のファイルにバックアップします。データの場所とコントローラは複数指定で
きます。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

save storageArray dbmDatabase

[sourceLocation=(disk | onboard)]

[controller [(a|b)]]

[contentType= all]

 file="fileName"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' データベースの保存先となるファイルパスとファイ
ル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。例
：

file="C:\Program

Files\CLI\logs\dbmdata.zip "

このパラメータは、オプションのパラメータのあと
に指定する必要があります。

このコマンドでは.zipファイルが作成されます。ファ
イル拡張子を指定する必要はありません。

「sourceLocation」と入力します このパラメータは、バックアップデータベースの情
報を取得する場所を指定します。

• 「disk」は、ドライブ上のデータベースから直接
データが取得されることを示します

• 「onboard」は、RPAメモリ上の場所からデータ
を取得することを示します

デフォルトの場所は「onboard」です。
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パラメータ 説明

「controller」と入力します 「sourceLocation」が「onboard」に設定されている
場合は、データを排他的に取得するコントローラを
指定します。「controller」パラメータが指定されて
いない場合は、どちらのコントローラからもデータ
が取得される可能性があります。

有効なコントローラ識別子は「a」または「b」で
す。「a」はスロットAのコントローラ、「b」はスロ
ットBのコントローラです

「contentType」を参照してください このパラメータは、取得するデータのコンテンツタ
イプを指定します。

このパラメータはデフォルトで「all」に設定されて
いるため、ディスク・プール構成データを含むすべ
てのデータが取得されます。

注：

このコマンドを使用してホストに保存したデータは、必要に応じてコントローラにリストアできます。ただ
し、ホスト上のファイルからデータをリストアするにはバリデータが必要です。

最小ファームウェアレベル

7.75

7.83で、次のパラメータが追加されました

• 「sourceLocation」と入力します

• 「controller」と入力します

• 「contentType」を参照してください

ストレージアレイのDBMバリデータ情報ファイルを保存します

save storageArray dbmValidatorInfoコマンドは’ストレージ・アレイのデータベース管理
（DBM）検証情報をXMLファイルに保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

テクニカルサポートでは、このXMLファイルを使用してバリデータ文字列（セキュリティコード）を生成でき
ます。バリデータ文字列は’ストレージ・アレイを既存の構成にリストアするときに’load storageArray
dbmDatabase’コマンドに含める必要があります

構文

save storageArray dbmValidatorInfo file="filename" dbmDatabase="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' テクニカルサポートが必要とするDBMバリデータの
ファイルパスとファイル名。ファイル名は二重引用
符（""）で囲みます。例：

「file="C:\Array Backups\DBMvalidator.xml"」このコ
マンドでは、保存されたファイルにファイル拡張子
は自動的に付加されません。ファイル名を入力する
ときに、.xmlファイル拡張子を指定する必要がありま
す。

「dbmDatabase」と入力します XML情報ファイルの生成元となるDBMデータベース
のファイルパスとファイル名。ファイル名は二重引
用符（""）で囲みます。例：

dbmDatabase="C:\Array
Backups\DBMbackup_03302010.dbm"このコマンド
では’保存されたファイルにファイル拡張子が自動的
に付加されませんファイル名を入力するとき
に、.dbmファイル拡張子を指定する必要がありま
す。

注：

バリデータ文字列を取得するためにXML情報ファイルを生成する場合は、データベースをリストアするコント
ローラに接続した状態でこのコマンドを実行する必要があります。次の例は、XMLファイルの形式を示してい
ます。

401



<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<DbmImageMetadata>

<Controllers>

<A>1IT0nnnnnnnnnABCD</A>

<B>1T0nnnnnnnnnABCD</B>

</Controllers>

<Header>

<ImageVersion>1</ImageVersion>

<TimeStamp>1269388283</TimeStamp>

</Header>

<Trailer>

<CRC>nnnnnnnnnn</CRC><

/Trailer>

</DbmImageMetadata>

最小ファームウェアレベル

7.75

ストレージアレイのファームウェアインベントリを保存します

save storageArray firmwareInventoryコマンドは’ストレージ・アレイで現在実行されてい
るすべてのファームウェアのファイルにレポートを保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このレポートには、次のコンポーネントのファームウェアが表示されます。

• コントローラ

• ドライブ

• ドロワー（該当する場合）

• 環境サービスモジュール（ESM）

• 電源装置

この情報から、古くなったファームウェアや、ストレージアレイ内の他のファームウェアと一致しないファー
ムウェアを特定できます。また、レポートをテクニカルサポートに送信して詳しい確認を依頼することもでき
ます。
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構文

save storageArray firmwareInventory file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' ファームウェアインベントリの保存先となるファイ
ルパスとファイル名。ファイル名は二重引用符（""）
で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\fwinvent.txt

ファームウェアインベントリを格納するファイルの
デフォルト名は、「firmware-inventory.txt」です。こ
のコマンドでは、保存されているファイルにファイ
ル拡張子は自動的に付加されません。ファイル名に
はファイル拡張子を指定する必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.70

ストレージアレイのホストポートの統計を保存します

save storageArray hostPortStatisticsコマンドは’ストレージ・アレイのホスト・ポートの
統計情報を保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSecurity Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、廃止されたを置き換えます ストレージアレイのiSCSI統計を保存します、 ス
トレージアレイのiSER統計を保存しますおよび ストレージアレイのInfiniBandの統計を保存し
ます コマンド

構文
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save storageArray hostPortStatistics [(raw | baseline)] type=(ISCSI| ISER

| SRP | NVMEOF) file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「raw」 一日の開始時刻以降に収集された統計を取得できま
す。パラメータは角かっこ（[]）で囲みます。

「BASELINE」 コントローラのベースラインがゼロにリセットされ
た時刻から収集された統計を取得できます。パラメ
ータは角かっこ（[]）で囲みます。

「type」と入力します 収集する統計のタイプを指定できます。有効な選択
肢は、「iscsi」、「isER」、「srp」、「NVMEOF」
です。

'file' 統計の保存先となるファイルパスとファイル名を指
定できます。ファイル名は二重引用符（""）で囲みま
す。拡張子が「.csv」のファイル名を使用します。

を入力します イーサネットMA

C、イーサネッ
トTCP /

IP、ローカルイ
ニシエータ（プ
ロトコル）、DC

BXの動作状態、
LLDP TLV、
DCBX TLV

ターゲット（プ
ロトコル）

InfiniBandイン
ターフェイス

NVMeサブシス
テム

ASUPファイル
名

「iSCSI」 X X

「iSER」 X X

「srp」 X

'nvmeof X X

最小ファームウェアレベル

8.41

ストレージアレイのInfiniBandの統計を保存します

save storageArray ibStatsコマンドは、ストレージアレイのInfiniBandパフォーマンス統
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計をファイルに保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポートの統計を保
存します コマンドを実行します

構文

save storageArray ibStats [raw | baseline]

file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「raw」 コントローラの一日の開始時刻からの全統計が収集
されます。パラメータは角かっこ（[]）で囲みます。

「BASELINE」 コントローラが「reset storageArray
ibStatsBaseline」コマンドを使用してゼロにリセット
された時刻からのすべての統計が収集されます。パ
ラメータは角かっこ（[]）で囲みます。

'file' パフォーマンス統計の保存先となるファイルパスと
ファイル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みま
す。例：

'file="C:\Program Files\CLI\sup\ibstat.csv "`

InfiniBandパフォーマンス統計情報を格納するファイ
ルのデフォルト名は’ib-statistics.csv’です任意のファ
イル名を使用できますが'.csv拡張子を使用する必要が
あります

注：

コントローラの一日の開始時刻以降にInfiniBandベースライン統計をリセットしていない場合は、一日の開始
時刻がデフォルトのベースライン時刻です。
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最小ファームウェアレベル

7.32

8.41で、このコマンドは廃止されました。

ストレージアレイのiSCSI統計を保存します

save storageArray iscsiStatisticsコマンドは、ストレージアレイのiSCSIパフォーマンス
統計をファイルに保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポートの統計を保
存します コマンドを実行します

構文

save storageArray iscsiStatistics [(raw | baseline)] file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「raw」 コントローラの一日の開始時刻からの統計がすべて
収集されます。パラメータは角かっこ（[]）で囲みま
す。

「BASELINE」 コントローラが「reset storageArray
ibStatsBaseline」コマンドを使用してゼロにリセット
された時刻からのすべての統計が収集されます。パ
ラメータは角かっこ（[]）で囲みます。

406



パラメータ 説明

'file' パフォーマンス統計の保存先となるファイルパスと
ファイル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みま
す。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\iscsistat.csv

iSCSIパフォーマンス統計を格納するファイルのデフ
ォルト名は’iscsi-statistics.csv’です任意のファイル名
を使用できますが'.csv拡張子を使用する必要がありま
す

注：

コントローラの一日の開始時刻以降にiSCSIベースライン統計をリセットしていない場合は、一日の開始時刻
がデフォルトのベースライン時刻です。

最小ファームウェアレベル

7.10

8.41で、このコマンドは廃止されました。

ストレージアレイのiSER統計を保存します

save storageArray iserStatisticsコマンドは、ストレージアレイのiSERパフォーマンス統
計をファイルに保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポートの統計を保
存します コマンドを実行します

構文

save storageArray iserStatistics [(raw | baseline)] file="filename"

パラメータ
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パラメータ 説明

「raw」 コントローラの一日の開始時刻からの統計がすべて
収集されます。パラメータは角かっこ（[]）で囲みま
す。

「BASELINE」 コントローラが「reset storageArray
iserStatsBaseline」コマンドを使用してゼロにリセッ
トされた時点から収集される統計はすべてです。パ
ラメータは角かっこ（[]）で囲みます。

'file' パフォーマンス統計の保存先となるファイルパスと
ファイル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みま
す。例：

file="C:\Program

Files\CLI\logs\iserstat.csv "

iSCSIパフォーマンス統計を格納するファイルのデフ
ォルト名は、「iser-statistics .csv」です。任意のファ
イル名を使用できますが'.csv拡張子を使用する必要が
あります

注：

コントローラの一日の開始時刻以降にiSERベースライン統計をリセットしていない場合は、一日の開始時刻
がデフォルトのベースライン時刻です。

最小ファームウェアレベル

8.20で

8.41で、このコマンドは廃止されました。

インストールされている外部キー管理証明書を取得します

save storageArray keyManagementCertificateコマンドは、インストールされている証明
書を取得します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文

save storageArray keyManagementCertificate

certificateType="certificateType"

file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

「certificateType」 インストールする証明書のタイプを指定できます。
有効な選択肢は「client」または「server」です。

'file' 署名済み証明書またはサーバCA証明書のファイル名
を指定できます。

最小ファームウェアレベル

8.40

キー管理証明書署名要求（CSR）の生成

save storageArray keyManagementClientCSR’コマンドは、ストレージアレイ用に生成
された、ファイルに保存可能なCSRを要求します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文
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save storageArray keyManagementClientCSR commonName="common_name"

organization="organization"

locality="locality"

country="country"

file="file"

[organizationalUnit="organizational unit"]

[stateProvince="state_province"]

パラメータ

パラメータ 説明

「commonName」 このパラメータに入力する値は、KMIPサーバ上で定
義されているユーザ名のいずれかと一致する必要が
あります。

「組織」 ストレージアレイが属する組織の正式名称を指定で
きます。省略はせず、Inc、Corp、LLCなどのサフィ
ックスもすべて含めてください。

「ローカリティ」 ストレージアレイが配置されている市区町村を指定
できます。

「country」 ISO（国際標準化機構）3166-1 alpha-2の2桁の国別
コード（USなど）を指定できます。

'file' コントローラの署名済み証明書ファイルの保存先と
するファイルとファイルの場所を指定できます。

organizationalUnit 証明書を処理する組織の部門を指定できます。

「州」 ストレージアレイが配置されている都道府県を指定
できます。これは省略しないでください。

例
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SMcli -n Array1 -c "save storageArray keyManagementClientCSR

commonName="192.0.2.1"

organization="Widgets Are Us, Inc."

locality="sedgwick"

country="US"

file="latestCertificate"

organizationalUnit="Products Unit"

stateProvince="Kansas";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイのログインバナーを保存します

save storageArray loginBanner’コマンドを使用すると、ログインバナーをローカルマシ
ンに保存できます。バナーテキストには、ユーザがセッションを確立する前に表示され
る注意と同意を求めるメッセージを含めることができます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドは、どのロールのユーザも実行できます。

構文

save storageArray loginBanner file="file_name"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' ログインバナーファイルの名前。

最小ファームウェアレベル

8.41
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ストレージアレイのパフォーマンス統計を保存します

save storageArray performanceStatsコマンドは、パフォーマンス統計をファイルに保存
します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用する前に’set session performanceMonitorInterval’コマンドとset session
performanceMonitorIterations’コマンドを実行して’統計情報の収集頻度を指定します

構文

save storageArray performanceStats file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' パフォーマンス統計の保存先となるファイルパスと
ファイル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みま
す。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\sastat.csv "

パフォーマンス統計を含むファイルのデフォルト名
は’performanceStatistics.csv’です任意のファイル名を
使用できますが'.csv拡張子を使用する必要があります

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイのRLSカウンタを保存します

save storageArray RLSCountsコマンドは、Read Link Status（RLS）カウンタをファイ
ルに保存します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

save storageArray RLSCounts file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' RLSカウンタの保存先となるファイルパスとファイル
名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\rlscnt.csv

RLSカウンタを格納するファイルのデフォルト名
は’read-link-status .csv’です任意のファイル名を使用
できますが'.csv拡張子を使用する必要があります

注：

RLSカウンタを効率よくファイルに保存するには、次の手順を実行します。

1. すべてのRLSカウンタを0に設定するには、「reset storageArray RLSBaseline」コマンドを実行します。

2. ストレージアレイをあらかじめ決めた時間だけ実行します（2時間など）。

3. save storageArray RLSCountsファイル`="[.code]`filename`コマンドを実行します。

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイのSAS PHYカウンタを保存します

save storageArray SASSPHYCountsコマンドは、SAS物理レイヤ（SAS PHY）カウンタ
をファイルに保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

SAS PHYカウンタをリセットするには、「reset storageArray SASSPHYBaseline.」コマンドを実行します。

構文

save storageArray SASPHYCounts file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' SAS PHYカウンタの保存先となるファイルパスとフ
ァイル名。ファイルパスとファイル名は二重引用符
（ "" ）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\sasphy.csv

SAS PHYエラー統計を格納するファイルのデフォル
ト名は’SAS-phy-error-log.csv’です任意のファイル名
を使用できますが'.csv拡張子を使用する必要がありま
す

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイのSOCカウンタを保存します

save storageArray SOCCountsコマンドは’SOCエラー統計をファイルに保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、アービトレーテッドループトポロジ内のFibre Channelデバイスに対してのみ有効です。
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構文

save storageArray SOCCounts file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' SOCエラー統計の保存先となるファイルパスとファ
イル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。
例：

file="C:\Program

Files\CLI\logs\sockstat.csv "

SOCエラー統計を格納するファイルのデフォルト名
は、「SoC-statistics.csv」です。任意のファイル名を
使用できますが'.csv拡張子を使用する必要があります

注：

SOCエラー統計を効率的にファイルに保存するには、次の手順を実行します。

1. すべてのSOCカウンタを0に設定するには、「reset storageArray SOCBaseline.」コマンドを実行しま
す。

2. ストレージアレイをあらかじめ決めた時間だけ実行します（2時間など）。

3. save storageArray SOCCountsファイル`="[.code]`filename`コマンドを実行します。

最小ファームウェアレベル

6.16

ストレージアレイの状態キャプチャを保存します

save storageArray stateCaptureコマンドは’ストレージ・アレイの状態キャプチャをファ
イルに保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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構文

save storageArray stateCapture file="filename"

パラメータ

パラメータ 説明

'file' 状態キャプチャの保存先となるファイルパスとファ
イル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。
例：

file="C:\Program

Files\CLI\logs\state.txt"

任意のファイル名を使用できますが'.txt’拡張子を使用
する必要があります

状態キャプチャを格納するファイルのデフォルト名
は’state-capture-data.txt’ですこのコマンドでは、保存
されているファイルにファイル拡張子は自動的に付
加されません。ファイル名にはファイル拡張子を指
定する必要があります。

ストレージアレイのサポートデータを保存します

save storageArray supportDataコマンドは、ストレージアレイのサポート関連情報をフ
ァイルに保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

次の表に、収集可能なサポートデータの種類を示します。
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データのタイプ ファイル名と概要

自動ロードバランシングの統計情報 「alb - statistics -a. txt」

「ALB -統計- B.txt」

このファイルはコントローラごとに1つずつ生成さ
れ、自動ロードバランシング機能に関連するさまざ
まな統計情報を指定します。この機能を使用する
と、オフライン分析ツールでさらに詳細な分析を行
うことができます。

コアダンプメタデータ 「all-cumpcoredump.xml」です

このファイルには、アレイのコアダンプメタデータ
が格納されます。

リリース8.25で、core-dump-info.xmlか
らall-coredump.xmlに名前が変更され
ました。

AutoSupport のステータス 「autosupport.xml」を指定します

このファイルには、特定のアレイについてのASUPの
現在のステータスが格納されます。

AutoSupport 履歴ファイル 「autosupport.history.xml」を指定します

このファイルには、特定のアレイに関するすべて
のASUPメッセージ（標準とAutoSupport OnDemand
の両方のメッセージ）が指定されます。テーブル内
の各エントリは、特定のアレイのいずれかのリポジ
トリに現在あるASUPメッセージに対応します。

AutoSupport ログ asup-transmission-logs.txt

このファイルには、送信されたすべてのAutoSupport
メッセージが格納されます。

Webサーバークライアント情報 client-info.txt

このファイルには、Web Servicesの各種クライアン
ト情報が格納されます。

このパラメータは、E2700アレイ
とE5600アレイには適用されません。
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データのタイプ ファイル名と概要

ドライブケーブルトポロジ 「connection.txt」このファイルには、ドライブトレ
イ環境サービスモジュール（ESM）とコントローラ
ペアの間の接続に関する情報が含まれます。

累積統計のバンドル 「cumuls-ddrive -vol-stats.xml」を指定します

このファイルには、コントローラの累積統計が格納
されます。

動作不良ドライブのログ 「controller-droe-error-event-log-txt」というエラーが
表示されます

このファイルには、ストレージアレイコントローラ
のドライブに関するエラーとイベントログメッセー
ジが格納されます。

コントローラヘルスイメージのメタデータ 「all-cumpcoredump.xml」です

このファイルには、DPLコントローラのヘルスイメー
ジの情報が格納されます。

リリース8.25で、core-dump-info.xmlか
らall-coredump.xmlに名前が変更され
ました。

コントローラAのDOM 0ジャーナルファイル（E2800
またはE5700のみ）

「dom0-complete-journal-a. 7z」と入力します

このファイルには、各コントローラに1つずつ、詳細
なLinuxシステムログが格納されています。これに
は、Linuxパッケージと標準のLinuxユーティリティお
よびサービスのログが含まれます。

コントローラBのDOM 0ジャーナルファイル（E2800
またはE5700のみ）

「dom0-complete-journal-bz7z`.」と入力します

このファイルには、各コントローラに1つずつ、詳細
なLinuxシステムログが格納されています。これに
は、Linuxパッケージと標準のLinuxユーティリティお
よびサービスのログが含まれます。

コントローラAのその他のDOM 0ログファイル
（E2800またはE5700のみ）

「dom0-misc-logs-A.7z」を参照してください

このファイルには、各コントローラに1つずつ、ジャ
ーナルに格納できないシステムログが含まれていま
す。RAIDアプリケーションのシリアルログやハイパ
ーバイザーのデバッグログが含まれます。
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データのタイプ ファイル名と概要

コントローラBのその他のDOM 0ログファイル
（E2800またはE5700のみ）

「dom0-misc-logs -b.7z」を参照してください

このファイルには、各コントローラに1つずつ、ジャ
ーナルに格納できないシステムログが含まれていま
す。RAIDアプリケーションのシリアルログやハイパ
ーバイザーのデバッグログが含まれます。

ドライブのコマンドエージングタイムアウト値 'drive-command-aging-timeout.txt’このファイルには’
すべてのドライブのコマンドエージングタイムアウ
トフィールドのデフォルト値と現在の値が含まれて
います

ドライブの健常性ログ 「drive-health-data.bin」このファイルには、ドライ
ブのヘルスに関連するさまざまなドライブ情報が含
まれています。

このファイルはバイナリファイルであ
り、判読可能な形式に変換するにはオ
フラインパーサが必要になります。

ドライブのパフォーマンス分析データ 「drive-performe-log.txt」

このファイルには、ドライブのパフォーマンスデー
タが格納されます。パフォーマンスが想定よりも低
いドライブを特定するのに役立ちます。

Enterprise Management Windowの設定 emwdata_v04.bin

このファイルには、EMWの設定データストアファイ
ルが格納されます。

このファイルは、E2800とE5700のサ
ポートバンドルには含まれていませ
ん。

トレイのイベントログです expansion-tray -log.txt

ESMのイベントログです。

リポジトリの分析に失敗しました 'failed-repository-Analysis.txt’と入力します

このファイルには、リポジトリの障害に関する分析
情報が格納されます。
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データのタイプ ファイル名と概要

ストレージアレイの機能 「feature-bundle.txt」このファイルには、ストレージ
アレイで使用可能なボリューム、ドライブ、ドライ
ブトレイの数、および使用可能な機能とその制限の
リストが格納されます。

ファームウェアインベントリ 「firmware-inventory.txt」このファイルには、ストレ
ージアレイ内のすべてのコンポーネントのすべての
ファームウェアバージョンのリストが含まれていま
す。

InfiniBandインターフェイス統計情報（InfiniBandのみ
）

ib-statistics.csv`

このファイルには、InfiniBandインターフェイスの統
計情報が格納されます。

I/Oパス統計情報 「io-path-statistics.7z」このファイルには、アプリケ
ーションパフォーマンスの問題の分析に使用でき
る、各コントローラの生のパフォーマンスデータが
含まれています。

ホストインターフェイスチップのIOCダンプ情報 「IOC-DUMP_info.txt」このファイルには、ホストイ
ンターフェイスチップのIOCダンプ情報が格納されて
います。

ホストインターフェイスチップのIOCダンプログ IOC dump.gzこのファイルにはコントローラのホスト
・インターフェイス・チップのログ・ダンプが格納
されていますこのファイルはgz形式で圧縮されてい
ます。zipファイルは、カスタマーサポートバンドル
内にファイルとして保存されます。

iSCSI接続（iSCSIのみ） 「iscsi-session-connections.txt」このファイルには、
現在のすべてのiSCSIセッションのリストが含まれて
います。

iSCSI統計（iSCSIのみ） 「iscsi-statistics .csv」このファイルには、イーサネ
ットMAC、イーサネット伝送制御プロトコル（TCP
）/インターネットプロトコル（IP）、およびiSCSIタ
ーゲットの統計情報が含まれる。

iSERインターフェイスの統計情報（iSER over
InfiniBandのみ）

iSER - statistics-csv’このファイルには’iSER over
InfiniBandを実行するホスト・インターフェイス・カ
ードの統計情報が含まれています

420



データのタイプ ファイル名と概要

メジャーイベントログ 「major-event-log.txt」このファイルには、ストレー
ジ・アレイ上で発生するイベントの詳細なリストが
格納されます。このリストは、ストレージアレイ内
のディスクのリザーブされた領域に保存されます。
リストには、ストレージアレイの設定イベントとコ
ンポーネント障害が記録されます。

マニフェストファイル 'manifest.xml

このファイルには、アーカイブファイルに含まれる
ファイルと、各ファイルから収集されたステータス
がテーブル形式で格納されます。

ストレージ管理ソフトウェアの稼働情報 「msw-runtime-info.txt」

このファイルには、ストレージ管理ソフトウェアア
プリケーションの稼働情報が格納されます。ストレ
ージ管理ソフトウェアで現在使用されているJREバー
ジョンが含まれます。

NVMe-oFの統計 「nvmeof - statistics.csv」です

このファイルには、NVMeコントローラ統計、NVMe
キュー統計、転送プロトコル（InfiniBandなど）のイ
ンターフェイス統計などの統計が格納されます。

NVSRAMデータ 「NVSRAMデータ.txt」このコントローラファイル
は、コントローラのデフォルト設定を指定します。

オブジェクトバンドル object-bundle`.bin object-bundle.json

このバンドルには、ファイルが生成された時点にお
ける、ストレージアレイとそのコンポーネントのス
テータスの詳細な概要 が含まれます。

パフォーマンス統計の要約 perf-stat-daily-a.csv`perf-stat-dail-summary-bcsv`

このファイルには、コントローラごとに1つのファイ
ルで構成される、さまざまなコントローラパフォー
マンス統計が格納されます

永続的予約と登録 「persistent-reservations.txt」このファイルには、ス
トレージアレイ上のボリュームの詳細なリストと永
続的予約および登録が含まれています。
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データのタイプ ファイル名と概要

ストレージ管理ソフトウェアのユーザ設定 「pref-01.bin」

このファイルには、ユーザ設定の永続的データスト
アが格納されます。

このファイルは、E2800またはE5700
のサポートバンドルには含まれていま
せん。

Recovery Guruの手順 「recovery-guru -procedures.html」このファイルに
は、ストレージアレイで検出された問題に応じて発
行されたすべてのRecovery Guruトピックの詳細なリ
ストが含まれています。E2800とE5700のアレイで
は、Recovery Guruの詳細のみが格納され、HTMLフ
ァイルは含まれません。

リカバリプロファイル 「recovery-profile.csv」：このファイルには、最新の
リカバリプロファイルレコードと履歴データの詳細
な概要 が含まれています。

SAS PHYエラーログ SAS-phy-error-logs.csv

このファイルには、SAS PHYのエラー情報が格納さ
れます。

状態キャプチャデータ 「state-capture-data.txt」このファイルには、ストレ
ージアレイの現在の状態の詳細な概要 が含まれてい
ます。

ストレージアレイ構成 「storage-array-configuration.cfg」このファイルに
は、ストレージアレイ上の論理構成の詳細な概要 が
含まれます。

ストレージアレイプロファイル 「storage-array-profile.txt」このファイルには、スト
レージアレイのすべてのコンポーネントとプロパテ
ィの概要 が含まれています。

トレースバッファの内容 「trace-buffers.7z」このファイルには、デバッグ情報
を記録するために使用されるコントローラのトレー
スバッファの内容が含まれています。
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データのタイプ ファイル名と概要

トレイキャプチャデータ tray -component-state-capture.7zトレイにドロワーが
含まれている場合’診断データはこのzipファイルにア
ーカイブされますこのzipファイルには、ドロワーを
搭載するトレイごとにテキストファイルが含まれて
います。Zipファイルは、カスタマーサポートバンド
ル内にファイルとして保存されます。

読み取り不能セクター 読み取り不能セクター.txtこのファイルには’ストレー
ジ・アレイに記録されたすべての読み取り不能セク
ターの詳細なリストが含まれます

Webサービストレースログ（E2800またはE5700のみ
）

「web-server-trace-log-a. 7z

「web-server-trace-log-b. 7z

このファイルには、コントローラごとに1つずつ、デ
バッグ情報を記録するために使用されるWeb
Servicesトレースバッファが含まれています。

ワークロードキャプチャ分析ログファイル 「WLC-analytics -a.lz4」「WLC-analytics - B. lz4」

このファイルはコントローラごとに1つで、LBAヒス
トグラム、読み取り/書き込み比率、アクティブなす
べてのボリュームにおけるI/Oスループットなど、計
算された主なワークロード特性が含まれています。

Xヘッダーデータファイル 「x-header-data.txt」このAutoSupport メッセージ・
ヘッダーは、プレーン・テキストのキーと値のペア
で構成されています。このペアには、配列とメッセ
ージ・タイプに関する情報が含まれます。

構文

save storageArray supportData file="filename" [force=(TRUE | FALSE)]

save storageArray supportData file="filename"

[force=(TRUE | FALSE) |

csbSubsetid=(basic | weekly | event | daily | complete) |

csbTimeStamp=hh:mm]

パラメータ
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パラメータ 説明

'file' ストレージアレイのサポート関連データの保存先と
なるファイルパスとファイル名。ファイルパスとフ
ァイル名は二重引用符（ "" ）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\supdat.7z

「フォース」 コントローラ処理をロックできなかった場合に、サ
ポートデータを強制的に収集するためのパラメー
タ。サポートデータを強制的に収集するには、この
パラメータを「true」に設定します。デフォルト値
は’FALSE’です

注：

ファームウェアレベル7.86以降では、ファイル名の拡張子は .7z。7.86より前のバージョンのファームウェア

を実行している場合、ファイル拡張子は .zip。

最小ファームウェアレベル

7.80で’force’パラメータが追加されました

8.30で、E2800ストレージアレイの情報が追加されました。

インストールされている信頼されたCA証明書を

save storageArray trustedCertificate’コマンドは’アレイにインストールされている信頼さ
れたCA証明書を取得します取得したファイルに含まれているのは、アレイのWebサーバ
から要求されたCA証明書です。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

save storageArray trustedCertificate [allUserInstalled |

aliases=("alias1" ... "aliasN")] path="fileLocation"

パラメータ
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パラメータ 説明

「allUserInstalled」 ユーザがインストールした証明書の取得を指定でき
ます。エイリアスを指定しなかった場合のデフォル
トのオプションは「allUserInstalled」です。

「別名」 取得するインストールされている信頼された証明書
をエイリアスで指定できます。すべてのエイリアス
をかっこで囲みます。複数のエイリアスを入力する
場合は、エイリアスをスペースで区切ります。

「path」 コントローラの信頼された証明書のローカルの保存
先を指定できます。

例

SMcli -n Array1 -c "save storageArray trustedCertificate allUserInstalled

path="C:\";"

SMcli -n Array1 -c "save storageArray trustedCertificate

aliases=("myAlias" "anotherAlias") path="C:\";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイイベントを保存します

save storageArray warningEventsコマンドは、メジャーイベントログのイベントをファ
イルに保存します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、メジャーイベントログのイベントをファイルに保存します。保存できるイベントは次のとお
りです。
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• 重大イベント--ただちに対処する必要があるストレージアレイでのエラー。このエラーをすぐに修正しな
いと、データアクセスが失われるおそれがあります。

• 警告イベント--パフォーマンスの低下や別のエラーからのリカバリ機能の低下をもたらすストレージアレ
イでのエラー。データへのアクセスは失われませんが、別のエラーが発生した場合にデータアクセスが失
われないようにするために、このエラーを修正する必要があります。

• 情報イベント--通常の動作に影響を与えないストレージアレイでのイベント発生。このイベントでは、設
定の変更や、ストレージアレイのパフォーマンスを評価する際に役立つその他の情報が報告されます。

• デバッグイベント--エラーの原因となった手順や状態の判別に役立つ情報を提供するストレージアレイで
発生したイベント。この情報が記録されたファイルをテクニカルサポートに送信して、エラーの原因 を特
定できます。

一部のストレージアレイでは、4つのイベントタイプがすべてサポートされない場合がありま
す。

構文

save storageArray (allEvents | criticalEvents |

warningEvents | infoEvents | debugEvents)

file="filename"

[count=numberOfEvents]

[forceSave=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「allEvents」 すべてのイベントをファイルに保存するためのパラ
メータ。

「criticalEvents」です 重大イベントのみをファイルに保存するためのパラ
メータ。

「warningEvents」 警告イベントのみをファイルに保存するためのパラ
メータ。

「infoEvents」 情報イベントのみをファイルに保存するためのパラ
メータ。

「debugEvents」 デバッグイベントのみをファイルに保存するための
パラメータ。
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パラメータ 説明

'file' イベントの保存先となるファイルパスとファイル
名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

file="C:\Program

Files\CLI\logs\events.txt"

メジャー・イベント・ログの内容を格納するファイ
ルのデフォルト名は’major-event-log.txt’ですこのコマ
ンドでは、保存されているファイルにファイル拡張
子は自動的に付加されません。ファイル名にはファ
イル拡張子を指定する必要があります。

「count」 ファイルに保存するイベントの数。countの値を入力
しない場合は、指定したイベントタイプに一致する
すべてのイベントがファイルに保存されます。count
の値を入力した場合は、その数のイベント（最後に
入力したイベントからの数）だけがファイルに保存
されます。整数値を使用します。

「forceSave」をクリックします ビューからフィルタで除外したデバッグイベントを
強制的にファイルに保存するためのパラメータ。イ
ベントを強制的に保存するには、このパラメータ
を「true」に設定します。デフォルト値は’FALSE’で
す

このパラメータを使用する
と、SANtricity イベントビューアから
フィルタで除外されたデバッグイベン
トが保存されます。

最小ファームウェアレベル

7.77で、次のパラメータが追加されました

• 「warningEvents」

• 「infoEvents」

• 「debugEvents」

• 「forceSave」をクリックします

設定…

非同期ミラーグループを設定します

set asyncMirrorGroup’コマンドは’非同期ミラー・グループのプライマリ側のコントロー
ラ所有者が初期同期または再同期を実行するときに使用する同期設定と警告しきい値を
変更します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

同期設定を変更すると、非同期ミラーグループ内のすべてのミラーペアの同期処理に適用されます。

構文

set asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName]

[volume="repos_xxxx" increaseRepositoryCapacity

(repositoryVolume=("repos_xxxx")]

[syncInterval=integer (minutes | hours | days)]

[warningSyncThreshold=integer (minutes | hours | days)]

[warningRecoveryThreshold=integer (minutes | hours | days)]

[userLabel="New_asyncMirrorGroupName"]

[warningThresholdPercent=percentValue]

[role=(primary | secondary)]

[autoResync=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 変更する非同期ミラーグループの名前。非同期ミラ
ーグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。非同期ミ
ラーグループ名に特殊文字または数字が含まれてい
る場合は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこで囲む必要があります。
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パラメータ 説明

「 volume 」 容量を拡張する非同期ミラーグループリポジトリボ
リュームの名前。

リポジトリボリュームの名前は2つの部分で構成され
ます。

• 「repos」という用語

• ストレージ管理ソフトウェアがリポジトリボリュ
ーム名に割り当てる4桁の数値識別子

リポジトリボリュームの名前は二重引用符（""）で囲
みます。

「syncInterval」 変更されたデータの更新をローカルストレージアレ
イからリモートストレージアレイに自動的に送信す
る間隔を指定します。時間は、分、時間、または日
数で指定できます。

「warningSyncThreshold」 非同期ミラーグループ内のすべてのボリュームの同
期にかかる時間が指定した時間よりも長い場合に、
警告がトリガーされるまでの待機時間を指定しま
す。時間は、分、時間、または日数で指定できま
す。

「warningRecoveryThreshold」 リモートストレージアレイのポイントインタイムイ
メージの自動データ更新が指定した時間よりも古く
なった場合に、警告がトリガーされるまでの待機時
間を指定します。しきい値は、前回の更新終了時点
からの経過日数で定義します。時間は、分、時間、
または日数で指定できます。

リカバリポイントのしきい値は、同期
間隔のしきい値の2倍に設定する必要
があります。

「userLabel」のように入力します 非同期ミラーグループに付ける新しい名前。このパ
ラメータは、非同期ミラーグループの名前を変更す
る場合に使用します。新しい非同期ミラーグループ
名は二重引用符（""）で囲みます。

「warningThresholdPercent」 ミラーリポジトリボリュームの容量が指定した割合
に達したときに警告がトリガーされるかどうかを判
断するパーセント値を指定します。しきい値は、残
りの容量の割合（%）で定義します。
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パラメータ 説明

「役割」 このパラメータを使用して、非同期ミラーグループ
をプライマリロールに昇格するか、非同期ミラーグ
ループをセカンダリロールに降格します。非同期ミ
ラーグループをプライマリロールとして定義するに
は’このパラメータをprimaryに設定します非同期ミラ
ーグループをセカンダリロールとして定義するには’
このパラメータをsecondaryに設定します

「autoResync」 非同期ミラーグループ内の非同期ミラーペアのプラ
イマリボリュームとセカンダリボリュームの間の自
動再同期の設定。このパラメータには次の値があり
ます。

• [enabled]--自動再同期がオンになっています何も
しなくても、プライマリボリュームとセカンダリ
ボリュームは再同期されます。

• disabled --自動再同期がオフになっていますプラ
イマリ・ボリュームとセカンダリ・ボリュームを
再同期するには’start asyncMirrorGroupコマンド
を実行する必要があります

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

このコマンドではパラメータを1つ以上指定できます。ただし、すべてのパラメータを使用する必要はありま
せん。

非同期ミラーグループリポジトリボリュームは拡張可能なボリュームで、標準ボリュームエンティティを最
大16個まで接続することで構成されます。拡張可能なリポジトリボリュームは、最初は1つのボリュームだけ
で構成されます。その時点でのリポジトリボリュームの容量は、そのボリュームの容量と同じです。リポジト
リボリュームの容量は、未使用のリポジトリボリュームを接続することで拡張できます。その後、複数の要素
で構成された拡張可能なリポジトリボリュームの容量は、接続されたすべての標準ボリュームの合計容量にな
ります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

監査ログを設定します

監査ログの設定は’set auditLogコマンドで行います

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
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たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

set auditLog (logLevel={all | writeOnly} |

    fullPolicy={overwrite | preventSystemAccess} |

    maxRecords=n | warningThreshold=n)

パラメータ

パラメータ 説明

「logLevel」 ロギングのレベルを指定できます。有効な選択肢
は、「all」と「writeOnly」です。デフォルト値
は「writeOnly」です。

「FullPolicy」を選択します ログがフルになったときのポリシーを指定できま
す。有効な選択肢は、「overwrite」
と「preventSystemAccess」です。

「maxRecords」です 格納する最大レコード数を指定できます。「n」
は30000から50000までの整数です。

「warningThreshold」 フルポリシーが「preventSystemAccess」に設定され
ている場合に、監査ログがフルに近づいていること
を示す警告アラートを送信するパーセンテージを指
定できます。0~100の整数値を指定します。このパラ
メータを0（ゼロ）に設定すると、警告アラートが無
効になります。

例

SMcli -n Array1 -c "set auditLog logLevel=writeOnly

fullPolicy=preventSystemAccess maxRecords=40000 warningThreshold=90;"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40
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AutoSupport HTTP（S）配信方法の指定（個々のE2800またはE5700アレイ）

set storageArray AutoSupport httpdeliveryMethodコマンドは、AutoSupport メッセージ
をHTTP（S）に送信するための配信方法を設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

set storageArray autoSupport deliveryMethod={HTTP | HTTPS}

   {direct | proxyConfigScript="proxyConfigScriptUrl" |

proxyServer hostAddress=address portNumber=portNumber

 [userName="username" password="password"]}

パラメータ

パラメータ 説明

「deliveryMethod」を参照してください AutoSupport による収集の配信方法を指定できます。
有効な選択肢は次のとおりです。

• E メール

• HTTP

• HTTPS

Eメール方式が設定されている場
合、AutoSupport OnDemandとRemote
Diagnosticsは無効になります。

「直接」 HTTPまたはHTTPSプロトコルを使用して、テクニカ
ルサポートのシステムに直接接続できます。

proxyConfigScript Proxy Auto-Configuration（PAC）スクリプトファイ
ルの場所を指定できます

proxyServer テクニカルサポートシステムとの接続を確立するた
めに必要なHTTP（S）プロキシサーバの詳細を指定
できます。
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パラメータ 説明

「ホストアドレス」 プロキシサーバのホストアドレスを指定できま
す。proxyServerを指定する場合は必須です。

「portNumber」と入力します プロキシサーバのポート番号を指定できま
す。proxyServerを指定する場合は必須です。

「ユーザ名」 プロキシサーバのユーザ名が設定されている場合、
そのユーザ名を指定できます。

「 password 」と入力します プロキシサーバのパスワードが設定されている場
合、ユーザがそのパスワードを指定できます。

最小ファームウェアレベル

8.40

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupport deliveryMethod=HTTP

direct;"

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupport deliveryMethod=HTTP

proxyConfigScript=\"http://company.com/~username/proxy.pac\";"

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupport deliveryMethod=HTTPS

proxyServer hostAddress=10.117.12.112 portNumber=8080 userName=\"tracyt\"

password=\"1234456\";"

SMcli completed successfully.

検証

「start storageArray AutoSupport deliveryTest」コマンドを使用してテストメッセージを送信し、配信方法が
正しく設定されていることを確認します。

最小ファームウェアレベル

8.40

整合性グループのSnapshotボリュームを設定します

set cgSnapVolumeコマンドは’整合性グループのスナップショット・ボリュームに一意の
名前を作成します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set cgSnapVolume [cgSnapVolumeName]

userLabel="cgSnapVolumeName"

パラメータ

パラメータ 説明

cgSnapVolume 名前を変更する整合性グループのボリュームの名
前。整合性グループのSnapshotボリュームの名前は
角かっこ（[]）で囲みます。

「userLabel」のように入力します 整合性グループのSnapshotボリュームに付ける新し
い名前。新しいSnapshotボリューム名は二重引用符
（""）で囲みます。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

整合グループの属性を設定します

set consistencyGroupコマンドは’スナップショット・コンシステンシ・グループのプロ
パティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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構文

set consistencyGroup ["consistencyGroupName"]

[userLabel="consistencyGroupName"]

[repositoryFullPolicy=(failBaseWrites | purgeSnapImages)]

[repositoryFullLimit=percentValue]

[autoDeleteLimit=numberOfSnapImages]

[rollbackPriority=(lowest | low | medium | high | highest)]

パラメータ

パラメータ 説明

「consistencyGroupName」 プロパティを設定する整合性グループの名前。整合
性グループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこ（[]）で囲みます。

「userLabel」のように入力します Snapshot整合性グループに付ける新しい名前。新し
い整合性グループ名は二重引用符（""）で囲みます。

repositoryFullPolicy Snapshotリポジトリボリュームの容量が上限に達し
ている場合にSnapshot処理をどのように続行するか
を指定します。ベースボリュームへの書き込みを停
止する（failBaseWrites）か、Snapshotイメージを削
除（パージ）する（purgeSnapImages）かを選択で
きます。デフォルトのアクション
はpurgeSnapImagesです

repositoryFullLimit リポジトリの容量がこの割合に達すると、Snapshot
リポジトリボリュームの上限に近づいているという
警告が表示されます。整数値を使用します。たとえ
ば、70という値は70%を意味します。デフォルト値
は75です。

'autoDeleteLimit' 各整合性グループでは、Snapshotイメージの自動削
除を実行して、グループ内のSnapshotイメージの総
数を指定したレベル以下に保つように設定できま
す。このオプションを有効にすると、Snapshotグル
ープ内に新しいSnapshotイメージが作成されるたび
に、制限値に準拠するためにグループ内の最も古
いSnapshotイメージが自動的に削除されます。この
処理によってリポジトリ容量が解放されて、残り
のSnapshotイメージに対するcopy-on-write要求に使
用できるようになります。

「rollBackPriority」を参照してください ストレージアレイが稼働しているときの整合性グル
ープのロールバック処理の優先度。有効な値
は’highest’high’high’medium’low''low’lowest`です
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注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

このコマンドではパラメータを1つ以上指定できます。ただし、すべてのパラメータを使用する必要はありま
せん。

ロールバックの優先度によって、システムパフォーマンスを考慮せずにロールバック処理に割り当てるシステ
ムリソースの量が決まります。値がHighの場合は’ロールバック・オペレーションが他のすべてのホストI/Oよ
り優先されることを示します値が’low’の場合’ホストI/Oへの影響を最小限に抑えてロールバック操作を実行す
る必要があります

自動削除

各SnapshotグループでSnapshotイメージの自動削除を実行して、グループ内のSnapshotイメージの総数を指
定したレベル以下に保つように設定できます。Snapshotグループ内のSnapshotイメージの数が上限に達する
と、「autoDeleteLimit」パラメータは、Snapshotグループ内に新しいSnapshotイメージが作成されるたび
にSnapshotイメージを自動的に削除します。autoDeleteLimitパラメータは、パラメータで定義されたイメー
ジの最大数に達するまで、Snapshotグループ内の最も古いSnapshotイメージを削除します。このよう
にSnapshotイメージが削除されることでリポジトリ容量が解放されて、残りのSnapshotイメージに対す
るcopy-on-write要求に使用できるようになります。

最小ファームウェアレベル

7.83

整合グループにメンバーを追加します

set consistencyGroup addCGMemberVolumeコマンドは、新しいベースボリュームを既
存のコンシステンシグループにメンバーとして追加します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

新しい整合性グループのメンバーとして既存のリポジトリボリュームを指定するか、または新しいリポジトリ
ボリュームを作成できます。新しいリポジトリボリュームを作成するときは、そのボリュームを追加する既存
のボリュームグループまたは既存のディスクプールを指定します。

既存のリポジトリボリュームを使用する場合の構文
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set consistencyGroup ["consistencyGroupName"]

addCGMemberVolume="baseVolumeName"

repositoryVolume="volumeGroupName"

ボリュームグループに新しいリポジトリボリュームを作成する場合の構文

set consistencyGroup ["consistencyGroupName"]

addCGMemberVolume="baseVolumeName"

repositoryVolume=("volumeGroupName" capacity=

capacityValue(KB|MB|GB|TB|bytes))

ディスクプールに新しいリポジトリボリュームを作成する場合の構文

set consistencyGroup ["consistencyGroupName"]

addCGMemberVolume="baseVolumeName"

repositoryVolume=("diskPoolName" capacity=

capacityValue(KB|MB|GB|TB|bytes))

パラメータ

パラメータ 説明

「consistencyGroup」 新しいメンバーボリュームを追加する整合性グルー
プの名前。新しいメンバーボリュームは、Snapshot
処理のベースボリュームです。整合性グループ名
は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で
囲みます。

「addCGMemberVolume」 追加するベースボリュームの名前。ボリューム名は
二重引用符（""）で囲みます。

既存のリポジトリボリュームまたは既存のSnapshot
ボリュームを指定すると、コマンドは失敗します。

リポジトリボリューム このパラメータには2つの機能があります。

• 既存の整合性グループ内のリポジトリボリューム
を使用する場合は、そのリポジトリボリュームを
指定します。

• 新しいリポジトリボリュームを作成する場合は、
そのボリュームを作成するボリュームグループま
たはディスクプールを指定します。

ボリューム名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「容量」 ボリュームグループまたはディスクプールに作成す
る新しいリポジトリボリュームのサイズ。サイズ
は、bytes、KB、MB、GB、TBのいずれかの単位で定
義します。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

整合性グループは、Snapshotのソースボリュームであるベースボリュームの集まりです。複数のベースボリ
ュームを1つの整合性グループにまとめることで、各ベースボリュームに対して同じSnapshot処理を実行でき
るようになります。このコマンドでは、_MEMBER_はSnapshot処理のベースボリュームを意味します。整合
性グループのメンバーに関連付けられたSnapshotイメージは、イメージ間の整合性を維持しながら、バッチ
形式で操作できます。

各メンバーボリュームには、対応するリポジトリボリュームが必要です。repositoryVolumeパラメータを使用
すると、メンバーボリュームとリポジトリボリュームの関係を定義できます。repositoryVolumeパラメータで
は、次のいずれかの操作を実行できます。

• 整合性グループに接続されている既存のリポジトリボリューム

• 新しいリポジトリボリュームを作成するボリュームグループまたはディスクプール

既存のリポジトリを含む整合性グループにメンバーを追加する目的は次の2つです。

• repositoryVolumeパラメータを指定せずにコマンドを実行すると、新しいリポジトリボリュームを作成で
きます。repositoryVolumeパラメータを指定せずにコマンドを実行すると、他のすべてのリポジトリボリ
ュームが格納されたボリュームグループまたはディスクプールに新しいリポジトリボリュームが作成され
ます。このコマンドの使用例を次に示します。

set consistencyGroup ["First_Images"] addCGMemberVolume="Data_020212"

• 既存のリポジトリボリュームが空で、別のメンバーボリュームに関連付けられていない場合は、そのリポ
ジトリボリュームを再利用できます。リポジトリボリュームの特定の順序や関係を維持したい場合は、再
利用を推奨します。既存の空のリポジトリボリュームを再利用するには、そのボリュームの名前を確認し
ておく必要があります。リポジトリ・ボリュームの名前を確認するには’show allVolumes summaryコマン
ドを使用しますすべてのリポジトリボリューム名の形式は「repos_XXXX」です。「XXXX」は、ストレ
ージ管理ソフトウェアによって生成された一意の識別子です。このコマンドの使用例を次に示します。

set consistencyGroup ["First_Images"] addCGMemberVolume="Data_020212"

repositoryVolume="repos_0011"

リポジトリボリュームは、任意のボリュームグループまたはディスクプールに配置できます。他のリポジトリ
ボリュームと同じ場所に配置する必要はありません。リポジトリ・ボリュームを任意のボリューム・グループ
またはディスク・プールに配置するには’repositoryVolume’パラメータを使用して’ボリューム・グループまた
はディスク・プールとリポジトリ・ボリュームのサイズを指定しますこのコマンドの使用例を次に示します。
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set consistencyGroup ["First_Images"] addCGMemberVolume="Data_020212"

repositoryVolume=("12" capacity=2 GB)

この例では、「12]」は既存のボリュームグループまたは既存のディスクプールの名前です。capacityパラメ
ータには、リポジトリボリュームグループに必要なサイズを定義します。

ボリュームグループまたはディスクプールに新しいリポジトリボリュームを作成する場合は、ボリュームグル
ープ名と容量、またはディスクプール名と容量を丸かっこで囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.83

コントローラのDNSを設定します

set controller dnsServers’コマンドは、コントローラのDomain Name System（DNS;ド
メインネームシステム）設定を更新します。DNSは、コントローラとネットワークタイ
ムプロトコル（NTP）サーバの完全修飾ドメイン名を解決するために使用されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

作業を開始する前に、次の点を確認します。

• DNSサーバが設定されている。

• プライマリDNSサーバに障害が発生した場合に備えて、プライマリDNSサーバとバックアップDNSサーバ
のアドレスを把握しておきます。IPv4アドレスでもIPv6アドレスでもかまいません。

このコマンドは両方のコントローラに送信する必要があります。このコマンドはコントローラ
固有です。

アレイの管理ポートを動的ホスト構成プロトコル（DHCP）ですでに設定し、かつ1つ以上
のDNSサーバまたはNTPサーバをDHCPセットアップに関連付けている場合は、DNSまた
はNTPを手動で設定する必要がありません。この場合、DNS / NTPサーバのアドレスはアレイ
によってすでに自動的に検出されているはずです。

構文
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set controller[a] DNSServers=(auto|(Address1 [Address2]))

パラメータ

パラメータ 説明

「DNSサーバ」 このパラメータは、コントローラのDNSサーバを設
定します。DHCPが提供するDNSサーバを使用するに
は’auto’を指定しますそれ以外の場合は、1つまたは2
つのDNSサーバをスペースで区切って指定します。

アレイの管理イーサネットポート
は、IPv4プロトコルとIPv6プロトコル
を同時にサポートできます。アドレス
はIPv4アドレスでもIPv6アドレスでも
かまいません。複数のアドレスを指定
する場合、アドレスタイプが一致して
いる必要はありません。

複数のアドレスを指定すると、指定した順にアドレ
スが使用されます（1番目がプライマリアドレス、2
番目がバックアップアドレス）。

「AddressX」 ipv4address

例

set controller[a] DNSServers=auto;

set controller[a] DNSServers=(192.168.1.1);

set controller[b] DNSServers=(192.168.1.1 192.168.1.105);

set controller[b] DNSServers=(2001:0db8:85a3:0000:0000:8a2e:0370:7334

192.168.1.1)

最小ファームウェアレベル

8.25

コントローラのホストポートのプロパティを設定します

set controller HostPortコマンドは’iSCSI’iSER’NVMe over InfiniBand 'およびNVMe over
RoCEホストポートのネットワーク・プロパティを変更しますプロパティの変更に
は、IPv4とIPv6のプロパティ、ポート速度、最大フレームペイロードが含まれます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
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たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、廃止されたを置き換えます iSCSIのホストポートのネットワークプロパティ
を設定します コマンドを実行します

構文

set controller [(a|b)] hostPort ["portLabel"[, "physical"|"virtual"]]

    (IPV4Address=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255) |

    IPv6LocalAddress=(FE80):(0000):(0000):(0000):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF) |

    IPv6RoutableAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) |

    IPv6RouterAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) |

    enableIPv4=(TRUE | FALSE) |

    enableIPv6=(TRUE | FALSE) |

    enableIPv4Vlan=(TRUE | FALSE) |

    enableIPv6Vlan=(TRUE | FALSE) |

    enableIPv4Priority=(TRUE | FALSE) |

    enableIPv6Priority=(TRUE | FALSE) |

    fecMode=(auto:none:reedSolomon:fireCode) |

    IPv4ConfigurationMethod=(static | dhcp) |

    IPv6ConfigurationMethod=(static | auto) |

    IPv4GatewayIP=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255) |

    IPv6HopLimit=[0-255] |

    IPv6NdDetectDuplicateAddress=[0-255] |

    IPv6NdReachableTime=[0-65535] |

    IPv6NdRetransmitTime=[0-65535] |

    IPv6NdTimeOut=[0-65535] |

    IPv4Priority=[0-7] |

    IPv6Priority=[0-7] |

    IPv4SubnetMask=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255) |

    IPv4VlanId=[1-4094] |

    IPv6VlanId=[1-4094] |

    maxFramePayload=[1500-9000] |

    tcpListeningPort=(3260 | [49152-65535]) |

    portSpeed=(autoNegotiate | 10 | 25 | 40 | 50 | 100))
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パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します プロパティを定義するコントローラを指定できま
す。

「ホストポート」 プロパティを定義するホストポートラベルを指定で
きます。200 GBのホスト・ポートの場合に限り'
physicalまたはvirtualをパラメータとして指定できま
す

200 GBのホスト・ポート接続に値を指
定しない場合’デフォルトでphysicalパ
ラメータが設定されます

「ipv4address」と入力します アドレスを次の形式で入力できます：（0-255）.（0-
255）.（0-255）.（0-255）。

「IPV6LocalAddress」と入力します アドレスを次の形式で入力できます：（FE80）：
（0000）：（0000）：（0000）：（0-FFFF）：（0-
FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）。

IPv6RoutableAddress アドレスを次の形式で入力できます：（0-FFFF）：
（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF
）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）。

「IPV6RouterAddress」 アドレスを次の形式で入力できます：（0-FFFF）：
（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF
）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）。

「enableIPV4」と入力します IPv4を有効にすることができます。

「enableIPV6」 IPv6を有効にすることができます。IPv6アドレスス
ペースは128ビットです。コロンで区切られた8つ
の16ビット16進ブロックで表されます。

enableIPv4Vlan IPv4 VLANを有効にすることができます。VLAN は、
同じスイッチ、同じルータ、またはその両方でサポ
ートされる他の物理 LAN （ローカルエリアネットワ
ーク）および仮想 LAN から物理的に分離されたよう
に動作する論理ネットワークです。

enableIPv6Vlan IPv6 VLANを有効にすることができます。VLAN は、
同じスイッチ、同じルータ、またはその両方でサポ
ートされる他の物理 LAN （ローカルエリアネットワ
ーク）および仮想 LAN から物理的に分離されたよう
に動作する論理ネットワークです。
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パラメータ 説明

enableIPv4Priority ネットワークアクセスの優先度を決定するパラメー
タを有効にできます。共有 LAN 環境（イーサネット
など）では、多数のステーションがネットワークア
クセスで競合する可能性があります。アクセスは先
に行われたものから順に処理されます。2 つのステー
ションが同時にネットワークにアクセスしようとす
ると、両方のステーションがオフになり、再試行す
るまで待機します。スイッチイーサネットでは、 1
つのステーションだけがスイッチポートに接続され
るため、このプロセスは最小限に抑えられます。

enableIPv6Priority ネットワークアクセスの優先度を決定するパラメー
タを有効にできます。共有 LAN 環境（イーサネット
など）では、多数のステーションがネットワークア
クセスで競合する可能性があります。アクセスは先
に行われたものから順に処理されます。2 つのステー
ションが同時にネットワークにアクセスしようとす
ると、両方のステーションがオフになり、再試行す
るまで待機します。スイッチイーサネットでは、 1
つのステーションだけがスイッチポートに接続され
るため、このプロセスは最小限に抑えられます。

「fecMode」 ホストポートのFECモードを次のいずれかのオプシ
ョンに設定できます。

• 「 auto 」と入力します

• 「 NONE 」

• 「ReedSolomon」

• 「fireCode」

IPv4ConfigurationMethodを指定します IPv4の静的アドレスまたはDHCPアドレスを設定でき
ます。

IPv6ConfigurationMethod` IPv6の静的アドレスまたはDHCPアドレスを設定でき
ます。

'IPv4GatewayIP' ゲートウェイアドレスを次の形式で入力できます：
（0-255）.（0-255）.（0-255）.（0-255）。

IPv6HopLimit` IPv6パケットが経由できるホップの最大数を設定で
きます。デフォルト値は64です。

IPv6NdDetectDuplicateAddress IPアドレスが一意であることを確認するために送信す
る近隣要求メッセージの数を設定できます。
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パラメータ 説明

IPv6NdReachableTime リモートIPv6ノードが到達可能とみなされる時間（
ミリ秒）を設定できます。デフォルト値は30000ミリ
秒です。

IPv6NdRetransmitTime` パケットをIPv6ノードに再送信し続ける時間をミリ
秒単位で設定できます。デフォルト値は1000ミリ秒
です。

IPv6NdTimeOut` IPv6ノードのタイムアウト値をミリ秒単位で設定で
きます。デフォルト値は30000ミリ秒です。

「IPv4Priority」のように表示されます IPv4パケットのプライオリティ割り当てを設定でき
ます。

IPv6Priority IPv6パケットのプライオリティ割り当てを設定でき
ます。

「IPv4SubnetMask」のように指定します サブネットマスクアドレスを次の形式で入力できま
す：（0-255）.（0-255）.（0-255）.（0-255）。

'IPv4VlanId' IPv4 VLAN IDを設定できます

IPv6VlanId IPv6 VLAN IDを設定できます

maxFramePayload ネットワークで送信されるパケットまたはフレーム
の最大サイズを設定できます。標準イーサネットフ
レームのペイロード部分は1500に、ジャンボイーサ
ネットフレームは9000に設定されます。ジャンボフ
レームを使用している場合は、ネットワークパス内
のすべてのデバイスが大きなフレームサイズを処理
できる必要があります。デフォルト値は1500バイト/
フレームです。

NVMe over RoCE環境で最大限のパフ
ォーマンスを実現するには、フレーム
サイズを4200に設定します。

tcpListeningPort イニシエータからのiSCSIログインをリスンするため
に使用するTCPポート番号を設定できます。デフォ
ルトポートは3260です。

444



パラメータ 説明

「portSpeed」 ポートの通信速度をメガビット/秒（Mb/秒）単位で設
定できます。

このパラメータは、25GbpsのiSCSIホ
ストインターフェイスカード
と100Gbpsのイーサネットホストイン
ターフェイスカードでのみサポートさ
れます。25GbpsのiSCSIホストインタ
ーフェイスカードでは、1つのポート
の速度を変更すると、カード上の4つ
のポートすべての速度が変更されま
す。この場合に使用できるオプション
は10または25です。100Gbpsイーサネ
ットホストインターフェイスカード
で、リリース8.50で新たに1つのポー
トの速度を変更しても、カード上の他
のポートには影響しません。この場合
の選択可能なオプション
は、autoNegotiate、10、25、40、50
です。 100GbEと表示されます。

ホストポートタイプ別のパラメータサポート状況

パラメータがサポートされるかどうかは、次の表に示すように、ホストポートタイプ（iSCSI、iSER、NVMe
over InfiniBand、またはNVMe over RoCE）によって異なります。

パラメータ iSCSI iSER NVMe over

InfiniBandの略
NVMe over RoCE

「ipv4address」と
入力します

はい。 はい。 はい。 はい。

「IPV6LocalAddress
」と入力します

はい。 はい。

IPv6RoutableAddres
s

はい。 はい。

「IPV6RouterAddre
ss」

はい。 はい。

「enableIPV4」と入
力します

はい。 はい。

「enableIPV6」 はい。 はい。

enableIPv4Vlan はい。 いいえ
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パラメータ iSCSI iSER NVMe over

InfiniBandの略
NVMe over RoCE

enableIPv6Vlan はい。 いいえ

enableIPv4Priority はい。 いいえ

enableIPv6Priority はい。 いいえ

IPv4ConfigurationM
ethodを指定します

はい。 はい。

IPv6ConfigurationM
ethod`

はい。 はい。

'IPv4GatewayIP' はい。 はい。

IPv6HopLimit` はい。

IPv6NdDetectDuplic
ateAddress

はい。

IPv6NdReachableTi
me

はい。

IPv6NdRetransmitTi
me`

はい。

IPv6NdTimeOut` はい。

「IPv4Priority」のよ
うに表示されます

はい。 いいえ

IPv6Priority はい。 いいえ

「IPv4SubnetMask
」のように指定しま
す

はい。 はい。

'IPv4VlanId' はい。 いいえ

IPv6VlanId はい。 いいえ

maxFramePayload はい。 はい。
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パラメータ iSCSI iSER NVMe over

InfiniBandの略
NVMe over RoCE

tcpListeningPort はい。

「portSpeed」 はい。 はい。

最小ファームウェアレベル

8.41

8.50 - NVMe over RoCE環境についての情報が追加されました。

11.70.1に’fecMode’パラメータが追加されました

iSCSIのホストポートのネットワークプロパティを設定します

set controller iscsiHostPortコマンドは’IPv4とIPv6のプロパティ’ポート速度’最大フレーム
ペイロードなど’ホストポートのネットワーク・プロパティを変更します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました コントローラのホストポートのプロパティを
設定します コマンドを実行します

構文

set controller [(a|b)]

iscsiHostPort [portLabel]

([IPv4Address=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255) ]|

[IPv6LocalAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF)] |
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[IPv6RoutableAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) ]|

[IPv6RouterAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) ]|

[enableIPv4=(TRUE | FALSE) | enableIPv6=(TRUE | FALSE)] |

[enableIPv4Vlan=(TRUE | FALSE) | enableIPv6Vlan=(TRUE | FALSE)] |

[enableIPv4Priority=(TRUE | FALSE) | enableIPv6Priority=(TRUE | FALSE) ]|

[IPv4ConfigurationMethod=(static | dhcp) ]|

[IPv6ConfigurationMethod=(static | auto)] |

[IPv4GatewayIP=(TRUE | FALSE)] |

[IPv6HopLimit=[0-255] ]|

[IPv6NdDetectDuplicateAddress=[0-256] ]|

[IPv6NdReachableTime=[0-65535] ]|

[IPv6NdRetransmitTime=[0-65535]] |

[IPv6NdTimeOut=[0-65535] ]|

[IPv4Priority=[0-7] | IPv6Priority=[0-7] ]|
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[IPv4SubnetMask=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255)] |

[IPv4VlanId=[1-4094] | IPv6VlanId=[1-4094]] |

[maxFramePayload=[*frameSize*]] |

[tcpListeningPort=[3260, 49152-65536] ]|

[portSpeed=[(10 | 25)])

パラメータ

パラメータ 説明

「enableIPV4」と入力します 次のオプションがあります。

• 正しいです

• いいえ

enableIPV4Priority ネットワークアクセスの優先度を決定するパラメー
タを有効にする場合は、このオプションを選択しま
す。スライダを使用して優先度を 1 から 7 の間で選
択します。

共有 LAN 環境（イーサネットなど）では、多数のス
テーションがネットワークアクセスで競合する可能
性があります。アクセスは先に行われたものから順
に処理されます。2 つのステーションが同時にネット
ワークにアクセスしようとすると、両方のステーシ
ョンがオフになり、再試行するまで待機します。ス
イッチイーサネットでは、 1 つのステーションだけ
がスイッチポートに接続されるため、このプロセス
は最小限に抑えられます。

次のオプションがあります。

• 正しいです

• いいえ

このパラメータはNVMe over RoCE環
境ではサポートされていません。
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パラメータ 説明

enableIPV4Vlan VLAN は、同じスイッチ、同じルータ、またはその両
方でサポートされる他の物理 LAN （ローカルエリア
ネットワーク）および仮想 LAN から物理的に分離さ
れたように動作する論理ネットワークです。次のオ
プションがあります。

• 正しいです

• いいえ

このパラメータはNVMe over RoCE環
境ではサポートされていません。

「enableIPV6」 IPv6アドレススペースは128ビットです。コロンで区
切られた8つの16ビット16進ブロックで表されます。

次のオプションがあります。

• 正しいです

• いいえ

enableIPV6Priority ネットワークアクセスの優先度を決定するパラメー
タを有効にする場合は、このオプションを選択しま
す。スライダを使用して優先度を 1 から 7 の間で選
択します。

共有 LAN 環境（イーサネットなど）では、多数のス
テーションがネットワークアクセスで競合する可能
性があります。アクセスは先に行われたものから順
に処理されます。2 つのステーションが同時にネット
ワークにアクセスしようとすると、両方のステーシ
ョンがオフになり、再試行するまで待機します。ス
イッチイーサネットでは、 1 つのステーションだけ
がスイッチポートに接続されるため、このプロセス
は最小限に抑えられます。

次のオプションがあります。

• 正しいです

• いいえ

このパラメータはNVMe over RoCE環
境ではサポートされていません。
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パラメータ 説明

enableIPV6Vlan VLAN は、同じスイッチ、同じルータ、またはその両
方でサポートされる他の物理 LAN （ローカルエリア
ネットワーク）および仮想 LAN から物理的に分離さ
れたように動作する論理ネットワークです。

次のオプションがあります。

• 正しいです

• いいえ

このパラメータはNVMe over RoCE環
境ではサポートされていません。

「ipv4address」と入力します 次の形式でアドレスを入力します：（0-255）.（0-
255）.（0-255）.（0-255）

「IPV4ConfigurationMethod」 次のオプションがあります。

• 静的

• DHCP

「IPV4GatewayIP」 次のオプションがあります。

• 正しいです

• いいえ

「IPV4Priority」 0~7の値を入力します。

このパラメータはNVMe over RoCE環
境ではサポートされていません。

「IPV4SubnetMask」 次の形式でサブネットマスクを入力します：（0-255
）.（0-255）.（0-255）.（0-255）

「IPV4VlanId」 1~4094の値を入力します。

このパラメータはNVMe over RoCE環
境ではサポートされていません。

IPV6ConfigurationMethod 次のオプションがあります。

• 静的

• 自動
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パラメータ 説明

「IPV6HopLimit」 このオプションは、IPv6パケットが経由できるホッ
プの最大数を設定します。

デフォルト値は「64」です。

「IPV6LocalAddress」と入力します 次の形式でアドレスを入力します：（0-FFFF）：
（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF
）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）

「IPV6NdDetectDuplicateAddress」と入力します 0~256の値を入力します。

「IPV6NdReachableTime」 このオプションは、リモートIPv6モードが到達可能
とみなされる時間を設定します。0~65535の値をミリ
秒で指定します。

デフォルト値は30000ミリ秒です。

「IPV6NdransmitTime」 このオプションは、IPv6ノードにパケットを再送信
し続ける時間を設定します。0~65535の値をミリ秒で
指定します。

デフォルト値は「1000`milliseconds」です。

「IPV6NdTimeOut」 このオプションは、IPv6ノードのタイムアウト値を
設定します。0~65535の値をミリ秒で指定します。

デフォルト値は30000ミリ秒です。

「IPV6Priority」 0~7の値を入力します。

このパラメータはNVMe over RoCE環
境ではサポートされていません。

「IPV6RoutableAddress」 次の形式でアドレスを入力します：（0-FFFF）：
（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF
）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）

「IPV6RouterAddress」 次の形式でアドレスを入力します：（0-FFFF）：
（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF
）：（0-FFFF）：（0-FFFF）：（0-FFFF）

「IPV6VlanId」 1~4094の値を入力します。

このパラメータはNVMe over RoCE環
境ではサポートされていません。
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パラメータ 説明

maxFramePayload 「maxFramePayload」オプションはIPv4とIPv6で共
有され、ネットワークで送信できる最大のパケット
またはフレームです。標準イーサネット・フレーム
のペイロード部分は1500に設定され、ジャンボ・イ
ーサネット・フレームは9000に設定されます。ジャ
ンボフレームを使用している場合は、ネットワーク
パス内のすべてのデバイスが大きなフレームサイズ
を処理できる必要があります。

デフォルト値は1500バイト/フレームで
す。1500~9000 の値を入力する必要があります。

「portSpeed」 次のオプションがあります。

• 10.

• 25

このオプションは、25Gb/sイーサネッ
トホストインターフェイスカードでの
み有効です。1つのポートの速度を変
更すると、カード上の4つのポートす
べての速度が変更されます。

iscsiHostPortパラメータのportSpeedオ
プションの値は’メガビット/秒（Mb/s
）単位です

tcpListeningPort リスニングポートは、コントローラがホスト iSCSI
イニシエータからの iSCSI ログインをリスンするた
めに使用する TCP ポート番号です。デフォルトのリ
スニングポートは 3260 です。3260 、または
49152~65535 の値を入力する必要があります。

iSCSIホストポートラベルの特定

ホストポートのラベルを指定する必要があります。ホストポートのラベルを指定する手順は、次のとおりで
す。

1. iSCSIホスト・ポートのポート・ラベルがわからない場合は、「show controller」コマンドを実行します。

2. 結果のHost interfaceセクションで、選択するホストポートを特定します。

ポート・ラベルは’Port’フィールドに返される完全な値です

3. ポートラベルの値全体を引用符と角かっこで囲みます。["portLabel"]たとえば、ポートラベルが「Ch 2」
の場合は、iSCSIホストポートを次のように指定します。
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iscsiHostPort[\"ch 2\"]

Windowsのコマンドラインを使用していて、ラベルにパイプ（|）が含まれている場合は、
文字をエスケープする必要があります（｛キャレット｝を使用）。エスケープしない場合
は、コマンドと解釈されます。たとえば、ポートラベルが「e0b|0b'」の場合は、iSCSIホス
トポートを次のように指定します。

iscsiHostPort[\"e0b^|0b\"]

下位互換性のために、引用符と角かっこではなく角かっこ[]で囲まれているiscsiPortNumber
も、引き続きE2700、E5600、EF560の各コントローラ（およびEシリーズまたはEFシリーズ
の他の旧世代コントローラ）に使用できます。これらのコントローラでは、iscsiPortNumberの
有効な値は次のとおりです。

• ホストポートが統合されたコントローラの場合、番号は3、4、5、または6です。

• ホストインターフェイスカード上にのみホストポートがあるコントローラの場合、番号は
1、2、3、または4です。

以前の構文の例を次に示します。

iscsiHostPort[3]

最小ファームウェアレベル

7.15で、新しいiSCSIホストポートオプションが追加されました。

7.60で’portSpeed’オプションが追加されました

8.10で、iSCSIホストポートの識別方法が改定されました。

8.40で、「iscsiHostPort」パラメータの「portSpeed」オプションが改定されました。これは25Gb/sイーサネ
ットホストインターフェイスカードでのみ有効であり、1つのポートの速度を変更するとカード上の4つのポ
ートすべての速度が変更されることに注意してください。

8.41で、このコマンドは廃止されました。

コントローラのNTPを設定します

set controller NTPServers’コマンドは、コントローラのNTP設定を設定し、コントロー
ラがSNTP（Simple Network Time Protocol）を使用してクロックを外部ホストと自動的
に同期できるようにします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
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べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

この機能を有効にすると、コントローラは設定されたNTPサーバを定期的に照会し、その結果を使用して内部
のクロックを更新します。一方のコントローラだけでNTPが有効になっている場合、代替コントローラのクロ
ックはNTPが有効なコントローラと定期的に同期されます。どちらのコントローラでもNTPが有効になってい
ない場合は、定期的にコントローラ間で相互にクロックが同期されます。

このコマンドはコントローラ固有です。両方のコントローラでNTPを設定する必要はありませ
んが、設定しておくことで、ハードウェア障害や通信障害が発生した場合にアレイの同期度が
向上します。

完全修飾ドメイン名を使用してNTPを設定する場合、操作が成功するためにはそれらのコント
ローラにもDNSを設定する必要があります。を参照してください コントローラのDNS設定を指
定します を参照してください。

構文

set controller(a|b) NTPServers=(disabled|auto|(Address1 [Address2]))

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します NTP設定を変更するコントローラ。有効なコントロ
ーラ識別子は、aまたはbです
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パラメータ 説明

「NTPサーバ」 このパラメータは、コントローラのNTPサーバを設
定します。

• NTPサポートをオフにするには’disabled’を指定し
ます

• DHCPサーバから提供されるNTPサーバ・アドレ
スを使用するには’auto’を指定します

このオプションは、コントローラ
の少なくとも1つの管理ポート
がDHCP経由でインターフェイス
パラメータを取得するように設定
され、かつDHCPサーバにNTPサ
ーバが少なくとも1つ設定されてい
る場合にのみ使用してください。

• それ以外の場合は、1つまたは2つのNTPサーバを
スペースで区切って指定します。アドレスは、ド
メイン名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスの
いずれかで指定できます。複数のアドレスを指定
する場合、アドレスタイプが一致している必要は
ありません。複数のアドレスを指定すると、指定
した順にアドレスが使用されます（1番目がプラ
イマリアドレス、2番目がバックアップアドレス
）。

「例」セクションに示すように、NTP
サーバ名は引用符で囲む必要がありま
す。

「住所」 "DomainName"

IPv4Address IPv6Address

[NOTE]
====
ドメイン名を指定する場合は、コントローラがサーバ
のIPアドレスを解決できるようにDNSサーバも設定す
る必要があります。

====

例
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set controller[a] NTPServers=disabled;

set controller[a] NTPServers=auto;

set controller[a] NTPServers=("0.pool.ntp.org" "1.us.pool.ntp.org");

set controller[b] NTPServers=(192.168.1.105 "1.us.pool.ntp.org");

set controller[b] NTPServers=(2001:0db8:85a3:0000:0000:8a2e:0370:7334);

最小ファームウェアレベル

8.25

8.42で、NTP認証用のキークレデンシャルパラメータが追加されました。

コントローラの保守操作可能インジケータの設定

set controllerコマンドは、コントローラトレイまたはコントローラドライブトレイ内の
コントローラの保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700アレイとE5600アレイを含む個々のストレージアレイの環境 を行います。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイが保守操作可能インジケータライト機能をサポートしていない場合、このコマンドはエラー
を返します。ストレージアレイがこのコマンドをサポートしていてもインジケータライトをオンまたはオフに
できない場合、このコマンドはエラーを返します。(電源ファンキャニスターまたはインターコネクトバッテ
リキャニスターの保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフにするには’set tray
serviceAllowedIndicatorコマンドを使用します)

このコマンドは、E2700、E5600、EF560（および他の旧世代のEシリーズまたはEFシリーズ
のコントローラ）でのみ有効です。E2800コントローラトレイには警告インジケータが1つ付い
ており、1）障害が発生した場合、および2）障害が発生したコンポーネントを安全に取り外す
ことができる場合にのみ点灯します。

構文

set controller [(a| b)]

serviceAllowedIndicator=(on | off)

パラメータ
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パラメータ 説明

「controller」と入力します 保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするコントローラ。有効なコントローラ識別子
は「a」または「b」です。「a」はスロットAのコン
トローラ、「b」はスロットBのコントローラですコ
ントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みます。コ
ントローラを指定しないと、コントローラファーム
ウェアから構文エラーが返されます。

「serviceAllowedIndicator」というメッセージが表示
されます

保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするための設定。保守操作可能インジケータライ
トをオンにするには、このパラメータを「オン」に
設定します。保守操作可能インジケータライトをオ
フにするには、このパラメータを「オフ」に設定し
ます。

最小ファームウェアレベル

6.14

コントローラを設定します

set controllerコマンドは、コントローラの属性を定義します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set controller [(a|b)]

[availability=(online | offline | serviceMode)]

[ethernetPort [(1| 2)] ethernetPortOptions]

[globalNVSRAMByte [nvsramOffset]=(nvsramByteSetting | nvsramBitSetting)]

[hostNVSRAMByte [hostType, nvsramOffset]=(nvsramByteSetting |

nvsramBitSetting)]

[IPv4GatewayIP=ipAddress]

[IPv6RouterAddress=ipv6Address]

[iscsiHostPort [portLabel] iscsiHostPortOptions]

[rloginEnabled=(TRUE | FALSE)]

[serviceAllowedIndicator=(on | off)]
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パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します プロパティを定義するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラですコントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲
みます。コントローラを指定しないと、コントロー
ラのファームウェアから構文エラーが返されます。

可用性 コントローラのモード。「online」、「offline」、ま
たは「serviceMode」（service）に設定できます。

ethernetPort` 管理イーサネットポートの属性（オプション）。こ
のパラメータで指定できるエントリについては、こ
のあとの構文要素の表を参照してください。IPアドレ
ス、ゲートウェイアドレス、サブネットマスクアド
レスなどの多数の設定を指定できます。

「globalNVSRAMByte」と入力します コントローラNVSRAMの一部。領域内の開始バイト
オフセットを使用して変更する領域と、NVSRAMに
格納される新しいデータのバイト値またはビット値
を指定します。

「hostNVSRAMByte」と入力します ホスト固有の領域のNVSRAM。特定のホストのホス
トインデックス、領域内の開始オフセット、バイト
数、およびNVSRAMに格納される新しいデータのバ
イト値またはビット値を指定します。

'IPv4GatewayIP' ネットワークへのインターフェイスを提供するノー
ドのIPアドレス。IPv4ゲートウェイのアドレス形式
は、*（0 ~ 255）.（0 ~ 255）.（0 ~ 255）.（0 ~ 255
）.（0 ~ 255）*です

IPv6RouterAddress 2つ以上の論理サブネットを接続するIPv6ルータのIP
アドレス。IPv6ルータのアドレス形式
は'(0–FFFF):(0–FFFF):(0–FFFF):(0–FFFF):(0–FFFF):
(0–FFFF):(0–FFFF):(0)–FFFF)`です

「iscsiHostPort」のように入力します このパラメータでは、コントローラのiSCSIポートの
オプションを設定できます。iSCSIポートのラベルま
たは番号を入力し、そのポートのオプションを選択
します。

詳細については、以下の「iSCSIホストポートラベル
の識別」セクションを参照してください。
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パラメータ 説明

rloginEnabled リモートログイン機能をオンにするかオフにするか
の設定。リモートログイン機能をオンにするには、
このパラメータを「true」に設定します。リモートロ
グイン機能をオフにするには、このパラメータ
をFALSEに設定します。

「serviceAllowedIndicator」というメッセージが表示
されます

保守操作可能インジケータライトをオンにするかオ
フにするかの設定。保守操作可能インジケータライ
トをオンにするには、このパラメータを「オン」に
設定します。保守操作可能インジケータライトをオ
フにするには、このパラメータを「オフ」に設定し
ます。

iSCSIホストポートラベルの特定

ホストポートのラベルを指定する必要があります。ホストポートのラベルを指定する手順は、次のとおりで
す。

1. iSCSIホスト・ポートのポート・ラベルがわからない場合は、「show controller」コマンドを実行します。

2. 結果のHost interfaceセクションで、選択するホストポートを特定します。

ポート・ラベルは’Port’フィールドに返される完全な値です

3. ポートラベルの値全体を引用符と角かっこで囲みます。["portLabel"]たとえば、ポートラベルが「Ch 2」
の場合は、iSCSIホストポートを次のように指定します。

iscsiHostPort[\"ch 2\"]

Windowsのコマンドラインを使用していて、ラベルにパイプ（|）が含まれている場合は、
文字をエスケープする必要があります（｛キャレット｝を使用）。エスケープしない場合
は、コマンドと解釈されます。たとえば、ポートラベルが「e0b|0b'」の場合は、iSCSIホス
トポートを次のように指定します。

iscsiHostPort[\"e0b^|0b\"]
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下位互換性のために、引用符と角かっこではなく角かっこ[]で囲まれているiscsiPortNumber
も、引き続きE2700、E5600、EF560の各コントローラ（およびEシリーズまたはEFシリーズ
の他の旧世代コントローラ）に使用できます。これらのコントローラでは、iscsiPortNumberの
有効な値は次のとおりです。

• ホストポートが統合されたコントローラの場合、番号は3、4、5、または6です。

• ホストインターフェイスカード上にのみホストポートがあるコントローラの場合、番号は
1、2、3、または4です。

以前の構文の例を次に示します。

iscsiHostPort[3]

ethernetPortパラメータのオプション

enableIPv4=(TRUE | FALSE) |

enableIPv6=(TRUE | FALSE) |

IPv6LocalAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) |

IPv6RoutableAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) |

IPv4Address=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255) |

IPv4ConfigurationMethod=[(static | dhcp)] |

IPv4SubnetMask=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255) |

duplexMode=(TRUE | FALSE) |

portSpeed=[(autoNegotiate | 10 | 100 | 1000)]
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iSCSIHostPortパラメータのオプション

IPv4Address=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255) |

IPv6LocalAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) |

IPv6RoutableAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) |

IPv6RouterAddress=(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF): (0-FFFF):(0-

FFFF):(0-FFFF):(0-FFFF) |

enableIPv4=(TRUE | FALSE) | enableIPv6=(TRUE | FALSE) |

enableIPv4Vlan=(TRUE | FALSE) | enableIPv6Vlan=(TRUE | FALSE) |

enableIPv4Priority=(TRUE | FALSE) | enableIPv6Priority=(TRUE | FALSE) |

IPv4ConfigurationMethod=(static | dhcp) |

IPv6ConfigurationMethod=(static | auto) |

IPv4GatewayIP=(TRUE | FALSE) |

IPv6HopLimit=[0-255] |

IPv6NdDetectDuplicateAddress=[0-256] |

IPv6NdReachableTime=[0-65535] |
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IPv6NdRetransmitTime=[0-65535] |

IPv6NdTimeOut=[0-65535] |

IPv4Priority=[0-7] | IPv6Priority=[0-7] |

IPv4SubnetMask=(0-255).(0-255).(0-255).(0-255) |

IPv4VlanId=[1-4094] | IPv6VlanId=[1-4094] |

maxFramePayload=[*frameSize*] |

tcpListeningPort=[3260, 49152-65536] |

portSpeed=[( 10 | 25)]

注：

ファームウェア・バージョン7.75より前の「set controller」コマンドでは、「NVSRAMByte」
パラメータがサポートされていました。「NVSRAMByte」パラメータは廃止されてお
り、「hostNVSRAMByte」パラメータまたは「globalNVSRAMByte」パラメータのいずれかに
置き換える必要があります。

このコマンドではパラメータを1つ以上指定できます。すべてのパラメータを使用する必要はありません。

「availability」パラメータを「serviceMode」に設定すると、代替コントローラがすべてのボリュームの所有
権を取得します。指定したコントローラはボリュームの割り当てをすべて削除され、ボリュームの所有権の取
得を拒否するようになります。サービス・モードは’availability’パラメータが’online]に設定されるまで’リセッ
ト・サイクルとパワー・サイクルを越えて維持されます

NVSRAM情報を表示するには’show controller NVSRAMコマンドを使用しますNVSRAMに変更を加える場合
は、事前にテクニカルサポートに連絡して変更可能なNVSRAMの領域を確認してください。

duplexModeオプションをTRUEに設定すると’選択したEthernetポートは全二重に設定されますデフォルト値
は半二重です(duplexModeパラメータは’FALSE’に設定されています)

IPv4設定またはIPv6設定が確実に適用されるようにするには’iscsiHostPort’オプションを次のように設定する
必要があります
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• enableIPV4 ='true

• enableIPV6=「true

IPv6アドレススペースは128ビットです。コロンで区切られた8つの16ビット16進ブロックで表されます。

maxFramePayloadオプションは’IPv4とIPv6で共有されます標準イーサネット・フレームのペイロード部分
は1500に設定され、ジャンボ・イーサネット・フレームは9000に設定されます。ジャンボフレームを使用し
ている場合は、ネットワークパス内のすべてのデバイスが大きなフレームサイズを処理できる必要がありま
す。

portSpeedオプションは、メガビット/秒（Mb/秒）で表されます。

iscsiHostPortパラメータのportSpeedオプションの値は’メガビット/秒（Mb/s）単位です

次の値は’iscsiHostOptions’のデフォルト値です

• IPv6HopLimit`オプションは64`です。

• IPv6NdReachableTimeオプションは30000ミリ秒です。

• IPv6NdRetransmitTime`オプションは1000ミリ秒です。

• IPv6NdTimeOut’オプションは30000ミリ秒です。

• tcpListeningPortオプションは'326`です

最小ファームウェアレベル

7.15で’bootp’パラメータが削除され’新しいEthernetポート・オプションと新しいiSCSIホスト・ポート・オプ
ションが追加されました

7.50で、「IPV4Gateway」パラメータと「IPV6RouterAddress」パラメータがiSCSIホストポートオプション
からコマンドに移動されました。

7.60で’iscsiHostPort’パラメータのportSpeedオプションが追加されました

7.75で、「NVSRAMByte」パラメータが廃止されました。

8.10で、iSCSIホストポートの識別方法が改定されました。

ディスクプールの設定（ディスクプールの変更）

set diskPool’コマンドは’ディスク・プール（Dynamic Capacity ExpansionまたはDCE）
に容量を追加するか’ディスク・プール全体のコントローラ所有権を変更します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

この2つの処理は同時に実行できません。

構文

set diskPool [diskPoolName]

(addDrives=[trayID1,drawerID1,slotID1 ... trayIDn,drawerIDn,slotIDn] |

addCapacity=(diskPoolCapacity))

[owner=(a| b)]

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPool」 変更するディスクプールの名前。ディスクプール名
は角かっこ（[]）で囲みます。ディスクプール名が特
殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成され
る場合は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこで囲む必要があります。

「addDrives」を参照してください ディスクプールに追加するドライブ。大容量ドライ
ブトレイの場合は、追加するドライブのトレイIDの
値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値を指定
します。小容量ドライブトレイの場合は、追加する
ドライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定し
ます。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値
は「1」～「5」です。スロットIDの値は'1'～24’です
トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

この機能の最大ドライブ数は12本で
す。

「addCapacity」 ディスクプールに追加するストレージ容量。このパ
ラメータを指定すると、必要な追加容量を満たすド
ライブが自動的に選択されます。容量
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

「owner」をクリックします ディスクプールを所有するコントローラ。有効なコ
ントローラ識別子は「a」または「b」です。「a」は
スロットAのコントローラ、「b」はスロットBのコン
トローラです所有者を指定しない場合は、コントロ
ーラファームウェアによって所有者が決定されま
す。

注：

ディスクプール内の既存のボリュームは、新しいドライブを追加する間もオンラインのままで、I/O処理が可
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能です。容量を追加するには、ディスクプールが完了状態である必要があります。ディスク・プールがcompl
ete状態でない場合は’新しいドライブを追加する前にset diskPool completeコマンドを実行します

容量を追加するには’addDrives’パラメータで個のドライブを指定するか’addCapacity’パラメータでドライブ容
量を指定します「addDrives」を使用する場合、ホストは、操作を実行する前にドライブセットを検証する必
要があります。「addCapacity」パラメータを使用すると、指定した容量が追加する最小容量として使用され
ます。候補ドライブのうち、サービス品質が最適で、かつ指定した以上の容量を持つドライブが使用されま
す。最小限の要件を満たす候補がない場合や、指定したドライブを使用できない場合や属性の不一致が検出さ
れた場合は、処理が失敗します。

このコマンドを使用して、ディスクプールの所有権をストレージアレイ内のあるコントローラから別のコント
ローラに変更することもできます。所有権の変更とドライブまたは容量の追加を同時に実行することはできま
せん。

最小ファームウェアレベル

7.83

ディスクプールを設定する

set diskPool’コマンドは’指定したパラメータに基づいてディスク・プールに関連づけら
れた属性を設定します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set (diskPool [diskPoolName] |

diskPools [diskPoolName1 ... diskPoolNameN] | allDiskPools)

[reservedDriveCount=reservedDriveCountValue]

[warningThreshold=(warningThresholdValue | default)]

[criticalThreshold=(criticalThresholdValue | default)]

[criticalPriority=(highest | high | medium |low |lowest)]

[degradedPriority=(highest |high |medium |low |lowest)]

[backgroundPriority=(highest | high | medium |low |lowest)]

[userLabel=diskPoolName]

パラメータ
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パラメータ 説明

「diskPool」 属性を設定するディスクプールの名前。ディスクプ
ール名は角かっこ（[]）で囲みます。ディスクプール
名が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構
成される場合は、ディスクプール名を二重引用符（""
）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「diskPools」 属性を設定する複数のディスクプールの名前。以下
のルールを使用して、ディスクプールの名前を入力
します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ディスクプール名に特殊文字または数字が含まれる
場合は、次のルールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「allDiskPools」 このパラメータは、ストレージアレイ内のすべての
ディスクプールの属性を設定します。

「reservedDriveCount」 このパラメータは、ディスクプール内のすべてのド
ライブに、障害ドライブの再構築のみに使用される
スペースを確保します。この数の各単位は、1つの障
害ドライブをディスクプールの残りのドライブに再
構築するための容量を表します。

「warningThreshold」 ディスクプールの容量がこの割合に達すると、ディ
スクプールの上限に近づいているという警告アラー
トが表示されます。整数値を使用します。たとえ
ば、70という値は70%を意味します。最適な操作を
行うには、このパラメータの値を「
criticalThreshold」パラメータの値よりも小さくする
必要があります。

有効な値は0~100です。

デフォルト値は50です。

このパラメータを「0」に設定すると、警告アラート
が無効になります。

これをデフォルトに設定した場合’警告アラートのし
きい値はコントローラファームウェアによって決定
されます
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パラメータ 説明

「criticalThreshold」です ディスクプールの容量がこの割合に達すると、ディ
スクプールの上限に近づいているという重大アラー
トが表示されます。整数値を使用します。たとえ
ば、70という値は70%を意味します。最適な操作を
行うには’このパラメータの値をwarningThresholdパ
ラメータの値よりも大きくする必要があります

有効な値は0~100です。

デフォルト値は85%です。

このパラメータを「0」に設定すると、警告アラート
と重大アラートの両方が無効になります。

これをデフォルトに設定した場合’クリティカル・ア
ラートのしきい値はコントローラ・ファームウェア
によって決定されます

「criticalPriority」です ディスクプール上の重大イベントの再構築処理の優
先度。たとえば、少なくとも2つのドライブ障害が発
生したあとのディスクプールの再構築などです。

有効な値は’high’high’high’medium’low''low’lowest`で
すデフォルト値は「highest」です。

「degradedPriority」 ディスクプールでデグレードイベントが発生した場
合の再構築処理の優先度。たとえば、1つのドライブ
障害が発生したあとのディスクプールの再構築など
です。

有効な値は’high’high’high’medium’low''low’lowest`で
すデフォルト値は’high’です

「backgroundPriority」 ディスクプール上のバックグラウンド処理の優先
度。

有効な値は’high’high’high’medium’low''low’lowest`で
すデフォルト値は’low’です

「userLabel」のように入力します ディスクプールに付ける新しい名前。ディスクプー
ル名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

ディスクプール名は一意である必要があります。ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフ
ン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

任意のディスクプールをセットで指定できます。複数のディスク・プールを選択した場合は’userLabel’の値を
設定するとエラーが発生します
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オプションパラメータの値を指定しない場合は、デフォルト値が割り当てられます。

ディスクプールのアラートのしきい値

各ディスクプールには2段階の重大度レベルのアラートがあり、ディスクプールのストレージ容量が上限に近
づいたときにユーザに通知します。アラートのしきい値は、ディスクプール内の使用可能な総容量に対する使
用済み容量の割合です。アラートは次のとおりです。

• 警告—ディスクプール内の使用済み容量がフルに近づいていることを通知する第1レベルのアラートで
す。警告アラートのしきい値に達すると、要注意状態が生成され、ストレージ管理ソフトウェアにイベン
トが送信されます。警告しきい値よりも、重大しきい値のほうが優先されます。デフォルトの警告しきい
値は50%です。

• 重大—ディスクプール内の使用済み容量がフルに近づいていることを通知する最も重大なレベルのアラー
トです重大アラートのしきい値に達すると、要注意状態が生成され、ストレージ管理ソフトウェアにイベ
ントが送信されます。警告しきい値よりも、重大しきい値のほうが優先されます。重大アラートのデフォ
ルトのしきい値は85%です。

警告アラートの値は常に重大アラートの値より小さくする必要があります。警告アラートの値が重大アラート
の値と同じ場合は、重大アラートのみが送信されます。

ディスクプールのバックグラウンド処理

ディスクプールは次のバックグラウンド処理をサポートします。

• 再構築

• Instant Availability Format（IAF）

• の形式で入力し

• 容量の動的拡張（DCE）

• Dynamic Capacity Reduction（DCR）

• Dynamic Volume Expansion（DVE）（ディスクプールの場合、DVEは実際はバックグラウンド処理では
なく、同期処理としてサポートされています）。

ディスクプールでは、バックグラウンドコマンドはキューに配置されません。複数のバックグラウンドコマン
ドを順次開始できますが、複数のバックグラウンド処理を一度に開始すると、前に開始したコマンドの完了が
遅延します。サポートされているバックグラウンド処理の相対的な優先度レベルは次のとおりです。

1. 再構築

2. の形式で入力し

3. IAF

4. DCE/DCR

最小ファームウェアレベル

7.83

ドライブのホットスペアを設定します

set drive hotspareコマンドは'1つ以上のドライブをホット・スペアとして割り当てまた
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は割り当て解除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set (drive [trayID,[drawerID,]slotID] | drives[trayID1,[drawerID1,]slotID1

... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn])

hotSpare=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」または「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「ホットスペア」 ドライブをホットスペアとして割り当てるための設
定。ドライブをホット・スペアとして割り当てるに
は’このパラメータをTRUEに設定しますドライブから
ホットスペアの割り当てを削除するには’このパラメ
ータをFALSEに設定します

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
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のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合は
、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要が
あります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロットのID
だけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワーのID
を「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

6.10

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

外部ドライブをネイティブに設定します

「set drive nativeState」コマンドを使用すると、見つからない（外部）ドライブが元の
ボリュームグループに再び追加され、新しいストレージアレイのボリュームグループに
追加されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイのボリュームグループに属しているドライブは、ネイティブとみなされます。ストレージア
レイのボリュームグループに属していないドライブ、またはボリュームグループのドライブが新しいストレー
ジアレイに転送される際に一緒にインポートされなかったドライブは、外部ドライブとみなされます。後者の
場合は、新しいストレージアレイに不完全なボリュームグループが作成されます。

この処理は、緊急のリカバリ目的で、1つ以上のドライブのステータスを外部からネイティブに変更して元の
ボリュームグループ内で元のステータスに戻す必要がある場合にのみ使用します。

データ破損またはデータ損失の可能性--前述した以外の理由でこのコマンドを使用すると、通
知なしにデータが失われる可能性があります。

構文

set (drive=(trayID,[drawerID,]slotID) | drives=(trayID1,[drawerID1

,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn) |

allDrives) nativeState

パラメータ
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パラメータ 説明

「ドライブ」または「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800、E5700、EF600、およびEF300コントロ
ーラと互換性があるドライブトレイのスロットID番
号は0から始まります。E2700およびE5600コントロ
ーラと互換性のあるドライブトレイのスロットID番
号は1から始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「allDrives」を参照してください すべてのドライブを選択するための設定。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

7.10

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

ドライブの状態を設定

set drive operationalStateコマンドは’ドライブをFailed状態に設定します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

ドライブを最適状態に戻すには’ドライブの再活性化コマンドを使用します

構文

set drive [trayID,[drawerID,]slotID] operationalState=failed [copyDrive]

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

5.20

7.60で'drawerID'ユーザー入力が追加されました

FIPSドライブのセキュリティ識別子を設定する

set drive securityIDコマンドは’FIPSドライブを元の製造元の設定に戻すために使用しま
す
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、FIPSドライブをメーカー出荷時の設定にリセットし、既存のドライブデータ
をすべて消去します。この処理は元に戻すことができません。セキュリティキーファイルが無
効または見つからないか、パスフレーズが不明なためにドライブがロックされた場合、この処
理が必要になることがあります。既存のドライブデータはすべて消去されます。

FDEドライブを消去するには’start secureEraseコマンドを使用します

構文

set drive [trayID,[drawerID,]slotID] securityID="string"

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

「securityID」 消去するドライブのセキュリティIDを文字列形式で
指定します。この文字列の最大文字数は32文字で
す。セキュリティIDの形式は製造元によって異なり
ます。

セキュリティIDを確認するには、ドラ
イブを取り外し、キャニスターラベル
のセキュリティIDを確認します。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

例

set drive [1,31,4] securityID="V2zdvLTdGWdWyTALGHns";

最小ファームウェアレベル

8.25

ドライブの保守操作可能インジケータの設定

set drive serviceAllowedIndicatorコマンドは’保守操作可能インジケータライト機能をサ
ポートするドライブトレイ内のドライブで’保守操作可能インジケータライトをオンまた
はオフにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイが保守操作可能インジケータライト機能をサポートしていない場合、このコマンドはエラー
を返します。ストレージアレイがこのコマンドをサポートしていてもインジケータライトをオンまたはオフに
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できない場合、このコマンドはエラーを返します。

構文

set (drive [trayID,[drawerID,]slotID] | drives[trayID1,[drawerID1,]slotID1

... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn])

serviceAllowedIndicator=(on | off)

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」または「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「serviceAllowedIndicator」というメッセージが表示
されます

保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするための設定。保守操作可能インジケータライ
トをオンにするには、このパラメータを「オン」に
設定します。保守操作可能インジケータライトをオ
フにするには、このパラメータを「オフ」に設定し
ます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

6.16

476



7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

ドライブチャネルのステータスを設定

set driveChannelコマンドは’ドライブ・チャネルの動作を定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

set driveChannel [(1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8)]

status=(optimal | degraded)

パラメータ

パラメータ 説明

driveChannel ステータスを設定するドライブチャネルの識別番
号。有効なドライブ・チャネル値は'1''2’3’4’5’です
'6’7’または'8`ドライブチャネル番号は角かっこ（[]）
で囲みます。

ステータス ドライブチャネルの状態。ドライブ・チャネルのス
テータスは’optimal’または’degraded’に設定できます

注：

最適なオプションを使用して’デグレード状態のドライブ・チャネルを最適状態に戻しますドライブ・チャネ
ルに問題が発生し’ストレージ・アレイがデータ転送にさらに時間を必要とする場合は' degradedオプションを
使用します

最小ファームウェアレベル

6.10

7.15で、ドライブチャネル識別子の更新が追加されました。

Eメール（SMTP）配信方法を指定します

set storageArray AutoSupport smtpiveryMethodコマンドは、AutoSupport メッセージを
電子メール（SMTP）に送信するための配信方法を設定します。

477



サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

set storageArray autoSupport deliveryMethod=email

mailRelayServer="serverAddress" senderEmail="emailAddress"

パラメータ

パラメータ 説明

「deliveryMethod」を参照してください AutoSupport による収集の配信方法を指定できます。
有効な選択肢は次のとおりです。

• E メール

• HTTP

• HTTPS

Eメール方式が設定されている場
合、AutoSupport OnDemandとRemote
Diagnosticsは無効になります。

mailRelayServer' AutoSupport 収集用のメールリレーサーバを指定でき
ます。

「senderEmail」 AutoSupport コレクションの送信メールアドレスを指
定できます。

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupportConfig

deliveryMethod=email mailRelayServer=\"mailserver.company.com\"

senderEmail=\"user@company.com\";"

SMcli completed successfully.
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検証

「start storageArray AutoSupport deliveryTest」コマンドを使用してテストメッセージを送信し、配信方法が
正しく設定されていることを確認します。

最小ファームウェアレベル

8.40

Eメールアラートを設定

set emailAlertコマンドは’指定されたテクニカル・サポートまたは組織に電子メールを送
信するように電子メールを設定しますEメールアラートには、イベントの概要、影響を
受けるストレージに関する詳細情報、およびお客様の連絡先情報が含まれています。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、およびEF300ストレージアレイを環境 します。ただし、E2700ア
レイまたはE5600アレイの場合は、スクリプトコマンドではなくSMcliコマンドとして、このコマンドを使用
できます。この場合、管理ドメイン内のすべてのアレイを環境 コマンドで指定します。

構文

set emailAlert

    serverAddress="serverAddress" |

    serverEncryption=none | smtps | starttls |

    serverPort=port value |

    serverUsername="username" |

    serverPassword="password" |

    senderAddress="emailAddress" |

    additionalContactInfo="filename"  |

    (recipientAddresses=("emailAddress1" ... "emailAddressN") |

 addRecipientAddresses=("emailAddress1" ... "emailAddressN"))

パラメータ

パラメータ 説明

「serverAddress」と入力します Eメールサーバのアドレスを設定できます。Eメール
サーバのアドレスには、完全修飾ドメイン名、IPv4
アドレス、またはIPv6アドレスを使用できます。

479



パラメータ 説明

「serverEncryption」 サーバとの通信に使用される暗号化。次のいずれか
の値を指定できます。

• none-暗号化なし

• smtps- SSL/TLS接続を作成する(暗黙的なTLS)

• `_STARTTLS -暗号化されていない接続を作成
し’SSL/TLSセッションを確立します(明示的TLS)

「サーバポート」 サーバへの接続に使用するTCPポート。デフォルト
値は暗号化タイプによって異なります。

• none-デフォルトはポート25です

• smtps-デフォルトはポート465です

• `_STARTTLS -デフォルトでポート587に設定しま
す

「serverUsername」と入力します サーバに認証クレデンシャルを提供するユーザ名。
ユーザ名を指定する場合は、パスワードも指定する
必要があります。

「serverPassword」と入力します サーバに認証クレデンシャルを提供するためのパス
ワード。パスワードを指定する場合は、ユーザ名も
指定する必要があります。

「senderAddress」 送信者のEメールアドレスを設定できます。

「additionalContactInfo」 Eメールアラートで使用する追加の連絡先情報が含ま
れているファイル名を指定できます。

「受信者住所」 受信者Eメールアドレスを設定できます。この設定オ
プションを使用すると、既存のEメールアドレスが消
去されます。すべての名前をかっこで囲みます。各
名前は二重引用符（""）で囲みます。名前はそれぞれ
スペースで区切ります。

「addRecipientAddressesアドレス」 受信者Eメールアドレスを既存のリストに追加できま
す。すべての名前をかっこで囲みます。各名前は二
重引用符（""）で囲みます。名前はそれぞれスペース
で区切ります。

例
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SMcli -n Array1 -c "set emailAlert

   serverAddress="email.server.domain.com"

    serverEncryption=("smtps") |

    serverPort="smtps" |

    serverUsername="username" |

    serverPassword="password" |

   senderAddress=no-reply@server.domain.com

   additionalContactInfo="C:\additionalInfo.txt"

   recipientAddresses=("person1@email.domain.com"

"person2@email.domain.com");"

SMcli -n Array1 -c "set emailAlert

addRecipientAddresses=("person3@netapp.com");"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

11.70.1では’serverEncryption’ServerPort’serverUsername’serverPassword’パラメータが追加されています

イベントアラートのフィルタリングを設定します

「set event alert」コマンドは、特定のアラート対象イベントに関連する通知を無効また
は有効にすることによって、アラートイベント通知を管理します。特定のアラート対象
イベントに関する通知を無効にするには、次のコマンドを実行します。「ブロック」特
定のアラート対象イベントに関する通知を有効にするには、そのイベントのブロックを
解除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700とE5600のストレージアレイにのみ適用されます。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません

コンテキスト（Context）

ストレージアレイを定義する際に、アラートを設定し、イベントアラートの管理方法を定義できます。アラー
トを送信するようにストレージアレイを設定した場合は、アラート対象イベントが発生したときに指定の受信
者に通知が送信されます。通知には、次のいずれかまたはすべての種類を使用できます。

• E メール
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• syslog

• SNMPトラップ通知

イベントアラートの設定CLIコマンドは、1つのストレージアレイに対して機能します。あるストレージアレ
イでこのコマンドを実行すると、そのストレージアレイのみにコマンドが適用されます。CLIコマンドの実行
対象でない他のストレージアレイでは、デフォルトの動作が実行されます。

イベントアラートをブロックしても、イベントはシステムイベントログに記録されます。すべ
てのイベントは引き続きイベントログに記録されます。

このコマンドを使用して、アラート対象でないイベントをアラート対象にすることはできませ
ん。

イベントアラートをブロックする構文

set blockEventAlert eventType

イベントアラートをブロック解除する構文

set unBlockEventAlert eventType

パラメータ

パラメータ 説明

eventType` このパラメータは、イベントの整数値です。イベン
ト値を16進形式で入力します（0x280Dなど）。値
が16進形式であることを示すために、常に「* 0x」で
始まるようにしてください。0xを使用しないと、ブ
ロックまたはブロック解除コマンドが適用される前
に、値が10進数として解釈されて16進値に変換され
ます。これにより、原因 が誤ったイベントをブロッ
クまたはブロック解除する可能性があります。

無効なイベントを入力すると、エラーが表示されま
す。

最小ファームウェアレベル

8.10で

ホストを設定します

set hostコマンドは’ホストをホスト・グループに割り当てるか’ホストを別のホスト・グ
ループに移動します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドでは、新しいホストグループを作成し、そのホストグループにホストを割り当てることもできま
す。このコマンドで実行される操作は、ホストに個別のマッピングがあるかどうかによって異なります。

構文

set host [hostName]

hostGroup=("hostGroupName" | none | defaultGroup)

userLabel="newHostName"

hostType=(hostTypeIndexLabel | hostTypeIndexNumber)

パラメータ

パラメータ 説明

ホスト ホストグループに割り当てるホストの名前。ホスト
名は角かっこ（[]）で囲みます。ホスト名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、ホスト名を二重
引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があり
ます。

「hostGroup」と入力します ホストを割り当てるホストグループの名前。（次の
表に、ホストに個別のマッピングがあるかどうかに
関係なく、コマンドの実行方法を示します）。 ホス
トグループ名は二重引用符（""）で囲みま
す。defaultGroupオプションは’ボリュームがマップ
されているホストを含むホスト・グループです

「userLabel」のように入力します 新しいホスト名。ホスト名は二重引用符（""）で囲み
ます。

「hostType」 ホストポートのホストタイプのインデックスラベル
またはインデックス番号。使用可能なホストタイプ
識別子のリストを生成するには、「show
storageArray hostTypeTable」コマンドを使用しま
す。ホストタイプに特殊文字が含まれている場合
は、ホストタイプを二重引用符（""）で囲みます。
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ホストグループのパラメータ ホストに個別の割り当てがありま
す

ホストに個別の割り当てがありま
せん

「hostGroupName」と入力します ホストは現在のホスト・グループ
から削除され'hostGroupName'で定
義された新しいホスト・グループ
の下に配置されます

ホストは現在のホスト・グループ
から削除され'hostGroupName'で定
義された新しいホスト・グループ
の下に配置されます

「 NONE 」 ホストが独立したパーティション
としてホストグループから削除さ
れ、ルートノードに配置されま
す。

ホストが現在のホストグループか
ら削除され、デフォルトグループ
に配置されます。

defaultGroup コマンドが失敗します。 ホストが現在のホストグループか
ら削除され、デフォルトグループ
に配置されます。

注：

このコマンドでは、オプションのパラメータを1つ以上指定できます。

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

最小ファームウェアレベル

6.10

ホストチャネルを設定します

set hostChannelコマンドは’ホスト・チャネルのループIDを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set hostChannel [hostChannelNumber]

preferredID=portID

484



パラメータ

パラメータ 説明

「ホストチャネル」 ループIDを設定するホストチャネルの識別番号。ホ
ストチャネルの識別番号は角かっこ（[]）で囲みま
す。

使用するコントローラモデルに適したホストチャネ
ル値を使用してください。コントローラトレイは、1
つのホストチャネルまたは最大8つのホストチャネル
をサポートします。有効なホスト・チャネル値は’A1'

A2’A3"''A4’A5’です A6`, A7 , A8, B1 , B2 `, 「

B3」、「B4」、「B5」、「B6」、「B7」、 また

は「B8」。

「preferredID`」 指定したホストチャネルのポート識別子。ポートID
の値は'0～127です

最小ファームウェアレベル

6.10

6.14で、ホストチャネル識別子の更新が追加されました。

7.15で、ホストチャネル識別子の更新が追加されました。

ホストグループを設定する

set hostGroupコマンドは’ホスト・グループの名前を変更します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set hostGroup [hostGroupName]

userLabel="newHostGroupName"

パラメータ
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パラメータ 説明

「hostGroup」と入力します 名前を変更するホストグループの名前。ホストグル
ープ名は角かっこ（[]）で囲みます。ホストグループ
名に特殊文字または数字が含まれている場合は、ホ
ストグループ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこで囲む必要があります。

「userLabel」のように入力します ホストグループの新しい名前。新しいホストグルー
プ名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

最小ファームウェアレベル

6.10

ホストポートを設定する

set HostPortコマンドは’ホスト・ポートのプロパティを変更します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

iSCSI環境では、ホストポートがイニシエータとみなされるため、このコマンドは機能しませ
ん。代わりに’set iscsiInitiatorコマンドを使用しますを参照してください iSCSIイニシエータを
設定する。

構文

set hostPort [portLabel] userLabel=newPortLabel

[host=hostName]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ホストポート」 ホストタイプを変更するホストポートの名前、また
は新しい名前を作成するホストポートの名前。ホス
トポート名は角かっこ（[]）で囲みます。ホストポー
ト名に特殊文字または数字が含まれている場合は、
ホストポート名を二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこで囲みます。

「userLabel」のように入力します ホストポートに付ける新しい名前。ホストポートの
新しい名前は二重引用符（""）で囲みます。

ホスト HBAまたはHCAホストポートを定義するホストの名
前。ホスト名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

ユーザラベルには、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの
最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

6.10

イニシエータの設定

set initiatorコマンドは’イニシエータ・オブジェクトを更新します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、廃止されたを置き換えます iSCSIイニシエータを設定する コマンドを実行し
ます

このコマンドは、iSCSI、iSER、NVMe over RoCE、NVMe over InfiniBand、NVMe over Fibre
Channelに対してのみ使用できます。

構文
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set initiator (["initiatorName"] | <"initiatorQualifiedName">)

([userLabel="newInitiatorName"] |

[host="newHostName"] | [chapSecret="newSecurityKey"])

パラメータ

パラメータ 説明

イニシエータ プロパティを設定するイニシエータIDを指定できま
す。名前は二重引用符("`")で囲みますさらに、値がユ
ーザラベルである場合は名前を角かっこ（[]）で、値
が修飾名（iqnやnqnなど）である場合は名前を山か
っこ（<>）で囲む必要があります。

「userLabel」のように入力します イニシエータオブジェクトの新しいユーザラベルを
入力できます。新しいユーザラベルは二重引用符（""
）で囲みます。

ホスト ホストポートを接続する新しいホストを入力できま
す。ホスト名は二重引用符（""）で囲みます。

「チャプターシークレット」 ピア接続の認証に使用する新しいセキュリティキー
を入力できます。セキュリティキーは二重引用符（""
）で囲みます。このパラメータは’iSCSI’およびiSER
のホスト・インターフェイス・タイプにのみ適用で
きます

最小ファームウェアレベル

8.41

iSCSIイニシエータを設定する

set iscsiInitiatorコマンドは’iSCSIイニシエータの属性を設定します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました イニシエータの設定 コマンドを実行します

488



構文

set iscsiInitiator (["initiatorUserLabel"] | <"_iscsiInitiatorName_">)

(userLabel="newName" |

host="newHostName" |

chapSecret="newSecurityKey")

パラメータ

パラメータ 説明

「initiatorUserLabel」のように入力します 属性を設定するiSCSIイニシエータのユーザラベ
ル。iSCSIイニシエータのユーザラベルは、二重引用
符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

イニシエータのユーザラベルの先頭に
は、ホストポートが接続されているホ
スト名を指定します。ホストにはホス
トポート識別子が複数存在する可能性
があるため、ホストポートIDには一意
のサフィックスを使用します。ホスト
名がICTM1590S02H1の場合、イニシ
エータラベルは次のようになります。

set iscsiInitiator

["ICTM1590S02H1_AA"]

「iscsiInitiatorName」のように指定します 属性を設定するイニシエータの名
前。「iscsiInitiatorName」は、二重引用符（""）で囲
んだ上で山かっこ（<>）で囲みます。

「iscsiInitiatorName」は、iSCSI
Qualified Name（iqn）です。次に例を
示します。

set iscsiInitiator <"iqn.2016-

11.com.vmware.iscsi:ictm1509s02h1"

>
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パラメータ 説明

「userLabel」のように入力します iSCSIイニシエータに使用する新しいユーザラベル。
新しいユーザラベルは二重引用符（""）で囲みます。

イニシエータユーザラベルは、ホスト
ポートが接続されているホスト名で始
めることを推奨します。ホストにはホ
ストポート識別子が複数存在する可能
性があるため、ホストポートIDには一
意のサフィックスを使用します。ホス
ト名がICTM1590S02H1の場合、イニ
シエータのユーザラベルの例を次に示
します。

set iscsiInitiator

["ICTM1590S02H1_AA"]

ホスト ホストポートを接続する新しいホストの名前。ホス
ト名は二重引用符（""）で囲みます。次に例を示しま
す。

["ICTM1590S02H2"]

「チャプターシークレット」 ピア接続の認証に使用するセキュリティキー。セキ
ュリティキーは二重引用符（""）で囲みます。

注：

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

チャレンジハンドシェイク認証プロトコル（CHAP）は、接続のピアを認証するプロトコルです。CHAP
は、_secret_を共有するピアに基づいています。シークレットとは、パスワードのようなセキュリティキーの
ことです。

相互認証を必要とするイニシエータのセキュリティ・キーを設定するには’chapSecretパラメータを使用しま
すCHAPシークレットは12~57文字で指定する必要があります。次の表に、有効な文字を示します。

スペー
ス

！ " # $ % & ' （ ) *

、 - 。 / 0 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.

8. 9. ： ; < = > ？ @ A B C
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D E F G h 私 J K L M N o

P Q R s t U V W X Y Z [

\ ] ^ _ ' A B C D ： \ E F G

h 私 J K L M N o P Q R s

t U V W X Y Z ｛ ｝ ~

最小ファームウェアレベル

7.10

8.41で、このコマンドは廃止されました。

iSCSIターゲットのプロパティを設定します

set iscsiTargetコマンドは’iSCSIターゲットのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ターゲットのプロパティを設定します コマン
ドを実行します

構文

set iscsiTarget ["userLabel"]

authenticationMethod=(none | chap) |

chapSecret=securityKey |

targetAlias="userLabel"

パラメータ
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パラメータ 説明

「iscsiTarget」と入力します プロパティを設定するiSCSIターゲット。「
userLabel」は二重引用符（""）で囲みます。また’ユ
ーザー・ラベルがターゲット・エイリアスである場
合は'userLabel'を角かっこ（[]）で囲む必要がありま
すユーザー・ラベルがiSCSI Qualified Name（IQN）
である場合は’山かっこ（<>）で囲む必要があります

「authenticationMethod」を指定します iSCSIセッションを認証する手段。

「チャプターシークレット」 ピア接続の認証に使用するセキュリティキー。

targetAlias ターゲットに使用する新しい名前。名前は二重引用
符（""）で囲みます。

注：

チャレンジハンドシェイク認証プロトコル（CHAP）は、接続のピアを認証するプロトコルです。CHAP
は、_secret_を共有するピアに基づいています。シークレットとは、パスワードのようなセキュリティキーの
ことです。

相互認証を必要とするイニシエータのセキュリティ・キーを設定するには’chapSecretパラメータを使用しま
すCHAPシークレットは12~57文字で指定する必要があります。次の表に、有効な文字を示します。

スペー
ス

！ " # $ % & ' （ ) *

、 - 。 / 0 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.

8. 9. ： ; < = > ？ @ A B C

D E F G h 私 J K L M N o

P Q R s t U V W X Y Z [

\ ] ^ _ ' A B C D ： \ E F G

h 私 J K L M N o P Q R s

t U V W X Y Z ｛ ｝ ~

最小ファームウェアレベル

7.10

8.41で、このコマンドは廃止されました。
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iSERターゲットを設定します

set iserTargetコマンドは’iSERターゲットのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ターゲットのプロパティを設定します コマン
ドを実行します

構文

set iserTarget ["userLabel"]

authenticationMethod=(none | chap) |

chapSecret=securityKey |

targetAlias="userLabel"

パラメータ

パラメータ 説明

「iserTarget」と入力します プロパティを設定するiSERターゲット。「
userLabel」は二重引用符（""）で囲みます。また’ユ
ーザー・ラベルがターゲット・エイリアスである場
合は'userLabel'を角かっこ（[]）で囲む必要がありま
すユーザー・ラベルがiSCSI Qualified Name（IQN）
である場合は’山かっこ（<>）で囲む必要があります

「authenticationMethod」を指定します iSCSIセッションを認証する手段。

「チャプターシークレット」 ピア接続の認証に使用するセキュリティキー。

targetAlias ターゲットに使用する新しい名前。名前は二重引用
符（""）で囲みます。

注：

チャレンジハンドシェイク認証プロトコル（CHAP）は、接続のピアを認証するプロトコルです。CHAP
は、_secret_を共有するピアに基づいています。シークレットとは、パスワードのようなセキュリティキーの
ことです。
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相互認証を必要とするイニシエータのセキュリティ・キーを設定するには’chapSecretパラメータを使用しま
すCHAPシークレットは12~57文字で指定する必要があります。次の表に、有効な文字を示します。

スペー
ス

！ " # $ % & ' （ ) *

、 - 。 / 0 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.

8. 9. ： ; < = > ？ @ A B C

D E F G h 私 J K L M N o

P Q R s t U V W X Y Z [

\ ] ^ _ ' A B C D ： \ E F G

h 私 J K L M N o P Q R s

t U V W X Y Z ｛ ｝ ~

最小ファームウェアレベル

8.20で

8.41で、このコマンドは廃止されました。

セッションを設定します

「set session errorAction」コマンドは、現在のスクリプトエンジンセッションの実行方
法を定義します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Admin、Support Admin、Security Admin、またはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドでは、セッションはコマンドの実行期間に限定されます。ストレージアレイに対してパラメータ
が永続的に設定されるわけではありません。
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構文

set session errorAction=(stop | continue)

password="storageArrayPassword"

performanceMonitorInterval=intervalValue

performanceMonitorIterations=iterationValue

set session errorAction=(stop | continue)

password="storageArrayPassword"

userRole=(admin | monitor)

performanceMonitorInterval=intervalValue

performanceMonitorIterations=iterationValue

パラメータ

パラメータ 説明

「errorAction」 処理中にエラーが発生した場合のセッションの応答
方法。エラーが発生した場合にセッションを停止す
るか、セッションを続行するかを選択できます。デ
フォルト値は「stop」です。（このパラメータは、構
文エラーではなく実行エラーに対する処理を定義し
ます。エラー条件によっては、「continue」の値が無
効になる場合があります）。

「 password 」と入力します ストレージアレイのパスワード。パスワードは二重
引用符（""）で囲みます。

クライアント・タイプがhttpsに設定さ
れている場合’このパラメータは使用さ
れませんパスワードはCLIコマンドス
クリプトの実行前に指定する必要があ
り、スクリプトの実行中は変更できま
せん。
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パラメータ 説明

'performanceMonitorInterval' パフォーマンスデータを収集する頻度。データをキ
ャプチャするポーリング間隔の整数値を秒単位で入
力します。値の範囲は'3`~ 3600秒ですデフォルト値
は「5’秒」です。

クライアント・タイプがhttpsに設定さ
れている場合’このパラメータは使用さ
れませんデフォルトの間隔を変更する
には、代わりに影響を受ける個々のコ
マンドでこのパラメータを使用しま
す。このコマンドは’save storageArray
performanceStatsおよびshow drive
performanceStatsです

'performanceMonitorIterations' キャプチャするサンプルの数。整数値を入力しま
す。キャプチャされるサンプルの値の範囲は'1'
～3600ですデフォルト値は「5」です。

クライアント・タイプがhttpsに設定さ
れている場合’このパラメータは使用さ
れませんデフォルトのイテレーション
値を変更するには、代わりに影響を受
ける個々のコマンドでこのパラメータ
を使用します。このコマンドは’save
storageArray performanceStatsおよ
びshow drive performanceStatsです

注：

このコマンドでは、オプションのパラメータを1つ以上指定できます。

パスワードは、管理ドメイン内の各ストレージアレイに保存されます。以前にパスワードが設定されていない
場合は、パスワードは必要ありません。パスワードは、最大30文字の英数字を任意に組み合わせて指定でき
ます。（ストレージアレイのパスワードは、「set storageArray」コマンドを使用して定義できます）。

指定したポーリング間隔とサンプル数は、セッションを終了するまで有効です。セッションを終了すると、ポ
ーリング間隔とサンプル数がデフォルト値に戻ります。

最小ファームウェアレベル

5.20

8.40 -クライアント・タイプがhttpsに設定されている場合’password’UserRole''performanceMonitorInterval’お
よび’performanceMonitorIterations’パラメータを廃止しました

Snapshotグループのスケジュールを設定します

set snapGroup enableScheduleコマンドは’スナップショット・グループのスナップショ
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ット・イメージを取得するスケジュールを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set snapGroup ["snapGroupName"]

enableSchedule=(TRUE | FALSE)

schedule (immediate | snapshotSchedule)

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 プロパティを設定するSnapshotグループの名
前。Snapshotグループ名は、二重引用符（""）で囲ん
だ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「enableSchedule このパラメータを使用して、Snapshot処理のスケジ
ュール機能をオンまたはオフにします。スナップシ
ョットのスケジュール設定をオンにするには’このパ
ラメータをTRUEに設定しますスナップショットのス
ケジュール設定をオフにするには’このパラメータ
をFALSEに設定します

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

enableScheduleパラメータとscheduleパラメータを使用すると’スナップショット・グループのスナップショ
ット・イメージの作成をスケジュールできますこれらのパラメータを使用すると、日単位、週単位、または月
単位（曜日単位または日付単位）でSnapshotをスケジュールできます。enableScheduleパラメータは’スナッ
プショットをスケジュールする機能をオンまたはオフにしますスケジューリングをイネーブルにする場合
は’schedule’パラメータを使用して’スナップショットをいつ実行するかを定義します

次に’schedule’パラメータのオプションの使用方法を示します

• 「immediate」--コマンドを入力すると’スナップショット・イメージが作成され’コピー・オン・ライト・
オペレーションが開始されます

• startDate --スナップショットイメージを作成してcopy-on-write操作を実行する特定の日付日付の入力形式
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は「MM：DD：YY」です。開始日を指定しない場合は、現在の日付が使用されます。このオプションの
例は’startDate=06:27:11`です

• scheduleDay --スナップショットイメージを作成してcopy-on-write処理を実行する曜日を指定します。こ
れらの値は’Monday’Tuesday'`Tuesday'’Wednesday'’Thursday’Friday', 「土曜日」、「日曜日」、「すべ
て」。このオプションの例は’scheduleDay=wednesday’です

• startTime --スナップショットイメージを作成し’コピー・オン・ライト操作を開始する時刻時刻の入力形式
は「HH:MM」です。「HH」は時間、「MM」は時間を過ぎた分です。24時間制を使用します。たとえ
ば、午後2：00は14：00です。このオプションの例は'startTime=14:27'です

• scheduleInterval- copy-on-write処理の間に最小値を設定する時間（分単位）。コピー処理の実行時間によ
っては、複数のcopy-on-write処理が重複して実行されるようなスケジュールが作成される可能性がありま
す。このオプションを使用すると、copy-on-write処理が間隔を空けて実行されるようになりま
す。「scheduleInterval」オプションの最大値は1440分です。このオプションの例は「*
scheduleInterval=180 *」です。

• endDate --スナップショットイメージの作成を停止してcopy-on-write操作を終了する特定の日付日付の入
力形式は「MM：DD：YY」です。このオプションの例は'endDate=11:26:11'です

• noEndDate--スケジュールされたcopy-on-write操作を終了させない場合は’このオプションを使用します後
でコピー・オン・ライト操作を終了する場合は’set snapGroupコマンドを再入力し’終了日を指定する必要
があります

• timesPerDay-スケジュールを1日に実行する回数このオプションの例は’timesPerDay=4`です

• timezone-ストレージアレイが動作しているタイムゾーンを定義するには、このパラメータを使用しま
す。タイムゾーンは次の2つの方法のいずれかで定義できます。

◦ 'GMT±HH:mm'-- GMTからのタイムゾーンオフセット。オフセットを時間と分で入力します。たとえ
ば、GMT-06：00は米国の中央タイムゾーンです。

◦ テキスト文字列—標準的なタイムゾーンのテキスト文字列。たとえば、「America/Chicago」また
は「Australia/Brisbane」と入力します。タイムゾーンのテキスト文字列では大文字と小文字が区別さ
れます。誤ったテキスト文字列を入力すると、GMT時間が使用されます。テキスト文字列は二重引用
符で囲みます。

スケジュールを定義するためのコード文字列の例を次に示します。

enableSchedule=true schedule startTime=14:27

enableSchedule=true schedule scheduleInterval=180

enableSchedule=true schedule timeZone=GMT-06:00

enableSchedule=true schedule timeZone="America/Chicago"

「scheduleInterval」オプションも使用する場合、ファームウェアでは、2つのオプションの最小値を選択する
ことにより、「timesPerDay」オプションと「scheduleInterval」オプションの間が選択されます。ファームウ
ェアは、「scheduleInterval」オプションの値を設定した「scheduleInterval」オプションの値で1440を割るこ
とによって、「scheduleInterval」オプションの整数値を計算します。たとえば、1440/180 = 8のようになり
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ます。ファームウェアは’timesPerDay’の整数値と’計算されたscheduleInterval’の整数値を比較し’より小さい
値を使用します

スケジュールを削除するには’schedule’パラメータを指定してdelete volumeコマンドを使用します’schedule’パ
ラメータを指定してdelete volumeコマンドを実行すると’スケジュールのみが削除され’スナップショット・ボ
リュームは削除されません

最小ファームウェアレベル

7.83

7.86で、「scheduleDate」オプションおよび「month」オプションが追加されました。

Snapshotグループのリポジトリボリューム容量の設定

set snapGroup increase/decreaseRepositoryCapacityコマンドは’スナップショット・グ
ループのリポジトリ・ボリュームの容量を増減します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

容量を増やすための構文

set snapGroup ["snapGroupName"] increaseRepositoryCapacity

(repositoryVolumes="repos_xxxx" | repositoryVolumes=((volumeGroupName

[capacity=capacityValue])) | repositoryVolumes=((diskPoolName

[capacity=capacityValue])))

容量を減らす場合の構文

set snapGroup ["snapGroupName"]

decreaseRepositoryCapacity

count=numberOfVolumes

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 容量を増減するSnapshotグループの名前。Snapshot
グループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

リポジトリボリューム 容量を拡張するリポジトリボリュームの名前。使用
可能な標準ボリュームがリポジトリボリュームに追
加され、リポジトリボリュームの容量が拡張されま
す。

リポジトリボリュームの名前を定義する方法は2つあ
ります。

• 既存のリポジトリボリュームの名前を使用します

• このコマンドを実行するときに新しいリポジトリ
ボリュームを作成します

既存のリポジトリボリュームの名前は次の2つの部分
で構成されます。

• 「repos」という用語

• ストレージ管理ソフトウェアがリポジトリボリュ
ーム名に割り当てる4桁の数値識別子

既存のリポジトリボリュームの名前は二重引用符（""
）で囲みます。

このコマンドを実行するときに新しいリポジトリボ
リュームを作成する場合は、リポジトリボリューム
を含めるボリュームグループまたはディスクプール
の名前を入力する必要があります。必要に応じて、
リポジトリボリュームの容量を定義することもでき
ます。容量を定義する場合は、次の値を使用できま
す。

• ベースボリュームの容量の割合を表す整数値

• ベースボリュームの容量の割合を表す小数値

• リポジトリボリュームの具体的なサイズ。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

容量オプションを使用しない場合は、ストレージ管
理ソフトウェアによって、ベースボリュームの容量
の20%に設定されます。

このコマンドを実行すると、ストレージ管理ソフト
ウェアによって、Snapshotボリューム用のリポジト
リボリュームが作成されます。

「count」 Snapshotグループから削除するリポジトリボリュー
ムの数。整数値を使用します。
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注：

ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使
用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

リポジトリボリュームの名前は、新しいSnapshotグループを作成するときに、ストレージ管理ソフトウェア
およびファームウェアによって自動的に作成されます。リポジトリボリュームの名前は変更できません。名前
を変更すると、Snapshotイメージとのリンクが切断されます。

Snapshotグループのリポジトリボリュームは拡張可能なボリュームで、標準ボリュームエンティティを最
大16個まで接続することで構成されます。拡張可能なリポジトリボリュームは、最初は1つの要素だけで構成
されます。その時点でのリポジトリボリュームの容量は、その要素の容量と同じです。リポジトリボリューム
の容量は、標準のリポジトリボリュームを接続することで拡張できます。その後、複数の要素で構成された拡
張可能なリポジトリボリュームの容量は、接続されたすべての標準ボリュームの合計容量になります。

Snapshotグループのリポジトリボリュームは、次の合計サイズの最小容量要件を満たす必要があります。

• 32MB：Snapshotグループのオーバーヘッドを固定し、copy-on-write処理に使用できるようになりまし
た。

• ロールバック処理用の容量。ベースボリュームの容量の1/5000です。

この最小容量は、コントローラファームウェアとストレージ管理ソフトウェアによって適用されます。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotグループのメディアスキャンの設定

set snapGroup mediaScanEnabledコマンドは’スナップショット・グループ上でメディ
ア・スキャンを実行します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set snapGroup ["snapGroupName"]

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE)

redundancyCheckEnabled=(TRUE | FALSE)
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パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 メディアスキャンを実行するSnapshotグループの名
前。Snapshotグループ名は、二重引用符（""）で囲ん
だ上で角かっこ（[]）で囲みます。

mediaScanEnabled ボリュームのメディアスキャンをオンまたはオフに
するための設定。メディア・スキャンをオンにする
には’このパラメータをTRUEに設定しますメディアス
キャンをオフにするには、このパラメータ
を「FALSE」に設定します。（メディアスキャンが
ストレージアレイレベルで無効になっている場合、
このパラメータは機能しません）。

「redundancyCheckEnabled」 メディアスキャン中に冗長性チェックをオンまたは
オフにするための設定。冗長性チェックをオンにす
るには’このパラメータをTRUEに設定します冗長性チ
ェックをオフにするには’このパラメータをFALSEに
設定します

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotグループの属性を設定します

set snapGroupコマンドは’スナップショット・グループのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文
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set snapGroup ["snapGroupName"]

[userLabel="snapGroupName"] |

[repositoryFullPolicy=(failBaseWrites | purgeSnapImages) |

[repositoryFullLimit=percentValue |

[autoDeleteLimit=numberOfSnapImages] |

[rollbackPriority=(lowest | low | medium | high | highest)]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 プロパティを設定するSnapshotグループの名
前。Snapshotグループ名は、二重引用符（""）で囲ん
だ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「userLabel」のように入力します Snapshotグループに付ける新しい名前。このパラメ
ータは、Snapshotグループの名前を変更する場合に
使用します。新しいSnapshotグループ名は二重引用
符（""）で囲みます。

repositoryFullPolicy Snapshotイメージグループのリポジトリボリューム
が上限に達している場合にSnapshotイメージ処理を
どのように続行するかを指定します。ベースボリュ
ームへの書き込みを停止する（failBaseWrites）
か、Snapshotイメージを削除（パージ）する
（purgeSnapImages）かを選択できます。デフォル
トのアクションはpurgeSnapImagesです

repositoryFullLimit リポジトリボリュームの容量がこの割合に達する
と、Snapshotイメージのリポジトリボリュームの上
限に近づいているという警告が表示されます。整数
値を使用します。たとえば、70という値は70%を意
味します。デフォルト値は75です。

'autoDeleteLimit' リポジトリフルポリシーのSnapshotイメージのパー
ジを選択した場合に自動的に削除するSnapshotイメ
ージの最大数。整数値を使用します。デフォルト値
は32です。

「rollBackPriority」を参照してください このパラメータを使用して、システムパフォーマン
スを犠牲にしてシステムリソースをロールバック処
理に割り当てるかどうかを決定します。有効な値
は’high’high’'medium’low'''low'''low''low''ですは’ロール
バック操作が他のすべてのホストI/Oより優先される
ことを示しますlowestの値は’ホストI/Oへの影響を最
小限に抑えてロールバック操作を実行することを示
します
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注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

このコマンドではパラメータを1つ以上指定できます。ただし、すべてのパラメータを使用する必要はありま
せん。

最小ファームウェアレベル

7.83

読み取り専用Snapshotボリュームを読み取り/書き込みボリュームに設定します

set snapVolume convertToReadWriteコマンドは’読み取り専用ボリュームであるスナップ
ショット・ボリュームを’読み取り/書き込みボリュームであるスナップショット・ボリュ
ームに変更します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用して、読み取り/書き込みボリュームに新しいリポジトリボリュームを指定したり、リポ
ジトリボリュームのフルの警告レベルを設定したりすることもできます。

構文

set snapVolume ["snapImageVolumeName"] convertToReadWrite

[(repositoryVolume="repos_xxxx" |

repositoryVolume=(volumeGroupName [capacity=capacityValue])

repositoryVolume=(diskPoolName [capacity=capacityValue))]]

[repositoryFullLimit=percentValue]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapVolume」 読み取り専用から読み取り/書き込みに変更す
るSnapshotボリュームの名前。Snapshotボリューム
の識別子は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ
（[]）で囲みます。

504



パラメータ 説明

リポジトリボリューム 読み取り/書き込みボリュームに使用するリポジトリ
ボリュームの名前。

リポジトリボリュームの名前を定義する方法は2つあ
ります。

• 既存のリポジトリボリュームの名前を使用します

• このコマンドを実行するときに新しいリポジトリ
ボリュームを作成します

既存のリポジトリボリュームの名前は次の2つの部分
で構成されます。

• 「repos」という用語

• ストレージ管理ソフトウェアがリポジトリボリュ
ーム名に割り当てる4桁の数値識別子

既存のリポジトリボリュームの名前は二重引用符（""
）で囲みます。

このコマンドを実行するときに新しいリポジトリボ
リュームを作成する場合は、リポジトリボリューム
を含めるボリュームグループまたはディスクプール
の名前を入力する必要があります。必要に応じて、
リポジトリボリュームの容量を定義することもでき
ます。容量を定義する場合は、次の値を使用できま
す。

• ベースボリュームの容量の割合を表す整数値

• ベースボリュームの容量の割合を表す小数値

• リポジトリボリュームの具体的なサイズ。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

容量オプションを使用しない場合は、ストレージ管
理ソフトウェアによって、ベースボリュームの容量
の20%に設定されます。

このコマンドを実行すると、ストレージ管理ソフト
ウェアによって、Snapshotボリューム用のリポジト
リボリュームが作成されます。

repositoryFullLimit リポジトリボリュームの容量がこの割合に達する
と、Snapshotイメージのリポジトリボリュームの上
限に近づいているという警告が表示されます。整数
値を使用します。たとえば、70という値は70%を意
味します。デフォルト値は75です。
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注：

ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使
用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

リポジトリボリュームの名前は、新しいSnapshotグループを作成するときに、ストレージ管理ソフトウェア
およびファームウェアによって自動的に作成されます。リポジトリボリュームの名前は変更できません。名前
を変更するとSnapshotイメージとのリンクが切断されます。

Snapshotグループのリポジトリボリュームは拡張可能なボリュームで、標準ボリュームエンティティを最
大16個まで接続することで構成されます。拡張可能なリポジトリボリュームは、最初は1つの要素だけで構成
されます。その時点でのリポジトリボリュームの容量は、その要素の容量と同じです。リポジトリボリューム
の容量は、標準のリポジトリボリュームを接続することで拡張できます。その後、複数の要素で構成された拡
張可能なリポジトリボリュームの容量は、接続されたすべての標準ボリュームの合計容量になります。

Snapshotグループのリポジトリボリュームは、次の合計サイズの最小容量要件を満たす必要があります。

• 32MB：Snapshotグループのオーバーヘッドを固定し、copy-on-write処理に使用できるようになりまし
た。

• ロールバック処理用の容量。ベースボリュームの容量の1/5000です。

この最小容量は、コントローラファームウェアとストレージ管理ソフトウェアによって適用されます。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームのリポジトリボリューム容量の設定

set snapVolume increase/decreaseRepositoryCapacityコマンドは’スナップショット・ボ
リュームのリポジトリ・ボリュームの容量を増減します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

容量を増やすための構文

set snapVolume[“snapVolumeName”] increaseRepositoryCapacity

(repositoryVolumes="repos_xxxx" |

repositoryVolumes=(volumeGroupName [capacity=capacityValue] |

repositoryVolumes=(diskPoolName [capacity=capacityValue])
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容量を減らす場合の構文

set snapVolume ["snapVolumeName"] decreaseRepositoryCapacity

count=numberOfVolumes

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapVolume」 プロパティを設定するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリュームの識別子は、二重引用符（""
）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

リポジトリボリューム 容量を拡張するリポジトリボリュームの名前。使用
可能な標準ボリュームがリポジトリボリュームに追
加され、リポジトリボリュームの容量が拡張されま
す。

リポジトリボリュームの名前を定義する方法は2つあ
ります。

• 既存のリポジトリボリュームの名前を使用します

• このコマンドを実行するときに新しいリポジトリ
ボリュームを作成します

既存のリポジトリボリュームの名前は次の2つの部分
で構成されます。

• 「repos」という用語

• リポジトリボリューム名に割り当てる4桁の数値
識別子

既存のリポジトリボリュームの名前は二重引用符（""
）で囲みます。

このコマンドを実行するときに新しいリポジトリボ
リュームを作成する場合は、リポジトリボリューム
を含めるボリュームグループまたはディスクプール
の名前を入力する必要があります。必要に応じて、
リポジトリボリュームの容量を定義することもでき
ます。容量を定義する場合は、次の値を使用できま
す。

• ベースボリュームの容量の割合を表す整数値

• ベースボリュームの容量の割合を表す小数値

• リポジトリボリュームの具体的なサイズ。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

容量オプションを使用しない場合は、ストレージ管
理ソフトウェアによって、ベースボリュームの容量
の20%に設定されます。

新しいリポジトリボリュームの名前は丸かっこで囲
みます。

「count」 削除するボリュームの数。整数値を使用します。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。
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Snapshotリポジトリボリュームは拡張可能なボリュームで、標準ボリュームエンティティを最大16個まで接
続することで構成されます。拡張可能なリポジトリボリュームは、最初は1つの要素だけで構成されます。そ
の時点でのリポジトリボリュームの容量は、その要素の容量と同じです。リポジトリボリュームの容量は、標
準のリポジトリボリュームを接続することで拡張できます。その後、複数の要素で構成された拡張可能なリポ
ジトリボリュームの容量は、接続されたすべての標準ボリュームの合計容量になります。

Snapshotグループのリポジトリボリュームは、次の合計サイズの最小容量要件を満たす必要があります。

• 32MB：Snapshotグループのオーバーヘッドを固定し、copy-on-write処理に使用できるようになりまし
た。

• ロールバック処理用の容量。ベースボリュームの容量の1/5000です。

この最小容量は、コントローラファームウェアとストレージ管理ソフトウェアによって適用されます。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームのメディアスキャンの設定

「set snapVolume mediaScanEnabled」コマンドは、スナップショットボリュームに使
用されているドライブ上でメディアスキャンを実行します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

必要に応じて、データの冗長性チェックを実行することもできます。

構文

set snapVolume ["snapVolumeName"]

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE) [redundancyCheckEnabled=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapVolume」 プロパティを設定するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリュームの識別子は、二重引用符（""
）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

mediaScanEnabled Snapshotボリュームのメディアスキャンをオンまた
はオフにするための設定。メディア・スキャンをオ
ンにするには’このパラメータをTRUEに設定しますメ
ディアスキャンをオフにするには、このパラメータ
を「FALSE」に設定します。（メディアスキャンが
ストレージアレイレベルで無効になっている場合、
このパラメータは機能しません）。

「redundancyCheckEnabled」 メディアスキャン中に冗長性チェックをオンまたは
オフにするための設定。冗長性チェックをオンにす
るには’このパラメータをTRUEに設定します冗長性チ
ェックをオフにするには’このパラメータをFALSEに
設定します

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームの名前を変更します

set snapVolumeコマンドは’既存のスナップショット・ボリュームの名前を変更します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set snapVolume ["snapVolumeName"] userLabel="snapImageVolumeName"

パラメータ
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パラメータ 説明

「SnapVolume」 名前を変更するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリューム名は、二重引用符（""）で囲
んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「userLabel」のように入力します Snapshotボリュームに付ける新しい名前。新し
いSnapshotボリューム名は二重引用符（""）で囲みま
す。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

SNMPコミュニティを更新します

「set snmpcommunity」コマンドは、既存の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP
）コミュニティに新しい名前を作成します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

set snmpCommunity communityName="snmpCommunityName"

newCommunityName="newSnmpCommunityName"

パラメータ

パラメータ 説明

「CommunityName」の略 名前を変更する既存のSNMPコミュニティの名
前。SNMPコミュニティ名は二重引用符（""）で囲み
ます。
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パラメータ 説明

「newCommunityName」と入力します SNMPコミュニティに付ける新しい名前。SNMPコミ
ュニティ名は二重引用符（""）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

8.30

SNMP MIB-IIシステムグループ変数を更新します

set snmpSystemVariablesコマンドは、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）のシ
ステム変数を変更します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

次のシステム変数は、Management Information Base II（MIB-II）データベースで管理されています。

• システムの名前

• システム担当者の名前

• システムの場所

構文

set snmpSystemVariables

[sysName=newSystemName]

[sysContact=contactName]

[sysLocation=systemLocation]

パラメータ

パラメータ 説明

「sysName」と入力します SNMPシステムに付ける新しい名前。システム名に
は、SNMPおよびMIBの標準の規則を使用しま
す。SNMPシステム名は角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

「sysContact」と入力します 管理下システムの担当者の名前と、この担当者への
連絡方法に関する情報。SNMP担当者名は角かっこ
（[]）で囲みます。

「sysLocation」と入力します システムの物理的な場所（「3rd FLR」など
）。SNMPシステムの場所は角かっこ（[]）で囲みま
す。

最小ファームウェアレベル

8.30

SNMPトラップの送信先を更新してください

set snmpTrapDestination trapReciveripコマンドを使用すると、SNMPトラップの送信先
に関する認証エラーメッセージの送信をオンまたはオフにできます。エラーは、SNMP
エージェントがSNMPマネージャからメッセージを受信したが、メッセージに無効なコ
ミュニティ名またはユーザ名が含まれている場合に発生します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

set snmpTrapDestination trapReceiverIP=ipAddress

(communityName="communityName" | (userName="userName" [engineId=(local |

engineId)]))

[sendAuthenticationFailureTraps=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「trapReceverIP」と入力します トラップメッセージの送信先であるSNMPマネージャ
のIPアドレス。

「CommunityName」の略 トラップメッセージを送信するSNMPコミュニティの
名前。
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パラメータ 説明

「ユーザ名」 トラップメッセージを送信するSNMPユーザの名前。

「engineID」 トラップメッセージを送信するSNMPユーザのエンジ
ンID。同じユーザ名を使用するUSMユーザが複数あ
る場合は、エンジンIDが必要です。ローカルSNMPエ

ージェントを指定する値は、「local」です。ロー
カルSNMPエージェントは、権限のあるエージェント
であるか、リモートSNMPエージェントエンジンIDを
指定する16進数の文字列です。

「sendAuthenticationFailureTraps」 このパラメータは、SNMPマネージャへの認証エラー
メッセージの送信をオンまたはオフにします。認証
失敗メッセージを送信するには、パラメータを「
true」に設定します。認証失敗メッセージを送信しな
いようにするには、パラメータをFALSEに設定しま
す。デフォルトは「true」です。

最小ファームウェアレベル

8.30

SNMPv3 USMユーザを更新します

set snmpUser usernameコマンドは、既存の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP
）USMユーザを更新します。ユーザ名を持つユーザが1人だけの場合は、変更するUSM
ユーザがユーザ名で識別されます。ユーザ名とエンジンIDが同じでないユーザが複数あ
る場合、そのユーザはユーザ名とエンジンIDで識別されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

set snmpUser userName="snmpUserName" [engineId=(local | engineId)]

[newUserName="newSnmpUserName"] [newEngineId=(local | engineId)]

[authProtocol=(none | sha | sha256 | sha512) authPassword="authPassword"]

[privProtocol=(none | aes128) privPassword="privPassword"]
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パラメータ

パラメータ 説明

「ユーザ名」 更新するSNMP USMユーザの名前。SNMP USMユー
ザ名を二重引用符（""）で囲みます。

「engineID」 更新するSNMP USMユーザのエンジンID。同じユー
ザ名を使用するUSMユーザが複数ある場合は、エン
ジンIDが必要です。ローカルSNMPエージェントを指
定する値は’local’である場合もあれば’リモートSNMP
エージェントエンジンIDを指定するための16進数の
数値文字列である場合もあります

「newSnmpUserName」を選択します SNMPユーザに付ける新しい名前。SNMPユーザ名は
二重引用符（""）で囲みます。デフォルト値は、ユー
ザに対して以前に定義されたユーザ名です。

「newEngineId」 ユーザの信頼できるSNMPエンジンIDの識別子として
使用する新しいエンジンID。ローカルSNMPエージェ
ントを権限のあるエージェントに指定する場合
は「[.code] local」、リモートSNMPエージェントエ
ンジンIDを指定する場合は16進数の文字列を指定す
る場合は「[.code] local」となります。デフォルト値
は、ユーザに対して以前に定義されたエンジンIDで
す。

「authProtocol」 ユーザに使用するHMAC（認証プロトコル）。次のい
ずれかの値を指定できます。

• 'none'- SNMPメッセージの認証なし（デフォルト
）

• sha`SHA-1認証

• 「SHA256」-SHA-256認証を使用します

• 「SHA512`-SHA-512認証」を参照してください

デフォルト値は、ユーザに対して以前に定義された
認証プロトコルです。

「authPassword」 ユーザの認証に使用するパスワード。認証プロトコ
ルがSHA、SHA256、またはSHA512’の場合に指定す
る必要があります
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パラメータ 説明

「プライベートプロトコル」 ユーザに使用されるプライバシープロトコル（暗号
化）。次のいずれかの値を指定できます。

• 'none'- SNMPメッセージの暗号化なし（デフォル
ト）

• aes128-aes-18暗号化

デフォルト値は、ユーザに対して以前に定義された
プライバシープロトコルです。

「プライベートパスワード」 ユーザのプライバシー/暗号化に使用するパスワー

ド。プライバシープロトコルが「aes128」の場合
は、この値を指定する必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.72

自動ロードバランシングを有効または無効にするストレージアレイを設定します

set storageArray autoLoadBalancingEnableコマンドは、自動ロードバランシング機能を
有効または無効にします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray autoLoadBalancingEnable=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

「storageArray storageArray storageArray」 このパラメータがストレージアレイに対して機能す
ることを示します。
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パラメータ 説明

autoLoadBalancingEnable このパラメータは、コントローラの自動ロードバラ
ンシングをオンまたはオフにします。自動ロードバ
ランシングをオンにするには、このパラメータ
を「true」に設定します。自動ロードバランシングを
オフにするには、パラメータをFALSEに設定しま
す。

自動ロードバランシングとは何ですか？

自動ロードバランシング機能を使用すると、負荷の変化に動的に対応してボリュームのコントローラ所有権が
自動的に調整されるため、コントローラ間でワークロードが移動する際の負荷の不均衡が解消され、I/Oリソ
ースの管理が強化されます。

各コントローラのワークロードは継続的に監視され、ホストにインストールされたマルチパスドライバとの連
携により、必要に応じて自動的に負荷を分散できます。ワークロードがコントローラ間で自動的に再分散され
るため、ストレージアレイの負荷の変化に合わせてボリュームのコントローラ所有権を手動で調整する必要が
なくなり、ストレージ管理者の負担が軽減されます。

自動ロードバランシングを有効にすると、次の機能が実行されます。

• コントローラのリソース利用率を自動的に監視して負荷を分散します。

• ボリュームのコントローラ所有権が必要に応じて自動的に調整され、ホストとストレージアレイの間のI/O
帯域幅が最適化されます。

自動ロードバランシングの有効化と無効化

自動ロードバランシングは、SANtricity OS（コントローラソフトウェア）8.30以降に付属のすべてのストレー
ジアレイでデフォルトで有効になります。Linux、Windows、VMwareのマルチパスドライバでは、自動ロー
ドバランシング機能を使用できます。コントローラをSANtricity OS（コントローラソフトウェア）8.25以前か
ら8.30以降にアップグレードした場合、自動ロードバランシングはストレージアレイでデフォルトで無効にな
ります。

自動ロードバランシングは、ストレージアレイの状況に応じて無効にすることができます。たとえば、次のよ
うな場合です。

• 特定のボリュームのコントローラ所有権については、ワークロードを分散するために自動的に変更されな
いようにする場合。

• 高度に調整された環境で、コントローラ間の負荷分散が特定の要件を満たすように意図的に設定されてい
る。

SANtricity Storage Managerで、個別のストレージアレイの自動ロードバランシング機能を有効または無効に
するには、ストレージアレイ>*構成*>*自動ロードバランシング*メニューオプションを選択します。

SANtricity システムマネージャで、Settings>*System*を選択し、*Additional Settings*セクションまで下にス
クロールして、Eイネーブル/ディセーブル自動ロードバランシングリンクをクリックし、Enable/Disable

automatic load balancing チェックボックスを選択して、個々のストレージアレイの機能をイネーブルまた
はディセーブルにします。
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例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoLoadBalancingEnable=true;"

SMcli completed successfully.

「ドライブがプライマリパスを喪失」状態がアクティブな場合、自動ロードバランシングがワ
ークロードを分散することができません。自動ロードバランシング機能でワークロードが分散
されるためには、この状態が非アクティブである必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.30

AutoSupport メッセージの収集スケジュールを設定します

set storageArray autoschedule' AutoSupport コマンドは、AutoSupport メッセージを送
信する毎日および毎週の時間と曜日を設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

• AutoSupport が有効な場合、管理ソフトウェアは日単位のAutoSupport メッセージと週単位のAutoSupport
メッセージの両方を送信します。

• 管理ドメイン内のストレージアレイについて、毎日および毎週のどのタイミングでメッセージを送信する
かの範囲（時間単位）を指定できます。

• 週次スケジュールの場合は、AutoSupport による収集と送信を優先する曜日を選択します。

構文

set storageArray autoSupport schedule dailyTime=startTime-endTime

 [dayOfWeek=(Sunday Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday)]

weeklyTime=startTime-endTime

パラメータ
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パラメータ 説明

「dailyTime」 <`startTime`>-<`endTime`>-すべてのストレージアレ
イのAutoSupport データの収集を開始および終了する
時刻を指定しますstartTimeとendTimeは24時間形式
のHH：00で、時刻を指定する必要があります。たと
えば、午後9時などです「21：00」と入力する必要が
あります。

「DayOfWeek」 （Sunday

Monday Tuesday

Wednesday Thursday

Friday Saturday）AutoSupport バンドル収集データの収集を
優先する曜日（日曜~土曜）を指定します（複数可
）。「DayOfWeek」パラメータは、括弧で囲み、ス
ペースで区切る必要があります。

「weeklyTime」 <`startTime`>-<`endTime`>-選択した曜日ごと
にAutoSupport バンドル収集データの収集を開始およ
び終了する時刻を指定します。「startTime」
と「endTime」はHH：MM[am

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupport schedule dailyTime=14:00-

15:00 weeklyTime=1:00-5:00;"

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupport schedule dailyTime=14:00-

15:00 dayOfWeek=(Monday Friday) weeklyTime=1:00-5:00;"

SMcli completed successfully.

検証

スケジュールの変更結果を確認するには、「show storageArray autoSupport AutoSupport 」コマンドを使用
します。

最小ファームウェアレベル

8.40

AutoSupport メンテナンス期間の有効化または無効化（個々のE2800またはE5700アレイ）

set storageArray autoSupportMaintenanceWindowコマンドは、AutoSupport メンテナン
スウィンドウ機能をオンまたはオフにします。
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メンテナンス期間を使用して、エラーイベント発生時に自動でチケットが作成されないようにします。通常運
用モードでは、問題 がある場合、ストレージアレイはAutoSupport を使用してテクニカルサポートにケース
をオープンします。AutoSupport がメンテナンス期間に入ると、この機能は抑制されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

set storageArray autoSupportMaintenanceWindow (enable | disable)

    emailAddresses=("emailAddress1" "emailAddress2" ...)

    [duration=<duration_in_hours>];

パラメータ

パラメータ 説明

「メールアドレス」 メンテナンス期間の要求が処理されたときに確認のE
メールを受け取るEメールアドレスのリスト。Eメー
ルアドレスは5つまで指定できます。

「期間」 任意。メンテナンス期間を有効にする期間（時間数
）。省略した場合、サポートされる最大期間（72時
間）が使用されます。

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupportMaintenanceWindow enable

      emailAddresses=\"me@company.com\" duration=5;"

SMcli completed successfully.

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupportMaintenanceWindow enable

      emailAddresses=(\"me1@company.com\" \"me2@company.com\");"

SMcli completed successfully.
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SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupportMaintenanceWindow disable

      emailAddresses=(\"me1@company.com\" \"me2@company.com\"

\"me3@company.com\"

      \"me4@company.com\" \"me5@company.com\");"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.42

AutoSupport OnDemand機能を有効または無効にします

set storageArray autoSupportOnDemand’コマンドは、AutoSupport OnDemand機能をオ
ンまたはオフにします。この機能を使用すると、テクニカルサポートはAutoSupport デ
ータ送信を調整でき、不足しているサポートデータの再送信を要求できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

この機能を有効にする前に、まずストレージアレイでAutoSupport 機能を有効にする必要があります。この機
能を有効にすると、必要に応じてAutoSupport リモート診断機能を有効にすることができます。

構文

set storageArray autoSupportOnDemand (enable | disable)

パラメータ

パラメータ 説明

'enable disable

例
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SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupportOnDemand enable;"

SMcli completed successfully.

検証

show storageArray storageArray autoSupport AutoSupport コマンドを使用して、この機能を有効にしている
かどうかを確認します。表示される出力の最初の2行には、AutoSupport 機能とAutoSupport OnDemand機能
の有効ステータスが順番に表示されます。

The AutoSupport is enabled on this storage array.

The AutoSupport OnDemand feature is enabled on this storage array.

The AutoSupport Remote Diagnostics feature is enabled on this storage

array.

最小ファームウェアレベル

8.40

AutoSupport リモート診断機能を有効または無効にします

set storageArray autoSupportRemoteDiagコマンドは、AutoSupport OnDemand Remote
Diagnostics機能をオンまたはオフにします。この機能により、テクニカルサポートは、
サポートデータを要求して問題をリモートで診断できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

この機能を有効にする前に、まずAutoSupport 機能、次にAutoSupport OnDemand機能をストレージアレイ上
で有効にします。

3つの機能は、次の順序で有効にする必要があります。

1. AutoSupport を有効にします

2. AutoSupport OnDemandを有効にします

3. AutoSupport Remote Diagnosticsを有効にします
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構文

set storageArray autoSupportRemoteDiag (enable | disable)

パラメータ

パラメータ 説明

'enable disable

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray autoSupportRemoteDiag enable;"

SMcli completed successfully.

検証

show storageArray storageArray autoSupport AutoSupport コマンドを使用して、この機能を有効にしている
かどうかを確認します。表示される出力の最初の3行には、AutoSupport 機能とAutoSupport OnDemand機能
およびAutoSupport Remote Diagnostics機能の有効ステータスが順番に表示されます。

The AutoSupport feature is enabled on this storage array.

The AutoSupport OnDemand feature is enabled on this storage array.

The AutoSupport Remote Diagnostics feature is enabled on this storage

array.

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイでキャッシュミラーのData Assuranceチェックを有効または無効にする

set storageArray cacheMirrorDataAssuranceCheckEnableコマンドを使用すると、キャ
ッシュミラーのData Assuranceチェックを有効または無効にできます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

523



構文

set storageArray cacheMirrorDataAssuranceCheckEnable=(TRUE | FALSE)

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.41で、コマンドパラメータが新しくなりました。

ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの上書き許可の設定

set storageArray controllerHealthImageAllowOverWriteコマンドは、コントローラヘルス
イメージ機能をサポートするストレージアレイで、新しいコントローラヘルスイメージ
によって既存のコントローラヘルスイメージが上書きされるようにするフラグをコント
ローラに設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイがコントローラヘルスイメージ機能をサポートしていない場合、コマンドはエラーを返しま
す。

ファームウェア・バージョン8.20で’coreDumpAllowOverWriteパラメータ
が’controllerHealthImageAllowOverWriteパラメータに置き換えられました

構文

set storageArray controllerHealthImageAllowOverWrite

パラメータ

なし

注：

コントローラヘルスイメージが取得されると、「allow overwrite」フラグが設定されます。コントローラヘル
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スイメージが取得されない場合、イメージは48時間で期限切れになり、その後「allow overwrite」フラグが
設定されます。「set storageArray controllerHealthImageAllowOverWrite」コマンドを使用して「allow
overwrite」フラグを設定すると、イメージが取得された場合と同様に、48時間の期限が適用されなくなりま
す。

最小ファームウェアレベル

7.86

8.20で'*coreDumpAllowOverWrite *'パラメータが’controllerHealthImageAllowOverWriteパラメータに置き換え
られました

ストレージアレイのディレクトリサーバのロールマッピングの設定

set storageArray DirectoryServer rolesコマンドでは、指定したディレクトリサーバのロ
ールマッピングを定義できます。ロールマッピングは、各種のSMcliコマンドを実行しよ
うとするユーザを認証するために使用されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

必要なもの

マッピングできるロールは次のとおりです。

• * Storage admin *--ストレージ・オブジェクト（ボリュームやディスク・プールなど）への読み取り/書き
込みのフル・アクセス。セキュリティ構成へのアクセスはありません。

• * Security admin *--アクセス管理、証明書管理、監査ログ管理のセキュリティ構成へのアクセス、および
従来の管理インターフェイス（SYMbol）のオン/オフの切り替え機能。

• * Support admin *--ストレージアレイのすべてのハードウェアリソース、障害データ、MELイベント、お
よびコントローラファームウェアアップグレードへのアクセス。ストレージオブジェクトやセキュリティ
設定にはアクセスできません。

• *Monitor *--すべてのストレージオブジェクトへの読み取り専用アクセスが可能ですが、セキュリティ設定
へのアクセスはありません。

構文

set storageArray directoryServer ["domainId"]

    groupDN="groupDistinguishedName" roles=("role1"..."roleN")
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パラメータ

パラメータ 説明

「DirectoryServer」を参照してください ロールマッピングを設定するドメインをIDで指定で
きます。

「groupDN」 マッピングリストに追加するグループの識別名（DN
）を指定できます。

「役割」 定義したグループ内のユーザに1つ以上のロールを指
定できます。複数のロールを入力する場合は、値を
スペースで区切ります。有効な選択肢は次のとおり
です。

• 「storage.monitor」

• 「storage.admin」

• 「security.admin」と入力します

• 「support.admin」と入力します

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray directoryServer ["domain1"]

                    groupDN="CN=ng-hsg-bc-madridsecurity,OU=Managed,

                    OU=MyCompanyGroups,DC=hq,DC=mycompany,DC=com"

                    roles=("storage.monitor" "security.admin"

"storage.admin");"

SMcli -n Array1 -c "set storageArray directoryServer ["domain1"]

                    groupDN="CN=ng-epg-engr-manageability,OU=Managed,

                    OU=MyCompanyGroups,DC=hq,DC=mycompany,DC=com"

                    roles=("support.admin");"

SMcli completed successfully.

ストレージアレイのディレクトリサーバを設定する

set storageArray DirectoryServer`コマンドは、ディレクトリサーバの設定を更新しま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray directoryServer ["domainId"]

    (domainNames=("domainName1"..."domainNameN") |

     addDomainNames=("domainName1"..."domainNameN") |

     serverUrl="serverUrl" |

     bindAccount="username" bindPassword="password" |

     searchBaseDN="distinguishedName" |

     usernameAttribute="attributeName" |

     groupAttributes=("attrName1"..."attrNameN") |

     addGroupAttributes=("attrName1"..."attrNameN"))

    [skipConfigurationTest={true | false}]

パラメータ

パラメータ 説明

「DirectoryServer」を参照してください 設定を更新するドメインIDを指定できます。

「ドメイン名」 ディレクトリサーバに対して有効なドメイン名を1つ
以上設定できます。複数の名前を入力する場合は、
値をスペースで区切ります。この設定オプションを
使用すると、既存のドメイン名が消去されます。

「addDomainNames」 ディレクトリサーバに対して有効なドメイン名を1つ
以上追加できます。複数の名前を入力する場合は、
値をスペースで区切ります。

「serverURL」 サーバのURLを指定できます。

bindAccount バインドアカウントとして使用するユーザ名を指定
できます。

bindPassword バインドパスワードとして使用するパスワードを指
定できます。

「SearchBaseDN」 グループメンバーシップを判断するためにLDAPユー
ザオブジェクトを検索する検索ベース識別名を指定
できます。
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パラメータ 説明

「ユーザ名属性」 グループメンバーシップを判断するためのユーザオ
ブジェクトの検索に使用する属性を指定できます。
指定した場合’文字列には’ログイン時に使用されるユ
ーザー名に置き換えられる変数'{uid}を含める必要が

あります例:sAMAccountName={uid}`

「groupAttributes」を参照してください グループの識別名の検索に使用するグループ属性を
設定できます。識別名は、ロールマッピングのグル
ープメンバーシップを判断するために使用されま
す。

複数のグループを入力する場合は、値
をスペースで区切ります。

このパラメータを使用すると、既存の
グループが消去されます。

「addGroupAttributes」を参照してください グループの識別名の検索に使用するグループ属性を
追加できます。識別名は、ロールマッピングの目的
でグループメンバーシップを判断するために使用さ
れます。

複数のグループを入力する場合は、値
をスペースで区切ります。

skipConfigurationTest 設定が保存される前に、設定テストをスキップでき
ます。デフォルトは「 false 」です。

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray directoryServer ["domain1"]

     serverUrl="ldaps://hqldap.eng.mycompany.com:636";"

SMcli -n Array1 -c "set storageArray directoryServer ["domain1"]

                    bindAccount="bindDN2" bindPassword="thePassword2"

                    searchBaseDN="OU=_Users,DC=hq,DC=mycompany,DC=com"

                    usernameAttribute="sAMAccountName"

groupAttributes=("memberOf");"

SMcli completed successfully.

外部キー管理を設定

set storageArray externalKeyManagementコマンドは、外部キー管理サーバのアドレス
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とポート番号を設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文

set storageArray externalKeyManagement serverAddress=serverAddress

serverPort=portNumber

パラメータ

パラメータ 説明

「serverAddress」と入力します 外部キー管理サーバのアドレスを指定できます。サ
ーバアドレスは、完全修飾ドメイン名、IPv4アドレ
ス、またはIPv6アドレスのいずれかで指定できま
す。

「サーバポート」 外部キー管理サーバのポート番号を指定できます。

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray externalKeyManagement

serverAddress=192.0.2.1 serverPort=8081;"

   SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ホスト接続レポートの有効化または無効化

set storageArray hostConnectivityReporting’コマンドは、コントローラでホスト接続レポ
ートを有効または無効にします。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray hostConnectivityReporting (enable | disable)

コンテキスト（Context）

ストレージアレイでホスト接続レポートを有効にすると、ストレージアレイでは、ストレージアレイのコント
ローラと設定されているホストの間の接続が引き続き監視され、ケーブルの緩み、損傷、欠落またはホストに
関するその他の問題によって接続が中断された場合にアラートが表示されます。ストレージアレイでホストタ
イプが正しく指定されていない場合（フェイルオーバーで問題が発生する可能性があります）も通知されま
す。

ホスト接続レポートを無効にするには、まず自動ロードバランシングを無効にする必要があり
ます。

自動ロードバランシングが無効な場合も、ホスト接続レポートは有効にしておくことができま
す。

ホスト接続レポートおよび自動ロードバランシングは、Linux DHALUA、Windows / Windows
クラスタ、およびVMwareの各ホストタイプでのみ機能します。

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.42新しいコマンドパラメータ。

ストレージアレイのICMP応答を設定します

set storageArray icmpPingResponse’コマンドは’セッションと接続のネゴシエーション
可能な設定のデフォルト値を返しますこのデフォルト値は’ストレージ・アレイのネゴシ
エーション開始点を表します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

530



ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray icmpPingResponse=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

「icmpPingResponse」 このパラメータは、エコー要求メッセージをオンま
たはオフにします。エコー要求メッセージをオンに
するには、パラメータを「true」に設定します。エコ
ー要求メッセージをオフにするには、パラメータ
をFALSEに設定します。

注：

Internet Control Message Protocol（ICMP）は、ネットワーク内のオペレーティングシステムが、要求された
サービスを使用できない、ホストまたはルータにアクセスできないなど、IPに関連するエラーメッセージ、テ
ストパケット、および情報メッセージを送信するために使用されます。ICMP応答コマンドは、ICMPエコー要
求メッセージを送信し、ICMPエコー応答メッセージを受信して、ホストに到達できるかどうか、およびその
ホストとのパケットの送受信にかかる時間を判断します。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイのiSNSサーバのIPv4アドレスの設定

set storageArray isIPv4ConfigurationMethodコマンドは、IPv4 Internet Storage Name
Service（iSNS）の設定方法とアドレスを設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文
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set storageArray isnsIPv4ConfigurationMethod=(static | dhcp)

isnsIPv4Address=ipAddress

パラメータ

パラメータ 説明

「isnsIPv4ConfigurationMethod」を参照してくださ
い

iSNSサーバ設定を定義する方法。IPv4 iSNSサーバ
のIPアドレスを入力するには’static’を選択しますIPv4
の場合’dhcp’と入力することにより’Dynamic Host
Configuration Protocol (DHCP)サーバがiSNSサーバ
のIPアドレスを選択するように選択できますDHCPを
有効にするには’isnsIPV4Address’パラメータ
を0.0.0.0に設定する必要があります

「isnsIPV4Address」と入力します iSNSサーバに使用するIPアドレス。このパラメータ
は、IPv4設定の「static」値とともに使用しま
す。DHCPサーバでIPv4インターネットiSNSサーバ
のIPアドレスを設定する場合は'isnsIPV4Address'パ
ラメータを0.0.0.0に設定する必要があります

注：

iSNSプロトコルは、TCP / IPネットワーク上のiSCSIデバイスとFibre Channelデバイスの自動検出、管理、お
よび設定を支援します。iSNSは、Fibre Channelネットワークと同等のインテリジェントなストレージ検出/管
理サービスを提供します。これにより、ストレージエリアネットワークとほぼ同じ容量で機能する汎用IPネッ
トワークが実現します。また、iSNSは、Fibre ChannelファブリックサービスをエミュレートしてiSCSIデバ
イスとFibre Channelデバイスの両方を管理する機能によって、IPネットワークとFibre Channelネットワーク
のシームレスな統合を支援します。

DHCPサーバは、ネットワークアドレスなどの設定パラメータをIPノードに渡します。クライアントは、必要
なすべてのIP設定パラメータをDHCPから取得できます。再利用可能なネットワークアドレスを自動的に割り
当てることができます。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイのiSNSサーバのIPv6アドレスの設定

set storageArray isnsIPv6Addressコマンドは、iSNSサーバのIPv6アドレスを設定しま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray isnsIPv6Address=ipAddress

パラメータ

パラメータ 説明

「isnsIPv6Address」 iSNSサーバに使用するIPv6アドレス。

注：

iSNSプロトコルは、TCP / IPネットワーク上のiSCSIデバイスとFibre Channelデバイスの自動検出、管理、お
よび設定を支援します。iSNSは、Fibre Channelネットワークと同等のインテリジェントなストレージ検出/管
理サービスを提供します。これにより、ストレージエリアネットワークとほぼ同じ容量で機能する汎用IPネッ
トワークが実現します。また、iSNSは、Fibre ChannelファブリックサービスをエミュレートしてiSCSIデバ
イスとFibre Channelデバイスの両方を管理する機能によって、IPネットワークとFibre Channelネットワーク
のシームレスな統合を支援します。iSNSは、iSCSIデバイス、Fibre Channelデバイス、またはその組み合わ
せで構成されるストレージネットワークで価値を発揮します。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイのiSNSサーバのリスニングポートを設定する

set storageArray isnsListeningPortコマンドは、iSNSサーバのリスニングポートを設定し
ます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray isnsListeningPort=listeningPortIPAddress
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パラメータ

パラメータ 説明

「isnsListeningPort」 iSNSサーバのリスニングポートに使用するIPアドレ
ス。リスニング・ポートの値の範囲は'49152'～65535
ですデフォルト値は「53205」です。

リスニングポートはサーバ上で次のアクティビティ
を実行します。

• 受信するクライアント接続要求を監視します

• サーバへのトラフィックを管理します

クライアントがサーバとのネットワークセッション
を要求すると、リスナーが実際の要求を受信しま
す。クライアントの情報がリスナーの情報と一致し
た場合は、リスナーがデータベースサーバへの接続
を許可します。

注：

リスニングポートはデータベースサーバ上で次のアクティビティを実行します。

• 受信するクライアント接続要求をリスン（監視）しています

• サーバへのトラフィックの管理

クライアントがサーバとのネットワークセッションを要求すると、リスナーが実際の要求を受信します。クラ
イアントの情報がリスナーの情報と一致した場合は、リスナーがデータベースサーバへの接続を許可します。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイのiSNS登録を設定

set storageArray isnsRegistrationコマンドを使用すると’IPv4またはIPv6のInternet
Storage Name Service（iSNS）サーバのいずれかにストレージ・アレイを一覧表示でき
ます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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IPv4の構文

set storageArray isnsRegistration=(TRUE | FALSE)

isnsIPv4ConfigurationMethod=[static | dhcp]

isnsIPv4Address=ipAddress

[isnsListeningPort]

IPv6の構文

set storageArray isnsRegistration=(TRUE | FALSE)

isnsIPv6Address=ipAddress

[isnsListeningPort]

パラメータ

パラメータ 説明

「isnsRegistration」 iSNSサーバにiSCSIターゲットを登録するかどう
か。iSCSIターゲットを一覧表示するには’パラメータ
をTRUEに設定します

このパラメータを「true」に設定した場合、IPv4設定
にも次のパラメータを使用する必要があります。

• 「isnsIPV4ConfigurationMethod」

• 「isnsIPV4Address」と入力します

このパラメータを「true」に設定した場合、IPv6設定
にも次のパラメータを使用する必要があります。

• 「isnsIPV6Address」

オプションで’isnsListeningPort’パラメータを使用し
て’ポートモニタを定義し’サーバへのトラフィックを
管理することもできます

iSNSサーバからストレージアレイの登録を削除する
には、このパラメータをFALSEに設定します。

「isnsIPv4ConfigurationMethod」を参照してくださ
い

iSNSサーバ設定を定義する方法。IPv4 iSNSサーバ
のIPアドレスを入力するには’static’を選択しますIPv4
の場合’dhcp’と入力することにより’Dynamic Host
Configuration Protocol (DHCP)サーバがiSNSサーバ
のIPアドレスを選択するように選択できますDHCPを
有効にするには’isnsIPV4Address’パラメータ
を0.0.0.0に設定する必要があります
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パラメータ 説明

「isnsIPV4Address」と入力します iSNSサーバへの接続に使用するIPv4アドレス。この
パラメータは、IPv4設定の「static」値とともに使用
します。DHCPサーバでIPv4インターネットiSNSサ
ーバのIPアドレスを設定する場合
は’isnsIPV4Address’パラメータを0.0.0.0に設定する
必要があります

「isnsIPv6Address」 iSNSサーバへの接続に使用するIPv6アドレス。

「isnsListeningPort」 iSNSサーバのリスニングポートに使用するポート番
号。リスニング・ポートの値の範囲は'49152'～65535
ですデフォルト値は「3205」です。

リスニングポートはサーバ上で次のアクティビティ
を実行します。

• 受信するクライアント接続要求を監視します

• サーバへのトラフィックを管理します

クライアントがサーバとのネットワークセッション
を要求すると、リスナーが実際の要求を受信しま
す。クライアントの情報がリスナーの情報と一致し
た場合は、リスナーがデータベースサーバへの接続
を許可します。

注：

iSNSプロトコルは、TCP / IPネットワーク上のiSCSIデバイスとFibre Channelデバイスの自動検出、管理、お
よび設定を支援します。iSNSは、Fibre Channelネットワークと同等のインテリジェントなストレージ検出/管
理サービスを提供します。これにより、ストレージエリアネットワークとほぼ同じ容量で機能する汎用IPネッ
トワークが実現します。また、iSNSは、Fibre ChannelファブリックサービスをエミュレートしてiSCSIデバ
イスとFibre Channelデバイスの両方を管理する機能によって、IPネットワークとFibre Channelネットワーク
のシームレスな統合を支援します。

DHCPサーバは、ネットワークアドレスなどの設定パラメータをIPノードに渡します。クライアントは、必要
なすべてのIP設定パラメータをDHCPから取得できます。再利用可能なネットワークアドレスを自動的に割り
当てることができます。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイのiSNSサーバの更新を設定します

set storageArray isnsServerRefreshコマンドは、iSNSサーバのネットワークアドレス情
報を更新します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドはIPv4に対してのみ有効です。

構文

set storageArray isnsServerRefresh

パラメータ

なし

注：

DHCPサーバがフル機能で動作していない場合やDHCPサーバが応答しない場合は、更新処理に2~3分かかる
ことがあります。

設定方法をDHCPに設定していない場合は、「set storageArray isnsServerRefresh」コマンドによってエラー
が返されます。設定方法をDHCPに設定するには、「set storageArray isnsIPV4ConfigurationMethod」コマン
ドを使用します。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイコントローラのバッテリ学習サイクルを設定します

set storageArray learnCycleDate controllerコマンドは、コントローラのバッテリ学習サ
イクルを設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

ストレージアレイの各コントローラに別々の学習サイクルを設定するには、両方のコントロー
ラにこのコマンドを送信します。

学習サイクルはリンクされないため、一方のコントローラのバッテリ学習サイクルが中断して
も、もう一方のコントローラのバッテリ学習サイクルには影響しません。

学習サイクルの完了には数時間かかることがあります。

構文

set storageArray learnCycleDate (controller[(a| b)] )

(daysToNextLearnCycle=numberOfDays |

day=dayOfTheWeek) time=HH:MM

パラメータ

パラメータ 説明

「* controller *」と入力します バッテリ学習サイクルを指定するコントローラ。有
効なコントローラ識別子は「a」または「b」で
す。「a」はスロットAのコントローラ、「b」はスロ
ットBのコントローラですコントローラの識別子は角
かっこ（[]）で囲みます。コントローラを指定しない
と、コントローラファームウェアから構文エラーが
返されます。

このパラメータを省略すると、デュア
ルコントローラアレイの両方のコント
ローラのバッテリ学習サイクルが設定
されます。

「dayscToNextLearnCycle」 有効な値は'0`~7`ですここで'0`はすぐに'7`は7日以内
です「dayscToNextLearnCycle」パラメータは、次の
学習サイクルのあと7日以内に実行されます。

日 'day’パラメータの有効な値は曜日です(Sunday

,Monday,Tuesday,Wednesday',`Thursday,Thurs

day, 「Friday`, and Saturday」)。曜日を設定する
と、現在スケジュールされている学習サイクルのあ
と、指定した曜日に次の学習サイクルがスケジュー
ルされます。
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パラメータ 説明

「time」 24時間形式の時刻。たとえば、午前8：00などで
す「08：00」と入力します。午後9時「21：00」と
入力し、午後9：30と入力します「21：30」と入力し
ます。

例

set storageArray learnCycleDate controller [a] daysToNextLearnCycle=4

time=08:30;

注：

学習サイクルは、7日間に1回だけ実行されるように設定できます。

'time’パラメータは’学習サイクルを実行する特定の時刻を選択します値を入力しない場合、コマンドはデフォ
ルト値の「00：00」（深夜0時）を使用します。

指定した日時が過去の場合、次の学習サイクルは指定した次の曜日に実行されます。

最小ファームウェアレベル

7.15

8.30で’controller’パラメータが追加されました

ストレージアレイのローカルユーザパスワードまたはSYMbolパスワードを設定します

set storageArray localUsernameコマンドとset storageArray symbolコマンドを使用する
と、特定のロールにローカルユーザ名パスワードまたはSYMbolパスワードを設定できま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Admin、Support Admin、Security Admin、またはStorage Monitorロールが必要です。

構文
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set storageArray (localUsername={ admin | storage | security | support |

monitor}

| symbol [userRole={admin | monitor}])

password="string" adminPassword="string"

パラメータ

パラメータ 説明

「localUsername」と入力します パスワードを変更するユーザを指定できます。有効
な選択肢は、「admin」、「storage」、「
support」、「monitor」、「security」です。

「symbol」 SYMbolパスワードを変更できます。有効な選択肢
は「admin」と「monitor」です。

これは、非推奨の「set storageArray
password’コマンドに代わるコマンド
です。

「 password 」と入力します ロールのパスワードを指定できます。

「adminPassword」のように入力します adminパスワードを指定できます。adminパスワード
は新しいパスワードを設定する際に必要です。

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray localUsername=storage

password="newPassword" adminPassword="theAdminPassword";"

SMcli -n Array1 -c "set storageArray localUsername=admin

password="newAdminPassword" adminPassword="theAdminPassword";"

SMcli -n Array1 -c "set storageArray symbol userRole=admin

password="newSymbolPassword" adminPassword="theAdminPassword";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40で、コマンドが追加されました。

ストレージアレイのログインバナーを設定します

set storageArray loginBanner’コマンドを使用すると’ログインバナーとして使用するテキ
スト・ファイルをアップロードできますバナーテキストはユーザがSANtricity System
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Managerでセッションを確立する前またはコマンドを実行する前に表示されるもので、
注意と同意を求めるメッセージを含めることができます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray loginBanner file="path_to_login_banner"

コンテキスト（Context）

テキストファイルをロードすると、ファイルがストレージアレイに保存されます。バナーテキスト
は、SANtricity System Managerのログイン画面の前またはコマンドを実行する前に表示されます。

パラメータ

パラメータ 説明

'file' ログインバナーのテキストファイルが格納されてい
るファイルパスとファイル名。

ログインバナーファイルは空にできま
せん。また、サイズは5KB以下である
必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.41

ストレージアレイ管理インターフェイスを設定します

set storageArray ManagementInterfaceコマンドは、コントローラの管理インターフェイ
スを変更します。ストレージアレイとその管理ソフトウェア間の機密性を確保したり、
外部ツールにアクセスしたりするには、管理インターフェイスのタイプを変更します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray managementInterface restOnly={true | false}

パラメータ

パラメータ 説明

「リストア専用」 trueに設定すると’RESTfulインターフェイスのみが使
用可能な管理インターフェイスになりますこのイン
ターフェイスでは、ストレージアレイと管理ソフト
ウェアの間の接続が暗号化されます。

falseに設定すると’ストレージ・アレイと管理ソフト
ウェア間の従来のインタフェースが許可されますこ
のインターフェイスは暗号化されません。

従来の管理インターフェイス（SANtricity SMI-Sプロ
バイダやOnCommand Insight （OCI）など）と直接
通信するツールには、「restOnly」パラメータ
を「false」に設定しないかぎり機能しません。詳細
については、テクニカルサポートにお問い合わせく
ださい。

例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray managementInterface restOnly=true;"

SMcli completed successfully.

ODX を有効または無効にします

set storageArray odxEnabledコマンドは、ストレージアレイのオフロードデータ転送
（ODX）をオンまたはオフにします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
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AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイではもともとODXがオンになっています。ODXを実行しない場合や、ODXが原因でストレ
ージアレイに問題が発生している場合は、このコマンドを使用してODXをオフにします。影響を受けるスト
レージアレイは、コマンドの実行元のストレージアレイのみです。

構文

set storageArray odxEnabled=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

「odxEnabled」 ODXをオンまたはオフにするための設定。ODXをオ
ンにするには、このパラメータを「true」に設定しま
す。ODXをオフにするには、このパラメータ
をFALSEに設定します。デフォルト設定では、ODX
はオンになっています。

注：

ODXを使用すると、バッファ読み取りとバッファ書き込みの処理を使用せずにデータを転送できます。デー
タ転送処理にホストが直接関与する必要はありません。ODXが有効になっていない場合、ソースストレージ
からホストにデータが読み取られ、ホストからターゲットストレージに書き込まれます。ODXが有効な場合
は、データ転送処理はストレージインフラによって直接管理されます。データはホストを経由せずに、ソース
ストレージからターゲットストレージに直接移動されます。

最小ファームウェアレベル

8.20で

ストレージアレイのパスワードの長さを設定します

set storageArray passwordlengthコマンドを使用すると、adminユーザはストレージアレ
イのすべての新規または更新されたパスワードに最小長を設定できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

543



構文

set storageArray passwordLength=<INTEGER>

パラメータ

パラメータ 説明

「パスワードの長さ」 すべての新規または更新されたパスワードの最小文
字数を設定できます。

「整数」 すべての新規または更新されたパスワードに最低限
必要な文字数を0~30で設定できます。

例

SMcli <array_ip> -u <username> -p <password> -c "set storageArray

passwordLength=0;"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.41で、コマンドが追加されました。

再構築時のストレージアレイPQ検証の設定

set storageArray pqValidateOnReconstructコマンドは、再構築時のストレージアレイ
のP/Q検証状態を設定します。この機能を有効にすると、データ+Pとデータ+Qの両方を
使用してデータが再構築され、再構築結果の整合性がチェックされたうえで、続行方法
が決定されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

この機能には、環境 ディスクプールと、デュアルパリティを備えたRAID 6ボリュームグループがあります。
この場合、1本のドライブで障害が発生してもボリュームグループまたはディスクプールでの冗長性が確保さ
れるため、再構築時にデータとパリティの整合性をチェックすることが可能です。再構築時に不整合が検出さ
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れた場合、ボリュームでData Assuranceが有効になっていれば、不整合の発生源を特定し、残りのドライ
ブを使用してデータを再構築することができます。この機能が有効で、ボリュームでData Assuranceが有効
になっていない場合、あるいは不整合が複数のドライブにまたがる場合、再構築されるブロックは読み取り不
能とマークされます。

SSDドライブでは検証によって再構築時間が長くなる可能性があるため、この機能はメディアタイプに応じて
有効または無効にすることができます。特定のメディアタイプに対してこの機能を有効にすると、そのメディ
アタイプを使用するすべてのプールおよびRAID 6ボリュームグループに適用されます。

構文

set storageArray pqValidateOnReconstruct (enable | disable)

driveMediaType=(hdd | ssd | allMedia)

パラメータ

パラメータ 説明

pqValidateOnReconstruct` 再構築時のP/Q検証を変更します。

「enable」または「disable」 再構築時のP/Q検証を有効または無効にします。

driveMediaType 再構築時のP/Q検証を設定するドライブメディアタイ
プ。次のドライブメディアタイプがサポートされて
います。

• 「hdd」は、ハードディスクドライブの検証状態
を設定することを示します

• 「ssd」は、ソリッド・ステート・ディスク上で
検証状態を設定することを示します

• allMediaは’ストレージ・アレイ内のすべてのメデ
ィアに対して検証状態を設定することを示します

ドライブメディアタイプにハードディスクドライブを指定する例

SMcli -n Array1 -c "set storageArray pqValidateOnReconstruct enable

driveMediaType=hdd;"

SMcli completed successfully.

ドライブメディアタイプにソリッドステートドライブを指定する例
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SMcli -n Array1 -c "set storageArray pqValidateOnReconstruct disable

driveMediaType=ssd;"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.42

ストレージアレイの冗長性モードを設定します

set storageArray redundancyModeコマンドは’ストレージ・アレイの冗長モードをシンプ
レックスまたはデュプレックスに設定します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray redundancyMode=(simplex | duplex)

パラメータ

パラメータ 説明

「冗長性モード」 コントローラが1台しかない場合は' simplexモードを
使用しますコントローラが2台ある場合は、「
duplex」モードを使用します。

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイリソースにプロビジョニングされたボリュームを設定してください

set storageArray resourceProvisionedVolumesコマンドは’DULBE機能を無効にします

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
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すべてのストレージアレイを環境 します。

ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。

コンテキスト（Context）

リソースプロビジョニングは、大容量のボリュームを迅速に初期化するための機能です。

リソースプロビジョニングボリュームは、SSDボリュームグループまたはプール内のシックボリュームです。
ボリュームの作成時にドライブ容量が割り当てられますが（ボリュームに割り当てられます）、ドライブブロ
ックの割り当てが解除されます（マッピングが解除されます）。リソースプロビジョニングボリュームでは、
時間制限付きのバックグラウンド初期化は実行されません。代わりに、各RAIDストライプは、ストライプ内
のボリュームブロックへの最初の書き込み時に初期化されます

リソースプロビジョニングボリュームはSSDボリュームグループおよびプールでのみサポートされます。グル
ープまたはプール内のすべてのドライブでNVMe Deallocated or Unwritten Logical Block Error Enable
（DULBE）エラーリカバリ機能がサポートされます。リソースでプロビジョニングされたボリュームを作成
すると、そのボリュームに割り当てられていたすべてのドライブブロックが割り当て解除（マッピング解除）
されます。ブロックの割り当てを解除すると、SSDの消耗度が改善され、書き込みパフォーマンスが最大化さ
れます。向上率はドライブのモデルと容量によって異なります。

構文

set storageArray resourceProvisionedVolumes=(enable|disable)

パラメータ

パラメータ 説明

resourceProvisionedVolumes リソースプロビジョニング機能が有効かどうかを指
定する設定。リソースのプロビジョニングを無効に
するには’このパラメータをdisableに設定しますデフ
ォルト値は「enable」です。

この値を変更するのは、今後作成され
る環境 ボリュームグループおよびプー
ルだけです。既存のボリュームグルー
プやプールの値は変更されません。

最小ファームウェアレベル

8.63

証明書失効チェックの設定を行います

set storageArray revocationCheckSettingsコマンドを使用すると、失効チェックを有効
または無効にしたり、Online Certificate Status Protocol（OCSP）サーバを設定したりで
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きます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

OCSPサーバは、スケジュールされた有効期限よりも前に認証局（CA）によって取り消された証明書がない
かどうかをチェックします。CAによる証明書の発行に問題がある場合や、秘密鍵が侵害された場合は、失効
チェックを有効にすることができます。

OCSPサーバの完全修飾ドメイン名を使用できるようにするために、両方のコントローラ
にDNSサーバが設定されていることを確認してください。

失効チェックを有効にすると、ストレージアレイは失効した証明書を使用したサーバへの接続を拒否します。

構文

set storageArray revocationCheckSettings ([revocationCheckEnable =

boolean] &| [ocspResponderUrl=stringLiteral])

パラメータ

パラメータ 説明

「revocationCheckEnable」と入力します 証明書失効チェックを有効にするには’true’に設定し
ます

「ocspResponderUrl」 証明書失効チェックに使用するOCSPレスポンダサー
バのURL。

OCSPレスポンダアドレスを指定する
と、証明書ファイル内のOCSPアドレ
スが指定したアドレスで上書きされま
す。

最小ファームウェアレベル

8.42
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ストレージアレイの内部セキュリティキーを設定します

set storageArray securityKeyコマンドは、ドライブセキュリティ機能を実装するために
ストレージアレイ全体で使用されるセキュリティキーを設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイ内のセキュリティ対応ドライブをセキュリティ保護されたボリュームグループまたはディス
クプールに割り当てると、そのドライブはセキュリティキーを使用してセキュリティ有効ドライブになりま
す。セキュリティキーを設定する前に、「create storageArray securityKey」コマンドを使用してセキュリテ
ィキーを作成する必要があります。

このコマンドは、内部キー管理にのみ適用されます。

構文

set storageArray securityKey

パラメータ

なし

注：

セキュリティ対応ドライブには暗号化処理を高速化するハードウェアが搭載されており、それぞれに固有のド
ライブキーがあります。セキュリティ対応ドライブは、セキュリティ保護されたボリュームグループに追加さ
れるまで他のドライブと同じように動作し、追加された時点でセキュリティ有効ドライブになります。

セキュリティ有効ドライブは、電源がオンになるたびにコントローラから正しいセキュリティキーを取得する
必要があり、取得するまではデータの読み取りや書き込みを実行できません。つまり、セキュリティ有効ドラ
イブは2つのキーを使用します。1つはデータの暗号化と復号化を行うドライブキー、もう1つは暗号化プロセ
スと復号化プロセスを許可するセキュリティキーです。set storageArray securityKeyコマンドは’ストレージ・
アレイ内のすべてのコントローラとセキュリティ対応ドライブにセキュリティ・キーをコミットしますFull
Disk Encryption機能により、セキュリティ有効ドライブがストレージアレイから物理的に取り外された場合、
セキュリティキーがわからないかぎりそのドライブのデータを他のデバイスから読み取ることはできません。

最小ファームウェアレベル

7.50
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ストレージアレイのsyslog設定の更新

set storageArray syslog’コマンドを使用すると、syslogサーバのアドレス、プロトコル、
またはポート番号を変更できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray syslog id="<id>"

serverAddress="<address>"

port=<port> protocol=("udp" | "tcp" | "tls")

components=(componentName=("auditLog") ...)

パラメータ

パラメータ 説明

「serverAddress」と入力します syslog受信側のホスト名またはIPアドレス。

「PORT」 syslog受信側のポート番号。

「プロトコル」 syslogの転送プロトコル。指定できる値はUDP、
TCP、またはTLSです。

「コンポーネント」 syslogサーバに記録されるコンポーネントエントリの
リスト。現時点では、監査ログのみがサポートされ
ています。

「componentName」 コンポーネント名。現時点では「auditLog」のみがサ
ポートされています。

例
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SMcli -n Array1 -c "set storageArray syslog

id=\"331998fe-3154-4489-b773-b0bb60c6b48e\"

serverAddress=\"192.168.2.1\" port=514 protocol=\"udp\"

components=(componentName=\"auditLog\");"

ID: 331998fe-3154-4489-b773-b0bb60c6b48e Server Address: 192.168.2.1

Port: 514 Protocol: udp

Components

1. Component Name: auditLog

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.42

ストレージアレイの時刻を設定します

set storageArray timeコマンドは、コントローラのクロックをこのコマンドを実行するホ
ストのクロックと同期することによって、ストレージアレイ内の両方のコントローラの
クロックを設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray time

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイのトレイの位置を設定します

set storageArray trayPositionsコマンドは、ストレージアレイ内のトレイの位置を定義し
ます。このコマンドには、ストレージアレイ内のすべてのトレイを含める必要がありま
す。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray trayPositions=(controller | trayID ... trayIDn)

パラメータ

パラメータ 説明

「トレイポジション」 すべてのトレイIDのリスト。リストでのトレイIDの
順序によって、ストレージアレイ内のコントローラ
トレイとドライブトレイの位置が定義されます。有
効な値は「0」～「99」です。トレイIDの値はスペー
スで区切って入力します。トレイID値のリストは丸
かっこで囲みます。コントローラトレイに有効なト
レイ位置の範囲外の識別子が定義されているストレ
ージアレイの場合は' controller値を使用します

注：

このコマンドでは、トレイIDの「trayPositions」リスト内の位置によって、ストレージアレイ内のトレイの位
置を定義します。たとえば、IDが84のコントローラトレイとIDが1、12のドライブトレイがある場合、 そし
て50、「trayPositions」シーケンス(841 12 50`)は、コントローラトレイを1番目の位置に、ドライブトレイ1
を2番目の位置に、ドライブトレイ12を3番目の位置に、ドライブトレイ50を4番目の位置にそれぞれ配置しま

す。trayPositionsシーケンス(1 84 50 12)は’コントローラトレイを2番目の位置に’ドライブトレイ1を1番目
の位置に’ドライブトレイ50を3番目の位置に’ドライブトレイ12を4番目の位置に配置します

ストレージアレイ内のすべてのトレイは、trayPositionsパラメータで定義されているリストに
含める必要があります。リストのトレイ数がストレージアレイのトレイの総数と一致しない場
合は、エラーメッセージが表示されます。

管理ソフトウェアでは、最初の位置が上に、以降の位置が下から順に表示されます。

最小ファームウェアレベル

6.10

6.14と6.16では’controller’は有効な値ではありません
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ストレージアレイの名前のない検出セッションを設定します

set storageArray unnamedDiscoverySession’コマンドを使用すると’ストレージアレイは
名前のない検出セッションに参加できます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

set storageArray unnamedDiscoverySession=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

「unnamedDiscoverySession」 このパラメータは、名前のない検出セッションをオ
ンまたはオフにします。名前のない検出セッション
をオンにするには、パラメータを「true」に設定しま
す。名前のない検出セッションをオフにするには’パ
ラメータをFALSEに設定します

注：

検出は、イニシエータが使用可能なターゲットを判別するプロセスです。検出は、電源投入/初期化時に実行
されます。また、バストポロジが変更された場合（追加デバイスが追加された場合など）も実行されます。

名前のない検出セッションは、ログイン要求でターゲットIDを指定せずに確立される検出セッションです。名
前のない検出セッションでは、ターゲットのターゲットIDもターゲットポータルグループIDも使用できませ
ん。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイのユーザセッションを設定します

set storageArray userSession’コマンドを使用すると、System Managerでタイムアウト
を設定して、非アクティブなユーザセッションを指定した時間が経過すると切断される
ようにすることができます。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

次のいずれかの処理を実行するには、このコマンドを使用します。

• ユーザセッションのタイムアウトを秒単位で設定します。最小タイムアウト値は900秒（15分）です。

• 0に設定して、セッションタイムアウトをオフにします。

パラメータ

なし

構文

set storageArray userSession sessionTimeout=n

最小ファームウェアレベル

8.41

VAAIを有効または無効にします

set storageArray vaaiEnabledコマンドは、ストレージアレイのVMware vStorage API
Array Architecture（VAAI）をオンまたはオフにします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイでは最初からVAAIがオンになっています。VAAIを実行しない場合や、VAAIが原因でストレ
ージアレイに問題が発生している場合は、このコマンドを使用してVAAIをオフにします。影響を受けるスト
レージアレイは、コマンドの実行元のストレージアレイのみです。
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構文

set storageArray vaaiEnabled=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

「vaaiEnabled」 VAAIをオンまたはオフにするための設定。VAAIをオ
ンにするには、このパラメータを「true」に設定しま
す。VAAIをオフにするには、このパラメータ
を「FALSE」に設定します。デフォルト設定で
は、VAAIはオンになっています。

注：

VAAIを使用すると、一部のストレージタスクがサーバハードウェアからストレージアレイにオ
フロードされます。ストレージタスクをストレージアレイにオフロードすると、ホストで実行
する必要のあるタスクが削減されるため、ホストのパフォーマンスが向上します。

「show storageArray odxSetting」名を使用してVAAI設定を表示します。

最小ファームウェアレベル

8.20で

ストレージアレイを設定

set storageArrayコマンドは’ストレージ・アレイのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェア・バージョン8.10で’cacheFlushStop’パラメータが廃止されましたストレージ管
理ソフトウェアの今後のリリースで削除される予定です

構文
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set storageArray

([autoLoadBalancingEnable=(TRUE | FALSE)]|

[autoSupportMaintenanceWindow AutoSupport Maintenance Window parameters]

[autoSupport schedule AutoSupport Schedule Parameters]|

[autoSupportConfig (enable | disable)]|

[autoSupportOnDemand (enable | disable)]|

[autoSupportRemoteDiag (enable |disable)]|

[cacheBlockSize=cacheBlockSizeValue]|

[cacheFlushStart=cacheFlushStartSize]|

[cacheFlushStop=cacheFlushStopSize]|

[cacheMirrorDataAssuranceCheckEnable=(TRUE | FALSE)]|

[controllerHealthImageAllowOverWrite]|

[defaultHostType=("hostTypeName" |"hostTypeIdentifier")] |

[directoryServer directory server parameters]|

[externalKeyManagement external key management parameters]|

[failoverAlertDelay=delayValue]|

[hostConnectivityReporting (enable | disable)]|

[icmpPingResponse=(TRUE | FALSE)]|

[isnsIPV4ConfigurationMethod isns IPv4 Config Method Parameters]|

[isnsIPv6Address=ipAddress]|

[isnsListeningPort=listeningPortIPAddress]]|

[isnsRegistration=(TRUE | FALSE)]|

[learnCycleDate learn cycle parameters]|

[localUsername=local user name parameters]|

[loginBanner file="path_to_login_banner"]|

[managementInterface restOnly={true | false}]|

[mediaScanRate=(disabled | 1-30)]|

[odxEnabled=(TRUE | FALSE)]|

[password="password"]|

[passwordLength=<INTEGER>]|

[pqValidateOnReconstruct P/Q Validate on Reconstruct parameters]|

[redundancyMode=(simplex | duplex)]|

[revocationCheckSettings revocation check settings parameters]|

[securityKey]|

[symbol SYMbol user name and password parameters]|

[syslog syslog parameters]|

[time]|

[trayPositions=(controller | trayID ... trayIDn)]|

[unnamedDiscoverySession=(TRUE | FALSE)]|

[userLabel="storageArrayName"]|

[userSession sessionTimeout=n]|

[vaaiEnabled=(TRUE | FALSE)])
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パラメータ

パラメータ 説明

autoLoadBalancingEnable このパラメータは、コントローラの自動ロードバラ
ンシングを有効にします。オプションを有効にする
には’このパラメータをTRUEに設定しますこのオプシ
ョンを無効にするには’このパラメータをFALSEに設
定します

自動ロードバランシング機能を有効に
すると、ホスト接続レポート機能も有
効になります。

AutoSupport スケジュール AutoSupport メッセージを送信する毎日の時間帯およ
び毎週の時間帯と曜日を設定します。

'autoSupportConfig' ファームウェアで重大なMELイベントが検出される
たびにサポートデータを自動収集するかどうかの設
定。このパラメータには次の値があります。

• enable --サポートデータの収集をオンにします

• disable --サポートデータの収集をオフにします

このパラメータは、次の場合にのみ使用します。

• ストレージアレイでAutoSupport （ASUP）機能
を使用できません

• 以前にこのパラメータを使用していたストレージ
アレイの設定をサポートするため

このパラメータはASUPコマンドと一
緒に使用することはできません。

「autoSupportMaintenanceWindow」 AutoSupport メンテナンス期間をオンまたはオフに
し、設定します。

「cacheBlockSize」 コントローラがキャッシュの管理に使用するキャッ
シュブロックサイズ。有効な値
は'4`(4KB)'8`(8KB)'16`(16KB)'または32`(32KB)です

cacheMirrorDataAssuranceCheckEnable` このパラメータは、コントローラでのキャッシュミ
ラーData Assuranceチェックを有効にします。オプ
ションを有効にするには’このパラメータをTRUEに設
定しますこのオプションを無効にするには’このパラ
メータをFALSEに設定します
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パラメータ 説明

「cacheFlushStart」を参照してください キャッシュ内の書き込み前のデータがこの割合に達
すると、キャッシュフラッシュが発生します。0か
ら100までの整数値を使用してパーセンテージを定義
します。デフォルト値は '80' です

「cacheFlushStop」 このパラメータは廃止予定で、今後の
リリースで削除される予定です。

キャッシュ内の書き込み前のデータがこの割合まで
下がると、キャッシュフラッシュが停止します。0か
ら100までの整数値を使用してパーセンテージを定義
します。この値は’cacheFlushStart’パラメータの値よ
り小さくする必要があります

controllerHealthImageAllowOverWrite コントローラヘルスイメージ機能をサポートするス
トレージアレイで、新しいコントローラヘルスイメ
ージによる既存のコントローラヘルスイメージの上
書きを許可するフラグをコントローラに設定しま
す。

defaultHostType コントローラが接続されている未設定のホストポー
トに割り当てられるデフォルトのホストタイプ。ス
トレージアレイの有効なホストタイプのリストを生
成するには、「show storageArray hostTypeTable」
コマンドを実行します。ホストタイプは名前または
数値で識別されます。ホストタイプ名は二重引用符
（""）で囲みます。ホストタイプが数値IDの場合、二
重引用符で囲まないでください。

「DirectoryServer」を参照してください ロールマッピングを含むディレクトリサーバ設定を
更新します。

「externalKeyManagement」と入力します 外部キー管理サーバのアドレスとポート番号を設定
します

FailoverAlertDelay フェイルオーバーアラートの遅延時間（分単位）。
遅延時間の有効値は0～60分です。デフォルト値
は「5」です。
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パラメータ 説明

「hostConnectivityReporting」のように入力します このパラメータは、コントローラのホスト接続レポ
ートを有効にします。オプションを有効にするには’
このパラメータをenableに設定しますオプションを
無効にするには’このパラメータをdisableに設定しま
す

自動ロードバランシングが有効なとき
にホスト接続レポートを無効にしよう
とすると、エラーが発生します。自動
ロードバランシング機能を無効にして
から、ホスト接続レポート機能を無効
にしてください。

自動ロードバランシングが無効な場合
も、ホスト接続レポートは有効にして
おくことができます。

「icmpPingResponse」 このパラメータは、エコー要求メッセージをオンま
たはオフにします。エコー要求メッセージをオンに
するには、パラメータを「true」に設定します。エコ
ー要求メッセージをオフにするには、パラメータ
をFALSEに設定します。

「isnsIPv4ConfigurationMethod」を参照してくださ
い

iSNSサーバ設定を定義する方法。IPv4 iSNSサーバ
のIPアドレスを入力するには’static’を選択しますIPv4
の場合’dhcp’と入力することにより’Dynamic Host
Configuration Protocol (DHCP)サーバがiSNSサーバ
のIPアドレスを選択するように選択できますDHCPを
有効にするには’isnsIPV4Address’パラメータ
を0.0.0.0に設定する必要があります

「isnsIPv6Address」 iSNSサーバに使用するIPv6アドレス。
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パラメータ 説明

「isnsListeningPort」 iSNSサーバのリスニングポートに使用するIPアドレ
ス。リスニング・ポートの値の範囲は'49152'～65535
ですデフォルト値は「53205」です。

リスニングポートはサーバ上で次のアクティビティ
を実行します。

• 受信するクライアント接続要求を監視します

• サーバへのトラフィックを管理します

クライアントがサーバとのネットワークセッション
を要求すると、リスナーが実際の要求を受信しま
す。クライアントの情報がリスナーの情報と一致し
た場合は、リスナーがデータベースサーバへの接続
を許可します。

「isnsRegistration」 このパラメータは、ストレージアレイをiSCSIターゲ
ットとしてiSNSサーバに登録します。iSNSサーバに
ストレージ・アレイを登録するには’このパラメータ
をTRUEに設定しますiSNSサーバからストレージア
レイを削除するには、このパラメータをFALSEに設
定します。

set storageArrayコマンドを実行してい
るときは、他のパラメータととも
に「isnsRegistration」パラメータを使
用することはできません。

iSNS登録の詳細については' set storageArray
isnsRegistrationコマンドを参照してください

learnCycleDate コントローラのバッテリ学習サイクルを設定しま
す。

「localUsername」と入力します 特定のロールのローカルユーザパスワードまた
はSYMbolパスワードを設定できます。

「loginBanner」 ログインバナーとして使用するテキストファイルを
アップロードできます。バナーテキストはユーザ
がSANtricity System Managerでセッションを確立す
る前またはコマンドを実行する前に表示されるもの
で、注意と同意を求めるメッセージを含めることが
できます
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パラメータ 説明

「管理インターフェイス」 コントローラの管理インターフェイスを変更しま
す。ストレージアレイとその管理ソフトウェア間の
機密性を確保したり、外部ツールにアクセスしたり
するには、管理インターフェイスのタイプを変更し
ます。

mediaScanRate メディアスキャンを実行する日数。有効な値
は「disabled」です。これはメディア・スキャンをオ
フにします。「1日」は最も速いスキャン・レー
ト、「30日」は最も遅いスキャン・レートで
す。「disabled」または「1」から「30」以外の値を
指定すると、メディアスキャンは機能しません。

「odxEnabled」 ストレージアレイのオフロードデータ転送（ODX）
をオンまたはオフにします。

「 password 」と入力します ストレージアレイのパスワード。パスワードは二重
引用符（""）で囲みます。

このパラメータは8.40リリースで廃止
されました。代わりに’localUsername’
またはシンボルの’symbol`パラメータ
を’password’または’adminPassword’パ
ラメータとともに使用します

'passwordLength' すべての新規または更新されたパスワードの最小文
字数を設定できます。0~30の値を指定します。

pqValidateOnReconstruct` 再構築時のP/Q検証を変更します。

「冗長性モード」 コントローラが1台しかない場合は' simplexモードを
使用しますコントローラが2台ある場合は、「
duplex」モードを使用します。

「revocationCheckSettings」 失効チェックを有効または無効にすることができま
す。また、Online Certificate Status Protocol（OCSP
）サーバを設定できます。

「securityKey」 ドライブセキュリティ機能を実装するためにストレ
ージアレイ全体で使用される内部セキュリティキー
を設定します。

内部セキュリティキーに使用されま
す。外部キー管理サーバを使用する場
合は、「create storageArray
securityKey」コマンドを使用します。

561



パラメータ 説明

「symbol」 特定のロールのSYMbolパスワードを設定できます。

「syslog」 syslogサーバのアドレス、プロトコル、またはポート
番号を変更できます。

「time」 コントローラのクロックをこのコマンドを実行する
ホストのクロックと同期することで、ストレージア
レイの両方のコントローラのクロックを設定しま
す。

「トレイポジション」 すべてのトレイIDのリスト。リストでのトレイIDの
順序によって、ストレージアレイ内のコントローラ
トレイとドライブトレイの位置が定義されます。有
効な値は「0」～「99」です。トレイIDの値はスペー
スで区切って入力します。トレイID値のリストは丸
かっこで囲みます。コントローラトレイに有効なト
レイ位置の範囲外の識別子が定義されているストレ
ージアレイの場合は' controller値を使用します

'controller’オプションは’ファームウェ
ア・リリース6.14以降は有効ではあり
ません

「unnamedDiscoverySession」 ストレージアレイを名前のない検出セッションの対
象にします。

「userLabel」のように入力します ストレージアレイの名前。ストレージアレイ名は二
重引用符（""）で囲みます。

「userSession」 非アクティブな状態が一定の時間続いたユーザセッ
ションは切断されるよう、System Managerでタイム
アウトを設定できます。

「vaaiEnabled」 ストレージアレイのVMware vStorage API Array
Architecture（VAAI）をオンまたはオフにします

注：

「isnsRegistration」を除き、このコマンドを使用する場合は、オプションのパラメータを1つ以上指定できま
す。

AutoSupportデータ

このパラメータはASUPコマンドと一緒に使用することはできません。

set storageArray autoSupportConfigコマンドをイネーブルにすると、重大なメジャーイベントログ（MEL）イ
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ベントが検出されるたびに、ストレージアレイのすべての設定および状態情報が返されます。設定と状態の情
報はオブジェクトグラフの形式で返されます。オブジェクトグラフには、関連するすべての論理オブジェクト
と物理オブジェクト、およびストレージアレイでのそれらの関連する状態情報が表示されます。

set storageArray autoSupportConfigコマンドは’次のように構成情報と状態情報を収集します

• 設定と状態の情報は72時間ごとに自動的に収集されます。設定と状態の情報はストレージアレイのzipア
ーカイブファイルに保存されます。アーカイブファイルには、アーカイブファイルの管理に使用されるタ
イムスタンプが記録されます。

• ストレージアレイごとに2つのzipアーカイブファイルが保持されます。zipアーカイブファイルはドライブ
に保存されます。72時間後、最も古いアーカイブファイルが新しいサイクルで上書きされます。

• このコマンドを使用して設定と状態の情報の自動収集を有効にすると、最初の情報収集が開始されます。
問題 コマンドの実行後に情報が収集されることにより、アーカイブファイルが1つ作成され、タイムスタ
ンプサイクルが開始されます。

set storageArray autoSupportConfigコマンドは、複数のストレージアレイで実行できます。

キャッシュブロックサイズ

キャッシュブロックサイズを定義する場合は、一般に小さくてランダムなI/Oストリームを必要とするストレ
ージアレイに4KBのキャッシュブロックサイズを使用します。大半のI/Oストリームが4KBより大きく8KBより
小さい場合は、8KBのキャッシュブロックサイズを使用します。大規模なデータ転送、シーケンシャルI/O、
または高帯域幅のアプリケーションを必要とするストレージアレイには、16KBまたは32KBのキャッシュブロ
ックサイズを使用します。

「cacheBlockSize」パラメータは、ストレージアレイ内のすべてのボリュームでサポートされるキャッシュブ
ロックサイズを定義します。すべてのコントローラタイプがすべてのキャッシュブロックサイズをサポートす
るわけではありません。冗長構成の場合は、ストレージアレイ内の両方のコントローラが所有するすべてのボ
リュームがこのパラメータの対象となります。

キャッシュフラッシュが開始されます

キャッシュフラッシュを開始するための値を定義するときに低すぎると、ホスト読み取りに必要なデータがキ
ャッシュに存在しない可能性が高くなります。また、キャッシュレベルを維持するために必要なドライブ書き
込み回数が増えるため、システムオーバーヘッドが増大してパフォーマンスが低下します。

デフォルトのホストタイプ

ストレージパーティショニングが有効になっているホストタイプを定義する場合、デフォルトのホストタイプ
はデフォルトグループにマッピングされているボリュームのみに適用されます。ストレージパーティショニン
グが有効になっていない場合は、ストレージアレイに接続されているすべてのホストが同じオペレーティング
システムを実行していて、デフォルトのホストタイプと互換性がある必要があります。

メディアスキャンの速度

メディアスキャンは、ストレージアレイ内の最適なステータスで、変更処理が実行中ではな
く、「mediaScanRate」パラメータが有効になっているすべてのボリュームで実行されま
す。「mediaScanRate」パラメータをイネーブルまたはディセーブルにするには、「set volume」コマンドを
使用します。
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パスワード

パスワードは各ストレージアレイに保存されます。保護を最適化するには、パスワードが次の基準を満たして
いる必要があります。

• パスワードは8~30文字で指定する必要があります。

• 大文字を1つ以上含む。

• 小文字を1つ以上含む。

• 数字を1つ以上含む。

• パスワードには、英数字以外の文字（<>@+など）を少なくとも1文字含める必要があります。

ストレージアレイでFull Disk Encryptionドライブを使用している場合は、ストレージアレイの
パスワードに次の基準を使用する必要があります。

暗号化されたフルディスク暗号化ドライブのセキュリティキーを作成するには、ストレージア
レイのパスワードを設定する必要があります。

最小ファームウェアレベル

5.00で’defaultHostType’パラメータが追加されました

5.40では’failoverAlertDelay’パラメータが追加されています

6.10に、「redundancyMode」、「trayPositions」、「time」パラメータが追加されています。

6.14で’alarm’パラメータが追加されました

7.10で、「icmpPingResponse」、「unnamedDiscoverySession」、「isnsIPv6Address」、およ
び「isnsIPv4ConfigurationMethod」パラメータが追加されました。

7.15で、キャッシュブロックサイズと「learnCycleDate」パラメータが追加されました。

7.86では’alarmパラメータが使用されなくなったので削除され’coreDumpAllowOverWriteパラメータが追加さ
れました

8.10で、「cacheFlushStop」パラメータが廃止されました。

8.20で’odxEnabled’および’vaaiEnabled’パラメータが追加されました。

8.20で、「cacheBlockSize」パラメータが更新され、「cacheBlockSizeValue」が4（4KB）に追加されまし
た。

8.20で、coreDumpAllowOverWriteパラメータが「controllerHealthImageAllowOverWrite」パラメータに置き換
えられました。

8.30で’autoLoadBalancingEnable’パラメータが追加されました

8.40で’localUsername’パラメータが追加されました(ユーザ名変数と’password’または’adminPassword’パラメ
ータで使用されます)また’symbolパラメータ(ユーザ名変数と’password’または’adminPassword’パラメータと
ともに使用されます)も追加されます
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8.40で、「password」および「UserRole」スタンドアロンパラメータが廃止されました。

8.40で、「ManagementInterface」パラメータが追加されました。

8.40で、「externalKeyManagement」パラメータが追加されました。

8.41で、「cacheMirrorDataAssuranceCheckEnable」、「DirectoryServer」、「userSession
」、「passwordLength」、および「loginBanner」パラメータが追加されました。

8.42で’pqValidateOnReconstruct’syslog’hosttivConnectityReporting’revocationCheckSettings’パラメータが追
加されました

同期ミラーリングを設定します

set SyncMirror コマンドは’リモート・ミラー・ペアのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

set syncMirror (localVolume [volumeName] |

localVolumes [volumeName1 ... volumeNameN])

[role=(primary | secondary)]

[syncPriority=(highest | high | medium | low | lowest)]

[autoResync=(enabled | disabled)]

[writeOrder=(preserved | notPreserved)]

[writeMode=(synchronous | asynchronous)]

[force=(TRUE | FALSE)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「localVolume」です プロパティを定義するローカルボリュームの名前。
プライマリボリューム名は角かっこ（[]）で囲みま
す。プライマリボリューム名に特殊文字または数字
が含まれている場合は、プライマリボリューム名を
二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要が
あります。

「localVolumes」を参照してください プロパティを定義する複数のローカルボリュームの
名前。以下のルールを使用して、ボリュームの名前
を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成されている場合は、次のルールに従っ
て名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「役割」 ローカルボリュームをプライマリボリュームまたは
セカンダリボリュームとして機能させるための設
定。ボリュームをプライマリ・ボリュームとして定
義するには’このパラメータをprimaryに設定しますボ
リュームをセカンダリ・ボリュームとして定義する
には’このパラメータをsecondaryに設定しますこのパ
ラメータは、ボリュームがミラー関係にある場合に
のみ適用されます。

「syncPriority」 ホストI/Oアクティビティに対する完全同期の優先
度。有効な値
は’highest’high’high’medium’low''low’lowest`です

「autoResync」 リモートミラーペアのプライマリボリュームとセカ
ンダリボリュームの間の自動再同期の設定。このパ
ラメータには次の値があります。

• [enabled]--自動再同期がオンになっています何も
しなくても、プライマリボリュームとセカンダリ
ボリュームは再同期されます。

• disabled --自動再同期がオフになっていますプラ
イマリ・ボリュームとセカンダリ・ボリュームを
再同期化するには’resume SyncMirror コマンドを
実行する必要があります
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パラメータ 説明

「writeOrder」です このパラメータは、プライマリボリュームとセカン
ダリボリュームの間のデータ転送の書き込み順序を
定義します。有効な値は「preserved」また
は「notPreserved」です。

「writeMode」です このパラメータは、プライマリボリュームからセカ
ンダリボリュームへの書き込み方法を定義します。
有効な値は「synchronous」または「asynchronous」
です。

「フォース」 ストレージアレイ間の通信リンクがダウンすると、
強制的にロールが反転されるため、ローカル側で昇
格または降格を行うと、プライマリまたはセカンダ
リが二重で存在する状態になります。ロール反転を
強制的に実行するには’このパラメータをTRUEに設定
しますデフォルト値は’FALSE’です

「force」パラメータは、「role」パラ
メータを使用する場合にのみ使用して
ください。

注：

このコマンドでは、オプションのパラメータを1つ以上指定できます。

同期優先度によって、ミラー関係のプライマリボリュームとセカンダリボリュームの間のデータの同期に使用
されるシステムリソースの量が定義されます。最高の優先度レベルを選択すると、ほとんどのシステムリソー
スを使用してデータの完全同期が実行されるため、ホストのデータ転送パフォーマンスが低下します。

「writeOrder」パラメータは非同期書き込みモードにのみ適用され、整合グループの一部になりま
す。「writeOrder」パラメータを「preserved」に設定すると、リモート・ミラー・ペアは、ホストからプラ
イマリ・ボリュームへの書き込みと同じ順序で、プライマリ・ボリュームからセカンダリ・ボリュームへデー
タを送信します。送信リンクに障害が発生した場合、完全な同期が行われるまで、データはバッファされま
す。この処理では、バッファされたデータを維持するために追加のシステムオーバーヘッドが必要になる可能
性があるため、処理が遅くなります「writeOrder」パラメータを「notPreserved」に設定すると、システムは
バッファ内のデータを維持する必要がなくなりますが、セカンダリボリュームのデータがプライマリボリュー
ムと同じになるように、完全な同期を強制的に実行する必要があります。

最小ファームウェアレベル

6.10

syslogを設定します

set syslog’コマンドは’syslogアラート情報を設定しますアラート対象のイベントが発生
するたびにsyslogサーバにアラートを送信するように、イベントモニタを設定できま
す。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

• syslogサーバのアドレスを確認しておく必要があります。このアドレスは、完全修飾ドメイン名、IPv4ア
ドレス、またはIPv6アドレスのいずれかで指定できます。

• syslogサーバのUDPポート番号を確認しておく必要があります。通常は514です。

構文

set syslog [defaultFacility=facilityNumber]

| [defaultTag=defaultTag]

| [syslogFormat=rfc3164|rfc5424]

| (serverAddresses=(serverAddress:portNumber ... serverAddress:portNumber)

| addServerAddresses=(serverAddress:portNumber ...

serverAddress:portNumber))

パラメータ

パラメータ 説明

「defaultFacility」 任意。デフォルトのファシリティ番号を指定できま
す。デフォルトのファシリティは、0~23の数値で指
定します。

defaultTag 任意。デフォルトのタグを指定できます。文字列は
引用符で囲みます。

'syslogFormat' syslogメッセージに使用されるメッセージング形式。
次のいずれかの値を指定できます。

• rfc3164`- RFC 3164準拠フォーマット

• rfc5424`- RFC 5424準拠のフォーマット
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パラメータ 説明

「serverAddresses」と入力します 1つ以上のsyslogサーバアドレスを、関連付けられて
いるポート番号とともに設定できます。この設定オ
プションを使用すると、既存のサーバアドレスが消
去されます。syslogサーバのアドレスには、完全修飾
ドメイン名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレスを
使用できます。UDPポートは、0~65535の数値で指
定します。通常は、syslogのUDPポートは514です。
すべてのアドレスをかっこで囲みます。複数のアド
レスを入力する場合は、それぞれスペースで区切り
ます。

「addServerAddresses」と入力します 1つ以上のsyslogサーバアドレスを、関連付けられて
いるポート番号とともに追加できます。この設定オ
プションを使用しても、既存のサーバアドレスは消
去されません。syslogサーバのアドレスには、完全修
飾ドメイン名、IPv4アドレス、またはIPv6アドレス
を使用できます。UDPポートは、0~65535の数値で
指定します。通常は、syslogのUDPポートは514で
す。すべてのアドレスをかっこで囲みます。複数の
アドレスを入力する場合は、それぞれスペースで区
切ります。

例

SMcli -n Array1 -c "set syslog

serverAddresses=("ICTM1402S02H2.company.com:22");"

SMcli -n Array1 -c "set syslog

addServerAddresses=("serverName1.company.com:514"

"serverName2.company.com:514");"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

11.70.1では、syslogメッセージ形式を指定するための「syslogFormat」パラメータが追加されました。

ターゲットのプロパティを設定します

set target’コマンドは’認証方式やエイリアス名など’iSCSI/iSERターゲットのプロパティ
を変更します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
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たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、廃止されたを置き換えます iSERターゲットを設定します および iSCSIター
ゲットのプロパティを設定します コマンド

構文

set target (["targetAliasName"] | <"targetQualifiedName">)

(authenticationMethod=(none | chap chapSecret="newSecurityKey") |

targetAlias="newAliasName")

パラメータ

パラメータ 説明

「target」と入力します 設定するターゲットを指定できます。ターゲットの
エイリアス名または修飾名（iqnなど）を指定できま
す。ターゲット識別子は二重引用符（""）で囲みま
す。また、識別子がエイリアスである場合は角かっ
こ（[]）、修飾名である場合は山かっこ（<>）で囲む
必要があります。

「authenticationMethod」を指定します セッションの認証方法を設定できます。有効な選択
肢は「none」または「chap」です。

「チャプターシークレット」 ピア接続を認証するためのセキュリティキーを入力
できます。これは、「authenticationMethod」
が「CHAP」に設定されている場合にのみ該当しま
す。

targetAlias ターゲットの新しいエイリアス名を指定できます。
名前は二重引用符（""）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

8.41

シンボリュームの属性を設定する

set volumeコマンドは’シン・ボリュームのプロパティを定義します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

パラメータを使用して、1つ以上のシンボリュームのプロパティを定義できます。

構文

set (volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN] | volume <"wwID">)

[newCapacity=capacityValue]

[repositoryMaxCapacity=capacityValue]

[repositoryExpansionPolicy=(automatic|manual)]

[warningThresholdPercent=warningThresholdPercentValue]

[addRepositoryCapacity=capacity-spec][hostReportingPolicy=(standard |

thin)]

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 プロパティを定義するボリュームの名前。ボリュー
ム名は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特
殊文字または数字が含まれている場合は、ボリュー
ム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。

「 volume 」 プロパティを定義するボリュームのWorld Wide
Identifier（WWID）。WWIDは二重引用符（""）で囲
んだ上で山かっこ（<>）で囲みます。
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パラメータ 説明

「ボリューム」 プロパティを定義する複数のボリュームの名前。す
べてのボリュームに同じプロパティが適用されま
す。以下のルールを使用して、ボリュームの名前を
入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成されている場合は、次のルールに従っ
て名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「newCapacity」です このパラメータは、シンボリュームの仮想容量を拡
張します。仮想容量は、ボリュームにマッピングさ
れているホストにボリュームが報告する値です。既
存の容量以下の値を指定すると、エラーが原因 され
ます。サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義さ
れます

最小仮想容量は32MBです。

最大仮想容量は256TBです。

repositoryMaxCapacity *' このパラメータは、リポジトリボリュームの最大容
量を設定します。リポジトリボリュームの物理容量
よりも小さい値は指定できません。新しい値を指定
した結果、容量が警告しきい値よりも少なくなる場
合、コマンドからエラーが返されます。

repositoryMaxCapacityコマンド
は’repositoryExpansionPolicy=automati
c’と連携します

repositoryExpansionPolic * このパラメータは’拡張ポリシーをautomaticまた
はmanualに設定しますポリシーをautomaticか
らmanualに変更すると’最大容量値（クォータ）はリ
ポジトリボリュームの物理容量に変わります
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パラメータ 説明

「warningThresholdPercent」 シンボリュームの容量がこの割合に達すると、シン
ボリュームの上限に近づいているという警告アラー
トが表示されます。整数値を使用します。たとえ
ば、70という値は70%を意味します。

有効な値は1~100です。

このパラメータを100に設定すると、警告アラートは
無効になります。

「addRepositoryCapacity」を参照してください このパラメータは、ディスクプールの空きエクステ
ントから容量を割り当てます。十分なスペースがな
い場合、コマンドは失敗します。

コマンド「addRepositoryCapacity」
は、「repositoryExpansionPolicy=man
ual」と連動します。

「hostReportingPolicy`」 このパラメータは、シンボリュームのホストへの報
告方法を変更します。有効な値は「standard」また
は「thin」です。

注：

このコマンドでは、オプションのパラメータを1つ以上指定できます。

次の表に、シンボリュームの容量制限を示します。

容量のタイプ サイズ

最小仮想容量 32 MB

最大仮想容量 256 TB

最小物理容量 4 GB

最大物理容量 257TB

シンボリュームでは、標準ボリュームで行われるすべての処理がサポートされます。ただし、次の例外があり
ます。

• シンボリュームのセグメントサイズは変更できません。

• シンボリュームでは読み取り前冗長性チェックを有効にできません。

• ボリュームコピーでは、シンボリュームをターゲットボリュームとして使用できません。

• 同期ミラーリング処理ではシンボリュームを使用できません。
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シンボリュームを標準ボリュームに変更する場合は、ボリュームコピー処理を使用してシンボリュームのコピ
ーを作成します。ボリュームコピーのターゲットは常に標準ボリュームです。

最小ファームウェアレベル

7.83

トレイ属性を設定します

set trayコマンドは’トレイのユーザー定義属性を設定します

構文

set tray [trayID] (chassisName | assetTag)="userID"

パラメータ

パラメータ 説明

「tray」 属性を設定する特定のトレイを指定します。トレ
イIDの値は、0 ~ 99です。エンクロージャIDの値の前
後にブラケット（[]）を挿入する必要があります。

「chassisName」 新しいエンクロージャに指定するシャーシの名前ま
たは番号。シャーシ名には、最大32文字の英数字を
任意に組み合わせて使用できます。大文字と小文字
のどちらも使用できます。アンダースコア文字（_）
とハイフン（-）も使用できます。シャーシ名にはス
ペースを使用できません。シャーシ名は引用符（""）
で囲む必要があります。

「assetTag」 新しいエンクロージャに指定する資産タグの名前ま
たは番号。資産タグは、最大10文字の英数字を任意
に組み合わせて指定できます。大文字と小文字のど
ちらも使用できます。アンダースコア文字（_）とハ
イフン（-）も使用できます。アセットタグ名にスペ
ースは使用できません。資産タグ名の前後に引用符
（""）を挿入する必要があります。

最小ファームウェアレベル

6.16

ドロワーの保守操作可能インジケータの設定

set tray drawerコマンドは’ドライブを格納するドロワーの保守操作可能インジケータラ
イトをオンまたはオフにします
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ドロワーは大容量ドライブトレイで使用されます。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへの
アクセスを提供します。このコマンドは、ドロワーを使用するドライブトレイのみに使用します。ストレージ
アレイが保守操作可能インジケータライト機能をサポートしていない場合、このコマンドはエラーを返しま
す。ストレージアレイがこのコマンドをサポートしていてもインジケータライトをオンまたはオフにできない
場合、このコマンドはエラーを返します。

構文

set tray [trayID] drawer [drawerID]

serviceAllowedIndicator=(on | off | forceOnWarning)

パラメータ

パラメータ 説明

「tray」 ドロワーが配置されているトレイ。トレイIDの値は'0
～99ですトレイIDの値は角かっこ（[]）で囲みます。
トレイIDの値を入力しない場合は、コントローラト
レイのトレイIDがデフォルト値となります。

「ドロワー」 保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするドロワーの場所。ドロワーIDの値は「1」
～「5」です。ドロワーID値は角かっこ（[]）で囲み
ます。

「serviceAllowedIndicator」というメッセージが表示
されます

保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするための設定。保守操作可能インジケータライ
トをオンにするには、このパラメータを「オン」に
設定します。保守操作可能インジケータライトをオ
フにするには、このパラメータを「オフ」に設定し
ます。

「forceOnWarning」の使用方法については、「
Notes」を参照してください。

注：

このコマンドを入力するには、ドライブトレイが次の条件を満たしている必要があります。
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• ドライブトレイが高温状態でないこと。

• ファンのステータスが最適lである必要があります。

• ドライブトレイのコンポーネントがすべて設置されている。

• ドライブドロワー内のボリュームがデグレード状態でないこと。ボリュームがデグレード状態のときにド
ライブドロワーからドライブを取り外すと、ボリュームで障害が発生する可能性があります。

上記の条件を1つでも満たしていない場合は、このコマンドを実行しないでください。問題

コマンドが送信される前に、対象のドライブドロワー内のドライブを使用するすべてのボリュームがチェック
されて、ボリュームがドロワー損失から保護されているかどうかが確認されます。ボリュームがドロワー損失
から保護されている場合は、ボリュームへのI/Oアクティビティを停止することなく保守操作可能設定コマン
ドが続行されます。

該当するドロワーにドロワー損失から保護されないボリュームがある場合は、それらのボリュームへのI/Oア
クティビティを停止する必要があります。警告が表示され、このコマンドを完了するべきではないことが示さ
れます。

大容量ドライブトレイ全体の保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフにするには' set tray
serviceAllowedIndicatorコマンドを使用します

forceOnWarningパラメータの使用

コンポーネントを取り外す準備をしていて、ボリュームがドロワー損失から保護されないことを通知する警告
を無視するには、次のパラメータを入力します。

serviceAllowedIndicator=forceOnWarning

forceOnWarningパラメータは’コンポーネントをコントローラファームウェアに削除する準備をする要求を送
信し' set drawer serviceAllowedIndicatorコマンドを強制的に続行します

このパラメータを指定するとドロワー内のすべてのドライブにアクセスできなくなるため、ボ
リュームが使用停止になる場合があり、ホストのリブートが必要になるなど、リカバリが複雑
になる可能性があります。このパラメータを使用するときは注意してください。

最小ファームウェアレベル

7.60

トレイIDを設定します

set trayコマンドは’ストレージ・アレイ内のコントローラ・トレイ’コントローラ・ドラ
イブ・トレイ’またはドライブ・トレイのトレイIDを設定します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、トレイIDをコントローラファームウェアから設定可能なコントローラトレイ、コントローラ
ドライブトレイ、またはドライブトレイにのみ有効です。トレイIDをスイッチで設定するコントローラトレ
イ、コントローラドライブトレイ、またはドライブトレイには使用できません。

構文

set tray ["serialNumber"] id=trayID

パラメータ

パラメータ 説明

「tray」 トレイIDを設定するコントローラトレイ、コントロ
ーラドライブトレイ、またはドライブトレイのシリ
アル番号。シリアル番号には、英数字を任意に組み
合わせて指定できます。文字数に制限はありませ
ん。シリアル番号は二重引用符（""）で囲みます。

「 id` 」 コントローラトレイ、コントローラドライブトレ
イ、またはドライブトレイのトレイIDの値。トレ
イIDの値は'0''9’または'10''99’です

DE5600、DE1600、DE6600の各エン
クロージャの場合は、シリアル番号の
前にテキスト「SN」とスペースを付加
します。たとえば、「SN
SV23802522」と入力します。

トレイIDの値はかっこで囲む必要はあ
りません。

「00」から「09」までのトレイ値は、
コントローラによって拒否されます。
これらの値を指定するには'0～9を使用
します

注：

このコマンドは、当初CE6998コントローラトレイをサポートしていましたCE6998シリーズのコントローラ
トレイはさまざまなドライブトレイに接続でき、これにはトレイIDがスイッチで設定されるドライブトレイも
含まれます。CE6998シリーズのコントローラトレイをスイッチで設定されたトレイに接続する場合、コント
ローラトレイの有効なトレイID値は「80~99」です。これにより、接続されたドライブトレイのトレイIDとの
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競合を回避できます。

トレイの保守操作可能インジケータの設定

set tray serviceAllowedIndicatorコマンドは’電源ファンキャニスター’相互接続バッテリキ
ャニスター’または環境サービスモジュール(ESM)キャニスターの保守操作可能インジケ
ータライトをオンまたはオフにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイが保守操作可能インジケータライト機能をサポートしていない場合、このコマンドはエラー
を返します。ストレージアレイがこのコマンドをサポートしていてもインジケータライトをオンまたはオフに
できない場合、このコマンドはエラーを返します。

コントローラキャニスターの保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフにするには’set controller
serviceAllowedIndicatorコマンドを使用します

構文

set tray [trayID]

(powerFan [(left | right | top | bottom)] |

interconnect |

esm [(left | right | top | bottom)]) |

battery [(left | right)] |

fanCanister [(left | right)]  |

powerCanister [(top | bottom)] |

serviceAllowedIndicator=(on | off)

パラメータ

パラメータ 説明

「tray」 電源ファンキャニスター、インターコネクトキャニ
スター、ESMキャニスター、またはバッテリキャニ
スターが取り付けられているトレイ。トレイIDの値
は'0～99ですトレイIDの値は角かっこ（[]）で囲みま
す。トレイIDの値を入力しない場合は、コントロー
ラトレイのトレイIDがデフォルト値となります。
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パラメータ 説明

「パワーファン」 保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にする電源ファンキャニスター。有効な電源ファン
・キャニスター識別子は’left’right’top''bottom’です電
源ファンキャニスター識別子は角かっこ（[]）で囲み
ます。

相互接続 保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするインターコネクトバッテリキャニスター。

「ESM」 保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするESMキャニスター。有効なESMキャニスター
識別子は’left’right’top''bottom’です

「バッテリ」 保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするバッテリ。有効なバッテリ識別子は’left’また
はrightです

「fanCanister」の略 保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするファンキャニスター。有効なファン・キャニ
スター識別子は’left’またはrightです

「パワーキャニスタ」 保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にする電源キャニスター。有効な電源キャニスター
識別子は’top’またはbottom’です

「serviceAllowedIndicator」というメッセージが表示
されます

保守操作可能インジケータライトをオンまたはオフ
にするための設定。保守操作可能インジケータライ
トをオンにするには、このパラメータを「オン」に
設定します。保守操作可能インジケータライトをオ
フにするには、このパラメータを「オフ」に設定し
ます。

注：

このコマンドは、CE6998コントローラトレイで使用するために定義されたコマンドですCE6998コントロー
ラトレイの発売前に出荷されたコントローラトレイではサポートされません

例

次のコマンドは、IPアドレス155.155.155.155のトレイ5に取り付けられている左側のESMの保守操作可能イ
ンジケータライトをオンにします。

SMcli 123.145.167.214 123.145.167.215 -c "set tray [5]

ESM [left] serviceAllowedIndicator=on;"
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最小ファームウェアレベル

6.14で、次のパラメータが追加されました

• 「パワーファン」

• 相互接続

6.16で、次のパラメータが追加されました

• 「tray」

• 「ESM」

7.60で’top’とbottom’の識別子が追加されます

7.60で’powerCanisterおよびfanCanisterパラメータが追加されました

ボリュームグループ内のボリュームのボリューム属性を設定します

set volumeコマンドは’ボリューム・グループ内のボリュームのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ほとんどのパラメータでは、1つ以上のボリュームのプロパティを定義できます。一部のパラメータでは、1
つのボリュームのプロパティのみを定義することもできます。構文の定義は、複数のボリュームに適用できる
パラメータと、1つのボリュームにしか適用できないパラメータを、別々に示しています。

ボリュームグループ内のボリューム数が32を超える構成では、このコマンドの実行中にタイム
アウトとなり、ホストI/Oエラーまたは内部コントローラのリブートが発生する可能性がありま
す。ホストI/Oエラーまたは内部コントローラのリブートが発生した場合は、ホストI/Oを休止
し、処理をやり直してください。

1つ以上のボリュームに適用される構文
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set (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN] | volume <"wwID">)

cacheFlushModifier=cacheFlushModifierValue

cacheWithoutBatteryEnabled=(TRUE | FALSE)

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE)

mirrorCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

modificationPriority=(highest | high | medium | low | lowest)

owner=(a|b)

preReadRedundancyCheck=(TRUE | FALSE)

readCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

writeCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)

dataAssuranceDisabled=(TRUE | FALSE)

set (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN] | volume <"wwID">)

cacheFlushModifier=cacheFlushModifierValue

cacheWithoutBatteryEnabled=(TRUE | FALSE)

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE)

mirrorCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

modificationPriority=(highest | high | medium | low | lowest)

owner=(a|b)

preReadRedundancyCheck=(TRUE | FALSE)

readCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

writeCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)

dataAssuranceDisabled=(TRUE | FALSE)

set (allVolumes | volume ["volumeName"] |

volumes ["volumeName1" ... "volumeNameN"] | volume <"wwID">)

cacheFlushModifier=cacheFlushModifierValue

cacheWithoutBatteryEnabled=(TRUE | FALSE)

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE)

mirrorCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

modificationPriority=(highest | high | medium | low | lowest)

owner=(a|b)

preReadRedundancyCheck=(TRUE | FALSE)

readCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

writeCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)

dataAssuranceDisabled=(TRUE | FALSE)
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set (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN] | volume <"wwID">)

cacheFlushModifier=cacheFlushModifierValue

cacheWithoutBatteryEnabled=(TRUE | FALSE)

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE)

mirrorCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

modificationPriority=(highest | high | medium | low | lowest)

owner=(a|b)

readCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

writeCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)

dataAssuranceDisabled=(TRUE | FALSE)

set (allVolumes | volume ["volumeName"] |

volumes ["volumeName1" ... "volumeNameN"] | volume <"wwID">)

cacheFlushModifier=cacheFlushModifierValue

cacheWithoutBatteryEnabled=(TRUE | FALSE)

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE)

mirrorCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

modificationPriority=(highest | high | medium | low | lowest)

owner=(a|b)

readCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

writeCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)

dataAssuranceDisabled=(TRUE | FALSE)

set (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN] | volume <"wwID">)

cacheFlushModifier=cacheFlushModifierValue

cacheWithoutBatteryEnabled=(TRUE | FALSE)

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE)

mirrorCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

modificationPriority=(highest | high | medium | low | lowest)

owner=(a|b)

readCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

writeCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)

reservedFutureOption1=(TRUE | FALSE)

1つのボリュームのみに適用される構文
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set (volume [volumeName] | volume <wwID>)

addCapacity=volumeCapacity

[addDrives=(trayID1,drawerID1,slotID1 ... trayIDn,drawerIDn,slotIDn)]

redundancyCheckEnabled=(TRUE | FALSE)

segmentSize=segmentSizeValue

userLabel=volumeName

preReadRedundancyCheck=(TRUE | FALSE)

set (volume ["volumeName"] | volume <wwID>)

addCapacity=volumeCapacity

[addDrives=(trayID1,drawerID1,slotID1

... trayIDn,drawerIDn,slotIDn)]

redundancyCheckEnabled=(TRUE | FALSE)

segmentSize=segmentSizeValue

userLabel=volumeName

preReadRedundancyCheck=(TRUE | FALSE)

set (volume [volumeName] | volume <wwID>)

addCapacity=volumeCapacity

[addDrives=(trayID1,slotID1 ... trayIDn,slotIDn)]

redundancyCheckEnabled=(TRUE | FALSE)

segmentSize=segmentSizeValue

userLabel=volumeName

preReadRedundancyCheck=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

「allVolumes」 このパラメータは、ストレージアレイ内のすべての
ボリュームのプロパティを設定します。

「 volume 」 プロパティを定義するボリュームの名前。ボリュー
ム名は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特
殊文字または数字が含まれている場合は、ボリュー
ム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。
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パラメータ 説明

「 volume 」 プロパティを定義するボリュームのWorld Wide
Identifier（WWID）。WWIDは二重引用符（""）で囲
んだ上で山かっこ（<>）で囲みます。

このコマンドを実行するとき
は、WWIDにコロンは使用しないでく
ださい。

「ボリューム」 プロパティを定義する複数のボリュームの名前。す
べてのボリュームに同じプロパティが適用されま
す。以下のルールを使用して、ボリュームの名前を
入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名に特殊文字または数字が含まれる場合
は、次のルールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「cacheFlushModifier」 ボリュームのデータが物理ストレージにフラッシュ
される前にキャッシュに保持される最大時間。有効
な値については、「メモ」セクションを参照してく
ださい。

「cacheWithoutBatteryEnabled」 バッテリなしのキャッシュをオンまたはオフにする
ための設定。バッテリなしのキャッシュをオンにす
るには、このパラメータを「true」に設定します。バ
ッテリなしのキャッシュをオフにするには、このパ
ラメータを「FALSE」に設定します。

mediaScanEnabled ボリュームのメディアスキャンをオンまたはオフに
するための設定。メディア・スキャンをオンにする
には’このパラメータをTRUEに設定しますメディアス
キャンをオフにするには、このパラメータ
を「FALSE」に設定します。（メディアスキャンが
ストレージアレイレベルで無効になっている場合、
このパラメータは機能しません）。

「mirrorCacheEnabled」 ミラーキャッシュをオンまたはオフにするための設
定。ミラー・キャッシュをオンにするには’このパラ
メータをTRUEに設定しますミラー・キャッシュをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
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パラメータ 説明

「modificationPriority」 ストレージアレイが稼働している間のボリューム変
更の優先度。有効な値
は’highest’high’high’medium’low''low’lowest`です

「owner」をクリックします ボリュームを所有するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラですこのパラメータは、ボリュームの所有者を
変更する場合にのみ使用します。

「preReadRedundancyCheck」 読み取り前冗長性チェックをオンまたはオフにする
ための設定。読み取り前冗長性チェックをオンにす
ると、読み取りデータを含むストライプに対し
てRAID冗長性データの整合性が検証されます。読み
取り前冗長性チェックは読み取り処理でのみ実行さ
れます。読み取り前冗長性チェックをオンにするに
は’このパラメータをTRUEに設定します読み取り前冗
長性チェックをオフにするには’このパラメータ
をFALSEに設定します

RAID 0ボリュームなどの非冗長ボリュ
ームでは、このパラメータを使用しな
いでください。

readCacheEnabled 読み取りキャッシュをオンまたはオフにするための
設定。リード・キャッシュをオンにするには’このパ
ラメータをTRUEに設定しますリード・キャッシュを
オフにするには’このパラメータをFALSEに設定しま
す

「writeCacheEnabled」を使用します 書き込みキャッシュをオンまたはオフにするための
設定。ライト・キャッシュをオンにするには’このパ
ラメータをTRUEに設定しますライト・キャッシュを
オフにするには’このパラメータをFALSEに設定しま
す

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’
このパラメータをTRUEに設定します
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パラメータ 説明

「dataAssuranceDisabled」 特定のボリュームのData Assuranceをオフにするた
めの設定。

このパラメータは、ボリュームがData Assuranceに
対応している場合にのみ有効です。このパラメータ
は、Data Assuranceをサポートするボリューム
が、Data Assuranceをサポートできないボリューム
に変更します。

このオプションを有効にできるのは、
ドライブがDAをサポートする場合のみ
です。

Data AssuranceをサポートするボリュームからData
Assuranceを削除するには、このパラメータを「
true」に設定します。

いったんData Assuranceを削除したボ
リュームでは、Data Assuranceをリセ
ットすることはできません。

Data Assuranceを削除したボリューム上のデータに
対してData Assuranceをリセットするには、次の手
順を実行します。

1. ボリュームからデータを削除します。

2. ボリュームを削除します。

3. 削除したボリュームのプロパティを使用して新し
いボリュームを再作成します。

4. 新しいボリュームに対してData Assuranceを設定
します。

5. データを新しいボリュームに移動します。

「addCapacity」 プロパティを定義するボリュームのストレージサイ
ズ（容量）を増やすための設定。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されますデフォ
ルト値は「bytes」です。
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パラメータ 説明

「addDrives」を参照してください 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

新しいサイズに対応する追加のドライブを指定する
必要がある場合は、このパラメータを「
addCapacity」パラメータとともに使用します。

「redundancyCheckEnabled」 メディアスキャン中に冗長性チェックをオンまたは
オフにするための設定。冗長性チェックをオンにす
るには’このパラメータをTRUEに設定します冗長性チ
ェックをオフにするには’このパラメータをFALSEに
設定します

「segmentSize」のように表示されます コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き
込めるデータ量（KB）を指定します。有効な値
は'8’16’32’64’128’です 「256」または「512」。

「userLabel」のように入力します 既存のボリュームに付ける新しい名前。新しいボリ
ューム名は二重引用符（""）で囲みます。

「preReadRedundancyCheck」 読み取り処理中にストライプのRAID冗長性データの
整合性をチェックするための設定。RAIDレベル0など
の非冗長ボリュームには、この処理を使用しないで
ください。冗長性の整合性をチェックするには’この
パラメータをTRUEに設定しますストライプ・チェッ
クを行わない場合は’このパラメータをFALSEに設定
します

注：

ボリューム数が32を超えるボリュームグループでは、ホストI/Oエラーが発生する可能性があります。また、
この処理の完了前にタイムアウトとなり、内部コントローラのリブートが発生する可能性もあります。この問
題 が表示された場合は、ホストI/Oを休止し、処理をやり直してください。
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このコマンドでは、オプションのパラメータを1つ以上指定できます。

これらのパラメータは、一度に1つのボリュームのみに適用できます。

• 「addCapacity」

• 「segmentSize」のように表示されます

• 「userLabel」のように入力します

• 「logicalUnitNumber」と入力します

容量の追加、ドライブの追加、およびセグメントサイズの確認

「addCapacity」パラメータ、「addDrives」パラメータ、または「segmentSize」パラメータを設定すると、
長時間実行される処理が開始され、途中で停止することはできません。長時間の処理はバックグラウンドで実
行され、他のコマンドの実行が妨げられることはありません。長時間実行中の処理の進捗状況を表示するに
は、「show volume actionProgress」コマンドを使用します。

キャッシュフラッシュ修飾子

次の表に、キャッシュフラッシュ修飾子の有効な値を示します。

価値 説明

「即時」 データはキャッシュに配置され次第フラッシュされ
ます。

「. 25」 データは250ミリ秒後にフラッシュされます。

5. データは500ミリ秒後にフラッシュされます。

「.75」 データは750ミリ秒後にフラッシュされます。

「 1 」 データは1秒後にフラッシュされます

1. データは1500ミリ秒後にフラッシュされます。

2. データは2秒後にフラッシュされます

「5」 データは5秒後にフラッシュされます

「10」 データは10秒後にフラッシュされます

２０歳 データは20秒後にフラッシュされます

「60」 データは60秒（1分）後にフラッシュされます。

120 データは120秒（2分）後にフラッシュされます。
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価値 説明

300` データは300秒（5分）後にフラッシュされます。

「1200」 データは1200秒（20分）後にフラッシュされます。

「3600」 データは3600秒（1時間）後にフラッシュされます。

「無限」 キャッシュ内のデータには、年齢や時間の制約はあ
りません。データは、コントローラによって管理さ
れるその他の条件に基づいてフラッシュされます。

「cacheFlushModifier」パラメータの値を10秒以上に設定しないでください。テストを目的と
した場合は例外です。「cacheFlushModifier」パラメータの値を10秒以上に設定したテストを
実行した後、「cacheFlushModifier」パラメータの値を10秒以下に戻します。

バッテリなしのキャッシュを有効にしました

バッテリなしの書き込みキャッシュを有効にすると、コントローラのバッテリが完全に放電されている場合、
フル充電されていない場合、または取り付けられていない場合でも書き込みキャッシュが続行されます。無停
電電源装置（UPS）やその他のバックアップ電源がない場合にこのパラメータを「true」に設定すると、スト
レージアレイへの給電が停止した場合にデータが失われる可能性があります。書き込みキャッシュが無効にな
っている場合、このパラメータは効果がありません。

修正の優先順位

変更優先度は、ボリュームのプロパティを変更する際に使用されるシステムリソースの量を定義します。最高
の優先度レベルを選択すると、ほとんどのシステムリソースを使用してボリュームの変更が実行されるため、
ホストのデータ転送パフォーマンスが低下します。

キャッシュ読み取りプリフェッチ

「cacheReadPrefetch」パラメータを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロッ
クをドライブから読み取ってキャッシュにコピーする間、追加のデータブロックをキャッシュにコピーできま
す。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み取り
プリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要です。
使用するストレージアレイの設定によって、コントローラがキャッシュに読み込む追加のデータブロックの数
が決まります。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。

セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。
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ボリュームが属している環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合は
、1つのデータ転送要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（デー
タストライプはセグメントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライブ
数が掛けられます）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのアク
セスは1回だけとなります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

最小ファームウェアレベル

5.00で「addCapacity」パラメータが追加されました。

7.10で、「preReadRedundancyCheck」パラメータが追加されました。

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

7.75で、「dataAssuranceDisabled」パラメータが追加されました。

8.10で、キャッシュフラッシュテーブルの「cacheFlushModifier」パラメータの値が修正されました。

ボリュームマッピングを設定

set volume logicalUnitNumber’コマンドは’ボリュームとホストまたはホストグループ間
の論理ユニット番号(LUN)またはネームスペースID (NSID )マッピングを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ボリュームグループまたはディスクプール内のボリュームに対して使用できます。

オンラインボリュームコピーで使用されているSnapshotボリュームには、このコマンドは使用
できません。

構文

set (volume [volumeName] | volume <"wwID"> | accessVolume)

logicalUnitNumber=lun

(host="hostName" |

hostGroup=("hostGroupName" | defaultGroup)
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パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 LUNを定義するボリュームの名前。ボリューム名は
角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、ボリューム名を
二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要が
あります。

「 volume 」 LUNを定義するボリュームのWorld Wide Identifier
（WWID）。WWIDは二重引用符（""）で囲んだ上で
山かっこ（<>）で囲みます。

「accessVolume」のようになります アクセスボリュームの論理ユニット番号。LUNは、
アクセスボリュームに設定できる唯一のプロパティ
です。

「logicalUnitNumber」と入力します 特定のホストにマッピングするLUNまたはネームス
ペースID。このパラメータは、ホストをホストグル
ープにも割り当てます。

LUNまたはネームスペースIDには、ホ
ストオペレーティングシステムでサポ
ートされる範囲内の未使用の値を指定
する必要があります。ホストでサポー
トされないLUNまたはネームスペー
スIDにボリュームをマッピングした場
合、エラーは発生しませんが、ホスト
はボリュームにアクセスできなくなり
ます。

ホスト ボリュームのマッピング先であるホストの名前。ホ
スト名は二重引用符（""）で囲みます。

「hostGroup」と入力します ボリュームのマッピング先であるホストグループの
名前。ホストグループ名は二重引用符（""）で囲みま
す。defaultGroupは’ボリュームがマッピングされて
いるホストを含むホスト・グループです

注：

ホストグループはオプションのトポロジ要素であり、同じボリュームへのアクセスを共有する一連のホストを
指定するかどうかを定義できます。ホストグループは論理エンティティです。ホストグループは、同じボリュ
ームへのアクセスを共有できるホストが複数ある場合にのみ定義してください。

名前には、英数字、ハイフン、アンダースコアを任意に組み合わせて使用できます。名前の最大文字数は30
文字です。

アクセスボリュームは、ストレージ管理ソフトウェアとストレージアレイコントローラの間のインバンド通信
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に使用されるSAN環境内のボリュームです。このボリュームはLUNアドレスまたはNSIDアドレスを使用し、
アプリケーションデータストレージには使用できない20MBのストレージスペースを使用します。アクセスボ
リュームは、インバンド管理されるストレージアレイでのみ必要です。「accessVolume」パラメータを指定
した場合、設定できる唯一のプロパティは「logicalUnitNumber」パラメータです。

最小ファームウェアレベル

7.83で、ディスクプールのSnapshotボリュームが追加されました。

ボリュームのSSDキャッシュを設定します

set volume ssdCacheEnabledコマンドは’特定のボリュームのSSDキャッシュ機能を使用
したキャッシュのオン/オフを切り替えます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームは次のいずれかです。

• 標準ボリューム。名前またはWWIDで識別されます

• Snapshotボリューム

• 整合性グループのSnapshotボリューム

標準ボリュームに適用される構文

set volume ([volumeName] | <"WWID">) ssdCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

Snapshotボリュームに適用される構文

set snapVolume ["snapVolumeName"] ssdCacheEnabled=(TRUE | FALSE)

整合性グループのSnapshotボリュームに適用される構文

set cgSnapVolume ["cgSnapVolumeName"] ssdCacheEnabled=(TRUE | FALSE)
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パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 SSDキャッシュをオンまたはオフにする標準ボリュ
ームの名前。ボリュームの名前は角かっこ（[]）で囲
みます。ボリューム名に特殊文字または数字が含ま
れている場合は、ボリューム名を二重引用符（""）で
囲んだ上で角かっこ（[]）で囲む必要があります。

「 volume 」 SSDキャッシュをオンまたはオフにする標準ボリュ
ームのWorld Wide Identifier（WWID）。WWIDは二
重引用符（""）で囲んだ上で山かっこ（<>）で囲みま
す。

「SnapVolume」 SSDキャッシュをオンまたはオフにするSnapshotボ
リュームの名前。Snapshotボリュームの名前は、二
重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みま
す。

cgSnapVolume SSDキャッシュをオンまたはオフにする整合性グル
ープのSnapshotボリュームの名前。整合性グループ
のSnapshotボリュームの名前は、二重引用符（""）で
囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「ssdCacheEnabled」を入力します SSDキャッシュをオンにするには、このパラメータ
を「true」に設定します。SSDキャッシュをオフにす
るには、このパラメータを「FALSE」に設定しま
す。

注：

SSDキャッシュは、一度に1つのボリュームに対してオンまたはオフにすることができます。

ボリュームのSSDキャッシュをオフにすると、そのボリュームのSSDキャッシュがパージされます。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ボリュームコピーを設定する

set VolumeCopy targetコマンドは’ボリューム・コピー・ペアのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェア・バージョン7.83では’copyType=(online | offline)パラメータは使用されなくな
りました

このコマンドは、Snapshotボリュームコピーペアに対して有効です。

構文

set volumeCopy target [targetName]

source [sourceName]

[copyPriority=(highest | high | medium | low | lowest)]

[targetReadOnlyEnabled=(TRUE | FALSE)]

[copyType=(online | offline)]

パラメータ

パラメータ 説明

「target」と入力します データのコピー先となるボリュームの名前。ターゲ
ットボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。ター
ゲットボリューム名に特殊文字または数字が含まれ
ている場合は、ターゲットボリューム名を二重引用
符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要がありま
す。

「source」を参照してください データのコピー元のボリュームの名前。ソースボリ
ューム名は角かっこ（[]）で囲みます。ソースボリュ
ーム名に特殊文字または数字が含まれている場合
は、ソースボリューム名を二重引用符（""）で囲んだ
上で角かっこで囲む必要があります。

「copyPriority」 ホストのI/Oアクティビティに対するボリュームコピ
ーの優先度。有効な値
は’highest’high’high’medium’low''low’lowest`です

targetReadOnlyEnabled ターゲットボリュームへの書き込みを可能にする
か、ターゲットボリュームからの読み取りのみを可
能にするかを選択する設定。ターゲット・ボリュー
ムに書き込むには’このパラメータをFALSEに設定し
ますターゲット・ボリュームに書き込みできないよ
うにするには’このパラメータをTRUEに設定します
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パラメータ 説明

「copyType」 このパラメータは廃止されました。

注：

このコマンドでは、オプションのパラメータを1つ以上指定できます。

最小ファームウェアレベル

5.40

7.83で’copyType=(online | offline)パラメータが削除されました

ボリュームグループの強制状態を設定します

set volumegroup forcedState’コマンドは’ボリュームグループを強制状態に移行します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

start volumeGroup importコマンドを使用してボリュームグループをインポート済みの状態に移行しない場
合、またはハードウェアエラーのためにインポート操作が機能しない場合は、このコマンドを使用します。強
制状態のボリュームグループはインポート可能です。インポート後にハードウェアエラーを特定できます。

構文

set volumeGroup [volumeGroupName] forcedState

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します 強制状態に移行するボリュームグループの名前。ボ
リュームグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

ボリュームグループを構成するドライブを、あるストレージアレイから別のストレージアレイに移動できま
す。CLIには、ドライブを移動するためのコマンドが3つあります。コマンドは’start volumeGroup export’start
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volumeGroup import’およびset volumeGroup forcedState’です

強制状態のボリュームグループにはインポート処理を実行できます。

最小ファームウェアレベル

7.10

ボリュームグループを設定します

set volumegroupコマンドは’ボリューム・グループのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

1つのコマンドで実行できる処理（ドライブの追加、RAIDレベルの変更、またはボリュームグ
ループ所有権の変更）は1つだけです。1つのコマンドで複数の処理を実行することはできませ
ん。

構文

set volumeGroup [volumeGroupName]

[addDrives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn)

]|

[raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6) ]|

[owner=(a|b)]

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します プロパティを設定するボリュームグループの名前。
ボリュームグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

「addDrives」を参照してください ボリュームグループに追加するドライブの場所。大
容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレイID
の値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値を指
定します。小容量ドライブトレイの場合は、ドライ
ブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定します。
トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「1」
～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

raidLevel ボリュームグループのRAIDレベル。有効な値は'0’1'
3’5`または'6`です

「owner」をクリックします ボリュームグループを所有するコントローラ。有効
なコントローラ識別子は「a」または「b」です。「
a」はスロットAのコントローラ、「b」はスロットB
のコントローラですこのパラメータは、ボリューム
グループの所有者を変更する場合にのみ使用しま
す。

注：

ボリューム数が32を超えるボリュームグループでは、ホストI/Oエラーが発生する可能性があります。また、
ボリュームグループ定義が設定される前にタイムアウト時間が終了したために、内部コントローラのリブート
が発生する場合もあります。この問題 が表示された場合は、ホストI/O処理を休止し、もう一度コマンドを実
行します。

このコマンドではパラメータを1つしか指定できません。

'addDrives’パラメータまたは’raidLevel’パラメータを指定すると’長時間実行される処理が開始
され’停止することはできません

'addDrives’パラメータは’大容量ドライブ・トレイと小容量ドライブ・トレイの両方をサポートします大容量
ドライブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、
ドライブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレ
イの場合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定
する必要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているス
ロットのIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ド
ロワーのIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。
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トラブルシューティング

ドライブを追加して大容量のボリュームグループを拡張しようとすると、Dynamic Capacity Expansion
（DCE；動的容量拡張）とも呼ばれ、処理に失敗する場合があります。次のメッセージが表示されます。

リターン・コード：エラー26 -ボリューム・グループ内のドライブ数と関連ボリュームのセグメント・サイズ
が原因で、変更処理を完了できません。セグメントサイズの変更オプションを使用して、ボリュームグループ
内のすべてのボリュームのセグメントサイズを128KB以下に縮小します。次に’操作を再試行します

7.35.xx.xxファームウェアを実行するシステムでは、上記のメッセージではなく次のメッセージが表示されて
処理が失敗する場合があります。

リターン・コード:エラー462 -ファームウェアが十分なキャッシュ・メモリを割り当てられなかったた
め’SYMBOL手順 を実行できませんでしたエラー発生時の操作：proc_startVolum

上記のメッセージに加えて、DCE処理を実行するための十分なキャッシュがないことを通知するメジャーイ
ベントログ（MEL）イベントが発生する場合があります。

この問題は、7.xxファームウェアを実行しているコントローラで発生する可能性があります。

DCEを実行するには、元のボリュームから読み取られたデータと拡張後のボリュームに書き込まれるデータ
をバッファするための十分なメモリが必要です。拡張処理でのドライブ数、ストライプサイズ、およびミラー
処理が有効かどうかという要因の組み合わせによっては、DCE処理を実行するためのメモリが不足すること
があります。

上記の状況が発生した場合は、次の方法で対処できます。

• 他の未割り当てのドライブを使用して必要なサイズのボリュームグループを作成します。

• 現在のボリュームグループを削除し、必要な数のドライブでボリュームグループを再作成します。

• 使用するセグメントサイズを縮小して処理を再試行してください。

• 可能であれば、コントローラにメモリを追加してから、処理を再試行してください。

最小ファームウェアレベル

7.10で、RAID 6機能が追加されました。

7.30で’availability’パラメータが削除されました

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

ディスクプール内のボリュームのボリューム属性を設定します

set volumesコマンドは’ディスク・プール内のボリュームのプロパティを定義します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ディスクプール内のボリューム数が32を超える構成では、このコマンドの実行中にタイムアウ
トとなり、ホストI/Oエラーまたは内部コントローラのリブートが発生する可能性があります。
ホストI/Oエラーまたは内部コントローラのリブートが発生した場合は、ホストを休止状態にし
て処理をやり直してください。

構文

set (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN] | volume <"wwID">)

addCapacity = capacityValue[KB|MB|GB|TB|Bytes] |

cacheFlushModifier=cacheFlushModifierValue |

cacheReadPrefetch = (TRUE | FALSE) |

cacheWithoutBatteryEnabled=(TRUE | FALSE) |

mediaScanEnabled=(TRUE | FALSE) |

mirrorCacheEnabled=(TRUE | FALSE) |

preReadRedundancyCheck = (TRUE | FALSE) |

readCacheEnabled=(TRUE | FALSE) |

redundancyCheckEnabled = (TRUE | FALSE) |

segmentSize = segmentSizeValue

userLabel = userlabelValue

writeCacheEnabled=(TRUE | FALSE) |

dataAssuranceDisabled=(TRUE | FALSE)

パラメータ

パラメータ 説明

「allVolumes」 このパラメータは、ストレージアレイ内のすべての
ボリュームのプロパティを設定します。

「 volume 」 プロパティを定義するボリュームの名前。ボリュー
ム名は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特
殊文字または数字が含まれている場合は、ボリュー
ム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。
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パラメータ 説明

「 volume 」 プロパティを定義するボリュームのWorld Wide
Identifier（WWID）。WWIDは二重引用符（""）で囲
んだ上で山かっこ（<>）で囲みます。

このコマンドを実行するとき
は、WWIDにコロンは使用しないでく
ださい。

「ボリューム」 プロパティを定義する複数のボリュームの名前。す
べてのボリュームに同じプロパティが適用されま
す。以下のルールを使用して、ボリュームの名前を
入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名に特殊文字または数字が含まれる場合
は、次のルールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「addCapacity」 プロパティを定義するボリュームのストレージサイ
ズ（容量）を増やすための設定。サイズ
は’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されますデフォ
ルト値は「bytes」です。

このパラメータはシンボリュームに対しては無効で
す。

「cacheFlushModifier」 ボリュームのデータが物理ストレージにフラッシュ
される前にキャッシュに保持される最大時間。有効
な値については、「メモ」セクションを参照してく
ださい。

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’
このパラメータをTRUEに設定します
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パラメータ 説明

「cacheWithoutBatteryEnabled」 バッテリなしのキャッシュをオンまたはオフにする
ための設定。バッテリなしのキャッシュをオンにす
るには、このパラメータを「true」に設定します。バ
ッテリなしのキャッシュをオフにするには、このパ
ラメータを「FALSE」に設定します。

mediaScanEnabled ボリュームのメディアスキャンをオンまたはオフに
するための設定。メディア・スキャンをオンにする
には’このパラメータをTRUEに設定しますメディアス
キャンをオフにするには、このパラメータ
を「FALSE」に設定します。（メディアスキャンが
ストレージアレイレベルで無効になっている場合、
このパラメータは機能しません）。

「mirrorCacheEnabled」 ミラーキャッシュをオンまたはオフにするための設
定。ミラー・キャッシュをオンにするには’このパラ
メータをTRUEに設定しますミラー・キャッシュをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します

「owner」をクリックします ボリュームを所有するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラですこのパラメータは、ボリュームの所有者を
変更する場合にのみ使用します。

「preReadRedundancyCheck」 読み取り前冗長性チェックをオンまたはオフにする
ための設定。読み取り前冗長性チェックをオンにす
ると、読み取りデータを含むストライプに対し
てRAID冗長性データの整合性が検証されます。読み
取り前冗長性チェックは読み取り処理でのみ実行さ
れます。読み取り前冗長性チェックをオンにするに
は’このパラメータをTRUEに設定します読み取り前冗
長性チェックをオフにするには’このパラメータ
をFALSEに設定します

RAID 0ボリュームなどの非冗長ボリュ
ームでは、このパラメータを使用しな
いでください。

readCacheEnabled 読み取りキャッシュをオンまたはオフにするための
設定。リード・キャッシュをオンにするには’このパ
ラメータをTRUEに設定しますリード・キャッシュを
オフにするには’このパラメータをFALSEに設定しま
す
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パラメータ 説明

「redundancyCheckEnabled」 メディアスキャン中に冗長性チェックをオンまたは
オフにするための設定。冗長性チェックをオンにす
るには’このパラメータをTRUEに設定します冗長性チ
ェックをオフにするには’このパラメータをFALSEに
設定します

「userLabel」のように入力します 既存のボリュームに付ける新しい名前。新しいボリ
ューム名は二重引用符（""）で囲みます。

「writeCacheEnabled」を使用します 書き込みキャッシュ機能をオンにするための設定。

注：

このコマンドでは、オプションのパラメータを1つ以上指定できます。

これらのパラメータは、一度に1つのボリュームのみに適用できます。

• 「addCapacity」

• 「segmentSize」のように表示されます

• 「userLabel」のように入力します

容量とセグメントサイズを追加

「addCapacity」パラメータまたは「segmentSize」パラメータを設定すると、長時間実行中の処理が開始さ
れ、途中で停止することはできません。長時間の処理はバックグラウンドで実行され、他のコマンドの実行が
妨げられることはありません。長時間実行中の処理の進捗状況を表示するには、「show volume
actionProgress」コマンドを使用します。

キャッシュフラッシュ修飾子

次の表に、キャッシュフラッシュ修飾子の有効な値を示します。

価値 説明

「即時」 データはキャッシュに配置され次第フラッシュされ
ます。

「. 25」 データは250ミリ秒後にフラッシュされます。

5. データは500ミリ秒後にフラッシュされます。

「.75」 データは750ミリ秒後にフラッシュされます。

「 1 」 データは1秒後にフラッシュされます

602



価値 説明

1. データは1500ミリ秒後にフラッシュされます。

2. データは2秒後にフラッシュされます

「5」 データは5秒後にフラッシュされます

「10」 データは10秒後にフラッシュされます

２０歳 データは20秒後にフラッシュされます

「60」 データは60秒（1分）後にフラッシュされます。

120 データは120秒（2分）後にフラッシュされます。

300` データは300秒（5分）後にフラッシュされます。

「1200」 データは1200秒（20分）後にフラッシュされます。

「3600」 データは3600秒（1時間）後にフラッシュされます。

「無限」 キャッシュ内のデータには、年齢や時間の制約はあ
りません。データは、コントローラによって管理さ
れるその他の条件に基づいてフラッシュされます。

バッテリなしのキャッシュを有効にしました

バッテリなしの書き込みキャッシュを有効にすると、コントローラのバッテリが完全に放電されている場合、
フル充電されていない場合、または取り付けられていない場合でも書き込みキャッシュが続行されます。無停
電電源装置（UPS）やその他のバックアップ電源がない場合にこのパラメータを「true」に設定すると、スト
レージアレイへの給電が停止した場合にデータが失われる可能性があります。書き込みキャッシュが無効にな
っている場合、このパラメータは効果がありません。

修正の優先順位

変更優先度は、ボリュームのプロパティを変更する際に使用されるシステムリソースの量を定義します。最高
の優先度レベルを選択すると、ほとんどのシステムリソースを使用してボリュームの変更が実行されるため、
ホストのデータ転送パフォーマンスが低下します。

キャッシュ読み取りプリフェッチ

「cacheReadPrefetch」パラメータを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロッ
クをドライブから読み取ってキャッシュにコピーする間、追加のデータブロックをキャッシュにコピーできま
す。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み取り
プリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要です。
使用するストレージアレイの設定によって、コントローラがキャッシュに読み込む追加のデータブロックの数
が決まります。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。
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セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。

ボリュームが属している環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合
は、1つのデータ転送要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（デ
ータストライプはセグメントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライ
ブ数が掛けられます）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのア
クセスは1回だけとなります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

最小ファームウェアレベル

7.83

表示…

ドライブのダウンロードの進捗状況を表示します

「show allDrives downloadProgress」コマンドは、「download drive firmware」コマン
ドまたは「download storageArray driveFirmware」コマンドの対象となるドライブのフ
ァームウェアダウンロードのステータスを返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

show allDrives downloadProgress

パラメータ

なし
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注：

すべてのファームウェアダウンロードが正常に完了すると、このコマンドはSuccessfulを返します。ファーム
ウェアダウンロードが1つでも失敗した場合、対象の各ドライブのファームウェアダウンロードのステータス
が表示されます。このコマンドから返されるステータスを次の表に示します。

ステータス 定義（ Definition ）

「成功しました」 ダウンロードはエラーなしで完了しました。

「未試行」 ダウンロードは開始されませんでした。

「部分的なダウンロード」 ダウンロードが進行中です。

「失敗しました」 ダウンロードは完了しましたが、エラーがありま
す。

最小ファームウェアレベル

6.10

ドライブのパフォーマンス統計を表示します

show allDrives performanceStatsコマンドは’ドライブのパフォーマンスに関する情報を
返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ストレージアレイ内の各ドライブについて次の情報を返します。

• ドライブを含むストレージアレイ

• 現在のI/Oレイテンシ

• 最大I/Oレイテンシ

• 最小I/Oレイテンシ

• 平均I/Oレイテンシ
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構文

show (allDrives |drive [trayID,[drawerID,]slotID] | drives [trayID1

,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn]) performanceStats

パラメータ

パラメータ 説明

「allDrives」を参照してください ストレージアレイ内のすべてのドライブに関する情
報を返すための設定。

「ドライブ」または「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

次の例に示すように’show drive performanceStatsコマンドは’ドライブのパフォーマンス統計を返します
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"Performance Monitor Statistics for Storage Array: remote_pp -

Date/Time: 10/23/12 3:47:27 PM -

Polling interval in seconds: 5"

"Objects","Current IO Latency","Maximum IO Latency","Minimum IO Latency",

"Average IO Latency"

"Capture Iteration: 1","","","",""

"Date/Time: 10/23/12 3:47:27 PM","","","",""

"Drive Tray 0, Slot 1","0.0","0.0","0.0","0.0"

最小ファームウェアレベル

7.86

ドライブを表示します

show allDrivesコマンドを実行すると、ストレージアレイ内のドライブに関する情報が返
されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ストレージアレイ内の各ドライブについて次の情報を返します。

• ドライブの総数

• ドライブのタイプ（SASまたはNVMe4K）

• 基本ドライブに関する情報

◦ トレイの場所とスロットの場所

◦ ステータス

◦ 容量

◦ データ転送率

◦ 製品ID

◦ ファームウェアレベル

• SSDドライブの消耗度に関する情報（この情報はE2800およびE5700 / EF570でのみ有効で、アレイ
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にSSDドライブが搭載されていない場合は表示されません）

◦ 平均消去回数。

◦ スペアブロックの残量

◦ 使用済み寿命の割合（11.41リリースの新機能）。使用済み寿命は、これまでにSSDドライブに書き込
まれたデータ量を、ドライブの理論上の合計書き込み量で割った値です。

• ドライブチャネルに関する情報

◦ トレイの場所とスロットの場所

◦ 優先チャネル

◦ 冗長チャネル

• ホットスペアの適用対象範囲

• 各ドライブの詳細

NVMeドライブの製造日情報は返されません。

構文

show allDrives [driveMediaType=(HDD | SSD | unknown | allMedia)] |

[driveType=( SAS | NVMe4K)]) | (drive [trayID,[drawerID,]slotID] | drives

[trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn]

summary

パラメータ

パラメータ 説明

「allDrives」を参照してください ストレージアレイ内のすべてのドライブに関する情
報を返すための設定。

driveMediaType 情報を取得するドライブメディアのタイプ。有効な
値は次のとおりです。

• [HDD]--ドライブトレイにハードドライブがある
場合は’このオプションを使用します

• SSD'--ドライブトレイにソリッドステートドライ
ブがある場合は’このオプションを使用します

• 不明—どのタイプのドライブメディアがドライブ
トレイにあるかわからない場合は’このオプション
を使用します

• [allMedia]--ドライブトレイにあるすべてのタイプ
のドライブメディアを使用する場合に’このオプシ
ョンを使用します
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パラメータ 説明

「ドライブタイプ」 情報を取得するドライブのタイプ。ドライブタイプ
を混在させることはできません。

有効なドライブタイプは次のとおりです。

• 「SAS」

• 「NVMe4K」

ドライブタイプを指定しない場合、このコマンドは
デフォルトでany typeになります。

「ドライブ」または「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「概要」 指定したドライブのステータス、容量、データ転送
率、製品ID、およびファームウェアバージョンを返
すための設定。

注：

ストレージ・アレイ内のすべてのドライブのタイプと場所に関する情報を確認するには’allDrivesパラメータを
使用します

ストレージアレイ内のSASドライブに関する情報を確認するには、「drivetype」パラメータを使用します。

特定の場所にあるドライブのタイプを確認するには’drive’パラメータを使用し’ドライブのトレイIDとスロッ
トIDを入力します

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
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のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

5.43

7.60で’drawerID’ユーザー入力と’driveMediaType’パラメータが追加されました

8.41で、E2800、E5700、またはEF570システムのSSDドライブの消耗度レポート情報が追加されました。使
用済み寿命の割合の形式で表示されます。

ホストポートを表示します

「show allHostPorts」コマンドは、設定されたホストポートに関する情報を返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ストレージアレイに接続されているすべてのホストポートについて次の情報を返します。

• ホストポートの識別子

• ホストポート名

• ホストタイプ

構文

show allHostPorts

パラメータ

なし

注：

このコマンドから返されるHBAホストポート情報の例を次に示します。

610



HOST PORT IDENTIFIER     HOST PORT NAME  HOST TYPE

12:34:56:54:33:22:22:22  Jupiter1        Solaris

12:34:56:78:98:98:88:88  Pluto1          Windows 2000/Server 2003

Clustered

54:32:12:34:34:55:65:66  Undefined       Undefined

最小ファームウェアレベル

5.40

SNMPコミュニティを表示します

show allSnmpCommunitiesコマンドは、ストレージアレイに定義された簡易ネットワー
ク管理プロトコル（SNMP）コミュニティに関する情報を返します。SNMPコミュニテ
ィは、ルータ、スイッチ、プリンタ、ストレージデバイスなどのデバイスの集合です。
デバイスを管理および監視するためにグループ化されています。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Admin、Support AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

返される情報には次のものがあります。

• コミュニティの合計数

• トラップの送信先の合計数

• SNMPコミュニティの名前

構文

show (allSnmpCommunities |

snmpCommunity communityName="snmpCommunityName" |

snmpCommunities [snmpCommunityName1 ... snmpCommunityNameN])

[summary]

パラメータ
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パラメータ 説明

「allSnmpCommunities」を参照してください ストレージアレイ内のすべてのSNMPコミュニティに
関する情報を返すためのパラメータ。

「CommunityName」の略 情報を取得するSNMPコミュニティの名前。SNMPコ
ミュニティ名は二重引用符（""）で囲みます。

「snmpCommunities」を参照してください 情報を取得する複数のSNMPコミュニティの名前。以
下のルールを使用して、SNMPコミュニティの名前を
入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「概要」 SNMPコミュニティの合計数とSNMPトラップの送信
先の合計数のリストを返すためのパラメータ。この
パラメータを使用すると、詳細情報はすべて省略さ
れます。

注：

SNMPは、マネージャと管理対象デバイスが属する1つ以上のコミュニティをサポートします。SNMP要求の
データパケットには、未加工のパスワードとして機能する_community string_inが含まれます。SNMPエージ
ェントは、認識できないコミュニティストリングを含むGET要求やSET要求を拒否できます。コミュニティス
トリングは、エージェントからマネージャに送信されるトラップ通知にも含まれます。

組み込みのSNMPエージェントは、IPv4とIPv6の両方をサポートします。

このコマンドから返されるSNMPコミュニティ情報の例を次に示します。

SNMP COMMUNITIES------------------------------

SUMMARY

   Total SNMP Communities: 2

   Total SNMP Trap Destinations: 1

DETAILS

   SNMP Community: TestComm1

   SNMP Permission: Read Only

      Associated Trap Destination:

      Trap Receiver IP Address: 10.113.173.133

      Send Authentication Failure Traps: true

   SNMP Community: Test2

   SNMP Permission: Read Only

      Associated Trap Destination:
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最小ファームウェアレベル

8.30

SNMPv3 USMユーザを表示します

「show allsnmpUsers」コマンドは、ストレージアレイに対して定義された簡易ネット
ワーク管理（SNMP）USMユーザに関する情報を返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

show (allSnmpUsers |

    snmpUser userName="snmpUsername" |

    snmpUsers [snmpUserName1 ... snmpUserNameN])

    [summary]

613



このコマンドから返されるSNMPユーザ情報は次のようになります

SNMP USERS------------------------------

SUMMARY

   Total SNMP Users: 2

   Total SNMP Trap Destinations: 1

DETAILS

   SNMP User: TestUser1

   SNMP Engine ID: local

   SNMP Permission: Read Only

   SNMP Authentication Protocol: sha

   SNMP Privacy Protocol: aes128

      Associated Trap Destination:

      Trap Receiver IP Address  Send Authentication Failure

Traps

      10.113.173.133            false

   SNMP User: TestUser2

   SNMP Engine ID: local

   SNMP Permission: Read Only

   SNMP Authentication Protocol: sha256

   SNMP Privacy Protocol: none

      Associated Trap Destination:

パラメータ

パラメータ 説明

「allSnmpUsers」を参照してください このパラメータは、ストレージアレイ内のすべて
のSNMPユーザに関する情報を返します。

「ユーザ名」 情報を取得するSNMPユーザの名前。SNMPユーザ名
は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「snmpUsers」 情報を取得する複数のSNMPユーザの名前。以下のル
ールを使用して、SNMPユーザの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「概要」 SNMPユーザの総数とSNMPトラップの送信先の合計
数のリストを返すためのパラメータ。このパラメー
タを使用すると、詳細情報はすべて省略されます。

最小ファームウェアレベル

8.72

アレイラベルを表示します

Show array label’コマンドは’ストレージ・アレイ・ラベルが定義されているか’または既
存のすべてのストレージ・アレイ・ラベルが定義されているかを示す情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、EF600ストレージアレイを環境 します。

構文

show storageArrayLabel label userDefinedString

show storageArrayLabel all

パラメータ

パラメータ 説明

「userDefinedString」 ストレージアレイのユーザ定義のラベルを指定でき
ます。

最小ファームウェアレベル

8.60

非同期ミラーグループを表示します

「show asyncMirrorGroup summary」コマンドは、1つ以上の非同期ミラーグループの設
定情報を表示します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドでは、不完全な非同期ミラーペアも含め、各非同期ミラーグループに関連付けられている非同期
ミラーペアも表示されます。

このコマンドを使用して、非同期ミラーグループ内のすべてのミラーペアについて、定期的なデータ同期の進
捗状況を表示することもできます。

構文

show (allAsyncMirrorGroups |

asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName] |

asyncMirrorGroups [asyncMirrorGroupName1 ... asyncMirrorGroupNameN])

[summary]

パラメータ

パラメータ 説明

「allAsyncMirrorGroups」を参照してください このパラメータを使用して、すべての非同期ミラー
グループのプロパティを表示します。

「asyncMirrorGroup」 設定情報および定期的なデータ同期の進捗状況を表
示する非同期ミラーグループの名前。非同期ミラー
グループ名は角かっこ（[]）で囲みます。非同期ミラ
ーグループ名に特殊文字または数字が含まれている
場合は、非同期ミラーグループ名を二重引用符（""）
で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。
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パラメータ 説明

「asyncMirrorGroups」を参照してください 情報を取得する複数の非同期ミラーグループの名
前。以下のルールを使用して、非同期ミラーグルー
プの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

非同期ミラーグループ名に特殊文字または数字が含
まれている場合は、次のルールに従って名前を入力
します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「概要」 このパラメータは、1つ以上の非同期ミラーグループ
について、同期の進捗状況の概要を表示します。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

非同期ミラーグループの同期の進捗状況を表示します

「show asyncMirrorGroup synchronizationProgress」コマンドは、ローカルストレージ
アレイとリモートストレージアレイ間の非同期ミラーグループ
の_PERIODIC_SYNCHRONIZATIONの進捗状況を表示します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、非同期ミラーグループ内のすべてのミラーペアについて、データ同期の進捗状況を返しま
す。このコマンドの進捗状況は、完了したデータ同期の割合で示されます。
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同期には、初期同期と定期的同期の2種類があります。初期非同期ミラー・グループ同期の進行
状況は'*Long Running Operations*ダイアログに表示され’show storageArray
longRunningOperations’コマンドを実行することによって表示されます

構文

show asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName]

[synchronizationProgress]

[summary]

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 ローカルとリモートのストレージアレイ間の非同期
ミラーグループの同期を表示する非同期ミラーグル
ープの名前。非同期ミラーグループ名は角かっこ（[]
）で囲みます。非同期ミラーグループ名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、非同期ミラーグ
ループ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

「synchronizationProgress」と入力します このパラメータは、非同期ミラーグループの定期的
な同期の進捗状況を表示します。

「概要」 このパラメータは、ローカルとリモートのストレー
ジアレイ間の非同期ミラーグループの同期に関する
概要を表示します。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

監査ログ設定を表示します

show auditLog configurationコマンドを使用すると’ストレージ・アレイの監査ログ設定
が表示されます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
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Adminロールが必要です。

構文

show auditLog configuration

パラメータ

なし

例

SMcli -n Array1 -c "show auditLog configuration;"

Logging level: All

Full policy: Overwrite

Maximum records: 30,000 count

Warning threshold: 90 percent

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

監査ログの概要の表示

show auditLog summaryコマンドは’監査ログの概要情報を表示します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

show auditLog summary

パラメータ

なし
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例

SMcli -n Array1 -c "show auditLog summary;"

Total log records: 1,532

First log record: 1493070393313 (2017-04-24T16:46:33.313-0500)

Last log record: 1493134565128 (2017-04-25T10:36:05.128-0500)

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ブロックされたイベントを表示する

「show blockedEventAlertList」コマンドは、「set blockEventAlert」コマンドによって
現在ブロックされているイベントのリストを返します。このリスト内のイベントは、ア
ラートの端末とパラメータ、つまりEメール、syslog、トラップの通知を使用して設定し
た通知を送信しないイベントです。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700とE5600のストレージアレイにのみ適用されます。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

構文

show blockedEventAlertList

例

出力には、ブロックされたイベントごとに1行があり、16進数形式でイベントの種類とイベントの概要 が表示
されます。出力の例を次に示します。

Executing Script...

0x280D Enclosure Failure

0x282B Tray Redundancy Lost

Script execution complete.
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パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.10で

証明書を表示します

[Show certificates]コマンドを使用すると、CLIパッケージの信頼ストアにインストール
されている証明書を表示できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、EF600ストレージアレイを環境 します。

構文

show localCertificate all | alias alias

パラメータ

パラメータ 説明

「alias」 ユーザ定義のエイリアスを使用して証明書を指定で
きます。

最小ファームウェアレベル

8.60

整合性グループのSnapshotイメージの表示

「show CGSnapImage」コマンドは、1つ以上のSnapshot整合性グループに含まれる1つ
または複数のSnapshotイメージを表示します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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構文

show ((CGSnapImage [(CGSnapImageName | CGSnapImageSequenceNumber)]) |

(CGSnapImages [(CGSnapImageNumber1 ... CGSnapImageNumbern |

CGSnapImageSequenceNumber1 ... CGSnapImageSequenceNumbern)]) |

allCGSnapImages

[summary]

パラメータ

パラメータ 説明

「CGSnapImage」または「CGSnapImages」 整合性グループ内のSnapshotイメージの名
前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部分で構成
されます。

• 整合グループの名前

• 整合性グループ内のSnapshotイメージの識別子。

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• 整合性グループ内のSnapshotのシーケンス番号で
ある整数値。

• 最新—コンシステンシ・グループで作成された最
新のスナップショット・イメージを表示する場合
に’このオプションを使用します

• oldest --コンシステンシ・グループで作成された
最も古いスナップショット・イメージを表示する
場合に’このオプションを使用します

Snapshotイメージ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

複数のSnapshotイメージ名またはシーケンス番号を
入力できます。すべてのSnapshotイメージ名を二重
引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みま
す。Snapshotイメージ名はそれぞれスペースで区切
ります。

「allCGSnapImages」を参照してください 整合性グループのすべてのSnapshotイメージを返す
ための設定。

「概要」 ストレージアレイ内のすべてのSnapshotイメージの
概要情報をリストで返すための設定。
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注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshot整合性グループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、Snapshot整合性グループsnapCGroup1内のSnapshotイメージ12345を表示する場合は、次のコマ
ンドを使用します。

show CGsnapImage ["snapCGroup1:12345"];

Snapshot整合性グループsnapCGroup1内の最も新しいSnapshotイメージを表示する場合は、次のコマンドを
使用します。

show CGsnapImage ["snapCGroup1:newest"];

複数のSnapshot整合性グループsnapCGroup1、snapCGroup2、snapCGroup3内のSnapshotイメージを表示
するには、次のコマンドを使用します。

show CGsnapImages ["snapCGroup1:12345 snapCGroup2:newest

snapCGroup3:oldest"];

上記の例では、Snapshot整合性グループの名前とSnapshotイメージの識別子がコロン（：）で区切られてい
ます。

最小ファームウェアレベル

7.83

ボリュームパリティチェックジョブを表示

。 show check volume parity jobs コマンドは、すべてのボリュームチェックパ
リティジョブとそのステータスを表示します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
すべてのストレージアレイを環境 します。

ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。
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構文

show check volume parity jobs;

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

11.80

整合グループを表示します

「show consistencyGroup」コマンドは、1つ以上のコンシステンシグループに関する情
報を返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

show (allConsistencyGroups | consistencyGroup [consistencyGroupName] |

consistencyGroups [consistencyGroupName1 ... consistencyGroupNameN])

[(summary | schedule)]

パラメータ

パラメータ 説明

「allConsistencyGroups」 ストレージアレイ内のすべての整合性グループに関
する情報を返すための設定。

「consistencyGroup」 情報を取得する整合性グループの名前。整合性グル
ープ名は角かっこ（[]）で囲みます。整合性グループ
名に特殊文字または数字が含まれている場合は、整
合性グループ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこで囲む必要があります。
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パラメータ 説明

「consistencyGroups」 情報を取得する複数の整合性グループの名前。すべ
てのボリュームに同じプロパティが適用されます。
以下のルールを使用して、ボリュームの名前を入力
します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成されている場合は、次のルールに従っ
て名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「概要」 整合グループに関する概要情報をリストで返すため
の設定。

「スケジュール」 このパラメータは、整合性グループのスケジュール
に関する情報を返します。

最小ファームウェアレベル

7.83

署名済み証明書を表示します

show controller arrayManagementSignedCertificate summaryコマンドは、指定されたコ
ントローラからの現在の署名付き証明書の概要を表示します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

show controller [(a|b)] arrayManagementSignedCertificate summary
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パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します ルート/中間証明書を取得するコントローラを指定で
きます。有効なコントローラ識別子は、aまたはb
で、aはスロットAのコントローラ、bはスロットBの
コントローラですコントローラの識別子は角かっこ
（[]）で囲みます。

例

出力例は、以下に示すものと異なる場合があります。

SMcli -n Array1 -c "show controller[a] arrayManagementSignedCertificate

all summary;"

============================

Controller A Signed Certificate

============================

Subject DN:   CN=Corp Issuing CA 1

Issuer DN:    CN=Corp Root CA

Start:        <date>

Expire:       <date>

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

インストールされているルート/中間CA証明書の概要の表示

「show controller cAcertificate」コマンドは、指定されたコントローラからインストール
されたCA証明書の要約を表示します。このコマンドは’delete controller cAcertifate’コマ
ンドを実行する前に使用すると’削除する証明書のエイリアス名を知ることができます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。
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構文

show controller [(a|b)] caCertificate [all | aliases=("alias1" ... "

aliasN")] summary

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します ルート/中間証明書を取得するコントローラをユーザ
が指定できます。有効なコントローラ識別子は、aま
たはbで、aはスロットAのコントローラ、bはスロッ
トBのコントローラですコントローラの識別子は角か
っこ（[]）で囲みます。

「すべて」 すべてのルート/中間証明書を取得するように指定で
きます。

「別名」 取得するルート/中間証明書をエイリアスで指定でき
ます。すべてのエイリアスをかっこで囲みます。複
数のエイリアスを入力する場合は、エイリアスをス
ペースで区切ります。

例

SMcli -n Array1 -c "show controller[a] caCertificate all summary;"

SMcli -n Array1 -c "show controller[b] caCertificate alias=("myAlias"

"anotherAlias") summary;"

============================

Controller A Authority Certificates

============================

Alias:        19527b38-8d26-44e5-8c7f-5bf2ca9db7cf

Subject DN:   CN=My Corp Issuing CA 1

Issuer DN:    CN=My Corp Root CA

Start:        date

Expire:       date

---------------------

Alias:        myAliasName

Subject DN:   CN=My Corp Issuing CA 1

Issuer DN:    CN=My Corp Root CA

Start:        date

Expire:       date

SMcli completed successfully.
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最小ファームウェアレベル

8.40

コントローラ診断ステータスを表示します

show controllerコマンドは’start controller diagnostic’コマンドによって開始されたコント
ローラ診断のステータスを返します

診断が完了すると、診断テストの結果がすべて表示されます。診断テストが終了していない場合は、終了した
テストの結果のみが表示されます。テストの結果は端末に表示されますが、ファイルに書き込むこともできま
す。

構文

show controller [(a| b)] diagnosticStatus [file=filename]

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します ストレージアレイ内の特定のコントローラに関する
情報を返すための設定。有効なコントローラ識別子
は「a」または「b」です。「a」はスロットAのコン
トローラ、「b」はスロットBのコントローラですコ
ントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みます。

'file' 診断テストの結果を格納するファイルの名前。この
コマンドでは、ファイル名にファイル拡張子は自動
的に付加されません。ファイル名を入力するときに
拡張子を追加する必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.70で、コントローラ診断ステータスの機能が追加されました。

コントローラのNVSRAMを表示します

show controller NVSRAMコマンドは’NVSRAMバイト値に関する情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

このコマンドは、指定したホストタイプのNVSRAMバイト値のリストを返します。オプションのパラメータ
を入力しない場合は、すべてのNVSRAMバイト値のリストが返されます。

構文

show (allControllers | controller [(a|b)])

NVSRAM [hostType=hostTypeIndexLabel | host="hostName"]

パラメータ

パラメータ 説明

「allControllers」 ストレージアレイ内の両方のコントローラに関する
情報を返すための設定。

「controller」と入力します ストレージアレイ内の特定のコントローラに関する
情報を返すための設定。有効なコントローラ識別子
は「a」または「b」です。「a」はスロットAのコン
トローラ、「b」はスロットBのコントローラですコ
ントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みます。

「hostType」 ホストタイプのインデックスラベルまたはインデッ
クス番号。使用可能なホストタイプ識別子のリスト
を生成するには、「show storageArray
hostTypeTable」コマンドを使用します。

ホスト コントローラに接続されているホストの名前。ホス
ト名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

set controllerコマンドを使用してNVSRAM値を変更する前に’show controller NVSRAMコマンドを使用し
て’NVSRAMの一部またはすべてを表示しますNVSRAMに変更を加える場合は、事前にテクニカルサポートに
連絡して変更可能なNVSRAMの領域を確認してください。

コントローラを表示します

show controllerコマンドは、コントローラに関する情報を返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage

629



Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ストレージアレイ内の各コントローラについて次の情報を返します。

• ステータス（オンラインまたはオフライン）

• 現在のファームウェアとNVSRAMの設定

• 保留中のファームウェア設定とNVSRAM設定（存在する場合）

• ボードID

• 製品ID

• 製品リビジョン

• シリアル番号

• 製造日

• キャッシュサイズまたはプロセッササイズ

• コントローラが設定されている日付と時刻

• 関連付けられているボリューム（優先所有者を含む）

• イーサネットポート

• 物理ディスクインターフェイス

• Fibre Channelホストインターフェイスのみに適用されるホストインターフェイス

構文

show (allControllers | controller [(a|b)])

 [summary]

パラメータ

パラメータ 説明

「allControllers」 ストレージアレイ内の両方のコントローラに関する
情報を返すための設定。

「controller」と入力します ストレージアレイ内の特定のコントローラに関する
情報を返すための設定。有効なコントローラ識別子
は「a」または「b」です。「a」はスロットAのコン
トローラ、「b」はスロットBのコントローラですコ
ントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みます。

「概要」 ストレージアレイ内の両方のコントローラに関する
概要情報をリストで返すための設定。
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注：

次に、show controllerコマンドによって返される情報の例を示します。この例で示されているのはあくまでも
出力であり、ストレージアレイ構成のベストプラクティスを示すものではありません。

Controller in slot A

   Status: Online

   Current configuration

      Firmware version: 96.10.21.00

         Appware version: 96.10.21.00

         Bootware version: 96.10.21.00

      NVSRAM version: N4884-610800-001

   Pending configuration

      Firmware version: Not applicable

         Appware version: Not applicable

         Bootware version: Not applicable

      NVSRAM version: Not applicable

      Transferred on: Not applicable

   Board ID: 4884

   Product ID: INF-01-00

   Product revision: 9610

   Serial number: 1T14148766

   Date of manufacture: October 14, 2006

   Cache/processor size (MB): 1024/128

   Date/Time: Wed Feb 18 13:55:53 MST 2008

   Associated Volumes (* = Preferred Owner):

      1*, 2*, CTL 0 Mirror Repository*, Mirror Repository 1*,

      JCG_Remote_MirrorMenuTests*

   Ethernet port: 1

      MAC address: 00:a0:b8:0c:c3:f5

      Host name: ausctlr9

      Network configuration: Static

      IP address: 172.22.4.249

      Subnet mask: 255.255.255.0

      Gateway: 172.22.4.1

      Remote login: Enabled

   Drive interface: Fibre

      Channel: 1

      Current ID: 125/0x1

      Maximum data rate: 2 Gbps

      Current data rate: 1 Gbps

      Data rate control: Switch

      Link status: Up

   Drive interface: Fibre

      Channel: 2
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      Current ID: 125/0x1

      Maximum data rate: 2 Gbps

      Current data rate: 1 Gbps

      Data rate control: Switch

      Link status: Up

   Drive interface: Fibre

      Channel: 3

      Current ID: 125/0x1

      Maximum data rate: 2 Gbps

      Current data rate: 1 Gbps

      Data rate control: Switch

      Link status: Up

   Drive interface: Fibre

      Channel: 4

      Current ID: 125/0x1

      Maximum data rate: 2 Gbps

      Current data rate: 1 Gbps

      Data rate control: Switch

      Link status: Up

   Host interface: Fibre

      Port: 1

      Current ID: Not applicable/0xFFFFFFFF

      Preferred ID: 126/0x0

      NL-Port ID: 0x011100

      Maximum data rate: 2 Gbps

      Current data rate: 1 Gbps

      Data rate control: Switch

      Link status: Up

      Topology: Fabric Attach

      World-wide port name: 20:2c:00:a0:b8:0c:c3:f6

      World-wide node name: 20:2c:00:a0:b8:0c:c3:f5

      Part type: HPFC-5200    revision 10

   Host interface: Fibre

      Port: 2

      Current ID: Not applicable/0xFFFFFFFF

      Preferred ID: 126/0x0

      NL-Port ID: 0x011100

      Maximum data rate: 2 Gbps

      Current data rate: 1 Gbps

      Data rate control: Switch

      Link status: Up

      Topology: Fabric Attach

      World-wide port name: 20:2c:00:a0:b8:0c:c3:f7

      World-wide node name: 20:2c:00:a0:b8:0c:c3:f5

      Part type: HPFC-5200    revision 10
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summaryパラメータを使用すると、ドライブチャネル情報とホストチャネル情報を含まない情報のリストが
返されます。

show storageArrayコマンドは、コントローラに関する詳細情報も返します。

最小ファームウェアレベル

5.43で’summary’パラメータが追加されました

ディスクプールを表示します

show diskPoolコマンドは’ディスク・プールに関する情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ディスクプールに関する次の情報を返します。

• ステータス（最適、デグレード、失敗、不明など）

• 合計容量

• 予約済み容量、使用可能容量、使用不可容量

• 使用済み容量、空き容量、使用率

• 現在の所有者（スロットAのコントローラまたはスロットBのコントローラ）

• ドライブメディア（SAS）

• ドライブメディアタイプ（HDDまたはSSD）

• ドライブインターフェイスタイプ（Fibre Channel、iSCSI、InfiniBand、SAS）

• トレイ損失の保護（yesまたはno）

• セキュリティ対応-ディスクプールがセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうかを示しま
す。セキュリティ対応ドライブには、FDEドライブとFIPSドライブがあります。

• セキュア-ディスクプールでドライブセキュリティがオンになっている（セキュリティ有効）かどうかを示
します。

• 残り容量の通知設定（重大警告と早期警告）

• 優先度の設定

• 関連付けられているボリュームと空き容量

• 関連付けられているドライブ
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• Data Assurance機能およびData Assuranceが有効なボリュームがある

• リソースプロビジョニング機能

構文

show diskPool [diskPoolName]

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPool」 情報を取得するディスクプールの名前。ディスクプ
ール名は角かっこ（[]）で囲みます。ディスクプール
名に特殊文字または数字が含まれている場合は、デ
ィスクプール名を二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこで囲む必要があります。

注：

このコマンドは、ストレージアレイプロファイルのディスクプールに関する内容を表示する場合に使用しま
す。

最小ファームウェアレベル

7.83

ドライブチャネルの統計を表示します

「show driveChannel stats」コマンドは、ドライブチャネルの累積データ転送とエラー
情報を表示します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

コントローラが自動的にドライブチャネルをデグレードした場合、このコマンドは区間統計も表示します。こ
のコマンドを使用すると、1つの特定のドライブチャネル、複数のドライブチャネル、またはすべてのドライ
ブチャネルに関する情報を表示できます。
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構文

show (driveChannel [(1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8)] |

   driveChannels [1 2 3 4 5 6 7 8] |

   allDriveChannels) stats

パラメータ

パラメータ 説明

driveChannel 情報を表示するドライブチャネルの識別番号。有効
なドライブ・チャネル値は'1''2’3’4’5’です '6’7’また
は'8`ドライブチャネルは角かっこ（[]）で囲みます。

このパラメータは、1つのドライブチャネルの統計情
報のみを表示する場合に使用します。

「ドライブチャネル」 情報を表示する複数のドライブチャネルの識別番
号。有効なドライブ・チャネル値は'1''2’3’4’5’です
'6’7’または'8`ドライブチャネルの値をスペースで区切
って指定し、角かっこ（[]）で囲みます。

このパラメータは、複数のドライブチャネルの統計
を表示する場合に使用します。

「allDriveChannels」のようになります ドライブチャネルをすべて選択する識別子。

注：

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

7.15で、ドライブチャネル識別子の更新が追加されました。

Eメールアラート設定を表示します

「show emailAlert summary」コマンドは、電子メールアラートの設定情報を表示しま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Admin、Support AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show emailAlert summary

パラメータ

なし

例

SMcli -n Array1 -c "show emailAlert summary;"

EMAIL ALERT SETTINGS

   Mail server address: email@company.com

   Mail server encryption: starttls

   Mail server port: 587

   Mail server user name: accountName

   Mail server password: secret123

   Email sender address: no-reply@company.com

   Recipient Email

      recipient@company.com

      recipient-two@company.com

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

SMTP暗号化を指定するパラメータ（none、smtps、STARTTLS）、SMTPポート、およびSMTPクレデンシ
ャル（ユーザ名とパスワード）を11.70.01に追加しました。

現在のiSCSIセッションを表示します

show iscsiSessionsコマンドは’iSCSIイニシエータまたはiSCSIターゲットのiSCSIセッシ
ョンに関する情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

show iscsiInitiator ["initiatorName" | <"iqn">] iscsiSessions

show iscsiTarget ["targetName" | <"iqn">] iscsiSessions

パラメータ

パラメータ 説明

「iscsiInitiator」と入力します セッション情報を取得するiSCSIイニシエータの名
前。

iSCSIイニシエータがラベルまたはエイリアスを使用
している場合は、そのラベルまたはエイリアスを二
重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みま
す。

iSCSIイニシエータがiSCSI修飾名（IQN）を使用して
いる場合は、IQNを二重引用符（""）で囲んだ上で山
かっこ（<>）で囲みます。

「iscsiTarget」と入力します セッション情報を取得するiSCSIターゲットの名前。

iSCSIターゲットがラベルまたはエイリアスを使用し
ている場合は、iSCSIターゲットラベルまたはエイリ
アスを二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）
で囲みます。

iSCSIターゲットがiSCSI修飾名（IQN）を使用してい
る場合は、IQNを二重引用符（""）で囲んだ上で山か
っこ（<>）で囲みます。

例
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Retrieve initiator:

SMcli -n Array1 -u admin@local -p adminPassword -k -c "show

iscsiSessions;"

Initiator information:

    Host user label:               bbb000b00b0

    Host port user label:          bbb000b00b0b0

    Name:                          iqn.0b0b-0b.com:b0b0b0b0b0b0

    Alias:                         None

Host port user label:

SMcli -n Array1 -u admin@local -p adminPassword -k -c "show iscsiInitiator

[\"bbb000b00b0b0\"] iscsiSessions;"

IQN:

SMcli -n Array1 -u admin@local -p adminPassword -k -c "show iscsiInitiator

<\"iqn.0b0b-0b.com:b0b0b0b0b0b0\"> iscsiSessions;"

注：

このコマンドを引数なしで入力すると、現在実行中のすべてのiSCSIセッションに関する情報が返されます。
次のコマンドは、現在のすべてのiSCSIセッションに関する情報を返します。

show iscsiSessions

情報を限定するには、特定のiSCSIイニシエータまたはiSCSIターゲットを入力します。このコマンドは、指
定したiSCSIイニシエータまたはiSCSIターゲットのセッションに関する情報のみを返します。

イニシエータ名は、1~30文字の英数字を任意に組み合わせて指定できます。IQNは255文字以内で指定し、次
の形式を使用します。

iqn.yyyy-mm.naming-authority:unique name

最小ファームウェアレベル

7.10

交換可能ドライブを表示します

show replaceableDrivesコマンドを使用すると、ストレージアレイ内の交換可能ドライブ
がすべて表示されます。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ストレージアレイ内の各交換可能ドライブについて次の情報を返します。

• トレイの場所とスロットの場所

• ドライブが属するボリュームグループの名前

• WWN（World Wide Name）

• ドライブのステータス

構文

show replaceableDrives

出力例

Replaceable drive at Tray 0, Slot 3

                Volume group: 2

                World-wide name: 5000c50028785aff0000000000000000

                Status: Removed

Replaceable drive at Tray 0, Slot 23

                Volume group: 2

                World-wide name: 5000c500095d46df0000000000000000

                Status: Removed

Replaceable drive at Tray 0, Slot 24

                Volume group: 2

                World-wide name: 5000c500287854d70000000000000000

                Status: Removed

最小ファームウェアレベル

7.10

Snapshotグループの表示

「show snapGroup」コマンドは、1つ以上のSnapshotイメージ・グループに関する情報
を返します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

show (allSnapGroups | snapGroup [snapGroupName] |

snapGroups ["snapGroupName1" ... "snapGroupNamen"])

[summary | schedule]

パラメータ

パラメータ 説明

「allSnapGroups」を参照してください ストレージアレイ内のすべてのSnapshotグループに
関する情報を返すためのパラメータ。

「SnapGroup」 情報を取得するSnapshotグループの名前。Snapshot
グループ名は角かっこ（[]）で囲みます。Snapshotグ
ループ名に特殊文字または数字が含まれている場合
は、Snapshotグループ名を二重引用符（""）で囲んだ
上で角かっこで囲む必要があります。

「snapGroups」を参照してください 情報を取得する複数のSnapshotグループの名前。以
下のルールを使用して、Snapshotグループの名前を
入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

Snapshotグループ名に特殊文字が含まれている場合
や、数字のみで構成されている場合は、次のルール
に従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「概要」 Snapshotグループに関する概要情報をリストで返す
ための設定。
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パラメータ 説明

「スケジュール」 Snapshotグループのコピー処理のスケジュールに関
する概要情報をリストで返すための設定。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

このコマンドから返されるSnapshotグループ情報の例を次に示します。

SNAPSHOT GROUP DETAILS

SNAPSHOT GROUPS-----------------------------

SUMMARY
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  Total Snapshot Groups: 1

  Total Snapshot Images: 0

  Enabled Snapshot Image Schedules: 0

  Status: 1 Optimal, 0 Non Optimal

  Name      Type       Status    Associated Base Volume

  2_SG_01   Standard   Optimal   2

  Total Repository Capacity  Available Repository Capacity  Snapshot Image

Limit

  10.318 GB                  10.318 GB (100%)               0

  Snapshot Images   Scheduled

  0                 No

DETAILS

  Snapshot Group "2_SG_01"

   Status:  Optimal

   Type:    Standard

   Associated base volume: 2

   Cluster size: 65,536 bytes

   Repository

    Total repository volumes: 3

    Aggregate repository status: Optimal

    Total repository capacity:   10.318 GB

    Used capacity:           0.000 MB (0%)

    Available repository capacity: 10.318 GB (100%)

    Repository full policy:    Auto-purge Snapshot Images

    Utilization alert threshold: 75%

   Snapshot images

    Total Snapshot images: 0

    Auto-delete Snapshot images: Disabled

    Snapshot image schedule:   Not Applicable

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotイメージの表示

「show snapImage」コマンドは、ユーザが以前に作成したSnapshotイメージに関する
情報を返します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

特定のSnapshotイメージを表示するための構文

show (allSnapImages | snapImage ["snapImageName"] |

snapImages ["snapImageName1" ... "snapImageNamen"])

[summary]

パラメータ

パラメータ 説明

「allSnapImages」 ストレージアレイ内のすべてのSnapshotイメージに
関する情報を返すためのパラメータ。

「SnapImage」 情報を取得するSnapshotイメージの名前。Snapshot
イメージの名前は次の2つの部分で構成されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新—スナップショットグループで作成された最
新のスナップショットイメージを表示する場合に’
このオプションを使用します

• oldest --スナップショットグループで作成された
最も古いスナップショットイメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

Snapshotイメージ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

643



パラメータ 説明

「snapImages」 情報を取得する複数のSnapshotイメージの名前。以
下のルールを使用して、Snapshotイメージの名前を
入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「概要」 このパラメータは、Snapshotイメージに関する概要
情報をリストで返します。

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、SnapshotグループsnapGroup1内のSnapshotイメージ12345を表示する場合は、次のコマンドを使
用します。

show snapImage ["snapGroup1:12345"];

SnapshotグループsnapGroup1内の最も新しいSnapshotイメージを表示する場合は、次のコマンドを使用しま
す。

show snapImage ["snapGroup1:newest"];

複数のSnapshotグループsnapGroup1、snapGroup2、snapGroup3内のSnapshotイメージを表示するには、次
のコマンドを使用します。

show snapImages ["snapGroup1:12345 snapGroup2:newest snapGroup3:oldest"];

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームの表示

show snapVolumeコマンドは'1つ以上のスナップショット・ボリュームに関する情報を
返します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

show (allSnapVolumes | snapVolume ["snapVolumeName"] |

snapVolumes ["snapVolumeName1" ... "snapVolumeNamen"])

[summary]

パラメータ

パラメータ 説明

「allSnapVolumes」を参照してください ストレージアレイ内のすべてのSnapshotボリューム
に関する情報を返すためのパラメータ。

「SnapVolume」 情報を取得するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリューム名は、二重引用符（""）で囲
んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「snapVolumes」を参照してください 情報を取得する複数のSnapshotボリュームの名前。
以下のルールを使用して、Snapshotボリュームの名
前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「概要」 Snapshotボリュームに関する概要情報をリストで返
すための設定。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

このコマンドから返されるSnapshotボリューム情報の例を次に示します。

SNAPSHOT VOLUME (SNAPSHOT-IMAGE BASED) SUMMARY
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SUMMARY

 Total Snapshot Volumes: 1

   Most Recent Snapshot Volume: Day month date hh:mm:ss yyyy

   Status: 1 Optimal, 0 Non Optimal

   Name        Type       Status     Capacity    Associated Base Volume

   2_SV_0001   Standard   Optimal    3.000 GB    2

   Snapshot Volume Timestamp   Snapshot Image Timestamp    Mode

   1/23/12 6:44:31 PM IST      1/23/12 6:27:36 PM IST      Read Write

   Total Repository Capacity   Available Repository Capacity

   1.199 GB                    0.125 MB (0%)

モニタのサイズによって、情報がどのように折り返されるかが決まり、情報がどのように表示されるかが決ま
ります。

最小ファームウェアレベル

7.83

SNMP MIB-IIシステムグループ変数を表示します

「show snmpSystemVariables」コマンドは、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP
）システム変数に関する情報を返します。システム変数は、Management Information
Base II（MIB-II）データベースで管理されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Admin、Support AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show snmpSystemVariables
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パラメータ

なし

注：

このコマンドから返されるSNMPシステム変数情報の例を次に示します。

SYSTEM VARIABLES

    Sys Name: NONE

    Sys Contact: NONE

    Sys Location: NONE

最小ファームウェアレベル

8.30

SSDキャッシュの統計を表示します

「show ssdCache」コマンドは、SSDキャッシュの使用状況に関するデータを表示しま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

構文

show ssdCache [ssdCacheName] [ssdCacheStatistics]

[controller=(a|b|both)]

[file="filename"]

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 情報を取得するSSDキャッシュの名前。SSDキャッ
シュ名は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ
名に特殊文字または数字が含まれている場合
は、SSDキャッシュ名を二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこで囲む必要があります。
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パラメータ 説明

「ssdCacheStatistics」と入力します キャッシュ統計情報を取得することを示す’show
ssdCacheコマンドのオプションのパラメータ

「controller」と入力します SSDキャッシュメタデータは、それぞれが所有する
ボリュームについて各コントローラに格納されてい
ます。したがって、SSDキャッシュ統計はコントロ
ーラごとに管理および表示されます。有効なコント
ローラ識別子は’a’b’またはbothですここで’a`はスロッ
トAのコントローラ'`b’はスロットBのコントロー
ラ’bothは両方のコントローラですコントローラの識
別子は角かっこ（[]）で囲みます。コントローラを指
定しない場合、デフォルト値は「both」です。

'file' SSDキャッシュ統計の保存先となるファイルパスと
ファイル名。ファイルには、画面に出力される以外
の統計も保存されます。

ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\ssdcachestats.csv"

任意のファイル名を使用できますが'.csv拡張子を使用
する必要があります

注：

画面には次の統計が表示されます。

• * reads *-- SSDキャッシュ対応ボリュームのホスト読み取りの合計数。

読み取り数を書き込み数と比較します。効率的なSSDキャッシュ処理には、読み取り数が書き込み数より
多いことが必要です。書き込みに対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上します。

• * writes *- SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの書き込みの合計数。

• キャッシュヒット--キャッシュヒットの数。

• キャッシュヒット率(%)--キャッシュヒット数を読み取りの合計数で割った値。

効果的なSSDキャッシュ処理には、キャッシュヒットの割合が50%より高いことが必要です。この値が小
さい場合は、次のような理由が考えられます。

◦ 書き込みに対する読み取りの比率が小さすぎる

◦ 読み取りが繰り返されない

◦ キャッシュ容量が小さすぎる

最適なSSDキャッシュ容量を判別するには’start ssdCache [ssdCacheName]
performanceModelingコマンドを使用して’Performance Modeling Toolを実行します
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• キャッシュ割り当て率（%）-割り当てられているSSDキャッシュストレージの量。このコントローラで使
用可能なSSDキャッシュストレージの割合として表されます。割り当てられたバイト数を使用可能なバイ
ト数で割った値です。

キャッシュ割り当ての割合は、通常は100%と表示されます。この数値が100%未満の場合は、キャッシュ
がウォームアップされていないか、アクセスされているすべてのデータよりもSSDキャッシュ容量が大き
いことを意味します。後者の場合、SSDキャッシュ容量を小さくしても同レベルのパフォーマンスが得ら
れる可能性があります。この値は、キャッシュされたデータがSSDキャッシュに配置されたことを示して
いるわけではなく、SSDキャッシュにデータを配置可能となる前の準備手順にすぎません。

• キャッシュ使用率（%）-有効なボリュームのデータを含むSSDキャッシュストレージの量。割り当てられ
ているSSDキャッシュストレージの割合として表されます。この値はSSDキャッシュの利用率または密度
を表し、ユーザデータのバイト数を割り当てられたバイト数で割った値です。

キャッシュ使用率の割合は、通常は100%より小さく、多くの場合はるかに小さくなります。この数値
は、SSDキャッシュ容量のうち、キャッシュデータが書き込まれている割合を示します。この数値
が100%より小さい理由は、SSDキャッシュの各割り当て単位であるSSDキャッシュブロックが、サブブ
ロックと呼ばれる小さい単位に分割され、それぞれ独立して確保されるからです。この値が大きいほど一
般には有効ですが、小さい数値でもパフォーマンスが大幅に向上する可能性があります。

ファイルには、次の統計も保存されます。

• * Read Blocks *：ホスト読み取りのブロック数

• 書き込みブロック--ホスト書き込みのブロック数

• フルヒットブロック--ブロックキャッシュヒットの数。

この値は、SSDキャッシュから完全に読み込まれたブロックの数を示します。SSDキャッシュがパフォー
マンスの向上に効果があるのは、フルキャッシュヒットである処理に対してのみです。

• 部分ヒット-すべてのブロックではなく、少なくとも1つのブロックがSSDキャッシュ内にあったホスト読
み取りの数。これはSSDキャッシュ*ミス*で、ベースボリュームから読み取りが行われた場合に発生しま
す。

部分キャッシュヒットと部分キャッシュヒットブロックは、SSDキャッシュ内にデータの一部しかない処
理の結果として発生します。この場合、キャッシュされているHDDボリュームからデータを取得する必要
があります。このタイプのヒットの場合、SSDキャッシュから得られるパフォーマンス上のメリットはあ
りません。部分キャッシュヒットブロック数が完全キャッシュヒットブロック数より多い場合は、別のI/O
特性タイプ（ファイルシステム、データベース、またはWebサーバ）を使用するとパフォーマンスが向上
する可能性があります。

• 部分ヒット—ブロック--部分ヒットのブロック数。

部分キャッシュヒットと部分キャッシュヒットブロックは、SSDキャッシュ内にデータの一部しかない処
理の結果として発生します。この場合、キャッシュされているHDDボリュームからデータを取得する必要
があります。このタイプのヒットの場合、SSDキャッシュから得られるパフォーマンス上のメリットはあ
りません。部分キャッシュヒットブロック数が完全キャッシュヒットブロック数より多い場合は、別のI/O
特性タイプ（ファイルシステム、データベース、またはWebサーバ）を使用するとパフォーマンスが向上
する可能性があります。

• *Misses *-- SSDキャッシュ内にブロックがなかったホスト読み取りの数。これはSSDキャッシュミスで、
ベースボリュームから読み取りが行われた場合に発生します。
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• Misses --ブロック--ミスしたブロックの数。

• 取り込み処理（ホスト読み取り）-ベースボリュームからSSDキャッシュにデータがコピーされたホスト
読み取りの数。

• 取り込み処理（ホスト読み取り）--ブロック--取り込み処理（ホスト読み取り）のブロック数。

• 取り込み処理（ホスト書き込み）-ベースボリュームからSSDキャッシュにデータがコピーされたホスト
書き込みの数。

書き込みI/O処理によってキャッシュが一杯にならないキャッシュ構成設定では、取り込み処理（ホスト書
き込み）の数がゼロになることがあります。

• 取り込み処理（ホスト書き込み）--ブロック--取り込み処理（ホスト書き込み）のブロック数。

• 無効化処理-データが無効化された/ SSDキャッシュから削除された回数。キャッシュの無効化処理は、各
ホスト書き込み要求、Forced Unit Access（FUA）によるホスト読み取り要求、確認要求、およびその他
一部の状況で実行されます。

• リサイクル処理-別のベースボリュームやLBA範囲、またはその両方にSSDキャッシュブロックが再利用さ
れた回数。

効果的なキャッシュでは、読み取り処理と書き込み処理の合計数よりも再利用回数が少ないことが重要で
す。リサイクル処理の回数が読み取りと書き込みの合計数に近い場合、SSDキャッシュはスラッシングし
ています。キャッシュ容量を増やす必要があります。または、ワークロードがSSDキャッシュの使用に適
していません。

• 使用可能バイト数- SSDキャッシュ内でこのコントローラが使用できるバイト数。

使用可能なバイト数、割り当て済みバイト数、およびユーザデータのバイト数を使用して、キャッシュ割
り当て率とキャッシュ利用率が計算されます。

• 割り当てバイト数- SSDキャッシュから割り当てられている、このコントローラのバイト数。SSDキャッ
シュから割り当てられたバイトは、空の場合と、ベースボリュームのデータが含まれている場合がありま
す。

使用可能なバイト数、割り当て済みバイト数、およびユーザデータのバイト数を使用して、キャッシュ割
り当て率とキャッシュ利用率が計算されます。

• ユーザデータバイト数-- SSDキャッシュ内でベースボリュームのデータを含む割り当てバイト数。

使用可能なバイト数、割り当て済みバイト数、およびユーザデータのバイト数を使用して、キャッシュ割
り当て率とキャッシュ利用率が計算されます。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

SSDキャッシュを表示します

「show ssdCache」コマンドは、SSDキャッシュに関する情報を表示します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

構文

show ssdCache [ssdCacheName]

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 情報を取得するSSDキャッシュの名前。SSDキャッ
シュ名は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ
名に特殊文字または数字が含まれている場合
は、SSDキャッシュ名を二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこで囲む必要があります。

注：

このコマンドから返されるSSDキャッシュ情報の例を次に示します。
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SSD Cache name: my_cache

Status:                              Optimal

Type:                                Read Only

I/O characteristic type:             File System

Maximum capacity allowed:            1,862.645 GB

Current capacity:                    557.792 GB

Additional capacity allowed          1,304.852 GB

Drive capacities:                    All 278.896 GB

Quality of Service (QoS) Attributes

   Security capable:                 No

   Secure:                           No

   Data Assurance (DA) capable:      No

Associated drives:

Tray     Slot

0        4

0        11

Volumes using SSD cache:             volume_test

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ストレージアレイの自動設定の表示

「autoConfigure storageArray autoConfiguration」コマンドを実行すると、ストレージア
レイが作成するデフォルトの自動設定が表示されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージアレイが特定のプロパティをサポートするかどうかを確認するには、このコマンドを実行するとき
にプロパティのパラメータを入力します。設定情報を取得する場合、このコマンドのパラメータを入力する必
要はありません。
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構文

show storageArray autoConfiguration

[driveType=(SAS | NVMe4K)

driveMediaType=(HDD | SSD | unknown | allMedia)

raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)

volumeGroupWidth=numberOfDrives

volumeGroupCount=numberOfVolumeGroups

volumesPerGroupCount=numberOfVolumesPerGroup

hotSpareCount=numberOfHotspares

segmentSize=segmentSizeValue

cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)

securityType=(none | capable | enabled)

secureDrives=(fips | fde)]

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブタイプ」 ストレージアレイに使用するドライブのタイプ。

ストレージ・アレイ内にドライブのタイプが1つだけ
の場合は’drivetypeパラメータは必要ありませんスト
レージアレイ内に複数のドライブタイプがある場合
は、このパラメータを使用する必要があります。

有効なドライブタイプは次のとおりです。

• 「SAS」

• 「NVMe4K」
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パラメータ 説明

driveMediaType ミラーリポジトリボリュームグループに使用するド
ライブメディアのタイプ。有効なドライブメディア
は次のとおりです。

• [HDD]--ドライブトレイにハードドライブがある
場合は’このオプションを使用します

• SSD'--ドライブトレイにソリッドステートドライ
ブがある場合は’このオプションを使用します

• 不明—ドライブトレイ内のドライブメディアのタ
イプが不明な場合に使用します

• [allMedia]--ドライブトレイにあるすべてのタイプ
のドライブメディアを使用する場合に’このオプシ
ョンを使用します

このパラメータは’repositoryDriveCount’パラメータを
使用する場合に使用します

ストレージアレイ内に複数のタイプのドライブメデ
ィアがある場合は、このパラメータを使用する必要
があります。

raidLevel ストレージアレイ内にドライブが含まれているボリ
ュームグループのRAIDレベル。有効なRAIDレベル
は'0'1' 3'5’または'6’です

'volumeGroupWidth' ストレージアレイ内のボリュームグループ内のドラ
イブ数。ドライブの容量によって異なります。整数
値を使用します。

「volumeGroupCount」のように指定します ストレージアレイ内のボリュームグループの数。整
数値を使用します。

「volumesPerGroupCount」 ボリュームグループあたりの容量が同じボリューム
の数。整数値を使用します。

「hotSpareCount」と入力します ストレージアレイ内に必要なホットスペアの数。整
数値を使用します。

「segmentSize」のように表示されます コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き
込めるデータ量（KB）を指定します。有効な値
は'8’16’32’64’128’です 「256」または「512」。
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パラメータ 説明

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’
このパラメータをTRUEに設定します

「securityType」 ボリュームグループおよび関連するすべてのボリュ
ームの作成時にセキュリティレベルを指定する設
定。有効な設定は次のとおりです。

• 'none`--ボリュームグループとボリュームは安全
ではありません。

• capable --ボリュームグループとボリュームには
セキュリティを設定する機能がありますが’セキュ
リティは有効になっていません

• 有効-ボリューム・グループとボリュームでセキ
ュリティが有効になっています

「secureDrives」を参照してください ボリュームグループで使用するセキュアドライブの
タイプ。有効な設定は次のとおりです。

• fips — FIPS準拠のドライブのみを使用します

• fde — FDE準拠のドライブを使用します

このパラメータは’securityType’パラメ
ータとともに使用しますsecurityType
パラメータに「none」を指定する
と、「secureDrives」パラメータの値
は無視されます。これは、セキュアで
ないボリュームグループにセキュアド
ライブタイプを指定する必要がないた
めです。

注：

プロパティを指定しない場合は、ドライブタイプごとにRAIDレベル5の候補が返されます。RAIDレベル5の候
補がない場合は、RAIDレベル6、RAIDレベル3、RAIDレベル1、またはRAIDレベル0の候補を返します。自動
設定のプロパティを指定すると、ファームウェアがプロパティをサポートできるかどうかがコントローラによ
って検証されます。

ドライブとボリュームグループ

ボリュームグループは、ストレージアレイのコントローラによって論理的にグループ化された一連のドライブ
です。ボリュームグループ内のドライブ数は、RAIDレベルとコントローラファームウェアによって制限され
ます。ボリュームグループを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

• ファームウェアバージョン7.10以降では、あとから使用するために容量をリザーブできるように、空のボ
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リュームグループを作成できます。

• SASとFibre Channelなどのドライブタイプを1つのボリュームグループ内で混在させることはできませ
ん。

• ボリュームグループの最大ドライブ数は、次の条件によって異なります。

◦ コントローラのタイプ

◦ RAIDレベル

• RAIDレベルには、0、1、10、3、5が含まれます。 および6.

◦ CDE3992またはCDE3994ストレージアレイでは、RAIDレベル0のボリュームグループとRAIDレベ
ル10のボリュームグループには最大112本のドライブを配置できます。

◦ CE6998ストレージアレイでは、RAIDレベル0のボリュームグループとRAIDレベル10のボリュームグ
ループには最大224本のドライブを配置できます。

◦ RAIDレベル3、RAIDレベル5、またはRAIDレベル6のボリュームグループに配置できるドライブは最
大30本です。

◦ RAIDレベル6のボリュームグループには、少なくとも5本のドライブが必要です。

◦ RAIDレベル1のボリュームグループに4本以上のドライブがある場合、ストレージ管理ソフトウェアは
ボリュームグループをRAIDレベル10に自動的に変換します。RAIDレベル1 + RAIDレベル0です。

• ボリュームグループに容量の異なるドライブが含まれている場合は、容量の最も小さいドライブに基づい
てボリュームグループ全体の容量が計算されます。

• トレイ/ドロワー損失の保護を有効にする場合のその他の条件については、次の表を参照してください。

レベル トレイ損失の保護の基準 必要なトレイの最小数

ディスク・プール ディスクプールに同じトレイのド
ライブが3本以上含まれない

6.

「RAID 6」 ボリュームグループに同じトレイ
のドライブが3本以上含まれない

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のトレイに配置され
ている

3.

RAID 1 RAID 1ペアのドライブがそれぞれ
別のトレイに配置されている

2.

RAID 0 トレイ損失の保護は実現できな
い。

該当なし
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レベル ドロワー損失の保護の基準 必要なドロワーの最小数

ディスク・プール プールに5つのドロワーすべてのド
ライブが含まれていて、各ドロワ
ーに同じ数のドライブが配置され
ている。60ドライブのトレイで
は、ディスクプールの構成が15
、20、25、30、35の場合にドロワ
ー損失の保護を実現できます。
40、45、50、55、または60ドライ
ブ。

5.

「RAID 6」 ボリュームグループに同じドロワ
ーのドライブが3本以上含まれな
い。

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のドロワーに配置さ
れている。

3.

RAID 1 ミラーペアのドライブがそれぞれ
別のドロワーに配置されている。

2.

RAID 0 ドロワー損失の保護は実現できな
い。

該当なし

ホットスペア

ボリュームグループでは、データを保護するための重要な戦略は、ストレージアレイ内の使用可能なドライブ
をホットスペアドライブとして割り当てることです。ホットスペアは、データが格納されていないドライブ
で、RAID 1、RAID 3、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループでドライブに障害が発生した場合に、ス
トレージアレイでスタンバイとして機能します。ホットスペアを使用すると、ストレージアレイの冗長性が向
上します。

一般に、ホットスペアドライブには、保護対象のドライブの使用済み容量以上の容量が必要です。ホットスペ
アドライブのメディアタイプ、インターフェイスタイプ、および容量は、保護対象のドライブと同じである必
要があります。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、通常は障害が発生したドライブの代わりにホットスペア
が自動的に使用されます。ドライブ障害の発生時にホットスペアが使用可能であれば、冗長性データパリティ
を使用してホットスペアにデータが再構築されます。データ退避のサポートでは、障害が発生したドライブと
してマークされる前に、データをホットスペアにコピーすることもできます。

障害が発生したドライブを物理的に交換したら、次のいずれかのオプションを使用してデータをリストアでき
ます。

障害が発生したドライブを交換すると、ホットスペアのデータが交換用ドライブにコピーされます。この操作
をコピーバックと呼びます。

ホットスペアドライブをボリュームグループの永続的メンバーとして指定する場合は、コピーバック処理は不
要です。
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ボリュームグループのトレイ損失の保護およびドロワー損失の保護が可能かどうかは、ボリュームグループを
構成するドライブの場所によって異なります。ドライブの障害とホットスペアドライブの場所によっては、ト
レイ損失の保護とドロワー損失の保護が失われる場合があります。トレイ損失の保護とドロワー損失の保護が
影響を受けないようにするには、障害が発生したドライブを交換してコピーバックプロセスを開始する必要が
あります。

ストレージアレイでは、Data Assurance（DA）が有効なボリュームのホットスペア対象範囲としてDA対応ド
ライブが自動的に選択されます。

DAが有効なボリュームのホットスペア対象範囲のストレージアレイにDA対応ドライブがあることを確認して
ください。DA対応ドライブの詳細については、Data Assurance機能を参照してください。

セキュリティ対応（FIPSおよびFDE）ドライブは、セキュリティ対応とセキュリティ非対応の両方のドライ
ブのホットスペアとして使用できます。セキュリティ非対応ドライブは、他のセキュリティ非対応ドライブに
対して、また、ボリュームグループでセキュリティが有効になっていない場合はセキュリティ対応ドライブに
対しても、対応可能です。FIPSボリュームグループは、FIPSドライブのみをホットスペアとして使用できま
す。ただし、FIPSホットスペアは、セキュリティ非対応、セキュリティ対応、およびセキュリティ有効のボ
リュームグループに対して使用できます。

ホットスペアがない場合でも、ストレージアレイの動作中に、障害が発生したドライブを交換できま
す。RAID 1、RAID 3、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループの一部であるドライブは、冗長性データ
パリティを使用して、交換用ドライブにデータを自動的に再構築します。この操作を再構築と呼びます。

セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB
のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。ボリュームが属して
いる環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合は、1つのデータ転送
要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（データストライプはセグ
メントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライブ数が掛けられます
）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのアクセスは1回だけとな
ります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。

キャッシュ読み取りプリフェッチ

キャッシュ読み取りプリフェッチを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロック
をドライブから読み取ってキャッシュにコピーすると同時に、追加のデータブロックをキャッシュにコピーで
きます。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み
取りプリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要で
す。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。デフォルトは「
true」です。
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セキュリティタイプ

ストレージ・アレイのセキュリティ設定を指定するには’securityType’パラメータを使用します

'securityType’パラメータを’enabled’に設定する前に’ストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成する必
要がありますストレージ・アレイのセキュリティ・キーを作成するには’create storageArray securityKey’コマ
ンドを使用します次のコマンドがセキュリティキーに関連しています。

• 「create storageArray securityKey」のように指定します

• 「export storageArray securityKey」のように指定します

• 「import storageArray securityKey」のように入力します

• 「set storageArray securityKey」のように指定します

• [Enable volumeGroup [volumeGroupName] security]を有効にします

• 「enable diskPool [diskPoolName]のセキュリティ」を参照してください

セキュアドライブ

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブ
があります。secureDrivesパラメータを使用して、使用するセキュアドライブのタイプを指定します。使用で
きる値は’FIPs’とFDEです

コマンドの例

show storageArray autoConfiguration securityType=capable

secureDrives=fips;

最小ファームウェアレベル

7.10で、RAIDレベル6機能が追加され、ホットスペアの制限がなくなりました。

7.50で、「securityType」パラメータが追加されました。

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.25で’secureDrives’パラメータが追加されました

AutoSupport の設定を表示します

show storageArray autoSupport AutoSupport コマンドを使用すると、ストレージアレイ
のAutoSupport バンドル収集設定が表示されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、およびEF300ストレージアレイが対象です。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
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Admin、Support AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドからのコマンド出力は、次の設定情報を表示します。

• AutoSupport 機能、AutoSupport OnDemand機能、およびAutoSupport Remote Diagnostics機能の管理ド
メインのアクティブ化ステータス

• 設定された配信方法に応じた配信パラメータ：

◦ 配信方法がEメール（SMTP）：送信先のEメールアドレス、メールリレーサーバ、および送信者のE
メールアドレスが表示されます

◦ 配信方法がHTTPまたはHTTPS：

▪ 直接接続-宛先IPアドレスが表示されます

▪ プロキシサーバ接続-ホストアドレス、ポート番号、および認証の詳細が表示されます

▪ 自動プロキシ設定スクリプト（PAC）接続-スクリプトの場所が表示されます

• AutoSupport の日単位および週単位の優先される時間範囲

• ASUPの機能、シャーシのシリアル番号、および設定されている日次/週次スケジュールに関する情報

構文

show storageArray autoSupport

パラメータ

なし

例
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   SMcli -n Array1 -c "show storageArray autoSupport;"

   The AutoSupport feature is enabled on this storage array.

   The AutoSupport OnDemand feature is enabled on this storage array.

   The AutoSupport Remote Diagnostics feature is enabled on this storage

array.

   Delivery Method: Email (SMTP)

     Destination email address: http://support.mycompany.com/put/AsupPut/

     Mail relay server: ra.eng.netapp.com

     Sender email address: user@netapp.com

   -or-

   Delivery Method: HTTP

     Destination IP address: http://support.mycompany.com/put/AsupPut/

     Connection: Direct

         -or-

     Connection: Proxy server

      Host Address: 10.227.76.178

       Port number: 8080

       Authentication required: Yes

        User name: admin

        Password: ********

         -or-

     Connection: Automatic proxy configuration script (PAC)

      Script location: http://esgweb.eng.mycompany.com/proxy.pac

   The AutoSupport daily schedule preferred time range is from 12:00 AM to

01:00 AM.

   The AutoSupport weekly schedule preferred time range is from 10:00 PM

to 11:00 PM on Thursday, Saturday.

   AutoSupport Capable  AutoSupport OnDemand Capable  Chassis Serial

Number  Daily Schedule  Weekly Schedule

   Yes (enabled)        Yes                           SX94500434

12:55 AM        10:08 PM on Thursdays

   SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイのキャッシュミラーData Assuranceチェックが有効かどうかの表示

「show storageArray cacheMirrorDataAssuranceCheckEnable」コマンドは、キャッシ
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ュミラーData Assuranceチェック機能の有効設定ステータスを返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show storageArray cacheMirrorDataAssuranceCheckEnable

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.41で、コマンドパラメータが新しくなりました。

ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの表示

コントローラヘルスイメージをサポートするストレージアレイでコントローラヘルスイ
メージが使用可能な場合は、「show storageArray controllerHealthImage」コマンドを実
行すると、コントローラキャッシュ上のコントローラヘルスイメージの詳細が表示され
ます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェア・バージョン8.20で’coredump’パラメータは’controllerHealthImage’パラメータ
に置き換えられました

ストレージアレイがコントローラヘルスイメージ機能をサポートしていない場合、このコマンドはエラーを返
します。
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構文

show storageArray controllerHealthImage

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

7.83

8.20で’coredump’パラメータが’controllerHealthImage’パラメータに置き換えられました

ストレージアレイのDBMデータベースの表示

show storageArray dbmDatabaseコマンドは’ストレージ・アレイのオンボード・バック
アップの場所のメタデータを取得して表示しますバックアップの場所が複数ある場合
は、場所ごとにメタデータが表示されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show storageArray dbmDatabase

パラメータ

なし

注：

このコマンドから返される構成データベース情報の形式は次のようになります。

「構成データベースのMetadataLast Host Backup：<日付スタンプ>`」

CTL 場所 リビジョン ID 生成番号 ステータス アクセスモー
ド

A キャッシュ x.y 999999 999999 R/W 最適

663



CTL 場所 リビジョン ID 生成番号 ステータス アクセスモー
ド

B キャッシュ x.y 999999 999999 R/W 最適

該当なし ディスク x.y 999999 999999 R/W 最適

最小ファームウェアレベル

7.83

ストレージアレイのディレクトリサービスの概要を表示します

「show storageArray DirectoryServices summary」コマンドは、ディレクトリサービス
の設定の概要を表示します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

show storageArray directoryServices summary

パラメータ

なし

例
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SMcli -n Array1 -c "show storageArray directoryServices summary;"

Directory Servers:

  DomainId1

    Domain name(s): company.com, name2, name3

    Server URL: ldaps://hqldap.test.eng.company.com:636

    Bind account:

CN=prnldap,OU=securedsvcaccounts,OU=systemaccounts,DC=hq,DC=company,DC=com

    Bind password: ******

    Login base: %s@company.com

    Search base DN: OU=_Users,DC=hq,DC=company,DC=com

    Username attribute: sAMAccountName

    Group attribute(s): memberOf, attributeX

    Default role: Monitor

    Roles Mapping

      Group DN

      CN=ng-hsg-bc-

madridsecurity,OU=Managed,OU=CompanyGroups,DC=hq,DC=company,DC=com

        Roles

        storage.monitor, security.admin, storage.admin

      Group DN

      OU=Managed,OU=CompanyGroups,DC=hq,DC=company,DC=com

        Roles

        storage.monitor

  DomainId2

    Domain name(s): aj.MadridSecurity

    Server URL: ldap://10.113.90.166:389

    Search base DN: CN=Users,DC=aj,DC=madridsecurity

    Username attribute: sAMAccountName

    Group attribute(s): memberOf

    Default role: None

    Roles Mapping

      Group DN

      CN=Administrators,CN=Builtin,DC=aj,DC=MadridSecurity

        Roles

        storage.monitor, storage.admin

SMcli completed successfully.

ストレージアレイのホスト接続のレポートの表示

「show storageArray hostConnectivityReporting」コマンドは、ホスト接続レポート機能
の有効化ステータスを返します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show storageArray hostConnectivityReporting

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.42新しいコマンドパラメータ。

ストレージアレイのホストトポロジを表示します

show storageArray hostTopology’コマンドは’ストレージ・パーティション・トポロジー’
ホスト・タイプ・ラベル’ホスト・ストレージ・アレイのホスト・タイプ・インデックス
を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show storageArray hostTopology

パラメータ

なし

注：

このコマンドから返されるホストトポロジ情報の例を次に示します。
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TOPOLOGY DEFINITIONS

 DEFAULT GROUP

  Default type: Windows 2000/Server 2003 Non-Clustered

  Host Group: scott

   Host: scott1

    Host Port: 28:37:48:55:55:55:55:55

     Alias: scott11

     Type: Windows 2000/Server 2003 Clustered

   Host: scott2

    Host Port: 98:77:66:55:44:33:21:23

     Alias: scott21

     Type: Windows 2000/Server 2003 Clustered

   Host: Bill

    Host Port: 12:34:55:67:89:88:88:88

     Alias: Bill1

     Type: Windows 2000/Server 2003 Non-Clustered

NVSRAM HOST TYPE INDEX DEFINITIONS

HOST TYPE                         ALUA/AVT STATUS   ASSOCIATED INDEXS

AIX MPIO                          Disabled          9

AVT_4M                            Enabled           5

Factory Default                   Disabled          0

HP-UX                             Enabled           15

Linux (ATTO)                      Enabled           24

Linux (DM-MP)                     Disabled          6

Linux (Pathmanager)               Enabled           25

Mac OS                            Enabled           22

ONTAP                             Disabled          4

SVC                               Enabled           18

Solaris (v11 or Later)            Enabled           17

Solaris (version 10 or earlier)   Disabled          2

VMWare                            Enabled           10 (Default)

Windows                           Enabled           1

最小ファームウェアレベル

5.20

ストレージアレイのネゴシエーションのデフォルトを表示します

show storageArray iscsiNegotiationDefaultsコマンドは、イニシエータとターゲットのネ
ゴシエーションによって決まる接続レベルの設定に関する情報を返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show storageArray iscsiNegotiationDefaults

パラメータ

なし

注：

返される情報には、コントローラトレイのデフォルト設定（つまり、ネゴシエーションの開始点である設定）
および現在のアクティブな設定が含まれます。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイのLUNマッピングを表示します

show storageArray lunMappingsコマンドは、ストレージアレイの論理ユニット番号
（LUN）マッピングまたはネームスペースID（NSID）マッピングに関する情報を、スト
レージアレイプロファイルから返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

デフォルトグループのLUNマッピングまたはNSIDマッピングは常に表示されます。パラメータを指定せずに
このコマンドを実行すると、すべてのLUNマッピングまたはNSIDマッピングが返されます。

構文

show storageArray lunMappings (host ["hostName"] |

hostgroup ["hostGroupName"])
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パラメータ

パラメータ 説明

ホスト LUNマッピングまたはNSIDマッピングを表示する特
定のホストの名前。ホスト名は、二重引用符（""）で
囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「hostGroup」と入力します LUNマッピングまたはNSIDマッピングを表示する特
定のホストグループの名前。ホストグループ名は、
二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲み
ます。

注：

このコマンドから返されるホストトポロジ情報の例を次に示します。

MAPPINGS (Storage Partitioning - Enabled (0 of 16 used))

VOLUME NAME  LUN  CONTROLLER  ACCESSIBLE BY  VOLUME STATUS

Access Volume 7   A,B         Default Group  Optimal

21           21   B           Default Group  Optimal

22           22   B           Default Group  Optimal

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイのODX設定の表示

show storageArray odxsettingコマンドは、ストレージアレイのオフロードデータ転送
（ODX）およびVMware vStorage API Array Architecture（VAAI）の現在の設定を返しま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの設定は、次のいずれかになります。

• true — ODXとVAAIがオンになっています。
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• false — ODXとVAAIはオフになっています。

• Inconsistent -コントローラ間で設定が異なります。

• unknown — ODXまたはVAAIの設定を特定できません。

構文

show storageArray odxsetting

パラメータ

なし

注：

このコマンドから返されるODXとVAAIの情報の例を次に示します。

Windows ODX Setting Status

odxEnabled  True | False | Inconsistent | Unknown

vaaiEnabled True | False | Inconsistent | Unknown

最小ファームウェアレベル

8.20で

ストレージアレイの電源情報を表示します

show storageArray powerInfo’コマンドは’ストレージ・アレイ全体およびストレージ・ア
レイ内の各トレイで消費される電力量に関する情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show storageArray powerInfo
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パラメータ

なし

注：

このコマンドから返される電力消費情報の例を次に示します。

total power drawn: 310 watts

number of trays: 1

tray power input details:

   tray id  power supply serial number  input power

   0        0                           160 watts

   0        1                           150 watts

最小ファームウェアレベル

8.10で

証明書失効チェック設定を表示します

show storageArray revocationCheckSettingsコマンドを使用すると、ストレージアレイ
の証明書失効設定を表示できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

パラメータ

なし

構文

show storageArray revocationCheckSettings

例
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SMcli -n Array1 c "show storageArray revocationCheckSettings;"

Revocation Checking: Disabled

OCSP Responder Server URL: https://ocspResponderURL.com

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.42

ストレージアレイのsyslog設定を表示します

「show storageArray syslog」コマンドを使用すると、監査ログの格納に使用され
るsyslogサーバの設定を表示できます。設定情報には、サーバIDとそのアドレス、プロ
トコル、およびポート番号が含まれます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

show storageArray syslog (allServers | id="<id>")

パラメータ

パラメータ 説明

allServers すべてのsyslog設定を表示します。

ID 指定したIDに一致するsyslog設定を表示します。

例
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SMcli -n Array1 -c "show storageArray syslog allServers;"

SMcli -n Array1 -c "show storageArray syslog id=\"331998fe-3154-4489-b773-

b0bb60c6b48e\";"

ID:             331998fe-3154-4489-b773-b0bb60c6b48e

Server Address: 192.168.2.1.com

Port:           514

Protocol:       udp

Components

1. Component Name: auditLog

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.42

インストールされている信頼されたCA証明書の概要の

show storageArray trustedCertificate summaryコマンドは、アレイから信頼されてインス
トールされたCA証明書の概要を表示します。このコマンドを使用すると、「delete
storageArray trustedCertificate」コマンドを実行する前に、削除する証明書のエイリアス
名を確認できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

show storageArray trustedCertificate [all | allUserInstalled|

 aliases=("alias1" ... "aliasN")] summary

パラメータ

パラメータ 説明

「すべて」 プリインストールされている証明書とユーザがイン
ストールした証明書を含むすべての証明書を取得す
るように指定できます。
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パラメータ 説明

「allUserInstalled」 ユーザがインストールした証明書をすべて取得する
ように指定できます。これがデフォルトのオプショ
ンです。

「別名」 取得するプリインストールされている証明書または
ユーザがインストールした証明書をエイリアスで指
定できます。すべてのエイリアスをかっこで囲みま
す。複数のエイリアスを入力する場合は、エイリア
スをスペースで区切ります。

例

出力例は、以下に示すものと異なる場合があります。

SMcli -n Array1 -c "show storageArray trustedCertificate allUserInstalled

summary;"

============================

Trusted Certificates

============================

Alias:        19527b38-8d26-44e5-8c7f-5bf2ca9db7cf

Type:         Pre-installed | User installed

Subject DN:   CN=Corp Issuing CA 1

Issuer DN:    CN=Corp Root CA

Start:        date

Expire:       date

---------------------

Alias:        myAliasName

Type:         Pre-installed | User installed

Subject DN:   CN=Corp Issuing CA 1

Issuer DN:    CN=Corp Root CA

Start:        date

Expire:       date

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

未設定のイニシエータの表示

show storageArray unconfiguredInitiatorsコマンドは、ストレージアレイによって検出さ
れたイニシエータのうち、まだストレージアレイトポロジに設定されていないイニシエ
ータのリストを返します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

このコマンドは、に置き換わるものです "show storageArray unconfiguredIscsiInitiators" コマンドを実行しま
す

構文

show storageArray unconfiguredInitiators

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.50

ストレージアレイの未設定のiSCSIイニシエータの表示

show storageArray unconfiguredIscsiInitiatorsコマンドは’ストレージ・アレイによって検
出されたイニシエータのうち’まだストレージ・アレイ・トポロジーに設定されていない
イニシエータのリストを返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

このコマンドは廃止されました。置き換えられるコマンドはです "show storageArray unconfiguredInitiatorsの
例を示します"。

構文

show storageArray unconfiguredIscsiInitiators
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パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

7.10

8.50で、このコマンドは廃止されました

ストレージアレイの読み取り不能セクターの表示

show storageArray unreadableSectors’コマンドは、ストレージアレイ内の読み取り不可
能なすべてのセクターのアドレスのテーブルを返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

返されるテーブルには、次の情報を示す列見出しが表示されます。

• ボリュームのユーザラベル

• Logical Unit Number（LUN；論理ユニット番号）

• アクセス可能かどうか（ホストまたはホストグループから）

• 日付/時刻

• ボリュームから見た論理ブロックアドレス（16進形式- 0xnnnnnnnn）

• ドライブの場所（トレイt、スロットs）

• ドライブから見た論理ブロックアドレス（16進形式- 0xnnnnnnnn）

• 障害のタイプ

データは、まずボリュームユーザラベルでソートされ、次に論理ブロックアドレス（LBA）でソートされま
す。テーブル内の各エントリは、1つのセクターに対応します。

構文

show storageArray unreadableSectors
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パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイのユーザセッションを表示します

「show storageArray userSession」コマンドを使用すると、System Managerのセッシ
ョンタイムアウト時間を表示できます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Admin、Support AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

パラメータ

なし

構文

show storageArray userSession

最小ファームウェアレベル

8.41

ストレージアレイを表示します

show storageArrayコマンドは’ストレージ・アレイに関する構成情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

パラメータを指定すると、ストレージアレイのコンポーネントと機能の値がリスト形式で返されます。1つま
たは複数のパラメータを指定してコマンドを入力できます。パラメータを指定せずにコマンドを入力すると、
ストレージ・アレイ・プロファイル全体が表示されます（「* profile *」パラメータを入力した場合と同じ情報
）。

構文

show storageArray

[autoSupport| autoSupportConfig | profile |

batteryAge | connections | defaultHostType | healthStatus |

hostTypeTable | hotSpareCoverage | features | time |

volumeDistribution | longRunningOperations | summary |

preferredVolumeOwners |

iscsiNegotiationDefaults | unconfiguredIscsiInitiators |

autoLoadBalancingEnable |

cacheMirrorDataAssuranceCheckEnable | hostConnectivityReporting]

パラメータ

パラメータ 説明

autoLoadBalancingEnable 自動ロードバランシング機能の有効設定ステータス
を返すためのパラメータ。

自動ロードバランシング機能を有効に
すると、ホスト接続レポート機能も有
効になります。

「AutoSupport 」 このパラメータは、「https」クライア
ントタイプで実行されているE2800ま
たはE5700ストレージアレイに対して
のみ有効です。E2800またはE5700ス
トレージアレイがクライアントタイプ
で実行されている場合
は、「autoSupportConfig」パラメータ
を使用します。
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パラメータ 説明

'autoSupportConfig' サポートデータの自動収集処理の現在の状態を返す
ためのパラメータ。次の情報が返されます。

• 処理が有効か無効か

• サポートデータファイルが格納されているフォル
ダの場所

このパラメータは、「symbol」クライ
アントタイプで実行されているE2800
またはE5700ストレージアレイに対し
てのみ有効です。E2800またはE5700
ストレージ・アレイがHTTPSクライア
ント・タイプで稼働している場合
はAutoSupport *パラメータを使用しま
す

「batteryAge」 ステータス、バッテリの寿命（日数）、およびバッ
テリの交換が必要になるまでの日数を表示するため
のパラメータ。両方のバッテリの情報が表示されま
す。

cacheMirrorDataAssuranceCheckEnable` キャッシュミラーData Assurance機能の有効設定ス
テータスを返すためのパラメータ。

「接続」 ドライブチャネルポートの場所とドライブチャネル
の接続先をリスト形式で表示するためのパラメー
タ。

defaultHostType デフォルトのホストタイプとホストタイプインデッ
クスを表示するためのパラメータ。

「特長」 ストレージアレイの機能設定を表示するためのパラ
メータ。

「healthStatus」 ストレージアレイの健常性、論理プロパティ、およ
び物理コンポーネントのプロパティを表示するため
のパラメータ。

「hostConnectivityReporting」のように入力します ホスト接続レポート機能の有効設定ステータスを返
すためのパラメータ。

「hostTypeTable」 コントローラが認識するすべてのホストタイプを表
形式で表示するためのパラメータ。表の各行には、
ホストタイプインデックスとホストタイプインデッ
クスが表すプラットフォームが表示されます。
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パラメータ 説明

「hotSpareCoverage」と入力します ストレージアレイ内でホットスペアが適用されるボ
リュームと適用されないボリュームに関する情報を
表示するためのパラメータ。

iscsiNegotiationDefaults イニシエータとターゲットのネゴシエーションによ
って決まる接続レベルの設定に関する情報を返すた
めのパラメータ。

'longRunningOperations' ストレージアレイ内のボリュームグループおよびボ
リュームごとに実行時間の長い処理を表示するため
のパラメータ。

longRunningOperationパラメータは’次の情報を返し
ます

• ボリュームグループまたはボリュームの名前

• 実行時間の長い処理です

• ステータス

• %完了

• 残り時間

「preredVolumeOwners」のように指定します ストレージアレイ内の各ボリュームの優先コントロ
ーラ所有者を表示するためのパラメータ。
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パラメータ 説明

「プロファイル」 ストレージアレイを構成する論理コンポーネントと
物理コンポーネントのすべてのプロパティを表示す
るためのパラメータ。この情報は複数の画面に表示
されます。

profileパラメータを指定すると、スト
レージアレイに関する詳細情報が返さ
れます。この情報は、ディスプレイ上
の複数の画面にわたって表示されま
す。場合によっては、すべての情報を
表示するために、ディスプレイバッフ
ァのサイズを増やす必要があります。
この情報は非常に詳細であるため、出
力をファイルに保存することを推奨し
ます。

プロファイル出力をファイルに保存するには、次の
コマンドを使用します。

c:\...\smX\client>smcli

123.45.67.88

123.45.67.89 -c "show storagearray

profile;"

-o "c:\folder\storagearray

profile.txt"

「概要」 ストレージアレイ構成に関する概要情報をリストで
表示するためのパラメータ。

「time」 ストレージアレイ内の両方のコントローラに設定さ
れている現在時刻を表示するためのパラメータ。

「unconfiguredIscsiInitiators」 ストレージアレイで検出されたイニシエータのう
ち、ストレージアレイトポロジに設定されていない
イニシエータのリストを返すためのパラメータ。

'volumeDistribution’のように指定します ストレージアレイ内の各ボリュームの現在のコント
ローラ所有者を表示するためのパラメータ。

注：

「profile」パラメータを指定すると、ストレージ・アレイに関する詳細情報が表示されます。この情報は、デ
ィスプレイモニタの複数の画面に表示されます。場合によっては、すべての情報を表示するために、ディスプ
レイバッファのサイズを増やす必要があります。この情報は非常に詳細であるため、出力をファイルに保存す
ることを推奨します。出力をファイルに保存するには、この例のような「show storageArray」コマンドを実
行します。
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-c "show storageArray profile;" -o "c:\\folder\\storageArrayProfile.txt"

上記のコマンド構文は、Windowsオペレーティングシステムを実行しているホストを対象としています。実際
の構文はオペレーティングシステムによって異なります。

ファイルに情報を保存する場合は、その情報を設定の記録として使用したり、リカバリ時に情報を参照したり
できます。

ストレージアレイプロファイルからは大量のデータがラベルとともに返されますが、8.41リリ
ースで、E2800またはE5700ストレージアレイのSSDドライブに関する消耗度レポート情報が
新たに追加されました。以前の消耗度レポートに含まれる平均消去回数とスペアブロックの残
量に関する情報に加えて、使用済み寿命の割合が追加されました。使用済み寿命は、これまで
にSSDドライブに書き込まれたデータ量を、ドライブの理論上の合計書き込み量で割った値で
す。

「batteryAge」パラメータは、この形式で情報を返します。

Battery status: Optimal

    Age: 1 day(s)

    Days until replacement: 718 day(s)

新しいコントローラトレイは’batteryAgeパラメータをサポートしていません

defaultHostTypeパラメータは’この形式で情報を返します

Default host type: Linux (Host type index 6)

「healthStatus」パラメータは、この形式で情報を返します。

Storage array health status = optimal.

「hostTypeTable」パラメータは、この形式で情報を返します。
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NVSRAM HOST TYPE INDEX DEFINITIONS

HOST TYPE                         ALUA/AVT STATUS   ASSOCIATED INDEXS

AIX MPIO                          Disabled          9

AVT_4M                            Enabled           5

Factory Default                   Disabled          0

HP-UX                             Enabled           15

Linux (ATTO)                      Enabled           24

Linux (DM-MP)                     Disabled          6

Linux (Pathmanager)               Enabled           25

Mac OS                            Enabled           22

ONTAP                             Disabled          4

SVC                               Enabled           18

Solaris (v11 or Later)            Enabled           17

Solaris (version 10 or earlier)   Disabled          2

VMWare                            Enabled           10 (Default)

Windows                           Enabled           1

「hotSpareCoverage」パラメータは、この形式で情報を返します。

The following volume groups are not protected: 2, 1

Total hot spare drives: 0

   Standby: 0

   In use: 0

'features’パラメータは’有効’無効’評価’およびインストール可能な機能を示す情報を返しますこのコマンドから
返される機能情報の形式は次のとおりです。

PREMIUM FEATURE           STATUS

asyncMirror               Trial available

syncMirror                Trial available/Deactivated

thinProvisioning          Trial available

driveSlotLimit            Enabled (12 of 192 used)

snapImage                 Enabled (0 of 512 used) - Trial version expires

m/d/y

snapshot                  Enabled (1 of 4 used)

storagePartition          Enabled (0 of 2 used)

volumeCopy                Enabled (1 of 511 used)

SSDSupport                Disabled (0 of 192 used) - Feature Key required

driveSecurity             Disabled - Feature Key required

enterpriseSecurityKeyMgr  Disabled - Feature Key required

highPerformanceTier       Disabled - Feature Key required
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時刻パラメータは’この形式で情報を返します

Controller in Slot A

Date/Time: Thu Jun 03 14:54:55 MDT 2004

Controller in Slot B

Date/Time: Thu Jun 03 14:54:55 MDT 2004

'longRunningOperations’パラメータは’次の形式で情報を返します

LOGICAL DEVICES  OPERATION         STATUS        TIME REMAINING

Volume-2         Volume Disk Copy  10% COMPLETED  5 min

'longRunningOperations’パラメータによって返される情報フィールドには’次の意味があります

• 「name」は、長時間の処理が現在実行されているボリュームの名前です。ボリューム名には、「
Volume」がプレフィックスとして含まれている必要があります。

• 「operation」は、ボリューム・グループまたはボリューム上で実行される操作を示します。

• '%complete'は’実行時間の長いオペレーションのどれだけが実行されたかを示します

• 「status」には、次のいずれかの意味があります。

◦ Pending -長時間の処理はまだ開始されていませんが、現在の処理が完了したあとに開始されます。

◦ 実行中—長時間の処理が開始されており’完了するか’ユーザーの要求によって停止されるまで実行され
ます

• 「残り時間」は、現在の長時間実行動作を完了するまでの残り時間を示します。「時間数と分数」の形式
で指定します。残り時間が1時間未満の場合は、分だけが表示されます。残り時間が1分未満の場合

は、「less than a minute 」というメッセージが表示されます。

volumeDistributionパラメータは’次の形式で情報を返します
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volume name: 10

     Current owner is controller in slot: A

volume name: CTL 0 Mirror Repository

     Current owner is controller in slot: A

volume name: Mirror Repository 1

     Current owner is controller in slot:A

volume name: 20

     Current owner is controller in slot:A

volume name: JCG_Remote_MirrorMenuTests

     Current owner is controller in slot:A

最小ファームウェアレベル

5.00で’defaultHostType’パラメータが追加されました

5.43で’summary’パラメータが追加されました

6.10で’volumeDistributionパラメータが追加されました

6.14で’connections’パラメータが追加されました

7.10で、「autoSupportConfig」パラメータが追加されました。

7.77で、'longRunningOperations’パラメータが追加されました。

7.83で、ストレージ管理ソフトウェアバージョン10.83でリリースされた新機能のサポートを含む情報が返さ
れるようになりました。また、ストレージアレイの機能のステータスも表示されるようになりました。

8.30で’autoLoadBalancingEnable’パラメータが追加されました

8.40で、「AutoSupport 」パラメータが追加されました。

8.40で、「https」クライアントタイプで実行されているE2800またはE5700ストレージアレイに対す
る「autoSupportConfig」パラメータは廃止されました。

8.41で、SSDドライブの消耗度の監視がストレージアレイプロファイルに追加されました。この情報
は、E2800およびE5700ストレージアレイでのみ表示されます。

8.42で、「hostConnectivityReporting」パラメータが追加されました。

8.63で’profile’パラメータ結果の下に’Resource-Provisioned Volumesエントリが追加されました

同期ミラーリングのボリューム候補を表示します

show SyncMirror candidatesコマンドは’同期ミラーリング構成のセカンダリ・ボリュー
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ムとして使用できる’リモート・ストレージ・アレイ上のボリューム候補に関する情報を
返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、一部制限付きで個々のストレージアレイを環境 接続します。E2700またはE5600のアレイに
対して実行する場合は、制限はありません。

E2800またはE5700アレイに対して実行する場合は、クライアントタイプを「symbol」に設定
する必要があります。クライアント・タイプがhttpsに設定されている場合’このコマンドは実行
されません

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage AdminまたはStorage
Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

show syncMirror candidates primary="volumeName"

remoteStorageArrayName="storageArrayName"

パラメータ

パラメータ 説明

「プライマリ」 リモートミラーペアのプライマリボリュームにする
ローカルボリュームの名前。プライマリボリューム
名は二重引用符（""）で囲みます。

remoteStorageArrayName セカンダリボリュームの候補となるボリュームが配
置されているリモートストレージアレイ。リモート
ストレージアレイ名に特殊文字が含まれている場合
は、リモートストレージアレイ名も二重引用符（""）
で囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

5.40

同期ミラーリングのボリューム同期の進捗状況を表示します

「show SyncMirror synchronizationProgress」コマンドは、同期ミラーリング構成のプ
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ライマリボリュームとセカンダリボリューム間のデータ同期の進捗状況を返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage AdminまたはStorage
Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの進捗状況は、完了したデータ同期の割合で示されます。

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなりSyncMirror *'に置き換えられます

構文

show syncMirror (localVolume [volumeName] |

localVolumes [volumeName1... volumeNameN]) synchronizationProgress

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 同期の進捗状況をチェックするリモートミラーペア
のプライマリボリュームの名前。ボリューム名は角
かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特殊文字ま
たは数字が含まれている場合は、ボリューム名を二
重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があ
ります。

687



パラメータ 説明

「ボリューム」 同期の進捗状況をチェックするリモートミラーペア
のプライマリボリュームの名前。以下のルールを使
用して、ボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成されている場合は、次のルールに従っ
て名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

最小ファームウェアレベル

5.40

syslog設定を表示します

show syslog summaryコマンドは、syslogアラートの設定情報を表示します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Admin、Support AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show syslog summary

パラメータ

なし

例
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SYSLOG SUMMARY

   Default facility: 3

   Default tag: StorageArray

   Syslog format: rfc5424

   Syslog Servers

      Server Address               Port Number

      serverName1.company.com      514

      serverName2.company.com      514

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

11.70.1では、syslogメッセージ形式を指定するための「syslogFormat」パラメータが追加されました。

文字列を表示します

「show textstring」コマンドは、スクリプトファイルのテキスト文字列を表示します。
このコマンドは、MS-DOSおよびUNIXの「echo」コマンドと似ています。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show "textString"

パラメータ

なし

注：

文字列は二重引用符（""）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

6.10
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ボリューム操作の進捗状況を表示します

「show volume actionProgress」コマンドは、ボリューム上で長時間実行されている操
作のボリューム操作および実行時間に関する情報を返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェア・バージョン7.77では’show volume actionProgressコマンドは廃止されました
このコマンドは、「show storageArray longRunningOperations」に置き換えてください。

完了している長時間の処理の量は割合で示されます（たとえば、25は長時間実行されている処理の25%が完
了したことを意味します）。

構文

show volume [volumeName] actionProgress

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 長時間の処理に関する情報を取得するボリュームの
名前。ボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。ボ
リューム名に特殊文字または数字が含まれている場
合は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ
で囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

5.43

ボリュームのパフォーマンス統計を表示します

show volume performanceStatsコマンドは’ボリュームのパフォーマンスに関する情報を
返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす

690



べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ストレージアレイ内の各ボリュームについて次の情報を返します。

• ストレージアレイ

• I/Oの合計数/秒

• 読み取り率

• プライマリ読み取りキャッシュヒット率

• プライマリ書き込みキャッシュヒット率

• SSDキャッシュヒット率

• 現在のMBs /秒

• 最大MBs /秒

• 現在のIO/秒

• 最大IOS/s

• 最小IOs /秒

• 平均IOs /秒

• 最小MBs /秒

• 平均MBs /秒

• 現在のIOレイテンシ

• 最大I/Oレイテンシ

• 最小I/Oレイテンシ

• 平均I/Oレイテンシ

構文

show (allVolumes | volume ["volumeName"]

volumes ["volumeName1" ... "volumeNameN"]) performanceStats

パラメータ

パラメータ 説明

「allVolumes」 ストレージアレイ内のすべてのボリュームに関する
パフォーマンス統計を返すためのパラメータ。
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パラメータ 説明

「 volume 」 情報を取得するボリュームの名前。ボリューム名は
角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、名前を二重引用
符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要がありま
す。

「ボリューム」 情報を取得する複数のボリュームの名前。以下のル
ールを使用して、ボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名に特殊文字または数字が含まれる場合
は、次のルールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

注：

「show volume performanceStat」コマンドを実行する前に、「set session performanceMonitorInterval」コマ
ンドと「set session performanceMonitorIterations」コマンドを実行して、統計情報を収集する頻度を定義し
ます。

「show volume performanceStat」コマンドは、次の例に示すように、ボリュームのパフォーマンス統計を返
します。
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Performance Monitor Statistics for Storage Array: Tyler -

Date/Time: 11/6/12 10:00: 34 AM - Polling interval in seconds: 5

"Storage Arrays","Total IOs","Read %","Primary Read Cache Hit %",

"Primary Write Cache Hit %","SSD Read Cache Hit %","Current MBs/sec",

"Maximum MBs/sec","Current IOs/sec","Maximum IOs/sec","Minimum IOs/sec",

"Average IOs/sec","Minimum MBs/sec","Average MBs/sec","Current IO

Latency",

"Maximum IO Latency","Minimum IO Latency","Average IO Latency"

"Capture Iteration: 1","","","","","","","","","","","","","","","","",""

"Date/Time: 11/6/12 10:00:34

AM","","","","","","","","","","","","","","",

   "","","""Volume

Unnamed","0.0","","0.0","0.0","0.0","0.0","0.0","0.0","0.0","0.0",

   "0.0","0.0","0.0","0.0","0.0","0.0","0.0"

最小ファームウェアレベル

6.10

ボリューム予約を表示します

「show volume reservations」コマンドは、永続的予約が設定されているボリュームに関
する情報を返します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN]) reservations

パラメータ
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パラメータ 説明

「allVolumes」 ストレージアレイ内のすべてのボリュームに関する
パフォーマンス統計を返すためのパラメータ。

「 volume 」 情報を取得するボリュームの名前。ボリューム名は
角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、名前を二重引用
符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要がありま
す。

「ボリューム」 情報を取得する複数のボリュームの名前。以下のル
ールを使用して、ボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名に特殊文字または数字が含まれる場合
は、次のルールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

最小ファームウェアレベル

5.40

ボリュームを表示します

show volume summaryコマンドは’ボリュームに関する情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ストレージアレイ内のボリュームについて次の情報を返します。

• ボリュームの数

• 名前
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• ステータス

• 容量

• RAIDレベル

• ボリュームが配置されているボリュームグループ

• 詳細：

◦ ボリュームID

◦ サブシステムID

◦ ドライブタイプ（SAS）

◦ トレイ損失の保護

◦ 優先所有者

◦ 現在の所有者

◦ セグメントサイズ

◦ 修正の優先順位

◦ 読み取りキャッシュのステータス（有効または無効）

◦ 書き込みキャッシュのステータス（有効または無効）

◦ バッテリなしの書き込みキャッシュのステータス（有効または無効）

◦ ミラーリングありの書き込みキャッシュのステータス（有効または無効）

◦ 書き込みキャッシュをフラッシュします

◦ キャッシュ読み取りプリフェッチの設定（TRUEまたはFALSE）

◦ バックグラウンドメディアスキャンの有効化ステータス（有効または無効）

◦ 冗長性チェックを伴うメディアスキャンのステータス（有効または無効）

• ミラーリポジトリボリューム

構文

show (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN]) summary

パラメータ

パラメータ 説明

「allVolumes」 このパラメータは、ストレージアレイ内のすべての
ボリュームに関するパフォーマンス統計を返しま
す。
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パラメータ 説明

「 volume 」 情報を取得するボリュームの名前。ボリューム名は
角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、名前を二重引用
符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要がありま
す。

「ボリューム」 情報を取得する複数のボリュームの名前。以下のル
ールを使用して、ボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名に特殊文字または数字が含まれる場合
は、次のルールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「概要」 ボリュームに関する概要情報をリストで返すための
設定。

シンボリュームを表示します

show volumeコマンドは’指定したシン・ボリュームの拡張履歴または消費容量を返しま
す

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show (allVolumes | volume [volumeName] |

volumes [volumeName1 ... volumeNameN])

(consumedCapacity |

(expansionHistory [file=fileName]))
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パラメータ

パラメータ 説明

「allVolumes」 ストレージアレイ内のすべてのシンボリュームに関
する情報を返すためのパラメータ。

「 volume 」 情報を取得するシンボリュームの名前。シンボリュ
ーム名は角かっこ（[]）で囲みます。シンボリューム
名に特殊文字または数字が含まれている場合は、シ
ンボリューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角か
っこで囲む必要があります。

「ボリューム」 情報を取得する複数のシンボリュームの名前。以下
のルールを使用して、ボリュームの名前を入力しま
す。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名に特殊文字または数字が含まれる場合
は、次のルールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「consumedCapacity」です シンボリュームの消費容量に関する概要情報をリス
トで返すための設定。

「拡張の歴史」 シンボリュームの拡張履歴に関する概要情報をリス
トで返すための設定。

'file' 'file’パラメータは’expansionHistory’パラメータの出力
をログに記録するファイルを指定します’file’
は’expansionHistory’パラメータとともに使用する場
合にのみ有効です無効なファイル名を指定すると、
コマンドが失敗します。

注：

「expansionHistory」パラメータを指定すると、次の例のような情報が返されます。

「シン・ボリューム名：ボリューム名リポジトリ・ボリューム名：Repos_nnnn」
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ログ時間 拡張タイプ 容量を開始します 容量の終了

MM/DD/YYYY HH：MM
：SS

Manual（手動） Automatic（自動 nnnnnnnnバイト

consumedCapacityパラメータを指定すると、次の例のような情報が返されます。

ボリューム プロビジョニング済
み容量

使用済み容量 クォータ % Prov.消費済み

「VolumeName」 500.000 GB 230.000 GB 700.000 GB 46%

最小ファームウェアレベル

7.83

ボリュームコピーのターゲット候補の表示

「show VolumeCopy source targetCandidates」コマンドは、ボリュームコピー操作のタ
ーゲットとして使用できるボリューム候補に関する情報を返します。このコマンド
は、Snapshotボリュームコピーペアに対して有効です。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show volumeCopy source ["sourceName"] targetCandidates

パラメータ

パラメータ 説明

「source」を参照してください ターゲットボリュームの候補を探すソースボリュー
ムの名前。ボリューム名は角かっこ（[]）で囲みま
す。ボリューム名に特殊文字または数字が含まれて
いる場合は、ボリューム名を二重引用符（""）で囲ん
だ上で角かっこで囲む必要があります。
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ボリュームコピーのソース候補の表示

「show VolumeCopy sourceCandidates」コマンドは、ボリュームコピー操作のソースと
して使用できるボリューム候補に関する情報を返します。このコマンドは、Snapshotボ
リュームコピーペアに対して有効です。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show volumeCopy sourceCandidates

パラメータ

なし

注：

このコマンドから返されるボリュームコピーソース情報の例を次に示します。

Volume Name: finance

   Capacity: 4.0 GB

   Volume Group: 1

Volume Name: engineering

   Capacity: 4.0 GB

   Volume Group: 2

ボリュームコピーの表示

show VolumeCopyコマンドは’ボリューム・コピー操作に関する情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

このコマンドは、ボリュームコピー処理に関する次の情報を返します。

• コピーステータス

• 開始タイムスタンプ

• 完了タイムスタンプ

• コピー優先度

• ソースボリュームまたはターゲットボリュームのWorld Wide Identifier（WWID）

• ターゲットボリュームの読み取り専用属性設定

ストレージアレイ内の特定のボリュームコピーペアまたはすべてのボリュームコピーペアの情報を取得できま
す。このコマンドは、Snapshotボリュームコピーペアに対して有効です。

構文

show volumeCopy (allVolumes | source ["sourceName"] |

target ["targetName"])

パラメータ

パラメータ 説明

「allVolumes」 すべてのボリュームコピーペアでのボリュームコピ
ー処理に関する情報を返すための設定。

「source」を参照してください 情報を取得するソースボリュームの名前。ソースボ
リューム名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こ（[]）で囲みます。

「target」と入力します 情報を取得するターゲットボリュームの名前。ター
ゲットボリューム名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

ボリュームグループのエクスポート依存関係の表示

show volumeGroup exportDependenciesコマンドは’あるストレージ・アレイから別のス
トレージ・アレイに移動するボリューム・グループ内のドライブの依存関係のリストを
表示します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show volumeGroup [volumeGroupName] exportDependencies

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します エクスポート依存関係を表示するボリュームグルー
プの名前。ボリュームグループ名は角かっこ（[]）で
囲みます。

注：

このコマンドは、ボリュームグループ内のドライブをスピンアップし、DACstoreを読み取った上で、ボリュ
ームグループのインポート依存関係のリストを表示します。ボリュームグループはエクスポート状態または強
制状態である必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.10

ボリュームグループのインポート依存関係の表示

show volumeGroup importDependenciesコマンドは’あるストレージ・アレイから別のス
トレージ・アレイに移動するボリューム・グループ内のドライブの依存関係のリストを
表示します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

構文

show volumeGroup [volumeGroupName] importDependencies

[cancelImport=(TRUE | FALSE)]
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パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します インポート依存関係を表示するボリュームグループ
の名前。ボリュームグループ名は角かっこ（[]）で囲
みます。

「cancelImport」 ボリュームグループの依存関係を読み取ったあとに
ドライブをスピンダウンするための設定。ドライブ
をスピンダウンするには’このパラメータをTRUEに設
定しますドライブを回転させたままにするには’この
パラメータをFALSEに設定します

注：

このコマンドは特定のボリュームグループの依存関係を返します。ボリュームグループはエクスポート状態ま
たは強制状態である必要があります。表示された依存関係を維持することを決定した場合は’cancelImportパラ
メータを適用してドライブをスピンダウンできます

start volumeGroup importコマンドを実行する前に’show volumeGroup importDependenciesコマンドを実行す
る必要があります

最小ファームウェアレベル

7.10

ボリュームグループを表示します

show volumegroupコマンドは’ボリューム・グループに関する情報を返します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ボリュームグループに関する次の情報を返します。

• ステータス（最適、デグレード、失敗、不明など）

• 容量

• 現在の所有者（スロットAのコントローラまたはスロットBのコントローラ）

• RAIDレベル
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• ドライブメディアタイプ（HDDまたはSSD）

• ドライブインターフェイスタイプ（Fibre Channel、iSCSI、InfiniBand、SAS）

• トレイ損失の保護（yesまたはno）

• セキュリティ対応-ボリュームグループがセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうかを示し
ます。セキュリティ対応ドライブには、FDEドライブとFIPSドライブがあります。

• セキュア-ボリュームグループでドライブセキュリティがオンになっている（セキュリティ有効）かどうか
を示します。

• 関連付けられているボリュームと空き容量

• 関連付けられているドライブ

• Data Assurance機能およびData Assuranceが有効なボリュームがある

• リソースプロビジョニング機能

構文

show volumeGroup [volumeGroupName]

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します 情報を表示するボリュームグループの名前。ボリュ
ームグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

このコマンドから返されるボリュームグループ情報の例を次に示します。
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Name:              SecureGroup

      Status:         Optimal

      Capacity:       120.000 GB

      Current owner: Controller in slot A

      Quality of Service (QoS) Attributes

         RAID level:                  5

         Drive media type:            Hard Disk Drive

         Drive interface type:        SAS

         Shelf loss protection:       No

         Secure Capable:              Yes

         Secure:                      No

         Data Assurance (DA) capable: Yes

         DA enabled volume present:   No

         Resource-provisioned:           Yes

      Total Volumes:          1

         Standard volumes:    1

         Repository volumes:  0

         Free Capacity:       110.000 GB

      Associated drives - present (in piece order)

      Total drives present: 5

         Tray     Slot

         99       1

         99       2

         99       3

         99       4

         99       5

最小ファームウェアレベル

6.10

SMcli …

アラートをテストする

SMcli alertTestコマンドは、Windowsイベントログおよび設定されているすべてのsyslog
レシーバにテストアラートを送信します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700とE5600のストレージアレイにのみ適用されます。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません

構文

SMcli -alertTest

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

7.83

AutoSupport バンドル収集設定を表示します

SMcli -autoSupportConfig showコマンドは、管理ドメインのAutoSupport バンドル収集
設定を表示します。これらの設定は、AutoSupport を有効にしている管理ドメイン内の
すべてのストレージアレイに適用されます。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

コンテキスト（Context）

このコマンドからのコマンド出力は、次の設定情報を表示します。

• AutoSupport 機能、AutoSupport OnDemand機能、およびAutoSupport Remote Diagnostics機能の管理ド
メインのアクティブ化ステータス

• 設定された配信方法に応じた配信パラメータ：

◦ 配信方法がSMTP：送信先のEメールアドレス、メールリレーサーバ、および送信者のEメールアドレ
スが表示されます

◦ 配信方法がHTTPまたはHTTPS：

▪ 直接接続-宛先IPアドレスが表示されます

▪ プロキシサーバ接続-ホストアドレス、ポート番号、および認証の詳細が表示されます

▪ 自動プロキシ設定スクリプト（PAC）接続-スクリプトの場所が表示されます
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• ストレージアレイごとに、アレイの名前、ASUP対応アレイかどうか、シャーシのシリアル番号、および
アレイのコントローラのIPアドレスをリストするテーブル

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に
削除します。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

構文

SMcli -autoSupportConfig show

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.25

アクティブ化ステータスの出力例

The AutoSupport feature is activated on this storage management station.

The AutoSupport OnDemand feature is de-activated on this storage

management station.

The AutoSupport Remote Diagnostics feature is de-activated on this storage

management station.

SMTP配信方式の出力例

Delivery method: SMTP

Destination email address:  http://asupserver.corp.netapp.com/put/AsupPut/

Mail relay server: server.eng.netapp.com

Sender email address:  user@netapp.com

直接接続のHTTPまたはHTTPS配信方式の出力例
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Delivery method:  HTTP

Destination IP address:  http://asupserver.corp.netapp.com/put/AsupPut/

Connection:  Direct

プロキシ接続のHTTP配信方式の出力例

Connection:  Proxy server

Host Address:  10.227.76.123

Port number: 8080

Authentication required: Yes

User name: admin

Password: **********

自動プロキシ設定スクリプト（PAC）のHTTP配信方式の出力例

Connection: Automatic proxy configuration script (PAC)

Script location: http://esgweb.eng.netapp.com/~user/proxy.pac

アレイテーブル（すべての配信方法）の出力例

Name  AutoSupport Capable   Chassis Serial Number   IP Address

SA_1  Yes (enabled)         SX94500434              10.113.173.123,

10.113.173.456

SA_2  Yes (disabled)        SX94607107              10.113.174.789,

10.113.174.345

SA_3  No                    Not available           10.113.59.58,

10.113.59.59

AutoSupport 構成をテストします

テスト・メッセージを送信してAutoSupport 構成をテストするには’SMcli
-autoSupportConfig test’コマンドを使用しますこのコマンドは管理ドメインで動作しま
す。テストメッセージに含めるサンプルデータとして、管理ドメイン内のAutoSupport対
応のアレイが選択されます。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。
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コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

スケジュールされたAutoSupport メッセージまたはイベントトリガー型メッセージを送信する
には、管理ステーションでPersistent Monitorが実行されている必要があります。このコマンド
を使用する前にサービスを開始してください。

構文

SMcli -autoSupportConfig test reply-toEmail<address>

パラメータ

次の表に、AutoSupport テストメッセージを送信するためのパラメータを示します。

パラメータ 説明

「test」のようになります コマンドの必須パラメータ。値は不要です。

「返信メール」 SMTP配信タイプのAutoSupport メッセージの返信先
のEメールアドレスを指定できます。

最小ファームウェアレベル

8.25

HTTP / HTTPS配信を使用したテストの例

HTTPまたはHTTPS配信タイプを使用する場合のこのコマンドの使用例を次に示します。配信用のEメールア
ドレスは指定しません。

SMcli -autoSupportConfig test

The sample AutoSupport message was successfully sent to the ASUP gateway.

SMcli completed successfully.

SMTP配信を使用したテストの例

このコマンドの使用例を次に示します。SMTP配信方式を使用する場合は、「reply-toEmail」パラメータを使
用して宛先アドレスを指定できます。
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SMcli -autoSupportConfig test reply-toEmail:user@netapp.com

The sample AutoSupport message was successfully sent to the ASUP gateway.

An email has been sent to 'user@netapp.com', please check the mailbox

for delivery confirmation.

SMcli completed successfully.

AutoSupport の配信方法を指定します

SMcli -autoSupportConfigコマンドは、AutoSupport メッセージを送信する配信方法を設
定します。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

AutoSupport メッセージを送信するには、次の2種類の配信方法を作成します。

• SMTP — AutoSupport メッセージを送信するための配信方法として電子メールを使用する場合は’この方法
を使用します

• HTTP/HTTPS — HTTPまたはHTTPSプロトコルを使用してAutoSupport メッセージを送信する場合は’こ
の方法を使用しますAutoSupport OnDemandまたはAutoSupport Remote Diagnosticsを使用する場合
は、HTTPSを使用する必要があります。

配信方法がSMTPの場合の構文

SMcli -autoSupportConfig deliveryMethod=SMTP

mailRelayServer=<mailRelayServerName> senderMail=<senderEmailAddress>

配信方法がSMTPの場合のパラメータ

パラメータ 説明

「deliveryMethod」を参照してください AutoSupport メッセージの配信方法を指定できます。
有効な選択肢はSMTPです。同様に有効なHTTPまた
はHTTPSの使用については、このトピックの次のセ
クションを参照してください。
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パラメータ 説明

mailRelayServer' AutoSupport メッセージのメールリレーサーバを指定
できます。

「senderMail」 AutoSupport メッセージの送信元Eメールアドレスを
指定できます。

配信方法がHTTP / HTTPSの場合の構文

SMcli -autoSupportConfig deliveryMethod={HTTP|HTTPS}

 {direct|proxyConfigScript=<proxyConfigScript>| proxyServer

hostAddress:<address>portNumber=<portNumber>

[userName=<userName>password=<password>]}

配信方法がHTTP / HTTPSの場合のパラメータ

次の表に、配信方法がHTTP / HTTPSの場合のパラメータを示します。

パラメータ 説明

「deliveryMethod」を参照してください AutoSupport メッセージの配信方法を指定できます。
有効な選択肢はHTTPSとHTTPです（もう1つの選択
肢であるSMTPの使用については、前のセクションを
参照してください）。

「直接」 HTTPSまたはHTTPプロトコルを使用して、テクニカ
ルサポートのシステムに直接接続できます。

proxyConfigScript Proxy Auto-Configuration（PAC）スクリプトファイ
ルの場所を指定できます。

proxyServer テクニカルサポートシステムとの接続を確立するた
めに必要なHTTP（複数可）プロキシサーバの詳細を
指定できます。

「ホストアドレス」 プロキシサーバのホストIPアドレスを指定します。

「portNumber」と入力します プロキシサーバのポート番号。proxyServerパラメー
タを使用する場合、このパラメータは必須です。

「ユーザ名」 ユーザ名。このパラメータは必須です。

「 password 」と入力します 認証パスワード。このパラメータは必須です。
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最小ファームウェアレベル

8.25

例

SMcli –autoSupportConfig deliveryMethod=SMTP

mailRelayServer:server.eng.netapp.com

senderEmail:user@netapp.com

SMcli -autoSupportConfig deliveryMethod=HTTPS

proxyServer hostAddress:10.117.12.112 portNumber=8080

userName=user password=0987654321

検証

SMcli -autoSupportConfig testコマンドを使用してテストメッセージを送信し、配信方法が正しく設定されて
いることを確認します。

AutoSupport ログをキャプチャまたは表示します

SMcli -autoSupportLogコマンドを使用すると、AutoSupport ログファイルを表示できま
す。このファイルには、ステータスに関する情報、送信アクティビティの履歴、およ
びAutoSupport メッセージの配信中に発生したエラーが格納されます。AutoSupportに対
応したストレージアレイとAutoSupportが有効なストレージアレイのすべてについてログ
を使用できます。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用すると、次の2種類のログを表示できます。

• 現在のログ-現時点でキャプチャされたログを表示します。

• アーカイブログ-アーカイブファイルからログを表示します。

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

構文
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SMcli -autoSupportLog (all|-n "storageArrayName" | -w "wwID")

inputArchive=n outputLog=filename

パラメータ

次の表に、コマンドのパラメータを示します。

パラメータ 説明

「すべて」 このパラメータは、管理ドメイン内のすべてのスト
レージアレイの転送ログを、AutoSupport が有効にな
っているAutoSupport 機能を使用して作成する場合に
使用します。

n AutoSupport ログを表示するストレージアレイの名
前。

「w」 AutoSupport ログを表示するストレージアレイ
のWorld Wide Identifier（WWID）。

「inputArchive」と入力します アーカイブされたAutoSupport ログを指定できますア
ーカイブ・ファイルは'0～5の整数である'n'です

このパラメータを省略する場合は、現
在のAutoSupport ログ（現時点でキャ
プチャ）を選択します。

「outputLog」と入力します 出力AutoSupport ログファイル名を指定できます。

このパラメータは必須です。

最小ファームウェアレベル

8.25

例

SMcli -autosupportLog -n StorageArrayName inputArchive=0

outputLog=ASUPTransmissionLog

検証

要求したAutoSupport ログを確認します。ログは、ストレージ管理ソフトウェアがインストールされているク
ライアントディレクトリにあります。
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AutoSupport メッセージ収集スケジュールをリセットします

SMcli autoSupportSchedule resetコマンドは、AutoSupport メッセージが送信される毎
日および毎週の時刻と曜日をリセットします。管理ソフトウェアが生成するデフォルト
のランダムな値をそのまま使用することも、このコマンドで値を指定することもできま
す。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

• AutoSupport が有効な場合、管理ソフトウェアは日単位のAutoSupport メッセージと週単位のAutoSupport
メッセージの両方を送信します。

• 管理ソフトウェアは、日単位と週単位のメッセージに関しては時刻を、週単位のメッセージに関しては曜
日を、ランダムに選択します。管理ソフトウェアは、1つの管理ドメイン内の2つのストレージアレイがス
ケジュールされたAutoSupport メッセージを同時に送信しないように対処します。

• 管理ドメイン内のストレージアレイについて、毎日および毎週のどのタイミングでメッセージを送信する
かの範囲（時間単位）を指定できます。

• 週次スケジュールの場合は、AutoSupport による収集と送信を優先する曜日を選択します。

構文

SMcli -autoSupportSchedule reset | (dailyTime=<startTime>-<endTime>

   dayOfWeek=[Sunday Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday]

   weeklyTime=<startTime>-<endTime>)

パラメータ

パラメータ 説明

「リセット」 スケジュールをリセットし、24時間/週7日（日曜日か
ら土曜日）の間隔で新しいスケジュールを生成しま
す。

「dailyTime」 <`startTime`>-<`endTime`>-すべてのストレージアレ
イのAutoSupport データの収集を開始および終了する
時刻を指定しますstartTimeとendTimeの形式は、HH
：MM[am

pm]にする必要があります。 「DayOfWeek」
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パラメータ 説明

[Sunday Monday

Tuesday Wednesday

Thursday Friday

Saturday]すべてのストレージアレイのAutoSupport
バンドル収集データの収集を優先する曜日（日曜日か
ら土曜日）を指定します。`_dayofweekパラメータは
角かっこで囲み、スペースで区切る必要があります。

「weeklyTime」

<`startTime`>-<`endTime`>-選択した曜日ごと
にAutoSupport バンドル収集データの収集を開始およ
び終了する時刻を指定します。「startTime」
と「endTime」はHH：MM[am

pm]の形式で指定する必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.25

例

 SMcli -autoSupportSchedule dailyTime=10:00am-11:00am

dayOfWeek=[Monday Thursday Friday] weeklyTime=2:00am-3:00am

SMcli -autoSupportSchedule dailyTime = 10：00am - 11：00am DayOfWeek =[月曜日の金曜日] weeklyTime =
2：00am - 3：00am

検証

管理ドメインのスケジュールの変更結果を確認するには’SMcli -autoSupportSchedule showコマンドを使用し
ます

AutoSupport メッセージ収集スケジュールを表示します

SMcli -autoSupportSchedule showコマンドは、日単位と週単位の両方のAutoSupport メ
ッセージの収集と処理のスケジュールを表示します。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。
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自動サポートバンドル収集のスケジュールに関しては、次の点に注意してください。

• AutoSupport が有効な場合、管理ソフトウェアは日単位のAutoSupport メッセージと週単位のAutoSupport
メッセージの両方を送信します。

• 管理ソフトウェアは、日単位と週単位のメッセージに関しては時刻を、週単位のメッセージに関しては曜
日を、ランダムに選択します。

• 管理ソフトウェアは、1つの管理ドメイン内の2つのストレージアレイがスケジュールされたAutoSupport
メッセージを同時に送信しないように対処します。

• SMcli -autoSupportSchedule resetコマンドを使用すると、優先される時間帯（時間単位）を指定し、管理
ドメイン内のストレージ・アレイの日単位と週単位の両方のメッセージを送信できます。週単位のメッセ
ージのスケジュールに関しては、コマンドを使用して優先される曜日を選択します。

構文

SMcli -autoSupportSchedule show

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.25

例

出力には、優先される時間帯に続けて、日単位と週単位のスケジュールが表示されます。

両方のスケジュールの優先される時間帯および曜日を選択しない場合、このコマンドは、スト
レージ管理ソフトウェアがランダムに選択した日単位のスケジュールおよび週単位のスケジュ
ールを表示します。

SMcli -autoSupportSchedule show

The AutoSupport daily schedule preferred time range is from 12:00 AM to

01:00 AM.

The AutoSupport weekly schedule preferred time range is from 10:00 PM to

11:00 PM on Thursday, Saturday.

Name           Daily Schedule         Weekly Schedule

Accounting     12:55 AM               10:08 PM on Thursdays

Finance        12:02 AM               10:30 PM on Saturdays

SMcli completed successfully.
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EMW管理ドメインレベルでのAutoSupport の有効化または無効化（SMcliのみ）

SMcli enable autoSupportFeatureコマンドは、すべての管理対象ストレージアレイ
のAutoSupport （ASUP）機能をオンにし、テクニカルサポートサイトにメッセージを送
信できるようにします。ASUP機能を有効にすると、サポート関連データを収集してテ
クニカルサポートに送信できるように、ASUP対応のストレージアレイが自動的に準備
されます。このデータは、リモートでのトラブルシューティングや問題の分析に使用で
きます。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

AutoSupport 機能を使用するには、Persistent Monitorが有効になっている必要があります。

これまでテクニカルサポートサイトに送信された顧客データはありません。

このコマンドは、管理ドメイン内のすべてのASUP対応ストレージアレイに影響します。管理ドメインでこの
機能を有効にすると、各ストレージアレイでこの機能を制御できるようになります。

この機能を有効にしたあとに、必要に応じてAutoSupport OnDemand機能を有効にし、さらに必要に応じ
てAutoSupport リモート診断機能を有効にすることができます。

3つの機能は、次の順序で有効にする必要があります。

1. * AutoSupport を有効にします。*

2. * AutoSupport OnDemand*を有効にします

3. * AutoSupport Remote Diagnosticsを有効にします。*

構文

SMcli enable|disable autoSupportFeature

パラメータ

なし

検証

SMcli -autoSupportConfig showコマンドを使用して、この機能を有効にしているかどうかを確認します。表示
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される出力の最初の行に、有効化のステータスが表示されます。

The AutoSupport feature is activated on this storage management station.

最小ファームウェアレベル

7.86

EMW管理ドメインレベルでのAutoSupport OnDemand機能の有効化または無効化（SMcliのみ）

SMcli enable | disable autoSupportOnDemandコマンドは、AutoSupport OnDemand機能
をオンまたはオフにします。この機能を使用すると、テクニカルサポートはAutoSupport
データ送信を調整でき、不足しているサポートデータの再送信を要求できます。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

この機能を有効にする前に、まず管理ドメインでAutoSupport 機能を有効にする必要があります。この機能を
有効にすると、必要に応じてAutoSupport リモート診断機能を有効にすることができます。AutoSupport
OnDemand機能が有効になっている場合、AutoSupport リモート診断機能はデフォルトで有効になっていま
す。

構文

SMcli enable|disable autoSupportOnDemand

パラメータ

なし

検証

SMcli -autoSupportConfig showコマンドを使用して、この機能を有効にしているかどうかを確認します。表示
される出力の最初の2行には、AutoSupport 機能とAutoSupport OnDemand機能の有効ステータスが順番に表
示されます。
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The AutoSupport feature is activated on this storage management

station.

The AutoSupport OnDemand feature is activated on this storage

management station.

最小ファームウェアレベル

8.25

EMW管理ドメインレベルでのAutoSupport リモート診断機能の有効化または無効化（SMcliのみ）

SMcli enable | disable autoSupportRemoteDiagコマンドは、AutoSupport リモート診断
機能をオンまたはオフにします。この機能により、テクニカルサポートは、サポートデ
ータを要求して問題をリモートで診断できます。

サポートされているアレイ

このコマンド環境 は、管理ドメイン内のE2700とE5600のすべてのストレージアレイを一度に削除しま
す。E2800またはE5700のストレージアレイには適用されません。

コンテキスト（Context）

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

このコマンドは、管理ドメイン内のすべてのASUP対応ストレージアレイに影響します。

この機能を有効にする前に、まずAutoSupport 機能、次にAutoSupport OnDemand機能を管理ドメイン上で有
効にします。

3つの機能はこの順序で有効にする必要があります。

1. * AutoSupport を有効にします。*

2. * AutoSupport OnDemand*を有効にします

3. * AutoSupport Remote Diagnosticsを有効にします。*

構文

SMcli enable|disable autoSupportRemoteDiag

パラメータ

なし
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検証

SMcli -autoSupportConfig showコマンドを使用して、この機能を有効にしているかどうかを確認します。表示
される出力の最初の3行には、AutoSupport 機能とAutoSupport OnDemand機能の有効ステータス、およ
びAutoSupport Remote Diagnostics機能のステータスが順番に表示されます。

The AutoSupport feature is activated on this storage management

station.

The AutoSupport OnDemand feature is activated on this storage management

station.

The AutoSupport Remote Diagnostics feature is activated on this storage

management station.

最小ファームウェアレベル

8.25

サポートバンドルの自動収集のスケジュールを設定します

SMcli supportbundle scheduleコマンドは'1つまたは複数のストレージアレイにサポート
バンドルを保存するスケジュールを作成または削除しますシステムと構成の情報をテク
ニカルサポートに送信して分析と診断を依頼するには、サポートバンドルに情報を収集
します。

このコマンドはSMcliコマンドであり、スクリプトコマンドではありません。このコマンドはコ
マンドラインから実行する必要があります。このコマンドは、ストレージ管理ソフトウェア内
のスクリプトエディタから実行することはできません。

次の2種類のスケジュールを作成できます。

• 日次/週次—新しい構成を監視したり、既存の構成をトラブルシューティングするために頻繁にデータを収
集する必要がある場合は、このスケジュールを使用します。

• 月次/年次-ストレージアレイの長期的な運用を評価するためにデータを収集する場合は、このスケジュー
ルを使用します。

日次/週次スケジュールを作成するための構文

SMcli -supportBundle schedule enable

(all | storageArrayName)

startTime=HH:MM

startDate=MM:DD:YYYY

endDate=MM:DD:YYYY

daysOfWeek=[Sunday Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday]

data=pathName
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月次/年次スケジュールを作成するための構文

SMcli -supportBundle schedule enable

(all | storageArrayName)

startTime=HH:MM

startDate=MM:DD:YYYY

endDate=MM:DD:YYYY

months=[January February March April May June July August September

October

November December]

weekNumber=(First|Second|Third|Fourth|Last)

dayOfWeek=(Sunday|Monday|Tuesday|Wednesday|Thursday|Friday|Saturday)|

onDays=[1-31] |

data=pathName

スケジュールを削除するための構文

このコマンドは、ストレージアレイのスケジュールを完全に削除します。サポートバンドル情
報の保存を再開するには、新しいスケジュールを作成する必要があります。

SMcli -supportBundle schedule disable

(all|storageArrayName)

パラメータ

次の表に、日次/週次スケジュールのパラメータを示します。

パラメータ 説明

「 enable 」を選択します 重大なMELイベントが検出されたときに、サポート
バンドルの自動収集を有効にします。このパラメー
タを指定すると、一時停止されていたサポートバン
ドルデータの収集が再開されます。新しいスケジュ
ールを作成したり既存のスケジュールを変更したり
するときは、このパラメータを使用する必要があり
ます。

「すべて」 ホストで検出されたすべてのストレージアレイを対
象に収集スケジュールを設定するには、このパラメ
ータを使用します。

「storageArrayName`」のように指定します スケジュールを設定する特定のストレージアレイの
名前。
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パラメータ 説明

「startTime」と入力します サポートバンドルの収集を開始する時刻。時刻の入
力形式はHH：MMで、HHは時間、MMは分です。24
時間制を使用します。

デフォルトの時刻は00：00、深夜0：00です。開始時
刻を入力せずにサポートバンドルの収集を有効にす
ると、データの収集は午前0時に自動的に実行されま
す。

「startDate」と入力します サポートバンドルデータの収集を開始する日付。日
付の入力形式はMM：DD：YYです。

デフォルトは現在の日付です。

「endDate」 サポートバンドルデータの収集を停止する日付。日
付の入力形式はMM：DD：YYです。

デフォルトはnoneです。

このパラメータを使用する場合は、開始日から1週間
以上経過した過去ではない日付を指定する必要があ
ります。

曜日 サポートバンドルデータを収集する曜日または曜
日。1日以上の曜日にサポートバンドルデータを収集
するには、このパラメータを使用します。例：

daysOfWeek=[Tuesday]

daysOfWeek=[Monday Wednesday

Friday]

曜日は角かっこ（[]）で囲みます。複数の日を入力す
る場合は、各日をスペースで区切ります。
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パラメータ 説明

「データ」 サポートバンドルデータの保存先となるファイルパ
スとファイル名。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\data.txt"

任意のファイル拡張子を使用できま
す。

ファイルのパスと名前は二重引用符（""）で囲みま
す。

次の表に、月次/年次スケジュールのパラメータを示します。

パラメータ 説明

「 enable 」を選択します 重大なMELイベントが検出されたときに、サポート
バンドルの自動収集を有効にします。このパラメー
タを指定すると、一時停止されていたサポートバン
ドルデータの収集が再開されます。新しいスケジュ
ールを作成したり既存のスケジュールを変更したり
するときは、このパラメータを使用する必要があり
ます。

「すべて」 ホストで検出されたすべてのストレージアレイを対
象に収集スケジュールを設定するには、このパラメ
ータを使用します。

「storageArrayName」 スケジュールを設定する特定のストレージアレイの
名前。

「startTime」と入力します サポートバンドルの収集を開始する時刻。時刻の入
力形式はHH：MMで、HHは時間、MMは分です。24
時間制を使用します。

デフォルトの時刻は00：00、深夜0：00です。開始時
刻を入力せずにサポートバンドルの収集を有効にす
ると、データの収集は午前0時に自動的に実行されま
す。

「startDate」と入力します サポートバンドルデータの収集を開始する日付。日
付の入力形式はMM：DD：YYです。

デフォルトは現在の日付です。
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パラメータ 説明

「endDate」 サポートバンドルデータの収集を停止する日付。日
付の入力形式はMM：DD：YYです。

デフォルトはnoneです。

「月」 サポートバンドルデータを収集する年の特定の月ま
たは月。1カ月以上のサポートバンドルデータを収集
するには、このパラメータを使用します。例：

months=[June]

months=[January April July

October]

月は角かっこ（[]）で囲みます。複数の月を入力する
場合は、各月をスペースで区切ります。

「weekNumber」 サポートバンドルデータを収集する週。例：

weekNumber=first

「DayOfWeek」 サポートバンドルデータを収集する曜日。1日のサポ
ートバンドルデータのみを収集するには、このパラ
メータを使用します。例：

dayOfWeek=Wednesday
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パラメータ 説明

「onDays」 サポートバンドルデータを収集する特定の日にちと
曜日。例：

onDays=[15]

onDays=[7 21]

日は角かっこ（[]）で囲みます。複数の日を入力する
場合は、各日をスペースで区切ります。

'onDays'パラメータは'weekNumber'
パラメータまたは*DayOfWeek*'パラメ
ータのいずれかでは使用できません

「データ」 サポートバンドルデータの保存先となるファイルパ
スとファイル名。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\data.txt"

任意のファイル拡張子を使用できま
す。

ファイルのパスと名前は二重引用符（""）で囲みま
す。

次の表に、スケジュールを削除する場合のパラメータを示します。

パラメータ 説明

「不可能」 サポートバンドルの自動収集を無効にし、以前に定
義されたすべてのスケジュールをただちに削除しま
す。

スケジュールを無効にすると、そのス
ケジュールも削除されます。

「すべて」 ホストで検出されたすべてのストレージアレイを対
象に収集スケジュールを設定するには、このパラメ
ータを使用します。
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パラメータ 説明

「storageArrayName」 スケジュールを設定する特定のストレージアレイの
名前。

注：

allパラメータを使用してすべてのストレージ・アレイに共通のスケジュールを設定すると’個のストレージ・
アレイのスケジュールは削除されますすべてのストレージアレイに1つのスケジュールが設定されている場
合、新たに検出されたストレージアレイには同じスケジュールが適用されます。すべてのストレージアレイ
に1つのスケジュールを設定したあとに単一のストレージアレイにスケジュールを設定すると、新たに検出さ
れたストレージアレイにはスケジュールは設定されません。

このコマンドの使用例を次に示します。最初の例では、次の基準を満たす、サポートバンドルデータ収集用の
日次/週次スケジュールを作成します。

• ストレージアレイ名はDevKit4

• 収集開始時刻は02：00（午前2時）

• 開始日は05：01：2013（2013年5月1日）

• データは毎週月曜日と金曜日に収集されます

• このスケジュールには終了日はなく’SMcli supportbundle schedule disableコマンドを実行することによっ
てのみ停止できます

SMcli -supportBundle schedule enable DevKit4 startTime=02:00

startDate=05:01:2013 endDate=05:10:2014 daysOfWeek=[Monday Friday]

2番目の例では、次の基準を満たす、サポートバンドルデータ収集用の月次/年次スケジュールを作成します。

• ストレージアレイ名はeng_usersです

• 収集開始時刻は04：00（午前4時）

• 開始日は05：01：2013（2013年5月1日）

• データは3月、4月、5月、6月、8月に収集されます

• 各月の1日と21日にデータが収集されます

• このスケジュールには終了日はなく’SMcli supportbundle schedule disableコマンドを実行することによっ
てのみ停止できます

SMcli -supportBundle schedule enable eng_stor1 startTime=04:00

startDate=05:01:2013 months=[March April May June August] onDays=[1 21]

3番目の例では、次の基準を満たす、サポートバンドルデータ収集用の月次/年次スケジュールを作成します。

• ストレージアレイ名はfirmware_2です

• 収集開始時刻は22：00（夜10：00）
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• 開始日は05：01：2013（2013年5月1日）

• データは3月、4月、5月、6月、8月に収集されます

• 各月の最初の週の金曜日にデータが収集されます

• このスケジュールは05：10：2014（2014年5月10日）に終了

SMcli -supportBundle schedule enable firmware_2 startTime=22:00

startDate=05:01:2013 endDate=05:10:2014 months=[March April May June

August]

weekNumber=First dayOfWeek=Friday

最小ファームウェアレベル

7.83

開始…

非同期ミラーリングの同期を開始します

start asyncMirrorGroup synchronizeコマンドは’非同期ミラーリングの同期を開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

start asyncMirrorGroup ["asyncMirrorGroupName"] synchronize

[deleteRecoveryPointIfNecessary]

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 同期を開始する非同期ミラーグループの名前。非同
期ミラーグループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「deleteRecoveryPointIfNecessary」です リカバリ可能な同期データがリカバリの時間のしき
い値を超えた場合にリカバリポイントを削除するた
めのパラメータ。リカバリポイントの経過時間は、
プライマリストレージアレイでデータが取得された
時間から計測されます。

最小ファームウェアレベル

7.84

8.10で、「deleteRecoveryPointIfNecessary」パラメータが追加されました。

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

整合性グループのSnapshotロールバックを開始する

start cgSnapImage rollbackコマンドは’スナップショット・コンシステンシ・グループの
メンバー・ベース・ボリュームへのロールバック操作を開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ベースボリュームの内容は、整合性グループのSnapshotボリュームの任意の時点の内容に合わせてすぐに変
更されます。ロールバック処理が完了すると、ベースボリュームに対する読み取り/書き込み要求をすぐに実
行できるようになります。

整合性グループのSnapshotボリュームに関連付けられているリポジトリボリュームは、ロールバック処理の
完了後に発生するベースボリュームと整合性グループSnapshotボリューム間の新しい変更を引き続き追跡し
ます。

メンバーベースボリュームへのロールバック処理を停止するには、「stop cgSnapImage rollback」コマンドを
使用します。

構文

start cgSnapImage ["snapCGID:imageID"] rollback

memberVolumeSet ("memberVolumeName1" ... "memberVolumeNameN")
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パラメータ

パラメータ 説明

「cgSnapImage」をクリックします ロールバック処理を開始する整合性グループ
のSnapshotイメージの名前。Snapshotイメージの名
前は次の2つの部分で構成されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子。

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新—スナップショットグループで作成された最
新のスナップショットイメージを表示する場合に’
このオプションを使用します

• oldest --スナップショットグループで作成された
最も古いスナップショットイメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

Snapshotイメージ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

「memberVolumeSet」をクリックします 整合性グループ内のロールバックするメンバーベー
スボリュームの名前。各メンバーベースボリューム
名は、二重引用符（""）で囲んだ上で丸かっこで囲み
ます。

ボリューム名は複数入力できます。すべてのボリュ
ーム名は一組の角かっこ（[]）で囲みます。各ボリュ
ーム名は二重引用符（""）で囲みます。ボリューム名
はそれぞれスペースで区切ります。

memberVolumeSet’パラメータが使用されない場合’ロ
ールバック・プロセス環境 はコンシステンシ・グル
ープのすべてのメンバー・ボリュームを処理します

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、CG1という名前の整合性グループ内にある最新のSnapshotイメージのロールバック処理を開始す
る場合は、次のコマンドを使用します。
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start cgSnapImage ["CG1:newest"] rollback;

CG2という名前の整合性グループ内にあるベースボリュームメンバーmemVol1、memVol2、memVol3
のSnapshotイメージ12345のロールバック処理を開始するには、次のコマンドを使用します。

start cgSnapImage ["CG2:12345"] rollback memberVolumeset=("memVol1 memVol2

memVol3");

最小ファームウェアレベル

7.83

ボリュームのパリティチェックジョブの開始

。 start check volume parity job コマンドは、指定したボリュームで新しいボ
リュームパリティチェック処理を開始します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
すべてのストレージアレイを環境 します。

ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。

構文

start check volume[<volume_label>] parity job

(startingLba=<start_lba> endingLba=<end_lba> scanPriority=<scan_priority>

repairParityErrors=<true | false>

repairMediaErrors=<true | false>);

パラメータ

パラメータ 説明

startingLba パリティスキャンを開始するボリュームの論理ブロ

ックアドレス。デフォルト値はです 0。

endingLba パリティスキャンを停止するボリュームの論理ブロ

ックアドレス。デフォルト値はです maximum

volume lba。
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パラメータ 説明

scanPriority パリティスキャンの優先順位。デフォルト値はです

medium

repairParityErrors パリティスキャン中に検出されたパリティエラーの
修復を自動的に試行するかどうかを指定します。デ

フォルト値はです true。

repairMediaErrors パリティスキャン中に検出されたメディアエラーの
修復を自動的に試行するかどうかを指定します。デ

フォルト値はです true。

最小ファームウェアレベル

11.80

iSCSI DHCP更新を開始します

start controller iscsiHostPort dhcpRefreshコマンドは’iSCSIインタフェースのDHCPパラ
メータの更新を開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

インターフェイスの設定方法がDHCPに設定されていない場合、手順 はエラーを返します。

構文

start controller [(a|b)] iscsiHostPort [portLabel] dhcpRefresh

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します iSCSIホストポートが搭載されたコントローラの識別
子。有効なコントローラ識別子の値は’a’またはb’です
ここで’a’はスロットAのコントローラ’b’はスロットB
のコントローラです
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パラメータ 説明

「iscsiHostPort」のように入力します DHCPパラメータを更新するiSCSIホストポートのラ
ベルまたは番号。

詳細については、次を参照してください。

"iSCSIホストポートラベルの識別"

iSCSIホストポートラベルの特定

ホストポートのラベルを指定する必要があります。ホストポートのラベルを指定する手順は、次のとおりで
す。

手順

1. iSCSIホスト・ポートのポート・ラベルがわからない場合は、「show controller」コマンドを実行します。

2. 結果のHost interfaceセクションで、選択するホストポートを特定します。

ポート・ラベルは’Port’フィールドに返される完全な値です

3. ポートラベルの値全体を引用符と角かっこで囲みます。["portLabel"]たとえば、ポートラベルが「Ch 2」
の場合は、iSCSIホストポートを次のように指定します。

iscsiHostPort[\"ch 2\"]

Windowsのコマンドラインを使用していて、ラベルにパイプ（|）が含まれている場合は、
文字をエスケープする必要があります（｛キャレット｝を使用）。エスケープしない場合
は、コマンドと解釈されます。たとえば、ポートラベルが「e0b|0b'」の場合は、iSCSIホス
トポートを次のように指定します。

iscsiHostPort[\"e0b^|0b\"]

下位互換性のために、引用符と角かっこではなく角かっこ[]で囲まれているiscsiPortNumber
も、引き続きE2700、E5600、EF560の各コントローラ（およびEシリーズまたはEFシリーズ
の他の旧世代コントローラ）に使用できます。これらのコントローラでは、iscsiPortNumberの
有効な値は次のとおりです。

• ホストポートが統合されたコントローラの場合、番号は3、4、5、または6です。

• ホストインターフェイスカード上にのみホストポートがあるコントローラの場合、番号は
1、2、3、または4です。

以前の構文の例を次に示します。

iscsiHostPort[3]

731



注：

この処理を実行すると、ポータルのiSCSI接続が終了し、ポータルが一時的に停止します。

最小ファームウェアレベル

7.10

8.10で、iSCSIホストポートの番号付け方法が改定されました。

8.30で、E2800のiSCSIホストポートの識別方法が改定されました。

コントローラのトレースを開始します

start controllerコマンドは’デバッグ・トレース情報を圧縮ファイルに保存するオペレーシ
ョンを開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

デバッグトレース情報は、テクニカルサポートがストレージアレイの稼働状況を分析するために使用します。

構文

start controller [(a

 | b

 | both)] trace

dataType=(current | flushed | currentFlushed | all)

forceFlush=(TRUE | FALSE)

file="fileName"

パラメータ
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パラメータ 説明

「controller」と入力します トレースデバッグ情報を収集するコントローラ。有
効なコントローラ識別子は「a」または「b」で
す。「a」はスロットAのコントローラ、「b」はスロ
ットBのコントローラです「both」を入力すると、両
方のコントローラのデバッグを同時に収集できま
す。コントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みま
す。コントローラを指定しないと、ストレージ管理
ソフトウェアから構文エラーが返されます。

「データ型」 収集するデータのタイプ。

• 現在のdqトレース—現在のdqトレースを取得しま
す

• flushed -フラッシュされたすべてのDQトレース

• currentFlushed --現在のDQトレースとフラッシュ
されたDQトレースの両方を取得します

• all --現在のDQトレース、フラッシュされたDQト
レース、およびすべてのプラットフォームDQト
レース

'datatype=flushed’およ
び’forceFlush=True’の場合’取得時にバ
ッファにフラッシュできるのはアクテ
ィブなトレースだけであることを示す
エラーメッセージが返されます

「* forceFlush *」 datatypeパラメータで定義されたDQトレース情報が
取得されたときに、現在のバッファのDQ情報をフラ
ッシュバッファに移動するための設定。強制的なフ
ラッシュをイネーブルにするには、このパラメータ
を「true」に設定します。強制的なフラッシュを無効
にするには’このパラメータをFALSEに設定します

'datatype=flushed’およ
び’forceFlush=True’の場合’取得時にバ
ッファにフラッシュできるのはアクテ
ィブなトレースだけであることを示す
エラーメッセージが返されます

'file' DQトレース情報の保存先となるファイルパスとファ
イル名。ファイル名は二重引用符（""）で囲みます。

ファイルの命名方法については、「メモ」セクショ
ンを参照してください。

733



注：

DQトレース情報は、.zip拡張子の付いた圧縮ファイルに書き込まれます。ファイル名は、ユーザ定義のファイ
ル名とストレージアレイ識別子（SAID）を組み合わせたものです。末尾に「dq」も追加されます。完全なフ
ァイル名の形式は次のとおりです。

user_defined_file_name-SAID-dq.zip

圧縮ファイルに含まれる情報を次の表に示します。

ファイル名（ File Name ） ディレクトリ コメント

「user_provided _file_name - SAID
- A.dq」という形式になります

「SAID /タイムスタンプ/ コントローラAから取得したDQト
レースデータ

「user_provided _file_name
-sSAID -bdq」という形式になりま
す

「SAID /タイムスタンプ/ コントローラBから取得したDQト
レースデータ

「user_provided _file_name-
sSAID」-「trace_descriptionXM」

「SAID /タイムスタンプ/ 将来のデータマイニングに使用す
る、DQファイルの属性が記述され
たXML形式の概要 ファイル。

最小ファームウェアレベル

7.75

ディスクプールのフルプロビジョニングを開始します

start diskPool fullProvisioningコマンドは’ディスク・プール内のすべてのボリュームでフ
ル・プロビジョニング操作を開始し’オプションでディスク・プール上のリソース・プロ
ビジョニングを無効にします

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
すべてのストレージアレイを環境 します。

ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。

コンテキスト（Context）

リソースプロビジョニング機能を使用すると、ドライブブロックの大部分を標準ボリュームよりも未割り当て
の状態にしておくことで、SSDの寿命が延び、書き込みパフォーマンスが向上します。リソースプロビジョニ
ングボリュームは、SSDボリュームグループまたはプール内のシックボリュームで、ドライブ容量が割り当て
られていますが（ボリュームに割り当てられて）、ボリュームの作成時にドライブブロックが割り当て解除（
マッピング解除）されます。ドライブブロックは、ホスト書き込みIOを完了するために必要に応じて割り当て
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られます。ホストのマッピング解除処理によって、ドライブブロックを未割り当て状態に戻すことができます
。リソースプロビジョニングでは、時間制限付きのバックグラウンド初期化が排除されるため、大容量のボリ
ュームを迅速に初期化できます。

リソースプロビジョニングボリュームはSSDボリュームグループおよびプールでのみサポートされます。グル
ープまたはプール内のすべてのドライブでNVMe Deallocated or Unwritten Logical Block Error Enable
（DULBE）エラーリカバリ機能がサポートされます。パフォーマンスの向上はドライブのモデルや容量によ
って異なります。

完全なプロビジョニング形式では、ストレージプール内のボリュームに必要なすべてのブロックがドライブ上
で完全にマッピングされます。このコマンドは、プロビジョニングされたリソースのストレージプールにのみ
適用できます。disableResourceProvisioningオプションがFALSEに設定されていない場合でも’ボリュームは
リソースプロビジョニングされ’ストレージプールに作成された新しいボリュームはリソースプロビジョニン
グされますリソース・プロビジョニングを無効にするオプションがtrueに設定されている場合’ボリュームはリ
ソース・プロビジョニングされなくなり’ストレージ・プールに作成された新しいボリュームはリソース・プ
ロビジョニングされません

構文

start diskPool[diskPoolName] fullProvisioning

[disableResourceProvisioning=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPool」 フルプロビジョニング処理を開始するディスクプー
ル。ディスクプール名は角かっこで囲みます（[]）。

disableResourceProvisioning フルプロビジョニング処理の完了後にリソースプロ
ビジョニングを無効にするかどうかを指定する設
定。リソースプロビジョニングの無効化をスキップ
するには’これをFALSEに設定しますデフォルト値
は「true」です。

ストレージ・プールおよび関連するす
べてのボリュームでリソース・プロビ
ジョニングを再度有効にするには'
Start Disk Pool Resource Provisioning
コマンドを使用します

最小ファームウェアレベル

11.72

ディスクプールの特定を開始します

start diskPool locateコマンドは’ドライブ上のインジケータライトを点滅させることによ
り’指定されたディスク・プールを構成するために論理的にグループ化されたドライブを
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識別します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

(ドライブのインジケータライトをオフにするには’stop diskPool locateコマンドを使用します)

構文

start diskPool [diskPoolName] locate

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPool」 特定するディスクプールの名前。ディスクプール名
は角かっこ（[]）で囲みます。ディスクプール名に特
殊文字または数字が含まれている場合は、ディスク
プール名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.83

ディスクプールリソースのプロビジョニングを開始します

start diskPool resourceProvisioningコマンドを使用すると’所定のディスク・プールでリ
ソース・プロビジョニングを有効にし’ディスク・プール内の各ボリュームで非同期オペ
レーションを実行するリソース・プロビジョニングを開始できますリソースをプロビジ
ョニングするには、ディスクプール内のすべてのドライブがNVMeのDULBE機能をサポ
ートしている必要があります。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
すべてのストレージアレイを環境 します。
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ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。

コンテキスト（Context）

ディスクプールでリソースのプロビジョニングを無効にするには、フルプロビジョニングコマンドとオプショ
ンを使用して、リソースのプロビジョニングを無効にします。すべてのドライブがDULBE対応で’ストレージ
アレイのresourceProvisionedVolumes設定が「true」の場合’ディスクプールは作成時にリソースをプロビジョ
ニングします

構文

start diskPool[diskPoolName] resourceProvisioning

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPoolName」 リソースプロビジョニング機能を有効にするディス
クプール。ディスクプール名は角かっこ（[]）で囲み
ます。

最小ファームウェアレベル

11.73

ドライブの消去を開始します

start drive eraseコマンドを実行すると、1つまたは複数のドライブからすべてのデータ
が消去されます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のアレイを環境 します。E2700およびE5600
のストレージアレイでは動作しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ドライブ上のすべてのデータを完全に削除する場合にのみ実行してください。ドライブがセ
キュリティ有効の場合、start drive eraseコマンドオプションは暗号化消去を実行し、ドライブのセキュリテ
ィ属性をセキュア対応にリセットします。
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消去操作は元に戻せません。このコマンドを使用するときは、正しいドライブを選択している
ことを確認してください。

構文

start drive [trayID,[drawerID,]slotID] | drives[trayID1,[drawerID1

,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn] erase

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

drivesリストにストレージアレイのす
べてのドライブを指定するとコマンド
が拒否されます。

最小ファームウェアレベル

11.70.1

ドライブの初期化を開始します

start drive initializeコマンドは’ドライブの初期化を開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージ・アレイ構成への損傷の可能性--このコマンドを入力すると’すべてのユーザー・デ
ータが破棄されます

構文

start drive [trayID,[drawerID,]slotID] initialize

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

6.10

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました
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ドライブの特定を開始します

start drive locateコマンドは’ドライブのインジケータライトを点灯させることでドライブ
を特定します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ドライブのインジケータライトをオフにするには’stop drive locateコマンドを実行します

構文

start drive [trayID,[drawerID,]slotID] locate

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
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は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

6.10

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

ドライブの再構築を開始します

start drive reconstructコマンドは’ドライブの再構築を開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

start drive [trayID,[drawerID,]slotID] reconstruct

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。
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注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

5.43

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

ドライブチャネルの障害切り分け診断を開始します

start driveChannel faultDiagnosticsコマンドは’ドライブチャネルの障害切り分け診断を
実行し’結果を保存します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェアバージョン8.10では、start driveChannel faultDiagnosticsコマンドは廃止されま
した。

構文

start driveChannel [(1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8)]

controller [(a|b)] faultDiagnostics

testDevices=[all |

controller=(a|b) |

esms=[trayID1 (left | right), ... , trayIDN (left | right)] |

drives[trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn]

|[dataPattern=(fixed | pseudoRandom) |

patternNumber=[(0xhexadecimal | number)] |

maxErrorCount=integer |

testIterations=integer |

timeout=timeInterval]
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パラメータ

パラメータ 説明

driveChannel 特定するドライブチャネルの識別番号。ドライブ・
チャネルの有効な識別番号は'1''2'3’4''5''です '6’7’また
は'8`ドライブチャネルの識別番号は角かっこ（[]）で
囲みます。

「controller」と入力します テストするコントローラの識別子。有効なコントロ
ーラ識別子の値は’a’またはb’ですここで’a’はスロッ
トAのコントローラ’b’はスロットBのコントローラで
すコントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みま
す。

「testDevices」 テストするデバイス（コントローラ、環境サービス
モジュール[ESM]、またはドライブ）の識別子。「
all」を指定するか、診断するデバイスの特定の識別
子を入力します。「controller」の識別子は「a」また
は「b」です。「a」はスロットAのRAIDコントロー
ラモジュール、「b」はスロットBのRAIDコントロー
ラモジュールです

ESMS’識別子はトレイIDと左または右ですトレイID
は0～99の値で’左または右は背面からドライブトレイ
を見るときに決定されます

'drive’識別子には’トレイ識別子’トレイにドロワーが
ある場合のドロワー識別子’スロット識別子が含まれ
ます

大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「dataPattern」 テストする再現性の方法。
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パラメータ 説明

「patternNumber」と入力します テストの実行に使用する16進数のデータパターン。
この数は'0000’からFFFF’までの任意の16進数にする
ことができます16進数値を示すためには'0x’を前面に
配置する必要があります

'maxErrorCount' テストを終了するまでに許容するエラーの数。

「testIterations」 テストを繰り返す回数。

タイムアウト テストを実行する時間（分）。

注：

テストするデバイスのタイプを複数入力したり、実行するテストのタイプを複数入力したりできます。

「start driveChannel faultDiagnostics」コマンドと「stop driveChannel faultDiagnostics」コマンドを「start
driveChannel faultDiagnostics」コマンドとともに使用します。これらのコマンドは、診断テストの結果をフ
ァイルに保存し、診断テストを停止するために必要です。

有効な「patternNumber」エントリの例としては、「0xA5A5"」、「0x3C3C」、「8787」、「1234」などが
あります。

このコマンドは’Ctrl + Cキーを押すといつでも停止できます

最小ファームウェアレベル

7.15

ドライブチャネルの特定を開始します

start driveChannel locateコマンドは’特定のドライブチャネルに接続されているドライブ
トレイのインジケータライトを点灯することによって’そのドライブトレイを識別します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ドライブトレイのインジケータライトをオフにするには’stop driveChannel locateコマンドを使用します
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構文

start driveChannel [(1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8)] locate

パラメータ

パラメータ 説明

driveChannel 特定するドライブチャネルの識別番号。ドライブ・
チャネルの有効な識別番号は'1''2'3’4''5''です '6’7’また
は'8`ドライブチャネルの識別番号は角かっこ（[]）で
囲みます。

最小ファームウェアレベル

6.10

7.15で、ドライブチャネル識別子の更新が追加されました。

Eメールアラート設定のテスト

「start emailAlert test」コマンドを使用すると、サンプルの電子メールメッセージを送信
して、アラート設定をテストできます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

start emailAlert test

パラメータ

なし

例
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SMcli -n Array1 -c "start emailAlert test;"

The sample alert message was successfully sent to the email addresses.

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ディスクプールまたはボリュームグループ内のボリュームの容量の拡張

start increaseVolumeCapacity volumeコマンドは’ディスク・プールまたはボリューム・
グループ内の標準ボリュームまたはリポジトリ・ボリュームの容量を拡張します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドでは、標準ボリュームはシックボリュームとも呼ばれます。

このコマンドを使用してシンボリュームの容量を拡張することはできません。

構文

start increaseVolumeCapacity volume="volumeName"

incrementalCapacity=volumeCapacity

[addDrives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn)]

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 容量を拡張するディスクプールまたはボリュームグ
ループ内のボリュームの名前。ボリューム名は二重
引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「増分容量」 ボリュームのストレージサイズ（容量）を拡張する
ための設定。サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で
定義されますデフォルト値は「bytes」です。

「addDrives」を参照してください ボリュームに新しいドライブを追加するための設
定。大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのト
レイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの
値を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、
ドライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定し
ます。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値
は「1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「addDrives」パラメータは、ボリュ
ームグループの容量を増やす場合にの
み使用できます。パラメータを使用し
てディスクプールの容量を拡張するこ
とはできません。

注：

場合によっては’drive’パラメータがコマンド構文の有効な入力として表示されることがありますただし’このコ
マンドでは’drive’パラメータを使用できません

「incrementalCapacity」パラメータを設定すると、長時間実行される処理が開始され、途中で停止することは
できません。長時間の処理はバックグラウンドで実行され、他のコマンドの実行が妨げられることはありませ
ん。長時間実行中の処理の進捗状況を表示するには、「show volume actionProgress」コマンドを使用しま
す。

'addDrives’パラメータは’大容量ドライブ・トレイと小容量ドライブ・トレイの両方をサポートします大容量
ドライブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、
ドライブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレ
イの場合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定
する必要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているス
ロットのIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ド
ロワーのIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

7.83
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入出力コントローラ（IOC）ダンプを開始します

start IOCLogコマンドは、ホストとコントローラ間のデータ送信のIOCログをダンプしま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

コントローラは「a」または「b」として識別されます。各コントローラには最大4つのホストチャネルがあ
り、各チャネルは1~4の番号で一意に識別されます。

構文

start IOCLog [(a1 | a2 | a3 | a4 | b1 | b2 | b3 | b4)]

[overwrite=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「コントローラチャネル識別子」 このパラメータは、IOCダンプの作成元となるコント
ローラとホストチャネルを指定します。有効なコン
トローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はス
ロットAのコントローラ、「b」はスロットBのコント
ローラですホストチャネルは数値で識別されます。
コントローラとホストチャネルの識別子は角かっこ
（[]）で囲みます。

有効なコントローラ識別子とホスト・チャネルの値
は’A1' A2’A3"'A4’B1’です 「b2」、「b3」、「b4」。

コントローラを指定しないと、ストレージ管理ソフ
トウェアから構文エラーが返されます。

「上書き」 このパラメータを使用すると、新しいIOCログダンプ
で既存のダンプが上書きされます。既存のダンプを
上書きするには’このパラメータをTRUEに設定します
デフォルト値は’FALSE’です
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注：

このコマンドは、選択したコントローラのIOCからデバッグログを生成し、コントローラ上の永続的メモリバ
ッファにデータを圧縮して格納します。save IOCLogコマンドを使用すると、デバッグログからデータを取得
できます。コントローラから次の状況のエラーが返されます。

• コントローラプラットフォームとHICがIOCダンプをサポートしていない。

• 指定したコントローラに未処理のIOCダンプがあり、overwriteパラメータがfalseに設定されている。

• 指定したコントローラ識別子またはチャネル識別子が有効な範囲外です。

最小ファームウェアレベル

8.20で

FDEドライブの完全消去を開始します

start secureErase driveコマンドは'1つまたは複数のFull Disk Encryption (FDE)ドライブ
からすべてのデータを消去して’FDEドライブとして再利用できるようにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、FDEドライブがセキュアなボリュームグループまたはディスクプールのメンバーでなくなっ
た場合、またはセキュリティキーが不明な場合にのみ実行します。

ドライブがロックされていて、そのドライブのロックを解除するためのセキュリティキーが使
用できないときにFIPSドライブを消去するには、「set drive securityID」コマンドを使用しま
す。

構文

[start secureErase (drive [trayID,[drawerID,]slotID] | drives [trayID1

,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn])

パラメータ
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パラメータ 説明

「ドライブ」または「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

drivesリストにストレージアレイのす
べてのドライブを指定するとコマンド
が拒否されます。すべてのドライブを
完全消去するには、ドライブのリスト
を2つのグループに分けて指定し、こ
のコマンドを2回実行します。

注：

コントローラファームウェアによってロックが作成され、FDEドライブへのアクセスが制限されます。FDEド
ライブには、Security Capableという状態があります。セキュリティキーを作成すると、状態はSecurity
Enabledに設定され、これによって、ストレージアレイ内に存在するすべてのFDEドライブへのアクセスが制
限されます。

最小ファームウェアレベル

7.40

Snapshotイメージのロールバックを開始します

start snapImage rollbackコマンドは’スナップショット・イメージ・セットのロールバッ
ク・オペレーションを開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
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Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ベースボリュームの内容は、選択したSnapshotイメージボリュームの任意の時点の内容に合わせてすぐに変
更されます。ロールバック処理が完了すると、ベースボリュームに対する読み取り/書き込み要求をすぐに実
行できるようになります。スナップショット・イメージのロールバック操作を停止するには’stop rollback
SnapImageコマンドを使用します

Snapshotイメージに関連付けられているリポジトリボリュームは、ロールバック処理の完了後に発生するベ
ースボリュームとSnapshotイメージボリューム間の新しい変更を引き続き追跡します。

オンラインボリュームコピーに関与するSnapshotイメージには、このコマンドは使用できませ
ん。

構文

start snapImage ["snapImageName"] rollback

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapImage」 Snapshotイメージの名前。Snapshotイメージの名前
は次の2つの部分で構成されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新—スナップショットグループで作成された最
新のスナップショットイメージを表示する場合に’
このオプションを使用します

• oldest --スナップショットグループで作成された
最も古いスナップショットイメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

Snapshotイメージ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。
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• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、SnapshotグループsnapGroup1内のSnapshotイメージ12345をロールバックする場合は、次のコマ
ンドを使用します。

start snapImage ["snapGroup1:12345"] rollback;

SnapshotグループsnapGroup1内の最も新しいSnapshotイメージをロールバックするには、次のコマンドを使
用します。

start snapImage ["snapGroup1:newest"]rollback;

最小ファームウェアレベル

7.83

SNMPトラップの送信先をテストします

start snmpTrapDestinationコマンドは’特定の簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP)コ
ミュニティまたはユーザのトラップレシーバーの接続と識別をテストしますこのコマン
ドは、トラップレシーバーにトラップメッセージを送信することによって、トラップの
送信先をテストします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

start snmpTrapDestination trapReceiverIP=ipAddress

    (communityName="communityName" | (userName="userName" [engineId=(local

| engineId)]))

パラメータ
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パラメータ 説明

「trapReceverIP」と入力します トラップメッセージの送信先であるSNMPマネージャ
のIPアドレス。

「CommunityName」の略 トラップメッセージを送信するSNMPコミュニティの
名前。

「ユーザ名」 トラップメッセージを送信するSNMPユーザの名前。

「engineID」 トラップメッセージを送信するSNMPユーザのエンジ
ンID。同じユーザ名を使用するUSMユーザが複数あ
る場合は、エンジンIDが必要です。ローカルSNMPエ

ージェントを指定する値は「local」です。ローカ
ルSNMPエージェントは権限のあるエージェント
で、16進数の数字で、リモートSNMPエージェント
エンジンIDを指定します。

最小ファームウェアレベル

8.30

SSDキャッシュの場所の特定を開始します

start ssdCache locateコマンドは’SSDのインジケータライトを点滅させることにより’論
理的にグループ化されたソリッド・ステート・ディスク（SSD）を識別します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ドライブのインジケータライトをオフにするには’stop ssdCache locateコマンドを使用します

構文

start ssdCache [ssdCacheName] locate

パラメータ
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パラメータ 説明

「ssdCache」 特定するSSDキャッシュの名前。SSDキャッシュ名
は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ名が特
殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成され
る場合は、SSDキャッシュ名を二重引用符（""）で囲
んだ上で角かっこで囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

SSDキャッシュのパフォーマンスモデリングを開始する

start ssdCache performanceModelingコマンドは’SSDキャッシュのパフォーマンスモデ
リングを開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

パフォーマンスモデリングは、一定期間のI/Oアクティビティを監視および測定し、さまざまなSSDキャッシ
ュサイズのパフォーマンスを予測します。パフォーマンスは、キャッシュヒット率と平均応答時間の2つの指
標を使用して推定されます。パフォーマンスモデリングデータは’stop ssdCache performanceModelingコマン
ドを使用してオペレーションを停止するまで使用できません

構文

start ssdCache [ssdCacheName] performanceModeling

パラメータ
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パラメータ 説明

「ssdCache」 パフォーマンスをモデリングするSSDキャッシュの
名前。SSDキャッシュ名は角かっこ（[]）で囲みま
す。SSDキャッシュ名が特殊文字を含んでいる場合
または数字のみで構成される場合は、SSDキャッシ
ュ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。

注：

パフォーマンスモデリングが終了し、以下のいずれかの条件に該当する場合にパフォーマンスモデリングデー
タを使用できるようになりました。

• 「stop ssdCache performanceModeling」コマンドを実行します。

• ストレージ管理ソフトウェアを使用してパフォーマンスモデリングデータを取得する。

パフォーマンスモデリングが終了しても、次のいずれかの条件に該当する場合はデータを使用できません。

• コントローラをリブートした。

• SSDキャッシュ設定に変更を加えた。

• SSDキャッシュの状態が変化した。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

AutoSupport 配信設定をテストします

start storageArray AutoSupport deliveryTestコマンドは、サンプルのAutoSupport バンド
ル収集メッセージを送信し、指定された配信パラメータを使用してデスティネーション
テクニカルサポートシステムへの接続をテストできるようにします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

構文

start storageArray autoSupport deliveryTest [replyToEmail="address"]
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パラメータ

パラメータ 説明

「replyToEmail」 AutoSupport テストメッセージの返信先のEメールア
ドレスを指定できます。配信方法がEメールに設定さ
れている場合にのみ使用/必須です。

例

SMcli -n Array1 -c "start storageArray autoSupport deliveryTest;"

SMcli -n Array1 -c "start storageArray autoSupport deliveryTest

replyToEmail=\"user@company.com\";"

The sample AutoSupport message was successfully sent to the ASUP gateway

server.

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイのAutoSupport 手動ディスパッチを開始します

start storageArray asemanualDispatch' AutoSupport コマンドは、バンドルの完全なサポ
ートバンドルとASUPディスパッチを開始します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

完了までの時間が長いため、プロセスが開始されるとコマンドは成功を返します。

構文

start storageArray autoSupport manualDispatch
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パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.63

ストレージアレイの構成データベース診断を開始します

start storageArray configDbDiagnosticコマンドは’構成データベースに対して整合性チェ
ックを実行します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

start storageArray configDbDiagnostic

[sourceLocation=(disk | onboard) |

diagnosticType=(fileSystem | mirror) |

controller[(a|b)]]

パラメータ

パラメータ 説明

「sourceLocation」と入力します このパラメータは、データベースの場所を指定しま
す。

• 「disk」は、ドライブ上のデータベースから直接
データが取得されることを示します

• 「onboard」は、RPAメモリ上の場所からデータ
を取得することを示します

デフォルトの場所は「disk」です。
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パラメータ 説明

'diagnosticType' データベースで実行する診断テストのレベル。次の
いずれかのレベルのテストを実行できます。

`filesystem --このオプションは’データベースの構造的
な整合性をチェックします

mirror --このオプションを使用して実行されるテスト
は’sourceLocationパラメータの値によって異なりま
す

• 「* sourceLocation *」パラメータが「disk」に設
定されている場合、ピア・コントローラはブロッ
ク・チェックを開始します。

• 「* sourceLocation *」パラメータが「onboard」
に設定されている場合、ピア・コントローラはレ
コード・チェックを開始します。

「mirror」オプションは、コマンドラ
インまたはスクリプトエディタからの
み実行できます。このオプションは、
ストレージ管理ソフトウェアのGUIか
らは使用できません。mirrorオプショ
ンを指定すると’長時間実行される処理
が開始され’停止することはできません

デフォルト値は「filesystem」です。

「controller」と入力します 診断テストを実行するデータベースが格納されてい
るコントローラ。有効なコントローラ識別子は「a」
または「b」です。「a」はスロットAのコントロー
ラ、「b」はスロットBのコントローラですコントロ
ーラの識別子は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

このコマンドは、構成データベースに対して整合性チェックを実行します。すべてのデータベースレコードが
チェックされます。エラーデータは、ディスク上のデータフォルダ内のファイルに自動的に書き込まれます。
出力ファイルを指定する必要はありません。

diagnosticType’パラメータをmirrorに設定し’sourceLocation’パラメータをonboardに設定して整
合性チェックを実行する原因 と’操作を長時間実行できますこれにより、ホストのI/O処理に悪
影響が及ぶ可能性があります。この処理は、サポート部門から指示があった場合にのみ実行し
てください。

診断テストが完了すると、コントローラファームウェアは次のいずれかの結果を返します。

• 「診断はエラーなしで完了しました。ZIPファイルが作成されていません

• 「診断がエラーで終了しました。作成されたZIPファイルを参照してください
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'+…\Install_dir\data\FirmwareUpgradeReports\timestamp_buildNo.zip +`

構成データベースの不整合が検出された場合、コントローラファームウェアは次の処理を実行します。

• 不整合の概要 を返します

• バイナリデータをZIPファイルに保存します

ZIPファイルは次の場所に保存されます。

'+…\Install_dir\data\FirmwareUpgradeReports\timestamp_buildNo.zip +`

このバイナリデータを使用して問題の原因 を特定したり、バイナリデータを格納しているファイルをテクニ
カルサポートに送信したりできます。

データベース設定診断テストを停止するには、「stop storageArray configDbDiagnostic」コマンドを使用しま
す。

また、ストレージ管理ソフトウェアのGUIからデータベース構成の診断テストを開始することもできます。た
だし、ストレージ管理ソフトウェアのGUIから診断テストを停止することはできません。実行中の診断テスト
を停止するには’stop storageArray configDbDiagnostic’コマンドを使用する必要があります

最小ファームウェアレベル

7.75

7.83で、次のパラメータが追加されました

• 「sourceLocation」と入力します

• 'diagnosticType'

• 「controller」と入力します

ストレージアレイコントローラのヘルスイメージの開始

start storageArray controllerHealthImage controllerコマンドは、コントローラヘルスイメ
ージ機能をサポートするストレージアレイで、ストレージアレイコントローラヘルスイ
メージを作成します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）
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ファームウェア・バージョン8.20で’coredump’パラメータは’controllerHealthImage’パラメータ
に置き換えられました

このコマンドは、必ずテクニカルサポートの指示に従って使用してください。

ストレージアレイがコントローラヘルスイメージ機能をサポートしていない場合、コマンドはエラーを返しま
す。

構文

start storageArray controllerHealthImage controller [(a|b)]

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します このパラメータは、コントローラのヘルスイメージ
の作成元のコントローラを指定します。有効なコン
トローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はス
ロットAのコントローラ、「b」はスロットBのコント
ローラですコントローラの識別子は角かっこ（[]）で
囲みます。コントローラを指定しないと、ストレー
ジ管理ソフトウェアから構文エラーが返されます。

注：

このコマンドは、選択したコントローラのコアデータを強制的にキャッシュにダンプします。キャッシュデー
タのコピーをホストファイルに保存するには、「save storageArray controllerHealthImage」コマンドを使用
します。

最小ファームウェアレベル

7.83

8.20で’coredump’パラメータが’controllerHealthImage’パラメータに置き換えられました

ストレージアレイのディレクトリサーバをテストする

start storageArray DirectoryServices testコマンドは、設定されているすべてのディレク
トリサーバとの通信をチェックし、サーバドメイン設定を検証します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security

760



Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、ディレクトリサーバがドメインに1つも追加されていない場合にエラーを返します。

構文

start storageArray directoryServices test

パラメータ

なし

例

SMcli -n Array1 -c "start storageArray directoryServices test;"

<test results for each domain configured are returned>

SMcli completed successfully.

外部キー管理通信のテスト

start storageArray externalKeyManagement testコマンドは、設定されたクレデンシャル
（証明書、KMIPサーバのアドレス、KMIPポート番号）を使用して、ストレージアレイ
が外部KMIPサーバと通信できるかどうかを確認します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文

start storageArray externalKeyManagement test
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パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイのiSNSサーバの更新を開始します

start storageArray isnsServerRefreshコマンドは、iSNSサーバのネットワークアドレス
情報の更新を開始します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

DHCPサーバが非常に低速であるか応答しない場合は、更新処理に2~3分かかる可能性があります。

このコマンドはIPv4専用です。

構文

start storageArray isnsServerRefresh

パラメータ

なし

注：

set storageArray isnsIPv4ConfigurationMethodコマンドを使用して設定をDHCPに設定していない場
合、「start storageArray isnsServerRefresh」を実行するとエラーが返されます。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイの特定の開始

start storageArray locateコマンドは’ストレージ・アレイのインジケータ・ライトをオン
にすることによって’ストレージ・アレイを検索します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ストレージ・アレイのインジケータ・ライトをオフにするには’stop storageArray locateコマンドを使用します

構文

start storageArray locate

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

OCSPサーバURLテストを開始します

start storageArray ocspResponderUrl testコマンドは、Online Certificate Status Protocol
（OCSP）サーバの指定したURLへの接続が開いているかどうかをチェックします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

パラメータ

パラメータ 説明

「URL」 OCSPサーバURLのリテラル文字列。

URLを指定しない場合、証明書失効の
設定にあるOCSPレスポンダURLが使
用されます。
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構文

start storageArray ocspResponderUrl test (url=stringLiteral)

最小ファームウェアレベル

8.42

ストレージアレイのsyslogテストを開始します

start storageArray syslog testコマンドを使用すると、ストレージアレイとsyslogサーバ
間の通信をテストできます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

構文

start storageArray syslog test id="<id>"

パラメータ

パラメータ 説明

ID テストするsyslog設定ID。このIDは、「show
storageArray syslog」コマンドを使用して取得できま
す。

例

SMcli -n Array1 -c "start storageArray syslog test

id=\"331998fe-3154-4489-b773-b0bb60c6b48e\";"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.42
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同期ミラーリングを開始します

start SyncMirror primary synchronizeコマンドは’同期ミラーリングの同期を開始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

start syncMirror primary ["volumeName"] synchronize

パラメータ

パラメータ 説明

「プライマリ」 同期を開始するプライマリボリュームの名前。プラ
イマリボリューム名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

6.10

syslog設定をテストします

start syslog testコマンドは、サンプルメッセージを送信して、syslog設定をテストしま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個々のストレージアレイを環境 します。E2700ま
たはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
AdminまたはSupport Adminロールが必要です。
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構文

start syslog test

パラメータ

なし

例

SMcli -n Array1 -c "start syslog test;"

The sample alert message was successfully sent to the syslog servers.

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

トレイの特定の開始

start tray locateコマンドは’インジケータライトをオンにしてトレイを検索します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

トレイのインジケータライトをオフにするには’stop tray locateコマンドを使用します

構文

start tray [trayID] locate

パラメータ
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パラメータ 説明

「tray」 特定するトレイ。トレイIDの値は'0～99ですトレイID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

6.10

ボリュームの初期化を開始する

start volume initializeコマンドは’ストレージ・アレイ内のボリュームのフォーマットを開
始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームのフォーマットは長時間の処理で、途中で停止することはできません。

構文

start volume [volumeName] initialize

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 フォーマットするボリュームの名前。ボリューム名
は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特殊文
字または数字が含まれている場合は、名前を二重引
用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要がありま
す。

最小ファームウェアレベル

6.10
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シンボリュームの初期化

start volume initialize’コマンドは’シン・ボリュームを初期化または再初期化します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

使用するパラメータに応じて操作が異なります。

• オプションパラメータなしでこのコマンドを使用すると、シンボリューム上のデータが削除されます。リ
ポジトリボリュームの容量には影響しません。

• オプションのパラメータを指定して、原因 の再初期化およびリポジトリボリュームの操作を実行します。

シンボリュームの初期化は長時間の処理で、途中で停止することはできません。

構文

start volume [volumeName] initialize

[existingRepositoryLabel=existingRepositoryName]

[diskPool=diskPoolName capacity=capacityValue]

[retainRepositoryMembers=(TRUE|FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 初期化を開始するボリュームの名前。ボリューム名
は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名が特殊文
字を含んでいる場合または数字のみで構成される場
合は、ボリューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で
角かっこで囲む必要があります。

768



パラメータ 説明

'existingRepositoryLabel’です このパラメータは、リポジトリボリュームを指定し
たボリュームの候補で置き換えます。

• 指定する値は、既存のリポジトリボリュームのユ
ーザラベルです。指定するボリュームは、適切な
形式の名前を持つ未使用のリポジトリボリューム
である必要があります。

• 新しく指定したリポジトリボリュームが別のディ
スクプール上にある場合、シンボリュームはその
プールに所有権を移します。

• デフォルトでは、古いリポジトリボリュームは削
除されます。

既存のリポジトリボリューム名が特殊文字を含んで
いる場合または数字のみで構成される場合は、ボリ
ューム名を二重引用符（""）で囲む必要があります。

「diskPool」 指定した容量を持つ新しいリポジトリボリュームを
作成するディスクプールの名前。ディスクプール名
が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成
される場合は、ディスクプール名を二重引用符（""）
で囲む必要があります。

指定した容量を持つ新しいリポジトリ・ボリューム
を作成するには’このパラメータをcapacityパラメータ
とともに使用する必要があります

「容量」 作成するリポジトリボリュームに設定するサイズ。
サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

最小物理容量は4GBです。

最大物理容量は257TBです。

指定した容量を持つ新しいリポジトリ・ボリューム
を作成するには’diskPool’パラメータとともにこのパ
ラメータを使用する必要があります

retainRepositoryMembers このパラメータがTRUEに設定されている場合’古いリ
ポジトリは保持されますデフォルトでは、古いリポ
ジトリは削除されます。既存のリポジトリが再利用
される場合、このパラメータは無視されます。

注：

volumeパラメータでボリュームを指定しない場合’このコマンドはリポジトリ内のメタデータをリセットし’実
際には’ホストに対してシン・ボリュームが空であると表示されます「* volume *」パラメータでボリュームを
指定した場合、そのボリュームは新しく作成されたボリュームに置き換えられま

769



す。「existingRepositoryLabel」パラメータを使用してボリュームを指定した場合は、既存のボリュームに置
き換えられます。別のディスク・プールにある既存のボリュームを’existingRepositoryLabel’パラメータで指定
すると’シン・ボリュームは新しいディスク・プールに所有権を変更します

仮想容量、クォータ、警告しきい値など、シンボリュームのボリュームパラメータは、シンボリュームの再初
期化後も以前の値のままです。

Immediate Availability Format（IAF）は、64TBを超えるボリュームには適用されません。

次の表に、シンボリュームの容量制限を示します。

容量のタイプ サイズ

最小仮想容量 32 MB

最大仮想容量 256 TB

最小物理容量 4 GB

最大物理容量 257TB

シンボリュームでは、標準ボリュームで行われるすべての処理がサポートされます。ただし、次の例外があり
ます。

• シンボリュームのセグメントサイズは変更できません。

• シンボリュームでは読み取り前冗長性チェックを有効にできません。

• ボリュームコピーでは、シンボリュームをターゲットボリュームとして使用できません。

• 同期ミラーリング処理ではシンボリュームを使用できません。

シンボリュームを標準ボリュームに変更する場合は、ボリュームコピー処理を使用してシンボリュームのコピ
ーを作成します。ボリュームコピーのターゲットは常に標準ボリュームです。

最小ファームウェアレベル

7.83

8.30で、シンボリュームの最大容量が256TBに拡張されました。

ボリュームグループのデフラグの開始

start volumeGroup defr`コマンドは’指定したボリュームグループ上でデフラグ操作を開
始します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームグループのデフラグは長時間の処理で、途中で停止することはできません。

構文

start volumeGroup [volumeGroupName] defragment

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します デフラグするボリュームグループの名前。ボリュー
ムグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

ボリュームグループ内のボリューム数が32を超えると、ホストI/Oエラーが発生する可能性があります。ま
た、ボリュームグループ定義が設定される前にタイムアウト時間が終了したために、内部コントローラのリブ
ートが発生する場合もあります。この問題 が表示された場合は、ホストI/O処理を休止し、もう一度コマンド
を実行します。

最小ファームウェアレベル

6.10

ボリュームグループのエクスポートの開始

start volumeGroup exportコマンドは’ボリューム・グループをエクスポート状態に移行し
ます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

その後、ボリュームグループを構成するドライブを取り外して、別のストレージアレイに再度取り付けること
ができます。
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これらの手順を実行する前に、に記載されている手順を実行してください ボリュームグループ
の移行について説明します。

ボリュームグループ内では、機能に関連付けられているボリュームをストレージアレイ間で移
動することはできません。

構文

start volumeGroup [volumeGroupName] export

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します エクスポートするボリュームグループの名前。ボリ
ュームグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

このコマンドが正常に実行されると’start volumeGroup importコマンドを実行して’ボリューム・グループの完
全な状態への移動を完了できますこれにより’ボリューム・グループを新しいストレージ・アレイで使用でき
るようになります

ハードウェアの問題によってエクスポートが完了できなかったためにこのコマンドが失敗した場合は、「set
volumeGroup forceState」コマンドを使用します。set volumeGroup forceStateコマンドを使用すると’start
volumeGroup importコマンドを使用してボリュームグループをインポートできます

ボリュームグループがエクスポート状態または強制状態になったら、ボリュームグループを構成するドライブ
をストレージアレイから取り外すことができます。ドライブを別のストレージアレイに再度取り付けることが
できます。

最小ファームウェアレベル

7.10

ボリュームグループのフルプロビジョニングを開始します

start volumeGroup fullProvisioningコマンドは’ディスク・プール内のすべてのボリューム
に対してフル・プロビジョニング操作を開始し’オプションでボリューム・グループ上の
リソース・プロビジョニングを無効にします

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
すべてのストレージアレイを環境 します。
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ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。

コンテキスト（Context）

リソースプロビジョニング機能を使用すると、ドライブブロックの大部分を標準ボリュームよりも未割り当て
の状態にしておくことで、SSDの寿命が延び、書き込みパフォーマンスが向上します。リソースプロビジョニ
ングボリュームは、SSDボリュームグループまたはプール内のシックボリュームで、ドライブ容量が割り当て
られていますが（ボリュームに割り当てられて）、ボリュームの作成時にドライブブロックが割り当て解除（
マッピング解除）されます。ドライブブロックは、ホスト書き込みIOを完了するために必要に応じて割り当て
られます。ホストのマッピング解除処理によって、ドライブブロックを未割り当て状態に戻すことができま
す。リソースプロビジョニングでは、時間制限付きのバックグラウンド初期化が排除されるため、大容量のボ
リュームを迅速に初期化できます。

リソースプロビジョニングボリュームはSSDボリュームグループおよびプールでのみサポートされます。グル
ープまたはプール内のすべてのドライブでNVMe Deallocated or Unwritten Logical Block Error Enable
（DULBE）エラーリカバリ機能がサポートされます。パフォーマンスの向上はドライブのモデルや容量によ
って異なります。

完全なプロビジョニング形式では、ボリュームグループ内のボリュームに必要なすべてのブロックがドライブ
上で完全にマッピングされます。このコマンドは、プロビジョニングされたリソースボリュームグループにの
み適用できます。disableResourceProvisioningオプションがFALSEに設定されていない場合でも’ボリューム
はリソースプロビジョニングされ’ボリュームグループ上に作成された新しいボリュームはリソースプロビジ
ョニングされますリソース・プロビジョニングを無効にするオプションがtrueに設定されている場合’ボリュー
ムはリソース・プロビジョニングされなくなり’ボリューム・グループに作成された新しいボリュームはリソ
ース・プロビジョニングされません

構文

start volumeGroup[volumeGroupName] fullProvisioning

[disableResourceProvisioning=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します フルプロビジョニング処理を開始するボリュームグ
ループ。ボリュームグループ名は角かっこで囲みま
す（[]）。
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パラメータ 説明

disableResourceProvisioning フルプロビジョニング処理の完了後にリソースプロ
ビジョニングを無効にするかどうかを指定する設
定。リソースプロビジョニングの無効化をスキップ
するには’これをFALSEに設定しますデフォルト値
は「true」です。

ボリューム・グループおよび関連する
すべてのボリュームでリソース・プロ
ビジョニングを再度有効にするに
は’Start Volume Group Resource
Provisioning’コマンドを使用します

最小ファームウェアレベル

11.72

ボリュームグループのインポートを開始します

start volumeGroup importコマンドは’ボリューム・グループを完了状態に移行して’新し
く導入したボリューム・グループを新しいストレージ・アレイで使用できるようにしま
す

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを実行するには、ボリュームグループがエクスポート状態または強制状態である必要がありま
す。コマンドが正常に実行されると、ボリュームグループを使用できるようになります。

ボリュームグループ内では、機能に関連付けられているボリュームをストレージアレイ間で移
動することはできません。

構文

start volumeGroup [volumeGroupName] import

パラメータ
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パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します インポートするボリュームグループの名前。ボリュ
ームグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

特定の機能（同期ミラーリング、ボリュームコピー、マッピング、永続的予約）に関連する上位のボリューム
は、インポート処理から除外されます。

start volumeGroup importコマンドを実行する前に’show volumeGroup importDependenciesコマンドを実行す
る必要があります

最小ファームウェアレベル

7.10

ボリュームグループの特定の開始

start volumegroup locateコマンドは’ドライブ上のインジケータライトを点滅させること
により’指定したボリュームグループを構成するために論理的にグループ化されたドライ
ブを特定します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ドライブのインジケータライトをオフにするには’stop volumegroup locateコマンドを使用します

構文

start volumeGroup [volumeGroupName] locate

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します 特定するドライブが所属するボリュームグループの
名前。ボリュームグループ名は角かっこ（[]）で囲み
ます。
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最小ファームウェアレベル

6.16

ボリュームグループリソースのプロビジョニングを開始します

start volumeGroup resourceProvisioningコマンドは’指定されたボリュームグループでリ
ソースプロビジョニングを有効にし’ボリュームグループ内の各ボリュームで非同期オペ
レーションを実行するリソースプロビジョニングを開始しますリソースをプロビジョニ
ングするには、ボリュームグループ内のすべてのドライブがNVMeのDULBE機能をサポ
ートしている必要があります。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
すべてのストレージアレイを環境 します。

ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage AdminまたはSupport
Adminのロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームグループでリソースのプロビジョニングを無効にするには、フルプロビジョニングコマンドとオプ
ションを使用して、リソースのプロビジョニングを無効にします。すべてのドライブがDULBE対応で、スト
レージアレイの「resourceProvisionedVolumes」設定が「true」の場合、ボリュームグループは作成時にリソ
ースをプロビジョニングします。

構文

start volumeGroup[volumeGroupName] resourceProvisioning

パラメータ

パラメータ 説明

「volumeGroupName」と入力します リソースプロビジョニング機能を有効にするボリュ
ームグループ。ボリュームグループ名は角かっこ（[]
）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

11.73

停止…
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非同期ミラーグループのロール反転をキャンセルします

stop asyncMirrorGroup RoleChangeコマンドは’非同期ミラーグループ間の保留中のロー
ル反転操作をキャンセルします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName] rolechange

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 保留中のロール反転処理をキャンセルする非同期ミ
ラーグループの名前。非同期ミラーグループ名は角
かっこ（[]）で囲みます。非同期ミラーグループ名が
特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構成さ
れる場合は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角
かっこで囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

整合性グループのSnapshotロールバックを停止します

stop cgSnapImage rollbackコマンドは’スナップショット・コンシステンシ・グループの
メンバー・ベース・ボリュームへのロールバック・オペレーションを停止します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

整合性グループのSnapshotのロールバック処理をキャンセルすると、ベースボリュームが不確
定な状態になり、データが無効になるか整合性を失う可能性があります。関連する整合性グル
ープのSnapshotボリュームは無効になり、使用できなくなります。

構文

stop cgSnapImage["snapCGID:imageID"] rollback

memberVolumeSet ("memberVolumeName1" ... "memberVolumeNamen")

パラメータ

パラメータ 説明

「cgSnapImage」をクリックします ロールバック処理を停止する整合性グループ
のSnapshotイメージの名前。Snapshotイメージの名
前は次の2つの部分で構成されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新—スナップショットグループで作成された最
新のスナップショットイメージを表示する場合に’
このオプションを使用します

• oldest --スナップショットグループで作成された
最も古いスナップショットイメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

Snapshotイメージ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

「memberVolumeSet」をクリックします ロールバック処理を停止する整合性グループ内のメ
ンバーベースボリュームの名前。各メンバーベース
ボリューム名は、二重引用符（""）で囲んだ上で丸か
っこで囲みます。

複数のメンバーベースボリューム名を入力できま
す。すべてのメンバーベースボリューム名を1組の角
かっこ（[]）で囲みます。各メンバーベースボリュー
ム名は二重引用符（""）で囲みます。メンバーベース
ボリューム名はそれぞれスペースで区切ります。

memberVolumeSet’パラメータが使用されていない場
合は’ロールバック・プロセスを停止します環境 は’コ
ンシステンシ・グループのすべてのメンバー・ボリ
ュームを停止します

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、CG1という名前の整合性グループ内にある最新のSnapshotイメージのロールバック処理を停止す
る場合は、次のコマンドを使用します。

stop cgSnapImage ["CG1:newest"] rollback;

CG2という名前の整合性グループ内にあるベースボリュームメンバーmemVol1、memVol2、memVol3
のSnapshotイメージ12345のロールバック処理を停止するには、次のコマンドを使用します。

stop cgSnapImage ["CG2:12345"] rollback memberVolumeset=("memVol1 memVol2

memVol3");

最小ファームウェアレベル

7.83

整合性グループのSnapshotボリュームの停止

stop cgSnapVolumeコマンドを実行すると、整合性グループのSnapshotボリュームを作
成するためのcopy-on-write処理が停止します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

copy-on-write処理を再開するには、「resume cgSnapVolume」コマンドを使用します。

このコマンドによって整合性グループのSnapshotボリュームが削除されることはありません。
整合性グループのスナップショットボリュームを削除するには’delete cgSnapVolumeコマンド
を使用します

構文

stop cgSnapVolume [snapVolumeName]

パラメータ

パラメータ 説明

cgSnapVolume 作成を停止する整合性グループのSnapshotボリュー
ムの名前。ボリューム名は角かっこ（[]）で囲みま
す。ボリューム名に特殊文字または数字が含まれて
いる場合は、名前を二重引用符（""）で囲んだ上で角
かっこで囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.83

ボリュームのパリティチェックジョブを停止します。

。 stop check volume parity job コマンドは、実行中のボリュームチェックパリ
ティジョブを停止します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、EF600およびEF300アレイを含む
すべてのストレージアレイを環境 します。

ロール

このコマンドをEF600およびEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要で
す。
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構文

stop check volume parity job jobId=<job_id>;

パラメータ

パラメータ 説明

jobId 停止するボリュームチェックパリティジョブに対応
するジョブID。この値は必須です。

最小ファームウェアレベル

11.80

整合性グループ上の保留中のSnapshotイメージを停止します

「stop consistencyGroup pendingSnapImageCreation」コマンドは、Snapshot整合性グ
ループに作成される保留中のSnapshotイメージをすべて停止します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshot整合性グループに保留中のSnapshotイメージがない場合はエラーメッセージが表示され、コマンド
は実行されません。

構文

stop consistencyGroup [consistencyGroupName]pendingSnapImageCreation

パラメータ

パラメータ 説明

「consistencyGroupName」 保留中のSnapshot処理を停止する整合性グループの
名前。整合グループの名前は角かっこ（[]）で囲みま
す。整合性グループ名に特殊文字または数字が含ま
れている場合は、整合性グループ名を二重引用符（""
）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。
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最小ファームウェアレベル

7.83

ディスクプールの特定を停止します

stop diskPool locateコマンドは’start diskPool locateコマンドによってオンにされたドラ
イブのインジケータ・ライトをオフにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop diskPool locate

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

7.83

ドライブの特定を停止します

stop drive locateコマンドは’start drive locateコマンドによってオンにされたドライブの
インジケータライトを消灯します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop drive locate
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パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

ドライブ交換を停止します

stop drive replace’コマンドは’set drive’コマンドまたは’replace driveコマンドのいずれか
で開始されたデータ・コピー・オペレーションを'copyDrive'ユーザー入力で停止します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop drive replace ([trayID,[drawerID,]slotID] | <"wwID">)

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID
の値は角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

「ドライブ」 交換するドライブのWorld Wide Identifier（WWID
）。WWIDは二重引用符（""）で囲んだ上で山かっこ
（<>）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

8.20で

ドライブチャネルの障害切り分け診断を停止します

stop driveChannel faultDiagnosticsコマンドは’ドライブ・チャネルの障害切り分け診断を
停止しますこれにより’start drive channel fault isolation diagnosticsコマンドが完了する
前に停止します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェアバージョン8.10では、「stop driveChannel faultDiagnostics」コマンドは廃止さ
れました。

構文

stop driveChannel faultDiagnostics

パラメータ

なし
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注：

start driveChannel faultDiagnosticsコマンドと’stop driveChannel faultDiagnosticsコマンドを使用しますこれら
のコマンドは、診断テストを開始し、診断テストの結果をファイルに保存するために必要です。

「start driveChannel faultDiagnostics」コマンドは、Ctrl + Cキーを押すといつでも停止できます。

最小ファームウェアレベル

7.15

ドライブチャネルの特定を停止します

stop driveChannel locateコマンドは’start driveChannel locateコマンドによってオンにさ
れたドライブトレイのインジケータライトを消灯します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop driveChannel locate

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

Snapshotグループの保留中のSnapshotイメージを停止します

'stop pendingSnapImageCreation’コマンドは、スナップショットまたはスナップショッ
ト整合性グループに作成される保留中のスナップショットイメージをすべてキャンセル
します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshotグループに保留中のSnapshotイメージがない場合はエラーメッセージが表示され、コマンドは実行
されません。このコマンドは、SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループに対して実行できます。

構文

stop (snapGroup [snapGroupName] |

consistencyGroup [snapConsistencyGroupName])

pendingSnapImageCreation

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 保留中のSnapshotイメージを停止するSnapshotグル
ープの名前。Snapshotグループ名は角かっこ（[]）で
囲みます。Snapshotグループ名に特殊文字または数
字が含まれている場合は、Snapshotグループ名を二
重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があ
ります。

「consistencyGroup」 保留中のSnapshotイメージを停止するSnapshot整合
性グループの名前。Snapshot整合性グループ名は角
かっこ（[]）で囲みます。Snapshot整合性グループ名
に特殊文字または数字が含まれている場合
は、Snapshotグループ名を二重引用符（""）で囲んだ
上で角かっこで囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotイメージのロールバックを停止します

stop snapImage rollbackコマンドは’start snapImage rollbackコマンドによって開始され
たスナップショット・イメージ・ロールバック・オペレーションを停止します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshotイメージのロールバック処理をキャンセルすると、ベースボリュームが不確定な状態
になり、データが無効になるか整合性を失う可能性があります。関連するSnapshotイメージボ
リュームは無効になり、使用できなくなります。

構文

stop snapImage [snapCGID:imageID rollback]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapImage」 ロールバック処理を停止するSnapshotイメージの名
前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部分で構成
されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新—スナップショットグループで作成された最
新のスナップショットイメージを表示する場合に’
このオプションを使用します

• oldest --スナップショットグループで作成された
最も古いスナップショットイメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

Snapshotイメージ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子
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たとえば、SnapshotグループsnapGroup1内のSnapshotイメージ12345のロールバック処理を停止する場合
は、次のコマンドを使用します。

stop snapImage ["snapGroup1:12345"] rollback;

SnapshotグループsnapGroup1内の最も新しいSnapshotイメージのロールバック処理を停止するには、次のコ
マンドを使用します。

stop snapImage ["snapGroup1:newest"] rollback;

最小ファームウェアレベル

7.83

Snapshotボリュームの停止

stop snapVolumeコマンドは’スナップショット・ボリュームのオペレーションを停止し
ます

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop snapVolume ["snapVolumeName"]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapVolume」 停止するSnapshotボリュームの名前。Snapshotボリ
ューム名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ
（[]）で囲みます。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。
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最小ファームウェアレベル

7.83

SSDキャッシュの場所の特定を停止します

「stop ssdCache locate」コマンドは、「start ssdCache locate」コマンドによってオン
にされたソリッドステートディスク（SSD）のインジケータライトをオフにします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

構文

stop ssdCache locate

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

SSDキャッシュのパフォーマンスモデリングを停止する

stop ssdCache performanceModelingコマンドは’パフォーマンスモデリング処理を停止
し’SSDキャッシュのパフォーマンスモデリングデータを表示します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

789



コンテキスト（Context）

このコマンドを実行する前に’start ssdCache performanceModelingコマンドを使用して’パフォーマンスモデリ
ング操作を開始する必要があります必要に応じて、データをファイルに保存することができます。

構文

stop ssdCache [ssdCacheName] performanceModeling [file="filename"]

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 パフォーマンスモデリングを停止するSSDキャッシ
ュの名前。SSDキャッシュ名は角かっこ（[]）で囲み
ます。SSDキャッシュ名に特殊文字または数字が含
まれている場合は、SSDキャッシュ名を二重引用符
（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

'file' パフォーマンスモデリングデータの保存先となるフ
ァイルパスとファイル名。ファイル名は二重引用符
（""）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\logs\ssdcacheperfcsv"

任意のファイル名を使用できますが'.csv拡張子を使用
する必要があります

注：

このコマンドから返されるパフォーマンスモデリング情報の例を次に示します。モニタのサイズによって、情
報がどのように折り返されるかが決まり、情報がどのように表示されるかが決まります。

SSD Cache Name: my_cache

Start time: 4/18/12 2:38:26  PM IST

Stop time: 4/18/12 2:38:45 PM IST

Duration : 00:00:19

SSD Cache Performance Modeling Data (Response Time):

                        SSD Reads            HDD Reads           HDD

Writes

            Overall     Avg.                 Avg.                Avg.

Cache       Response    Response    % of    Response    % of    Response

% of

Capacity    Time        Time        I/Os    Time        I/Os    Time

I/Os

186 GB      0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms
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0.0 %

372 GB      0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

557 GB *    0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

558 GB      0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

744 GB      0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

931 GB      0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

1117 GB     0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

1303 GB     0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

1489 GB     0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

1675 GB     0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

1862 GB     0 ms        0 ms        0.0 %   0 ms        0.0 %   0 ms

0.0 %

* = Current SSD cache physical capacity.

SSD Cache Performance Modeling Data (Cache Hit %):

Cache Capacity    Cache Hit %

186 GB            0 %

372 GB            0 %

557 GB *          0 %

558 GB            0 %

744 GB            0 %

931 GB            0 %

1117 GB           0 %

1303 GB           0 %

1489 GB           0 %

1675 GB           0 %

1862 GB           0 %

* = Current SSD cache physical capacity.

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。
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ストレージアレイの構成データベース診断を停止します

stop storageArray configDbDiagnostic’コマンドは’start storageArray configDbDiagnostic’
コマンドによって起動されたコントローラ・ファームウェアの構成データベースを検証
する診断テストを停止します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop storageArray configDbDiagnostic

パラメータ

なし

注：

コントローラファームウェアは、診断テストがキャンセルされたことを確認するメッセージを返します。

また、ストレージ管理ソフトウェアのGUIからデータベース構成の診断テストを開始することもできます。た
だし、ストレージ管理ソフトウェアのGUIから診断テストを停止することはできません。実行中の診断テスト
を停止するには’stop storageArray configDbDiagnostic’コマンドを使用する必要があります

ストレージ・アレイの構成の検証が完了した後に’stop storageArray configDbDiagnostic’コマンドを使用しよ
うとすると’検証が完了したことを示すメッセージは表示されませんこれは想定される動作です。

最小ファームウェアレベル

7.75

7.77で、用法が見直されました。

ストレージアレイドライブのファームウェアダウンロードを停止します

「stop storageArray driveFirmwareDownload」コマンドは、「download storageArray
driveFirmware」コマンドで開始したストレージアレイ内のドライブへのファームウェア
ダウンロードを停止します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
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べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、すでに進行中のファームウェアダウンロードは停止しません。このコマンドは、ダウンロー
ドを待機しているドライブへのファームウェアダウンロードをすべて停止します。

構文

stop storageArray driveFirmwareDownload

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

ストレージアレイのiSCSIセッションを停止します

「stop storageArray iscsiSession」コマンドは、ストレージアレイのiSCSIセッションを
強制的に終了します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop storageArray iscsiSession [SessionNumber]

パラメータ
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パラメータ 説明

「* iscsiSession *」のようになります iSCSIセッションの識別番号。iSCSIセッションの識
別番号は角かっこ（[]）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

7.10

ストレージアレイの特定の停止

stop storageArray locateコマンドは’start storageArray locateコマンドによってオンにさ
れたストレージ・アレイのインジケータ・ライトをオフにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop storageArray locate

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

トレイの特定を停止します

stop tray locateコマンドは’start tray locateコマンドによってオンにされたトレイのイン
ジケータライトをオフにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
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Adminロールが必要です。

構文

stop tray locate

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.10

ボリュームコピーの停止

'stop VolumeCopy target source’コマンドは、ボリュームコピー操作を停止します。この
コマンドは、Snapshotボリュームコピーペアに対して有効です。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop volumeCopy target [targetName] source [sourceName]

パラメータ

パラメータ 説明

「target」と入力します ボリュームコピー処理を停止するターゲットボリュ
ームの名前。ターゲットボリューム名は角かっこ（[]
）で囲みます。ターゲットボリューム名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、ターゲットボリ
ューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。
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パラメータ 説明

「source」を参照してください ボリュームコピー処理を停止するソースボリューム
の名前。ソースボリューム名は角かっこ（[]）で囲み
ます。ソースボリューム名に特殊文字または数字が
含まれている場合は、ソースボリューム名を二重引
用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要がありま
す。

ボリュームグループの特定を停止します

stop volumegroup locateコマンドは’start volumeGroup locateコマンドによってオンにさ
れたドライブのインジケータライトをオフにします

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700を含む個々のストレージアレイ環境 SMcliパッケージがす
べてインストールされていれば、EF600およびEF300アレイ

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

構文

stop volumeGroup locate

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.16

中断…

非同期ミラーグループを中断します

suspend asyncMirrorGroupコマンドは、すべてのミラーペアのデータの同期を非同期ミ
ラーグループレベルで中断します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

この’suspend’コマンドは’ローカル・ストレージ・アレイ上の変更されたデータがリモート・ストレージ・ア
レイにコピーされるときに発生する可能性のあるホスト・アプリケーションのパフォーマンスへの影響を軽減
します

構文

suspend asyncMirrorGroup [asyncMirrorGroupName]

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 データの同期を中断する非同期ミラーグループの名
前。非同期ミラーグループ名は角かっこ（[]）で囲み
ます。非同期ミラーグループ名に特殊文字または数
字が含まれている場合は、非同期ミラーグループ名
を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要
があります。

注：

中断状態の非同期ミラーグループでは、ミラーペアのプライマリボリュームからセカンダリボリュームへのデ
ータのコピーは試行されません。非同期ミラーグループのプライマリ側への書き込みは、関連付けられている
ミラーリポジトリボリュームに永続的に記録されます。非同期ミラーグループが再開されると、プライマリボ
リュームの変更された領域だけがセカンダリボリュームに書き込まれます。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

SSDキャッシュを中断します

suspend ssdCacheコマンドは、SSDキャッシュを使用しているすべてのボリュームのキ
ャッシュを一時的に停止します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700などの個 々 のストレージアレイを環境に設定します。
EF600およびEF300アレイ（すべてのSMcliパッケージがインストールされている必要があります。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するには、Support
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

キャッシュの停止中、ホストの読み取りはSSDキャッシュではなくベースボリュームから処理されます。

構文

suspend ssdCache [ssdCacheName]

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 中断するSSDキャッシュの名前。SSDキャッシュ名
は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ名に特
殊文字または数字が含まれている場合は、SSDキャ
ッシュ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

注：

キャッシュを再開するには’resume ssdCacheコマンドを使用します

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

同期ミラーリングを中断します

suspend SyncMirror primariesコマンドは’同期ミラーリング操作を一時停止します

サポートされているアレイ

このコマンドは、E2700、E5600、E2800、E5700のアレイを含む個々のストレージアレイを環境 で処理しま
す。 すべてのSMcliパッケージがインストールされていること。

ロール

このコマンドをE2800またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロールが必要
です。

コンテキスト（Context）
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このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

suspend syncMirror (primary [primaryVolumeName]

primaries [primaryVolumeName1 ... primaryVolumeNameN)]

[writeConsistency=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「プライマリ」 処理を中断するプライマリボリュームの名前。ボリ
ューム名は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名
に特殊文字または数字が含まれている場合は、ボリ
ューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

「原色」 処理を中断する複数のプライマリボリュームの名
前。すべてのボリュームに同じプロパティが適用さ
れます。以下のルールを使用して、ボリュームの名
前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名に特殊文字または数字が含まれる場合
は、次のルールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「ライトコンシステンシ」 このパラメータは、このコマンドで特定したボリュ
ームが書き込み整合性グループ内にあるか、別々の
ボリュームであるかを定義します。同じ書き込み整
合性グループ内のボリュームの場合は、このパラメ
ータを「true」に設定します。別々のボリュームの場
合は、このパラメータを「FALSE」に設定します。

注：

「writeConsistency」パラメータを「true」に設定すると、ボリュームは書き込み整合性グループ（またはグ
ループ）に属している必要があります。このコマンドは、ボリュームを含むすべての書き込み整合性グループ
の同期ミラーリングを中断します。たとえば’ボリュームA ' B 'およびCが書き込み整合性グループに属してお
り’リモートの対応するボリュームA'''B''およびC’がある場合’コマンドは次のようになります

799



suspend syncMirror volume ["A"] writeConsistency=TRUE

このコマンドは’A-A'、B-B'、C-C’の同期ミラーリングを中断します。書き込み整合性グループ1=｛A、B、C
｝と書き込み整合性グループ2=｛D、E、F｝があるとします。

suspend syncMirror volumes ["A" "D"] writeConsistency=TRUE

両方の書き込み整合性グループの中断

最小ファームウェアレベル

6.10

V

ストレージアレイのセキュリティキーを検証します

「validate storageArray securityKey」コマンドは、バックアップセキュリティキーファ
イルが破損していないことを確認するために、セキュリティ対応ドライブを搭載したス
トレージアレイのセキュリティキーを検証します。

サポートされているアレイ

外部キー管理が有効になっている場合、このコマンドはE2800およびE5700のアレイにのみ適用されます。内
部キー管理が有効になっている場合、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、コマンド環境
は個々のストレージアレイを対象とします。

ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Security
Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

セキュリティキーの検証では、ファイルの生成に使用したパスフレーズを使用してキーを復号化し、コントロ
ーラのメモリ（内部キーの場合）または外部サーバ（外部キーの場合）に保持されている値と照合します。

このコマンドは、内部と外部の両方のキー管理を環境 に行います。

構文

validate storageArray securityKey file="fileName"

passPhrase="passPhraseString"
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パラメータ

パラメータ 説明

'file' セキュリティキーを含むファイルパスとファイル
名。ファイルパスとファイル名は二重引用符（""）で
囲みます。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\drivesecurity.slk"

ファイル名の拡張子は「.slk」でなけれ
ばなりません。

パスフレーズ セキュリティキーを外部ファイルに格納できるよう
に、セキュリティキーを暗号化する文字列。パスフ
レーズは二重引用符（""）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

7.70
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法的通知

著作権に関する声明、商標、特許などにアクセスできます。

著作権

"https://www.netapp.com/company/legal/copyright/"

商標

NetApp 、 NetApp のロゴ、および NetApp の商標ページに記載されているマークは、 NetApp, Inc. の商標で
す。その他の会社名および製品名は、それぞれの所有者の商標である場合があります。

"https://www.netapp.com/company/legal/trademarks/"

特許

ネットアップが所有する特許の最新リストは、次のサイトで入手できます。

https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/11887-patentspage.pdf

プライバシーポリシー

"https://www.netapp.com/company/legal/privacy-policy/"

オープンソース

通知ファイルには、ネットアップソフトウェアで使用されるサードパーティの著作権およびライセンスに関す
る情報が記載されています。

"E シリーズ / EF シリーズ SANtricity OS に関する通知です"
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著作権に関する情報

Copyright © 2024 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
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ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
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の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR
5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
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し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
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